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小笠原島の械生ÎíJr.熱併有用楠物に就て 1 

緒 t::I 

小笠原島vì 守íJ:/ffl を市に距る lù'i 々 500 飴泊l. 大陸を離れて南海中に孤立する島嶋にして、亜細

亜大陸上り受くる策象上の影響はNMR~の暖流に諮られ、多暖に夏涼しき常瓦の地にして、風土

病の認むべきものなし蛇闘の忌むべきものなし草木は同時株色を皇し、諸種の花井交る交

る開花し、具芥奇:杏を放ち‘賞品共の聞に椀鴫し、人をして冬枯の寂塞を感ぜしむるととなく

榔子、マンゴ、パナナ、バパャ共の他熱帯有用組物の艮く生育する月Ii'の、東京府下に於ける一

大自然のも11宝にして叉天然の柴閣と fi目ふを何ベし。従て所生植物は自ら熱帯性の杭物を以て充

たされ、同;f;IÏ;度の~JjU:1こ在る他の地方とは全く共の趣を異にし、自生植物には岡有種や.珍奇

に属する種類少からや.叉地質、気象、生物等の方面に於ても興味あるもの多し。殊に去る昭

和 2 年 7 月

翠_f~.陛下 lこは小笠原島行家の際献上せる森林景抑店員、珍奇植物.森林植物踏葉、主要林

木材鑑等をいとピ仰興味深く 1d1J嘉納あらせられ.叉父島連珠谷固有林に御臨幸を賜り、共の景

1mを御1闘賞却しく植物を御研究遊され、又母品にたかせられでも海岸他物、化石、貝類等を御

研究避さる L 等 2 日 mJに豆り、御熱心に御研究あらせられたるは、誠に長き極みなり。草者は

嘗時ノj、笠原皆林署長として、 2 日間の御微行l乙供奉中上げ、小笠原島の植!l?tJ. 国有林の概況、

林業試験成樹等l亡時i し御託日月巾 kげ、旦御召献に於て御陪食を仰付られ、種々制l下問に奉答Fll

上ぐる等無上の光柴にi谷せり。

斯る由緒ある小笠原島の値生立方止!~帯有用植物に就て記述するは、筆者の光柴とする所所.にして

本報古告ifは士2鉱l立Z者

著書諭文等を参j照E目i して取極めたるものなりれ。

本報告を話すに官り指名!ーを賜りたる前林業試験場長林製博士白、揮保美氏並林業試験場長林事

博士藤岡光長氏、植物早名の鑑定を賜りたる迎撃博士中井猛之進氏位理皐士津山fhJ氏、助言を

奥へられたる林業試験場技師清野安氏娃尾越些氏、材料蒐集に努力せられたる林業試験場技手

阿部正義氏、馬民J最影に~~力せられたるノj、笠原告林容森林主事藤川武男氏誼元東京府投手新聞

瑞東氏に到し、拾に特記して深甚の謝意を表す。

倫本書掲~iXの窮民及地聞はfAlて父島要塞司令部の検閲簡のものなり。

1.地 壬士
ij，也、

1.沿草

崎町{島は太平洋上lこ於て雌(皇議努13) 東経(皇 ii; 震72務)の聞に星羅の如く恭
布せる京商たる麓・多の島腕より成り、之を地理的に観察するときは笠島.父島、母島の三列島

を併せたる所詞小笠原群島.主主か南端に位する硫黄列島(父島の南々西に営りて南北に列び、
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中央にあるを硫黄島.共の南なるを南硫黄島.北なるを北硫黄島とす)、立主南鳥島(父島の}j~k

南約 700 苗D、中ノ鳥島(父島の*々北約 600 浬 )'i中ノ鳥島.回ノ島(父島の西約 80 浬)等を

一括総棉せるものにして.ノj、笠原ー昨島は殆ど南北のーかJ4に走れ最北にあるを恕島列島.市に

あるを母島列島とし、父島列島は共の中央に位し、父島は各官街の所在地にして横慣を南に距

る 528 浬.小笠原島の中植をなし共の東北側にある二見港は7kì架く、自然の形跡はfiE く風波を

防ぎ、数十の犬舶を容るるに足る良港にして.帝国の守備上極めて重要なる地貼たり。

由来小笠原島は之を史貨に徴するに、文，1\政 2 年 (1593 年) (年抗を附せざる年教は回出紀元

とす、以下同断)信州深志(長野!際松本市)の挽主小笠原貞頓の護見に係るを以て名とし.欧

米人は呼ぶにボ=ンアイランド (Bonin Island) の名を以てし、支万11人は波卒。島と前ふ、之蓋し

無人島たる邦語より特化せるものたるべし。而して小笠原貞加の探険lこ就ては疑問の貼少から

ざるも.兎に角文総二年以来数同の渡航ありしが.寛永 2 年 (1625年)海外渡航の禁令あると

共に本島渡航も亦止み、唯無人島或は5毛無人島として知らるるに過ぎざりしなり。然るに寛文

10 年 (1670年)阿波閣の漂流民本島に寄着L.師閣の後其の口書護表せられ、珍奇の物産に富

めるととの紹介せらるるや頗る朝野の好脊心を悲起し、延賀 3 年 (1675 年)幕府は長崎の舶頭

島谷市左衛門に命じ本島を巡検せしめたりしが、共の師岡せし時は既に幕府の方針 4挫し.本

品は再び無人島として放置せられたり。幕府は更に享保年間及安永年聞に巡硯の再興をなぜ

しも皆企闘を査ふせ宇・して止む。 共の後文政 6 (.1'. (1823 (.ド)米閣の捕航船トランシ吋ト披

(Transit) 舶長コツフイン (Captain Coffin) 母島に玉上自己を最初の護見者・となし、自己の

fí を以て向島抗碇舶の港に命名して去る、之外陣|人の本kbに足E止を印したるの初めとす。超て

文政 8 年 (1825 年)英国揃{臨時行サツプライ枕 (Supply) 父島二見港に至し共の来島の事由を板

に記し樹上に釘付けにして去る。同 10 "1'. (1827 年)~~~I政府の測量舶プロスソム蹴 (Blossom)

舶長ピーチエ~ (Captain Beechey) 本島に来航し、普く諸島を測量し自ら初登見者なりとし.

Peel Island (父島)、 Bucl山nd Island (兄島). Stapleton Island (弟島〉等の名を附し.更に全島

をフランシスペ【リー (Francis Bailey) と命名し.本島を英凶の所前となし、共の事同1 を銅版

に彫りて父島洲崎の結臼二に釘付し、傍に閥抗一統を樹てり。

Jt庁〈本島は久しく無人の境にJtJi~ し、日住外国船及漂流舶の時々寄港を見るに過ぎざりしが.延

賀 3 年島谷市左衛門のili検後 156 年を粧し天保元5j'.gp ち 1830 年英、米、伊.凶闘人等 5 人農

業の目的をhJ，、て布l庄より努働者 17 人を伴ひ父島に移住す、之本島開拓の創始にして亦人民居

住の起源左上後嘉永 6 年 (1853 年)北米合衆国7k師J射手ベルリ (Commondore Perry) 二

見港に寄港し、米図々旗を扇村fl.足分山に樹て.移住民に行政規約を結ばしめ.殖産興業の矯策

を建て、!店、阪、1l't羊及七面鳥等ーを故ち、島民に各種の種苗を興へ、叉清瀬に貯茨所を購ひ以

て艦隊の{更に供せんとせり。然るにペルリの来航は端なくも本島所属l乙;就き英米聞に紛援を来

し‘英岡政府は 1825 年ノj、笠原島は既に英領となれる事を詮し、ペルリの所震を難詰せしl亡、

ベルリは最初の護見に就き其の所属を論やるときは小笠原島は英領にあらすヘ叉米領にもあら



小笠原島の補生弛熱帯有用植物 1: 枕て

やして日本領なるととを知fリjせり、日く

‘rー》
・》

此島最初心鷲見に就き共の月'j"尉を論やるときは 1675 ~I=' 日本人既に之を護見しブネジマ(ム

=ンジマの;il~，か)の名主命せり、且つピーチエーの此地に到るより 5 ~V，前 1823 年米国の舵

漁船トラ ρ シツト抗柏長コツフイン既に此t1:到れし之に ELI て見れば英国 11:於て設見の椛は

結てなし云，々@

之より先弘化 3 年 (1846 年)幕府本島13("J拓の議起りしも某さざりしが、ペルリの日本紀行刊

行となるに及び、外岡砂民の~に土地開拓の業に従へるとと等の事情を恭にしたるを以て、克

に本島問何の議起り、迭に文久元年( 1861 1.1三)外国奉行水野筑後守に本島iZ検を命じ.本邦:奇

ffl各凶公伎に釘し小笠原島再興の泊知を護せり。斯くて水野筑後守一行は文久 Hl~本島に渡航

し、ノj 、笠J;l{ J出を父.母、智島の三列島に大別し.各列島に夫々家族的名揺を附し.土地の所有

械を I引にし、住民を懐柔し、日本役所を設け以て統治せしめ.訟に初めて本島は正式に日本領

土に制せり。然れども翌文久 3 ~I"'.;~rf.fの内憂外患に際し、我吏民共 iこ引揚ぐるの止むなきにE

L 明治維新に至る迄凶事多端にして本島経皆の如きは.蛍局及園氏の遺忘する所となれ外

聞移民の局すが憧に放任し、邦人の~.!}ji を結ちたりしが、 l iJj治 9 ~Iミ砂上亡を渡航せしめ.官鹿を設

置し種々の法規を制定して本島の秩序的経皆を行ひ以て今日に及ぺり。

以上揺史の鐙選に山て見れば、 IJ、笠原島鷲見の歴史的事覧は文除 2 年の昔時にありと雄.帝

閤政府が人を移して永久に領有の置を翠げたるは明治 9 年後にし・じ賞に帝閣政府第一次の植

民地たりと制ふを得ぺし。

硫黄列島は往時火山列島・として知られたる品l興にして、 1784 ~f'.頃有名なる探険家コック氏

(Cook) の死後ゴアー氏 (Gore) に依りて引率せられたる、レゾリユーシヨン蹴 (ResoIutiun) 

の太平F開除によりて初めて殻見せられたるものにして.氏は硫黄島を Sulpher Island とし

市硫黄島を San Au~ustino Island ，北硫貰品;を San Alessandro IslamI ，と命名せり。共の後lリj

i合 20 年 11 月汽船明治丸を以て時の来京府知事i喜i崎五六氏の探査せられし以米.世人の注意

を惹くに至れ 明治 24 ~r. 9 m~~令を以て、本ヂ11Ji Jí"fifiの島嶋たるととを公示せられたり。

又南鳥島は元マ)1.，カス島とし、 r+1 ノ鳥島はガンシス島として知られたるが.商品島は明治29

(,1'- 12 月水谷新六の探除する月Jj'となれ 中ノ烏島は明治 40 ~Iミ 8 月山町柏三郎の探険に係 h

前者は明治 31 ~f=' 7 月.後者は明治 41 年 8 月.イl ïJ.1L も本邦所鎮の公布をなし、又此外にi中の

鳥島は昭和 6 年 7 月内務省告示を以て、小笠原支鹿管轄区域IclJ11へられたり。

市してノl、笠原島は開拓後日向斑しと靴、 1(;止に|控 Iこ共の産業護法の歩を進め.陛にありては地

積狭小なりと雄、共の天恋心気候を利HJ し倍設、熱;市泉賞、築用植物.観賞植物.共の他熱帯

特産物.冬季読菜栽培等あるあり d 叉i与にありては鰹漁.鮪Vf.\， 飛，魚iiL 刑l'~J漁、経自持瞳漁.

捕鯨漁等前注洋々たるものありと雌.吾人が頗る遺憾とする所は.共の全地積の約 70}{ を占

むる森林の荒!長にして、全島暁~I随所地衣1{;l服:し、失lliGたる山岳幾多安if結L..欝蒼たる森林の
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見るべきもの少く、荒塁手のI惑を深からしむるものあり、市して之が原山を探~~ずる I亡、往昔は

1再開fたる大森林の全j品を ïi，まu、て飴剰なく.クハ、イチピ共の f自のE木珍樹移しく繁茂せし宰貨

は口問!fこよれ叉 l土今向E大なる根株の蕗多散見するにより明かなる底なし之れ~Dち本島P;'J

拓t:IJ 平均Hこ於ける i位伐j位室長の結果にして、森林は比"1ミ暁Iif~地帯に逐はれ、カ11之有くも林相の破

壊せられたる局部に到しては.暴風の遺憾なく膝~lil\jする庭となれま3に生長量の哀簡は勿論表

土の流失崩落等の仲ふありて漸次疎散の林相を呈し、地味暁前となりたるは首然の仏lli伏;と 113ふ

を得ぺきか。

斯くして農地問け森林直域減少し.林木の伐保多くして林相疎思となりたれば.陰協を好む

種類は減少に聞き、乾燥陽光共の他諸寄に地ゆる極顛の士宮力11ずるは自然の成行にして此の現象

は草木穎に顕昔にして、林木中比較的苫:しきものはクハの幼樹の甚しく減少しつつあるに反

し、ヒメツパキは日本内地に於けるアカマツの如く. ')苦駿地、伐J宅跡地等を占制して益々共の

勢力をiZ くし、オガサハラガンピ.キンゴジクワ等の陽地性能木は各所の草生地.疎休等に多

く護生し、草木先日にては禾本科.拶よ1工科の大部分、ヂシバリ、タカサゴサウ、オガサハラミカ

ンサウ.シマニシキサウ、スペリヒユ等l生年々共の!B!延甚しく、叉往時は母島にのみ生ぜしと

謂ふケホホツキの淵失父島に費生し.現今は父島共の他各島の森林伐採跡地等の陽光充分なる

PJÎ'に盛に護生するに至れれ共の他種々の雄平にして分布賢からざりしもの今や各地各所に之

を認むるに至れるもの多し。

2. 地質

小笠原島は之を地質感上より諭十るときは.全く共の時代を具にせる 2 程の火山系. Qr，ち第

三紀始新統時代の富火山より成る小笠原群島と.第四紀の新火山とより成る硫武列島及珊瑚tl;

より成る.向島是れなり。

小笠原群島は13 く始土庁統時代 (Eoccn巴) ，こ|貸出し、中新統時代(l\Jiocene) Iこ謹せざる内 i乙

格胞せる撒11[jlの海底火山より成れ共の基浩は主として父島列島は知人岩.母島列島は郡石安

山岩を以てN~Þ成せられ.多くの部分は水成の集塊岩及凝5ミ岩より成れ母島に於ける有名なる

貨幣石 (Nummulite). 肢の蕗iJj~の他介化石を含有する凝次岩は、今や陸上の首i所にあり。又

f，'Hb石門山 .JJ ケ同計f[lljl止附近、父島市崎等には瑚f削除隆但してJ肱級の段階を成し.石川山のおl

き高所と靴、向石友岩より成るを認む。之れ明に火山;鎮定後の.隆起より成れるを詑し、二見

港、沖港、東港、北港の如き l士、土地の陥設によりて生ぜる港湾なるは四国の岩居Iとよりて明

なり。

小笠原群島は共の外lIJJ1，.恰も首L石を批有fせしが虫1:1く、岸上直に喜善隣し難き崎監多〈、海岸棋

は往時1H1Kの侵蝕作Hj を受け、 rm国の集塊岩に大洞穴多く、陸上は失吃たる山獄栢連なれ凹

凸甚しく、渓谷相狭まり .f地と fi~ずぺきは .ii立に海岸に{子するのみにして、母島は京市より



小笠原島の植 ~t 此熱帯有斤1 fl{i 物に枕て ら

ï)_lî-Iじに 5央区ーし分Jl'，:;~~!縦貫し、乳房山の前î*中央に玲立し、現今利月]さる L は凶(J刊にして、農

地の虫JJ き、 20 度以上の急:峻地にあるもの少から歩。父ぬは*目白 1良債しと!ilW、亦暁約たる法行

主義. :1'也勢復殺して平地 l亡乏し、育í1して?í~lrt島連山起伏甚しと日H~、長.;j山と栴すべきものなし.

今主なる山獄ーを示せば下表の虫n し。

4 島名 J[j 名 名

I!~Þ m JlI 

i 11也山

鳥(夜明 1I1
|中央 LII

1 三 11 月山

島|合笠
|見返

尖

111 

111 

弟 島
度根山

天海山

西
京
娘

島
島
島

島

市

母

向
一
平
姪
一
一
旅
姉
一
知
町
煤

名

島

111 

東
境
乳 ケ

房

山
山
獄
山

島
一
鳥
島
一
島
.
島
一
内
向
島

大 111

扉風山

本群島の土壌l士、各月1i"1与岸 IC は、珊刷、介類等の車[l!位を混ぜるものあるも極めて少し共の

会j誌を被へる土壌は、熱帯特有の赤色粘土、印ち紅土 (Laterite) たり。本土壌は集塊岩、競

次持等の風化に依りて成れるものにして、粒子極めて店1111攻、水分を合めば粘性強きも、乾燥す

れば著しく凝回して魁裂を生じ、布([物の生育に埴せざるも風化容易にしてE養分の保持)J大な

るを以て、農林業地として趨首なり。今共の分析表を示せば次表の立n し。

分 ロ
川

J
ゐ
ぺ
目

去 (農一事試験場分析)

-
ι
」
-
官
よ

Q
O

ハ
υ

勾1、
、3'
U
、
内

J
4

ゐ

0
リ
内
η
リ
“

b
l

一
斗
ゴJ

一

4

，6
0
9
9

内3
3
4
4
4

ゐ

7

阿
円
一
-
民

J

門
ウt
d
4
λ
&
Q

ノ
氏

υ

句
つ
，
ム

4

け
一
密
一
肌
孔
仏
L
1

ハ
仏
仏
仏
丸

官
i
-

一


t
H

一
土
一
必
九
九

ω

児
白
日
川
忠
一

1
叶
一

-
k
d
T

ム
内

J
R
d
Q

ノ

τ

ム

nソ
川

n
u
-
H

シ
μ

一
1

一
ι
1
A

札

L
L

仏
仏

2
-
-

一
制
制
u
-
t
i

守
4

・

一ω
中
一
出
度)
1
4
0
2
0
4
3
6
-

-
I
E
L
l
-
8
7
5
3
2
2
1
5

・

一
量
一
庇
山
一
M
M
M
U
U
M
U
U
-

一

重
八
刀
一
乾
氏
一
1
I
H
'

一

一
\
一
土
館
館
俺
灰
土
里
山
中
珪
け
一

一
ー
ん
制
強
一

分
一

J

化
漏
れ
酌
一

一
酸
九
円
及
一

一
保
同
日

1
H」
園

一
、
.
酸
化
溶
紅
一

一

d
時
→
・

a
W
4
a
A

胸

一
酸
分
一

\
成
一
腕
骨
一
一
一
限
石
苦
加
曹
硫
成
一

一
ヒ
一

7
7
0
9
6
9
5
8
8
0
E

I
-
-

二
一

Q
ノ
ワ

M
O
O
F
D
4
4

勺
“

n
d

勾
4
0
υ
F

コ
園

昨
・
一
一

1
5
1
1
6
2
8
0
0
0
-

け
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密
一
四
日
。
目
。
お
お
0
0
6

一

1

一
ヒ

-
6
6
6
0
7
5
4
9
7
8
-

主
豆
一
斗
]
一
内
訓
内

J

句
、υ
7
Q
U
Q

ノ

Q
り

Pコ

A
u
y


'
ホU

一
一
民

d
n
-

唱
ム

4
‘

4
&

市

4
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o
a
V
A
U

民
J
-

ま
』
一

I
L

一
4
0
0
1
0
9
9
0
0
4
A
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一
蜘
引
一

1
1
1
2
2
-

ω
中
一
概
度
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5
5
5
4
6
0
2
1
1

一

1
一
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一
ω
G
M
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悩

W
ω
%

一
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操
配
一
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三

0
1
0
1
&
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一
斡
主
1
1
1
3
3

一

\
一
一
円
物
内
物
酸
l
i

計
酸
酸

1
i

一

一-
H
H

政
L
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士
が
一

一
日
失
頃
芸
c
d

粘
富
一

1
一
山
消
同

7
d
解
令

L
L

Y
J

一
む
の
川
町
解
解
曜
日

4

乾
R
;

溶
動
酪
糊
分
一

慌
げ
室
溶
川
い
酋
聞
に
一

見
八
刀
タ
酸
酸
酸


H

水
燃
全
不
隠
成
政
総
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硫
硫
成
田



ち .tt. 

'" 
第三十六 WJt報験試業林

If;'aｭ"'J"'. 試:fJ 収吸

100 r グラム」土壌吸収量
「ミりグラム」

0.190 

0.061 

451.369 

345.39~~ 

主成分及吸収量~
原土中に吹算寸

加里

燐酸

燐酸吸4lc係数

皇室素吸牧係数

主成分及吸 JI~ 量を
車!日土中に攻算す

0.190 

0.051 

451369 

345.352 

加里

燐酸

燐駁吸収係敬

愛素吸』攻係富士

453.000 

346.000 

燐目立吸 4lc係君主

笠素吸収係君主

硫賀列島は[f} 4 紀に!渇する、新期の火山脈にして. [J)J周の ff:J: ~i~ ,c y{:j:民火山あり、海水の噴.J~~

ずるもの多く、殊に硫責品の虫n き除燃未胤ますヘ地熱甚高き箇所少からや。叉諸所・に硫完{孔を

千子し、盛に瓦斯を噴出して硫黄を産す。共の地形市及北硫}ir品と大にJ也を異にし、西南より*

北に延長せる瓢の主n き形をなし.全く 111間の構lliを異にせる、初鉢Jlj及元山の二箇の各調立せ

る火山より成立し、元山は公町民の 9 制以上を占有し、黄色の凝次岩より成れ 金制の形欣!土

干さ11なる墓地f!J\の丘陵にして居欣を呈す、招鉢山は之に反し高く ihj面を抜き 11 pût頂困ifi;形をな

し、砂質脚色の火山次j母及:!1f岩上り成れり。而して元山をt:1~ 'L.、として、 [Jq方に緩慢なる傾斜を

なしで停に入るも、 I丘町付If.] f乙月Jr々に隠然たる断lUをなし、之等ーは海蝕を受けたる種々の形跡を

越し.元山の首'îrJヰと ffilL 1交珊l'mß是々に凝友岩上に樹立し、地盤の隆起甚だ新しきを設せり u 共

の基岩は抱鉢山及東部i耐芋は.安山岩より成るも、共の{也は殆E全部i疑茨浩より成り、土壌は

之等凝次岩の風化せるものを主とし、元山より nJ'e出せる凝次宥質火山友、摺鉢山より噴出せる

長石砂等より成れ従て全土深く掘下ぐるにあらざれば、地下水の停滞せるものなし使川水

より地慨)IJ に至る迄、 7Kは杢〈雨水に依るを以て雨水の貯政;j)t1Jffil煩る完備し、数間JJ の降附な

きに於ても、 7Kの{IVt乏を来すことなしn

硫黄島の土壌は燐般、が1m.に比し、宝来成分比較的少しと !ùW. 肥料の分解迅速にして、 Jl:の

施肥に注意するときは土地の生産力闘る大にして、共の主なる基岩たる凝友岩f主、柔軟且窒素、

燐酸、力n里の三要素を含むを以て、穴を堀り客土するときは、能く植物の生育に越す。今共の

標準となるべき読次岩 5 程詑土壌 4種の分析表を示せば下表の虫n し。(東京府農事試験場分析)

凝
同
問
同
同
土
悶
悶
悶

同町教|関取係敬
i 盟 民

433.200 

349.800 

349.380 

553.080 

441.400 

435.480 

162.000 

24.720 

2:::3.728 

加里全量

0.74 

0.99 

0 ,32 

1.06 

0.39 

0.46 

0.80 

0.74 

0.67 

燐酸全量

0.78 

0.79 

0.89 

0.79 

0.55 

0.37 

0.79 

0.80 

0.55 

笠素全量

0.09 

0.04 

0.05 

0.08 

0.07 

0.16 

0.68 

0.29 

0.19 

分|

岩
上
上
上
土
壌
上
上
上

J戎

灰

、、~
~、、、

積類
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北硫黄島は栴闘形をなし、 f頃科急|唆山頂は南北の二峯に分れ、南に Sうる榊ケ集最も高く.安

山岩質集塊岩と.之に狭まれる11F岩居より成り、暗次色の安山岩質岩脈縦横に之を貫通せり。

南硫黄島は闘錐形をなして海中に lilG立し、共の基岩等は北硫黄島と同一なり。

九.気象

由来小笠原島は共の緯度上より論やるときは嘗然亜熱帯に属すぺきなるも.運p:大陸を離れ

南海中にありて、亜細亜大陸より受くる気象上の影響は黒潮の暖流に遮られ、気温は同梓皮の

他の地方に比し甚だ高く、北緋 27 度 8 分東経 147 度 18 分に植はる父島に於ける 51'.平均筑温

は概氏 22 度 6. 最低月mと lil[[: 14 度 2 を降らすヘ故にズーパン氏 (Supan) の掘氏 20 度以

上の等温錦上に績はる~域を熱帯とすと謂ふ温度帯に出るも、亦純物分布の欣態土り見るもノj、

笠原島は蛍然熱帯閤内に属すべきものにして、特に南方に・偏在する硫黄列島は遺憾なく熱帯的

議候を護揮す。

市して各島l興共に何れも洋上に孤立せるノj、島なるを以て、海洋的景候の特性を現 l. 集象要

素の費ft続慢にして!故多酷暑の難たし霜零を見ざるは勿論草木はU~I時様色を呈し、貰烏兆の

IlIl f乙腕時事する等、所前草木禽烏の世界を展閉じ、叉蛇1!日の忌むべきものなし宛ら天然の柴土

を形成す。唯本島気象上忌むべきは殆ど年々歳々襲来する暴風にして、東北に始まり南を経て

西に格るを常とし、 8 月より 10 月迄を暴風朋とす。而して共の風速は既往の最大なるものと

!Ûtし本邦に最ける最大風速記録に比すれば遁に小たり.たピ本島に於ける暴風の比較的共の植

生を持するとと多きは、山掛相速なり凹凸甚しく漠谷相狭まれるを以て、風は常に種々の角度

を以て吹走し局所的に旋風を起し、且山商環海、地積狭小なるを以て潮風を伴ふに因ればな

り。fi;J京軍季節風の影響を受け.冬は主として北風吹き荒むと靴、夏は市に轄じ風波静なり。

雨量は年平均 1 ，584.6 粍にして琉球諸島の 2 ，000 粍以上に及はヂ.東京地方に殆E等しし

降雨は同年殆E平均して牒i羽生を帯び、栴雨は 5 月上旬より 6 月上旬に亙るを普通とし、共の

期間寧・長きが如しと雌、牒雨性にして雨量多からす官、協度は雨期に大にして冬季は比較的小な

し而して年平均i品度は沖縄地方と殆ど等しきも熱帯地方に比して少< 78.8% に温ぎや.之

れ木向が夏季炎暑の[民も熱帯*!j-有の蒸暑を感十るととなし四季の空無比較的乾燥して爽快を

感やる所以なれ共の熱帯特有の風土病と稽すべきものなきは、主-夜及日々の温度の劇愛せざ

ると、比較的空策の乾燥せるに由るなるべし。

今父島測候所に於て観測せーる最近 27 箇年間平均数値を示せば次表の如し。
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表11;';: 気民〉原
久枠

一三L

(J 1 9 0 7 年至 1933 lf. ::!7 箇年平均

同 21113 月 l4 月 l~ 月 16 A 17 月 1 8 月 1 9 月卜o 月卜1月ト2 月 iH
気 FRIli[l il  此z，内山1mj62刊 61円山|州 mmm3!5889i604ml
筑波|刊I':~' ......,. ,.1 1\1 "110 ('\,,1 nll ~，.，! ('\0 ,...,. 01 n~ "....1 n"" ..,..: n..... ..̂! ....... nnl ....... "....1 ....... ...,,: ~，-，. A..: 
〈脇氏問 I 17.65[ 17.40

1 
18 判 20 日i 22.7K! 25.471 27 同引9I26 判 25 判 22.681 削1 270.84 

長高気根|ーの .,,, 1ft: .,... E::{¥ﾎ 0'1 """.1' 111: Clll1 0('1 LO' '11¥ n ,,! 
(巾服 正 民ω〉川| 20 叫 20 吋 21 刊 2幻3.74 1 2お5 刊 2日叫 3刊0.9判31 30 幻吟 3叩0ω叫 2岱引8.7叫4! 25 刊 2吋 3ω
責最号低叙淑 | 刊川川l 唱 A 噌叩'fn! .... ~噌刊バOJl 噌-t "7 /刊JOJ ! nmn 唱引ι1': 一 n 。 l u (原正叫 1 l'1-4~1 山ザ! 15 刊日Hi20M22m24171 M66124η~2 88j 20 叫 16.47 1 236.d9 

地面温度 1 ，~ j 唱。 I n..'! n , J n, n .J内 ", _01 , n.r: , .or' onJ 0"_-' __J 
f照氏 16 1 17.1)1! 1:3.77! 21.13i 24A6; 27.001 30.371 33.53¥ 32.16i 31.361 28.291 23.55! 19判 307.80

総( ~，) m:川刊 741 I 川川 8'1.7 i 81.1 1 川 82 .5 I 82.1 I 川川 945.1
水蒸気張力|噌 n ", 1n ,,1 1 1  ,,1 ，，~， I ", J nn ..nl 0. _ I 00 nJ 0_ .01 _^ _J __ "i _^  ..! 

C 粍:;'" 1. :;'0.76 , 10.671 11.76i 14.531 17.391 20-48[ 21.5 1 22.00i 21-48! 19.831 16.211 12訓i 199.01 

平足書量 16.316.716817.117.717.115.81 ぃ | | 
降〈官〉量 I 95.8 1 85.7 11o~1 2 11~1.2 1200.5 i 133.6 I 96.6 1164.0 1 凶 3 1151.2 11519 1135.5 !日84.6
風速|JJJJJ J 唱 mlJ nli J i 

山一17;。lω13311 リ113111214lη171 「口3l;:;;::
〈却~/骨) ¥ ~.Joi ::;.lHl; ココ l ソ。 リ:5 Uj :.;..lji .l .6~: :';.14 り :!.:! 

:γ:1! 1 γ :;:コ汀::1r7:j「「l「「1U7γ: :;! 2 1:つケγ:::ナγ:j了ア!26てで勺6:七て:::コ:fつ!!! 2 γ 
l!1! ヨ !l I 11 「 !J

16|:J:JUtl:4l;川 LULu

78.6 

46 目63

N 

6.5 6.4 5.8 

N 

1喜号f 呈・
Oll) 

最多風向
(W 古 ü:)

快 ßj~ 日数

140.6 11.3 11.2 8.9 78 12.3 8.3 18.8 15.1 12.3 10.5 9.6 曇天日数

192.8 17.2 17.3 18.2 16.9 17.2 13.4 12.7 17.7 14.7 15.2 15 ・217.1 雨天日数

内
、u-

A
H
V
 

噌
i9

4

 

-

-

A
H
V

崎
、υ

0.9 1.4 1.1 1.0 0.4 0-'1 0.6 0.6 1.1 1.3 �.6 
暴風t 日富士
(10-1.1 ~~/干勺

26.4 2.9 1.8 0.8 1.8 0.8 2.3 4.2 2.6 2.3 

8.] 0.1 0.7 1.3 0.9 1.1 0.8 0.6 1.0 0.6 0.(, 

l.5 0.0 0.4 06 0.4 

84.7 6.9 8.7 8.4 7.1 5.7 9

0

 

• 0

O

A

U

 

9.1 5.6 6.6 

1.5 0.3 0.4 0.3 0.3 。
υ• 0

り0.0 

0.0 0.3 

1.4 2.1 不服日数

。目3雷雨日君主

型〈日VJi 

6.2 地震回数

歌
山
内
敬
わ

日
明
日
町
山

風
J

風
叩

暴
町
、
暴
。
硫11{列島は殆ど熱帯国内に入れ殊に硫黄島の如き島の成立新しし火山の飴燃未組ま歩高

熱の地域多く、共の他諸種の欣況大に異なるものありて、共の植生に及ぼす影響亦多大なり匂
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而して硫貨.F~I~ ~こ於ける地熱の J状況を調布するに.問所lこ rTl}熱地帯を研;し、硫気孔及蒸気孔の

虫n き nn気孔散在し、地下深く降るときは!r~JI~I~~j地熱を呈するならんも、共の地支に於ける地熱

は常に一定せざるものの如|く、 T!?て地熱的i く植物の~Iô育を見ざりし箇所にして地熱減退し、今

や植物の生育を見るに王れるあり、叉W1*~I-" こて新iこ地熱上手iL して樹木の枯死する箇所あり.

又nl't筑孔と民If~正に盛衰ありてJÆ 々 ~J l:の {il.置を鑓1Iiせしものの如く、自日ち官噴気孔と認、むべき無

熱の孔を諸PJi"に存し.或 11.附気孔の孔内にìllllJ/il 1の1等々するものあるを見る。而して噴気孔の存

する附近は概して高地熱を主ーするも、叉玉名山岡有林に於けるが如き、蒸気を明H'，する tf.l所に

して、共の附近 l士 ìt/ê般i生の青木生育し.地表事も地熱を感知せざるあし之れ共の附近に於け

る地熱は割合に地下の深川・を坦過し店るも. ~.~の品部の~~.~!ft，tあるを以て、地熱は此の締~7，!より

上昇nltlHするに依るならんかd

市して地去に感受する地熱は概して元山附註にて高く、 j斬次海慣に近づくに従ひ共の熱度を

械やるが虫rr しと民IL 共の j伏況日間的lこして殆E一定の傾向を示さや。恰も元山を中心として会

j誌に豆九地下深く上下の波駅を以て分布し、共の波の高庭の地表に接近するに従ひ、地去の

熱度を増すものの虫rr し。叉元山及摺鉢山間の地去を見るに.概して元山を離るるに従ひ熱度の

越化少し摺鉢山に近づくに従ひ熱度の減宇・るを見るなり。之れ前火山の献を是せる元山火山

慌を離れて、今や殆ど死火山のj[J(を呈せる摺鉢山火山間に近づくにあるが如し、然れども元山

を中心、とする地熱の分布駅況を、熟度に依り精細に訓持するに.共の地熱は一般に熟度を減退

しつつあるものの如きも.大憾に於て元山を中心として・定の線上に配置し.共の移動たるや

叉・定の進路あるものの如し決して随時随所に突然地熱の生やるが如きととたきが如 L. 現

今最も盛に ul't H'，するは元山硫気孔にして、此附近は地熱長ii く植物の生育し能はざる筒所多く地

熱は元山硫気孔を中心として侭|方に慌がり、古山肝j近、京方面等には特に高熱地多く常に地熱

の移動あれ叉時々新111'[-火孔を生やるは元山より東北京及西南西方聞なり、即ち東北京線上に

於ては地熱の移動あるのみならや、共のるU二海慣を去る 3 粁内外の栴中に於て、時々鵡然たる

燥音・を殻して高く海水のn1'["騰するあり、叉西市西方向に於ても時々地熱の移動あるのみなら

すヘ共の海演にむき陸上に於て.苦:て町火孔の跡とも認、むべき 5 アール位の孔の一間よし大

正 11 1,): 7 月突然爆干すを殻して明策を初め、一時慌に Itl't十H を績けたりしが湘火玉三へ、更に最近同

一孔より前回同様の爆破をなせしも、叉i軒次3ltへつつあり。是に FI!て之を見れば硫黄島は未だ

火山の飴燃熔まや、地下深所に王れば全島高地熱を呈すべしと到し地熱活動の中心をなすは、

元山硫気孔を rl~心とする東北京より西市西に至る線上にして、此のま泉上に於ては未だ火山の所

勤時.ます九時々地殻の費動を米し常luJ、活動を稽霞しつつあり。而して硫黄島に於ては地熱を

利用して冬季疏菜栽培に、製盟業に、揮護油蒸備に.乾燥装置に共他種々有効に利用しつつあ

りの

硫賀向の気j匝は父島に比して高きも Uq季を通じて温和にして、平均 23 度 6 分.夏季炎暑の
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候と ~1~ 32 度内外にして、冬季I\;~患の候亦 10 度を降らや。然れども 1 R rl~ に於ける試棋の差

和大にして設問炎熱焼〈が如き日も、太陽凶に1triかんか忽ち空気はi結集た帯びて涼気を感じ、

三塁間の炎熱を忘るるに至る。叉惜して主主量多くJl.;jf:jt皮父島よりも低く、従て太陽の直射熱頗る

大にして端氏 40 度以上を示すとと少から -þ・， ，糸度の差は朝夕著しく大にして世間は組めて乾

燥するも日技後は地上に需を生じ.一般にi品試を帯びi銘!立を増加す. f.!ìれども平均漁度は父島

と大差なし。降水主，):亦概して少く年 1 ， 300 粍内外なれ之1LPLI町環ìÞd:l水蒸気の護散犬なりと

鮒.地勢一般に似;くして山岳なく、森林は千地にあるを以て、水蒸気を凝集するとと少き1r&め

なるべ l. 一年中 lこ於ける降水量は"'1三に依 1) て一定せざるも.概して秋冬に多〈蒋夏に少<.

夏季の如き丹Jj';If!J対日'I;:~I"J牒j:日ありと品位、佐々長mlの平肱あるを以て. 7J\.のJtN:~設備は頗る完備せ

り。(硫}i!i~l誌にはーの海流なく叉食料水に1JI.:すべき問，75'(なく、従て品民は桁悶水を集めて貯蹴

し以て食料共他のmに 1JI.:す)、風は年 rl~J.l[風故多くして市東及北風之に次ぎ、間風は概して少き

も冬季には脅IJ合に多し PLI季に於ける主風の方向は糊して存l土問北、〕主:は問、秋は東北、冬は

北]え iJljなり。

11. 植物調査の沿革

既にj， li:ぺたるが如く小笠原品は天保元年( 1830_{1~)初'Jlifの移民の渡がしする迄は長く無人島な 1)

しを以て .Jtの中1 1\物の立fIき時々寄港せし外閥均{5及漂流舶等に依りて訓公されたる紀銑ありと則。‘

共の敷極めて砂く、彼の寛文 10 年( 1670'.Fミ)紀州藤代長左f知可及阿ナj'l j;草川 HIÌ7K主安兵?札彦之昼、

三右術門[;fj~の楳流民口書は、百に此ぬを本附lこ紹介せし最初の記事にして、共の口警に散見す

る植物に肺!ずる記事は、叉置に本島植物を根告したる最初の官己主主たるべし。自11 ち紀州藤代の荷

主長左術門及阿州海部f，1~淀川 irlJの舵頭助左術1"J、同じく水主安兵衛、茂之及、三右術門、他 2

.fíの者J)L文 9 (,/'- (1669 '.r三) 12 n 紀州、l官111なより江戸に廻I官の詑路、遠州、|出lílこて暴風雨のお遭難

し.翌年 2FH室に小3問主島のー島に漂着のJ'.、此地にて砧材を集めてji怖く同年 5 月師闘する事:

を得、!時の~f~IHに共のi也の欣況を具 ~Ilせる楳流民口拝中に.布([物に闘する記事を散見す。日く

向に有之木の分

蘇俄. シュロ、 カシハノ木. ミサギ、 桑ノ木、 犠トヘラノ:木

:;{ï{liJれも大きなる木共i乙御庖候、共外ヤシホノ木、ビロウノ木やうなるも;jfl見へ rl'候。

此方に切参院シュロノ木不似rl-l tr=. る木にて:fl'\1店快.此の木のJiJ1本口 lこてーかかひ程.長さは

二、三十等有之本1(1こ相見 rll11民、共内にてちいさき木廻りー尺J1L1五寸訟に切一本持参仕快.右

の木:1tイl吋 L も津山にiXW'Í1:供。

何れの島にもった木茂り rll供。

以上長左衛門白書の一部

島にムク.朴、ムクロジ二抱三抱程の犬木有之シュロも御店候.此外見知不f~木も御店校、
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了~li ~乙 ti3，[Iたるは無fXW}Í~:fI史 a

以上水主安兵術、法之昼、三右衛門口書の一部

之に山て>~れば何れの品も tt~1存たるE本を以て蔽はれ.日本内地と異なれる珍有の植物 tr.宮

めるを知るぺし。而して本記事は質f'r.本向植物に閲する文献のl関矢とし、雨来延賀 3 11 ミ (1675

11~ )の幕府のiii検的共他の寄港せし漂流舶等に依りて、共のi会う41の植物~f'r. í~r めるを報告せるも

のありと lùW ， Jtの』花粉J採集と研究の行はれたるは、 1827 !rr英岡政府の測量崎Blossom 慌の

船長 Captain Beechey に依りて採集されたる植物Jに就て、 Hooker 及 Arnott 雨氏に依 1)

て研究され、 1838 !rドに殻去されたるものを以て!抗矢とし、共の記事中本島植物 34 種ありて、

共の内 6 極を新極とせり。 叉木邦人にありでは 1862 !r l~ (文久 2 11'.) 7k~Í'筑後守の一行 ~I:I に

本平感持栗田高次郎及阿部某ありて、植物を調査せるを以て初まれ雨米内外植物撃者の採集

研究行はれて今日 i亡及ぺるものにして、明治 9 !r1' (1876 !r l'.) 共の秩序的経皆行はれし以来.

本向に植物採集の馬渡米されたる植物撃者の主なるものは、 1879 !rl'. (明治 12 5fミ)時の東京

帝岡大串敬投矢間部良古、助教授松村任三雨氏が父島に於て多数の植物を採集せしを初めとし

1905 11'. (明治 38 !r l'.) には服部民太郎氏の父品、母品雨列島に亘れる採集あり、又米岡ア{ノ

ルド樹木園の Wilson l~は 1917 ,,['. (大J:[ 6 !rfミ)同じく父島.母島雨列島 fCIT りて採集し‘東

京帝園大串教授中井猛之進氏は 1921 1fミ(大LE 10 1f三)以来数回に亘りて父島、母島及硫黄の

三列島を普く採集され、叉川手文、四村茂樹雨氏立立筆者等が杢島l亡亘りて採集せしを主とし、

叉林事|事τf::本多静六氏、同白津保美氏、王111墜博士草野俊助氏、子爵相馬孟!乱氏J~の他幾多の事

者、取，生、 i'.f~築家等に依りて採集されたるもの頗る多し。市して之等の採集I日に就て分類研究

せし植物堅手f-は.外間人としては前記英閣の Hooker 及 Arnott 雨氏を初めとし.調逸の Sie-

bold , Zuccarini, FふIt1tze ， Schlecht. 併闘の Planchon. 手11閣の Blume. 日i西の Meisner. 露園の

Maximowicz. 米聞の Gray， Rchder 及 WiIson 等を主とし共の他 Benth <lm ， Bahr, Gaertner , 

Berger, Poiret, Trinius , Kordy , Christ, C. Wright, Warhurg 等ありと!t\{t，本島植物を分類

研究して正確なる鑑定をなせしは、主として我閣の組物製者矢田部、松村、牧野、平田. ~l-t jlニ

小泉、児玉.本間等の諸iLg.ことなり。就中中井、小泉f.rî氏の研究鑑定せるもの最も多し中井博

士が新陸として殻表せるもの 76 種(種、察組、品種を合む.以下同断) ， /J、泉博士が新陸とし

て鼓表せるもの 43 腫あり。 1，'，J近時i;!t山理製士が小笠原値物に就て再槍討をなしつつあるが、

共の研究の結果更に新種となれるもの多数を生やるに至れり。而して之等内外他物事者の研究

の結果、共の襲名の判明せるものの内自生産と考定せらるべきもの、三戸歯類 78 種(木性羊苗1

3 極は喬木に加算せーるを以て除けり ).122本知、 195 種、 iffi木 72 麗.喬木 70 種にして、合計

93 科 260 属 415 種に及べり。

111.植: 生

既にj事ぺたるが如く本島は温度帯に依るときは熱帯圏内に属するものにして、所生前!i4句亦純



12 林業試験報告 第三十六被

然たる熱1，~\'t[:を有し、共の出演に院〈生育するハマゴウ.クサトベラ.グンパイヒルガホ、シ

ロップ、ハスノハギリ、テリハポク、ヵイヵーンイチピ等のおi き海j芋布叫勾ーとして熱帯・地方の代

表的植物たらざるはなく、 jlj何地には人家に接してパナナのー長房を垂下し、パパヤ、柳子の如

き共のE葉を風陀荷ru しクロトン.lf ラセナ.カラジューム等の熱帯観賞植物共の特有の色彩を

護者~L. 農地に入 1) ては甘i]訪問相辿りパナナ問、バパヤ問、マンゴウ問等は各所に介在し.ピ

ロウは共の 11111こ長特し、叉E大の花組を抽出せるリウゼツランのあるあ 1) 、森林地帯に至 1) て

は艶麗なる.シカウランの措壁の杢帽を貼li探せるあり、鋲谷にはヘゴ、マルハチ、テリパヘゴ

の主fIき木性羊曲、 J包t告のリウピンタイ等の羊幽類相it りて)明る幽遠なる風致を添へ、或は無数

の策根を虫下し、附形のTI.mを結べるタコノキのヒメツパキ.クロテツ等と相混生し、ノヤシ.

ムニンピロウ等共の一長幹を林-'二に抽出し、或は樹liゃにシカウラン、シマボウランの如き国i類.

オホタ=ワタリ、シマシシラン、ホゾパホラゴケ共の他の羊歯類等着生し、ツルタコ‘ムニン

モダマ、オホパシラタマカヅラ.オホパテイカカヅラ、 ~l:の他の?2fi1~植物の纏桟せるが如きー

として熱帯的景観左らざるは友しら

小笠原品は北硫黄品及市硫黄品を I;;í';くの外、高山と;稿すべき山獄なく山地と市岸地方とは共

の所生植物を多少異にするも、タコノ件の如き海出より嶺に至る迄盟百に生1/: し、政て山地植

物の特徴を認め守、タコノキの外ツルタコの乳房山連本を被覆せるが如き、又山嶺にノヤシ、

ビロウ、タ=ワクリ等を始め、各種熱帯植物Jの能く生育せるを認、む。彼の母島石門山固有林に

は 300 米以上の高所にもウ F ノキ、オカeサハラクハ.テリハハマボウ共他熱帯樹木の特徴のー

たる板挟 (Plank butress) を隆起せるムニンエノキ.シマホルトノキ及クロテツ等のE木移し

く.ツルグコ共他の木本性韮類樹i昨に纏ひ、或は樹伎より懸垂せり。 QPち本品は全島熱帯多雨

林に属するを認む。然れども局部環境の質"化に従ひ現出する植生に差異あり。今之を分類すれ

ば次の如し。

1.海岸植生

2. 石次岩 i'i[I生

3. 一般森林組生

4. 硫賞品川[ ~t 

11，)之れ等植生 rC就て説逃すれば次の如し。

1.海岸植生

問il自なる海岸砂地に生育する組物には禾本科、渉平科の類多しと民!I~、共の代表的植物として

はハマゴウ、クサトペラ.グーンパイヒルガホ.スナヅル.ハマナタマメ、モンバノキ等なりと

L. 之れ等の植物は何れも棟地に強き植物友るを以て、他の樹木の混生繁茂するに従ひ. i軒次

被厩を受けて劣勢種となるものにして、常tc開i問砂地を占有しつつあり、市して共の栴斧植生
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の優勢紐として森林をわ平成する樹木の主なるものはハスノハギリ.テリハボク、カイガンイチ

ピ、デイコ、ココヤシ、タコノキ、モモタマナ等なり@

2. 石炭岩植生

本山地買にして石1:;(持j昔を形成するは母品北村石門 111 、沖村月ケ岡市rl'祉附近及び父品市l!it.f先

端部娃に共の沖合の市島を中心とする許可E在り。市して有門山の如き海設は陥落崩壊を来し、

震に石次持居は上部に残存し、共の居上には既l亡問符たる千子f林を構成L.諸陸の樹木生育する

も、持の林内柿物として石次粁上に限り自生ずるものにヒメタニワタリ、ムニンウライサウ及

びオキナハクリハランあり。月ケ岡利l祉附近は既に人工的に植生は費化し、自然の欣況を窺知

する事を得す言。然れども父島i'ÌÎ11向附近の石iJ(岩礁は自然の憧にして風波にH暴露し、多くは米1;:

木地帯を左すを見る.従て共の植生もp}'j品を初めとし、持他と全く j也を異にし‘共の代表的秘

物としてはアッパクゴ、イソマツ、ハマゴウ、クサトペラ、モンバノキ、タコノキ、イソフヂ、

ケヅメグーザ、スペリヒユ等にして.就中アッパクコ及イソマツは共の主たるものにして.石友

治上に於て旺盛なる護育をなし、アッパクコの如きは葉肉肥厚して盟辛味を有し、能く潮風乾

容に耐ゆるものにして、之を環境を異にする他の問所に移植するときは、 i桁失葉肉薄くなりて

別種の如き視を呈するに玉る。

3. 一般森林植生

小笠原島の森林は殆ど全部園有林にして杢地積に1t し約 70% を占むるも、各自唄何れも地

積狭小なるを以て森林は人常的の影響を受けざる所たく、従て其の植生亦著しく礎化を来しつ

L あり。

山来本島は気候温暖にして、降雨殆ど周年平均するを以て、植物の生育自ら佳良なれ 従て

往時は儲蒼たる森林全島を蔽ひクハ、イチビ等の如きE木珍樹彩しく存在せしは明なりと!iìlt ，

現今僅に母島桑ノ:木山.石門山及硫黄島玉名山岡有保護林に於てのみ多少幽遠なる景観を呈し、

共の無人島時代の林況を努話たらしむるもの dうるのみにして、他は荒腔に師せるもの、若くは

多く出木休7'j}Çの貧弱なる林相を呈せるに過ぎや。今日随所に之等部蒼たる森林を認、むる能はざ

るは、共の開拓草創の際に営り、移民は何れも全く天産物を取れ生計及開墾の査となし、 j昨

イ1(;， i盤整Il:::火ぐに野火を以てし、森林はi騎手く減少し、林相疎開し、表土の流失、基岩の曝露、

土壌の崩壊等到る所に共の惨肢を現出するに至りしものにして.農地聞に散在せる小森林はイIIJ

れも岩石地か、然らざれば土壌極めて箆き土地若くは帯J氏、群放の防風、防潮林にして岩石地

土壌箆き土地には多くはタコノキ主木をなし、樹木接小にして林相甚だ不良疎散左り。之れタ

コノキは他樹の生育し能はざるが如き岩石地にも能く生育すると、他樹の諸害に躍り枯損し易

く， 11伐採せられたる震斯る tU~況を呈するに至りしものなり。防風、防潮林に至りでは一般に
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丈け低く、土地乾燥し、禾本干:卜等の雑草林下 l亡生じ、共の樹障は立地に依りて異在るも.枠組

シロテツ、アカテツ.クロテツ、シヤリンパイ、ヤロード、シマモチ、ヒメツベキ、タコノキ

等主木をなし、防風、防i初林以外に於て、吾人が目慢する森林の大部分も亦之と犬差なきを認

む。而して共の山111の~\îilìl地にして地味肥沃なる筒所は、母:品乳房山附近ーヰ11・の山嶺に於ける

が如く、ツルクコ 22延して仙樹の伐入を許さピるが虫rIき欣況を呈するも、兄島.父島旭 111 、中

央山等共の他の山知の虫rIき;千;ー有地に於ては、概してシマムロ.ヒメツパキ、クロテツ、アカテ

ツ、シマモチ、ネズミモチ、テンノウメ等接生し、 PrJ ì問露出地にはマンネングサ.ヒパゴケ等

の生育するを見る。又，+，央山武 fll牧場附近に於ける来週り滑石地には前記樹極の外にウチダシ

クロキ、ホソパトペラ等の生育するを認む。

之れに依て見れば舎で全島森休を以て蔽はれし時代に於ても、所謂醇蒼たる森林は或局部に

限られ、他は251ろ短小なる樹木町ち現今の如き森林なりしゃを疑はしむると E位、事置は然らや

共の無人島時代本品に渡航せし内外人の何れも、本島が海潰より最高阜の頂端に至る迄、欝蒼

たる森林を以て蔽はれ、抱除のE木 11 ~長突く長幹繁茂せるを報告せるを見るも、査島悉く'1，1':1蒼

たる熱帯林を以て蔽はれたるは lリ1にして、今向母品中央部共の他の農地中乾燥せる個所に、木

性羊歯類の根株の移しく残存せるを見、或はクハのE株箆地上にあるあれ或は岩上にE娘の

陥れるもの等、各所に於て将しく認め、叉当も通りに長特せるムエンピロウ等は往時相官の森林

なりしを諮し.叉先住持たる師{じ人の言i乙徴するも F171 ど全部の地は萱向暗く、担行にも困難を

感じたる森林なりしと 2 市して現在棲林中にも農地に於けるが如き遺跡を各所に認められ.付I

i全林，*，にはム=ンピロウの幹部決化し、合て野火の容を蒙りし痕跡を干子ずるあり。或は日くr，fi

1:fi以来僅々 605PC過ぎざる t亡、林相斯く容易に費1~すべきものにあらやと、然れども本島の

地たる森林を以て蔽はる.1.HJJ l'土、土壌は誼営のi島東を 1えとち.共の表土は黒色を呈し、多少軽軟

なる地質を有するも、若し一旦Jl:の森林を失ふときは、表土を流失して有機質は速に分解し、

叉土壌乾燥し易く、 1誌に地味を劣蟹するの速かたるとと、他地方に於て共の比を見ざる所にし

て、濫f伐tの結よ県良林相の速念に思費するは少しも怪しむに足らすやてコz

市して母島石門山.柔ノ:木木山等の密密f林中には今f前』訂I クハ、イチピ.センダン.ヤロ【 r等の如

き貴重樹にして胸高直径 1 米内外.樹高十数米以上に建するもの砂なからやと雌.之れ等貴

重樹種は大部分伐採されたるを以て、現今残存する林木にして優勢樹種をなせるは.運搬等の

閲係上伐採利用の詮勘かりしエノキ.シマホルトノキ、クロテツ並にムエンウドノキ.モク

タチパナ等の如き陰樹なりとす。殊にウドノキの如き従来何等用途なかりしを以て.俗にウド

ノ犬木と栴L.自然に放置されたるを以て之れ等斡林に於ては益々共の勢力を蹟張 L. 長犬な

るものに王りでは胸高直控 l 米乃至 2 米に建ずるもの林立するの偉観を呈 L. 又モクタチバナ

は肥沃にしてi品潤左る林地を好み、良く庇陰にthtふるを以て石門山、桑ノ木山等の如き優良森

林下には、恰も竹林の如く生育するを見るなれ市して之れ等密林中には諮問には羊歯頬繁茂
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し、又樹幹lとはオホタニワタリ、シマシシラン類、ホラゴケ類、オホウラボシ、クリハラン、

マッハラン等の如きネ幽類、シカウラン、ボウラン等の陶長'J~着生し、且つシラタマカヅラ、ハ

ナガサノキ、グミ等のさ;以前盟校し良く熱帯林中\11.1:の景慨を呈するを見るなり。

4. 硫黄島純生

硫黄列島は父品. -1;):品及主ド島列島等と共の成立年代を誌にし、共の杭生保多少趣を具にすと

1\11:、硫去を品を|徐〈外は共のH(物撃的見地よりの~，lrr1t-;，{とだ充分ならざるを以て、 I、jf硫武島及北硫

W( ，~hの純生i'C )j:kては、 IIV. l'\i' (!!?/Jの地理的分;{jjj の引に於て 11I~記するに止め、本項に於ては硫

JI\~~bの中\[[生に就てのみ記故せんとす。

硫黄品は摺鉢山及元山の各自~jÎi~火山より成れ土地隆起にがくりて i'14火山相連結する千，1:J ヶ聞

は一両に僻治片を以て端正はれ.恰も砂慌の1視を呈す。斯くの如く本品は共の成立新しし海'1 1

より隆起せる島腕にして、従って共の杭!f?iJの担額制めて住民、自生陸と考;むすべきものは慌に

37 科 66 邸内砲にして、叉硫黄品回有程とも認むべきものは数世を数ふるに過ぎや。共の

森林の如き恰も海岸ftlH事Jの翠純林の視を呈し、テリハボク、カイガンイチピ、ココヤシ等の海

岸純物の話;j底に生育・するは.皆其の立地の海岸たりし官時に護生せるものの‘土地の隆起と共

l乙上昇せしものにして、共の殻育状況海岸より元山のi向島に至る迄殆ど差泣を認めす.又キ;品

は組めて新mJの火山紘にして除燃未だ他まマf. 高熱の地域多く.諸所に硫気孔及恭気孔ありて

雌l乙硫筑x.は諜試を nl叩11 しつ ~ib り、 J!Jj' る l也併に生合.ずる植物は地帯1 11: 1耐へ1~似性たるを安す

るものなり。

山ち硫賞品には砂i失地借.熱地帯等臨々J与のゴ，:地の !t防止を具にするものあるを以て、地的~4~

4、なりと靴、相生の蟹化比較的多く、概して砂民地併に於けるものは.訳業!写:くして地去に加

旬し、根を深く地下iこ押入して風及乾燥に ÎÓÎ'[へ、又熱地;H\'fこ於けるものは.艇を地表浅く償張

して地熱Iこ i耐へ、熱J支を上??ずに従ぴ草丈低く、艇は:f;r: 々地表寵く扱挺する等.持の立地の環境

lζ[火り~Þ.ir~・形を異にする等. :hIUE上研究すべきもの多し。

今之れ等立地の環境に依りて異たる植生に〕沈て jÆ;ぶれば

( 1 )砂漠地杭生

本地域はPJí'm:j硫武島の羽部を成す千品ケ[京にして、一面H1:熔浩片を以て蔽はれ、殆ど砂撲の

jll:;，態を友 L. 砂の移動甚しと!I\!V，純生の護生に作ひ漸次ii'打とを形成し、 1(1;の移動を同定して絡に

森林を形成するに至るものにして、共の布(l生の推E多 fc)l叱て 1M!.察する i乙、之を三つのN!式自p ち、

(イ)料品多加点純生、(ロ) 1!'1;丘初期植生、(ハ)砂丘林中iü，生之れたり u

(イ) 輔診荒閉店p i::)砂の移動ずる地域に生-ff し得る植物は.能く風潮害及一乾燥に ióHへ作る租

類たるを要するものにして、共の代表的中l包物とも認むべきものは.ハマゴウの一種4うるのみな

丸山ちハマゴウは砂の具勤甚しく、他の純物の生育-し能はざる箇所1<:::於て.共の種子若くは
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1f)]句読に依りて生育し、砂に埋設せらる L に従ひ.立葉を地去に抽出して i沙丘を形成し後j桁

:xハマナタマメ等の生育乞見るに至るなり。

(ロ)鞘移荒原地帯に於て純物の土着を見るに至るときは、おに3"l\tli少を行.i1:して ìÎ'J;Ji-.を形成

し、砂の移動を防止して回定せしむるに至るものにして、 J!庁る地帯に於てはji断次ハマナタマメ、

グンバイヒルガホ等の如き、風乾害に耐ゆるHI物の設生を見る左り。而j して木地帯に於ける村[

生中、共の代表的中IW~Jとして認むべきものはハマナタマメなりとし、之れに失て漸失極々の革

本及品Iif.木類の夜生をと見るに玉るたり。

(ハ)砂丘休他生は砂漠地帯に於て共の伍-勢種はハマゴウよりハマナタマメに移り、絡に森

林の生立して後のお(i生にしてJ与の私立物はクサトベラ、タコノキ、チギ、テリハボク等lとして、

クサトベラは木村[生初jUjの i妥当~T:ffi:なるも、之れ叉極めて陽光性l乙官fめる i桂木性樹木なるを以て.

ずくで生やるタコノキ、チギ、テリハボク等の殻育i乙ド1，:ひ、 ii断次被団きされて枯死し、共のゆ'liを絶

つものにして、僅に砂lí:同定して民の砂丘林植生を形成するに至る迄の 11 }全中~H をなすに過ぎ

ざるものとす。

叉タコノキはクサトペラに火で・優勢積の地位を占むると弘!L 之れ叉陽樹にして優勢種の地位

を永続する事能はや。

要するに本抗生に於ける格t.Jの後・勢種と認むべきものはテリハボクを215- ・とし、チギ之れに

三iくぐものにし-c ~コノキはU~ 3 位に屈すべきもの L 如し。

( 2 )熱地帯柿生

既;tz:jÆ;ぺたる主11 く硫官庁島に於ける熱地，j特(士、地下に降るに従び熟度をよ'(~J:JJI1ずるを以て、本地

荷'1"[於ける，植物は、地熱に iMへ得る潰根性植物たるを要するものにして.共の植物の分布欣況

を見る I亡、治i熱地自日ち地下 30 糎に於て. ;l~耳氏 90 度以 kの地熱を有する立地に生育するもの

は、慌に俗稿ul't火草と糾するイガガヤツリ及多肉植物のスベリヒユの 2 紐にして、中熱地QPち

地下 30 ~.症に於て、崎氏 41 度内外の地熱を有する立地に生育するものは、陽性の雑草類主立カ

イガンイチビ、クサトペラ.タコノキ.ハマゴウ、龍舌閥、サイサル.ワ夕、!瓜梨等たりとし.

地熱の低下するに従ひ順次深般性の植物を生やるに至る。市して之れ等熱地に生育する純物

は、地熱の上昇するに従び草丈低〈、イガガヤツリの如き中熱地K於て、生育佳良たるものは

草丈 50 糎内外に仲長すと民U~，高熱地に於ては僅に 15 純内外の草丈を有するに過ぎや。又スペ

リヒユの如き高熱地に於ては萎縮して、僅10也去を初旬するに過ぎや。

由来航物の生育は一定の温度に支配せらる L ものにして、従って純物根の地下に挿入し得る

泊i度も亦一定の限界t;;. からざるべからや. mJち熱地に於ける版物は.共の限界内の去土I[於て

~Rを蹟張して生育するたり。今治i熱地に生7ぎするイガガヤツリ及スベリヒユの棋を検するに、

地熱低き立地に於てはスベリヒユは傑根性のRJi:を呈し、又イガガヤツリも地下 18 腕内外の深

さに根を押入すと到し高熱地に於ては二者共にPiì ë'地去に沿ひて艇を蛾張し、地下1<: は僅に 9
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粍内外の深さに述:するに過ぎやして、其の挿入せる先端部の温度を組測するに、{りれも ')Cの

限界あるもの L 如く、勿論大陽熱の影響を'支けて一時的に上昇する地熱にありでは、百I成り前i

温度に耐へ、自[Jち陥氏 60 度位の高温度に於ても i(úlへ得ると弘iし常温 50 度以上の温度を有す

る立地に於ては、;ti(L物の生育を見る事能はやして、夫れ以上のi也熱を有する箇所には棋を挿入

し能はざるもの L 如く、{悶々 J也熱の異動に依り温度上昇するときは、艇をぢiせられ所 .7Jtr:: 夫ふ

に王るなり。

硫JI':l島 I乙於けるft((物は比較的地熱に l耐ゆるもの多く‘キl江物根の押入し作る士山熱の位向限度は

又夫々i誌の種類に依りて異たると雄、共の生育はi品度、降雨.気温.直射熱共の他気象J二l乙支

配せらる L 事多きもの L 如し。市して本島主要農作物たる廿煎の如き相官の降雨るるときは、

或程度迄は地熱高き立地に於ても能く護育すと殿、平魁続くときは地熱高き箇所より i斬失萎別

納損するに至るなれ又外来植物にして共の環境に11回臆して形態を鑓化するものあれ印ち硫

黄島に於て栽培せらる L コカは瓜l止コカ左るも、共の貫生にして往々共の形態を俊化するもの

あれ就中丸薬コカと棉ずるは枚組太〈、続く 11 ~\~は草野生し、卯 II:~ をなして厚く、艇は普通の

ものに比し、続iこ蛾張し、(t{lH:[~. *'[[11長.器保共に多く、普通極によ仁し乾燥.地熱.暴風等i乙耐

ゆる力進に ~llt くして.羊!肱等に際し普通極の喪育を阻害せらる~ Iこ至りても、向依然としaて卒

魁立立に地熱に耐ゆるを見るtJ.り。

裂するに本島に於ける植物は地熱に耐ゆるもの多く、共の地熱にi耐へ得る桂度は. ti(L物のHt

類主立に気象上の勘l係に依りて異たり一定せやと民l(:. ;J:i!i物艇の押入後育し得る故高限度は.太陽

熱の影響を受けて一時的に土井する地熱にありでは揖氏 60 度前後にして、常温度にありでは

50 度以下なるが如し。

今硫黄島に於て生育する純物iこして、地熱にmHヘ作るHl類を示せば次の如し。

高熱地(:t也下 30 1伺の地熱措氏 90 度以上の地域)に生育し作るt!I[物。

イガガセツリ スベリヒユ

rfl熱地(地下 30 料の地熱掃氏 40 度内外の地域) Iこ生育し得る植物。

イガガヤツリ スペリヒユ オ=クグ クグテンツキ カタパテンツキ タツノツメガ

ヤ メヒジハ カラピンラセンサウ ケコンペイトウヅル コンペイトウヅル シマニ

シキサウ イリオモテニシキサウ セリパセンダングサ オガサハラコミカンサウ シ

マヰノコヅチ フシザキサウ シマイチビ ミヅスキ オホハマボツス ハナカノコサ

ウ キンゴジクワ ホソパキンゴジクワ シロセンダングサ ハマナタマメ ハマゴウ

シロップ クサトベラ カイガンイチピ タコノキ ウラジロエノキ(以上自生純物)、

龍古閑サイサルワタ臥梨廿煎コカ(以上外来Ni物λ 等なり。

( 3 )藤林私立生

硫黄島に於ける森iid也帯は.主として砂漠地帯及熱地帯に於ける純生の費謹に依りて形成せ
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られたるものにして、共の海岸沿林競に於ける読タミ浩唐に生1今ーする純物l士、潮風及平魁IcWtゆ

るモクピヤクカウを主とし、又内部熱地帯に接せる林縁に於ける譲歩〈治府に生育する Nt物は、

地熱及乾燥に耐ゆるマルパシマザクラ、クサトベラ、ハウチワノキ等の槌木共の他草本頼たり

とす。

而して共の森林地帯に於ける植生は、立地の環境に依りて呉とると民{t、今向防〔生林1lk態を保

てる玉名山保護林に於て、共の植生をj回23さする lこ.共の優勢極とも認むべきものl士、テリハボ

クにしてチギ之れに弐きウラジロエノキ.ヤヘヤマアヲキ、ハスノハギリ、ココヤシ等を混請

するを見るなり。而してココヤシは市部のーノj 、J，;)talに於て二十数本群生するを見るも、之は共

の海演賞初諜指して生育せるものの、 f前身政育して繁殖せるもの L 如し。由来ココヤシは海岸

fII1物にして、共のr:m:1置は潮流に依りて体搭すと!il{t. f&，ヒI-.fこ於ては獣類.風等に依りて僅に体播

ずるの外、母樹下に落下して童書硝ずるを以て、ー般に其のイJ!Hifí=lilK:域扶少なるべく、従て本地主jt

IC於て艇卦種たるの地f立を占むるに五らざりしもの L 如く、又ハスノハギリは純j慌たる海岸和I[

秒ry t:t. るを以て、本地域の海損曽有jはテリハボクと共に優勢旺fの地位を保・ちたるもの L 如しと捌t

ìi情失枯損劣勢阻となるに至りたるもの L 如し。又モモタマナは四海岸方凶lこ自生すと tl~(， .本医

域には共の存在を認め歩、勿Hi命モモタマナはテリハボクと同じく海岸和Ic物たるも、テリpボク

よりもがJー居内部に於ても、能く護存して優勢極の地位を己iむる誼l底性ありと民I!'.水区域にイf

せざるは共のイ'~J:掃の機千?なかりしにイえるべ l.

裂するに::t-:名山保1;位林に於てテリハボクが治，:}判'IIlf!lJ'tこるに拘らす:、斯〈優勢肌の地1立を己i む

るは.本店jのこL'l'[が !(b地 iC.類する火山次、火山砂より成立する所詐j礁質壊J:にして、且地主良伏

少常に海ltを受け、所羽海演に殆ど異ならざる環境を呈するに依るものなるべし。

W!iして硫放出に於ける森林地帯に於て、代表的樹HIとも認むべき俊:勢種は、優良森林i乙於℃

はテリハボク及チギの二種とし、 i斬ろえ宇材日劣且l左るに 1ftひ、タコノキ、カイガンイチビ等優勢

舵の位{置を己iú' るもの L 主n し。

IV. 植物の地理的分布

1. 植物の.fin類及分布

小笠原島に於ける自生種と考5cせらるる植物を.所生植物一覧表に依し各科に;就て共の属

J払股数及び各科に合む間千f脳挫間千7極致を衣示すれば失の如し。(、位し属主主開中括1J~内の数

千:は属教の内の国有J話教を示す。)
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る 自 生 植物故各科に於け
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Oxalidaceae 

Rutaceae 

Meliaceae 

ElIphorbiaceae 

AquifoJiaceae 
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Sapindaceae 

Rham叫明記

Elaeocarpaccac 

Tiliaceae 

Malvaceae 

Call1elliaceaじ

Guttiferae 

Violaceae 
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Maratti且ceae

Ophiogl�saceae 

IIymenophyllaceae 

Cyatheaceae 

P�ypodiaceae 

Schizaeaceae 

Osmundaceae 

Lycopodiaceae 

Selaginellaceae 

Psilotaceae 

Cupressaceae 

Pandanaceae 

Triuridaceae 

Gramineae 

Cyperaceae 

Palmae 

Commelinaceac 

Juncaceae 

Liliaceae 

Amaryllidaceac 

Zingiberaceae 

o rchidaceae 
Piperaceae 

Ulmaceae 

Mυraceac 

Urticaceac 

Santalaceac 

Loranthaceae 

Polygonaceae 

Chenopodiaceae 

Ama.rantaceae 

Nyctaginaceae 

Aizoaceae 

Portlllacaceae 

Caryophyllaceae 

Ranllnclllaceae 

Lauraceae 

lIernandiaceae 

Papaveraceae 
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( 同』

吋旬 G、E巴aJ ，一 車事r 際 0.. 付M iUSe 懸題it,z 

手'f 名 趨052 
ぴ明qU & J コ ~.記

不平 名 1 I歯0U5 日
5 

.ω 量吋 ~ υ 10amily Family 

同P甘
a5

口j 
相'判官ーi 回官同

ロ

| 
己昔ー【 懐 E 同f 

戸に

Asclepiadaceae 1 1 。 Myoporaceae 1 1 。

Convolvulaceae 4 9 1 Rllbiaceae 6 10 7 

Bo r fag j n aceae 2 2 。 Caprifoliaceae 2 ー
，、 2 

Verbenaceae 3 5 3 Cucurbilaceae 1 1 1 

Labiatae 2 2 n 
dL Campanulaceae 2 2 1 

Solanaceae 4 5 3 Goodeniaceae 1 2 。

Scrophulariaceae 3 4 。 Compositae 20(1) 29 8 

Orohanchaceae 2(1) 2 2 

部ち本島に自生する植物は、合計 93 科 260 嵐にして、内 5 JKtは回有属とし、共の種類は 415

極 (30鑓麗及び 4 品種を含む)に及び、内本出回有種に屈するものは 204 極 (13箆程及び 4 品

種を合む)なり。

f苛所生植物一覧表rc依れ 小笠原島自生杭物分布地域の大制を示せば、

自生植物分布 一 覧表

Distribution of the indigenous plants. 

E置く熱情地方 i 二 南支那日C0;本等m、さ琉共球通、翌罪事及南
国 有 手重 分Co布mするもの

するもの
言1・

Endemic species mon in the 
rnon i口 Japan ， Total 

類別 tropics 
Luchll, 1Oormosa, 備 考

Plants SoutlトChin a ， etc. Rem :1rl日

Numbers 予4 Numbers 手4 N数l1mL量~5 I ラ4 Numbers % 

木祷木住I浮中街 3 極\:t
羊菌類 2R 35.9 24 30.8 26 33.3 78 18.8 に加算歯ぜ
(Ferns) ろを以て羊類

草木類 中より|徐〈
(Herbs) 6'1 32.8 56 28.7 75 38.5 195 47.0 

i謹 木 55 76.4 10 13.9 7 9.7 72 17.3 (ShruLs) 

喬(Trees木) 57 81.4 9 12.9 4 5.7 70 16.9 

計 204 49.2 99 23.9 112 27.0 (T�al) 

自[Jち上表に依れば. 小笠原島に於ける自生植物は、合計 93 科 260 属 4 15 種にして、共の内

羊歯知 78 種、草木類 195 種、 I桂木 72 種、喬木 70 {重なり。同して之等自生植物の内特に注

目すべきは、本島問イ子種の多き事にして、前記の虫IJ く古に 5)場 204 {且に及び、 }j~の国有嵐は

BOll'iniellαHayata. 

Bon'inia Planch. 

Bon仇ofalsiαNakai.
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Platyp7tolis Maxim ・

Dendr'ocαca Z.iαNakai， 

の 5 属を算 し

Boninia 属は芸杏科に属し、 ]， E. Pl anchon に依りて設立されたるものにして 、

BoninιασJαbrα Planch ， シロテツ

B , c1'assifolia N akai , アッパシロ テツ

B・ gl"iseαPlanch. オホパシロテツ

の 3 種の木本拠物;亡分類され.革質の単葉を割生し、東腕より固錐花序のノj、花を着生し、 府球

71'*の萌~を結ぶ。シロテツ及オホパシロテツは全島に分布し、アッパシロテツは父島及兄島の

乾燥地に分布すと[!jI~ 、 之れ等は立地の環境に趨隠して生十る饗型的のものなるべし。

Bon inofatsia 島は五加科に嵐し、中井博士の設立にして花綜の丸きと 、 匹乳に深き担If[ある事

に依り Fatsia 1:毘と直別され、之に属する ものに、

Boninofcdsia oz.匂ocω]Jella N akai , ムニンヤツデ

B , Trilsonﾍ'i N akai. チチシマヤツデ

の 2~主に分類さるるも前者酷似し、 父島、母島及室if島列島誌に北硫黄島、南硫黄島等に分布す。

Dend rocacalia 鴎は、

Dend1'ocacal'iαm叩idifolia N akai, ワグン ノ キ

の l 種にして 、 共の大主主るものは樹高 4米内外に達し、菊科植物の樹木と して珍とすべく 、 母;

島に多量に存すと靴、亦翠島にも多少自生し、中井博士の設立せる属なりとす。

Platypholi s 鴎は列歯科に麗し、 K. J. Maximowicz の創定にして 、
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之に属し、 f，l!J f-+の Bulophiα 1'0yoshimae N akai , (イモラン〉等と共に寄生植物に鴎し、 林下に

於てモクタチパナ共他の樹木の根に寄生するノj、形植物にして、頗る珍奇な るも ののーたり @

Boniniella 鴎は羊歯類の瓦竿科に鹿し.平[1-11事二1-: に依りて創定されたるものにして 、

Boniniclla Ikenoﾎ Hayata , ヒメタェワタリ

之に屈し、母島石門山に限り自生す。

市 L て国有極の内分布直;域狭少にして、数量の最も少きはヒメタニワクリ 、 ムエシツ ツジ

(RhododendTOn boninensis [Nakai) . ウチダシクロキ (Bobua ](awakαmù NakaJ) 、 チチシマ

クロキ ( Bob，tω pe1'gmcilis N akai ，λ ムエンビャ クダン (Exocα1 'jJ'US bonﾎnensis N akaし)等陀

して、ヒメタニワタリは母島石門山園有林中 1 ， 2 箇j引の石友岩痛 ~I:I に若干存す るのみにして

自然に放置すると きは漸次減少の傾向るるものの如く，ムニンツツジは父島勝蹄山閣有林中に

於て僅陀 4 ， 5 本あれウチダシクロキは父島中央山岡有林中武田牧場の岩石地に 、 チチジマク

ロキは同地地木林1*1 に若干生じ.ムニンピヤクダンは寄生植物にして、父島小池に於てはカイ
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ガンイチビ林中陀.父島釣潰立立母島東蚕に於ては雑木林中に少数づっ生育する槌木なり。

Exocarpus 鴎は涼ì'I1に多き植物たるも 、 本邦に於ては本極を以て初鷲見念りとし、 之等は何れ

も保護を要するものとす。倫此外コパノト ベラ ( Pittospo1"Lun pct?"v~foli仰~ Hayata ) 、 イハホウ

ライシグ (Adiαntωn FlαTleyense Moare. )、ムニンサジラン (Loxogram円~e b01Vﾎnen6is N akai.) 

シマサジラン (L. boninensis var. Toyosh�nae H. Itô.入ム=ンノボタン ("11elastoma tet?"a1ne1"wn 

Hayata.) 等共の他分布直域狭小方: る もの及びモクピヤクカウ (0γossostephiwn chinense Makiｭ

no.) ，イソマツ(説αt-ice aTbt(sC'Lda Maxim. ) 等の如き、他地方にも多少生育すと m!t、珍奇陀属

する撞類多く植物製上保護を要するもの多 し。

而して前挫の如く本島自生植物 415 種の内、固有種は 204~霊にして置に全数の 49.2% を占

め . 共の他は蹟く熱帯地方に分布する も の 99 種、南白木、琉球、 蓋i建及南支労1I等と共通する

もの 11 2 在T[~うり。郎ち之等自生植物の多くは、熱帯性にして樹木は殆E常緑を注し. 落葉紺は

アカウザンセウ (Flαgαγα bon'insimαe Koidz. )、セ ンダン ( 1J1diα Azeclαrαch L. ) 、シ マ ムクロ

ジ (Supiclω bonùwns1;S Tuyama. ) 、 ムニンデイコ (Erythl'Í1ω bonÙlenis Tuyama，)，シマボウ

( TerminaliαCαtapp品 L.)、ムニンアヲガンピ (TVilcst1'oent'ta pswdordasα Koidz.) ， ムニンエ

ノ キ ( Celtぬ Koidz'U??Ú'i N akai，)、オ ガサハラクハ (Mo1'ω boninensis Koidz.) の 8 極にして 、

共の落葉は一定せ歩、 平きは 11 月頃より脆きは 4 月に入りて落葉 し、落葉接、は直t亡新薬を

生やるを常とす。シマボウ は 11 月 より露霜を蒙れる机葉の如く紅葉 して落葉を初め 、 l 月 lて

は殆ど全部落葉枯木の如くたにり、 3 月頃より 稜芽を初むるも の にして、本島唯一の紅葉樹た

り。針来闘はH住僅にシマムロ ( J佖ipe?"Ll8 tα xifol-ia Hook. et Arn・〉の一種にして、本島固有

種にl毘し. 父島列島に移しく自生すと民jt 、 母島列島及型島列島には極めて砂く ι 硫黄列島には

全然自生種を見守。臨j科植物J亦多からす・僅に 11 種に して、キンギンサウ ( GocclYe1 'α pl'OCt? α 

1-I ook.) を除く の外は皆本島固有種た り。 宣科純物叉僅に 11 ~丑陀して共の量も多からす九羊

歯は甚多く 、 主として林間$frt'i- I'L繁茂し、頗る幽濯なる熱帯的景致を添へ、 共の最顕著なるは

マルハチ ( Al~opli:ila Mel'tenâα11α Kunze. ) テ リ パヘゴ (Alsophilα OgU1'ae Hayata ， ) 、ムニン

ヘゴ(凸/αthea bOll:ins�elLsts Copeland . ) 等の木性三1::蛸lにして、共の襲名の判明せるもの 8 1 段

(木性羊歯 3 極を含む)に及び全錨;の 19.5% に遼す。 之に失で其の掛;の多きは禾本科 37 種

( 8.9% ) ， 渉草科 32 種 (7.7%)，菊科 29 種 ( 7 ，0%) I乙じて、其の他 lはd何れも一科に属する種

類砂くし、 1 苧科卜μl 属 1し， 2 1極重のもの並魁砂)ìカか通らす宇て下:

由来J植直物の地王且迎E虫J的分布を論す歩芯るには、全枯物に就て一々検討すべきなるも 、樹木以外の羊薩i

類、 草木競等は人詩的には勿論、自然的にも共の播布と移動とが容易なる を以て 、 本来の臣l生

極ど渡来種の][別乞なし難きもの等あり。然るに木本椛物は草木類、 羊幽I類等I'L上七し、比較的

分布の困難なるもの多きのみならで炉、 本来の自生理と外来種と のR[別をな し易きを以て、令~J其
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の正鵠を期する矯l亡、本島自生木本:f1Ê[物の地理的分布蛙本島各列島聞に於ける分布R.k況等に就

て検討せんとすω

2. 木本植物の地理的分布

小i争原t ，1i古に自生する木本植物jの胤の分羽fjf伏況を検討するに、共束Etと共通の毘 4 ( Phot i山し

P lI t ranziva , StachYllrus, C repidiastrum 入 *lill及馬来と共通の)~~ 9 (Machil us , Distyli ll l11, 

Raphio[epis , Sch ima , Trach巴[ospormul11 ， Hedyot is ) 、 ポリネシアと共通の!馬 1 (Exorrhiza) , 

馬予1し ~VH及ポリネシアと共通のJ~J 2 ( Pandanus, Psychotria) にして 、其の他は熱帯全部l亡、

或は太平洋岸一帯I亡、或lrì~欧亜大陸一帯に分布し、共の鴎より諭やる ときは、小笠原島は東iil[

馬来直内に入るべきにして.共の数より謂ふも 、矢張り *if~iと共通のもの最多数にして、馬来

之れにダくぎ、近距離にあるポリネシア、諒例!は共のEえに位し、メキシコを除く北米と欧ï1H とに

共通の属の齢き l士 、 雨大l箆が共に熱帯圏外にある矯めなりとす。

今度に之れ等木本植物が、海を隔て L 隣する日本、支那、馬来、市洋諸ー島、濠洲等と 、 如何

なる矧縁関係を有するかを知らんが&~めに、共の木本布~((物各陀の分布を示せば次の如し。

イn. し本表 ~I~ Iこはラセイグサウ (BoehmC1叩 bi・loba B l. )、ム ェンヰノコヅチ (AchYTωdhe.~

b仰IÙlell S;S N akai.) 、 シ マイチピ ( .Ab~tliloη indicwn G. Don. )、タ ゴパウ(JÆcltlη・戸α p1'OR/司

γcda Roxb.)、等の如き、 Ir:Ii:控木性のものは之れを除外す。

小笠原品!ヨ生木本植物の地理的分布表

A list of the geographical distribution of th巴 ind igenous

woody p[ants in the Ogasawara Islands. 

! 分布地名 Hぬitat

1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 \ 9 \咋1 1 12 1 13 1山51 16 1 17 \的9 \ 20
小笠原 a島nd Ogasawara Islands 

草書 Jll'( 音主百 吉t;'n 1';出弘s ~ 開古亘f市 宮M 手HU回ES 宮h 切
ロ'" ・ーω ロ山 。付E 円P1ecles υ ー目戸< ・吋凶同

付

』。h 。eE 刷 >υ 向h 。04 

eE , 

百

巳己司噌

j主d d 炉、
百

』，ZU ヨロ1 トê-ロ電ー、
E 

吋戸H= Za巴J d ロF4 ，・d巴5 民Eー 吋・付>S 1 :‘同E 主
C゚ 

[ ・珂

<ロ 2<2J E口同匂 。占ω 

，ー巴ωZ ・E吋 併。T註ーィ <一
向.a 

ど」5コ こ】コ 去出同 0 喜2oHt ad s E 

Cyatheaceae j沙機科

川Lマ Jレハチ
十 + + + + Alsophila Mertensian'l Kunze. 

テリノ《へゴ
+ A O!jurae Haya1a. 
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在i 類 分布地

Species 1 1 2 \ 3 \ 4 \ 5\6 \ 7 \ 8 1 9 \咋
ムニンへコ守

Cyathea boninsimensis Cop. 1 + 1 + 1 + 1 十 1 +

Cupressaceae 柏樹科 1 1 

γ マム ロ

Jllniperus laxifolia H , et A , 

Pandanaceae 露兜樹科

ムニンツノレ ア グン
Freycinetia formosana 1一[cm詰1

var. honinensis Nakai 

タコノキ
Pandanus b�inensis vVarb 

イワウトウタコノキ
p , boninesis Warb , 

var. stenocarp" Tuyama , 

オウ ギタコノキ(扇タコノキ )
P , boninensis var. slenocarp8; 
仏rma disticha (Nakai) Tuyama. 

キンセン寓コノキ(金線タコノキ)
P boninensis Warb 

forma flaro-striata Tuyama. 

ロツコ ツタコノキ (íJJJ骨タヨノキ)
P boninensis Warb 

forma planata Tuyama 

Palmae 椋欄科

ココヤシ
Cυcos nucifera L 

ノヤシ
Exorrhiza Savoryana (Rehder & 

1丸山 150n) Burret 

オカeサハラピロウ
Livistona boninensis N akai 

Liliaceae 百合科

トキ ハサル トリイ バラ
Smilax boninensis Nakai 

Piperace礼号胡槻科

シマアウ 卜 ウカヅ、 ラ

Piper boninense Nakai. 

Ul.maceae 術科

ムニンエノキ
Celtis boninensis Koiclz. 

ウラジロエノキ
Trema argentea BJllme 

ミドザウラジロエノキ
r argentea Blume. 

+ + 

+ 1 + 1 + 1 + 1 + 1 十 1+ 1 +1 ト

i 1 1 1 1+ 

||i i|+ 

1+1 '+: 111 十 I I I I I 

+!+I+I+I+ 

JJ ト十 1 1 1 1+ 

+ 

+1+1+1+ 

+1+1+1+1+1+1+1+ 

var. viridifolia Tllyama , 1 + 1 + 1 + 1 + 1 十 1 + 1 + 1 +

~roraceae 桑科

トキハイ ヌピノ、

FicllS boninsimae Koidz 

オ永ヤマイチヂグ
F. Jidaiana Rehder & Wilson , 

オホトキ ノ、イヌ ピ ノ、

F Nishimurae Koidz 

オカ苦サハラグノ、

Morus bonﾎnensis l{oidz 

+1 +1+ 1 十 |十 +1+ 

+ 

+1+1+1+ 

+1+1+1+ 

+1 1+ 

+ 



| 分布地名 I仏bitat.

1 1 1 2 1 3 [ 4 [ 5 [ 6 1 7 [ 8 [ 9 1叫1 1中3 1 14 [ 1 5 1沖7 1 18 [ 19 [ 20
Urticaceae 詞お -11 r: 1 1 1 ，十一 I I I 1 

オカ苫サハラモグマテ ! 

Boehmeri:t boninensis Nakai. I + I + + 
• Santalaéeae 億香科 ! I I 

ムニンピヤグ夕、、ン I I 

Exocarpus u.minen,;is Nakai. 1+1 + 

N yctaginaceae 紫菜荊科

ウドノキ
Calpidia NishiJ1lllrae Rehder & 
Wilson 

Ranunculaceae 毛怠科

ムエンセン二ンサ ウ

Clematis honinensis Hayala 

Lauraceae 樟科

マ jレノミ ヤプ二ツケイ

Cinnamomum pseudo-ped¥lncJatllm 
Hayala. 

ムエン イ ヌク守ス

Machilus Jコ oninensis Koid又

コプヲl' ~ 
M kobu Maxim 

ラちハ コずう1'~
M. pseudo-kobll Koidz 

ムニンジロダモ
NeoJitsea boninemis Koidz 

ムユンペヌガシ
N gilva Koidz 

ワ勺 ゴンダヨ巳
N. stenophylla Koidz. 

Hernandiaceae 蓮葉桐科

ノ、スノハギリ
l-Iernandia peltata Meissn. 

Saxifragaceae 虎耳華料

jj'苧 メ 十
1 [ydrangea macrophylla Ser. 

Pittosporaceae 海桐科

ノ、ハジマト ベ ラ
Pittosporum Beecheyi Tl1yama. 

L 二ント ベ ラ
l' ・ bica rpelJatl1m Nakai et 
Tuyama. 

ジ ロト ベ ラ
P boninense 1ζo idz . 

オ;j; ミ ト ベ ラ
P chichisimense Nakai 

コノミ ト ベ ラ
l' parvifolil1m Hayata. 

Hamamelidaceae 会捜梅科

マ ルノぜ イ スノ キ
DistyJil1m J ~ Jlidotum Nakai 

Rosaceae 審議科

I^手ラン J 勺メ
OsteomeJes boninensis NaJはi

25 
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布1 類 分 布 1也 名 I-Iabitat , 

Species 
1 1 213 1 4 15 1 6 1 7 1 8 1 9 1山中1 13 1 14 1…6 1 17 1 18 1 沖。

1+1+ 
シラゲr テンノウメ

。 lanata Nakai 

シマカナメモチ
. 

Photinia Wrightii Maxim , 

シマシヤリンノイイ
Rhaphiolepis integerrima II , et A , + 十 十 + ~ 十 +1+ 
オカeサハラカ ヂイチゴ

Rubus boninensis Koidz + +1 
チチジマイチゴ

R Nakaii T uyama , 1+1 
シマミツノミキイチゴ、

R Nishimurae Koidz + 
イテウトウキイチゴ

R pacificus Nakai , + • 
Leguminosae 萱 理ヰ
シロツ 7や

Caesalpinia Bonducella F lem , + +1 十十 + 十+ + +十 +1+ 
チチジマセンナ

Cassia booinensis Nakai , + 

ムユンデ、イコ

Erythrina boninensis Tuyam3., |+ + + + 
ムニンモダ、マ

Mucuna Toyoshimae Nakai , +1+ + + 
Rutaceae 主香科

アツノマシ ロ テツ
Boninia crassifolia Nakai 

シロテツ
B, glabra Planch , +1+ + , + 

オホノ《 シロテツ

B grisea Pl江nch

オカ負サハラゴ、シュ | 
十十 +1+1 1 1+ +1+ 

Evodia Kumagaiana Rehder& \Vil som, '+ + 
アカウザンシ司ウ

Fagara boninensis Koidz , + + + 
ヒレザ ンショウ

Zanthoxylum Arnottianum Maxim , + 十

Meliaceae 棟 事ヰ

トキハセンダ、 ン

Melia Azeclarach L , + +1+ +十 +1+ 十 十+十 + +1+ +1 
Euphorbiaceae 大 戟科

セキモン ノキ
Claoxylon Centenarium Koidz 

ノ、ツノ《キ

Putranziva inlegerrima KOl(]z + +1+ 
Aquifoliaceae 冬育科

ムエンモチノキ

I1ex Beecheyi Nakai , + + 
オホノf ム=ンイヌツケ‘

I bonincola Makino + 
ナ力、ノミ ムユンイヌツケぬ

I bonincola Makino 
var , angustifolia Nakai , + 
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Species 
類

ム 1 3 I 71 5 1 1 lA止よ1 13 [ l 4 | :;:;h1~~

ヤへヤマハマナツメ
Colubrina asialica Brong , 

Elaeocarpaceae 贈八樹科
チギ

Elaeocarpus pachycarpa }くりídz ，

シマ ホ jレ ト ノ キ
E , photiniaefolia II , et A , '+1 

T伽間回廊科

カヂバラセンサウ
Trillmfetla rhomboidea Jacq , 

Malvaceae 錦葵科

E歪

ム =ンイ ヌツゲ
J , Matanoana Makino 

シマ モ チ
1, Mertensii Max 

アツバモチ ノ キ
1, Percoriacea Tuyama 目

Celastraceae 街矛科
ム エン マサ キ

ElIonymus boninensis Kυidz ， 

Sapindaceae 無患樹科
ハウ チハ ノ キ

Dodonaea viscosa L 

シ マ ム グ ロジ
Sapindus bυnine ns i s Tuyama 

Rhamnaceae 鼠季科

十

+ + + , 

+ + + ,+ +
 

+

+

 

+
 

+
 

,+ 

+
 

+
 

+
 

+ 

+ + +;+ 

+ 十十

1+ 
1 

+
 

+

+
 

+

+

 

+

+

 

+
 

+ 

寸 jレ ミノハ 守ポ ウ

Hibiscus boninensis Nakai , ' + + I + 
テ リ ノ、ハマポウ イ チビ

H , glaber Matsum , + 1 + I + 1 + 1 

イオウ トウフヨウ
H , paci日~，Sﾏ-fakai + I + + 
ヤマアサ カイ カ舎ンイチピ I I 

I-I, tiliaceus L + i + + + 1 十 1 + + I 十

シマハマポウ

1 l , tiliaceus L 
var , heterophylla Nakai, + 1 + 

エノキアフヒ
Malvastrum t ricu中idatllm A , Gray 

ホ Y ノ《キンコ「ジグワ
Sida acuta Burm , 

キン ゴジグ ワ
S rhombifolia L , 

Camelliaceae 山茶科

ムエンヒサカキ
ElIrva boninensis Koidz 

ヒメツノ《 キ
Schima Mertensiana Koidz , 

ノコ ギリヒ メ ツノぜ キ
円 Merlensiana Koidz 

furllll dentifera Tuyama , 

Guttifel'ae 会緑、桃科
テ リノ、ポ グ

calophylJum Inophyllum L , 

+++|+| +( + + 

+ + + + + + 

ム
寸+

 

+

+
 

+
 

1+1+ + + + ,+ 

+1 + ,+ 

+ + + 

十

+
 

+
 

+
 

+
 

+
 

+
 

+
 

+
 

+
 

十+
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軍軍 主真
Species 

Stachyuraceae 旋節花科

ナガノぐキアヂ
Stachyurus macrocarpa Koidz , 

'rhymelaeaceae 瑞香科

オ カPサハラカ事ンピ

Wikstroemia pseudo-retusa Koidz , 

Elaeagnaceae 胡類子科

マ lレノ〈ナハシログミ
Elaeagnus rotundata Na',ai , 

Combretaceae 使君子科

モモ真マナ シマオf ウ
Terminalia Ca!appa L. 

Myrtaceae 税金爆科

ム二ンブトモモ
Eugenia b8ninensis Hayata , 

ヒメア ト モモ
E cleyeraefolia Ya labe , 

アデグ ア カ テツ
E microphylla Abel , 

Melastomataceae 野牡丹科

ムニンノ;lずタン

Melastoma !etrameruJll I-Iayala 

Araliaceae 草加科

ムニンヤツデ‘
Boninofatsia ol igocarpella ・Nalはl

チチシマヤツデ、

B, Wilsonii Nakai 

Ericaceae 石南科

ム ニンツツチ、

Rhododendron boninense Nakai 

ムエンシヤシャンポ
Vaccinium boninense Nakai 

Myrsinaceae 紫金牛科

モグタチノf ナ
Bladhia Sieboldii Nakai 

シマタイミンタチノミナ
Rapanea Maximowiczii Koidz , 

Plumbaginace闘 機松科

イ Y マツ

日ta t ice arbuscula M斗XllTI

Sapotaceae 赤錆科

オ ー カ守ス 1， ノキ

Chrysophyllum Augustini Nakai , 

オ:t. ノ、ミグロテツ
Sideroxylon b8ninense Nakai , 

コメノグロテツ
S dubium Koidz 

グロテツ
S, ferrugineum 11 , et A , 

Symplocaceae 茨木科

ムエングロキ
Bobua boninensis Nakai 

+1+ +1+ ト

+1+1+1 !+I 

1+ IJ + I+ , J + 

+1+1+1 

1+ 

+1 1+ +1+ 

+1 1+ +1+ 

+ + 十 + 1 十

+ 

+ + 

+ 1 十 + 十

+1+1+ +1+ 

+1 

+ 

+ 

+1+ 

+ 

+ 1 十

+
 

+
 

ム
ヤ

+ 十 i 十 1 + +1+ 
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干草 奴

2!J 

Species 

ウチダシグ ロキ
B. Kュwakamii Nakai 

チチジマグ ロキ
B, pergraci!is Nakai 

Oleaceae 木産科

ム ニ ンヰ、グ ミモ チ
Ligustrum micranlhum ZllCC 目

ホ Y ノ〈ヰ、 ズ ミモ チ
L. micranthum Zucc 

var lanccolatum Nakai 

シ マ モグセイ
Osmanlhus insularis Koidz 

Loganiaceae 馬銭科

オカ‘サハラモ グレイ シ
Geniostoma glabrum Matsum , 

Apocynll;ceae 爽竹桃科

ホ Y ノ、ごヤロ ード
Ochrosia hexandra Koidz , 

ヤ ロー ド
0 , :-Ialはian a Koidz , 

オホバテイカカ グ ラ
Trachelospermum foetidum N akai , 

Borraginaceae 紫草科

モンパノ キ
Tυurne forlia argentea L , f , 

Verbenaceae 馬鞭草科

シ マムラサ キ
Call icarp江 glabra J(o i心.

ウ ラジ ロ コ ム ラ サキ
C. Nishimurae KuidL 

オ ホ バ シマムラ サキ
C subpubescens II & A , 

ホナ ガサウ
51ユchytarphe!a d ichυ !oma v ahl , 

ハ マ カ守 ウ

Vilex rJlundifolia L. f 

Solanaceae 茄科

ノ、マ グ ゴf

Lycium gri seυl Ulll Kυidz 

ム = ンホ ホ グ キ
Solanum b叩inense N akai , 

ナ ン コグイヌ ホホ ヅ キ
日 sllf匹ruticosu m Schous!Joe , 

Myoporaceae 演沈T科

コ ハマヂンチヤウ
Myoporulll tenifolium Furst , f 

Rubiaceae 茜章科

シマギョグ シ ン グワ
Tarenna subsessilis Ohwi , 

オ 71'サノ、ラグ チナ シ
Gardenia jasminり耐5 E lli s , 

var, boninensis Nakai , 

I 112131415 ¥ 617181911011111211 川16叫:午L64」ぷ川山|;;山九:;Lhλ;イ市市判仲仲1 1同同川仲川1臼吋中山州8 1れ巾判1 1同州19叫9引1
l:j [l|| lll|llll1l 
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+
 

+

+

+

 

+
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+
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+
十
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+

+

+

+

+
 

+ + + + + 

+ 1+ 

+1 i+ 

+ 1 + 1 十 |

+

+
 

+

+

+

 

+

+

 

+

+

 

+

+

 

1+ 

+1 
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+1+1+1 + 

+1 + 

+
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+
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+ 1 十 1 +

1 1. 1 
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種 類

1市 131 415 1 61718 19110 1 11 1 121 1~1山 1 16 1 17 1 18 1山Species 

マ ルバシ マザグラ
Hedyotis bonincola Ohwi. 十 + 
シ寸 ザ クラ

J[ Grayii Renth. & Hook. + 十 十 +i+ + 
ムニンノ、ナカ。サノキ

Morinda boninensis Ohwi +1+ +|+| 
ヤ へ ヤマ アテ キ

+ +1 +1 +1 M citrifolia J , + + 十 + + + 
ハ ナカ守サノキ

M. lImbellata L. +1+ 十 +1+ + +1+ 
オホノぜシラタマ カ ヅ、 ラ

I込ychotria boninensis N akai. +1+ 
++ | オカnサ ノ、 ラポチ ヤウ ジ

F hamalosl児rma A. Gray. +1+ +' 
Caprifoliaceae 忽冬科

トキ ハガマズミ
ムニ ンハグ サ ンポグ

+1 VibllrnUlll boninsimeme Koidz. + 
Campanulaceae 捻綬科

オホ J、マキケ フ

Lobelia b:minensis Koidz. + 
Goodeniace随筆海桐科

グ サ，. ベ ラ
Scaevola frutescens Krause. +1+ +1+ + +1+ + + + 
テ リ パ グサ，. ベラ

5 fr utescens Krause. 
var. glabra Masall1une. 

+1+1+ + +1+ +1+ + + 
Asteraceae 翁 事ヰ

ユズリハワ夕、ン

Crepidiastrull1 ameristuphyllwn 
Nakai 

モグピヤグカウ
Crossostephiull1 artell1isioides l ,ess . + +1+ 
ワダ ンノ キ

Dendrocacalia crepidifolis Nakai. +1 

J二表に依れば本島に自生する木オ心f'j匝物は 55 科、 9 1 属 、 1 42極 (8 捷極. 4 品種を含む) Iと

して、 此の内本島固有属 3、国有種 11 2 ~霊 ( 7 蜜極 . 4 品種を含む ) に主主し、 共の国有種は寅

l亡金木本植物に封し 78.9% の多数を 占め、共の他は

庚く熱帯地方に分布するもの

官南日本、琉1求、 基i母及南支労[l等、と共通するもの

琉球及聾j塑と共通して他になきもの 2 種、卸ち

Rhaphiolepis 向tege1・J りima Hook. et Arn. 

ü'ossostepkiωn ckinense Makino. 

1 9 種

11 種に して 、

シマシ ヤリンノ〈イ

モクピヤクカウ
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琉球. 華i母及鶴市'日本と共通して他lζ 友きもの 2 種、自P ち

βf日dldα Sieboldii N akai モクタ チバナ

Stat'ice αl'b'U8C'uLα Maxim ， イソマツ

ミクロネシアと共通して1l!w: たき もの q宜、自lJ ち

Jfyopol"WJl tcn~fohltln Forst. f コハマヂンチ ヤウに過ぎや。
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市して南支那と共通して他lとえ主 きもの、フ ヰリツピン及同来と共通して他にな きもの 、 ポリ

ネ シア及 ミ ク ロネシアと共通して他になきもの等の主I 1 き ー もなし。

之を要するに本島に自生する木本植物jは共の問1'1・種多大に して 、 又琉J求 、 主主:鵠及醤ïYî 日本鵠

と 共通して他l亡左 き fÆ類のあるにいj らや、 最も近距離にあるミク ロネ シア と共通して他 lとなき

Bt潤は、僅に コハマヂンチ ヤウの q丑に過ぎざるは 、 削る奇異にして注目すべきもの友 り。

山米大洋中 l亡孤立する島Ih!~植物群には 1 届に劃するf虫類の僅少なるは、，F信感者の夙に唱導す

る所にして 、 之を本島木本植物群に就て見るに、共の割合 1 : 1.56 Iこして共の比の甚少左るは

首に島吹l的純物群の性質を示し 、 共の間有Î~霊の多数怠るは貨に小笠原島の成因の古き事を設す

るものに して 、 叉気候の盤、化の砂き事. 祉に他種との競争の少き事等に依りて 、 生祈段能の比

較的弱性怠 る植物も向能く 持続護達する事を得、-新種の形成に過す る j珂・謂島腕植物;j，~'7とれば'PJ.

り 。

而して共の植物の極知は木本類の少きのみなら十、全:tJ((物群に於ても自生極と認めらるべき

は僅に 4 15 種の少数に過ぎ ざるは、之れ本島が共の成因全く海底にl貸出隆起し 、 M~地の連絡な

くして大洋rl'l !L孤立せるーノj、群島なるを以て 、 ~{:の植物種子の分布悲殖する陀はjlし 鳥類の媒

助誌に海流に依る、の外なきものと し、而も既に述べたるが如く小笠原ぬは東亜気候風の影響を

受け . 冬は主として北風多く夏は南に牌じ.殿風は東北に始ま り南を夜iiて西に格るを常とす る

ものにして、之れ等の風は植物の分布上lて直接lüI接の影響を興ふるものなるや必せりと剛 、 IJLJ

i舗の陵地はイITJれも遣に数百出以上も離れ居る を以て 、)武力に依り分布せる 自生植物多1，に木本植

物は比較的砂かりしな るべく 、 叉鳥類の媒]JjHC依るものは、波烏のH素護内、脚、契等に附着し

て渡来せる もの友るべ しと雌、本島は渡鳥の一定の去来進路をなさ ざるも の L 如く 、従て年々

一定せる渡鳥を見る事砂く 、 共の多く は所日13風米的放鳥I'L過ぎざるを以て 、 本島に於て護見せ

りと揺するi皮烏の種類の多きに拘らすヘ群をなして年々去米するものは殆ど数ふるに見らや。

籾山徳太郎氏(昭和 5 1 1~ 7 月 *illi，烏製業報第 2 谷臨時抗) に依れば、小笠原島に棲息する鳥

類は総数 147 極(車種を含む、以下向島11)に して、此の内陸品 11 3 極(内情烏 1 9 種、 i度烏94

極) あり。叉海鳥は或季節のみに飛来するものあり、或は ilLj時を通じて近海に見るも陸トJ亡来

れるは単に産卵育指Itの聞に過ぎざるものあり 、 或は蕃瀦j聞にのみ渡米す る もの等あ りて陸烏の

如く留鳥と渡鳥の区別を『必然た ら しむる事能は十。

今之れ等の鳥類の種抱1を列翠すれば弐の如し。
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l控，1る 11 3 ~霊.

(a) f{j烏 1 9 極.

ハシプ ト ガラスの到極 ヲガサハラ カハラヒハ イワウタウカハラヒハ ヲ カ、サハ

ラ マシコ ボ=ンメジロ イワウタウメジロ メグロ ヲ ガサハラヒヨドリ ハ

シプト ヒ ヨドリ ヲガサハラウグイス イワウクウウ グ、イス シ マ ガピチョウ イ

ソヒヨドリ ヲ :JIザ‘ノ、ラノスリ シマハヤブサ ハシブ ト ゴ イ マミジロクイナ

ヲガサノ、ラカラ スノf ト アカガシラカラスパト

以上の内ハ シプ ト ガ ラスの止ii種、ヲガサハラマ シコ 、 シ マガピチョウ、マミジロクイナ、 ヲ

ヵ・サハラカラスパトは絶滅せしものむるか、現今偵息するものを見守、 叉此の外媒~I均極として

ミフウヅラ類及ツカツクリ類の 2 極あり。

( b ) 波 品 94 種 .

ム クドリ シメ イカル マヒハ オホイ スカ イスカ ア トリ シマア

オジ カラフトコヒバリ セジロタヒノ〈リ ムネア カタヒパリ タヒノ、: リ マ

ミジロツメナカ、セキレイ キセキレイ ア ムウルノ、クセキレイ イ ノ、ミセ キレイ

ヒレンジヤク キレンジヤク オホルリ キビタキ オホヨシキ リ ツグミ

ニツグミ ト ラ ツグミ ル リ ピタキ ・ ジ ヨウビクキ オホノゴマ ツバメ

ア カハラッ パメ クワクコウ ツツドリ ホトト ギス ヨタ カ カハセ ミ

プツボ、ウソウ アヲノくヅク ト ラフヅク チユ ウヒ アホタカ ツミ ( ô イツ

サ イ ) ヲジ ロワ シ オホハヤブサ ハヤ ブサ チョウゲンボウ ミサゴ マ

ガモ ト モヱガモ コガモ ヒドリカ、 モ キンクロハジロ ススカPモ ウミア

イサ マカやン ハクテウ オホハクテウ オ ホヨ シゴヰ ヨシゴヰ ア マサ

ギ ササゴヰ ミゾゴヰ ゴヰサギ チユウサギ コサギ アアサギ ム

ラサ キサギ ツバメチドリ アヲシギ タシギ ハリヲシギ チュウデシギ

タウネン ウヅラシギ アアアシシギ クカプシギ イソ シギ キアシシギ

メ リ ケンキアシシギ クガーシギ オホソリハシシギ ホウロクシギ チユウシヤク

シギ セイタカ シギ グイゼン ムナグロ イカルチド リ コチド リ ハジ

ロコチドリ シロチド リ メダイチド リ キヤウジヨシキ パン ヒメクイナ

キジバ ト キヒパリ

海鳥 34 極.

アカヲネックイ テウ

ヲ サドリ ウミウ

シ ラ ヲ ネツタイテウ オホグンカ シテウ アカアシヲサドリ

カワウ クログウゾクカモメ セグロカモメ オホセグロ

カモメ カモメ ウミネコ シロカモ メ ユ リカ モメ クロアヂサシ シロ

ピタヒクロア ジサシ シロアヂサシ セグロアヂサシ マミジロアヂサシ ナン

ヨウマミジロアヂサシ オホアデサシ ハジロクロハ ラ アヂサシ ク口アシア

ハウド リ アハウド リ ア ナ r リ シ ロハラミヅナギドリ ヲナガミヅナギ

F"リ ミヅナギ v リ ヲ;ザサハ ラミヅナギ r リ ハシボソミヅナギドリ コ
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シジロウミツノ〈メ クロウミツノf メ オーストンウミツノζ メ ノ、ヒイロウミツパメ

ii，j'tぷ山 lí:に依ればl地悼のはr!i は、北方左る日本々烏より{Jl豆七島をji通過して木&:，1~己主刊、更

に四市oこjf曲し琉球、事ifJ. 比律%i:.或は以I有の地 l亡主主ずるもの甚だ多くして、マリヤナ群品

を週じてþ(Îブ17V( ì皮ると売ゆるものは組めて砂きが如し。

之れを以て見れば品類も亦ネjlI物分布の影響を及ぼせしは勿論~るべしと li\H~ 、 1品々.I:~類 I乙依り

持米たされたる種子の多くは熱帯凶外のものなるを以て、生育せざりしもの多かるべく、従て

n汀iに依り分布せる自生村〔物も亦上回i交的，1~1;かりし左るべきを以て、本，(!Ai([if"JJ j'去に木 4>二植物の分

布上の媒JljJI土、主として恥Ncに|主|りし者・なるは l切なるものの如し。

111 米小笠原品に防l係を千fずる出流の主~るものはJ七赤道械にして、).1，[より米りて北枠 10 度

乃至 20 度の lill を流れて、マリヤナ群品附近l乙於て分れ、ーは北匙してノト主!京品に迷する所消

小笠原j制定をなし、他はカロリン、マリヤナ群島のtUl を四流して比伴者の山方を北進し、蚕i問

琉球列島を組過して誤潮と恋し日本のþ(Î岸を洗ひ、分れてノj、笠D;{ ~I~に速す・るものあり、而し

て此の二tH流は、 tf然小笠原ぬのNI物分イti上に多大の出!係を有せしものなるべく、就中よ1:~潮の

影響は多大たるものにして、貰に本島に自生ずる熱帯植物の多くは、熱帯地方上り本海流IC依ー

り流れi流れて、市支ガ!S.. ~主a母、 ~l.f求等を経て小笠原品に停りたるものなるべし。之れ小笠原品

フロラが属より諭やるも、極より見るも.米!i[医景に!謁する所以なりとす。而して本海流域に

ある問閥、九がH. 本ìj+l等のfJi'c物Jの比較的少きは、之れ等の地方の熱帯倒外にある穏なるべし。

父小箆IJ京海流は北赤道流のマリヤナ附近に於ける分械にして、小笠原島に最も近距離にある

ミクロネシヤを油過しラt~れるにも +1，J らすヘ本品にミクロネシアに i決り共通する純物は、:草木類

及び羊歯-~J~には多少存するが如きも、木本植物に至りでは僅に lH:に過ぎざるは.本海ÌJIc古河i'{ii

然たるものなるや否、ゃを易をはしむるものにあらざるか。

Ji. 木本植物の各列島聞に於ける分布肢況

小笠原島各列品に於ける:j'[:1五1mの木本純物を比較するに.小説)51群J品加ち父品.たL島及主手島

の三川向と硫黄列島とは、持の成立主l三代を具にし、前者は-D く ;{n Jt}l に!返するものにして、 i誌

の植生亦比蚊的多きのみならやf;fíl有訴に富むに反し、後者はtf:}4 期の宮士火山系に屈し.品の

成立新しく、従って共の杭生も動きが虫11 く、 4去に硫黄島は北硫黄島及市硫黄島に比し更に共の

成立新しし今尚火山の飴燃士官、まざるが如き朕況にありて、共の植生の分布故況亦北及市・硫~lt

品とも共の趣を異にするものあり。

今小笠原信J各列島に分布する、木本NI物教を表示すれば失の如し。



δ4 林業試験報告 第三十六披

列 島
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一一一交 島 列一瓦
Chichi・jima group 

母島.列島. 105 
Haha-jima group 

主R 島列島
Muko-jima group 

百一苛一所「一一ぉ一一一!ー 57ー →一一一一-ii
Iwふjima group 

124 98 17 

81 

62 46 。

9 

-'~.表に依れば小笠原品各列島問の木木村[物の臨î::fH土、父島列島最も多く、母島列l;~い主rÓI~列

島及硫黄列島のII~if立にあり。

而して小笠原群品目11 ち父品、 f:土品及主t~島列ぬに於ける純物は長J~縁のもの多く、;圧に共通する

もの砂しとせ-pと凶1;.共の木本HI!J"l/j を比較するに、父島列島最も多く 124 担にして、母島列島

の 105 種之れに失ぎ.室町げ日正うに於ては慌l亡 62 Hu乙過ぎやψf古1議~gb列島に於ては.他の列店1

1と自生を見ざるものは.日間曜に牛慌木性?Æ誤植物 IJlolllaeαFσI'.</';αd. (モミヂヒルガホ)の l

種あるのみにして、犬鴨に於て父品列島の他物iこ ~J1縁すと WI~ 、 MOT附 !，oni円 CII山 Koidz. (オガ

サハラクハ)、 Hibisc'((.3 glabel' Matsum. (テリハハマボウ人必himα illc1伽8ialla Koidz. (ヒ

メツパキ)等を快き、叉父品列島に快くる Dcndγoeacαlia CI ・epid/joli・ωNakai. (ワグジノキ)

の母島列品と共泊する等は . tflる脊異の感あるものとす。

今父島及母H;)N~列島の布{_(物を比較する i亡、父島列品にありてたtぬ列tIJにたきものを禦ぐれば

火の如し。

_A.l8ophita O!}ll'l'ae Hayata. テリパヘゴ

ο8teomel，出 fαnata Nakai. シラヂテンノウメ

Pholilli(J, wí・iクhti・，: Maxim. シマカナメモチ

Rub'llS Nakai-i Tuyam江 -1' チジマイチゴ

λ~'llb'Il.~ lVi.~hil1l'附・αe Koidz. シマミツバキイチコ司

Cc.ωバJα boninensi8 N abi. "1' チジマセンナ

Bo仰7川('1仇J九11ωCαt c仰1'(ωIS'fflfoルliω.

F品?五ゐh加v此凶y叱則収odiω;a“lKκ'/山IIωmωfα4グ仰αJ印αω7み焔α Rehc吋【d白!cr 品&; 羽Wils旬01口1. オガサハラゴシユ

Zαntlw;-cylwn A'I ・noitlα九日目1 Maxim. ヒレザンショウ

Ile;1; bonincolα 乱Iakino. オホパムニンイヌツヂ

11e.1; bO I!,incola l¥IIakino. var. αng'uddoliαNakai. ナガパム=ンイヌツヂ

Ile品; 11Jatα110ωw l'vlakino. ムニンイヌツゲ

Dodonaeα visco.'すa L. ハウチハノキ

E'W'yα bOI!'iuellSIS Koidz. ム=ンヒサカキ

8chimα ;11ケtellsimw Koidz. f. dent';J'e'l'αTuyama. ノコギリヒメツバキ
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ムニンフトモモHugenia boníne1ωlS Hayata. 

ム=ンツツジRhododend?'on boninense N akai. 

ムニンシヤシャンオf!匂ccil1úun bon�wnse N akai. 

ウチ夕、 シ クロキBol/Llα IGα10αk日lIri'i N akai , 

チチジマクロキa
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コハマヂンチヤウjJyop01・wn boninense Koidz. 

トキハガマズミVib'!l1・n'll1n bon'insimense Koidz. 

ヒレザンショウ 、 ムエンシヤシャンポ及コハマヂンチヤウ但し此の内チチ ジマ センナ、

ムェンヒサカキは北硫黄ト キハガマズミは北樹首青島 .は 主F島、ハウチハノキは硫黄島、

島及南銃黄島にもるり。

自Pち父島列島にありて母島列島になきものは 22 租にして、此の内ムェンツ ツ ジ 、 ウチグシ

クロキ 、 チチジマク ロキの如きは 、 父島列島に於ても 、 父島のーノl、局部に限られる ものな に

叉旬:島列島にあ りて父島列島になきものは .

オホヤマイチヂクFiC'U8 Iida1'αnα Rehder &羽Tilson.

ハハヂマトベラPilto，守')01・wn Beechey� Tuyam a , 

セキモンノキClaoxylon centenαj"'iwn Koidz. 

ム ニン クロキ

ー ワダンノキ

Bobuct bon�l� sis N akai. 

Dend?'ocαωliα0・epid~fol;iαNakai.

但し此の内ワダンノキは惣J主?にもあり。

の 5~主に して此の内ム ニンクロキは母島列品に於ても 、向島に限り自生するを 見るなり。

姿するに小笠原群島自fJ ち父島、旬:品及主宰島列島陀於ける木本植物の分布!fjç況を見る t亡、父島

最も主要注る地位を出めて各自i Jli!~と互に相類縁し、本群島が大憾に於て 、 父島を中心として栴

連続せるーの[釧たりしもの主主るを物語るもの友らんか。

叉硫黄列島は既に述べたるが如 く其の成立新しし従て自生植物比較的砂し且つ硫黄島を

除く外は、共の植物製的見地よりの制査未だ充介在らやと血性、共の各島酬に於ける木本純物の

概数を示せばダくの如し。

島
本島 lこ限 る間有
穂
Eudemic sp , o[ 
each I51 

2 

0 

1 

1 ノl吾原訴高ミ共 | 小笠原島固有甑
i 白 ~lô 積閣のもの p iesDOf 

，.~mmon 5p. 1~ ~!，el the Oe'a5a;v~は
Indigenous 5p , I~her g roup5T~f thel i~ì: ~5 

lOga5awara 151, ! 

高音;島 I 34 26 r 16 iw�-iia I V ~ I ~U I 

K悲硫期 I 39 I 31 28 i収 5-jimn --

M思F書Ala i 31 i 23

硫黄列島に限る
悶有積
Endemic sp , of 
lwô・jima grollp 

}JIJ 

5 

6 

Locality 

6 21 

小笠原群島;::(;t尖島、 l母島及鋒島列島ft'総括・ぜる L のごす。

上の表に依れば硫黄列島に於ける木本植物の多くは、小笠原群島郎ち父島及母:島列島等と共

備考、
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泊のものなりと郎、又他の列島に自生を見ざるもの砂からや。自11 ち

Iミmdαmu; bon'inensis ，厚乱l・b . var. ðtenocα1"1)α Tuyama . 

イワウトウタコノキ

P. bon�II8is var. 81enooα1'Pα forma cl偀'icha Tuyama. 

Hycll・αngeα mac1"ophyllαSer.

Rnb'u沼 b01únensis Koidz. 

Rub~ωpω{戸eus N akai. 

Colttb1"inαα8'lat'lcαBrong. 

ElaeocctγptlS pachycαlpa Koidz. 

lh1υ1~fettα l'hombo'ldeα J acq. 

H似was pωc併σωNakai.

Hib�U8 tdﾙtGe'1I8 L. var. hetcl'o}Jhyltct N akai. 

Cl!1・ySGリ?hyll'llln A'tlg'，ωt'Íni Nakai. 

OCh1'08iα he.7:Ct I lcll 目αKoidz.

Cγ08808tψh'Ùun ct1加η'isioideð Less. 

オウギタコノキ

ガクノ〈ナ

オガサハラ カ ヂイチ ゴ

イヲウトウキイチゴ

ヤヘヤマハマナツメ

ヲエ ギ

カヂパラセンサウ

イヲウトウフヨウ

シマハマボウ

オーガス トノキ

ホソノfヤロ ~r

モクピヤクカウ

等の 1 3 極は硫黄列島に於て自 主lミすと 断、 米だ仙の列島に護見せられざるものなりと し、 モク

ピヤクカウは琉球及翠i母等・と共通する菊科植物にして、硫黄島及南硫黄島の岩府に生育し、

Triumfetta 鴎はカ ヂパラセンサウの外に、互:[i佐木に属するケコンペ イトウヅル及コ ンペイ ト

ウヅルの 2 種ありて、共に硫黄島熱地帯に分布し、 ヤヘヤマハマナツメ亦硫黄島に生育し、ガ

クパナは北硫黄島以南硫黄島に自生す。 市してイワ ウ ト ウタコノキ、オウギタコ ノキ、チギ.

シマハマボウ、イ ヲウ ト ウフヨウ.オガサハラカヂイチ ゴ、イヲウトウキイ チゴ\ホソパヤロ

【ド、オ戸ガストノキは硫黄列島国有種の木本植物に して、 チギ及イヲウ トウフヨウは三島に

共通し、オガサハラカヂイチゴ\イヲウトウキイチゴ及ホソパヤロードは北硫黄島及尚・硫員・品

に叉シマハマボウは北硫黄島及硫黄島に共通し.イワウトウタコノキ及びオウギタコノキは硫

戎島に自生し、オーガストノキは南硫黄島K限ると到し此の内チギはシマホル ト ノキと大同ノj、

異にして 、 二者殆ど‘区別 し難く.イワウ ト ウタコノキはタコノキのー鑓種とし、オウギタコノ

キはイワウ ト ウタコノキのー費型にして、未だ固定せる鐙極をなさすヘシマハマボウ亦ヤマア

サのー援型とも見るべきものに過ぎや。

而して硫黄列島各島腕間相互の植物Jは、互に共通するもの紗しとせざるも、概して北硫賞品

及南硫黄島は最も類縁のもの多く.硫黄島に自生ずるテ リ ハボク、ハスノハギ リ 等の海岸性樹

木を快ぐるは、共の成立の硫黄島と趣を具にするに因るものなるべし。

硫黄列島中に於て硫黄島の植生は、屡々調査せられたるものありと品iし 北硫黄島及南硫黄島
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の植生は、 未だ調査充分ならや。殊l亡南硫黄島の如き共の植物製的調査は、僅に昭和 ー 1 1 年 4

月堀川迎接博士主立津山理・撃土に{;{{りて行はれたるものあるに過ぎざるを以て、尚調査の進むに

伴ひ.更に注目すべき椛物の鷲見を見るに至るべし。

V. 珍奇植物

小笠原自に於ける内生植物は、共の部[Jtn比較的紗く、僅に 415 f:ITi:に過ぎやと ll\H 、共の特色と

するは.本島に限り 自生する回有種の . I腐る多数なる事な り とす。之れ邸ち新種の形成に適す

る 、 TlJî'謂 j詰幌純物群?とるに依るものなればお:り。

今其の問有:ti{{物を示せば次の如し。

小 笠原島同有植物

Tn:chomanes boniηcola Nakai. 

Endemic plants of the Ogasawara IsIands. 

ムニンホラゴケ

T. boninense Koidz. 

Alsophila lJleTtenslαnαKunze・

A. Og'lυ'ae Hayata. 

Mω-αlt lα boninens~'8 N akai. 
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Alh伊叩m ltαhc~jimense N akai , 

Bolbitis boninensﾍ8 Tuyama. 

Bon'ﾍ1tiella Ike!loi Hayata. 

D例日zlwn bonincola N akai. 

刀
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bon'lηenæ Koidz. 
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Dl'yopter勾 boninensis Kodama. 

D

D

D

 

cldchぬhimen8Ís N akai. 

bぽulω匂 Kodama.

円liC1'olepiク0・α Nakai.

D. ogàsα10αren8Ís N akai , 

Lepiso1'1lS boniηensis (N akai.) Ching. 

L01na1"lopsis , b01Úηensi8 N akai. 

Loxognunme boninensis N akai. 

オガ、サハラホラゴケ

マルハチ

テ リパヘゴ

ム=ンリウピンタイモドキ

ヒロハ リ ウピンクイモド キ

ノ、ハジマイヌワラピ

ムェンへツカシグ

ヒメタ=ワタリ

オホシケシダ

チプサヤマシダ

シ マクジャク

ムニンミド リシ グ、

ムニンミゾシダ

チチ ジマベ=シダ

ム ニンベユ シダ

コキンモウヰノデ

ムニンヒメワラピ

ホソノミク リノ、 ラン

オガサハ『ラツルキジノヲ

L. bol1'l:・'l1e11.81'8 N akai. var. Toyosl!'i111 αe H. It�. シマサジラン

ム=ンサジラン
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Mim'olepia Sf1ゼgosa Presl. var. catldαta Nakai. 

Mim・OS01・úl117 .~lasa8ke1' H. It�. 

111. sllbno?'iηαlc6 H. 1 t�. 

Ta1'αchiα micαnt1;t?'ons Tuyama. 

Vittα7・'Íct boninco'a H. It�. 

0[/αsαwarensis Kodam 乱.

第三十六披

ヲナガイシヵグマ

ハハジマヌカボ、シ

ムニンク リ ノ、ラン

ナンカイシグ、

オガサハラシシラン

ムニンシシラン

AclinostαChYB， boηvinensis N akai. フサシダ

Selα3仇ella boninen龝 Baker. ヒ パゴケ

ムm台'Je?・ωtαx{foZiαHook. et Arn. シマムロ

F1'eycinetiα fo1'117osαnα Hemsl. yar. b01ûn側sis Nakai. ム=ンツルアグン

Pandα11'!ωbωúnensis Warb. タコノキ

P. bonille?1sis Warb. formajlα '00司St1・4αtαT l1yama .

キンセンタコノキ(金繰タコノキ )

P. boninen的羽Tarb. forma plcmαta Tl1yama. ロツコツタコノキ(肋骨タコノキ )

P. �ninells'is Warb. var. slenocωpa Tuyama. イワウトウタコノキ

P. bοn'inellsis va r. ，<tenocωpαforma disticha Tuyama. 

Sciαphi・Jα boηinellsお Tuyama.

8. Olcαbeα11αTuyama. 

A1'istidα bon'Í1wns'is Ohw� et Tuyama. 

C lwetochl 0α bon'Ínensis (Nakai) Honda. 

Cymbopogon αηg'usti司picαNakai.

Echinochloa c?'附すαlü: var. evalvula Honda. 

Jschαem'U1n 'ischc6emoides N akai 

Lept'tl1"us 1'epens var. Zαtず'oli-us Honda. 

Miscanfh-us bon仇ensis N akai. 

PαniC'tlm Nakaiαn1l1n Honda. 

P. pacificwn Tuyama. 

Paspal'lll1i confu,c/atwn Berg. 

P. dilαtαt'u押1 Po�r. 

Synth州7附 plαtyca1ァhαHonda.

Cω・'ex boninellsis Ko冝z. 

C. Boott-iω1αHook. ' & Arn. 

オウギタコノキ(扇タコノキ)

ムニンホンゴウサウ

スズ.フ リホン ゴウサウ

マツノ〈シノ〈

ケイタジマヱノコロ

ムニンカ Jレカヤ

ム=ンミヅピヱ

シマカモノハ シ

ヒロノ、ノノ、ヒ ‘ン，，{

オガサハラススキ

ヒメササキピ

コゴメピエ

スズメノナガピエ

シマスズメノヒヱ

シマギヨウギシパ

ヒ グスゲ

シマ イソスヂ



小笠原島の植生政熱併有用植物|こ就て

0. Rαtt01叩11αNakai. ムニンナキ リスゲ

O. J(句loshimae Tuyama. セキモンスゲ

(!ladiω ヒラアンペラヰ

0. bJ"ev�gma N akai. ムェンアンペラ

} ~imb1"1'e均vh・s bon'ﾍ7uJ'/l8'ts Hayata. ム ニ ンテンツキ

F. 11，αhaJi1間tsis Tuyama. ハハジマテンツキ

Gahnia, b01l'Ínsim日e Maxim. ク ロヵーャ

R仰clwそpω・α bon'inensis N akai. シマイガグサ

&1，ωemlS Rαtt01・4αnU8 Nakai. ジ ヨウヰ

Exon'hizα Sa世O作/α.nα ( Rehder & \司Tilson ) Burret. ノヤシ

Lぬistonα boninensis N akai. ォー ガサハラビロウ

Smilax boηinensis N akai. トキハサルト リイ バラ

01・inum gigαs Nakai. オ ホハマオモト

Alpiniα bilaηtellαtαMakino. チ クリンクワ

. .4. bom:'η:simen8is Makino. 

C'a{，αnthe 11<αlt01'i Schlecht. 

Oi1'1'lwpetal'll1n boninense Schlech t. 

C01'ymbis subdellsct Schlecht. 

E'uloJlhiα Toyoshimae N akai. 

Goodye1'αb仰のwnsis N akai. 

1.Jipa1'is lw~t叫folia Koidz. 

1.J， l'Îs iα br・αchyc，α1'PαC. \司Tright.

JvJic1'ostylis bonin倒的 Koidz.

Platαηthe1'α bon的問s'is Koidz. 

Zeuxine bon'inen8'ﾍs Tuyama. 

Pepei'仰向 bon'inzimen制 Makino.

P. p仰がcαNakai.

Pipe?' b01LÙ悶tse Nakai. 

P. poどtel8'Íαnwn lVlax. 

Cel�s b01Linen8'ﾍs Koidz. 

7'1・enωω"genteα Blum e.

T. α7 ・ge?tteα Blume. var. Vi1合同foliαTuyama.

Fﾙ;'1I8 bom:n8inwe Koidz. 

シ マクマタケラン

オ ホパヱピネ

オガサハラシカウラン

チクセツ ラ ン

イモラン

ム=ンシユスラ ン

シマクモキリサウ

シ マボウ ラン

ム ニンラン

ムェンツレサ、キサウ

ムニンキヌ ラ ン

シマゴセウ

コ シマゴモウ

シマ フウトウカヅラ

オホパフウ トウヵヅ ラ

ム ニ ンエノキ

ウラジロエノキ

ミドリウ ラ ジロエノキ

トキハイヌピハ

:39 

r--



40 林業試' 験報告 第三十六披

F. Iidα{αnαRehder & "\司Tilson. オホヤマイチデク

F. Niskirn:w・ae Koidz. 

Mol'US boninens'is Koidz. 

Boehm俳句 bσlt'Ínensis N 乱，kai

Pl'OC1'l;S boninens'ﾍ8 Tuyama. 

Exocαηnw bonineη8';" Nakai. 

Achymnthes boninens'is N akai. 

Cα与Jidiα Nishimttrcte Rehder &羽Tilson.

Clem白tis boninensis Hayata. 

Oinnctmomwη pseudoてpedωlc'tdatwn Hayata. 

1If(日chiltt8 boninens'is Koidz. 

J1[. 

J11. 

lcob'u Maxim. 

pseudo-kobu Koidz. 

Neol'，おea bonhwn.s'ﾍs Koidz. 

lìた タ'ÍlVct Koidz. 

N. Bten勿JhyllαKoidz.

COl'ydcdis bTαchystylω Koidz. 

Sedω~ bon�nse Yamamoto. 

P似0そp01"um Beedwy'i Tuyama. 

P

E

R

t

 

bicωpel[，αt'U1n Nakai et Tuyama. 

bort'ﾍnense Koidz. 

chichisimense N akai. 

pω叫f'ol!iwn H ayata. 

D�tylﾍ'tlm lepidol'ttm N akai. 

Osteomeles bonine1isis N akai. 

O. lctnatct N akai. 

P!，ωtù~'iαWテiタhtii Maxirn. 

R-ubω bonine1~sis Koidz. 

R. N瓦lcai'i Tuyama. 

R. NishirmlT日e Koidz. 

R. pctCifiC'us N akai. 

CαBsiα boni'l1eη8'1'S Naka�. 

El'ytJn可;11α bm1'l:・η en8'is Tuyama. 

オホトキハイヌビハ

オガサハラグハ

オガサハラモクマ ヲ

ムニンウライサウ

ムニンビャクダン

ム=ンヰノコヅチ

ウドノキ

ムニンセン=ンサウ

マルパヤプニッケイ

ム=ンイヌグス

コブガシ

テ リハコプガシ

ム=ンシログモ

ム=ンイヌカ'シ

ワウゴングモ

ムニンキケマン

ムニンタイトゴメ

ハハジマトベラ

ムェントペラ

シロトベラ

オホミトペラ

コパトペラ

マ Jレノ〈イスノキ

グチテンノウメ

シラグテンノウメ

シマカナメモチ

オガサハラカヂイチゴ

チチジマイチゴ

シマミツバキイチ ゴ

イヲウトウキイチゴ

チチジマセンナ

ム=ンデ、イ コ



小笠原島の補生雄熱帯平1m 楠物に就て

M'ucunα Toyoshiηωe Nakai , 

Bonù~iα0・α881;[01i・αNakai.

B. 

B. 
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EvocUa Rウumαクcâanα Rehder &羽7ilson.

F'agω・α boマlÏnensi8 Koidz. 

Zaηt/wxylwn A 1 ・notliα.nwn Maxim. 

Claoxylon centenω世um Koidz. 

Euph01'bi・α hÙ'ta L. var・タfαbel可叫mαKoidz.

Phyllantlnω bonùuemae N akai. 

P州'anzivα 仇teタe1村'ma Koidz. 

Jlex Beecheyi N akai. 

工 bonincola Makino. 

]. b011ÙWO[，αMakino. va r. cmg'llst ，foliαNakai. 

よ 111atanoana 11akino. 

工 JJ1e?・tensii Max. 

よ }Je? 'cω白iαceα Tuyama.

Euoηymu沼 bonùle?lsÎS Koidz. 

Sa!jJ'ùldω b01l'inenl，.Ú3 Tuyama. 

Eìaeocα1'p~IS ]Jcwhycα11)α Koidz. 

E , p/wtim'αe.fol1・αH. et A. 

Hibiscns boninensis N aka i. 

H , 

H. 

gl，αbm' Matsu日1.

)Ja吋îmωNakai ，

HibisC'U8 tiliαcew; L , var. hete?'ophylla N akai. 

Ew'yα boninensis Koidz , 

Schimct JJ161.tensiαna Koidz. 

ムニンモダマ

アッパシロテツ

シ ロテツ

オホパシロテツ

オガサハラゴシユ

アカウサ2 ンショウ

ヒレサ.ンショウ

セキモンノキ

テ リハニ シ キサウ

オガサハラコミカンサウ

ハッパキ

ム=ンモチノキ

オホノ〈ム=ン イヌツゲ

ナガノ〈ムェンイヌツゲ

ムエンイヌツヂ

シ マモチ

アッパモチノ キ

ム ニンマサキ

ムェンムクロジ

チギ

シマホルトノキ

マルミノハマポウ

テ リハハマボウ

イオウトウフヨウ

シマハマボウ

ムニンヒサカキ

ヒメツノ〈キ

S , 11161'te?1 S'iαnα Koidz ， f. dentife?'αTuyama ， ノ コギリヒメツノ〈キ

StαChYU1'1 l8 mam'oc，α1']JαKoidz， 

w伐とt1'oemiα pS6'udo→'eúIsα Koidz ，

Elaeagntls 1'olω~dαta Nakai. 

Eu.仰I 'iα boninensis' H ayata , 

E. clt可ve1・aeJoUαYatabe ，

ナカr.r~ キフヂ

オガサハ ラガジピ

マルパナハシログミ

ムエンフトモモ

ヒメフトモモ

41 
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l11elastomα tet? ・α.mf3'l "U?n Hayata. 

Bon仇o.faおia oliρoca?]Jeu，αNakai. 

B. Wilsonii N akai. 

Centella boninen8ﾌs N akai. 

P出cedanwηbω1ine?18Ìs Tuyama. 

Rlwdodend? 'oη boninf3'l186 N akai. 

Vαcciniwn boninense N akai. 

Rαpω1eαMωimowicz'i'i Koidz. 

Ly8Ìmαchiα 門lbicla Koidz. 

Ch?'ysopltyll'U?n A 'Lりtlst'ini N aka i. 

Side1・oxylon boninense N akai. 

8. chlbi'Wn Koidz. 

Bobuα boninensis N akai. 

B. Kawakαmれ Nakai ，

B. pf3'l 'g? ・αci1:is N akai. 

Lig1lst?'wn mic1'αnthωηZucc. 

第三十六獄

ムニンノボ、タン

ム=ンヤツデ

オガサハラヤツデ

アツノ〈ツボクサ

ム=ンノ、マウ r

ム=ンツツジ

ムェンシヤ シャンボ

シマタイミンタチノfナ

オホハマボツス

オ【ガス トノ キ

オ司ホ..... {クロテツ

コノ〈ノクロテツ

ムニンクロキ

ウチダシクロキ

チチジマクロキ

ムニンネズミモチ

L. ?11'ÍC?'αnth:um Zucc. var. la1lr:colahl111 Naka i, ホソノ〈ムニンネズミモチ

OS111Ctnth仙の18'Ldα?'i8 Koidz. 

Geniono円tα glabntm Matsum. 

Oc!t? ・o，siα hexαnd?噌αKoidz.

O. N同αiana Koidz. 

T?'αchelosp61'?111tm .foeticlwn N akai. 

Eωlvttlus boninens'is F. Maekawa. 

Callica?]Jα glabrαKoidz. 

0. 

C. 

Nishim'Lt?'ae Koidz. 

f!ubpubescenes H. et A. 

Aj'ugα boninsi'η1M Max. 

Scutenα.)'iα longit'Llba Koidz. 

Cαpsicwn boninense Koidz. 

Lyei'U1n g?'ﾍseoz.tlm Koidz. 

80l.αnwn boninense N akai. 

Aeginet似 boninensis N akai. 

Platyplwlis boni?18Ímαe Max. 

シマモクセイ

オガサハラモクレイシ

ホソ .. r~ヤロ【 r

ヤロ{ド

オホノ〈テイカカヅラ

シ ロカーネカラクサ

シマムラサキ

ウラジロコムラサキ

オホパシマムラサキ

シマカコサウ

ム=ンタツナミサウ

ム=ンノ、グ、カホホヅキ

ハマクゴ

ム=ンホホヅキ

ム ニ ンギセル

シマウツボ



小笠原島の椛 Æ 投熱帯有用械物に就て 、
ぺ
J

A
守

Tω'ennα 8'LlbSeBffilis Ohwi. シマギヨクシンクワ

Gω'deniαJωminoides E1L var. bOl1inewr1'必 Nakai. オガサハラクチナ シ

Heclyotis bon初cola Ohwi. マルバシマザクラ

H. G1'O,y-i Benth. et Hook. シマ寸if クラ

lI107"inclα bOl1i1l el1 sis Ohwi. ムニンハナガサノキ

P勾'/cllOt1匂 bω~ineηsi， Nakai. オホノ〈シラタマカヅラ

P. lwmαlospermct A. G r. オガサハラボチヤウジ

8ambuC'Lω boηinen8'is N akai. 

Vilnl1'n'U1n bonin8'imense Koidz. 

T1'iclwlαnthes boninensis N akai. 

オガサハラ ソ クヅ

ト キハガマズミ

ムニンカラスウ リ

Lobelia b07Yinen<is Koidz. オホハマキケフ

Gù'品ii'll1n boninense Koidz. オガサハラアザミ

c. Z
 

Ju 
nu
 

k
 

e
 

α
 

・問'A
 

O
 

,,, m. 
T
 

トヨシマア芳三ミ

。}官pid'iαst1"wn αme1'ùtop!tyllwn N akai. ユズリハワグ、ン

G. 

G. 

グαndicollwn N akai. 

l'ing'U明foli仰~ Nakai. 

コヘラナレン

〆\ラナレン

わC1/ιl1'oCúωαlùt cTepidず'ol-iαNakai.

l1:C'l'is l07~.C;i1Wt1 'α Nakai. 

争ilaηthes Acmella L. var. boninensis N akai. 

ワグンノキ

ツノレワ夕、ン

ヒメセン=チモドキ

自Hち小笠原島に限り自生する間有情.物は貰に 204 種陀達し、 自生植物組教の 49.2% を 占め 、

中には共の分布区域限定せられ . 共の数量極めて僅少なるもの等、 共の他植物製上興味深きも

の多し 術此の外イソマツ 、 モクピヤクカウ、コプラン等の如き他地方にも多少分布す と側、

珍奇陀臨する極類、 或は気根を垂下するもの、叉は板根を隆起するもの等、 脊現象を呈するも

の多し。

今小笠原島に於ける自主I::Wi物中 、 珍奇に属する主なるものに就て記載すればさたの如し。

( 1 ) リ ウピンタイ類 制音座蓮科

観音座蓮科に属するものにして.本J誌に自生ずるものに 3 麗あり 、 郎ち

リウピンタイ Angioptm ' iバ s'uboppoS'i t!J'ol iαde Vries. 

ム=ン リ ウピンクイモ r キ folamlt'ict b01!'Îne1lJ、ザム Naka i.

ヒ ロ ハ リ ウピンタイモ ド キ M. Tuyαmae Nakai. 

にして 、 森林中の陰所にさ1:: じ .リ ウピンタイは庚く熱都地方に分布し、 木島に於て も共の量多

し と郎 、 Mara tti a に属するものは 、 2 種共に本島田有種VL.)昂し、共の量少しム=ン リ ウピ

ンタイモドキは母島乳房山附近に自生し、ヒロハリウピンタイモ r キは北硫黄島に生す九 而 し

./' 
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て之等 3 種は主としてJJ包子設の ~l手紙、排出、業j派等IL於て異友ると lìlll:、外観極めて類似し、主て

は紫色írø:i秋、塊輩をなし、 葉は再複洞!Ix をなし、大なるものは 2 米徐にイ11卜長す。 翠塊の大なる

ものは直径 70 糎内外に達し、 jlt視を極むるもの多し。観賞用とす。

( 2 )コプラン 瓶繭ノj、耳E 科

Ophiogloiswn pencz.tdwn L. 

安l幣地方に分布する羊歯にして、琉球にては石垣内及ï!.9表品 、 直樹にては務地の深山に生じ、

本島陀ては符林中に於ける.オガサハラピロウ樹幹先端毛琶の腐朽せる部分等に着生するもの

多しと雌、共の数甚稀少友り。

コブランは昆平íî闘の意に して、叉 シタレハナヤス リと栴し、樹幹に着生下垂し、肉質、 屑干

にして、幅二'filIT内外を普通とし、表裏の~Ij及1*1 肋な く 、 JW謂葉!I犬慨を完工 し.単一或は分岐し、

子喪主H1は lß~立或は二叉し、葉状態の中央より 1 1 '， づ。

( 3 ) スキヤクジャク 瓦 主主科

Adiωttw九 d'iaphαn'l l1n BI. 

熱耕地方に分布する三作曲にして、事;鴻if乙も荒干生じ、本島にては、硫黄島北部森林中陰聞の

一小同部品目f硫黄品に自生するのみ、業frjは族主1.:.: し、 繊細にして、~~色、無毛、 j骨様あり。葉

はヰi羽欣或は三!岐し、羽片のーUf!lH対話薩I縁をなし、下側は金縁な り 。子製群!'Ì洞 j干の裏同一 l二(fjIJ

1 乙耳'i?J IJす。賞4乱用と友す。

( 4 ) イハホウライシダ 五本科

Achantωη F，ω必yense Moare・

熱帯地方に分布する羊位iにして、本島に於ては、兄島及悶:島桐街、石I" 'j lll南側漁潤地の一小

部分 l亡自生す。葉は長 40 *車内外にして、教問羽J!}\複~をなし、賞制I'I'J として!fH~致あ れ

( 5 ) ヒメタニワクリ J[. 1t:: 科

RωliÎn'iella lkeno'i 'Hayata. 

Bon i nie lI a は本島 5 国有E誌のーなれ本紐は所少な る ノj、杭物にして 、{f): ，1誌石門山 中!陰所の干7

次岩に、若干市生ずるのみなり。根輩はJ断定し、葉柄はJ込補色を呈し、長 10 粧内外あり。葉

は卯株主皮針形にして先端銃尖、基部は心臓11手をなし、設材1;は紘11えをなし、中肋と葉線聞に斜在

す。

( 6 ) ヒトツパへツカシグ 瓦 主主 科

Jﾆptochil'U8 deC'1l門 '6n8 BJ. 

熱帯地方に分布する羊歯にして、琉球にては石垣島にj圭し、基i轡にては阿里山に生やる所品

にして 、 本島にては旬': I~~~石rffJl I及乳房山の、桁林中に生じ、地上を初旬して蔓延す。

単葉にして、蹟披針j伏を主主し、葉柄は長か 。らや、買薬は幅茜狭くして、殆E棒Jlkを なし、共

の裏面一聞に胞子を生じ、賞ー褐色を呈ずa
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( 7 )サジラシ知 }L. :Wt 科

Loxograrnm e fL属するものに 2 種ありて、イIIJれも本島問有屈なり。自jJ ち、

ムニンザ『ジラュ LοXOgl 白α円υne bOllil/ cn~i.s N akai・ 1

シマサジラン [ ,. ‘
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之訟に而して前者は父，旬ー島森林rl:1岩上等に若干着生し、 サジラン l亡実質似 し . 子襲群蹟く直i

L。後者は北硫黄島に自生しムエンサジラ ンのー蟹f=ill:t.主るも 、イ ハヤナギシダ と ~:i鍔庄ーのセイ

タカイワヤナギシダとの 、 中 1 l!1 ?m をなす。

( 8 )オホタ = ワタ リ }L li\: 科

Neottopte'l'is 1"igidαFeé. 

ミクロネシアと共通するも のとせらる るものに して、本j品;f亡於ては腕く金品 iて分布し、 森林

rl:1 の樹叉 、 枯株或は地上等に多く生 し 、 母島桑ノ :木山、石門山等に於ては樹上に着生せるも の

多く 、 頗る j仕組を呈するなり。

葉は率3震にして始ど葉柄引決き 、 子襲1洋は rl1部以下の 中肋のトI~側に沿い紘MJdl:生寸九誕の長

プてなるものは長さ 2 米に達するも 、 陽所にあるものは漸く 30 柳内外l乞過ぎや。硫黄島及北硫

黄島に於ては 、 喬木林の樹下に Itj:必十本植物を生じ、詳h さ平均 1 米WI二に建 し捗しく続生す。

ヌ↑王将l物は移植、 培養本易にして庭閤 IC!'削除し、或はへゴ等の木性三p]韮i l乙靖生せしめ、 或は;鉢

植等として観賞用にfJI:.せられ、業は叉生花月1 となし、或は牛の飼料に供せらる L なり。

( 9 ) タマ シダ 瓦本科

~Ve}Jk/'of，巴'pお COl ・cl~ t'oZ.i(~ Presl. 

股く熱帯地方に分布する羊簡に して、本邦に於ては小笠原品 、 琉i求、 ~i時及南日本 l亡自生

す。小笠原島に於ては全島に分布 し、 森林中間澗地の陽所に多く生じ、或は地一上に或は岩上に

或はWJ朽株に生やるあり。林下に生十、るものは 、 3iR趨索して 30 腕徐の Î:(1~if犬を呈するあれ 一

般に群生し、根は永く イヰl長して地表を初旬するあ り.或は気生するものあ り 、 陽所に於け るも

のは丈け・般に低し。根には附IHI Mにして長さ 1 抑 5 lflニ り の球を附し、銀白色の光深ある軟毛

を以て し被はれ、球は水分多 くして蹴l床弧し。小児之を食する事あ り。

葉は初j伏に して全71手*111 :長 、 子童話群はノj、葉表面の縁法に三 日月形をなして附治す。

本他物Itj: -般に観賞月1 として1凪t附せらるる友り 。

小笠原島に於ては、本陸の外に葺:慢と共通する 1\ら'p!t1'ol，ψið hin'ut-ula Presl. (シ マ タマシダ )

あ り 、 能くタマシダに類すと凶['._葉の ~I高践し一般に梢短く 、棋にたjくを有せざるが如し。

(10 )タチシノ ブ 瓦 jAE 科

Onyc!tÙI川 J叩onicwn Kunze. 

þ{î 日 本、Jj!ê球 、 葺皆、 支苅5_ 店来、印度.ヒマ ラヤ等に分布する羊幽にして . 本，恥にては*~

I~~/j ~亡於て護見せ しのみ。全形シノブに類似 し 、 全長大なるものは 30 糎内外、 葉は数同初tlk複
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葉を t:r. し、細小.美総色を呈し、賞腕m として可なり。

(11 ) オ キナハウラボシ 瓦本科

Phyrl1αtodes ， 0'1・ opend'J' iα Ching，

琉球と共通する羊歯にして、本島に於て I'Ì硫黄島北部森林~I:I r~会所のーノj 、局部に自生するのみ。

木極は南洋に庚く分布する、 p. 凡ig'J ・e ~'cen.s Carr，と、 jえ 1堕産の P. o!finis Moore. との中聞

に位し 、 根室は長く i師走し . 3iEは複澗j伏をな し、 子誕群は凶11予 を呈し、 各調片中)jj]の雨側に単

列す。

(12 )シシ ラ ン抱月 瓦本科

Vit ta r ia に属するものに2fillあり。帥ち

オガサハラシシラン レ;ittαl'ia b01l'incolαH. Itô, 

ム=ンシシラン lぺ o.gα8αwαTen~is Kodam. 

之友り。雨極共に本島国有佳に属 し、 能く類似すと!lllt 、 ム ニンシ シランは全形オガサハラシ シ

ランに比し大形にして 、 大なるものは葉幅 l 糎齢、 長 5 ， 60 糎内外に達す。 雨極共に陰別に生

じ木性羊幽の幹部に多量に若生し、 雲監下せるの献は茜雅致あ り。叉ビロウの株等に若生するあ

り 或は稀に地上K生やるものあり。

夏季子襲群は~の縁越に市IU く生十。~は)享く 、 表耐j架線色に して . 裏面は次青色なり。

( 1 3 ) フサ シ ダ ・ 主延命 卒科

Actiη08tαchys boninen釘is N 日kai ，

本品国有種にJ麗し、父島旭卒、武問牧場附泣及Jt'.鳥の林下に多し。

J長主主は極めて短約1 i'Lして 、 制葉は族生し 、 府121三な る 出!日和I:!伏を t:r. し 、 幅 4 ， 5 粍.長 15 乃至

30 畑、 革質を帯び、 表耐1'1ナ降、中 lド11ほ裏耐に凸~迫し、先端i'L'&業を若生し、資業は長 1 5 粍内

外にして 、 数f~占1 )う至十数制集生して湧il大を呈し 、 i合も羽織紐に似てー脊-1視を呈す。 観賞用とし

て珍左 り。

( 1 4 ) マツバ ラ ン 松葉 ïliJ科

fもiloi'wn 1l1ld'Wn (L.) P. d 巴 B eauvois.

熱帯地方に分布する羊幽植物陀して 、 木邦に於ては小笠原品、琉球、 基i母、南日本等に 自生

し.本島にては各所森林中の樹又.枯株或はピロウの根株等陀多 く生じ、 或は地上K 、 或は岩

隙に生やる ものあ り。

|陰地若くは肥地に生十-るものは、 多くは丈け長く 、先部の分岐多〈 、 30 糎に及び総色を皐ず

るも 、岩際、 樹叉等の劣所 l乞生やるも のは 、 直立して高さ i怖く 7 ， 8 糎位に過ぎやして特生L.

帯?を色を呈する る り。 輩は創II く して 凡そ凹角吹をなし先きに至 り て分岐し、 8 月頃ノj、黄色球j伏

の果を輩に付す。根は品!日棒j伏陀して、新生部は褐色半透明念り。

本捕物は観賞用として珍重せらるるt.d 0 
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(15) ム ニンツルアダ ン (ツルタコノキ ) 露兜 樹科

F叩jm'l凶~ia .f07 ‘mosα加 Hemsl. v 乱1'. boninens'ﾍs N akai. 

オ丈島国有種に属する木質菱重植物にして、葉は 3 列螺旋欣に生し、タコノキの葉に似て車III く

繰越精鋭く僅に制鋸幽ー あり。草は帯責白色乃至友白色 、 直径約 16 ， 7 粍、 業痕を 印する事保

〈 、 衆;jl~ を .I;I，、て他樹に馨登し、 或は相重りて ;繁茂し 、 同:島乳房山頂部附泣に最も多量にして 、

或地域は此の樹を以て被はれ 2 ， 3 米の深さに居積する底あり。一般に同:品の森林κ多く、 父品

にては旭山の一部、 連珠谷奥、中央山附近等に多く 、 共の繁茂せる箇所は殆ど通行を jJßHJrす。

本11在物は菅に樹木に馨登 し、共の樹を害するのみたら歩、 翠甚竪硬にして相錆従し.之を排

除する事困難に して、森林施業上障害を来す事砂からや。

材は未だ特種の用途たく 、 薪材殊に製糖燃料として火力強きも 、採取費を裂するに依り:;Rり

利用せられや33荘は編物材料に供し得と捌[' ， タ コノ キの葉陀比較すべくもあらや。

11-12 月頃集果は樺赤色に熟し、:}I;の形園筒形陀して長さ約 12 1煙 、 径約 16 ， 7 粍.県f!1iの

長さ約 6糎、 室の先端に数個を群生す。 表面は細く亀甲欣をなし、各小泉はタコノキの*と類

似し微小なれ能く乾聞するに依り議飾用 l亡供し得。

( 16 ) ジヨウヰ 渉 1II. 科

SchoemlS H(αttor叩l'US Nakai. 

本島国有極にして 、 父島初寝山の一部に限り自生し、 其の附近を丈簡山と俗糾す。会]1予繭に

似て硬く、且長く、 大な る ものは丈i徐に透す、依 りて丈閣の名あり 、 春季先端に花を若生す。

共の自生地はi桂木散生し、岩片j見 り の鼠黒色の土壊にして、陽光及i熱気趨度なる箇所1ì ﾞ ， 諸

根にして地下室は表土を初旬す。

牒制として雅麗高向にして珍重さる L も .現今共の産量甚微々?と るを以て、 ;櫓植を裂す るも

のとす。

(17) オホハマオモ ト 石蒜;f;_;卜

0・"l1t'(l'/η クiクα" Nakai. 

本島田有植物に して、下部幹JJkをなせる部分の長大な る も のは 1 米に迷するものあり 。 共の

項より E大友る多肉葉を D目 き 、 長さ 2 ぅiとに及ぶものあり。幹j伏期lは葉柄を以て包めるものにし

て 、 6 ， 7 月の交 1 米内外の長J更を有する花を葉包内より 拍/-1 11 し、項削に芳脊を有する白色の花

を群生す。花緋は筒j吠をなして制長く、六裂にして反曲垂下し、雄蕊六、花位赤紫色、約は丁

字形にして黒褐色を呈す。果は 9 月に至 り て結び長約 41Vijl 5 ，筏 4 籾l詐 りにして約 10 個{立生

す'0 ;lfl:は初め青色1ìるも熟すれば背禍色を呈し、能く護芽す。

本植物は潮風に弧くして、海岸砂地、岩石地にも能 く生育 し，~及根分けにより繁浦容易なり 。

本植物 Ir;]:形欣7壮大抵るを以て脱賞用として賞用せられ、又潮害に堪ゆるを以て海岸砂地、 治

石J也等に於け る砂防用として植栽せらる'>. r..主り。
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(18) jliA 科植物

本島には陶下ト植物Jの自生極少く 、 僅K 11 :f主 I C過ぎや、 店Il ち

オ ホ ノ〈エビネ

シ カウ ラン

チクセツラン

イ モラン

ムェンシユスラン

キンギンサウ

シマクモキ リ サウ

シ マフドウラ ン

ム ニンラン

ム= ンツレーザキサウ

ムニ ンキヌラン

Gal<αnt!w lIaltoJ'i'i Schlecht. 
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G. }JTOGeJ'α Hook. 

Lipa/'is !Wðtα号 fohα Koid z.

liuùiα b1'αchycω'Pα C. Wright. 

MiC'J'ostyris boni?len�i� Koidz. 

Plalαnthc/'α boninell siû Koidz. 

ZCIωine boni?lens� Tuyama. 

得 にして 、 北硫黄島地南硫黄島に自生するキンギンサウを除 く外 11 、 総て本島問有極なり 。

而して シ カウラ ン 、 シマボウラン及イモランは寄生~:I在物にして 、 シカウランは桁林内の樹幹

又 11 ;岩上等に於て、 シマボウランは山 1:1.1陽月Ij'に於て 、 樹':(í~或は浩控等l亡若生し 、 イモランはu

季各所の林地に費生するも共の撒少し。

オホパエビネは父島森林1*1 に多く 、林下に自 ~I:す 、 =!lt~は幅腕く 大に して悲音[12え先端尖 0 ， ~ 

聞縦披多く、 41F黄緑色にして光禅あ り 。 8 ， 9 )')頃基部より長t~{を生じ、黄色の美花をfm く 。

チ クセ ツランは開:品森林中憐閉せる部j所、殊l乙桑ノ木山森林r.1~ I亡多量に自生す。出 l 米内外

幹は竹の如 く節を有し 、 各自j より披去1 '~1犬の~を生じ 、 7 ， 8 月頃J二部業服より凶錐花序の 、 白色

美花を聞 く。

ムニン シユスランは父島森林中にも若干生すと担位、 母品森林rll lL 多 し。輩は伏臥性にして先

端斜」二し、業は卵JI'Þ 、 尖顕主主 り、 総季又は秋季に 、 誌の先端よ り長聴を生じ、 ノj 、7肢の花を聞き

赤禍色の模様あり 。

シマク モキリサウは父島森林rlー11'[ 自生する も、 多からや。~は大に して卯JI'Þを なし 、 花は淡

紫色を呈す。

ム ニンランは母島石門山に自生し 、 輩は斜上生にして、出j 30 粧内外、 葉は卯i附皮針形にし

て 3 乃至 6 葉を荒生 し、 総HUt1t)事はIDIf生にして多花t;r. リ 。

ム ニンツレザキサウは父島の疎林r.1~ K多く . 病根'1:[iにして 、 初春護生し、秋季にはねi測す。

諜I'Ì卵形 、 尖頭 . 基部は撃を包み 、 表面資総色の光禅強く 、 裏面は青白色なれ花は l二'l~11葉脈

I'Ç.各-JEを附し、白とま布の妙'~ib り。

ムェ ンキヌラン I'Ì母島石門山に限り自生す。 市して石門山中には向此の外他に護見せられざ
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るもの 11:[[あるも米た皐名不明なり。

( 1 9 ) シマゴセウ MJ *択 手ヰ

Pepe'l'omia boni'llz iηlel凶i8 Makino. 

ヱド:島国有I重l乙属す る多肉植物にして全~j宇品に分布し、 森林l刊の l断熱地に於て樹洞 、 腐朽株、

オぐ|生羊歯樹幹、 岩上等に着生す a

業は多肉にして先端尖れる卯献をなし、基古'11 よ り 三大j庇を さ|ミす 、 陽光比較的多き鹿1L 51ミやる

ものは黄色、 素描色等の斑結li~長紋を生し、恭季先端より花穂を生す。

木地物は会長 30 純内外にして~I手姿可憐な るを以て 、 7K盤或はヘゴ材等に所生せ しめて腕賞

IC供せられ、 叉本1'ftL物の煎汗は麻病に窃Jありとして服用せらる。

硫黄島立JLPrÎ硫黄島に自生するものは Pepe1"omiα pCGcificα Nakai . (コシマゴセウ)として 、 本

極と異ICせらると靴殆ど直別し難しω

本島t亡自生する胡í，~手;卜植物には、 íi'，J此の外l亡 PipC1・ Futokadò"UfαSieb. var. bon-i7lCn8C (Naｭ

kai) Tuyama. (シマフウトウカヅラ ) 及び PipC1・ posteゐtαnwn Maxim. ( タイヤウフウ ト ウカ

ヅラ )の 2種あし共にヌ|丈島田有植物殺し

(20) ム ニン ビャク ダン

E.1;OCωjJ'llS bOIlﾙWn�i.s N aka i. 

惜谷科

木島固有極にして 、 父島小港、 清湖、釣演説I'C母島北村東，五五等に於て 、 カイ ガンイチピ林共

の他の雑木林中に若干寄生ナる I桂木えに り。 高 3 米 50 仰.内外、直径 5 l~lTI内外 、 樹皮は 主13色を呈

し、葉はî::t生会総陀 して櫛図形をな し 、 5 )j 頃葉腕よりノj、花を群生す。

Exocarpus 属はー世界中 ミクロネ シア及び濠iJH v乙分布し 、 形f~に i~(祈i l亡多き植物にして 、 本ヂIl v亡

於ては 、 木極を以て初護見主主りとす。

(2 1 ) ウ ドノキ 紫 ヲiミ荊 科

Calpidia Nishúmll'回 Rehder et Wilson. 

木島国有極に属する常総喬木l亡 して、肥沃なる陰漁地 IC生じ 、 l手 ，'Ìiぅ石門 111 昆|有林等には 、 直

{~iS 1 米を超ゆるもの多 し。

業は千I柄、鋭尖閥、 銑脚にしl.櫛l副形をなし、大主主るものは長 40 抑i後に及び\濃級色の光

様あり。初瓦のi民 、 校の北端に 、 房~HrlX11'b:f Ë序の小白花を聞き、朔巣は稜溝を有 し、長 4 ，. 5 糎

あ り。木樹は soft-wood として知られ、材はïl吹く、白色にして、合水量甚多く 、 腐朽に 1i:.ti ける

も の 、 又は乾燥せるものは、 il~:片に分離し、大樹も伐採後数箇月を経るときは 、 赤手能く市1lI}，'

と主主すとと察易及り。生木は共の傷許[1の癒合力強く、叉内部Il:腐朽を及ぼすととな し。

ウドノキは従来共の用途なかりしを以て、俗にウドの大木と稿し、 空 しく放置せられしが、

軟質物硬化法に成殺せ し、大阪市住吉直天王寺町 2096 帯地ヤマト 工業科墜研究所'、 金田房吉

氏はウ ド材硬化に就ても成就せり。自IJ ち、



50 林業試験報告 第三 十 六披

ウド材，使化法の概要

使化すべき材料に 、 或る数在E類の薬品の混合i夜を 20 封度の底力 を以て惨透せ しめ 、 芸大 l亡 14 1

度以上の熱と 、 40 封皮の蒸気墜とをlJfIへて硬化せしむるものにして 、 之が作業時聞は 10 時間

にて終る。更に之を充分:乾燥せ しむるを要するを以て、作業の着手より終り迄は 、 1 担問位を

裂す。

ウ ド材硬化法庭理成績

イ、 硬度 硬度はき題点!使用法によれ如何厳にも任意に主主し得、 最・大硬度と しては員総の程

度にして金属代fFJ d，~と して可なり。

12 、 重量重量は会I~I日1鹿迎のIt{í]係によれ多少加減 し得るが 、 軽きものは杉材の如く霊会も

のは機材の程度と友る。

ハ 、 燃焼程度建築材と して不燃焼韓となすは 、 最も必要なる事項に付、不燃焼組となすべ

く、極力研究r.1:l 'â.る?b . f=1 下成放 し得るや否や不明な り 。

エ 、 鹿域度普通木材に比しj創成度少く、約三倍方力大なるべしと想像さる L 故に 、 将来は

との特長を利m して. 日本国有の下駄材として利用したき希望あ れ 勿論割裂又は快ける等は 、

楽!日1 の者1I合に よれ如何様にでもなし得る見込なり。

(22) ムエンセンニンサウ モ貰科

ClemCttis bowinensis Hayat乱.

ヌ|丈島固有種に属する蔓性能木にしてー葉は封生し、手幸通 3 若くは 5 の奇数羽~X複葉主主るも一見

続葉の如 き組あり 、 ノj、葉は心臓JI予若くは先端の伸延せる卵}I予をたt し、 基部よ り 三大脈を出し、

葉柄を以て他物に各纏す。

花は白色に して 4 郷十字欣を汝し楽撒花序に排列す、 11 月頃1 '\111'とし、各所疎林に多く在纏

し、 花季に於ては頗る美観を呈するなり。

(23) コパ ト ペラ 海桐科

Pii説。勺~OT~trn pωI 'VlJoli'U1n H a y a t札

P ittosporum VC嵐ずるものに 5 ;ß霊あり。印ち木:fM立すl P B eev!tey'i, Tuyama. ( ハハジマ ト ベ

ラ ). P. bicCtTpenαtωn N akai et Tuyama (ムニン ト ベラ) . P. boninense Koidz. (シロ ト ペ

ラ) 、 P. cAich�nense N akai. (オホミ ト ベラ)の 5 極に して、皆本島問手了極左り 。

本J主は分布直域極めて狭小にして 、 父島武田牧場の陽光充分なる岩山附近に自生ずる 1)、j佐木

に して 、 高 60 糎内外に達し、 枝位を多く分岐す。葉は梢無柄、革質、倒卵形 、 鈍頭狭脚にし

て犬左るものも長 3 ~想以内なり。 4， 5 月の交、 頂部の葉Il夜よ り 小花を聞き 、 花冠は筒:ltたにし .c

;帯責白色、 先端 5 裂 し. 1, 2 )~頃球j伏果を生十。

(24) テンノウメ類 者，-秘科

Os teom el es. に屈するものに 、 2 種ありて、 何れも本島国有種なり。 自II ち



~ 

小笠原島の槌生此熱 4iF 有用植物 lこ就て 51 

タチテンノウメ Osteo1T/eles boninensis N akai. 

シラグテンノウメ O. lαηαtαNakai. 

之友り。 而して南極共にノj 、i佐木にして、極めて類似し、 父島列島の山地に多し、花は 4， 5 月

頃梅花に似たる、ノj、白花を多量に開き、来は球J伏をt，;_ L. 8 ， 9 月頃紫鴇色或は白色に熱し、紡

i沫を帯ぶるも IJ く.食用に供す。附極共に腕賞用として雅致あり。

クチテンノウメは高 l 米内外陀達し、葉は無毛にして光様あり。材は白色、織密、堅硬にし

て挫折し難く、鈴、鍬等の柄として可なり。

シラヂテンノウメ は葉及果に白色の毛あり。 !}世間地及滑石地等の不良地のみに生じ、地 tを

f骨)ふもの多し。

(25) チチジマセンナ 士白

主主
『
L
r
'

ホL
T

CcωIsiα bonリwn8is N akai. 

本島固有J重に属する常緑催木にして、主として父島及型島の海岸砂地に自生す。

葉は奇数羽欣複葉にしてノj、葉は楠園M、表面僅に白毛茸あれ裏面lは全く白毛を以て被はれ

葉柄及新藍にも毛を有す。花は枝の末端に生じ総lJ伏花序陀排列す、花は黄色峨1!}をなして美段

上 12 月乃至 3 月開花す。実は11俗 k 13ミ色をな し固筒欣にして長く、種子のある所のみ隆起し

て恰も連珠の如く奇観を呈し、一穂に 6， 7 ~だ乞生じ、庭閏樹として可なり。

(26 ) ムユンデイコ、(ピー デピ戸デ)、 萱 科

Ep，!/thrinα bonùwnð'ið Tuyama. 

本島問有種に属する落葉喬木にして、杢島の海岸に自生ずるも共の数割合に少し。本臆は従

来熱帯地方に蹟く分布する E，・ythrùw 'ind'ica Lam. と同一極の如く考定せられたるも、津山迎

皐士の精奈の結果、新種なる事.明にt，;_れるもの友り。

本位Jは制幹及校粗に刺あれ粧J[:!i.は次青色にして僚紋あれ縦に剥奪する事を得。葉は 3 葉

よりたる複葉にして品字形を左 し、ノj、葉は|時々三角形をなす。 3 n頃葉に1・7でち校端上り7ft]患

を生令、蛾形花にして深紅色を呈し甚美ゑり。茨は柏 l昼l筒肱にして 6-8 個の種子を合み、

6, 7 月頃熟す。本樹の繁殖は種子に依ると関t、共の幹部及老校も挿木にて活着容易なるを以て

鉢楠にて能く開花し . :{I見322としてイ~なり。

材は軽露にして慌に帯責白色を呈し、本島にては浮等にíJl<するの外~~~.障の用j金友 し。

( 27 ) ムニンモダマ 宣 科

J.vJuc'tl1W Toyoshi川αe Nakai. 

木島固有種に!属する木質常総の斐主主植物にして.各地森林中殊に硫黄島に移しく自生し、樹

木に磐登す。

葉は橡薬品字7!} を主主L.花は葉腕より長き槌を垂下し、共の先端に多数の花を附し、複線、llk

花序に排列す。排は淡帯責秘色、事は背総色、英は凡そ腎臓j!}にして扇.lp.，雨側 l亡二列の鰭欣
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翼.を有し 、 普通 2~盛子を合み、種子は屑固にして糾色、 竪使、縁に黒色の帯を)f.J らし鰐口の掬l

き )1た.を呈するを以てワニ グチモダマの名あ り。花は 1 ， 2 月頃附き某lrì 9, 10 n頃熱す。

(28 ) ヒレザ ンシ ョ ウ 芸香科

Zaηtlw必y1:wn A1 ' /Wtt-iαn'UI凡 Maxim.

ヌ|丈島国有種にして、父島列島及型島に多く自生ずる常総小地木1J.り、父島列島に於ては陽所

の;治山に生じ . 蹟く地上を被ひ、~島にては!場所のl桜木林中に多く 生じ、 ブぐたるものは直後 8

1仰に建するものあり 。外皮は/;f"(白色 を呈 し、~は奇数澗fl犬複葉を t.r. L ，小葉問Hr:ノj 、翼連う り 。 ノj 、

葉は細小、 羽生. 附|丘PI芸乃至倒卯|長1 71手をえ主 し、縁起，VC 油型V-i 多く ，~形テンノウメ K類似する

も 、 料j厚く 、 美総色にして光禅却し大葉柄の著拡に-~2，J の針あ り 。新玄は赤禍色を差し、 葉

は香気あれ 4 月の交、 作j色のノj、花を聞く、材は都武白色にして敵将iなり。 1i'l制植物?とり。

( 29 ) オホパ ム エン イ ヌツゲ 冬 育科

Ilex bωúncolα Mak. 

ムニンイ ヌツグ

Ile:世 Malanoanα MaJι

同種共~r:本島固有種にして父島中央山及び旭山等の疎林中に生じ 、 ドI~者酷似すと郎 、 ムエン

イヌツグの葉身長 2 糎内外主主る に到し.オホパム= ンイ ヌツグの葉は干i!i長犬なり。

雨ElJ.共 l亡葉は!亭〈、附回71幸乃至倒卯7診をえ主し少数の館協}あり。共の犬伝るものは直筏 12 ， 3 

畑、樹首~ 2 , 3 米に建するものあるも、 一般に短小にして庭医l樹と して賞用せらる。材は存it総

色にして竪硬轍倍、主|三輪不'ifJ 1.主り。

木島自生種にして I1 ex 1'( 回す るものは、此の外に

ムユンモチ ノキ

ナガパムエ ン イ ヌツゲ

シマモチ

アッパモチノキ

llex B cedw,lj'i N akai. 

よ bonincola Mak. var , ctng'tl~l1JoliαNakai・

J. Me1'{ensμ Max. 

]. pC1 'C01 白iαceα T，uyama.

の 4 HI1J. ﾞ 0 而 して之れ等 4 極もV)~木島固有種にして 、ナヵ・パムニンイヌツゲはオホパム=ン

イ ヌツゲよりも葉身柑長大にして1桂木友人

ム=ンモチノキ 、 シマモチ及アッパモチ ノキは共に喬木にして 、 シ マモチの葉は ムエンモチ

ノキの葉よりも厚くして長犬、 アッパモチノキの葉は更に肥厚せり 。

シマモチの葉は一般に大JIれとして厚く 、 葉身長 7 ， 8 糎 VC :Ìà'[・ し、櫛l亘!或は康概闘にして反 Elh

不整形をなすもの多 し 、 うじ41iに様飢幽を有するものあり 、 葉柄は紫赤色を呈し . 新芽も紫赤色

を呈 し美なり 、 4 ， 5 月頃帯責白色の小花を葉)J夜に群生す、北は有柄;同tHf\に して 1 2月頃成熟す 、

材は帯貰-白色にして~，ii特1J.り。
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( 30) ハウチハノキ (シマアワ ブキ )

Dodollaeα mscosα L. 

知恵結j 苧ト

小笠原品 、 蓋湾、 r~支升1) .比宇It賓、店来及ポリネシア等に分布する常緑小地木に して 、 本日

l亡於ては父島の陽光強き劣等地、叉は硫黄島の問i間原野地に彩しく生じ 、 高さ普通 l 米内外に

して校極を分岐する事多く、樹冠4三岡形をなすもの少からや。葉はノj、形凸頭断固にして器部一長

く 仲延し、 表面帯Ztt線色を呈し光禅弧し、校斡は黒褐色を呈し、縦K僚ありて制?存[~ ， 老幹は

勝投す。

花は雌河tiË其の枚を異にし、 3，ヰ月枚の先端に花霊を生じ、長槌のノj、花を生オ久雄花は 5

革{或は 4) にして黄線色を呈じ、 10 雄蕊短〈、子々は黄色にして柏犬、 中央に雌iffiの退化せ

る痕跡あ り、雌花は子房の基部に退化せる 10 雄蕊を認められ、 雌iiJFは甚長く 抽出す。

果は奇形に して 3 乃至 4 角ある袋欣をたし、各稜l亡耳l乙似たる翼を生じ 、 初め資総色にして

熟すれば ( 6 ， 7 月)淡賀補色をなして垂下す。

本植物は葉色の美、樹形の{去、子買の奇形なる等、庭閑樹として叉鉢植用として償1r!li:~うるも

のなり。

(31) ム ニンノボ、 タ ン 野中[: 丹科

Mela8toη1α tet?'cone1"U1凡 Hayata.

ヱ|丈島問有種に属する小限木にして 、 大なるものは高 l 米内外に注し、父島武田牧場に於て 、

若干自生するに過ぎざ りしが、近来母島及兄島に於ても 1 , 2 株護見せられ、 叉北硫黄島及市

硫黄島にも自生あるを見るに至れり。会株剛毛をギrî き、 ~I'Ì有柄、断同形或は長時間|形にして

銑i'fJ'i友人

8 , 9月の交、 花を開き、事筒は球ilk、査形をなし、花冠は白色 、 !J LJ鍬i; . 側 61~車内外に迷 L .

i前[片!の時は頗る美観を呈す。

( 32) ヤツ デ・到1 五カ11 科

Boninofats ia は 、 本，!~h 5 間有国のーにして.之に!回するものに 2 f:ífi:あり。自P ち 、

ムニンヤツ デ、 。
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チチシマヤツ デ B. Wilsoni'i N akai. 

之なり。 市して前種は母:島に、後種は父島に多く、前種は後種よりも花梗長し と欧、 雨麗酷似

して直別し難し 、 葉は長柄を有し革質、掌i伏 7 裂をなし、裂Jct.は長i附固形柏金縁友人 撒形花

序は闘錐欣にして、 1 2 月頃ノj、白花を聞き、疑果は球形にして黒熟す、幹は直径 20 糎徐に達す

るものをり 。庭閤樹として可なり。

硫黄列島にては北硫黄島及南硫黄島に於て 2 種共に自生す。

( 33 ) ムニンツツ ジ 石南科

I干hododeηd1'on bon�en� N akai. 
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本島固有種に鴎し、父島郡崎山に高さ l 米 50 ~担内外のもの、数株存するのみにして 、 未だ

他に於て鷲見せ十。

幹は多枚、撤枝には楠毛を布き、葉は全勝、有柄、革質・、披会1-;II'b或は倒披針;J1'bにして、有毛

銑尖頭.鋭尖fjJ:11 なり。 4， 5 )=J 頃校の先端に数花を続生し、花冠は従 6 ， 7 糎内外、純白に して

頗る美観を呈す。

(34) ムニンシヤシャンボ 越橘科

VacC'ﾍn倢n boninense N akai. 

木島問有種にして、父島及兄j誌等の媛樹林中 i亡 、僅に自生する隙*tì り。高 1 米 50 糎内外

に建し.葉は梢茶に似てノj、銑尖頭{草に鋸l留を有し、樹皮枠]1清赤色を帯び春季総!欣の小白花を生

十。庭園樹として雅致あり。
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禅寺L 科

本島国有種に属する 1 年草にして、陽所の草生地等に於て 11 ， 2 月頃より殻生し 、 高さ大な

るものは 30 ~JÆ絵に及び\多くはJ交を分岐し. 3 ， 4 月頃開花し、花は葉肢に生 し 5 抱~にして淡

紅色を帯ぶ。業は柏厚く長倒披会1-7形にして光津ーあれ 輩は多くは淡H音赤色にして佳麗左上担

子に依りて能く繁殖す。

本島には L)'simachia fL.属するものは.此の外に琉球. ~芸i湾、南日木等と共通する Lysi1l1a

chiα m日fU?'仏ω~a Lam. (ハマボツ ス ) あ りて、共に観:誌にfA: し得と出!L ;tホハマボツスよりも

花梢小形にして白色を呈す。

(36 ) イソマツ

Statice α?'b'UsC'ula Maxim. 

磯;f会科

本極は琉球等にも分布すと到し其の産額多からや、本島に於ては父島 . 主j?島、向島、南硫黄

島等に自生すと ffi!し主として父島南崎附近の有次岩上に彩しく生す~ノj、百'{，~木にして高 17 ， 8 糎

内外K達し、幹は黒褐色を呈し、業痕鱗j伏を主主し、ソテツの幹の如き 71手j伏をなす。

秋季花穂を~議中に抽出し、ノj 、71手 、 桃色の花を群生し.賞槻植物として、珍重せらる L も、

J多植困難なり。

(37 ) 次水科植物

次木科に属する植物に 3f事[，あり。郎ち、

ムニンクロキ B()buαbηnùwnsi8 N akai_ 

ウチダシクロキ B. 1{aωdωnù: Nakai. 

チチジマクロキ B. pe?'タTαC'ilis N akai. 

にして、之等は何れも本島田有種に属し、共の天然生育区域何れも、 頗る狭小なり 。而してム

=ンクロキはノj、喬木にして向島 l亡 、ウチダシクロキ及チチジマクロキは共に慌木にして、父島
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武問牧場rf'[.限り生育し、共の数も極めて少し、ウチグシクロキは陽光強き岩山附近化存し、 高

60 糎内外、枚組を分岐す るとと多く 、 賞制用として~it:致あれチチジマクロキ亦漉木にして

高 1 -2 米を普通とするも、高 5 米 43 *問、 11旬高周圏 34 ~症に建するものあり。

( 38 ) オホノ〈テイカカヅラ ヲミ 竹tJl:科

71'α(;!telosperm:um foet'idwn N akai. 

二本島岡有種に属する藤本植物にして.陽光梢充分なる林野に多く自生し、Ît~は封生にして長

断固形、先端柏尖、全越、革質、表面は深維色にて光様あれ裏面は友青色、葉1]永明らかに し

て裏聞は透色の網吹をなす。老葉は折れ易く、葉草を折傷すれば白色の粘液を生や。葉輩は牛

の飼料に供し、 童は弧惚なるを以て山地に於て物を縛るにmひられ、 室は短き気根を多く生じ

て樹木に馨登し 、 或は岩上l亡着生するもの多し。 11 月頃交代葉は美紅色を呈し、幼葉は青褐

乃至赤沼色を呈す。 4 月頃帯責白色の美花を聞き 、花冠 5 裂し各排按曲す、革の内面には腺悲

し雄躍は筒J!Xlt冠 ~Il 脅[1 より下に着生す、花は輩の項部よ り生じ緊撒花序に排列す。*は 10 月

頃納長き棒i伏の焚を生じ、共の長きものは 30 糎徐に達するものあり、種子は納長にして頭部

に銀白色の美しき散毛を有し、英は自然に裂問し種子は飛散す。

鉢櫛として能く開花し、本種は叉白色斑入の美葉を生示、るものあり。

( 39 ) モンパノキ 紫了正午'1-

TOU1'ne.fo1.tia ω・クenteα L , f. 

太平洋熱帯諸島及印度地方等に分布する常総小喬木にして、本邦にては本島及琉球、藍i鍔l亡

自生 し、 ヌ|丈島に於てはめ:岸砂地に限り自生し、大なるものは直筏 20 糎稀に 30 糎絵、高さ 4

米徐l乙達するものあり。

架はむ形に して先端出IH く、基部は長く延長して殆ど葉柄を紋き、全長 10 糎乃至 20 ;j@.f'[.遣

し 、 梢多肉 、 育緑色にして表裏共に室長白色の短毛密生してピロードAAを呈し、普通校の先端に

群生す、 小枝は一般に太く業痕を印す。 3-4 月頃校の先端の葉肢に花を生じ 、 花はノj、l l'b . 白

色五郷、 /J、花療の上百[に併列し、花槌は数多に分岐し、来は 6月頃熟し黒色ノj、球AAを友す。

~は美麗友るに依り賞槻木となし、材は轄軟にして ~I~ f，-太き髄あれ之を除去し、 冷水用眼

鏡の縁として賞用せらる。
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馬鞭 3?E 科

本島問有種に属する挫木にして、主として父島及兄島の岩石地等に自生し、高さ普通 50 糠

を越へやして校を l技ち、葉は甚厚く、短精園i氏にして基部精細く.葉!泳は裏面に隆起し. 淡茶

伺色のíl史毛綿の如く年寄生し、恰もピロ rの如し、 表面は寅紘ー色乃至濃紘色にして若干の短毛

あるものあ れ新輩、葉柄及新芽にも同様の毛詰うり。

普通 5 月乃至 8 月頃に葉肢に複撒ll'b:ft:序を生し、花は小形にして・淡紫赤色を呈 L. 果はノj、球
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Mkにして光津ある淡紫赤色を主主し 、 数多群生して美なり。

本島陀自生する Callicarpa 鴎の植物は、此の外に 2 磁の樹木あり。 .郎ち
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にして共に本島田有植物なり。

(41 ) ムニンギセル チIJ 歯 科

A eginet-ia boηillcnsis N akai. 

本島問有槌に協ずる寄生植物友るも、 A. 'ind'ica Roxb. (ミテグラ 、ナ ンパンギセルJ Iて類

似す。

多くは春季食生 し冬季には毛布;なり、知諜に して花Z立を抽出する事、 10 掘乃至 20 仰にして貰

褐色を呈し、先端膨大し、花冠は筒欣にして先端濃く 5 裂し、紫色に彩られ恰もパイプの如く

脊形に して美なり。

主としてカヤ類等の禾本科植物に寄生し、叉-~I'lt害削に生じ . 共の寄生を受けたる甘牒は術品!ß

とtJ: ﾞ .生育頓に衰へ甚だしく筈せらるるを以て.甘煎栽培に劃する害革主主り。

( 42 ) シマウツ ボ 列宮;科

Plcdyplwli.s bonln8im(/!3 Maxim. 

Platypholis 鴎は本島 5 IJ'iI有鴎のーなり。本障は寄生杭物にして 12 月乃至 3 月頃各所の林地

l亡生じ . 71手紙恰も踊詩吟:の如 くにして級葉を快ぎ.直撃にして下部哲4は鱗放に重れ中位より

上告I1の凹固に筒欣花を生十。全JI~黄色にして高さ 10 乃至 40 1担に逮 L . 3 ， 4 月頃 lて 11初色と

なりてj:Mlミす。

(43) シマギヨク シン クワ 百tf J\I[ 科

1'((1・ennα s'ubsl38sil-is Ohwi. 

本島問有極vc lifðする地木にして会群島に分布し、高さ 1 米 50 ~程内外に建し、銑三角形の托

~あれ ~11針生fII有国 7 1去に して前後最m く . 1日tは表聞に凹み 、 裏面に凸主主り 、 葉柄は撃に並行し

て上向するに似てれ葉柄を快けるが如き槻ïb ﾞ . 京は一般に背色を呈し断間作i長方形をtJ:す 、

4 月頃校の項部より白花を生じ 、 楽撒花序VC1~F列し、花冠は筒jljzにして 4 叉は 5 裂 し、 裂片側

長く放射欣をお:し、雌誌は太く 長 く、:/f.Ik誌は列聞に生す.約長犬、子房下生なれ巣はf;k!f)(に

して 9 月頃黒熟す。

本樹は一般に丈低くして白色花を群生し、 w船主布~(物として佳なり。

( 44 ) オガサハラクチナシ 、 商 事 科

Gα，j'denia jαs1Í1，inoides Ellis. var. boninens'ﾍ8 N akai. 

本島国有種に凪する常総j控木にして全群島に分布し、普通 2 米内外の樹高なるも 、 母島石門

山等の優良森林中に於けるものは 、 5 ， 6 米に達するものあり。
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葉は互生、 会組・にして j享く 、 光樺あれ細長き倒卯71予を没して先端尖り . 基部は細長く延長

し‘側l泳は梢桐並びて奈l向す。 4， 5 月頃枝の頂貼に開花し、長約 3 糎に達する花冠筒を有し裂

片 7 '{Cして同旋fIk'{C排列し 、 :14主l1f 7 本、白花にして芳香あれ子房 1 室数匹珠を兵ふ、 来は冬

季に主りて黄熱 L、 楠岡龍にして数稜を有し、 J買に苓縮存す。

本樹は槻賞他物として)f{(i致あり、花は香料とし、 J共は黄色染料として使用し得るなり。

(45) マルパシマザクラ 茜草科

Hedyot-is bonincol(L Ohwi. 

本島国有種に嵐する常緑ノj、樫木にして全島に分布し、特に硫黄島に多く疏友岩上に着生す。

本組物はシマザクラ'{CrWi似し樹高は普通 2 ， 30 組内外友り。 葉は長き心臓形をなし、 柏多

肉光樺ある帯責続色に して釘生し、殆ど3E柄をÍIf}とき、枝を多く分岐し、樹冠固く 、 各先端より

視撒71~放の花を生じ 、 白色或は僅IC桃色淡紫色を平!?び\花新:は 4 にして京m く甚しく反曲し 、 雄

韮は長く突出す。 〆観賞用として怯t;;. り' 0
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本島国有種に属する常総樫木にして全島に分布し.林縁等に於けるものは 、 佐々樹高 1 米徐

に建す る ものあるも 、 普通 4 ， 50 ;胆の高さにして枝担を多く生や。

葉は:t1生披針形にして柏厚く葉)17]，明か友らや.新華は青色を呈 し、 花は枝の末端に生じ 複

撒形花月;;~亡排列す 、 花排は 4 にして淡赤紫色を呈して細長く反曲し、花締は柏長く突出し白色

な れ 菅は梢濃色を呈 L. 花季は 9， 10, 11 月なるも共の他の季節にも往々開花し、花を附す

る事多量に して 、 1凶賞布E物としてイ圭t:J. り。

( 47) オホノ〈シラタマカツラ 茜草科

Iもyclwt1'ia boninens'ﾎs r、Jakai.

本島固有種に属する常総蔓性瀧木にして、父島の疎林或は林縁に自生多く . 2ぎ よ り 吸根を生

じて諸物に喜多登す。葉は1&-.J生i目指固にして前後出ui く、多肉にして折れ易し、薬草は共に淡級色t;;.

k 花はノj、形複撒形花序に して、来ば白球をたして群生し、腕賞用として佳なり。

(48) オホハマキケウ 桔梗科

Lobeliα bonille1ZSið Koidz. 

本島固有種に属する濯木にして、多くは翠幹業は無柄肥厚倒披針n手をなし、高さは大なるも

のは 1 米以上に達するも 30 糎内外を普通とし、光津ありて美葉植物たり。 5 , 6 年生に して

夏季雄!献花序‘ 淡総色の花を聞きて枯死す。

Lobel ia 鴎は布l生及び、本島 l亡於て鷲見せらるるのみにして、木立となるものほ他に政極あれ

lども何れも布l虫にのみあり。
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(49) 毛クピヤクカワ 菊 ， 科

Cr08S0Si匂:pki'，凶礼 αγtel'γtおtσides Less. 

本島l乙るりでは、硫黄島及南硫黄島K限り、自生する小波木にして、高 60 極内外. 根元よ

り枚組を多く分岐す。誕は室]買に叢生し、出[r日記先端科i院し概ね三詫裂し、厚く して全国次

白色の軟密毛を以て被れ、香気を有す。頭i此花序は球形左足主し 、 花は黄色の筒献花にして早春

開花す、根の]1!~ 1-1- ，ま外傷を治し、解熱、解毒及i合淋の放るりと詞ふ。

硫黄島に於ては、凝友岩の崖K於て、殊l亡北及西の海岸方聞に多く、共の白色なるに依り 、

遠望能く之を識別するととを得、腕賞の!日値あり。

(50) ワダンノキ ( ェガナノキ) 来j '1';;ト

Dendr-ocacalia C'I叩-id~foliαNakai.

Dendrocacal ia は、本島 5 間有属のーにして、本置は母:日J及笥島萩林1=1:1 tz:自生する樫木え主人

其の大なるものは、直径 10 糠内外、高 4米内外にj圭し、菊花の樹木として、珍とすべく、業

は倒披針形、金総或はIDIi歯牙践を主主し、房j伏様園錐花序にして、 1 舟頃淡紫色の花を閃く。

VI.外来植物

文銀2 年 ( 1 593 年)小笠原貞績のノj、笠原島を殻見してより、 既に 344 ~与を経たるも人民の

常住するに至りしは 、 ヲミ保元年 ( 1830 年)にして僅かに 107 年前に過ぎや。而 して共の首時は

住民少〈交通亦稀にして 、 6植物の轍入されしは111t若干の読菜果質;ig~に止まりしが如く、文久元

年 086 1年) ，幕府よりえギ、ヒノキ、等の林木を砂押iせじととあり し も、何れも皆少敢に過空

やして、本島に於ける植物の輸入は、質IZ::明治 9 年開拓以後にるりと謂ふを得ぺじ。今明治 9

年以前に於て、植物の輸入されしと思考さる L 主なる事項を摘記するに、天保元年英、 米. 伊、

西園人等 5 入、農業の目的を以て布庄より持働者 17 人を 1，*ひ、父島 vcf多住せし際、如何なる

植物を移植せしかは判明し離きも、ぺルリ航海日記中嘉永 6 年別;降ケ Jレ リ 来島の際の記事 l亡 、

住民は多少の地を耕し、甘薯・玉萄黍・市瓜・犬蒜 ・ 里芋共の他の疏茶を牧穫し、共の内最多

きは西瓜、鳳梨、パナナなりとせり。市してペJレリ及ケノレリ k り島民へ農具及種置を分配 した

りと謂ふも、之れ叉疏菜類f.t.りしたら ι も共の麗類判明せ守、叉文久元年我閣民の移住の際に

移植せし樹木は別記の如くなるも、共の他は主として食用植物なりしを察知し得べし。

今各種の記録並に口碑の停ふる庭に機上 明治 9 年前に移植せられたりと認めらる L 純物を

示せば、

玉萄黍 甘[''lr バナナ 鳳梨 甜佐南瓜西瓜 i~'藷一 旦芋キユ { カ yパ

赤葱頭 白葱頭 葛芋 日向葵 水苧 ヤ戸ム ;煙草 蒋様 事桁:官等 t;;. り 。

是等は主として初度の移民が布I庄より:fjtへ来りたるものにして、 f命共の後寄港せる米園の捕

鯨舶共の他の舶舶に依り鷲らされたるものなるべし。而して文久元年宮幕府に於て移植せしも
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のは . 疏菜類の外に弐の木竹類友り。
, 

‘ 1 、
、

杉

局伯

赤筏

黒!径

J隈

物、李

苦竹

文久年間宮幕府陀於て移植せし木村類J

現今扇吋、速球世平及小笠原支服i哀 I l!に普守主主基寄 L 、腕高直径" 20 糎内外、樹高 8 米内外に塗す
さ雄、 ii防火委縮キtï .J'Il.するもの多 L 。

袋 i事村北袋詰F野会谷 1:植付げれるもの位、明治 11 年頃に (1 高 2 米内外に主主ぜ ιL 、 ìll{r次;flï
3'1:ぜり。

務所に楠fナげ1': vJ ;: f，n -~、も 、明 治 lt 年頃に(:t扇付警官艇の裏III にあるもの凡 1 米に L て殆
z・生育也ず、其の後品If3'1: L.て視庁ーゼ?。 、

ょ に問 L n
其の後の移植に Lて現-(f-するものさ路、俊育不K1，より。

袋IW村北袋i哩に揃付げられ1':り、多少生育す tろも春花を九千、 稀 l こ1， 2 輪開花す る 4jl:わる
L J昨季不定なり 。

J二に同し。

扇付 !li官I隠主主 !Ù に楢付わるも俊育可瓦ならず。

郎ち明治 9 年以前に於ては、移布r[せる植物の誼顛極めて僅少に して、現存せる輸入植物の犬

多数は、官に明治 9 年以降lτ於け るもの足りとす。 ~jf~に明治 11 ' 年には勧農局出張所長武悶昌

次を印度、瓜庄等l乞汲遣して、多数の熱帯有附植物のTIlJ:苗を探集せしめ、! 父島北袋樫に黙験地

を設けて、之れ等の植物を初めとし、共の他の有用植物を栽弔試験せし事ありたり、之れ置に

本j誌に於て計劃的に熱帯有用地物輸入栽培の酷頓にして、此の内には我図に初めて輸入された

る種類亦砂からや。 而して爾後官臨叉は個人11:依 り て移植せられ以て今 日 に至 り た り。 然れど

も共の記録の存せざるもの、或は他の植物陀間・着して停はりしもの等も多きが如しと ffilし今記

鋒により移植屈を列記すれば弐の如し。(名指ーρ不確貰t;;.るもの dうるも、線て原交のま L 記載

し、主主度E列(i ，~れし事あるものは、最初の年代に於て記載す)

ユウカ リ樹

アカシア樹

キ ナ

オ リー プ

-コ ム

各種 i

j明治 9 年濠洲タスマi弓アより購永の種苗

着後北袋湾試験場及扇1i1lに探i関 Lて苗を仕立て、北袋J事試験場及官会j司図|二
1'11.イ、1'1:り。

各陸! 上に同し。

6 種

2 種

3 極

、 明治 12 、年米図及印皮肉阜より取寄せたるもの

風土に適ぜざる故
直迫骨柿.fi1:ざり。

北袋湾試験場ーに値
付:成長宜 L 。

よ I~ 1司 L. n 柿木、
l以氷l こて繁司直す。

ュウカ リ tM

アカシア樹

サボテン

各面

各種

2 極 I

' 北袋1翠試験場に椛付
(1生長最も ~なり， 0

上に同し。

コ セ 弓ー lレ 虫を義成の銭
。めなるし虫 (l ìið~ ず。

茄~i;(普通産) チジデマス エデン '心 デジアムボ') 、、・パダング し へ-)]...サ戸ジ

モカペサJレ チクケヤメント ラウリテ マリンチ吹 ナ 記 、 サ ーンク。ウ \ーケレト

ネモカ リ ベ リア ン ス、マ Jレプラ戸:テリ{メナ 'f ウヲエェツク : プ ンチデス

守可r タンカルラワク:テトラセラ:コックI: ^， .~之、Jレギ同 トツカー:ランシウム:ドメスチ

jJ ム デジアンボウ r ピイヲジー:プシデイアム ゴイヲーク:ラアウボサ :カウリフ
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ロラ ガウチリア:ボウエヲツポシチフヲリア ラウボエヲン:ボクラツザン;ネペ V

アム マン方、ペニー:マシギフえラ:インヂカ ' タマ リ シダン : インヂキコス ペル

セア:グラチ シマ ー サ2 スザツク:アノナ:ムリカタ ボカノナ.ア{ナレチプラタ :Ji 

セレン : ダ リ ヲ:シベレニウース ラウボエタ ン:アチニ.ネヘリアム ラウボヱタン:

ヌウイース:ネペリアム ミマソープス:ヱレンギー プロネア:コツシネア ュウ

シデロエ ー :ロンイハゼ リ ー ベンチネリア:レ ンダ ー ネペ ンセ ネ :ヒラぷ ホラ セ

ンテルソレネア:カルラグ ノf ンプ{サ:レン方、ミ ギ カンドチロア:ノf ンプーサ:アス

ベラ ギカンドチロア:ノfンプーサ:ロプスタ バンプ戸サ:パルガ リ ス:マクラタ

ギカンドチロア:ノ〈ンプーサ:カプス メロカンナ:バンプーサ:プラチークラタ プセ

シユ 戸 ム:ギアム フイカス:ェラスチカ フイカス :マ クロフヰラ

竹類は印度よりのi全中箱損し混合して不明と左上目.つ枯死せしもの多し、 1残りしも の 3 ;>ド

t北袋、障常世瀧へ1'[([付けしに、 2 年徐に I~て数本を生じ d 竹太く白き筋ありて美なり。共の他

のものも l函損し枯れしもの多〈、或は l 本も残らぬのも あ りし、北袋裸K杭付けた る も迫々枯

れしもの多し。

カスア リ ナ:ェクイセチフヲ リ ア メラリウカ:ウイ;1.- ソニ { ピヤウフ ヲ ;t. チヤ:

デギユスタタ ハケアサー: ベヲレンス カリステモン :JL- ギュロサ コルデイ ラ

イン : ニウタンス ユルデ{ライン:オ{スタラリ ス カ U ステモン:ニグレツセ ス

パウヒニア:ケプヒラ フレネル ラ :カノレトリス テコマラ:チュ リー アカシヤ

:ジユニペラ テクトナ:グランチス ハケア ラ:チーフヲリア l アカシヤ :ロハンサ

キリト リ ア:ピナタ ドラ カスナ:オース ト ラ リ ス アカシヤ;ロンギフヲリア フ

リ アンテア.オ戸スグラリス コデチヤ:ラチフ ヲ リア アカ シ ヤ:モリシマ， エウ

ジ{ラン F: クラストリー ラグナ リ ア: パ ス テルフェア ，アカ ψ で:メラノキシ口 、ン

レラレウカ:ア キユミナ戸タ カリステモン;コクシネア ア カシヤ.デ、キュルレ ン

ス アカシア:デ{ノレノくタ ュウカ リ プチス:ウルイゼf ラ ユウ カリプチス:コル

ナタ アカシア:オーカ、スチフヲリア ユウカリプチス:クロ パルス ユウカリ 7.

チス:フイツレリス アカシア:フアルネシアナ ュウカ リプチ ス:レンエ F ヱラ 、

ユウカ リ プチス:メル リ ヲドラ プカ司シア:アルマタ ユウカ リ プチス:グミノグダ

リ ナ ュウカリプチス:ピルナ リ ス ‘ アカシア: ク レモセールラ ュウカリプチス τ

マルギナタ ユウカ リ プチス:ピミナワス L アカシマ.フロレノ〈ンノザ ユウカリ

プチス:アルピナ 、ミ号サルピユ{ウノレス アカシプ: リネア吐スュウカ ιリプテ

ス:カロヒ ー ルラ ハ;L.;デジパルヂアバJι ク ν ア ;、 アカ マア;サ ワ Ifチ 、 ュウカ

-リ プチス:モルギナタ \・ ..:、 .・・、'・\. , 
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モモ

オ ホ リンゴ 2 極

小笠 原島 の 椛 生 物熱帯 有 用植物に就 て

ス 弓Eケ

明治 1 2 年 日本内地よ り 取寄せ し もの

弓Eァ 2 種

2 種

アンズ 2， 極

2 種

2 種4

2 極 ナ

ハ ダ ンキ ヤ ウ 2 種

シ

モウゾウ

マル メ ロ

マダ ケ ハ 、 チ ク

竹知は各 lifj- vc柿付たるも注に 1ï!i死ぜり。

明治 1 2 年武田昌弐.直井真澄雨入の献納せ し も の 、

果 樹

リ ウ カ. ン

レ イシ

カ 二/

ブ ン タン

ヤ マモモ

グヘース ペ リ ー l 

(ス グ リ 〉

観 賞

)，ウギ リ (制桐 )

lヨ 合

イチハツ ( 白花)

セリ キ チク

デナ シ コ

ア ンヂヤ ベル

ワスレク 今jト

(萱草)

フランスギク

ヒヲ ー ギ

ヤマ ブ キ

マツリ

葉 市 うそ
ク レ ロデン ド ロ ン
ナタンス (木立ノモ ノ )
クレロ デ、 ンF'ロン

ナ タンス(蔓ノモ ノ)

ダ ンドク

キカ ラ ス ウ リ

千 日 九 プil王

日々 ; 、 J;'[

キ イ子 ゴ(プラ
フク ベ リ ~ )

フ トモモ

イチヂ ク

ダイ ダイ

ブシュカン

レモ ン

モミヂ アフ ヒ

1'] 日 紅
( 白 . 紅、 紫 )

実 竺 1土丹

ハマナス (政魂)

.' ー
ノ、 τノ

ツノ、 ブ キ

ア ヂ サイ

ボケ( ji~t， 白 、 K;l )

フ ヤウ ( 白. 紅)

シ ヤウ ジ ヨ ー ボク

ヲ キザ リ ス

ガウ ラ

ヤ グ ルマ ギク

予定色ア サ ガホ

テ ウ セ ンア サ ガホ
(;51 i't: ~;jg 花 )

キンレンクワ

モク セ イサウ

デりし ヒニ ー ム
カ ンデラフ ル{ム

オ レンヂ(相校)

フサス グ リ

i ‘ > _....._ 

ピノ、

→F クロ

クネンボ(香栓)

カキツノく グ

アフ ヒ

(紅萄英)

生t f1-

キ ンチヤウカ

チクヤウ ラ ン

プ リ ツク リー
コ ンフレ ー

ア メ リ カ ニ ンドヲ

キンセンクワ

百 日 平

タメ ト モ ユ ワ

天 人 菊

セ ンジ ユギク

エ ゾギ ク

金 ß;<. =-�i. 

ヒ モ ケ イ ト ヲ

ア i マ チヤ

ハル エンヤギク
( ヂヤ ー メギ ク)

カ ラタ チ
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キンカン

シ ト ロン

カン ラ ン

イチ ゴ ( ス ト ロ
{ ベ リ【 )

フ F' ウ

アパカF'ぺア ー

シ ャクヤク

アヤ メ

戸ゼニアフ ヒ

ハ イ ト リ ナデシ
コ

ビ ロ ード シパ
( テ ウ セン シバ )

ノウ セ ン カ ヅラ

ラ ンク ナ

( 七 段 花)

フウ センカ ヅラ

マンジユギク

天竺葵
(紅、 白 . 八重)
ハギ

エニシグ

ハ リヱ =シダ

ムレス Â メ

月見草( 白、 資)

サ ボ テン

ハ ヂ イ クウ

月 下 香
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ジヤガクラスイ
セン

グ.ラジヲー Jレス

サフランモドキ

ス斗ユセン

(白、八重、 賀)

{9!J桑花

ウトイケ

';:1.ウテ ， ';7クワ

京竹 tJt(白、紅).，

リ ウノヒグ

アメ i リ '-)1 ' テ芳子シコ ， '_ '

アラセイグr ウ

銀合~，故

マツノ〈ボタン

素馨(白大花
白小八重)

キキヤウ(白 、 紫)

オ三女ヘシ(黄)

リウキウヲ、ノ〈イ

薬

ノグ

官脚(イチビ、
キ リ アサ)

11品香(白、紅)

:/ 

ピヤウヤナギ日向

ピジヨザ2 クラオトコメシ(白)

ザア

羽t

キンシノ〈イ

海島棉
{シーランド)

l皆本棉
Lアップランド j
アブロマ

;t~ゴスタ

ホル ト サウ

ゲ

メザマシグサオホパコ(事前î)
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w:. A 
口金楽 用サフ ラン

コク~:キ ャ タ3お虫l徐

類

類

寄委の類

栗の類

玉萄黍の類

先日

黍

府首

臨

告ヨ

4史

胡

諺弦〔 タデアイ)

-l}ｭ

コリヤナギ
(杷 初日)

クチナシ

都

~jjj; 

クト

ク4 ‘ 

陥t

現!隊 獄

ニウジ ー ラン lご
フラックス

ト ロロアフヒ
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大

ア

( インヂコ)ズク生、
J 忍

ヘウタン.

紅藍花
Lベニバナ j

官 民官

天 j"J 各

慈姑

大小 号事の頼
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類
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す

ワサビダイコン主~t 

言基

;11]-

知三tム
F'J 

1:1-

223 根

(明治 12 年以後明治 19 年頃)
>>"JI 二移植'C!:i_ものならんか。

ェルロ ーク口 パ{ チモシ ー グラ λ

1'ilf 

巻

昔話苅

ヒ。ン

北袋1翠・試験場に於て栽培せしもの

キワサビ

パラモンヂレ
〔サ;L.シ ラタ ー )

1~ì ~程萄類

コホワイトクロノ，~レッドクロ ー ノ{ _

イング リ スレ J グタレステヲ トドク スタイルグ、ラスツクスフ {ト ク'ラス

ウ {ド フェシ ー グラス

ヲル チヤ{ドクe

ス一
フ

グフ

ス
}ラ

ッ
b
〆。

kr
 

ン

ツ

ウ

レ

-
フ

グスギツ

， メ ードーフ エシ ーク'ラス

フユデ リー 汗 R フ エシ戸グテス

スノご ニツシコッ ク スフ ートクぜラス

ぷ { ード{グラスラス

""' ~〆 ン ニラ， ス

フ

クレス テ ツド

イタ リ プンライグラスメド') ，カッ ト テイ ル クザラス

メド 9 フラックステーノレグラス

プ ~;t.- ライグラス

プス トー クドメドウクe ラス
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ペン ト グラス ワ ー クーメ r ウグラ ス エノ〈ー クゅ リーンメドウクー ラ ス ウ { ドメ

ードェパ{ グリーングラ ス ラウンド コッ クスフウ ー トクザラス エノ〈ーグ リー ン

ラ イグラス ス ーモ { スストークドメドウグラス ワ ー タ ースウートグラス ホワ

イチルタリアン ラ { ツ ホワイトラウントシJレレツト チヤイネスシユ ー ガ{ ケン

トー ルメ ドウオ { ツグラス エルロ ーオ ー ツグラス メ r ー グラ ス ア ニア { ル ア

ルピンメドウクーラス クリ{ピングコックスフートグラス スモ { ツソフド メド ウグ

ラス サンド ライムグラス アニユアルライグラス リツフ" クーラス ク.' ~イ ント

ツプシユガ{ ビ{ト スウイート フツレ {ム グフス セインフヲイン チツ コリー

ファウルブア レツキスユウぺラス カットルパルス=ツプ コンモンチモヂ{ グラ ス

エ)1.-ロ {トレフヲリ アム

明治 32 51三 日本内地より移入せるもの

シンジユ クヌギ リウキウマツ ウパメガシ クル， ミ 蔓i勢 ピハ(革関よ り )

明治 34 年錫閣島より輸入せるもの

Acaci，ααrαbicα. 

Spondiωmω19ザerα.

Cα8E'ia αω'ù:l.llata. 

Stercul lα foeiida. 

CasEia Fl併ida.

CalophylZ,um Inopltyll'll1n. 

Jf，乱miJ.凶It Glazio:官1.1.
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Swie(eniα J1Jalwgan 'i. 

PteToぬ'T}J'US indicu人

Ind1:gofem FinctOTia. 

Adenα:nfhe1'a p包官onina.

TenninaZ，iα， 師iappa. 

. Mim臨:pUS elengi. 

Pi:官官凶 exoぬα.

庁αηtalwn alb'Llm. 

Acαcia mollùimα. 

Tecfo1lα クTαηdi.，・

Tamα何nd'us indù α. ょ1 c，αC1ααγαbicα.

F)uca]ypl'us citrﾎod(yra. 

l明治 30 11三よ り明治 38 年迄の轍移入額

jη01/(L sq'Uαηwsα ( アノナ ) Bα7・111クloniα speciosα. ( コ ノ〈ン ノアシ )

ト ー パ トーパ ヲ ガル パ 、 ヤ ノご ンノキ マングロ{プ

以上明治 30 年南洋より 輸入、

. Euc叫ypi'lι'~ . anグu._ot~foliα.

}，f，αclurαα:lCγαnt-iαce. 
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j)![elalellcα hyper'ici.foliα. Fiji c巴乱n. ( 刃ヰ ー ジ ー島産)

abaca (l¥Ilanila hemp.) ( ヒリツピン品産) 香蕉 (Cavendish )(フ ロリグ産)。

香蒸 (Grande) (メキシコ産)。

香蕉( l\Ilacho) ( メキ シ コ 産)。

脊蕉 ( Banana) (布佳産)。

N:1J九phseα ed，tlh;" . (布睦産)。

香蕉 (Castarica) ( メキシコ産)。

杏蒸 (Chica manzanit巴)(メキシ コ 産)。

N.'lJmphseα 1'(めγα. (布l庄屋)。

Ac日~(;'tα dætm'e'lu.

DalbeJ・タia sisso . ハマセンダン イ ヌガヤ ユヅリハ ナギ イチ イガシ 絹毛草

以上明治 30 年東京帝聞大塁塁走科大接よ り 寄贈。

相思樹(塁遺品 :iニ)。ピ ン ロー ジユ(鵠fr)。琉球廿(鍛;3 ナ)。踊樹(鵠;37)。棲

(2実ぷff)。 薯榔(顎;Y)。
木 豆 /明治 35 年\
Cajαnus ind�Jll8 \窒穏より 。 /

q伽側釧(似附αω仰?

Ale仰'llωtn故たs t白?γ咽必0必bα.

Co.tJeα hyb1'i・dα.

Psidiwn Q-uaωCt. 

Psid伽1 P7Jl "Uei''W1I ・

Tapeoca. 

以上明治 38 ~I三 シンガポールより jl総入。

Fed巴r ica Dalme. (明治 38 .{ドサイ 1
Y しずン島 より。 )

ウヲータ ーヒ ヤシンス(~~治 35 年目}
\本内地より。/

σct8'，刷μ附Cαω4昨川r1

.Ihω6ω7下'phωO(t tαrαηmbQlα. 

EmbJ'yople'1・'Ís gl'utinifel'α . 

Psidi'Wn p01n~fel"tlm . 

PWú('.(t グωlαt'll11/ ・

'17teob 1'0111α cacαO. 

r Dil. (明治 3R JI'-サイ 1
"... \ ノマン 島より 。 )

明治 38 年以前Jの移植種たるも米だ移植首初の記録を鷲見し得ざる もの、 ;

ム ラサ キオモト カンキ チク

セ ンネンボク チモラン

n ì~t ナツメヤ シ

青 紫木 アシタパ

予E 花 予1ミ 竹 i;lt ト ウツルモドキ

小~センナ

ヲ リ 、ブ Jレラン

コヲコヲチ

八丈マ グサ

コクタン

ハブサウ セイロンペンケイ草 葉 �Ji1i 

肉 相2 、 カ ン ナ ハンノキ

タマスダレ ボ ヲホヲ '11' 、 シ { カンノ〈

オa シ ‘ ロイ ノ〈 す

ナマ リ、ス

ソテツ

ネム リ 草 J

リ i ウキ ! ウ ゾ';1' 、 グ '

ヂヤガタラスイセン

ツ 、

ブ:

}子

力 、 u 三千

クズ イ モ シュロチク カワラナデシ ，コ ] フ キ

@pち明治 38 年迄に小笠原島に~!ÌÍÎi移入された る植物は、大略以上の却 ιにして、 '~d;の内ー部

の植物は蹟く繁茂して、1b'J'生的:)f犬態になれるものありと隊、 大部分は枯損して其の跡を絶ち?と

り。叉其の後年々諸種の植物輸入されしが、 特に積極的K熱帯有用植物の栽培試験を友せ、じは



小笠原島の械生此熱帯有 m 植物に就て 65 

明治 42 年棒、設設共の他熱帯植物試育事業の開始以降なり 。殊陀大正 10 年一段商務省林業試

験場小笠原試験地の創設さる L や、庚く熱帯及亜熱帯の有用植物を輸入して.共の栽培並に臨

用上IL就て試験を施行されたるものにして 、 今日現存する外来有用植物の大部分は、貨に l明治

42 年以降の輸入植物にして、之れ等の植物Jは直接熱帯地方其の他の原産地より轍入されたる

もの多しと卵、農林省林業試験場並東京帝国大事理科大製附郎植物闘をおjめとし、共の他の農

林業試験場、研究所等よ り分譲を受けたるもの亦砂しとせや。-而 Lて之れ等の外3fii:J'j反物に して能 く本島気候風土に越し、 既に II守生欣態に蟹化せる もの砂か

ら十。 @Pち Leucαenα クZCL'(wa Benth. ( ギンカ。フクワン)の如き今や全く野生)1た態を呈し、叉

Oxalis vioZ，αceα L. ( ム ラサキカタパミ)の如く蹟く繁殖して農地の大害草と友れる遣うれ或

は Anct1附加tiv'1ωLindl. (鳳梨). 8<αcc/<ω何m o.tJiC'inα1"wn L. (甘照)、 JJfusa sapieni'll1n L. ( パ

ナナ)、 Cα，ricαPαpαyα L. (パパヤ)等の如き主要農作物。 Cymbopoグ011， cit1'ai'Lls Stapf. (レモン

サウ). qlf1nbopoクοη Nα1.d，us Rendle. (シトロネラサウ ) . (香料植物 )0 ]'1'[<α叩ntααγωl，dùwceα

L. (ア ロールート ) 、 (1殴粉植物)0 ~4仰ve 1・勿idα Mill. var.品。Zanα Pe r r. ( サイサル )、(繊維植

物)0 El'ythγoxyloη no世o.qTanα的関 Hier. (コカ)、及 De門'ís ellipi'icα Benth. ( デ リ ス) (襲用

植物) 等の如き有用植物。c.ω7正ゐEα1刷刷s剖制t“tαω1"'1イψ山i心ωJ川Jα 6句q卯旬山ム台印itct官'ci'i.fol仇t“α Forstはt. (木麻資)λ、 Pi川?ηI'iωtωs [，んHch似仇1:1切t引t削:m叩肌，サ引悦q判礼附附L伊吋，斥e吋叩J向8 即Ma勾勾叩)'1勺1

(琉球桧)λ• .AcωGαwiαt仰.βIS鈎αM巴r口r. (付1相有思樹)λ、 Fi化的σC'llωs elastica Roxb. ( 印度護説樹). lIfanr!，U"erα 

'inclic，α L. ( マンゴウ 〉 等の虫n き有用樹木。叉 Croton ， Caladium , Asparagus 其の他榔子科純物

の如き閤聾植物等として、小笠原島の主要植物とえZれるもの亦砂からや。向記Mk及口{i耳切とより

外来臨なるを確め得らる L もの L 外、明治 39 年頃輸入植物に附著して RivÍ11'iα1αeV'Îs L. (ジ

ユズサ ンゴ)の自生せしと謂ふが如く、不知の!i日に輸入されしものあ り。叉口叫に依れば Sidc~

1"lwmbdol'Íα L. (キン ゴジクワ ) は往時父島大村氏のみ生じ、 lYJalvastnt1n tγiC'U8pi加:'U1n A. 

Gra)'. (エノキアフ ヒ)は伺:島沖村ロ ー ス (蹄化人 ) の邸宅に於てのみ生ぜ しと謂ふも、現今

は同種共に践く繁殖 して全島に分布す。之れ等は 口叫!の如く 友 りしゃ否やは不明なるも 、 開拓

日 f台湾きと、輸入は全く 僅な る舶舶に依るのみなれば、現今にありでは若干の品種を除きでは 、

在来種と外来種とのWI別をなすを得るも 、 将来 l乙於ては記録に依るにあらざれば、区別し難き

に至るもの多きに至るならんか。

VII. 有用植物

熱帯は太陽の光税強烈にして温度高〈、植物の生育旺盛を極め、共の森林の如き到る所欝蒼

として有用なる樹木繁茂 L. 共の種類型富にして珍奇なる植物~ VC富むのみならや、凡百の有用

植物を包有し、吾人人類の日常生活上4応援なる閥係を有する1ì ﾞ 0 I1!P ちチーク、シタン、コク

タン 、 タガヤサン等共の他の唐木知の如き建築、橋梁、船自Ut. 装飾用材を始め、米、砂糖の如

き日用品。規那、肉枝、古柄、 niこ根の如き弊用植物。開革、胡搬の虫n き晴好品。棉花、ゴム、
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コプラの如き工業原料。茶、劫11珠、カカオの如き飲料。共の他の有用なる香料、 ，泉質等を産じ

文明の必需品は殆ど熱帯K/:11づると間ふも敢て過言にあらざるべし。e 多!とに熱帯地方に於ける香

料植物並に薬用植物等は、佐古より主主主せられたるものにして、香料植物の如き印度地方に也

は夙に宗教上俳前に窯し、且身|慌を清河・叉健康と主主すもの友りとの思想を有 して多量に使用じ

物々交換時代の重要物産となれ植物より芳香性邸glEfu を、 i 初めて蒸簡装置に依りて製/:1:'，せし

も亦印度人左りとし、叉襲用植物として欝療上共の需要肢き出l那、古初等を初めとし、古くよ
• 

り土人間に{健在築として傘重せられたる、~~~慢ヨヒンピンの、原料植物たるヨヒンベ(Rαω仇ysl-

alぬ ， yohimba Pierre.)' も熱帯亜弗利加に産し、叉古来肱病の特効薬として著名なるチヤウルム

グラ泊及び大風子油はピルマ、シヤムイ及び印度等の熱帯地方に産する Tamlcto.qel1 os Ivw'z'l'l 

King. 及び I-Iydnocα?"P'Uß anthel11ゆdhica Pierre・等の子宮油より得るものにして、 l欲洲諸園が

今日の如く熱帯地方に植民地殻展の動機をなしたるは、貫主に之れ等香料、諜料等を符・んが矯な

りと謂ふを得可し。

由来熱帯植物は菅K繁殖生育旺盛なるのみならや、共の掃荷fi も:#極めてよÆかにし℃、 来百補

正p.球の有用植物相互に各地に偽:撚・して、熱帯産業の一新紀元をなすもの少からや。 gpち熱帯植

物は共の移椀停播容易且風土の馴化速かえ主るを以て、交通の使開くると共に熱帯地の開設益有

進み、諸種。産業愈々興。る友人故に熱帯を目して官源と調ひ、賀!車と稿するは、喝党有用;植F植直

物の利用問護に外1友主らすやてコ:

而して我園に於て、熱帯有朋植物~私九E牧穫し得る地方と しては、 N'*n白木島の中央以南よりt

八重山列島、\蓋湾、小笠原島及び干日洋委任統治地等の 、 主主;t毘組端氏 20 度以上;の地域友 りと u、

之れ等の地方 l亡於では轍入熱帯有用植物にして.重要主主る生産物の地位を白むるもの少からや。

今小笠原島に生育する自生~ìf:qと外来熱帯有用植物に就て、記述すれば弐の如し。

C 1 )主要林木

主主に主要林木と栴する怯.小笠原j誌に於て士宮林に泊する主なる樹種友りとす。

11J来小笠原島咋於jする逝林木たるや、持ど全部熱帯|生の樹木にして、島内自生林木~I~ にも 、

銃に著名友!るオガサハラクノ\ 唱 テ リハハマボウ、テリハボク等あり。又熱帯及亜熱帯地方よ り

輸入せる樹置にして、特殊f1J1;;J'þJ(は特妹林産樹ßlJ:.等共の種類多じ。 ・

今小笠原，臼に於て浩林の主木に充首し得る樹種の、主主主るものを示せば次の如し。

オガサハラクハ テリハハマボウ テ リハボク センダン シマボウ ヤロ ー

ド シマムロ ムェンヒメツノ〈キ シマシヤリンノfイ ノ、スノハギリ アカウ

サIンtセウ マノレパイスノキ コブガシ ム=ンイヌグス シロテツ アカテツ

グロ テツ ー マルパヤプュツケイ シマモクセイ

ア

キ
ン
ノ
=ヱム

ンム

'
キ

,,
J 

ナ
ル

，

バ
ホ
チ
マ
タ
シ

h
ノ

市
h
モ

ウ ラ4ジロエノμキ ... シマ夕、イミンタチバナ ムクロジ

ヲガシピ hオl ガサハラピ白ウ， ゴぷコヤシ ノ，γ シ オガサハラタ:;rノキ ー ムι

νへゴ マノしれチ . (W上自生植物)
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モクマワウ

サルスペリ

ホウワウ

ナンヨウスギ

フクギ クヌギ

シノブノキ

インドチク

カウェウーザン

グルベルギア樹

ユウカリ ttt アカギ クロキ

インドゴムノキ

小笠原島の州生成熱併有川村I 物にま比て

鉛三宮ピヤクシン ‘

キンキジユ

リウキウ 7 ツ

ガジュマル

サウシジユ

タガヤサシチク

シタン

チークボ、ク

オガタュジンシ

、
h

ノ物心札
冶

ω
v
t
仇
官
年
・

ナ
陳

れ
7

1

」

キ

ω
マクロヨナ

クスノキ

ビルマネム

T コウ

マホガニーユ/

ギンカーブクワンボタイジュマノキ

物

小笠原島に於ける薬用植物の栽埼試験は. ~~~て内務省の委託を受けて小笠原島屈に於て、大

正 7 tq三より大正 9 年迄施行せしととるりと雌、規模小なり し常め、共の成果の見るべきものゑ

かりしが、林業試験場小笠原出張所に於ては、設立以来廃く熱帯探m植物を集め、之れが栽堵

K
H一

'K
M引Jlj 藻( 2 ) 

試験を行ふと同時に、諜m自生植物の調五を行へり。市して共の内コカ 、 デリス等の如き共の

栽均成績、性;状等を明にし、康くよ己聞の企業に資したるもの亦砂からや。

今小笠原島に於ける、自生1立に外来襲用植物の種類を示せば次の如し。

シマボウ

サル トリイ

イヌホホゴキ

ネナマカヅ、ラ

アカウサンセウ

ムニンビャクダン

れマアヅギ

ココヤシ

ハマゴウ

モクタチバナシマタイミンタチバナ

テリノ、7G'クセンダン

ノ、フ'

ワラピ

ハマナタマメ

フウタウカヅラ

ヤマアサ

シロツフ、

シマゴセウ

マサキフヂ

ヰノコヅチ ギシギシ

カタパミ (以上自主1::植物)

根
マ
吐
テH

Hノマ

ナン
ア

セ
シ-

ア
レ・

ノア

ノミ、-1アキナビャクダン1.(".藤

コエンド ‘

デリス

工ムベリ

コ{ヒノキ

ベルノ=ア:アンテルミンテカ

キパナケフチクタウ

ヒマ

コロシント

ツハブキウスベェ=方、ナ

コカ

アヨワン

ヨモギ

ア:リベス シロバナテウセンケフヲユタクウマツリカ

ノ、クメング:プレギウムヒギリムラサキノくナテウセンアサガホアサガホ

タイワセキリツオホノ〈コオリヵーナム:ブルガラネペク:カタリアカ

シ -\'ァウウコンヮア=ラソテツ

ニ フ

カンナ ビス:インデ‘カンアプラギ リ

アロヱ:アルボレス

シ トロネ ラ1/I

ク-
一

ン-
一

)，W.梨パナ、アロー Jレ { トtI 

レモンヰEハマスゲクジャクヤシテッポウュリセンス

スクスノキリi7カ。ンサルサ~1~ミドリザ喝ンコ→F クロH
-一
広
凶

訪
μ
如

何
回ヤヵチ

インドボダイジユ

ン
以

<(
ノ

ン

グ

ー

テ
ヵ

h

L

n

y
s
-
-

い
い
レ

，
ン

，

一υ
ベ
ヂJ,,h 

ア
ア
ウ

リ
一
リ
レ

ユ
t

ナ
に

叶
-
恥

刊
タ
'
W

ス
守

メ

パンレイ円

レ

ゴ、パンノアシ

セイロンベンケイサウ

プツサウゲ

クロヨナ

フヨウ

ウ凶
リJ

タ
。
一

η
ア

γ

ジ
キ

川4

ノ

ウ
、

ロ
、
コ

ン
ン
ピ
マ
ケシ

ハウ

ハス

モン

シロノごンジヤ クロアカバンジヤクロジラウ

上外来植物 )

物

我閣に於ては香炉l は薫香料として肌 fl:尊重せられたりしが、 l り Jj治年代に至り諸外閣との交通

頻繁と友るに及び、 制収閲す る朝日、技術の進歩と共に共の肱用も般大し、樟Hfàì 、 持出;ゐ

有立米!杏( 3 ) 

主「峰、我聞の重要因産品として多制陀輸出せらる L 等、持の他聞内に於て得らる L 芳香揮殻油
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多 lHjし尚圏内製浩に主与する香料にして、熱帯地方より共の原料の需要を仰ぐもの亦砂から

す=。市して林業試験場小笠原出張所に於ては、之れ等熱帯地方t亡産する貴重なる香料槌l仰を総

入して栽培試験を行ふと同時に 、 自生純物の性-!{;It用途等を調子E研女しつ L ありて、レモン3官 、

シ トロネラ草の如き今や小笠原j誌の主要産業を友すに至れり。

今小笠原島に於ける香料植物の租瀕を示せば次の如 し。

シ マム ロ ア カウサンセウ マルパヤプ=ツケイ シマモクセイ テリハボク

ハマゴウ ムニンクチナシ ム=ンピヤクグン ムエンカ ルカヤ (以上自生知立物)

レモンサウ シトロネラサウ ヴェチヴエル クスノキ ピヤクダン ユウカ リ

位J マツリカ 鉛三宮ビヤク シ ン イランイラン ヤコウクワ セイロン=ツケイ

ポゴステモ ン ホ ト ウ キンガ、フクワン ザマュ ラ ノミチヨ 戸リ ハグカ

ネペタ:カタリア オリ ガナム:プルガラ テッポウユ リ (以 l二タト米布~~(物 )

( 4 ) 樹脂及油料植物

熱帯地方には諸屈の 11旨油植物頗る豊富にして 、 共の内最も重要なるは 、 護訣樹類、古川l冊子

油fJ冊子.オリー ヴ、 ï;!~腕:等主主り とす。

今小笠原島に於ける之れ等樹脂及泊料植物の種~~を示せばーたのがl し。

テ リハポク ハスノハギ リ マルパヤプ=ツケイ シマルホル ト ノキ ココヤシ

クロテ ツ オ ガサハラタ コ ノキ (以J二自 生植物)

インドゴムノキ マニホッ ト ゴ ムノキ アメ リカ ゴムノキ ノζ ラゴムノキ シロ

メ ゴムノキ ア ラ ピヤ ゴム リ ウキウマ ツ アプラギ リ タイワンアプラギリ

ナ ンヤ ウアプラ ギ リ セキリツ セイロンオリープ ア ブラヤシ ノ、ゼ、ノキ

タイ ワン ウ Jレシ オ リー プ ト ル ー パルサム キ リ ンクワク ヒマ ツバキ

落花生 メラレウカ ヒ マワ リ ヒメヒマワリ ゴマ ギンガ フク ワン (以

_I-_外来植物)

( 5 )染料及草卒植物

古来天然染料殊に植物性染料は 、 西暦紀元前よ }り ;諸般の染色に用ゐ ら れたるも の なるも 、

1856 年英国の化墜者パーキンに依札 コールタール染料の護明 されし以来天然染料は年々共

の需要を減退し、今や人法染料卸ち合成染料に全 く m倒さるるのi出あ りと ffijl~色津のfC!:靴、趣味

の蒼古或は衛生上のものを得んと欲せば、依撚他物性染料に依らざるべからや。 殊に熱帯植物

にはロツグウード . ス ハ ウ 、ピ ツキサ等古来著名古主る染料少からや。叉小笠原島の自生種陀も .

染料に供せらるるもの多し。今共の野生樹木中染料ーに初、:せらるるも のの色樺染色法皇!ji を示せば

次の如し。
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l)f[ 類

モモタ マナ 生葉

向 上

同よ

モモタマナ 樹皮

|司

l司

」二

上

シマシャりンパイ樹皮

|司 上

ヒ メツバキ樹皮

メツバキ樹皮
回日ごマ シヤ リン 戸、イ松jß[

シ寸タイミンタチ バナ 樹皮

オガサノ、ラグ ノ、鋸}育

l司

オカョサノ、ラ グノ、 樹皮
配メツ メ キ樹皮

上

ノヤ シ生果

モ グタチ バナ 樹皮

ヤ へヤ T アテキ 生根

l百] 上

色 1耳:

淡黄 色

Tl!í.オリープ色

幣黒褐色

i炎禍色

I 1il'i J主褐色

赤黒褐色

ìt!i:赫褐色

!J?， 掲色

赫褐色

1議i電波赫縞色

m，裕色

黒褐色

情 1売黒字詰色

i良褐色

議黒色

黒味~汚染す

鮮美黄色

樺色

3発 色 法

浸出 1l/i に浸漬 L換:第 l二温度を高め煮渉f\ 10 分 11司。

高官酸餓にて媒染水洗 u受出荷1液にて煮染。

高青酸餓 10度のもの l こ 1 時間浸溢水洗 ι浸出液!こて
煮:染。

浸出液 l二浅漬 L沌rr次温度を高め義務1\ 10 分間。

グ ロー ム 明撃手、重 グ ローム酸加里媒染。

硝酸鎚 10 度のものに 1 時間下漬水洗 L 浸出液 i こ
て煮;染。

浸出液 l こて 2 同煮染。

前同断なるも酷酸餓の媒染たなす。

皐寧駿下漬、 ni ì国石岡着、 浸出液煮染。

率寧酸下造、明撃手媒21主、浸出液煮染。

檎酸鋭媒染、浸出液煮染。

浸出液煮染、百昔酸鍛媒U~。

浸出液煮染、 硫酸銅主役染。

浸出液配合煮染、グ ローム酸加皇、.\v..寧酸媒染。

ロードilb下演、硫酸鍛媒染 、 i受出液煮染。

浸出法煮染、酪酸鎚媒染。

浸出液にて煮染。

ロードit\l下潰 、 浸出液煮染.

上記の如く本』誌には染料となし 、 叉単~~f.原料として利用さるるもの多 しと到し共の車率含有

量等の調査せしもの砂きを以て、比較的盟富に して、而かも車工事含有量の多量或は染料生tの他

の成分の有望と思惟せらるる種類にJjJ北て、林業試験場に依頼分析せし結果を示せば次の如し。

単寧合有量(供試 I~\ 100 分中 )

乾物タンニン

樹 干重 区 分 | 水分 |二一一一-I :_
(%) 

可~ lr τ1 1 酸化法 1 1主粉法

平宇 皮 14 6.3 7.0 5.9 7.3 8.2 

中日 忠、 樹 ヰ且 皮 15 5.9 6.9 5.8 6.9 8.1 

請河や、ニ 16 0.8 1.6 4.8 0.9 1.9 

幹 皮 14 2.4 4.4 3.8 2.8 5.1 

ム ン ヒ メツ ノミ キ | 根 皮 16 3.3 7.5 3.9 4.0 9.0 

葉 13 4.0 6.5 5.1 4.6 7.5 

幹 皮 17 2.3 :4.0 4.2 2.7 4.8 

ア カ ギ i 枚 皮 20 5.7 8.8 2.4 7.1 11.0 

1葉 16 1.4 2.3 7.4 1.7 2.7 
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樹 干草 区 分

斡 皮 17 3.8 1 2.9 11 4.6 

" ロ 三事 ナ I ~、艮 皮 13 

葉 18 

車宇 皮 14 
37 l 58 | 

6.3 4.3 6.8 

シマサノレス へ. l 枚 皮 16 。 6 .'1 I 7.0 6.7 7.6 8.4 

可ンmp= 17 8.7 I 10.0 8.3 10.4 12.2 

幹 皮 16 
46(155 | 

3.7 5.5 18.4 

モ グ 『司F ワ ウ |松 皮 12 7.6 I 10.6 4.4 8.6 12.1 

業 lS 2.7 I 3.8 5.0 3.3 4.6 

ヰ宇 l文 ]3 3.2 2.3 3.7 4.6 

シマシャリ ン ノ《 イ |枚 皮 15 4.8 6.8 1.5 5.7 8.0 

業 14 2.4 6.0 5.8 2.8 6.9 

幹 皮 13 4.8 3.9 5.5 18.5 

V ‘マ 古f ウ |根 皮 13 5.4 7.4 2.9 6.3 8.5 

葉 16 56 6.8 6.4 6.6 8.1 

主主 Z主 10 0.9 3.8 

テ. リ 手足 12 0.3 2.1 4.2 

主主 14 。 . 8 33 16 

3.2 6.0 
サ Jl〆 ス へ-

業 18 4.0 5.7 

車争 皮 14 5.1 8.2 1.7 59 9.5 

コ 7' カ' シ 本民 皮 15 6.1 13.6 7.5 7, .2 16.0 

繋 14 0.8 1.7 4.2 0.9 1.9 

幹 皮 13 0.4 1.1 39 0.4 1.3 

ヤ ロ ド オ足 皮 14 0.4 1.4 7.0 0.4 l.6 

葉 15 0.3 0.7 7.6 0.3 0.9 

事宇 皮 14 3.5 5.3 2.7 

モ " 
Jj チ 2ミE 十 根 皮 15 4.1 16.4 4.4 4.8 I 19.3 

3定 ]4 0.8 1.3 5.6 0.9 I 1.5 

斡 皮 12 0.1 1.3 2.5 0.1 1.4 

オカ. サ ハ ラ グ ハ ヰ足 皮 13 0.1 2.0 2.1 0.1 2.3 

葉 17 0.2 5.4 5.0 0.3 6.6 

斡 皮 16 5.4 lU 1.7 6.4 9.6 

エノ 寸 ホ/レ ノ キ 小且 皮 17 5.4 9.0 1.1 6.5 10.9 

ヨ長 12 7.5 11.7 3.8 8.6 13.3 

幹 皮 22 7.5 1l.6 3.5 9.6 14.8 

ォヵ・サハ'7 *~ チヤウジ キ民 皮 20 10.2 17.0 2.8 ]2.7 21.2 

3奨 1 主 2.3 7.2 3.4 2.7 8.4 
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樹 号車 区 分 水
| 戸 ンニ ン | タンユム 「1 J ' 1| 自費 I七筏|皮相'Ji

%1 % I % エンラ4

斡 皮 ]4 5.0 70 3.0 5.8 8.2 

シマ タ イ ミンタ チノマ ナ I ;fl~ 皮 ]4 6.7 9.7 2.6 7.8 11.3 

薬 1凸 4.1 R 7 2.2 5.1 ] 0.3 

車率の分類(試薬反日産に依る分類)

樹 れ分 | 蹴酸 | 臭素水 | 稀硫酸 | 鍛明磐 | 尚治| 底

幹皮 紫紅色 資~t:.ず色の J光波 {e 続 1~の沈澱 {e ~~級色の沈澱 黄生す色のlt澱金 カテコー Jレ
生ず i:'生ず

赤褐色" V~t紘色 " 燈黄色 " カテコー jレ

葉赤褐色資色" 赤褐色" 総色 " 黄色 " カテコー jレ

r.~~褐色 H 波紘色" 淡黄色 "
ムエンヒメ

根皮 52 紅 色茨色 " 茨褐色" it'U:J，色 " 程黄色 " カテコー/レ

ツ ノ〈 主号

3定紫紅色筑赤色" 褐色" ~札[ 13 /1 黄色 " 力 テ コ ー jレ

淡褐色 H 波紋色 " 笈色 " カテコー lレ

ア カギ|根皮 l紫紅色I JJl色 H I ~赤褐色" 政級色 ， ' 淡黄色 町 カテコー jレ

赤褐色" 藍色" 不整遅 ピ ロ カ。ロ ー/レ

赤l.í.軍ち司色の液さ 平話色" 生ず

グ ロ ョナ 1 桂皮 1 1ß.紅 1f1. 1 資色" | 淡を質且三?問澱 ?f;、褐色 " 淡黄色 " 力テコー jレ

色 11 淡支色" 赤褐色 υ 淡黄色 " I カテコ ー lレ

盤 ワ 1怪色" 不謹 ピ ロ ガロ ー /レ

サシ ルスベマリ I 枝皮 I紫赤色I耕不品爪嬰:"11.:::wt Il n~凶 淡精舎，の;先澱
~ 色 ' 不 告を ピ ロ カe ロー jレ

{e生す・
黄色の沈澱昔日 ピ ロ -jl ロー 1レ.j 'k. 弔 H~品 11 .... 岳、 -

色" 温するご消火 中
--r 

泌総色" 1生青す色の J光搬を? カテノ コ-)レ

モグマワ引筏皮 l紫紅色i 焚色 H 赤予白色 " 泌総色" 笈色 " カテコ-)レ

色" 赤f~色" tk緑色 H 黄色 H カテコー/レ

色 町 黄予白色 " 決紘色" 黄色 " カテコ ー lレ

シマシヤり I flUt I~ f�: ~! 根皮紫紅色 1在色" 方、禄色" 浪総色" 笈色 " カテコー Jレ
ン ノミ イ

赤褐色" i民総色" 笈iD， " カテコー jレ

赤褐色" ~色" 黄色 H カテコ ーノレ

シマポ刊誌皮 if 紅 ~\ 矧色 " 3草色 " 校赤色" カテコー ル

経 褐色" 議も" 不 整盟 ピ ロカ。 ロー lレ

，戸ーー、、



i フオ川ン |
及稀強酸

l 叩の沈澱 !ー
を生ず I

N ノ

| 黄赤色 FF

1
カテコー Jレ

黄赤色"カテコー Jレ

| 不
| 不
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1t.i 撃事

深級色 11

明

色町

蹴

き，'[<

| 赤禍色 11

| 冷アルコール
| に可溶
| 淡赤褐色付

| 淡赤色"

政1硫手話7]< 

資色の沈澱 {t:'
生ず

jf;(_紫色 11

素央同一|手車樹

テ、、

ピロガロー lレ霊登

ピロカーロ ー Jレ

カ テコ ー J>

カテコー jレ

| ヵ テコ ー ノレ

ワ
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を
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'
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4
U

一

づ
ノ

一

コ

深絡色"

色 11塁詮

基盤

資色の~;t澱を
生ず

黄色 11

色 11

赤羽色"

主差
サルスベリ

赤褐色の液

淡黄色 11

不

壁建

華経

不

色"赤褐色の液

赤褐色の液

色 H

| 幹皮 |椅
キロード | 根皮 |褐

現I~

9 

レコ一
ア

カ
九
乞

制
附

F

沈

F

の
色
色
?

腕
悦
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燈

量豊不

護

主主

色"色 11手話色"

レ

レ

/

/

 

F

F

 

コ
コ
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-
ア

カ
カ

青紘色 11燈黄色"色 H

グモ

タチバナ

色"

カ テコ ー jレ

+笠

。i燈色"

青級色 "

淡級色"

燈黄色 11

-

F
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一
色
色
色
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赤
赤
赤
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色"

1 幹皮|浪赤褐色! 淡燈色 f'
す 1lサ ハラ

| 枚皮 |浪赤褐色! 淡燈色"

葉
l

紫紅色1 ])主

紫紅色| 校

lカテコ ー Jレ

| カテコー lレ

| カ テコ - }レ
ピロカ

e

ロー/レ

授紫色の沈澱 1
を生す~

-...... 1./l.11゙:>" j カ テ コ ー

燈策色 "

カ テコ ー /レ淡撹色"談緑色 "

淡褐色"

賀補色"百E
4 色"

濃級色 "色"

i 禍
淡褐色"

色"色 11

~ 

淡笈色"

I *'r1L I~ ~U: iõ， 1 紫色の沈搬をl 斡皮 |紫紅色| 坐ず
ォヵ・サノ、ー I

! 恨皮 |紫紅色| 黄色"
ポチヤウジ 1

主主褐色 11色'"藍
シマホ lレ

型遊

濃総色"

不色",1;1; 
JU. 

色"

替主紫紅色| 不
キノ

カテコーノレ

カ テコ ー jレ

波紋色"

赤褐色"

赤褐色"

栓黄色 11L農M<色"i災補色"色"

褐色 -;:-1 護色" I戸7 1二二;
カ テコ ール

色 fr

色" 色"tを色"藍赤褐色 11
シマタイ

ン !J. 二子メ十

色 ;f

以上の成績に依れば車率霊の根皮に多いもの 8 種、~[~皮に多いもの 5 積、葉に多いもの 4種

にして、概して既往E昇率材として知らるる樹種に比し、皐寧含有率多からざるが如しと到し之

れ等は供試木の樹齢等に依るべく 、其の多くはJI{i等材として利用し得るものな りとす。而して

カテコ ー jレ位色"藍淡稿色"色"
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之れ喜多樹種のE昇率の所属は多くはカテコ -;L-JJi) I'Lして 、 ピロガロ ー ル届のものは砂きが如し。

今小笠原島に於ける植物に して 、 1fI率料叉!ま染料等として利用し得る植物の租瀕を示せば次

の如 し。

オガサハラクハ シマボウ ヤロ{ド ムニンヒメツ バキ シマ シ ヤ リ ンパイ

コブガシ

ボチヤウジ

モクタチパナ シマタイミンタチバナ シマホル ト ノキ オガサハラ

ム エ ンクチナシ ヤヘヤマアヲキ (以上自生すι物)

スハウ ロツグウ ー ド ヒルギ ベニノキ モクマワウ サウシジユ キン

キジユ フクギ サルスペリ アカギ ピンロウジ デ リス 魚、藤 ーマ

ンゴ クロヨナ ウコン ウコンノキ ミラポラン ( 以上外来i'ì(i物)

( 6 )繊維植物

繊維植物は其の意味頗る蹟義なりと jùjt 、 主主に設i!!主せんとするは林業試験場小笠原出張所に於

て調査研究せる網索料、 織物、 1 1I百子共の他の編物、製紙原料植物等を共の主主主るものなりと

す。而して小笠原島に於ては 、 マエラ腕は土質並に降雨量等の開係、上成績良好ならや。叉カポ

ック綿は風害を蒙りて . ~象j自の成mを皐げ得十とll\j[ 、 サイサル、 トラノヲ等の如きは頗る好成

誌を長しつ L あれ

今小笠原おに於ける繊維植物の種類を示せば失の如 し。

ヤマアサ テ リ ハハマボウ ム=ンアヲガンピ オガサハラビロウ コ コ ヤシ

ム ニ ンツルアグン オガサハラタコノ キ イオウトウフヨウ カラ ピ ンラセンサウ

オガサハラモクマヲ シマイチビ シマクマグケラン チク リ ンクワ クロガヤ

丈繭 ヒメクグ ト ロロアフヒ ホソパキンゴジクワ キンゴジクワ(以上自

生植物)

サ イサル リウゼ、ツラン チトセラン

ナマサ ウ キワタ フヨウ ソテツ

ラ ミ カウグ イ ト ラン キミガョラン

ウ マヲラン(以上外来植物)

( 7 )食 用 植物

ゲツタウ

鳳梨

トウ

アパカ 沖縄パセウ パ

パナ、 ヘチマ アプロマ

カミカヤツ リ アンペラ サ

食m純物は共の範囲極めて院汎なる も、 ままに記載せんとするは普通の琉菜類を除け る .熱帯

果賞、 被粉及飲料植物、 共の他食用加工料植物等なり。

由来熱帯には食用植物として 、 砂糖の原料たるtl .薦、 米‘ 甘藷等を初めと し、 各種j倒防植物

飲料植物、 F吉好植物、 ~ミ貨喜多共の韮~1.主るもの頗る多し 、 就中果物の盟富友 るは温帯等の比l亡

dうらや 、 菅に共の種類の豊富なるのみえ工らや、 美味にして滋養に富むもの少からや、卸ちパナ

ナ 、 パインアップル 、 パパヤ 、 アボカ ー F 、 マンゴ 、 パンノキ . パラ ミツ、ココ ヤシ等共の主

なるものに して 、 パナナ 、 パンノキ等の如きは滋養と食料的慣値多大なるものな り、 叉彼の果

物の王或ば女王として知らるるマンゴスチン、 F リ ヤン等も亦熱帯果置な り 。

今小笠原烏に於ける之等食用植物の在隊員を示せば弐の如し。
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;tガサハラタコノキ ノヤシ ココヤシ シマホルトノキ モクタチパナ シ

マボウ アカテツ ヒメフトモモ マルパナハシログミ オガサハラオレンヂ

オガサハラカヂイチゴ シマミツバキイチゴ チチジマイチゴ イヲウトウキ イ チ

ゴ ケホホヅキ(以上自生植物)

パナ、 鳳梨 トゲパンレイシ アノナ:パラス ト リス ギウシンリ パンレ

イシ アボカード 文旦 マトウ文旦 オレンヂ ナツミカン ダイダイ

ブシュカン ワンピ クサイチゴ モモ ゴレンシ ホトウ レンプ サ

イナムチヱリ{ グマリングウ リウガン ライチ ビンロウジ ナツメヤシ

レモン マンゴ ノ〈ンジラウ アカノ〈ンジヤクロ シロパンジヤクロ パパヤ

ザクロ ホトウ ホウライセウ クグモノトケイサウ オホミノトケイサウ

カキ イポメア:ノ〈タグス アメリカホ、ヅキ トマ ト ピベル イチヂク

アイギヨクシ サポジラ カリスサ:アクミナタ カリスサ:グランタイフ ロ ラ

パンノキ パラミツ セキリツ コ戸ヒノキ ココア チヤ オクラ ロ

ーゼル ソテツ アロールート タピオカ クズイモ ヤーム 甘庶 落

花生 ツハフーキ (以上外来植物)

( 8 ) 槻 賞 植物

熱帯槌物には美葉、 美花を有する種類多くして、制賞"に供せらる L もの頗る多く、 E去に利1I子

類、 羊歯類等には観賞植物として雅致あるもの砂からや。而して小笠原島に輸入せる之れ等熱

帯観賞植物にしてアレカ、フェニツクス等の如き、自正占に開花結宜 し、百í7f三育成田の母樹と 1'J.れ

るもの多し。叉カラジユ{ム、フリージア.アマリ、ス等の虫IJ き新種を育成し 、 観賞他物とし

て盛に移出せらる L もの砂からや。

今小笠原島に生育せる植物jにして、 Wüi.賞用として償値あるもの L 極類を示せば次の如し。

リウピンクイ リウピンクイモドキ コプ ラ ン マルハチ テ リ パヘゴ ム=

ンヘゴ スキヤクジャク イハホウライシダ ムエンシグ オホバカウザキシダ

オトメシダ ォー キナハクリハラン ムニンサジラン シマサジラン オホタニワ

タリ タマシダ ムエンタマシグ タチシノブ シマシシラン オガ、サハラ

シシラン マツノミラン シマムロ タコノキ アフギタ コノキ カウ ラ イシパ

ココヤシ ノヤシ オがサハラ ピロウ キキヤ ウ ラン オホハマオモト オホ

パエビネ シカウラン チクセツ ラン イモラン ムニンシュスラン キンギ

ンサウ シマクモキ リサウ シマボウラン ムニ ンラン ムエンツレザキサウ

ムェンキヌ ラン ムエンセンエンサウ ハスノハギリ アヂサヰ コパ ト ペラ

マルノ〈イスノキ ホソノ〈テンノウメ シラヂテンノウメ シマシヤ リンバイ チ

チジ 7センナ ムエンデイコ ム=ンモダマ ヒレ寸戸 ンシ ョウ ム=ンイヌツヂ

ムニンマサキ ハウチハノキ テリハハマボウ イオウトウフヨウ ヤマアサ

ヒメツバキ テリハボク アツ・パスミレ アカパナアカテツ ヒメフトモモ

ム =ンノボタン ハハジマヤヴデ チチジマヤツデ ム三ンツツジ 。 み エンタャ
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シャンボ ハマボ、ツス オホハマボツス イソマツ ウチダシクロキ チチジ

マクロキ ム ニンネズミモチ シマモクセイ キノ〈ナヒルガホ ムニンヒ Jレガ「

ホ モミヂヒルガホ ナンヤウアサガホ シマカ コサ ウ ムエンタツナミサウ

ムニンギセル シマウツボ オガサハラテ チナ シ マルパシマザクラ シマ4fク

ラ オホハ7キケフ ナンカイヒナギキヤウ iモクピヤクカウ (以上自生植物)

ホウラ イシ グ、 クジャクシグ オホパノホウライシグ アヂアンタ ム:グランデ

イフロラ アヂアンタム:グラシリマム アヂアンタム:プルチエラ アヂアンタ

ム:トラペヂフオ{メ カウーザキシダ ベ レー ア:テルニホ リ ア ジヤワソテツ

ソテツ イテフノキ マキ アラウカリア:ピドウイリ{ アラウカ リア;カ ン

エンガミ {

ホウワウチク

ネズミサシ ホソノξタコノキ

アレカ:アルパ ピンラウジ

アカタコノキ フイ リ タ コノ キ

アレカ:ルテセン ス クロヅク

カ リ オタ:ソボリフェラ クヂヤクヤシ ココス:カムベストリス ココス:コロ

ナタ ココス:ロマンゾフイアナ ココス:ワデヱリアナ コリファャシ ト ク

クリヤシ トククリヤシモド キ ケンチヤ:ベルモレアナ ケンチヤ : フオルタ リ ア

ナ ヤハヅヤシ ケンチャ:サンデリ アナ リ ヴイス トナ ; ロンギフオリア マ

ルテイネシア:カ リ オテホリア ダイオウヤシ プヱ=ツクス: カナリンヱンシス

ゾテツジユロ フエエックス:パラデ、=ア フエュツクス :ロペリ=ー ブエ=ツ

クス:テヌイス フェ=ツクス : ゼラ=カ ピナンガ : ク{リ クワンノンチク

シュロ チ ク サパル:ヂスプローツ サパJレ:ハナウェンシス アグ、ラオネマ:

ヴエ Jレ シコラ 戸 タイワンクハズイモ グハズイモ アンツ リ ユ ー ム:アンドレア

ナム アンツ リ ユーム:セルゼリアナム アンツ リューム:ワルケアナム カラヂユ ー

ム ホウラ イセ ウ ポソス フイリアナナス ツツアナナス ブロメ ワ ア ム

ラサキオモ ト アロエ:アルボレスセンス アロェ:サボナリア アスパラグス : ミ

リオクラグス アスパラグス:プルモサス アスノζ ラグス:スプレンゲ リ アスパ

ラグス :テ ヌイ ホリ アス ノ、ラン フイリノ、ラン ヲリヅJレラン クンシラン

コウチク センネンボク 紫葉千年木 白縁取千年木 美~ミ千年木 朱赤株取千年

木 アマピ リス千年木 マスサンギアナ千年木 ゴ‘ルデアナ千年木 ノj、葉白保入

千五l三木 キ リン ノツメ テッポウュリ マヲラ ン ポウチトセラン オホパチ

ト セラン チ ト セラン イ ト ラン キミガヨラン リウゼツラン サ イ サノレ

アマリ リ ス ユ ー チャリス ジヤガタラスヰセン クモラン タマス夕、レ サ

フランモドキ フリ 戸ジア モン ト プレテア ニハゼキセウ ヒメパセウ オ

ホギパセウ オホギパセウモドキ ハナメウガ ハナシャウガ ダンドク タ

イ リングンドク カンナ フイリアロ{ル ート ナゴラン カ ト レヤ ・ガスケ リ

アナ ヒノデラン カ ト レヤ:スキンネリ コエロギネ:スペシヲサ シプ リ ベ

デイユム:カロサ，ム シプリペディ ι ム:千ン エン グネ デン F ロビューム:フイムプ

リ アグム コテフラン スタンホベア:テイグ リ ナ ヴアュラ ぺぺ ロミア
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チヤラン ベンプ'iJレボダイジユ イン ド ゴム ノ キ フ イリ ゴ ムノ キ カシワパゴ

ムノキ ボダイジユ ヵーヅマル グレヴイレア:ホルステ リ シ，ノプノキ

ア リストロ キア : エ レガンス アリス ト ロキア:グランデ、イフロラ アサヒカ ヅラ

ココロパ カンキチク プウゲ、ンヴイレア:ラテホリア ブウゲンヴイレ ア : ミセス

パッツ イカグカヅ ラ オシロイノ〈ナ ジユズサンゴ マツバボタン ハゼ、ラ

ンノ、ス ニムフェア:クロマテラ ニムフェア:デンタタ ェムフェア:デ、ボ.

ニエンシス ニムフェア:オ ド ラタ:ロセア ニムフェア:ツベロサ ニムフェア

:ザンヂノミリヱンシス ヒヱンサウ ナ ンテン ト ウロウサウ イワレ ンゲ

ヤマブキ ヒガ ンーがクラ プルヌス:マリテイマ セイヤウバラ ギン方、フクワ

ン 緋合枇 シロノくナソシンクワ ワウゴテウ ナ ンパンサ イカチ フデ、

ネムリグサ ベ ニマ メノキ ホウワウボク モンテンヂクアヲヰ 金蓮花 オ

ホパヂツキツ ヘ リトリアカリフハ アカヒモアカ リフ ハ アカリフハ 青紫木

クロ トン グレカムピア シャウジヤウサウ キ リ ンクワク シヤウジヤウボク

リ ウキウ ツ ヂシロバナシヤウジヤウボク ハナキ リ ン セイョウコパンノキ

カエデ、 ホウセンクワ フヨウ プツサウゲ 段1央扶桑花 風鈴扶桑花 ム

クゲ ツノくキ フクギ トケイサウ ベゴェア:アルギロステイグマ ベゴニ

ア :グロイレ ベゴニア:ヘラクレホリア ベゴニア: マクラタ オホパベコ ニ ア

シロパナベコ ェア ベゴニア:ソコトラナ ベゴニア;ウエ ト ステニ アニシツ位

ソノラ佐 楳3:; 隆肉玉 多花王 アイ リエ{ ス 有利パイ レスキア 梨r1t

果閏扇 刺無間扇 サボテン ポウサボテン サルスベ リ シマサルスベ リ

ゴパンノアシ ブラシノキ フクシヤ ハゴロモタラノキ プJ ミヤツデ キリ

シマ セイロンマ ツリ マツ リ クワ グラン ド マツ リク ワ メ{ドマツリクワ

イヌシロソケイ インドソケイ アプロマ ア リア ケ カ ヅラ アラマング:ウイ

リアムシ ケフチクタウ シ ロバナケフチクタウ タベルナモンタナ キバナケ

フチククウ ニチェチサウ シロハナ ニチ=チサウ タウワタ サクララン

イウガホ アサカザホ ノレカウサウ クラリンドウ ヒギリ グンペイカヅラ

タ イワンレンゲウ ランクナ シ ロパナ ランタ ナ チリメンジソ ベニバナサル

ビヤ パンマツリカ ォーホノくンマツ リ ヤ コウクワ シロハナテウセンアサガ

ホ ムラサキパナテウセ ンアサガホ ハナチヤウえ クワエンボク ナンテン

ソケ イ テコマ:スタンス ェランテマ ム:アトロ プルプレアム エランテマム:エ

)1.-ドラド サンチエヂア ス トロ ビランテス ヲケゲ j) 、':J ラ ローレノレカヅ ラ

サングン クワ キク オホテンニンギク ヒ マ ワリ ヒ メ ヒ マワ リ ヒヤク ニ

チサウ (以上外来植物)

嬰するに小笠原島に於ける自生~lt rc. il除入熱帯植物 I:I~ IL は、有m植物として頗る憤他あるもの

多く 、殊に貴重材としてのオガサハラクハ.テ リノu、マボウ、テ リハボク 、 シタン、コクタ

ン 、 グガヤサン。楽用植物としてのコカ.デ リ ス。香料植物と してのレモン革、 シトロネラ草
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食月j植物としてのバナす‘鳳梨、 パバヤ . 等の如き共の額箸怒るものに して. 何れも小笠原島

の主要産業構物たらやんばあ らやJ 尚叉此の外. 家高の飼料として或は緑肥植物j等として、 頗

る {買値あるもの亦静からや。

( 9 ) 有用植物一覧表

以上記載せるは小笠原島に自生若 く は外来植物中の、有用植物と認めらるる ものなるが、 就

中段に有用植物として利用せられつつる上叉利用せられん と する主要友るものの一覧表を示

せば次の如し。

但l L表r:Þ O I"日は一般j司詮を示し 、 ①印は共の最も主お: る 用注を示す。

小笠原J誌に於ける主なる有用植物

! ! 叩
(O ∞mmon u坦 ο 1110削汚日t p戸r口rln叩n叫c口'p 孟斗1 u山弓e吋) 

...-.... 

4tz 
障制三

'-< 判、

l 侃 ! 物
i Species 

リウ ピ ン タ イ
Angiopte ri当

sllbuppusitifolia de Vries. 

ム エンリウピン ~ イモドキ
M:lfattia boninensis Nakai. 

ヒロハリウピン タイモドキ
M. Tuyamae Nakai. 

コ 7マ アン

'Ophioglossurn pendulum L. 

寸 lレハチ

Alsophi!a Mertensiana Kunze. 

テ リノミへゴ
Ogurae Hayata. 

ムニンへゴ
'Cyalhea boninsimensis Copland. 

スキヤグジヤグ
Adianlum diaphanum Bl. 

才;

A 

@
@
⑨
 

ミヨ凶
』23 

制(0

。 @ 

o 1 @) 

。 @ 

。 @ 

。 。

O !O 

O !@) 
イ ハ ホウライ シ 夕、、

λ Farleyense MoaTe 

ヒメ タ ニワタリ
Roniniella lkenoi Hayata. O !@) 

ヒトツノミへツカ シタザ

'Leptochilus decurens l゚um. 。 @ 

ム ニンサジラン
Loxogramme bJninensis Nakai. 。 @ 

シ マサジラン
J. boninensis 

var. Toyoshimae I-I. It". 。 @ 

i オホ タ ュワタリ
Nedltupleris rigi4a F鐺. 。 ⑤ 

Jl 寸シダ
Nephrulepis cordifolia Presl. 。 @ 

, 
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植 Sp物eCles 
tTtz h 案ロ。 者主 ω

名

W刊戸.5 線角 時z∞己噌

タチシノプ
Onychium japonicum Kunze. 

オキナヌ、ウラポ ジ t

Phymalυdes scropendria Ching. 

すカ守サハラ シシラン
Vittaria bonincυla ， 11. It�. 

ムニンシシラン

V. ogasawarensis Kodama" 

フサシダ‘
Actinostachys boninensis Nakai. 

マツノマラン

psilolum n吋um (L ,) P ,de Beal玖

Y テツ
Cycas revoJuta Thunb. 0' 

りウキウ マツ
f 

Pinus luchuensis Mayr. @ 

l カウエウベ戸ン
Cunbinghamia sine,nsis R.' Br. @ O i 

i ナンヨウスaギR1 

Araucaria excelsa R_ Br @ 

エン ピツピ ヤ グシン
Jllniperus Bermudiana L. @ 。 !

シマムロ

J. taxifolia H et A @ 。

ムエンツ/レア ~"ン
Freycinet ia fo円nosar】a Ilemsl. 

var. boninensis Nakai. 

タコノキ
Pandanus boninensis Warb. 。

アカタコノキ
P utilis Bory. 

フイリタコノl キ
P Veitchi Horl 

グエ チグエ/レ
Andropogon muricatus Retz. @ 

インド チグ
Bamb皛a VuJgaris Schrad. @ 

レモンサウ
Cymbopogon citra'us Stapf, @ 

シ トロ ネラサウ
C nardus Rendle @ 

ハチジヤウスス キ
Miscanthus condensatus Hack 

サタウキピ
Saccharum "f五cinarllffi L 

グロカマヤ
Gahnia bυninsimae Maxim. 

、ニメ "'1/
Kyllingia brevifolia Rottb. 

7 ン ベラサ勺
Lepironia mL1cronala Rich , 

! ジ ョウヰ
Schoenus Hatl�rianus Nakai. 

第三 十 六 披

~:3 :Gl: 

S:::~ ~甘d o 議官 E 耳主 ω 互主 ω 若主草要 A 量 ミヨ E
何 c

吉署? ーペ 4誕百 -:: ω 
同gg ,:: ぜ1E宅云坦“E イ時同 認d縫 ~Õ 山.，..司、O 
翠 2 も最

。 @ 

。 @ 

。 @ 

。 @ 

。 @ 

。 @ 

。 @ 。

。

。

。

。 。

@ 

@ 。

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

。 @ 
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*" 
~Õ 弘

君句主 ω ~.同2 百ω 
主主】

?お+至。> ミ言 E
中直 ヰ相 名 求書 zz Q hピEデa 耳主・E川円亭庁 老血.，，_、 司吋C 自2叫E動L宮d 口� f智M刷、ロω E ロ』ゆ -= ω Species . 臨調=

刊戸 織 物 白i;門3d， 玄司QtLH5 縫 ~iilí 喜事。
秘υ :;! 料、。

1E 苦手
ピンラウジ

Areca Calechu L 。 。

ア レカ

A. Julescens Horg. 。

グジヤグヤシ
Caryola urens L. @ 

ココヤジ
Cocos nuci(era L 。 。 @ 。

アプラヤシ
EJaeis 邑uinien，i s Jacq. @ 。

ノヤシ
Exorrhiza SJvoryana nurret. @ 。

トググリヤシ
IIyophuri.Je anuricaulis Mart @ 

トググリヤシモドキ
II Verschatl鑞tii II. Lindl. @ 

ケンチヤ
Kenlia forrtariana F MuelJ @ 

すずサハラピロウ
Livisluna Loninensis Nakai @ 。 。

ダイオウヤシ
Oreod�a re,; ia II・ B. K. @ 

アエニーツグス
Phoenix Rucl,elinii O. Hrien. @ 

ナツメヤシ

r. sylveslris Roxb. 。 @ 

グワンノンチグ
Rhapis flaLellifurmis Ait. 。

シュ ロ チグ
R hurnilis Bl 。 !@ 

パナマサウ
Carlud"vica [nlmlta Ruiz. et Pav. @ 

カラヂユーム
Caladium Licυlor Vent 。

ホウライセウ
MonsterJ. deliciosa L冾bn 。 @ 

アナナス
Ananas salivus LindJ 。 I @

アスノマラグス

Asparagus tenuifoJius Kunth @ 

コウチグ
Cordyline lerrninalis Iζunth. @ 

ムラサキセン;f.、ンポグ

C. termin tlis Kunth. 
var. ferrea Bak. @ 

センネンオf グ
C termrnalis Kunth 

var. individa. @ 

白縁取千年木
C. ternrinalis Kunth 

@ var. marginata. 

美葉千年木
C lerrllinalis Kunth. var 
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者.'ghE '百5 eロq 

記E

者1ZE事4ト1呂2-FE 護喜主主ω 耳~凶FてU2 ヨ Eミヨ 若」→~手~.g SE  
キ直 物 名 ヰ尉主主.FE 4 

ljt( ~ ω 也J

Species 国S司OIC 判吉占 -ーm 

+ti 繰 1如
穏E

富士r【ωh、 g c 
主義 d時 l'iS占C f品 滅。

起F

封と赤縁取千年al i木sK  
C. lerminalis Kunlh. v:lr @ 

アマ ピリス千年木
DracaeDa amabilis @ 

マ スサンギアナ千年木
D. fragrans Galll. 
var. massaogeana @ 

ゴJレディアナ千年木
]) Goldieana Hor! ⑤ 

小繋白僚入千年木
わ sanderiana 1 王ort. @ 

チトセラン
Sュnsevie ria zeylanica ¥¥1ilJd @ 。

トキノ、サルトリイ バラ
Smilax boniDensis Nakai @ 

イ ト ラン
Yucca (�!amentosa L @ 。

キミカ。ヨラ ン

Y. Gbriosa L. @ 。

リウセ'ツラン
Agave americana J , ⑤ 。

サイザJレへンプ

ATigsairllaa r> Mill 
vaT_ sisalana Perr @ 。

アマ ?リス
Am:lTyllis BeJlarloDI1.1 T. @ 

すホノ、マオモト

Crinum gigas Nal叫1 。 @ 

タシロイモ
Tacca pioDatifida Fυrsl @ 

フ リジヤ
Freesia refracta Klatl. @ 

三尺バナナ
Musa CaveDdishii Lam. C 。 @ 

ミノミセウ
M sapieOlum L. 。 。 ③ 

ゲツタウ
Alpinia nutans Rose. @ 

グズウコン
Maranla aruDdiDacea L. @ 

ナゴ「ラン
Aerides japonicum Reichb. f @ 

すホバエピヰ、
Calanlhe I-Iattorii Schlechl 。 @ 

シカウラン
Cirrhopetalum boninense Schlecht. 。 @ 

チグセツラン
Corymbi~ subdema Schlecht. 。 @ 

イモラン

Eulophia Tυyoshimae Nakai. 。 ③ 

ムニンシュスラ ン

Goodyera bonineDsis Nakai @ 
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械 物 名 ロ』。。

J1ij 
liト~.~ l:: 

，且 組 i z倫zz 
ミ翌 E

宮署?ヨ ，ーzaコJ 
Species 刊E与.ー< 書誌白 d3唱主法司t里ミーc 5 幸義弘 側:同ヲ 古車υ コ 民(。弱。

キ ンキンサ ウ

G procera Houk 

シマグモ キ リ サウ
Lipa口5 hostaefolia Koidz. @ 

シマポウラン
Luisia brachycarpa C Wright. @ 

ム =ン ラン
Microstylis boninensis Koidz @ 

コテフラン
Phalaenopsis Aphrodite Reichb. @ 

ムエンツレザキサウ
Platanthera boni耳目is Koidz @ 

ザアュラ
@ Vanilla planifolia Andr 。

ムエンキヌラン
Zeuxine boninensis Tuyama. @ 

モグマワウ
Casuarina equisetifolia Forsl. @'  。

シマゴセウ
Peperomia boninzimensis Makino '0 @ 

ムエンエノ キ
Celtis boninensis Koidz @ 

ウラジロエノキ
Trema argenlea Blume @ 

ノマ ンノキ

A rtocarpus conamun店 Fυr5 1 ⑤ 
アメリカゴムノキ

@ Castilloa elastica Cerv 

ベ ンカソレポダイジュ
Ficus bengalensis L @ 10 

インドゴムノキ
@ F ela5tica Roxb 。

シ ロメコ。 ムノキ

F macrophylla ThumlJ 。 @ 

カシ ワパゴム ノ キ
F pandurata Hance. @ 。

ポダ、イグユ

F. religiosa L. @ 。

う~' ')1. 寸 }ν

I@ F retusa L 。

アコウ
F もNnghtiana Wall , @ I 

| 。

オカ'サハ ラグ ノ、
Morus honinensis Kuidz @ 。

ピヤグダン
@ Santalum album Linn 。

ムエンピヤグ /f ン

Exocarpus buninensis Nakai @ 

ウドノキ
Calpidia Ni,himurae Rehder & 
Wilsbn. 

o || @ @ ムニンセンニンサウ

Clemalis buninensis Hayata 
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案。 w: 

中直 物 名
4tt4zhztr t- 案申告ω E EL 

ヲ雲百周 1E5宝事ト宮= 門= 耳Eω 者主.t:lω 組事8i'芸品ヨi 
幸5ぎ喜Z 

よ手21 E 

Species 陸刊l.<.S 占 怒世主主主2 宮 哩主I-q弘5 
法暗世記，且

4時'同U 
権ヨ

<ー~ 
ド z潔 縫 秘

減。

号法

ノ《ン レイ シ

Anona squamosa L. @ .1 

イランイランノキ
Canangi Ulnυdυralum BailJ. @ 

グスノキ
Cinnanwmum Camphora Nees. 。 。 @ 

マ jレバヤプェツケイ
C p，eudυ-ped l1nc l1lalum Hayata. @ 。 。

ム=ンイヌタやス

Machilus boninensis Koidz @ 

コずうf ミノ
M Kωou Maxim. @ 。

ムヱンジロダ‘モ
Neolitsea buninensis Koidz @ 。

アポカ【ド

Persea gralissima Gaertn. f. @ 

ノ、スノノ、ギ リ

lIernandia peltata Meissn. @ 。 。

トウロ ウサウ
BryophyJlum calycinum Sa1isb. 。 @ 

コノt トベラ
PittospCHum parvifolium Hayata. 。 。

マ jレノマイスノキ
Distylium lepidυlum Nakai. @ 

ホ Y ノミテンノウメ
Osteomeles boninensis Nakai. 。 。 @ 

シ ラグテンノウ メ
。 lanala Nakai. 。 。 @ 

シマシヤ ザ ンノミ イ
Rhaphi"leドis wlegerrima H. & A. @ 。

サウシジユ
Acacia cυnfu a Merr @ 。

キンカ' アグワ ン
A Farnesiana Willd @ 。 。

緋令歎
Albizzia scariet. @ 

シ ロッ 7-

Caesalpinia Bonducella Flem. @ 

スノ、ゥ

C Sappan L 。 @ 

，、 『 十~ 寸メ
@ 

Canavalia I'Deata Dc. 

チチジマセンナ
Cassia bunincnsis N比ai 。 @ 

夕方'ヤサ ン

C. siamea Lam. @ 

シス Y ノキ
Dalbergia Sisso Roxlλ @ 

デ、 リ ス

Derris elliptica Benlh. @ 

ム=ンデイョ
Erylhrina boninensis Tuyama. 。 。 @ 
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君主 5 宝ζ

*.., 者主一ロ 君主.ω日 告，砕iトT括2-FE 言Eω 耳主，且ω 組ER事5R E 
-主+R 主 2 需主 .n

村i 4お 名 委刊国ド主『
告.~でeロd 

Species 者謀白 総身 品国tS哩忌司" 占aロn ヨ己主司Q足~ ~
暗灘五ぷ記コ

4崎旬司
刊ω凶ー・J== 

喜重 世ぬ 科(。
妥結

ロ ッグ ウ ー ド
Haemaloxylon campechianum L @ 

ギン カ・アグワン
Leucaena glallca Benth. @ 

;1.、 ムリ グサ
Mimosa pudica L @ 

ム ニン モダマ

Mucuna TOY05himae Nakai. @ 

イ ン ド シ タ ン
Pterocarpus indicus Willd. @ 

コ カ
Erythroxylon n俿ogranatense @ 

Hier 

シ ロ テツ . 
Bonin ia 邑 labra Planch @ 

オ ガサ ノ、ラ オ レ ンヂ

Citrus grandis var. @ 

ア カウ サZ ン シ ョウ

Fagara b�ninensis Koidz @ 。

ヒレ-!f ンシ ョウ

Zanlhoxy!um Arnottianum Maxim. 。 @ 

ト キハセンタザ ン

Melia Azedarach L @ 。

マ ホガ= ー
Swietenia Mahogani L. @ 

h リ 1. リ ア カリ フ ハ
Acalypha marginala Spr. @ 

ア カ ヒ モ ア カリ フノ、
A Sanderiana Br @ 

アカ リ フハ
A tricolor @ 

シ ナ アプラギリ
Aleuritis Fordii Hemsl 。 。 @ 

ググ イ ノ キ
A mυluccana Willd 。 。 @ 

ア カギ
Bischυ5a javanica Bll1me @ 。

グ ロ トン
Codiaeum variegatum Bl @ 

パ ラゴムノキ
Hevea brasiliensis Muel1. Arg. @ 

ナンヤウアプラギリ
}atropha Curcas L. 。 @ 

マ ニホッ ト ゴ、 ム ノ キ

Manihot Glaziovii Muell. Arg. @ 。

タ ピオカ
M uti1issima Pohl. @ 

セイョウコ ノマ ンノキ
Phyllanthus atropurpurea Boj. @ 

タウゴマ
Ricinus Cornmunis L. @ 。

マンゴ ウ
;1 t� i Mangifera indira L. 。 @ 



S4 林業試験報管 第三十 大 協
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+宣言4M 者~bロo 耳主U・ωuE吋3L fpmF宮ド~ 害5母事ヨ国 '2戸 立出9玲主己Jω 5 写主E.2 ω 
t一ミ副ロ

ま5者き1害zs王. ミ2 ，-z 2 ω 械 物 名 協刊H Z . 5 
4ば ESpecies Q 4告 -鎚戸白h4 畠~ 時4Q2LC 器~量。ロh 戸:コ機* ¥[.;:Q'_ 問 草壁 4時 浴1

最見

すホ ノマム エ ンイヌツゲ
IJex bonincola Mak 。

ムニン イ ヌツゲ
1 Matanoana Max 。 @ 

ハウチハノキ
Dodonaea viscosa L. 。 @ 

ν イシ

NepheJillm Litchi Camb. 。 。 @ 

リュウ カ守ン

N Longana Lam 。 。 @ 

ムエンムグロ ジ
Sapindus boninen,is TUy:llna. @ 

シマホルトノキ
Elaeocarpus photiniaefolia 11. et A. @ 0

1 

オグラ
Abelmoschus escuJentus Mey. @ 

テ リ ハハマポ?ウ
Hibisd1S gJaber Mat日1m. @ 。

プ ツサウゲ
H , rosa-sinensis L. @ 

ロ ー ゼ リサウ
J[ sabdariffa L @ 

フウ リ ンプツサウ ゲ
I王 ' schizopetaJus Hook. f. @ 

バ /レサ
Ochroma Lagopus Swartz. @ 

キン ゴググ ワ @ 
Sida rhombifulia L 

ヒメヅ ノミ キ
Schima Merlensiana Koidz @ 。

テ リ ハポ グ
CaJophyllum Inophyllllm L. @ 。 。

アグギ
'Garcinia spicata Hook. f. @ 。

アケ ノキ
Bixa oreJlana L. @ 

グダモノ ト ケイサウ
Passif¥ora edllJ is Sim. 。 @ 

パパ ヤ

Carica Papaya L. 。 @ 

ぷ ガサパラヵ・ ン ピ
Wiks llわemia pseudo-retusa Koidz. @ 

サ Jレヌ ベ ヲ
Lager~trtJ emia indica L. @ 。

シマサルスペリ
L suùcυstata Kuehne. @ 。

xゴigノtマonンlaノsア ジBarrir¥gtonia :speciosa 1<orsl. 。 @ 

4 ニ カe グ ヒ/レ ギ

Bruglliera co�ugata J\在er r. 。 ⑨ 

モモ タマ ナ
Telm�aJia Catappa L @ 。 。
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被 物 名 l 結 | ~I にE4En ||l 宝高qRP35戸 1ll5rh‘., 宮y 引門~ I 支禁三ド出ニ! I 葉至ω ミ22

Species -= 
樹、 科(。

ランプ Y テヂプラシノキ
Callistemon microstachyum SUt. @ 

ユーカリ 類
Eucalyptus sp. @ 0 , 0 。

フトモモ
Eugenia jambos L. 。 @ 

マレイフトモモ
E javanica L. @ 

ア カテツ
E. microphylla A Lel , @ 。

ノミンジラウ
Psidium Guajava L 。 @ 

L= ンノオf タン

Melastowa tetramera lIayata. 。 @ 

ノ、ゴ「ロモタラノキ

Aralia filycifolia Chr. @ 

ノ、ハジ マヤ ツテ"

Boninofatsla oligocarpella Nalζai. 。 @ 

チチシマヤツテ柏
B Wilsonii Nakai 。 @ 

カミヤツテー

Tt:trapanax papyrifera C. K.och. @ 

アョワン
Carum Ajowan Benth :@ 

ムニンツツジ
Rhododendron honinense Nakai 

|1 0 0 

@ 

ムエンシヤシャンオf
Vaccinium boninense Nakai @ 

モ グタチノミナ
Bladhia Sieboldii Nakai ( , 0 。 。

シ マタイ ミンタチノ屯ナ
Rapanea Maximowiczii Koidz. 。 @ iO 

オホノ、マオf ツス

o I @ Lysim:lchia rubida Koidz. 

イ Y マツ
o 1 @ Statice arbuscula M:lxim. 

グ ロ テツ
Sideroxylun ferrugincum H. et A. I @ 。

H ウキ ウコグタン
Maba buxifolia !'ers. @ 

ム=ン ク ロキ
@ Bobua boninensis Nakai. 

ウチダシグロキ
; 0 @ B Kawakamii Nakai. 

チチジマグロキ
。 @ B. pergracilis Nakai 

シマモグセイ
Osmanthlls inslllaris Koidz. @ 

ケアチグタ
( 1 @ Nerium 

Ochrosia Nakaiana Koidz. ¥ 0 
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~ifi. ! 物 ! i�! 
Species I 

キノマナケアチグタウ
Thevetia neriifolia ]uss. 

オホ_，~テイカカグラ
Tracheluspermum fuetidum Nakai. 

=チニチザーウ
Vinca rusea L 

サクララン
Hoya carnusa. R. Dr. 

ヤラツノマ
lpomaea purga Hayne. 

モンパノキ
Tournefortia argentea L. f. 

ウラジロコ L ラサキ
Callicarp~ Nisliimurae ](oi,lz. 

ランタナ
Lantan司 Cama~a L. 

チ ー グ
Tectona, grandis L 

，、ふマガウ

vitex rotundifolia L. 

ベ手パナサルピヤ
Salvia coccinea: L. 

ヤコウグワ
Cestrum nocturum L 

シ ロハチテウセ ンアサ カe ホ
Datura a!l>a N馥s. 

ムラサキバナテウセンアサカマ ホ
D. fastuosa L 

ケホホグキ
Physュlis peruviana L 

ノ、ナチヤウヲ
Russel iユ juncea Zucc. 

ム主ンギセル
Aeginetja boninensis Nakai. 

シセウ ワ ポ
Platyphblis b""1insimae Maxim. 

タケタ精 力 ヅラ
Thunbergia alata n句.

シマギョ去シングワ
Tarenna 5ul>sessilis Ohwi 

Cinchona lIybrida. 

キ l ナ i

C. , Ledgeria r:.a Moeη . 

ア カキ ナ
C. succirubra Pavon 

コ ーヒー ノキ
Coffea arabica L 

オカ'サノ、ラグチナシ
Garden'a j山min"ides EII. 
var. buninen,is Nak'ai 

マ lレノ《 シ 7 →戸 グラ
I-Iedyけtis b ,min i:u! a Oh'wi. 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

。 。

O

@

@

 

@ 

@ 。

@ 

@

@

@

 
@ 

。

己
ω

』
4
0

選

拭

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 
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案。
;g:. 

紙EZEi h 

+毛』 ，卦弐←・ bロh J3 '当~ー-Uω ，巳司7 J d 

Zz時~r:百2 ・門2 者対E ω 者主 ω 空同崎判会z長d 。岡H 
事，官Z ω +直 、 物 名 Z函E，，2g 壬~旬M cq 

5Decies 
線白

昌司
24Q 2LS 〈時代同= 

刊 市z 時~= 同 z量z日 v 
護 認。 tぬ 料(。

シマザグラ
H. Gray� Benth. et Hook. 。

サンダン!1T)
r xora ch�nens�s Lam. @ 

オホ ノぐ シラタマカツラ

Psychutria bJninens� Nakai. 。 @ 

すカeサハラポチヤウジ

P. homalosperma A. Gr. 。
I@ 

I止 4長 @ Uraguga Ipeにacuanha Bail. 

オホハマキケフ
Lobe1ia bυn inemi s Koidz 。 @ 

タサトベラ
Scaevola Kυe即日 ii Vahl @ 

モグピヤグカウ
Crossustephium ch�ense Mak�o. 。 @ 

ワダンノ キ
Dendrucacalia crepldifolia Nakai. @ 

尚之等有用植物の性H犬、用途等に就て共に設注せんとす。

1.主 要 林木

( 1 ) オガサハ ラ グハ 桑 科

MOr't18 boninens'ﾍs Koidz. 

本島固有種l亡属する落葉喬木にして、葉は心臓形をなし先端尖り頗るE大にして 、 共の大友

るものは葉身 20 乃至 30 粧に達し、 10 月乃至 12 月 の交落葉し、直に新葉と共に開花す、叉

往々夏季K落葉し、 或は黄色を呈するものあり。花は葉般に生し、雌雄異花、 果は 12月乃至 1

月に熟す 、 初め結色にして、穂の先端のもの より)1関失桃色、赤色とp;;.り、迭に黒紫色に熟す。

生房 1 立を各果に分離せば約 0.5 立を得. 1 立の生果 ( 肉のま'>. ) 約 53 ，500 位、 430 瓦、生果 l

立を乾燥せば約 0.6 立とp;;. 1). 1 立の乾畳 380 瓦乃至 4901T.あり。果は踊阻主主小鳥の筈ある馬

全房の成熟を待たf して、 )1そ字分熟したる頃l亡、採取せざるべからや、故に l 立の房より約

0. 1 5 '立の生果!::得るに過ぎや、登芽力の保存期は 1 箇年以内左上 12 月の交下種するときは

6 週間乃至 7 週間にて設芽し、 3， 4 月頃接種するときは、 4 乃至 5 週間を経て殻芽を始む。一

般に殻芽王手は極めて少し良種子にして護芽佳良主主 る場合にも、 3 乃至 5%を普通とす。首は

生長速にして首固に於ては護芽後 5 ， 6 箇月にして 30 糎に遣し、 1 年にして 0.5 乃至 1 米とな

り山出に泊すと ffitし直根深くして傍根少きを以て、設芽後 1 ， 2 向床替を行ふを要す。税苗は冬

季にも落葉せ示。ヰlK裁は普通 3 ， 4 月の交を可と し、間隔 2 ポ 5 乃至 3 米 5 にして、他樹と混

:ftするを良とす。
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樹性陽光を好み、庇陰下にあるものは然らざるものに比し.樹勢甚繊弱なり。 lh~・生紙態に就

て見るに、或は峰に或は渓谷に、或は赤色粘土地、砂質壌土、石友質こと壊、或は全く石友岩上

にE大なる根を扱ぐるものあり o~して幼樹は陽光少からざる地に多きを見、叉地味劣等の場

所に生歩るもの、比較的多きが如しと ffilし共1%l栽樹に就て観察するに、乾燥地に於けるものよ

りも、母島桑の木山、石l司'']山等の如き . ~.品潤にして肥沃たる土地に於けるもの、頗る旺盛なる

護育をなすを見るなり。幼樹は生長迅速にして、石門山に植栽せしものは、浦 251三にして高さ

4 米以上に、母島苗固にあるものは、満 5 年にして直径 6 糎、 1 0 年にして 1 5 糎、 20 年にし

て 30 糎に、叉桑ノ 木山に於けるものは、 15 年生にして直使 30 糎内外‘樹高 12 米内外に達

し、石門山中に於ける 9 年生の天然樹にして 、 直径 10 糎のものあり。叉石門山及桑ノ木山に

於ける地上直径 1 米内外の伐娘は、普通 120- 1 30 の年輸を放ふ。

今石門山に遊休せる幼樹棋準木 10 本の生長量を示せば次の如し。

、何 2 年生 3 年生 ! 日生 I 5 年生 i 6 年生

1ft-.>>))~三巴到竺ー怨 I _fè~I竺到ト今一竺直竺I~ 竺I ~i_竺|一一
I cm I Cm I cm I cm I cm c巾 crn I cm I cm I cm 

1 I 380.0 I 4.33 I 539.0 I 6.17 I 635.0 I 9.43 I 690.0 I 10.33 740.0 I 1l.67 

2 I 442.0 I 4.93 I 500.0 I 5.53 I 543.0 I 6.83 I 620.0 I 8.00 I 646.0 i 9.00 

3 I 485.0 I 4.33 I 515.0 I 5.50 I 562.0 I 6.80 I 630.0 I 8.17 i 667.0 I 9.33 

4 I 363.0 I 4.00 I 一 | ー |ー- I 660.0 I 7.50 I 670.0 i 8.67 

5 I 870.1) I 1L67 I 890.0 I 12.97 I 947.0 I 14.65 '150.0 I 16.33 980.0 I 1733 

6 I 383.0 I 4.13 I 465.0 I 5.33 I 506.0 I 6.28 I 560.0 I 7.33 I 562.0 I 8.00 
7 I 290.0 I 2.67 I 362.0 I 3.50 I 590.0 I 4.19 I 600.0 I 5.00 I 629.0 5.33 

8 I 398.0 I 3.90 I ー | ー | ー | ー- -

9 I 24LO I 1.73 I 318.0 I 2.17 I 405.0 2.80 I 440.0 t 3.67' - -

1o I 190.0 I 1.37 I 264.0 I 2.00 I 449.0 j 2.62 I 480.0 I 3.50 I - 一

平均 I 4山 1_42_L__1 州 ~1_5~1 579.6 I 6.70 I ω I 7.76 I 6川 I 9.19 

備考標準木(t第 5 械を除〈タト(工総べて大正 14 年 12 )j 苗聞に於て矯舗前木を育成し大

JE 1:5年 9 月山出ぜ L も の l 二 Lて、第 5 WJ~(工透林地内 lこ自然俊生ぜる天然木なるそ以

て多少年令に中日主主める べ L 。

本樹は本島貴重材の主友るものにして、心材は竪硬、重く、保存}!f)非常に永く 、白j援に侵さ

る L 事1';;.く 、 土木. 建築用材として尊重せられ、木理美にして使用年を経るに従ひ 、 主主々色俸

を護者~するを以て、装飾用材及家具として、特に主t用せらる、材に帯黒色のものと賞色を呈す

るものとありて、使用するに従ひ 、 帯黒色のもの段、漸共謀色光揮を生じ 、 黄色のものは 、 漸

次飴色の光i俸を呈するに至るなれ材は叉単卒を多量に含むを以て.鋸屑より染料を得、幹皮、

根皮 、 葉等亦草J~~f.を含有す。

本樹は往時にるりては、小笠原群島の各地に彩 しく 生育したりしが如く 、 今f古I各所にE大な

る伐株を存し、共の大友るものは直径 3 米に建するあり.叉直筏 1 米内外の伐持、の如きは無敢

にして、以前は如何にE大なるもの 、 彩しく存在せしかを温想せしめ 、 今日桑材として利用す
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るは、主として之等根株主主り￡す。市して4之等は開拓昔時伐採せられたるものlとし℃、現今は

僅に母島桑ノ ;木山、石門山保護林等に存在するのみにて、共の多くはとドば枯死或は枯立じ、完

全なる生樹は殆ど稀にして、天然生社樹亦共の数甚少し、故に天然木よ り種子主採取するは困

難なりと雄、植栽木にして既に樹令 20 年内外l亡達し、採種用ー母樹に供し得るもの少からや。

( 2 ) テ リ ハハマボウ ( イチピ ) 錦 薬 科

l'Iibiscus 〆αber- Matsum. 

本島田有種に属する常総喬木にして、葉は蹟心臓11予花は黄色五郷にして恥周年開花するも 、

夏季に最も多し。果は裂果にして、多くは 11-12 月に成熟し、乾果1 立約 . 500 齢頼、 170 瓦

許りにして、種子 0.15 乃至 0.20 立を得、種子 l 立約 33 ，500 粒、重量 400 瓦なれ苗固に下

種するものは、 2 週間乃至 3 週間に護芽す、細根少く移植の主主衰弱し易し普通 1 年齢にして

山出となすととを得。

全島森林に柏多量に存するも、現今大樹は母島北部森林、殊に石門山、桑ノ木山、長演森林

に存し、犬伝るものは高さ 12 ， 3 米、直径 1 米に達す。趨慌の肥土にて可良の生育を注し、等ー

ろ陰地を好むもの L 如く.各地に自生苗~多く生やるも、劣等地に於けるものは、濯木j伏をな

し.又は短幹にして校極を多く生や。

本樹はクハと共に本島貴重材の主rs.るものにして.謹材は白色にして腐朽し易きも、心材l仕

組密にして木理美rs.るもの多く、叉材色青、黒褐、緑黄等又は以上諸色の僚紋をなすものあ

り、装飾用材として、甚珍重せられ優美なり。~主の唐木のモンテンポク又はモンテンハーヲと

稿するものに類し、机、火鉢等の指物、世物、板類、桂類として賞用せらる、然れども協策を

受くる器具としては、光津を悪くするにより宜しからや。保存期永くして建築材に供され、叉

不良材は土蓋木、杭木等として多く賞用せられ、叶舶の椀木及擢は、主として木材左以て製せ

らる。樹皮より得る繊維は強抱l美麗にして、山民採りで諸用に供ず。

Hibiscus に屈するものには本陸の外に向

マルミノハマボウ H. bon仇ensis N akai. 

イオウ ト ウフヨウ H. pac-ificus N akai. 

ヤマアサ H~ l'ili:ac削s L. 

シマハマポウ H. tiZiαCC'tωL. var. lIetω・ophylla N akai・

の 4種あれ此の内イオウトウフヨウは本島固有種にして木芙蓉に類 L. 北硫黄島に自生する

濯木なり。叉マルミノハマボウ及び、シマハマボウも木島固有種に属すと雄、ヤマアサのー鑓型

に過ぎざるが如し。

叉ヤマアサ(カイガンイチビ) は本島に最庚〈分布す.本種は熱帯地方に生一夕、るノj、喬木にし

て、本島に於ては、全島の海岸附近に多く、特に硫黄島に'は彩多にして、海岸附近のみならゥト

中央部に於ても，純林をrs.す所多し、葉、花等テリハハマボウに酷似するも、葉大形、葉裏白
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色を呈し、 種子に毛主Fを有せす.心材は黒色を呈し、細工物として可友るも謹材多く旦犬材少

し、樹皮は織*jt質に富み、細索原料に供す、熱帯地方にては魚、網となし、叉婦人の腰笈を製す

る等.共の他敷物、織物等に使用す。

( 3 ) テリハボク(タマナ) 金締 tJt 科

Calophyllum Inophyll'U1n L. 

印度マダガスカル、諒洲、 太平洋の熱帯地等に産する常総喬木に して、我閣にては本島、 選

穂、及占領南洋諸島に野生し、本島にては各所前

なる純林あり。 6 ， 7 月頃枝の柑合IIJ:り闇針主J伏の花穂を生じ、白色の美花を開き、芳香ありて

蜜槽を有す，果は球形にして、 11月下旬以降に至り成熟し、普通 1 立 50 乃至 70 粒、 320 乃

至 38:) 瓦おり、種子の護芽力保存Jmは約 2 箇年 1i. り。

種子は大形にして能く護芽す、故に林地播種に適す、 l 米間隔を以て l 穴に 2， :;粒宛下種

L、約 6 糎内外の覆ゴニをなす。護主「・に要する期間は各差dうるも、普通 70 日乃至 90 日を要し

殆ど全部蛮芽す。未熟種子にでも、果の外面に白粉少きものは、約 6 割を護芽す。

護]'.後 2 ， 3 年聞は生長率ろ遅々たるも、良地にありでは、共後はまE速なる生長を友 し、 校

僚を鎖張するとと少きも、孤立樹及疎林に於ては、校を扱ぐるとと多し。

1[1:]苧植物にして潮風に堪珍るとと強〈、最も能く砂質壌土に生育し、粘質地叉は乾燥地にて

は生育不良友るも、土壌深く襟度適度 1i. るときは、佳良の生育を 1i.すを見る、故に草生地等に

ありでは、地位優良なるにあらざれば成績不良なれ

風に堪ゆる力強きによ れ 農地防風林と して多く植栽せらる、:iIUI白木以下(樹皮平滑に して

亀裂するに至らざるもの)のものは、伐株より国J芽するにより 、ノj、用材及薪材用として、前芽

更新に誼し.叉能く庇陰に堪ゆ。

幼材は肉色、老材は淡紅色を呈し、木理甚美にしてクハ、イチビと共に、本島貴重材の-1i.

00 m詮は机、挽物、指物細工、床板、。佐知共他装飾材、舶材、土木、建築月1材等として賞用

せらる、種子には 25% 内外の油を合有し、難料立立ヱ業原料として用びられ、樹脂亦種々の用

詮に供するととを得、市して共の種子より搾取する油は Pinnay oil と栴 L. W1，IÔl1質斯の外用

築として、印度の土人に賞用せらるる等、共の他醤薬及燈火に月3ひられ、仁は搭及家畜の蹄病

に問ひ、根及び樹皮も亦:鹿脚質j肝に薬殺ありと謂ふ。 l

z 今辻本工。望J博士に依れば、タマナ種子の仁は、

水分

泊分

次分

14.38 % 

60.41 " 

1.67 " 

の成分を有し、油は暗秘色、の液踏にして、反射光繰にては殆E黒色を呈し、重苦敗臭あり、之l乞

酸又はア )ì-カ! リ溶液をカ11ふれば、暗緑色は容易に泊失して校演也、止なる、共の油のlト?数共の他
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を示せば次の如し。

比重(15皮) 0.9640 

1疑 紡 等下 5 度

酸 仮 50.59 

鹸イ七償 191.87 

沃素伎(ウ 4 イス) 96.52 

95.08 へーヰ、 jレ fi'l

ライへ jレト・ マ イスノレ僚 0.75 

アセチル償 45.62 

( 4 ) トキハセ ンダン

J!]eliα Azedαrαch L. 

棟 科

蔓題、琉球、市支那.印度、上と骨1:j主等に自生し、本邦l民地にも生示、る落葉喬木にして、葉は

再初版複葉を左し.花は淡紫色にして.固i1t花序に排列し、 4 ， 5 月に開き.果は 11 n頃黄色

に成熟ず。種子 I 立凡そ 6001立、 重量凡そ 700 瓦にして、取蒔若くは 2 月頃迄に下種すると き

は、 凡そ 90 日 にて設芽し 、 1 頼より 3 ， 4 本を生十。苗岡にては、登芽後 3 箇月にて 、 1 米

5 に建するも細恨少きにより. 1 , 2 同根切若くは移椛をなすを要す。

本種は寧ろ林地播種を行ふを有利とするも、幼時は暑害に躍り易く、叉潮風の害を蒙る甚し

きによれ問澗地の浩林に趨せや。元も直径 10 糎訟に生長せるものは、能く諸筈に堪へ、叉

ñJJ芽力強きによれ損害を蒙るも能く快復す。生長甚速にして、良地にあるものは、直幹材多

きも、劣地にあるものは、丈け短く樹冠を蹟張するとと甚大主主り 。

全島に践〈分布し、大在るものは母島中部の森林に多く.石門山、 桑ノ木山附近には直径 l

米に達し古来園i満美良怒る良材型富なりしが如し、叉其のE大たとる も のに至りでは、佳 2 米を

越へるものあり。共の他の地方に於ても、直径 30 糎内外のもの少からざるも、地味劣蟹の結

果良材硫なる に至れり。

老樹は謹材少し心材Ir.l:徴黄赤色を帯び.木JÆ美にして、飽則すれば光津を生十。枯木及老

木は材に白腐知を有し、賞用せられや、板材、角材及細工物等として、康く 使用せられ、他樹

に比し力11 工し易く、家具用材に適す。

根皮の百m汁は~ffi:!Ëili架として有裁にして. 又掘病にも放ありと謂ふ。

( 5 ) シマボウ(モモタマナ )

Te1・minaliαCαt叩pαL.

使君子科

太平洋沿岸熱帯諸島及印度洋諸島に自生する落葉喬木にして、直径 60 粧、高さ 15 米内外

のもの多し叉直径 l 米訟のE木、泊岸地方に存するを見る。実は大形長さ 25 糎内外に達

し、落葉矧は一定せざるも、 12 月 頃より 3 ， 4 月頃迄に美紅色を呈して落下 し、 4 ， 5 月頃

に新薬と共に、開花するものにして、本島ntrr-の紅某樹たり。秋季暴風に逢ふときは、落葉し

て直に新実を生じ、初春再び落葉す。雄花は長き穂吹をな し、雌花は共の基部にありて.果は

10 , 11 月頃黄色.或は帯紅武色に成熟 し、ノj、児Id:共の果肉を食するも世味あれ近来童相小

宮蝿設生 L. 木果皮下に産卯するを以て、熟果肉は局に共の幼品。喰容を被むるもの多し、七
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は崩i)Éf'L似たる味dうれ果は 1 立 45 乃至 65 粒、平均 55 粒、 重量約 250 瓦あり、種子議芽

カの保存期約 1 箇年、 護芽に要ず、る日数は 35 日乃至 60 日を普通とするも乾燥せる種子は 、

90 日乃至 1 20 日を要するととあり。

本樹には樹種に依りて、:J;1ミの該紅色を呈するものと 、 帯黄白色を呈するものとの 2 極あるも

外11l1U二区別し難し。

造林は通例賂極f'L似てると!i\1(:、野鼠のため種子及ひーがr芽の/1渇寄せられ、 叉尺蜂のため芽を蝕害

せらるるとと多し。

樹勢強i止にして、土質を選ぶとと沙きも、砂質壌土は最 も好む所にして、満 3~三I乙て高さ

4 米 5 直径 6 糎に達せ しもの遣うれども i 普通 3 年生l乞て 2 米内外に生長す7、イ旦能地強風地等に

ては 、 般投のみ誠張して上長生育甚涯kた れ 草生地中凹地にあ りでは、相官の生育をなすも

劣悪地に播種せるものは、数年を経過するも、僅に 50 糎内外に (仲仲申巾-長するに過ぎす十てコ:

元来幼時より枝を蹟ぐるの性質あるによりれ、上長E生t:.三育を助成するには趨首の枝打を 2なにすを要

す。叉純林は落葉!日]間表土乾燥し易く、且直幹の ものを得難き により 、 デ リ ハボク等と?昆靖・せ

しむるを可とし、樹皮粗織と主主らざる問は、伐根より能く lJJJ芽-するにより、薪材及小用材用と

して萌芽更新lて趨す。

材はH昔赤色を呈し.テリハボクの如く色津を生ぜざるも木理の美友るもの多く、位、板材叉

は丸材と して建築問、土木汗l等に庚く 用ひられ.樹皮には車率。を含有す。 即ち其の含有率を示

せばダくの如し。

ま与 の (林業試験場分析)

匝

一株
斡
梢

分 | 水分 % I 耳1 寧分 μ
皮 13.55η7

皮 13必 9.26

皮 13 .7 0 8.58 

| 非単寧分 % 1 不溶解分 μ
3.17 I 75.51 

73.85 

. 70.96 

3.43 

6.76 

共 の

酸刊
厄 メ7.l、

事宇 皮 13 4.8 16.1 

根 皮 13 5.4 7.4 

議月事三Z 16 5.6 6.8 

( 6 ) ヤ ロ { 

OCh1'OS'ict Nakcâαnα Koidz. 

(林業試験場分析)

994

‘ 

勾
3

q
，
a

〆
O

5.5 

6.3 

6.6 

18.5 

8.5 

8.1 

央竹桃科

本島国有種に屈する常総喬木にして 、 材黄色な るに より.先住者の YelIow羽Tood と栴せる

ものよ り、 特抗 してヤロ { ドと主主りしもの友 り 。
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《 全島に蹟〈分布し、 葉は長き匙形をえにし、枝葉愉生L.， 花は 7 , 8 月に聞き 、 来は 9 月下旬

よ り成熟し始めて 、 11 月上旬には殆ど落果するに至る;果は長楕固形にして普通 2 頼羽生 し、

美黄色に彩色せられ、生果 1 立約 40 粒凡そ 450 瓦、乾果は約 50 粒重量約 320 瓦に して 、 50

- 60 日にて殻芽す、護芽力保存JtJ~は普通 1 箇年以内左り。

肥沃地に於て佳良左る成長をなし、 劣悪地或は草生地主主林に越せ守、箆地、 風街地等に於て

他樹キ混生するものあるも 、 掛る箇所にては校極多く低!し 、 叉良地に生マ十r、るものは校保少くし、

幹長主鋒幸して長材を得得-らる、石門山 E中h 陀は直径 3却O 糎以上高さ l臼5 ， 6 米のもの砂からす十て.'

苗岡rc亡て育成せるものは、下極後 10 箇月乃至 1 箇年にて 20 糎内外に生長 し、山 口i苗と t;;_

すととを得るも 、 播種造林を行ふを普通とす、直径小完工るものは伐根より能く ïjJj芽し枯株より

可良なる木耳:を産す。

幼時は暑害に躍り易く、寧ろ l断熱地を好み 、 能く他樹市に生育し、一般に共の上木以上に抽

出せ十して、樹冠を披張するに至る 、 良地にありでは生長甚だ速にして 、 4 ， 5 年にして 3 米

以上に詮Fるもの多きも、大樹は少し共の大なるもの件 、直径 60 糎内外、 高さ 1 8 米許に

過ぎす。

材は黄色撤密に して 、 保存朋Jk く 、 土木、建築材等として賞用せらる、樹皮には叉一種の染

料を合む。

Ochros i乱に属するものには 、 此の外に

ホソバヤロ ー ド O. hexand?・αKoid z.

あれ本;種も亦本島固有種に屈し、 本島に於ても北硫黄島に限り自生す、 常総ノj、喬木友るも瀧

木i伏を長ずるもの多く、生長亦速か主主らや.葉はヤロードの葉よりも細長くして 、 葉質梢部く

光耀あり 、 花は肢生、 来撒花序にして 6 乃至 10 花を附し、花冠は金~I弘長 3 粍、 革と共に 6

裂し 、 裂片は線欣長橋国71予定t ﾞ , 根県は 4 ， 5 月頃黄色に熟し梢扇平左れ材はヤロ 戸 ドに比

し堅重なり。

( 7 ) シマムロ ( ヒデ ) 柏樹 科

Junipel・1ωtúιx folia Hook.. et Arn. 

本島固有種に して 、 本Ir~1 自生植物~I~ .唯一の多同臨!なれ 3 枚の葉を室の周囲削命生し、 輩

KWiする葉面には二僚の白線ありて凹む 、 3 ， 4 月開花、 10 乃至 1 2 月に至りて熟す 、 二家花

にして果は初青色1;;.るも 、 後に補色に熟す、来は各葉Ullivc生じ 、 径約 7 粍の球欣に して 、 二稜

形をなせる種子 3 個を含むを普通とす 、 lJU!~ 1 立 2 ，200 粒、重量 320 瓦 、 護芽力保存期約 2 箇

年じ護芽比要する朋聞は 1 筒年を要するを普通とずと民tJ 或は 3 筒月内外にして護芽するもの
、一

あり 。
色 、 I 九 、

父島各所の治石地、 兄島及弟島の岩山に多く存u 鴇i島本店1; 11:は稀なるも、各局嶋には幾分

自生す?るを認b . 乾燥せる山地に能.く自生ずるも γ大なるもの稀にして、叉生育不良なるもの
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多く 、唯兄島山中、 初j度山々中には、生木の柏大なるものるりて、直径 40 糎に建ずるものあ

、り。砂質地には全く存在せす京、池協の壌土に して欝閉不充分の所れとは、能く真直の生長をなす

を見るも、直幹喬木少し生長比1史的速ならざるもの L 主n し。

今週珠谷試験1*VC法林せる幼樹、標準木 10 木iの生長量を示せばダくの如し。

2 年生 3 年生 4 年 !t 5 年生7下宅 直.(~! 会長 1 枝釦元~:! 全長 12認 全長 12z 会長 1 桜直恋一 会長 I 根値織元
cm cm CIH cm Clll CJll CIl1 CIH Clll cm じll1 CI11 

1 41.5 0.57 65.0 0.73 85.7 1.10 111.5 1.18 146.0 1.59 217.5 2.18 

2 45.0 0.50 77.0 0.80 124.0 1.43 171.0 1.74 208.0 2.53 359.0 4'42 

3 48.0 0.50 65.0 0.87 96.2 1.33 123.5 1.59 170.0 2.22 251.5 3.45 

4 47.0 0.50 80.0 0.83 105.0 1.43 141.0 1.53 180.5 2.42 280.0 3.74 

5 37.5 0.50 67.0 0.87 117.8 1.40 J 59.0 1.90 218.0 2.79 345.0 5.16 

6 41.5 040 64.0 0.47 83.11 0.90 97.0 1.10 132.0 1.72 243.0 3.00 

7 36.4 0.43 59.0 0.57 87.8 0.90 101.5 1.20 117.3 1.44 158.0 2.03 

8 32.0 0.37 64.0 0.73 87.8 1.33 100.0 1.54 132.0 1.93 197.0 3.U6 

9 32.5 0.43 65.0 0.80 89.8 1.43 131.5 1.64 182.5 2.43 305.0 4.31 

10 33.4 0.43 61.0 0.60 8~. (l 1 1. 03 1100.011.22 1122.51 1.80 1 J89.0 i 2.72 

平均 139.5 / 0.46 /66.71 0.73 f9ム而 /-{23.6 / 1.46 1160.9/2.09/254.5/341 

備考本懐準木l :t u召 干rJ元年 12 月探額、 H自治13 年 8 月造林ぜ L ものなり。

島市化人は本樹を Spruce wood と稲し、樹指多きものは、細割して燃付と友すを以て方言ヒ

デと呼ぶ陀至れり。

材はピヤクダ ンと稀し、メL材の留ま贈位として賞加 され.樹脂の多きものは半透明と な りて美

なれ材は芳香配有し.器具とせる も の も、永年共の香気を保存す、掘立位、土木、橋梁用と

して最も賞用せら る、現今使用せるものは、多くは枯木の久 しく風雨に曝されたるものな に

奇形のもの多く、 磨きて置物等として雅致あ り。

本樹の幹、根及J投薬を蒸溜するときは芳香ある精油を得、香料其の他諸種の工業原料vcM\用

u主人而して共の枝葉を蒸溜して得たる精油に就て、東京工業試験場に於て、試験したる成績

の要旨を示せば失の如 し。

1 、シマムロ の枝葉を蒸溜 して 0.24% の精油を得

2，シマムロ の精油の性Jj}と

比重( 15度 ) 屈折率(20皮) 旋光皮

0.8675 

0.8701 

1.4702 

1.4�18 左旋29皮

餓f1~

0.94 

自量化似 商店11七後の鹸f七世I

11.69 

10.37 

19.60 

18.89 

3，シマムロ のí~~油の成分は<x，・ ピネン 50% 以上を含み、他艶環式テルペン、遊離アルコ

{ル、 (主陀 テルぺン・アルコ【ル? )及ヱステル存在せり、尚セスキテノレベン及セスキ

テルぺン・アルコールを含むが如し。

4、此精油は佳香を有するが故に、共の佐杏料として使用し得るのみならす九分溜に依り ，て



小笠原島の植生蛇熱併有用植物に就て 95 

テルぺン部分を分ちでは、此音1I分は主にピネンより成るを以て、松精油と同様の目的に

使用し得ぺく 、 残る部分は香料としては、原油の憧よりー居泊賞1;;.りとす。

( 8 ) ヒメツバキ(ロースウ ~n 山茶科

Schimα Me'l'ten8ÍαηαKoidz. 

本島国有種に属する常緑喬木にして、諜はi蒲類に類似し花は 5 ， 6 月頃開き白色にして山茶

の如く 、 果は秋季に至りて成熟し、裂閲して種子を出す。 種子は扇平 1 立凡そ 26 ，000 粒、 重

量凡そ 1 50 乃至 1 70 瓦主主 り。

父島及び母島雨列島51'[庚く分布する代表的林木にして、今尚直僅 1 米以上のE樹浅在すと到し

普通の森林に存するものは 30 糎内外、 或は共の以下にして場所によりでは、殆ど純林を主主す

ものあり、本樹は火災跡地.伐探跡地、或は森林1亡近き荒燕せる農地等に盛に繁殖し、叉強風

地にして、樹高漸く 1-2 米に過ぎざるが如き地に於ても、他樹と混生し到る所本樹を見ざる

1血友しと云ふも可友り。島民日く、口{スウードは臨惑なる赤土を好み、此の樹の生やる所は

地味?脊悪な りと。

成木の後は諸害I'[:f;甚ゆる力強きも、費生首時は甚織弱にして、苗固に於ても枯損多く、苗木

の育成は柏困難主主り。

生長速にして 7 , 8 年生にて、 直径 10 組内外に達する天然林各所'1'[存し、叉風害少き地に

ては 、 費生後凡そ 3 年にして、高 l 米徐に達するものあり、百万;5f力茜強く、イえ採後 6 ， 7 年に

して 、 直径 10 糎訟に達する を普通とす、陽樹にして欝閉を保つとと能はや、林下には常に雑

草.羊幽類を多く生十。

君臨Iは共の母樹の附近には . 勝しく自生するにより、之を保護すれば容易に成林せしむると

とを得、然れども草生地等に於ては、播種浩林を行ふも共の放を奏し難く 、之が造林法に就て

は猶ほ研究を要す。

材は薪材として最適蛍な れ 又丸太材として土木.建築材に供するも 、 挽材は反rJM等摂甚し

し叉老大なるものは規制甚困難なれ 故に本樹は直径 30 糎内外以下のもの用途庚し 、 樹it

は単等を含み、 染料に供し、叉魚、憲剰に使用せらる、今共の翠率含有量を示せば次の如し。

共 の (林業試験場分析)

l 水分 % 皐寧分 %1 非皐寧分 %1 不溶解分%
株 皮 17.04 7 .~2 2.68 73.U6 

幹 皮 13.34 5.33 2.29 79.04 

品T 皮 13.22 6.77 3.91 76.10 

'. 
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共 の (林業試験場分析)

医 分 水分 %
タ ン ニン% タンエン % I ~ I! タンニン% 酸化法 | 皮粉法

干半 皮 ]4 2.4 4.4 3.8 2.8 5.1 

ヰ比 皮 16 3.3 7.5 3.9 4.0 9.0 

穿E 13 4.0 6.5 5.1 4.6 7.5 

由来父、 母雨列島K於ける森林樹木は、立地に依りて異なると雌、 ヒメツバキ 、 クロテツ 、

シロテツ 、 イヌグス . シログモ、ヤロー r、モクタチパナ、エノキ 、 アカウサンセウ等生tの主

林木を t;r L . 之れ等のlr:lJ~樹はアカウサンセウ共の他一二の樹種を除くの外は 、 n~!&tべて萌芽力

l!f盛友るを以て 、 共の更新は7Vi芽更新を以て経情的と友し 、 就中共の代表的林木たる ヒ メツパ

キは 、 最も萌芽更来Irに趨し、殊に7't1:1:鈴樹に於てïJJj芽力 I庄躍を脱め.漸次老齢J目i'L::f.るに従ひ 、

前~'.力減退す。

而 して本島澗葉樹林中棋準地を選定し、春.夏及冬季の 3 季節に伐採して 、 其の萌芽i伏況を

調査するに 、 夏季に伐採せるもの最も早し 25 日内外Kて前芽を開始し、後 40 日内外に於て

ìJJj芽本数 1 株賞れ 最多 89 本、 平均 11 本、イrlト長量最長 76 ~.払平均 1 5 粧を示し、 叉春季に

於て伐採せしものは 、 Wi芽梢遅れて 40 日内外を姿し、 後 4') 日内外にして7m芽本数、 最多 1 28

本、 平均 25 木、 仲長j記長長 65 糎.平均 10 ~.症にして 、 冬季に於けるもの最も遅延 し、 部J芽

に 60 日 内外を要 し、 後初日内外に於て、 Wj芽本数最多 118 本、平均 30 本 、 伸長量最長 75

畑、 平均 20 糎を示せるを見る友り。自ilち温暖友る季節に於て伐採する も の 、 jfJj芽最 も迅速に

して 、 寒冷友る季節に至るに従ひ、 ïUJ芽遅延し、 叉皆伐直と探伐匿とを比較するに 、 風害を考

慮せざるに於ては 、 何れの季節に於ても、光級の直射を多量に受くる 、 皆伐I瓦K於て勝るを見

るたり。

自Pち本島に於ける j開業樹林の国J芽更新は 、 共のj仕齢時に於て賞施するを可とし . 7lñ芽は寒暖

の季節に依 り、 遅速ありと靴、 本島には劃然たる護育休止期主主く 、 冬季と!ílH拘護育し、 従って

*の伐採季節は四季何れに於ても可なるものとす、 I准だ本島陀於ては .9 ， 10 月の{民、 暴風襲来

の民あるを以て 、 成る可く此の季節を越 く るを可とし、又共の7Vi芽及び護育は 、 何れの季節に

於尤も 、 光線を多量に受くる、皆伐~jrC於て勝るとli\jL 風寄の虞あるを以て臆面積に亙れる皆

伐は絶llN i'L不可とし、地況、 林・況を考慮して、塊J伏若くは幣i伏皆伐、 或は樺伐の方法を以て 、

更新するを可とす。

( 9 ) シマシヤリンパイ (アレキサンドル) 子51壇科

lûωplúo{epi's inte.qen 'imαHook. et Arn. 

本島及室i母に野生する常緑喬木にして 、 本島に於ては既〈全群J誌に分布し、 殆ど本樹の生ぜ

ざるの地友し、山頂、 湾地叉は強風地等にあるものは 、 丈け低〈枚組多く雅致あるもの多くし
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て観賞とし、 良地にある ものは震直に生育 し、 共の大なるものは直径 30 糎徐に建す0 ・

‘ 葉は:揃闘i[fç をな して前後初l く、 革質に して厚‘く よ 裏面は青白色を呈し、細脈淡色をな して明

瞭、 全法或は上部に械なる鈍鋸歯を有するものあり 、 秋季葉の紅色を呈 して落下するものあ れ

1 1 月 乃至 1 月 の交、 校の末端より花を聞き 、 花は白色 5~燃にして美麗、 恰も梅花の古口 L、 雄

ii~は多数にして基部赤 く 、 約は黒褐色、 花柳時l陀落後は花住及約は濃色となる 、 子房 l 量、・ 苓ほ

芳生帯責級色、果は球j伏をな し初め青く翌年 10 月乃至 12 月 K至 り帯赤黒色に熟し、 外国僅

に白粉を附ずるもの多 し、 種子 1 立凡そ 470 瓦あれ能く護芽する も生育遅々たる に よ れ 苗

固にては 2 年間育成を要し、 種子を得易きによ れ 等ろ林地に直探するを得策とす3

本樹は潮風に耐ゆる力強く 、 且枝粗を密生するにより 、 防風休として佳怒 り、 生長遅 く して

森林を形成するに 、比較的長年月を要するによれ自生極を保護 し、 前芽更新をなすを可とす。

材は竪硬鍛密に して重く 、 肉色を呈 し、 美にして保存期永く、杭木又はヌL柱J2~に賞用せられ

叉情:、 鈴の柄等と して樫に代用せらる、先住者は其の用途に依り之を Ax-handl-wood と 栴 し 、

アレキサン 下ルは共の将司t ('j:り 、 叉薪材として火力強く 、 一般托重用せらる与 もの左 り 。

樹皮よ り 持I~.~;与 を得、 染料に供し叉;魚毒剤に使用せらる ぜ 今共の含有単率分を示せば次の如

じ。

a

M弓

匝

株

斡
梢

共

円にす %分

皮

皮
皮

jキ

(1) (林業試験場分析)

非 E弘容分%

3.18 

2 .凸 8

2.42 

不 溶 解 分 ラ4

79.93 

80.56 

8 1. 0。

4.23 

422 

3.98 

の (林業試験場分析)

| 酸化法 | 皮粉法 1 

1 3<;--ニ二-% 1 タンエン% I~ド タンニンムi
4.0 2.3 

6.S 1.5 

』孟 7]'( 分%
y、.

1ヨ

、 幹

枝

皮

皮

-
v
r

3
8
ι
τ
 

唱
i

噌
i

噌
ι葉

( 10 ) ι ハス ノ ハギ リ (ハマギ リ )

乾物タン =ン %

酸 化法 1 皮粉法
3.7 I . 4.6 

5.7 8.0 

2.8 6.9 

32 

4.8 

2.4 

蓮葉 桐科

Ht河川~1.d 'ia peltαtα Meisn. 

: 熱帯地方に分布する 常緑喬木にして 、 本島に;於ける自生l亙域は 、 海岸砂質地のみ友りと

す。 生長迅速、 高 さ凡そ 14 ，5 米、 直径 l 米飴に達するもの多く、 樹皮は友白色、 平滑に しで

厚 ι 、 葉は互生、 大にして国き心臓形をない会縁、 表面深緑色を呈す、花は翠性、 l肢生の綴

房花序κ して 、 8 月頃開花し. 12 月乃至 3 ， 4 月の頃熟す、、 来は接果にして.花後増大せる

肉質のii息苦陀包まれ、頂鞘のみ孔を有す 、 総萄の筏 ヰ粧 5 、 種子は黒色、汁、にして甚竪 く 、 筏
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約1.5 糎、 1 立約 130 粒、 重量 250 瓦、 多少陰樹性に して能く樹下に生育するを認む。

本J島に於てはテ リ ハボクと共に、悔j辛防風H:の主木をなし、暴風、潮害に堪ゆる力強く . '1災

復力叉強しo

材は柔軟にして白色、 柏、桐材に類似し、カヌー舶材及椋木等に供され、 i 叉下駄材、板材等と

して佳良なり。

種子及鍬葉は下剤に交~ìb ﾞ .樹液叉は~の液は痛みえ主く して.頭髪を l陀毛せしむるととを符・

と謂ふ、種子をIII搾すれば約 30% 内外の油を得、組製油は黒褐色をたし、一種の臭気を有す

るも、之れをアルカリにて庭理するときは禍黄色を呈し、石鹸共の他工業用原料に供し得。

f 
v 

今共の精油の性欣を示せば次の如し。

比重(探氏 15 皮)

1凝結評!/i

鹸化飽和数

加里化令 量

(11) アカ ウザンショウ(アコウ)

Fagαra bon仇enms Koidz. 

0.9251 

零下 8 皮

30.99 

14.41 

芸 ・ 香 科

本島問有種に属する落葉喬木にして、大友るものは高さ 11 - 12 米、直径 40 糎内外陀遺

す 、 葉は奇数羽j伏複葉を主主し、普通 12 月頃より落葉を初め、 2 ， 3 月頃より新薬を生じ 6 ，

7 月開花す、花は小形、 黄白色にして族生し、果置は 10 月頃成熟しサンシヨに類似し、果に

辛味あり。

幼時は生長ï~迅速にして 、 良地にては 2. 3 年生にして 2 ， 3 米に建い普通車幹左るも、

長十・るに従ひ漸次枝植を l技ち、遂には機張して、 ヱi王国の樹冠を形成するに至る。

材I'Ì継続極軟にして鮮黄色を呈し、清津ありて美tr Þ. 板材、角材、共の他一般家屋材、器

具材等に重用され、叉カヌー給付とt: ﾞ .本島有用材のーなり。

業は蒸溜して芳香ある揮設住の油を得、共主成分はメチルリいノニルケトンにして、倫相官

量のタ ー ペン炭化水素及フヱノール類約 1 .5% を含み、之がJ医用としては、此能香料として

使用し得るのみならすヘ之より メチル ・ ロ・ノ=ルケトンを分取して人法香科の製法、 叉は此油

より ターペン茨[ヒ水素を去りて、タ【ペンフ ラ イ油の製造を行ひ得ぺ し。

( 1 2 ) マルパイスノキ 金践栴科

Distyli'U1n lepidotωηNakai. 

本島国有種にl嘉する常総喬木にして 、 葉は互生、 革質、 ー 楕閤形を友 し、花は 10 月乃至 11

月頃開1眠、赤色にして多量に靖花するときは美なり。

材は竪寄、帯赤黒色、北深を呈し、建築J寸として賞用さる L も 、 現。今完全なる大樹を認めす=。

(13) :!f t ガシ ι 、 樟 科

Mαch1:l'llJ3 Kob'U M axim. 
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本島固有種に属する常総喬木に して 、 大友るものは直径 60 糠に飴る も 30 糎内外の ものを

普通とし、 伐恨よ り能く 前芽す。

コ プガ・ンは~の先端康く 、 縁溢僅に波吹を主し、 裏面及葉柄に褐色の毛る に 殊に新葉童に

は多量に して、 6 ， 7 月頃新薬を生十・る時期に、各所の林中に濃褐色を呈する樹木は、 ク ロ テ ツ

及本fill:;Ij: þ , 2 , 3 月頃投の先端にノj、花を群生し、 6 ， 7 月頃に至 り、 球jj}(の果質を成熟す . 普

通 1 立約 800 粒あ り。 地味中等以上の所にあ り ては、生長速に して枝極少く長材を得、幼材

は帯赤次色にして硬度中 Frlf主主るも 、 老材は赤褐色轍密にして 、 飽制すれば色樺を生じ、 装飾材

と な し、 叉器具材及住頼、 板類等の建築!オに賞用せら る。

(14 ) ムニンイヌグス 樟 科

Mαchil'Us boninensis Koidz. 

本島田有種に属する常維喬木にして 、 業は革質、 長附図形、 先端畑 し全縁に して . 裏

面次青色を友し、中肋及葉柄の淡次赤色を呈するもの多し、新薬は友赤色に して美;Ij: � , 4 , 5 

月頃頂部の葉脱より開花す、 花はノj、形に して紘黄色 、 果は球紙、 長便を有し、 10 月頃紫黒色

に熟す。

材は淡掲黄白色にして 、 柏竪硬なる中等材なり、器具材、 彫刻材に、適 し 叉こと蓄用材等に

供す。

Machilus I'C属する樹木にはコフ守ガシ及びムニンイヌグスのタトに M. ps，側do-}{ob'U Koidz. 

(テ リハコ プガシ)あ れ 之れ叉木島固有種にしてムニンイヌグスに類 し、 誕の表面光器乞有

す、材の用途亦ム ユ ンイ ヌグスに同じ。

(15) マルパヤプニッケイ (太チヤノキ ) 樟 f;;十

Cinηωno押川n pse'Udoてped'unculαt'UJn Hayata. 

本島固有種に属す る常総喬木にして 、 葉は肉桂に類似 し. 櫛固形、 金縁、 革質・に して裏商1}(

青色を呈す。

, 4 ， 5 月頃新輩の葉版よ れ 長梗を有する黄色少~I予の花を生 1こ . よ!ミは球!V~に して長柄を有 し.

10 乃至 12 月頃紫黒色に熟す 、 種子 1 立約 2 ，000 粒、 重量 720 瓦あ れ 各所の山地に 自生多

く、樹冠瞭張ーする もの多 し。

材は淡肉色、 絹続、j氏の光博を有し、 硬軟過度、諸種の用途に供せらる。

樹皮、葉及びJ長部等ーに は香油を含有す 、 種置には約 45% 内外の泊分を含有 し、 石鹸原料と

して池嘗たる も のなるべ し。

葉を器摘すると き は 、 香気ある揮護泊約 1 % (生薬に釘 し)を得、市して本油は東京工業試

験所に於け る試験の結果κ依るに 、 タ {ぺン表化水素及、ンネオ ~ )レ約 9 %、 オイ グノ ール約 3

%、サフロール約 60%， 及其の他合酸素化合物よ り 成 k 樟脳重油の如 く 主成分と しτサ フ ロ

【ル を含有する も、 香気は之に比し佳良なるを以て 、 石I論賦香料には遥かに適蛍1::.るべ し、 又

, 
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之く主 zりサヌバ ー ルを製:すれば、 人法香料へ リ ;tトロビン製造の原料たり得ぺ し。

(16) ム ニ ンシログモ 樟
トP
H
γ
 .Neotüseα boninensis Koidz. 

、 本島国有種に属する常総喬木にして会群島に分布し、葉は有柄、 革質、 長崎園形、 或は楠岡

形等にして先端綱 し縁遊波iikを主主 し、~裏には白色或は光津ある淡褐色の毛茸あ れ 10 ， 11 

fiJ頃葉般に小形黄白色の花を群生し、花j犯は殆ど快けるが虫11 く 、 摂果はf求M . 筏 1 糎位に して

4 ， 5 月頃黄色に熟す。

本樹の犬伝るものはi在住 2 ， 30 糎に達し樹冠を鏑張す、 材は白色、 堅硬çl~席に してノj、*111工に

• -j:J'，: し得ペく 、 叉某より蹴を製し得べ し。

N eol itsea に属す る も のに して、本島に 自生す る樹木は尚此の外i亡 、

ムニンイヌガシ(ナガパシログモ)

ワ ウゴングモ ( ホソ パシ ログモ )

_v. 

λT. 

ク ilvα I三oidz .

slenq)Jhyll<ω Koidz. 

の 2 極ibÞ てムニンiシ ログモと葉の;11予j伏、毛並ヰ:の有無等に依りふ l区別さる L と雄、ム ニ ンシロ グ

モは立地或は環境等に依りて葉の;11~!氏、 大小、 毛茸の多少等種々鐙化を予r~すを以て、之れ等の

3 種は1&1-'ろ同一種と見倣すを至首~ らんかd

( 17 ) シ ロ テツ

Boninia タlabra. Plal1ch. 

J本島国布陸にJ嘉する常総喬木に して 、 業は封生 、 民間固形、 金繰に して 、 l場地に於けるもの

てtl"

= 香科

はJlol青色を呈するもの多し、枝葉を傷付 くるときは一種の臭気あり 、 3 乃至 5 月頃葉ijjlê よ り小

花を生じ、 花は四郷、 問革、 雄蕊は 4 にして那と互生し、果Id: 11 rJ頃熟し、 三裂して内に漆

黒色の種子あ り 。

本樹は全島tζ蹟く分布し、殊に母島南青1\の |場地に多く 、 ~J，:の他一般森林中に自主t1" るも 、 陽

1也に多霊友るが如し、直径 1 5 堀内外を普通とするも、大主主るものは 30 糎に逮す 、 市して本

樹は能 く婿地に生育し、 潮風に堪ゆる力強く、又枝葉潮風に筈さる L も快復すると と速比して 、

農地間帯航防風体樹種と して可友り、伐根より萌芽するとと盛なり。

材は保存期永からざるも、白色、 撤特に して美麗、 i限I肢にしてステッキ等陀利用するとと を

得。

BOl1 ln i a に属するものは1何此の外陀、

アツ.....-{シロテツ B. ω・α叫loliαNaka i

B. ク1"1・seω Planch.オ ホパシロテツ

の 2 種あり 、 共に本島国有種にして 、 オ ホパシ ロ テ ツは葉大、 肥沃地に多.( 、 アッパシロテツ

は父島、 L児島等の乾燥地、 岩石地、風間地等t亡生育 し葉質厚 しと敗、之れ等は何れ もシロテツ

tG極めて類似:tる ものな り 。
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(18) ， アカテツ 4 ア王手、ク 〕 .I 桃 金嬢科 1: {, 

Kugel1-l・α mù:ròj5kyzz，αAbel.

琉球、 蓋時t及南支那と 、 共通する常総喬木にして、本島に於ては全群島に分布し、 j白山院は

直径 50 糎に飴れるE木多し、生長一般に遅援にして、 劣等地に於けるものは濯木放をなす。

葉は革質、普通倒卵形にして金縁、平1骨、 葉脈明主主らや、新芽は牛透明様の徴噌赤色を呈 し

校及幹は共に平j骨、茶褐色を呈す 、 6 ， 7 月頃枝の先端に 、 来撒花序をたせるノj、花を附し、秋

季紫黒色の探-J其を結ぶ、ノj、児は ブ リユー?ベリ{と稿し、好んで、之を食す。

材は暗褐色、 暗黄色等を混ぜる色俸を呈し、/fミ理敵符'，'K して美なれ材質竪重に して保存期

永く、建築材等に賞用せらる G

Eugenia vc属すおものにじて、本島に自生する樹木は向此の'外に、
• 

ム=ンフトモモ E. é01),illensis H ayata. 

ヒメフトモモ E. cley俳句foliα Yatabe.

の 2 極あれ共に本島固有種に麗し、 ムニンフトモモは花の濃赤色を呈する等、アカテツと容

易に識別し得、ヒメ フ トモモは樫木にして娃生するもの多しと雌、アカテツに酷似し、:!+!はア

カ テツと共陀小児の好んで食する、野生食用果笹なり。 、

(19) クロテヅ(アカテツ 〉 赤餓 科

Side?噌o.rylo見 .fe1"T'll〆ηew九 Hook. 巴t Arr. 

琉球、蓋i乱南支那、上ヒ律賓及馬予r~半島等と、共通する.常維喬木に して 、 本島にては陽地林

に夢kVC多く生じ旬': 11島石門山にはE大なるもの多く、直径 l 米、高 18 米i訟に建ずるものあり。、

葉は杢縁革質に して、楠図形叉は倒卵)I~ をなし、 裏面及ノj、枝は茶褐色の毛茸を以て被はれ、，

多くは光津るりて美左上樹皮は黒褐色陀して柏祖槌たり、 6 , 7 月頃葉.肢にノj、花を叢生 し、

10 , 11 月頃黒褐色の援果を熟す。

材は竪置にして木理蹴密淡黄白色を呈し、桂共の他家屋建築用材と しては姦害に躍り易きも

土中用材としては保存期殊に永〈 、 又器具材等として賞用せらる。

樹皮よ り 1 種の硯性護説質の樹脂を分泌す、自日ち共の成分を示せばヨたの虫fl し。

水と共に熱すれば白濁を主主じ、乳j氏と君主るもの

額欣のもの

水分

50%, 

35" 

15" 

本島Y亡自生するものにして、 Sideroxy l on {'[.屈する樹木は、筒此のタトに 、

オホパクロテツ

コパノクロテツ ,1 

S. boη似ense Nakai. 

S. d'ubﾏ'ttm Koidz. 

の 2種差うれ共に本島固有種に属 L. . オホパグロテツは父島.母島問列島及、び型島に分布し、

果は櫛固形或は長卵形を注 し直筏約 3 糎内外、中に柿の種子に類似する趣子を疏 し. 果肉は臨
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I床を有するも lJJb位すれば食用に供し得、 方言ヤマガキと稿す。ヨバノク ロ テツは多くは岩石地

乾燥地等に生じ . 葉共他一般に媛生左るも、クロテツに酷似するものにして 、 共のー鐙型に過

ぎや。

(20) シマモクセイ 木犀科

Osmαηthus inslll，臼，ris Koidz. 

本島固有在liI'c属する常総ノj、喬木にして、父島及~島列島の山地各所に多く、地l球優良tJ..る森

林には稀友るが如く、室f i島には直僅 20 糎以上のもの多く、母島列島には少 し、 葉は主J生革

質、 披針形をな し、 11 月頃白又は淡黄色のIJ、花を葉J1l:誌に群生し、芳烈店主る香気を有す . 果は

櫛固形にして長 1 糎 2 許り、 3 月頃に至り次黒色に熟す。

材は堅田に して草く、心材は黒褐色を呈 し、挫iY{'は帯責白色にして、導管紋i氏をたして美た

れ創刊すれば光俸を生じ . 竪硯材を要する個別に使用す。

(21) モクタチバナ(コマイギ)

Bladhiα &'ebold'i N akai. 

紫金牛科

蓋i母、 琉球、南日本等に産し、本島にては全群島に践く分布する常総喬木tJ.. ﾞ • ~震は長橋固

形にして、表面深緑色の光禅あれ 6 月頃校の末端よりノj、花を開き、複撒形花序をtJ..し、来は

小球i氏に して 1 ， 2 月頃熟し、樹種に依りて赤色に熟するものと黒紫色に熟するものとの 2種

あり 、 IJ、児は好んで共の果肉を食す、種子 1 立凡そ 3 ，20J 粒、 重量凡そ 380 五あれ

肥沃に して23:ろ趨i誌なる地を好み、島民は此の樹の生する地は肥沃な り と稿す、現今刻地聞

の帯!Ud;木及農地の周遊等にも生有すと ffil~是等は伐り浅されたるものに して、今や地l沫劣鐙若く

は潮風暑害等の魚、梢部を損せられ、年々減少しつ L あれ

各所の良林r.1~ f'C多く存し、石門山中佳良の地にありては、 恰も竹林の如く 、 校量少く畏直

に生育せるものあれ良〈庇陰に;槌へ.偲樹下には貫生首続生し、護芽後雨 3 年聞は生育遅々

たるも、共後に至りて迅速在る生育をtJ..す~常とす、叉市i芽力強く伐材とより萌芽するものは 、

2 ， 3 年にて 3 米徐に伸長するもの砂から歩、陽地に於ては生育甚不良に して苗固に於て育成

するものも、 1 年生にして 10 乃至 1 5 粧に淫するに過ぎざるのみならや、平魁又は暑筈に躍

り易 し、 故に等ろ播1垂浩林を可とするも、 天然生のものを育成するを最得策とす、大な る もの

は直筏 30 糎に建ずるも本島に於て需f日最も多きは、直径 3 J~至 6 糎許のものにして制皮して 、

竹の代用として足家の屋娘茸用小舞とたし、 叉1;11~用に供す。

成木は主として薪材に利用せらるるに過ぎやと ffilL 共の樹皮には礎科及び車率を含有す、 自P

ち林業試験場技師川村理控PI;(士に依れば、本樹の皮部には約1.00，% (策乾皮に釘 し)の Rapanon

を含有し、向研究を要すべき結晶性の副産物ありと 1I目ふ。市して Rapanon の含有量ぽシマタ

イ. ミンクチパナに比すれば濯に少しと担iし共の蓄積盟官左るを以て Raþanon が脇島まきと して

和iJJ1!せらるるに至らば、本樹も2Jl，~寝間貴重樹種たるの地位を占むるに韮るベし。



103 小笠原島の植生政熱帯宇有川被物に就て

叉木樹の皮部に含有する皐工事分を示せば次の如し。

(林業試験場分析)

区
一株
斡
一
締

の

分 I 71<.分% I 鼠寧分% I 非同分 μ| 不溶解分%

;一一[- ::jl:J-l E17iJ 
共

皮粉法

(林業試験場分析)

6.2 

19.3 

1.5 

乾物タンニン %

のj ,j: 
ノ 、

分

皮

皮

幹

枝

厄

主主

科検ムュンエノキ(22) 

Celtis boη向。'uiiヲ Koidz.

本島固有置に属する落葉喬木にして 、 直徳 30 乃至 60 糎位のものを普通とするも、母島石門

山及桑 ノ ;木山等には投下 6 ， 7 米直佳 l 米を i出ゆるE木砂からやして 、 共の投叉にタ=ワク リ

共他の羊幽・類、 NiJ類等を寄生し、奇1闘を呈するもの多く、板根著しく隆起護逮せるもの多し。

10 月頃より落葉を初むる業は~~ì阻T遣、倒卯欣長崎固に して尖り、上部の縁越に錯l掴あれ

ととあ れ 或は 3 月頃向葉を存するととるに全く落葉すればl[Itc新実と共に開花す、花はノj、

113帯黄色、 果は球形長き柄を有し、初め背く 、 秋冬の季に暗黄色に熟す 、 樹皮は次白色を友し

梢平滑1J.り。

挫材は帯級白色にして、心材は少しく暗黒幼色を呈し、木理繊密弾力ありて挫折せやと ffifl' 、 板

材としては反曲し易く、又材I'L陸素を合み刃物を損するを以て徐 り 賞用せられや。

本樹は木1干の栂木として最も賞百せらる。

科撒ウラジロエノキ(23) 

11 ・0ηααγgenteα Blume・

本島国有種に属する常維喬木にして全島民分布し、~は互生長時国7診 を 1J.して先き細り 、 基

部心臓形にして相似左らや、業面粗1益、 裏面は銀白色の光樺あ れ葉脈表面に凹む。花はノj、形

硫黄島及北硫黄5γ6 月莱肢に生じ、来はノj、球欣にして 11 ， 1 2 月頃紫黒色に熟す。にして

島にては最も多量に存在 し、 繁殖旺盛に して、主材、木をたせる個所も砂か らや。

心材は淡褐色、議材は淡色を長し、飽則すれば絹綿様の光揮を生じて美左り 、 I陣.軟にして板

Tγema 之れ民

類、浮き等と して使用せられ又下駄材として可なれ

~~山理E書士は本j誌には本極の外に更に共のー愛極と認むぺtきものありとし、
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α7'genteα Blum e var. 叩ぜdlJoh'α Tuyam a. ( ミ r リ ウラジ ロエ Y キ)と命名せる も雨者κ確然た

る直別を主主 じ真fli し。

(24) ムニン ム クロジ 19~ 患樹科

&ψind'uß b01l'ﾎlle1J曻is Tuyama 

本島国有種にl目する落葉喬木にして、 S. Jlulc01加i Gaertn (ム クロジ ) に類似す。母島石門

山附近、 父島連珠谷共他各所良林中には直f~f~ 50 糎内外、高さ 7 , 8 米に達するものある も一

般に大なるもの少 しh

葉は互生せる偶数羽7Ik1U架を主主し、ノj、業は金縁狭小怠る長崎回;JI~にして先端，f:lll く 、 基部は相

似1ìらす九花は図針日E序をなし、 ノj、形 5 郷、 淡黄色を呈 し、 雄花は通例 8 雄1!fを有 し、雌花は

子房 3 室を注 し、 果は球献にして熟すれば外皮茶瓶色を呈し、絹紋:様の光樺あり 、 内に筏10腕

内外の黒色にして竪硬なる接子を減す 、 樹皮は次白色に して枝粗削し。

- 材は柏竪く帯責白色を主主し 、 用材としては佳良怒らざれども、 生材を土中用材に併す と きは

保存期甚だ永 し、 普通薪材に供され、 叉木耳の滑木として可1ì ﾞ 0 

(25) シマ ホル トノ キ Jl(~ 八樹 科

Elaeocα7pω p/，ωtúúα宅!oliα Hook. et Arn. 

本島国有種に凪する 、 常線喬木に して 、 全島f'C fi賢く 分布す。

3廷は概固形にして前後柏細し、 5 ， 6 月頃若干の~は、 黄色或は赤色を呈しτ落葉 し、 6 ， 7 

月頃校の末端葉肢に開花し、 J誌は楠固形にして 10 月乃至 12 月頃紫黒色に熟す、小児好んで

之を食す。

本樹は生長迅速にして 、 I釘芽力強 く 、 薪材と して適賞左り、材は白色に して遡重油使、 板、

佐類等に使用す る も保存期永か らや。

叉樹皮には車率を含有す 、 自11 ち林業試験場に於ける分析の結果を示せばずくの如し。

皮 おt 法 乾物タンニン%

厄 分

斡 皮 16 5.4 8.1 1.7 6.4 9.6 

ヰE 皮 17 5.4 9.0 1.1 6.5 10.9 

布司告ミF 12 7.5 11.7 3.8 8.6 13.3 

ー 硫黄島に於けるものは ElaeoCaJpil8 pachycaJpa Koid;Z;・ (チギ 〉 として、 本I霊と匝別すと関t

雨者酷似して直別 し事tli し、而して硫黄島に於ては主林水を注して E: A:1ì るも の多く 、直径 70

糎以上に及ぶ も の多し。

(26) オガサハラピロウ (シュ ロ ) 椋 欄 科

Lωùdonα boninensis N akai. 

. 本島問有種に属する常総喬木にしてピ ロ ウに類似す . 全~I芸大に して . 直径 30 糎、 高 18
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米店会に達 し、=!\~身 1 米内外に及び、 葉の先端下設 し、 葉柄に逆鈎あれ花は 4 ， 5 月に聞きド

果は 10 月 乃至 1 2 月に成熟 し、 或は翌年 2 ， 3 月に成熟する ものも あ り、初め総色にて後総

紫色となれ :f;jげた乃豆長球iU;:にして外皮をl制せるもの、 1 立 90 乃至 200 粒、 重量 550 乃至 640

瓦、護芽に妥する日数は、乾燥せるものは 70 日乃至 80 目、生県は 20 日乃至 40 日、護芽

率約 90.%にして保存宜しきを得ば、 2 箇年11，11護3f力を保持す、登芽後 10 箇月乃至 1 4 箇月 K

て短柄の真実を生じ 、 普通林地播種を行ふ、叉苗木によるものは枯死し易し若し然らざるも

勢力快復容易ならすエして、成長ïlを遅kたり 、 J長は蹟く斐延するも主根を快き山樫 8 粍内外の納

根のみを有し深さ 50 車I'J!内外、也{~~ 1 米内外の鰻頭丹J;:の土塊を縫纏するを見る、能く 1ft陰にJ甚

へ、幼樹林下lモ与野生 して 、 ill1行を遮断する j刑抄からや、金品 lと分布し 、 父島には今向森林中は

勿論、 農地にも移しく残存するも砂地及i易地には之を認め守、長幹の先端に]~l\!:容を誕生し、他

樹J二『亡高く抽出するも 、能 く暴風に塔へ、折損するもの少し、 1W絡を損害するときは 、 国J芽カ

左きにより枯死すナ、又長大なるものは 、 火災に注ふも枯死するもの少し、市 して各所森林rl:tに

此の樹幹の下部黒鐙せる ものあるは、官て火災に促りたるもの主主り。

材は淡褐色に して黒き束管を有し、老成せるものは色濃く、堅硬にして飽1\'1)すれば美な り 。

割りて竹の代fli とな し、 叉洋傘の柄、 洋杖共他のt:rrl工物となし、叉板とし煙車盆等共の他の*IB

工物に使用せらる、叉佐材として雅致あり 、 普iill ピンロ{ジユ材と稿する ものは、印ち之な り、

業は本，I~~ I亡ては、 1必要紙くべからざるものにして、屋根をi}:き、或は告と板の代1'1') と友し、或は

垣等l亡使mす、止t等は持11 に経済上市巴なら十、安内 l亡熱の不導盟として宮間的主主り、共の他図

扇等の*IR工物l亡使用され、叉新;!J~は漂白して、帽子等の編物となすととを得。

3E柄の基音1\1亡肝j著せる 三[:/Efi:は、力弱くしてシュロ毛に劣ると!ûjL 靴拭、敷物と して可なり。

鍬芽はシュロの者Jと恥し、食)I-Jとして美味なり。

(27) ノ ヤシ
'tpt
 

t干同
開

訓
刷HJ

a、
ザ
〉
21
 EX01'?1窘a ScwO?"!}una (Rehder & "\へ1ilso n. ). Burret. 

本島町有極に属する 、 7if続喬木にして、高さ約 18 米lと達し、遠望事11\子に類似するも 、 幹の

]買部葉設下に約 60 糎の青色昔1\あり 、 叉1昨の頂音11中心よれ未NJ~廷を棒航に抽出するを以て、

郷子と l歪\) 1]するとと易 し、 6 ， 7 PJ青色部の下音[\K帯~)\の花艇を生じてノj、花を 7(1生 し、 :mはノトJ;J(

j氏にして移しし初め背く、冬季に五りて赤熱す，葉;f:Fi竹の皮~止を話して厚く 、 背色部は締~;

忙して、葉柄を以て包まれ、ヤシの笥と栴して食用に供す。

往時は群島各所に、多量に1(::(1::せしと謂ふも、現今大にJt:の教を減じ、兄島 、 弟島、 寄島

(宇部子様)、父島( ~Iト火山、旭山、長谷附j[ê)等l亡 、 利i多量に干l三するのみに して、母島には稀に

して石門山の一部に幾分存するのみ、之れ開拓官時、ヤ シの笥と稿する撒=!j~を食する魚、伐採

せしに依るものとす、

. *樹は誌木としてfiE く涼風を jされ丈飴のE葉市i、頭に族主主し、 ‘ 高尚優美にして熱帯美を代表
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するか如き棚を呈し、幼樹は針坊直と して可なり 。

材はどロウに類し、割り易きを以て郷子割と稿し、竹の代用とお:し、花使は穏に使用す。

(28 ) ムエンヘゴ f沙椛科

Cyatheα b01ânsúnensis COp. 

琉球及南日本と共通ずる木性羊歯にして、本J烏に於ては父島、母島、北硫黄島及南硫爽島に

自生し、共の長大たるものは、)J旬高直径 45 糎.高さ 8 ， 9 米に達し、~~~頭に長さ 2 米内外に

及ぺるE葉を族生して、 四周に蛾布し、 熱事林の風致を添えるものなり。

本極は陽光及乾燥を好ま子、 渓谷密林内の陰潟地に多し、 叉北硫黄島森林内には彩 し く生じ

殆ど純林をなす所あり。往時大森林多かり し時代には随所に之を生じ?とるととは、 各所に今猶

存する根株によりて之を推知するを得ぺし、 普通車幹にして上部には、針多き葉柄の基音11 を宿

存 し、 共の以下はjZ4依結合して幹を櫨ふ、此黒僚は一種の策根にして、生時は美なる飴色をな

し年k幹を包みて肥大し、下部は歪形を友せるもの多し、幹の内部は白色の柔和L織を以て充さ

れ漆黒色.硬質1ì. る維管東は奇形をな して柔組織内にあり。

材は気生植物を阿著せしめ. 或は輪切として植木鉢となし、或は細末として培養土中に混や

る等、 園事上の用途蹟く、叉丸材のまい庭園用とし槻賞せらる、媛小のものは鉢植と して可

及り。

米だ此浩林を行ひしととたきも、母:樹附・近には自生市多きにより 、 之を保護すれば.比較的

良好友る生長を遂げしむるを得ペ し。

(29 ) マルハチ f沙樺科

Alsophilω Jl1el'tensictnct Kunze. 

本島国有の木性羊歯に してヘゴに酷似し、 .往々此雨者を混同するものあるも 、 本種の幹に存

する葉痕は、長園'J!手或は八角形を主主し、倒八字形を黙秘にて表はせる維管束痕あれ叉黒色の

東根は 、 ヘゴに比すれば幹に猪婚 し、 E幹の下部のみに止まり 、 協気多き1也に生やるものと鍬

共の中央部以上に及ば十。

心胴 (*ft管束)はへゴに比し、太く且!享く して竪きにより外部を除去し、垣摂m と Uft致る

りて保存期永し 、 叉共の損せざるもの L 外皮の、亀甲flfì:を存せるものは花生等とし、 叉枇管束

は菓子箸等を作るに可なり.而して本樹の用途は殆どへゴに同じ。

本種はヘゴの主n く 、 陰地性な らやして開i問地にも、亦比較的乾燥せる地にも能 く生育するを

見るなり。

Alsophila tr.属するものは本種の外に

テ リ バヘゴ A. Og'urαe Hayata. 

あり.本種も亦本島固有座に麗し、父島に於てのみ護見せられ、中央山、旭山等の1ft;林内の渓

谷に多く\ム=ンヘゴ及びマルハチと共に本島三木性羊歯のーにして、最 も陰i島地を女子み.幹
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頭IL長業を族生し 、 能く他の木性羊繭に類似すと品目:、幹は比較的ノj、にして 、 葉柄は黒色を呈し

短刺多し。

(30) リウキウマツ(琉球松、沖縄松) 1会 宇ト

Pinuδ l'llchuensお lVlave r.

琉球松は八重山群島より[控I者諸島に亘る見Jj・5間琉球列島の原産にして、共の性蹴赤松、 黒松の

中 ru']性を有し、針葉は黒松l乞類似するも梢長く剛直ならすヘ斡皮は赤松、黒松の中聞の色津を

帯び、 材の性質、用途等亦赤松、黒松と類似し、 f包;果は柑ノj 、tJ: ﾞ ，花は 3 ， 4 月頃開き 、 種子

の成熟期は 10 月乃至 11 月にして種子 1 立の位蚊約 53 ，400 粒、共の重量約 440 瓦あり。

小笠原島陀於ける琉球訟は明治 32 年、沖縄腕より種子を移入して繁漉せしを以てI橋矢とす。

元来小笠原島には共の自生種とする套I-~引おは、僅に、ンマムロの q重な るも、共の気候風土に池

する樹種の調査研究の結果、琉球降、民~杉、鉛筆・ビヤクシ ン等は、最も遁営危る針葉樹なり

とし、就中琉球訟は頗る優秀にして護育旺盛を極め、 務!d亡劣等地に封する造林樹種として趨首

友るのみたら十、澗葉樹との混清林を形成する時は、共の下木たるi開業樹は篇に、風害.卒害

等の害を菟れて上長生育を促進するを以て、林相疎開劣悪なる澗葉樹林内 l亡 、 琉球松を?昆植 し

て林f立の向上をJlJJずる等、 小笠原島に於け る主要造林木として頗る f賃値ある樹種怒るを以て 、

大正 3 年以来原産地方より年々多量の種子を移入して其の増殖に掠めつ L ありて、今や小笠原

島に於ける人工造林地の大部分は琉球松造林なりとす。

小笠原島に於ける琉球松は護育|圧盛、殊lて植栽後 3 ， 4 ~lc:.生頃よ り 急:激に旺盛なる上長生育

をなし、 共の年生長量 1 米乃至 2 米内外に達するもの多く 、護育優良なるものは 6 ， 7 年生に

して胸高直径 7 , 8 糎、 樹高 7 ， 8 米に述して枚打を要し， 14 , 5 51三生に至れば胸高直径 24 ，

5 l担、樹高 14 ， 5 米に達して間伐利用し得る程度に達するもの多く 、 寧ろ原産地方よりも優

勢怒る護育をなすの奇現象~曇す、共の校僚の如き 4 ， 5 年生に殻生ずるものは包m問 1 米以上

1L {11長するもの多く 、 無官ìiの 1111柄洋杖資材として利用せられ、皮附・のもii:に曲柄となし 、 頗る雅

致ある洋杖を製作せらる 、 叉琉球松の樹fゃには多量の松脂を合有し、直径 20 1厘内外の間伐木

Iとても 、 一同百瓦以上の松脂を採取し得るものあるが如き 、 松脂採取用としても亦憤1ïê:ある も

のゑり。

今小笠原島に於ける琉球J去の造林成績を略記すれば失の如し。

(造林)、 小笠原島に於ける琉球J会主主林は 、 苗木造林及播極造林の 2 法あれ播陸浩i*1L ib り

では 1 2 月頃 l ヘクタ ール首 3 ，000 乃五 5 ，000 佃内外の穴を掘り、 l 穴に十数粒 ( 1 ヘクグ

{ル蛍 2 立内外)を蒔付けるものにして、議害等の被害友きに於ては、強芽生育可良、 翌秋若

くは翌々春手入の際に良苗 1 , 2 本を残して他を除去するものにして、経費を節約し得るのみ

たらす=成続可良なるも、林地直播l乞依るものは保設管理意の如くtJ:らざるを以て、幼時に於て

往kにして品害、 手害等の被害を受け、 震に楠植を要する場合多きを以て、琉球松造林I'Ì主と



108 林 業 試 験 報告 第三 十六日E

して苗木士吉林l亡依る白雪泊とす。

(・111木育成) 、 帰匝i即日jは 1 2 月にして 、 翌年夏季陽光山き時季迄には 10 糠内外l乙付I R: L.

平等に堪へ得る に至 らしむるを要す る ものに して、播Tlli lgj遮れる時は特別の保護強引1 を主主すに

あ ら ざれば、日焼等の被害を免れざる ものとす。

小笠原宮!; K於けるVrE球松の床地熔胞は 、 琉l;k地方と多少組き を異にし、 約 l 米隔の床を作り 、

床面に於て横i亡 1 4 ， 5 細幅の紡を設け 、 1 筋置きに散播(坪嘗 5 勺播)覆土し、 共の上を誌

を以て覆ふものにして、 4 週間内外にて殻芽L 改芽歩合 80-90% 、 護育旺盛、 翌秋f亡 は 1 4 ，

5 糎 vc 1ヰl長するを以て根切を行ひ 、 翌々春郎ち婚盟後満 1 (,1'- 3 , 4 箇月 に して;!;f~取 れ 大苗は

山 /-U1 しをな し 、 ノj 、苗は移植して翌年の山出し苗に供するものとす 、 而 して 14 ， 5 粧の間隔を以

て l 筋置き に散播するは 、 平容を l坊ぎ.根切及施肥乎入金吉:に使 tt. ら しめんとす るにあ り 。

(苗木造林) 、 苗木造林は普辿 l ヘクタ ール岱 3 ，000 本偵を標準と する ものに して 、 総裁は周

年行ひ得と 到t 、 共の活1$ーは天候氏支配せらるる~F1-多く 、 キl在裁の最適!国と する は 3 ， 4 月頃なり

とす 、 之れ夏季炎天の{院に至る迄に 、 在i木は良く m清張育ずるを以て 、 平容を菟るる事多けれ

ばなり 。

(手入) 、 琉球絵はtl日長後 2 ， 3 (， 1三は除草を裂し、 3 ， 4 (， 1 '-生に して l 米以上にや1 1長せ し時期

には暴風に際し、 根元旋型~せられl.S 1とおli顕するもの多きを以て 、 此の時期には恭風後[生直にii!ょ

林地を iili硯して根踏をなす等の手入を裂するもの とす。

叉琉球松はi日H安の護育旺盛なるを以て 、 枝打をなすにあらざれば無節長幹の良材を作る能lま

ざるを以て 、 5 ， 6 (，1三生より 1 2 ， 3 年生に至る IW vc於て数回陀亘 り ，下校よ り 順失、適官;の校打

をなし、 共の切島rr箇所は校の基部の隆起部に切込む程度を以て施行するを 、 校::1 T切断而癒合最

良好なるものの如く 、 隆陸部の上端に於で切断する時は死bb を生じ易く 、 叉隆起昔1;の基部郎ち

樹! :î~~に密接 して切品~する H寺は断面過大と t;;. Þ . 癒合を遅延せ しむるの民あるもののがl し。

Ut長) 、 小笠原j誌に於ける琉球松直播造林木此苗木地林水の生長量を示せば次の如 し。

i i大111!:t゙J I ~~大出 I4141J制品
!胸高直径(組 }

直f好造林木
全 長(米) 1 0.40 1 0.31 11.07 1 0.78 

)掬高[酎虫(糎)
説l木造林木

全 長(米) 1 ー |ー 1 0.24 1 0.20 

6.5 

3.1 

3.10 



!内高直彼(糎) I 9.7 
u11得遊休木 | 

全
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苗木造林木

備考

木造林i"施行ぜ る箇所に於て 、 各標準木 10 本宛を選定 L 、 説!資測定ぜ L ものなり。

直t密造林木 l:t昭和元年 12 月林地熔積ぜ乙ものに Lて、苗木造林(工大正 14 11'- 12 月

搭積育成ぜ L苗木を、 H百手113 年春季造林ぜ L ものな り 。

J-.表 l乙依れば林地直播逝H:木は、 護芽後輩育を阻止せらる L ととなし 順調の護育をなすを

判迫とすと!ilH'、苗木浩林水にありでは根切、床替、 山 H'， し等定布!{迄陀主主同護育を阻止せられ、

共のllf木法林水の 山1-1:'，し官;初、印ち 2 (，ド生苗の大さを比較する t亡、 11V木浩林木の最大長 24 jJ~( 

平均長 20 樋左るに比し、 lùJ岳地林水は拡大 l 米 9 純平均に於て 78 例の長さを示し、質t亡平均

4りきて11Y木iiE林木の約 4 供弱の護育を注し、 5 年生に於て古木古林水の最大長 3 米 52 抑、)j何

店直筏 31組久平均長 3 米1O~町、胸高[白:傑 3*烈 1 t.i:るに比し、出燃浩林水は最大長 6 米 32

柄 、 胸正:i i庄筏 7糎久平均長 5 米 1 7 1J柄、胸高也径 6 ~;J主 5 にして樹高直俸共民主をに苗木造林木

に勝れるを見る訟 に 然れども7Ji木造林木は定杭、 f丹jE後はなに殻育If[雌となれ ~J;の年.!t.長

量に於て、一時は寧ろ直帰浩林水よりも優勢を示すを見るなり。

主任するに小笠原山花於ては. :9iE球桧はlÜ播造林水立立前木造林木共 l乙皮(j る優良なる護育をな

し、 E播浩林は新植経費を要する231砂きを以て、環境良しきに於ては7Ji木造林に勝ると ffilL ~誌

符卒者等の被害多き箇所に於ては‘旺搭i;5林は有1j植等の手数を要する事多く、 117木造林の勝れ

るを見るなり。 gpち小笠原JL; 陀於ける琉J:;)~松iiE林は共の環境に際じて、也.搭若くは前木浩林を

すすふものとす。

(31) カウェウザン (問州j多) 杉 手:ト
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~I-r郁夫・那に原産する常紘喬木にして、我聞に於ては古くより琉球、霊的等に移植せられ . ::!-!; 

の主要遺体樹種をなし、本品 l亡於ては蓋i間より移入せるもの友るが、能く共の気候風土に油し

生育良好友九日Pち父島連珠谷試験林内に植栽せるものの生長量を比る』亡、 10年生にして琵147

優良たるものは樹高 10 米、)J向l高l也住 12 1却に達し、平均に於て樹高 6 米 ' 62 腕、胸高直径 8

糎 6 に して 、 叉本品主要法林樹極をなすものとす。

本樹はIがj芽力旺盛にして 、 根部よ iり数多のJîH芳三を友すを以て、共催に放置するときは、 1 株

より数本のi昨を成立するを以て、良材を得るには除伐乎入を要するものとす。繁殖は播fiÐ:又は
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分葉、拘:白i~条等に依りて 、 容易に苗木を仕立て得るものに して 、 生育頗る迅速. 24 , 5 年生に し

て 11伺高直使 30 粧以上に遼し、樹j昨は逝直.校僚は輸j氏に生じ水平に横張す、 3廷は線j伏の披E十

形にして銃尖t;;: .゙ '陸果は卯形!Uèにして長さ 3 ~;岳部渇り 。

材は軽軟紙密にして使用し易く、白!臓の被害を受くる事少し且i熱気に劃する耐久力強くし

て、板材共他の用材と して需要瞭く、殊に材の芳香蔽郁たるものありて 、 支那民族聞には棺材

として賞用せらるるもの左り。

材を蒸溜するときは約 3%内外の邸護泊を得、香料として使用し符べし。

( 32) ナンヨウスギ 南洋杉科

ATαωαTiα 己主celsα R. Br. 

i%羽 i'I ノ { フオ Jレク J島産の常紘喬木に して 、 高さ 6 ， 70 米に建するものあ り、樹幹通直. 校僚

を輪生 し、 校は規則正しく殆E水平に生じ針葉は短かくして密生し 、 姿態甚だ優美清雅な り 。

材は木理通直、工作容易にして諸種の用途陀使用せらる。

本品には明治 44 年の輸入にして、 主として翻賞植物と して賞用せられ、挿依及ひ播種に依

りて繁殖す。

本島に於て栽i'îl[せ ら る る Araùcaria 属の植物は此の外に、

A. Bidwill� Hook. 

A. Ounninghami'i Sweet. 

の 2 種あり、共に長i';JH産にして、共のm注亦ナンヨウ スギに同じω

(33) エ ンピツピヤクシ ン

J佖ipeT'u8 Bm 

柏樹科

ベルムダ地方に産する常紘喬木にして、材は椴務、芯~軟i'1~1甫にして、鉛三在材として笠間せら

れ叉風致木たり。

本島には最近の輸入なるも共の生長頗る良好なれ卸ち父島連珠谷試験林に造林せ しものの

生長量を見るに、 7 年生にして護育・の優良なるものは 、 樹高 5 米 53 糎、 11旬高直符 7 ~疲 6、平均

に於て樹高 5 米 37 ~岳、 11何高直傑 6 籾( 9 I'L達し、本島主要法林樹種たり。

(34 ) インドチク (キ ンシチク ) 禾 本 科

Bα11t仇tsa c州Igα1ぜs Schrad. 

明治 12 年印度より輸入せしものな るべ し. 節は低く j骨i'ì ﾞ .街は 9 月頃最も多く護生し.

1 , 2 米の吾ij さに謹ーせるものも 、上部の堅硬ならざる部分は食用と して味佳た り 。

本陸の根は遠距離に建するも、街は母株11[.接して護生するを以て、梓は株を 1'J. して談生し.

1卒の大友るものは直佳 10 粧絵に及ぶ。弾力 gfftからざるの飲鈷ありと雌、 多肉にして負捲力強

きに依り、共の HJ三生以上にして黄色を帯びたるものは伐保して諸別に供す。

ヌド烏には竹材を産せざるを以て、 本極は良( rt用せられ.近来之を植栽するもの多 し。 普通



小笠原島の植生政熱帯有用植物に就 て 111 

5 月頃侠分に依りて容易に繁植す、叉挿僚にでも活着する事屡々なり。

(35 ) モクマワウ 木 l硫黄科

CαS'Uα7・'inα erruÍ8et~foliαForst.

法洲を原産とする常総喬木左るも 、現今蹟く太平洋諸島及南洋一殺に分布し. 主と して海岸

林を形成するものとす。

本島には明治 12 年印度より i除入せしものにして、共の長大友るものは直径約 70 糎、 高さ

30米徐に珪ーするものあれ外観針葉樹に類似し、樹幹通直、葉を紙ぎ、 校の先端に紘色針献の

ノj、校を叢生し、 園筒!lJèにしてトクサの如き首jを有し業の作用を管む、遠見恰も松葉K似たり。

普通 4 月下旬より 6 月までに開花し、雌雄異花にして雄花は項生の穂J伏花、雌花は腕生.コ ル

ク質の如き臨き毛E果を結び. 1 果普通 3 ， 40 粒の有翼の種子を含み、風に依り遠く飛散す.

種子は普通 1 立 16 ， 7 高位、約 200 瓦の重量を有し、下種は取播を最も可とし、普通 12 月

κ播種し約 3 週間にて護芳-を初む、苗木の生育速かなるを以て、根切り及移植を行ひ l 年生苗

を以て山出苗となすω

モクマワウは本島に於ける、荒陵地復奮浩林樹種として好通するものにして、リ ウキウマツ

と共に本島森林経費上必要訣ぐべからざるものなれ市して本樹は砂質壌土を好み、生長佳良

なるものは. 15 年生にして直径 20 糎除、高さ 17 ， 8 米に達し、諸害に強き樹障なるも 、 長

発して他樹上に抽出するを以て.暴風陀際し折損する事多しと雌、 1JJ:i芽力旺盛にしてi災復力亦

速な人

心材は紅f/iJ色若くはl倍褐色を呈し、 法材は共の色淡し、心材は紋理優美にして用途蹟しと!i\!t.

材甚だ竪使にして重く 、 乾材はカ11工困難にして釘を使用し真If~き快賠あ れ樹幹概して通直、 長

材を得るを以て普通丸太材として使用し、 叉舶材と して朋ひらると!i'1t、 t担割れるものは反曲陣

摂し易き嫌あれ焼料としては火力強く友陸永く熱を保つの特徴を有す。

樹皮は車率原料と友し、 叉禍~染J!'4VCnJひらる、今林業試験場に於ける分析成績を示せば次

の如し。

酸化法 皮 粉 法 乾物タン=ン%
区 ノ5ì、 水 分

酸化法 | 皮粉法
幹 皮 16 4.6 15.5 3.7 5.5 18.4 

オ長 皮 12 7.6 10.6 4.4 8.6 12.1 

繋 18 2.7 3.8 5.0 3.3 4.6 

Casuarina VC属する樹木は共の種類数十種に及び、能訓'1~与の他熱帯地方に於ける防潮及砂防

m樹種として重きをなすもの友り。本島に於ては尚本種の外に

C. gZα'tlCαSieber. 

C.Iluegαliana Miq. 
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等あるも 、 之れ等は未だ共の植栽本数少し。

(36) ベンガルボダ イジユ 桑 :f;iト

PiC't18 ben，qαlen8i8 L. 

川 印度産の常総喬木にして枝より 多数の気娘を霊下し、校僚を蛾張し、原産地方に於ては蹟き

地域を誼ふもの少からすコと謂ふ。本島には明治 44 (， 1 三 、 I~ fl度カルカツク植物園より種子を輸入

育成せ し ものにして 、 ~~は瞭卵;11予をな し、 長さ 20 腕内外 、 楽面21子資総色l亡 して 、 幼時は微l乞

短毛を有し、葉脈は太くして明かな れ 裏面は次緑色を呈す、 槻1~~樹たり。 ，

材 Icti匝軟にして l陀く 、 ílJ材として憤値少しと雌、 原産地方に於ては租Lkの用途に使月]され、

樹幹を傷付 くる時は乳液を流ト111 し、護設・11及び樹脂を含有す、共の乳液は~1iU仕剤としてmひら

れ、叉糖尿病に交え県あ b と 百円ふ。

, I 本樹は護育速にして取木、押木に依るも活指良灯、 叉薬事rを行ふ事を得鋭殖容易友人

( 37 ) カシワバゴムノキ 桑 科

FiC'll8 PωId'uγαtαHance・

支芳ríffiの Jl~'・紘喬木にして装飾植物たり。

ヌjs:島 K は l明治 45 (， 1'.の輪入種tとして 、~!'ßは光惇ある濃級色を呈し、 J二部平市J I'[して、 尖頭を

附する倒卵1たにして 、 架身波紋をなし、 長さ約 50 抑陀及び頗る雄大友りら

取木、挿木、羽1:JJ ・等rc.依り能く 繁殖す。

(38) ボダイジユ(印度菩提樹) 桑
卜

F
F
 

�゙'ll8 ?・el匂i08Ct L. 

菩提樹は僻迦/:H家修道し!>>1k行苦行の後、菩提樹下vc映1加扶坐専念兎道を思惟す るとと 49 日

r:Ir 、遂に大悟成魔し給ひたりとえ主し、併殺信徒に依り前[1翠樹として最も崇奔せらる L も のな り。

本島には古く印度より輸入せしものなるが如く、共の犬伝るものは能く長符しI~-:J さ約 20 米

1'[建す、取木及び.挿木に依り繁殖容易なり。

葉は長き葉柄を有し、互生、全勝、縁逃柏波11えを呈し、心臓7肢をなして先端は長き有足尖頭

をなし、表面i架線色にして光j撃を有し、鰍~~は淡紅色を帯び美血友れ樹71手、薬形等アメ リヵ

ヤマナラシに類似し.行道樹、庭園樹等の風致木として可左 り 。 !尽花果は創刊!問、 1>1\ 1 ~:Jiji内外に

して暗紫色に熱す . 我閣に於てi~lj家が菩提樹の置と稲し、念珠として珍重するは、本樹の貰ーに

あ らやして、全 く別種の ElcteOCCl1]J'tl8 Gαnii1'ω Roxb . ( 印度珠数の樹)の種子な りと す。

( 39 ) ガヅマル 桑 イ
サ

S
4
・

Fi目C'tl S 1・elωα L.

JJi! く熱帯地方に分布し、 我閣に於ては琉球及~i母I"C自生する常総喬木にして校~共にカ!~毛、

英は有柄、 革fz. i断固71手或は倒卵形にして銑尖頭1'J: ﾞ ~ r岱花果は新室の葉I)ì誌に生じ 、 単調或は

封をたして無柄、熟すれば赤色とな る。 J昨及校より 多数の来〔根を生 じ、殊 I'[ i，咋より生1'-るもの

はj昨と 癒合して幹形凸凹甚し。地上敷尺の底より多数の大枚を分ち四方に扱張し、 1 樹の樹冠
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の占領而積敢ア ー ;t-絵に亙るもの少か らやー 校の老大友らざる部分には無数の!J '~侭懸垂 し4 各

衆恨叉無数の褐色友る支根を生 じ頗る奇視を塁す。

越材 は白色、 心材は禍紅色を友 して美紋あ り、 琉球にては挽物品!日工 、 朱塗下地材として1~j:JIJ

せらる。

小笠原島にては開拓宙時i乙移植されたる ものなるべし現今最大怠るものは支臨構内 iとあ り

て基部の周国約 6 米、校の占領面積約 2 ア ~}L-徐に及び、気棋を垂下す る事彩 し。

本樹は押木l'L í衣 り 繁殖容易に して生育佳良なれ校を生する事多く して良く繁茂 し、 潮風に

到iきを以て防風樹として池宮;友 れ 叉平魁に棋ゆる力甚引きに依り 、 浅i也に於ける前品[唯j と し

て可た り 。 而して本樹 11:校及策伎の護生彩 し く 、 且自由に形姿左整ひ得るを以て 、 金栽樹と し

て叉庭閤樹、 生垣等として立! 日せらる 1. t;;_ り 。

(40) アコウ (烏椋) 桑
『
I
r

-
4・

PiC'U8 Wighti，αl1Ct Wall. 

琉球及牽i警に生十・る喬木に して、九州市立此及 1m園に於ても稀に存す 、 普通年 1 悶乃至 2 同落

葉し、 数日にして新薬を生 じ、 初め}fI白色の哲に包まるるも哲は直に落下す。

本j誌には明治 41 年琉球より 11Y木を移入 し、更に~~ 42 年八宣[11 島より種子を移入、 EI木を

育成せるものに して 、 挿木繁殖容易友り。

葉は長き葉柄を有 し、 長附図形、 金縁、 ヰfFZE紘色にして「阿)J は淡賀色を呈す。部!~花mは席回

{C.して短柄 を以て校上に着生 し、 淡紅色に熟す。

i 材は粗槌にして優良友らやと!ît!t 、 軍潜及琉球t亡於てはlillk の月j 材叉は落~:材として使用せら

れ、 叉風致木と して可なり 。

(41) サウシジユ (相思樹) 主 字ト

Acacia C07抑制 Merr .

比律賓及蓋i警に産する常紘喬木にして 、 共の大たるものは直筏 l 米、 高 20 米にj主するもの

あ り。 本島には明治 35 年基絶より移入せるものにして、能く気候風土に趨 し、 6 ， 7 年生に し

て直俊 20 糎、高 6 米内外に述す。而して本樹は乾燥地、 1姑潤地等何れの地にも能 く生育 し、

風潮害に耐へ、叉根癌パクテリアを生じ、 空中の遊離窒素を揃取して土地を肥沃ならしむるも

のに して 、 本島に於ける主要造林木のーなり。努I~I'L硫黄白に於てはコカ樹植栽地の防風樹とし

て立用せ られ. 農耕地の畦l咋に~fì列に筏粧し 、 官l亡刈込を行ひ、ノj、防風林として仕立て、枝葉

11:級肥と して使用す。

仮葉は互生、 披針îl去に して多少替曲し、 革質にしてl'庁保あれ花は 3 月乃至 5 月頃黄色ID~J!}(

花を葉.般に群生 し、 茨は 8 ， 9 月頃成熟 し、 長さ 1 0 一抑内外、 r.1:q乙周平にして光津ある極子

7 , 8 粒を含む。

本樹の主要た る用詮は薪茨材1J.るも 、 材質堅織に して、装飾材共の他率柄、 農具 、 船具等l亡
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局びられ、樹皮は車率原料とす。今共の車率含有量を示せば共の如し。 (林業試験場分析)

区 分

幹 皮 14 6.3 7.0 5.9 8.2 

オ見 皮 15 5.9 6.9 5.8 6.9 8.1 

珂噛ミ雪Z 16 0.8 1.6 4.8 0.9 1.9 

( 42) タガヤサン(餓万木) 5τ金1金E 字十

Cassia 8ÌameαLam. 

熱帯亜細亜に産する落葉喬木に して.本島には近予~の輸入f;r_るも生長頗る |庄盛f;r_ ﾞ 0 

葉は偶数羽欣複葉忙してノj、葉はtt.J生し、花11:頂生固処花序にして花測は黄色芳香を有し、 災

見は長さ約 30 糎内外中に扇子の種子役有す。種子に依りて繁殖容易f;r_ ﾞ 0 

錨刀木は古来紫檀、 黒檀、鍛刀木と稲せらるる三銘木中のーに して、所謂唐木材中の買:1寸と

せられ、之れ等三銘木は何れも斤量を以て共の標準債を示 し、材質よ り比較すれば概して黒檀

上位を占め、紫↑宣之れにずくぎ、 鎖刀木は第 3 位友るが如 しと E位、心材 11:暗褐色叉は黒色を呈 L

木理雅致あるを以て家具.装飾材等として需要最も麗し。

( 43 ) シスソ ノキ

Dα:lbm'gia Sisso Roxb. 

印度に産する落葉喬木にして高さ 20 米以上に建すと雄、幹は通直なるもの少し多少屈曲

して生長、ずるもの多しυ 本島には最近の輸入種に して未だ犬主主るもの友 しと隊、 生長迅速にし

萱 品
a

ゴ
A
t・

て本島主要港林木のーたるべ し。 l古木は播種及び挿木に依りて育成す。

葉は互生、奇数羽欣複葉をなし、ノj、葉は心臓形、銑尖にして葉柄長し。

材は竪硬機密にして木理縦走L.心材はl骨赤褐色叉は褐色を呈 し、樹齢を士宮すに従ひ其の色

濃く叉硬度を増加し、弾力に富み、割裂を生やる事なし琢磨して光揮を生じ保存期甚だ永

く.家具、彫刻、装飾材等として主主重せらる。

(44) イン ドシタン(紫檀) =金生2

'ii'.. 宇卜

Ptm'ocmp附 indic'U8 Willd. 

熱帯亜細H}HL~lt く分布する落葉喬木に して、本島には近時の輸入種左 り 。

葉は互生、奇数羽放複葉にしてノj、葉 11:;f.陥図形、鋭尖、長さ 10 糎内外あり、繁殖は種子叉は

挿僚に依れ 生育連かな り 。

材11:謹材部少し心材は暗紅色に して美麗なる濃淡雑色を去 し、 竪搬に して家具建築装飾材

等と して主主重せらる ω

古来紫檀と稿する材中には数種類ありて.唐木商は共の外観材質に依りて分類すと雌.本樹

は一般に多き所謂紫檀材にして共の需要庚く.師ち紫檀中の本源、種とも稿すべきものなり。
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(45) マホガニ~ (桃心木) J東 f，;十

8wieten'ﾍa JJlahogαui J acq. 

マホガニ ーは西印度諸島及南フロ リ ダの原産にして 、 共の大なるものは高さ 30 米直径 1-

三米に連ーする常総の大喬木主主り .3Eは偶数羽j伏複葉をなしてセンダンに類す。

マホガ= ーの材は淡紅褐色を帯び(赤栂色たるも次第に鑓色す) 、磨けば光津dうりて外観美麗

・た れ ・ 組織は撤密に して木思通直 . 美しき木目を有するもの多し保存期オ氏 、 燃焼 し難 し.

反張牧縮性少きを以て 、 狂を生ぜざる等の美軌を有し、極めて鐙化性r岳・み立地、樹齢、 生長

欣態等によりて差異あり。

本材は往時より舶材、 家具 、 建築材等として武用せらる L ものにして 、 近時マホガニ {材。

名撃の高まるに従ひ 、 種々の偶材、模様材多く.我閣に輸入せらる L マホガ:=. ~材の多くは 、

オ ホパマホガ :=.~共の他 1. 2 種のものに して良正のものは少しと謂ふ。

小笠原島に於けるマホガ=ーは 、 最近の轍入極右:るも護育頗る旺盛1:;: ﾞ 0 基i母に於ては恒春

熱帯植物殖育場に於て浩林試験を行ひたるも J共の成訟の見るべきものなきが如 しと隊、 マホ

ガエ【 は小笠原島及室i曹に於ては、 }]\t容を考慮して適地を選定するに於ては 、 共の主要造林木

のーたるを失はざるべし。

(46) アカギ ( カグン ) 大戦科

Bischo戸αjα間町ωBlume.

琉球、 藍i母、 印度 . 馬来、上七律賓、ポリネシヤ、ビルマ等に分イriする常総喬木に して 、 共の

大t:r.るものは直径 1 . 2 米、樹高 2 ， 30 米に達するものあり、葉は互生、三ノj、葉より成札

花はfR{}H::1Ë序にして 3 ， 4 月頃開き、県富ーは袈‘史・に して径U;Jiî[位の球吹を友し 12 月頃黒熟 し、

内 l亡 3 叉は 4伺の種子を減す。

木樹は護育I庄盛、播種苗も I 年にして 30 粧以上に仲長し、 山行苗に誼ずるものに して 、 植

栽後と E匹 、 油地に於ては生育頗る迅速なれ市して小笠原島に於ける匙林木の 、 幼時に於ける

生長量を見るに 、 8 年目には共の生育旺盛なるものは、置に樹高 11 米 23 糎 、 胸高直径 2 1

糎自告に建するものあり、今共の平均生長量を示せば:;7(の如し色

生五よ土i土生J~ ~f~ I 4 干~t I 5 年生J 6 !P~_Iι司 8 年生
全長 (m)

胸高直径 (cm)

9.04 

16.25 

備考昭和 3 年 3 月 24 日搭隆、 i司年 4 月 13 日後芽 <:!C苗木を育成 L、同年 8 月 27 日 尖

島扇村速球谷試験林に楠栽ぜ ι もの、内、標準木 13 本を選定測定ぜ L 卒均盟主催なり

さす。

卸ちアカギlri小笠原島に於ては、肥沃なる林地にては頗る良好t;:る護育を左すのみならす"
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J1ill寄に耐ゆる樹種たるを以て、 共の主要なる遊休樹極左り。

材は椋褐色にして特種の光博を有 し、硬さ 中庸にして加工 し易く、紫喧の代用材として建築、

家具、装飾材等として使用さる L と民jL 柾目に挽かざれば甚だしく反張割裂し易き ftf}t車/i あり。

樹皮は翠tijf，原料として使用し得るものに して、共の林業試験場 l乙於ける分析成績を示せば次

の如 し。

医

幹

枝

実f

y、

1ヨ

皮

皮

水分μrtl

16 1.4 

(47) パルサ(コルクノキ)

Ochl'omα Lagopu8 Swartz. 

皮 粉 法 | 乾物タ ンニンガ

タンニンdドタンニンμ| 酸化法 i 皮粉法
4.0 4.2 2.7 4.8 

8.8 

23 

2.4 

7.4 

7.1 

1.7 

主iH 英科

11.0 

2.7 

熱帯亜米利加に原産する喬木にして、樹高約 15 米乃至 20 米に注し、生長官~jる迅速友り 。

本島に於ては昭和 8 年以降の輸入にして、未だ共の成紅:の可否を;命マþる能は十と郎、幼時冬季

のjl1風を防ぐに於ては、生育佳良なるものの如し。

葉は柔軟にして~~肌葉をなし、県は5n頃熟し、美 しき和総吠のi欧毛を生じ、境充料に w、:す。

材は較軟木材の最優秀なるものとして著名にして、飛行機用、共の他需要多く、乾燥する時

は毎立方米に付き約 115 ftf;の重量を有し、ゴルクに比し約 50.%，の重量に過ぎや。

( 48 ) フクギ 金綜桃科

Gαrc'Uuα ザicatαHook. f. 

琉球t乙原庄ーする常線喬木なり。本島 iとは明治 34 年に初めて移入し、爾来数同種子を移入 し

て古木育成試植せしと!ïltし生長比較的遅々たるを以て、米た主要地林木として使用するに至ら

葉は封生忙して鈍頭、全縁、長桁回) 1去、'lm肉 !享く、革質ーにしてj脳会色を呈 し、校1*は?tJ生し

樹形固錐肢を à し、 l国る整然たる樹姿を有し、庭園樹又は鉢fI([等として佳去り。

琉球に於ては並木、人家のmJ園等に植栽し防風用等に供すと郎、一般也i;;j(木として使用する

もの少きが如し。

材は黄色にして竪硬なるを以て、各担の用材に供して l::1'ç:({jgj永く、樹皮は琉球にては煮沸し

て初色の染料を製し、琉球上司lîの染料として使用す。

(49) サルスベリ(百日紅) 千屈菜科

L臼gεer，色幼咽oel円1uα tの印7川Ldゐ1Cα L. 

印度及支那に分布する落葉喬木なり。本J品には明治 1 2 年の輸入にして、庭閤樹として植栽

するもの多し高さに 6 米1訟に達し、細校を3野生 し、初春葉を生じ、 6 J:J頃より各校の先端
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l亡 rl目花を初め 、 花を附する事拶し く 、 全樹花を以て被はるるに至るなり。

葉I'Ì卯形或はi附図形をなし 、 花は紫赤色、 帯決紫白色等にして 、 花捕は基部ir.1ll く先端部は庇

くして繊袈直し。

Lagerstrocmia f亡属するものにして 、 本j誌にて1文相せらるるものは本屈の外l亡、

L. 8ubcostαlét Koehne. シマサルスベ リ、 jL考

あ れ南日本、歪i苛及支那の!京1主ーにして、花はサルスベリよりも小形lとして識別し易し花腕

は槌白色を呈す。

雨極共l乙 Jオは堅距融街にして.雌櫨細工等に使用せられ、 又一先立に薪茨材と して1?U目せらる、

~\~及び皮部には叉f江主主を合有す。日日ち共の皐1iZの含有量を示せば次の如 し。

一
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市
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水

一

16 8.4 

樹 干11\ IJlli 王子

サ jレスベリ
車宇 広

シマサルスベリ

幹J:lL

1 桜皮

楽 17 12.2 

(50 ) ユ ー カリ前! 桃金嬢科

Eucalyptus sp. 

i~{11H tc::庄する常総喬木にして共の極刻版iる多く、主liはIliIJ I手、栴回JI弘卯JI弘披針 11完封'ill: k の

71ヲi此を呈するも一般に平氏、 ?i':1F~('として芳香を有し、蒸惜してユ { カ リ 油を製し、 繋料、香料

等に使用せらる。

材は堅重、 敵手fnとして建築、 415染、南lt世間~:J~他用j全院し。

本山には嘗て明治 1 2 (.ドに 1 2 Nl を輸入し、共後も度々1"ill:Tを輸入育成し、 護育!泊る迅速な

るも暴風の矯め娘倒、 i 折損等の被害を被り現今残存するは、

F.. citrioclo?Yt Hook. f. 

E・ glolnd'us LabiJl. 

E. lOllg(folia Link. 

E. γobwilαS I11. 

の 4種lこして 、 共の泊地としては)!ii~世り少なき池泌地を裂するを以て 、 本J与に於てはユ { カリ

樹出林l乞泊する地域少し。

(51) リウ キウコクタン 柿樹科

1l1abα b'tlXijoliα Pers. 

法洲、印度、馬来、比待t賓等l乙分布し、我園 lと於てはliIU;R及主i曹に庄Tる常級喬木lこして~， " 
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本島には開拓蛍初ÐiE球より移入せしものの如し。

葉は互生:;'~i質に して厚く 、 長き倒卯JI:b;lJ;たをな し、 表面15t~紘色にして光樺強く 、校は密生 し黒

褐色にして梢白粉を附せるが如きー欣を呈し、 j其は長崎間形にして長さ l 糎除、 8 ， 9 月頃赤色

に熟し、基音11 11:青色椀欣のE撃を存す。

材は竪硬蹴筏に して心材は深黒色光博あれ諜憧の一種と して傘重せらる。

1'1:1来一般に黒檀と稿するものには共の樹種頗る多 く 、 凪t木商は普通之れを材質に依 り本巣

檀、新黒煙、青黒盟、班入黒檀等に分類し、就~I~本黒t1fは商業上の Ebony と糾するものにして

黒檀中誌と等品たるのみならや、又唐木I:I~ の最優位を占め 、 建築. 家具、共の他用途践 し、ÐiE

球黒躍も亦此の本黒檀のーに屈するもの友り。

( 52) チ {ク (!託栗樹) 馬鞭 31L 科

Tectonα ，q1'αndis L. 

印度、還難、制旬、瓜l虫喜多に産する落葉喬木にして、 3廷は卵形或はtjî{1固形をなし、 長さ殆ど

l 米に達する も のあり。

溢材は白色にして腐朽し易きも、心材は|倍補色を呈し木理通直、仲縮、反張.割裂等極めて

少し 7J\.j終に耐へ、 鍛を腐蝕せマ炉、白焼、自i'îl!食品等の害を受けや、叉耐火性強く 、耐久力甚大

にして共の用注頗る康汎、殊に自i~~監材として共の右に 1:1:\づるものカ!~ く 、 叉建築、橋梁、 率帆、

器具材等と して賞用せらるる も のにして、世界良材中の主魁木た り 。

木島に於ては明治 12 年以来、数同盟苗削除入して育成せるものにして、護育迅速なりと担It

風害を蒙 り成林せるもの少し。 而して我閣に於てチ{クの生育に適する気候を有するは、小笠

原島、 琉球諸島及び萱a母なるも、 小笠原品及び琉球諸島は地積狭ノJ，_且つJlitt害多きを以て、共の

治林適地を選ぶ事不可能去るぺし。 由来チ{クは傾る強健性に して潟地在除く外は、凡そ如何

なる土地にも能く生育すと剛、風害に躍るときは共の枝i叶を折損せられ、或はt[~倒を来す等被

害甚大なり、放にチークの長幹良質の美材を得んとするには、排水良好なる深土居にして、風

害少き地域を選点、;を要す。主主i母K於ては瞥てチ{グ浩林熱盛んとな れ 官民共に大間債の造林

を企劃せ しも、 共の遊林面積の慶大友るを欲し 、 泊地の、選定に注意を扶ぎたるためならんか、

未だ7象~jの成林を鴛すあるを聞か十。

2. 薬用楠物

( 1 ) ビャクダン'( 白檀、栴檀) 檀香科

Sαnt(tlωn αlb'll1n L , 

印度及馬来に原産 し、Ji)î調栴檀は二葉より香ばしと揺する檀香木之れゑり 、古来香料として

珍重せられたるものにして、材は諸種の工響的製作品に使用せら る と!ll!し 共の最も康き用途l士

心材及根部を器溜して得る白檀油にして、淋疾治療共の他の襲料として消費量多し。
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小笠原島には大正 7 年の輸入なるも、成績良好にしーて共の大主主るものは . 胸高直佳 8;担絵、

樹高 6米徐に達し、 年 2 同開花結質す。

1]1来白檀は寄生植物にして、共の寄主は禾本科楠物共の他種k ありて、カ ノレカツタ植物園の

泊予EI'[依れば、約 100 種に及び、 木島に於ては Hibiscus 属植物、 萱科植物等に寄生 し、殊に

イチピ類1'[寄生するもの最佳良主主るものの如く、硫黄島に於てはカイガンイチピ林内に植栽す

るもの . 最も良好反る護育を友すを見る主主り。

今オ丈島に於ける白i習の生育j伏況を寄主別に示せば次の如し。

一 争~ 牛主\長\当よ主ι---、 ω ァい(~)テい削 印度竹 (4) グ ロ 目 (5) フヨウ (6) 相思l 樹 (7) ト ワヅ
¥ ノ、マポウノ、マポウ ナ lレモドキ

測定日 会長 |協会長 |協会長 |協会長 122 会長|桜]w 全長 I根l直苅刊 全長 I根直元怨直手~

1座 組問糎 糎腿 組組 糎組 担里 V1l1 
11自利 4 -''F 6 月 34.1 0-481 43.4! 0.62 

昭和 5 年 6 月 64.7 0.621 132.41 0.98 50.21 0.58 45.510.48 32.710.44 36.710.46 

昭和 6 年 3 月 89.4 0.84 176.3 1.34 64.6 0.60 51.6 0.58 39.6 0.46 48.4 0.60 

ß?l幸[1 7 均三 3 月 124.2 1.18 200.0 1.60 85.3 0.68 74.7 0.87 45.4 0.50 61.9 0.70 

昭和 8 年 3 月 189.6 1.62 264.5 2.02 116.5 1.00 146.9 1.60 70.4 0 .5~ 77.0 0.84 

昭和 9 年 3 月 253.2 2.05 245.6 2.61 140.5 1.17 201.8 2.48 月 1.0 0.56 111.3 0.99 <;6.7 1.32 
樹税jttil lill相枯恨

昭和11011'- 3 月 277.3 2.56 322.9 3.24 J69.9 1.36 301.0 3.53 55.4 0.56 96.2 1.07 168.8 1.95 

vm考生長最(:t各 5 本宛の平均 l 二 L て、楠栽年月(:t( t)及 (2) (:t 11召刑]4 年 4 月 、 (4) 、 (5) 、 (6)

及 (7) (:t ll?l和 5 年 4 月に Lて、何れも 1 年生苗 を~ t-i1i栽~ l..ものすより。

白憶は常殺の小喬木にして樹高 10 会!と内外、胸高直径 30 粧内外に建するを普通とし、葉は

~:l生、卵!fk時固形或は卯欣披針]診を悲し、長さ 6 ， 7 糎内外表面波紘色、 裏面ば淡経色を呈 し

葉片薄し、 花は肢生叉は項生の固錐来ti投花序にして帯掲紫色を呈し、花被は錨献に して凹裂す 、

果は核果にして球航をな LJ23熟す、内果皮は竪く種子の直傑 7 , 8 粍内外あり 、 本島にては普

通秋冬二期lて成熟す。

自慢の繁殖は種子に依るを普通とし、 コド烏に於ては根より JJftî芽する も のあるも挿木繁殖は困

期以上 種子の護芽は早きは 2 週間内外遅くも 1 箇月内外にして、制 1 年には 20 糎内外に伸

長して山出しに遁 し、 原産地方に於ては約 25 年を以て輪伐矧とすと謂ふ。

謹材I'Ì白色にして香気を有せやと雌.心材は帯黄褐色を呈し芳香あれ普通材色に依り、白

白檀、赤白檀等に直別せられ、材色濃厚友るもの程香気強く、根部に近きに従って香気を増す

ものとし.白檀油は心材及根部を細片し、蒸溜装置に依りて水蒸気を通し、共の蒸溜液を冷却

し、水面に浮ぶ油を掬ひ取り施過精製するものにして、共の合活l王容は種類.立地等に依りて一

定せす=と敗、普通 1.5% J'.J"Ef. 6.0% とし、優良なるものに於ては平均心材 3.0% 、 J良部 5 .0%

の油を含有す。

白煙油は薬用殊に治淋架として践く「目びられ、叉香JK . 石鹸其の他のj民呑I'L. J行びられ、叉材
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は竪硯鍛絡にして付11像共の他の美術彫刻等其の他極々の細工用に使JJJせられ、材の粉末は純子容

並葉料に供す。

( 2 ) デ リ ス( ト バ) 萱
卜心
H
r

Den'� ell伊tica Benth. 

デ リ スは普ill! ト パ (Tuba) として会1 1 らるる斐笠植物にして‘共の自然分布区域はカンポチ

ヤ 、 湿雑. 馬来三!ユjゐ fL~l主られると謂ふ。市して共の望及根に含まるる千n李成分は動l'íIì.物の害過

駆除~~として共の放力額普及るを以て、ボルネオ、馬予~宇品、新嘉放、スマトラ、)1:\ 1庄等i亡於

て栽暗せらるるなり。

由来 Derris に属する杭物は、 iWf.木或は草堂植物91'Cして熱帯及llli熱帯広分布 し、 j与の担3m約

50 加に及び、、共の内 DerT-ls ellipticα は有毒成分を最多量に合有する植物に して、共の姿態fC

依り直立するもの乃ち立トパ、 80~担内外の高さに直立して後這ふもの乃ち ~I-I ト パ、及び地t己主

ふもの乃ち這トパの 3 程に分類せらるるなり。

小笠原島に於て栽培せらるる此の1宝仙物には、来)r嘉披庄の De)')"i8 ellipt 'icαBenth. 1乙属する

，1:1 ト パ 、 及這トパ並事i塑:産のx(tU事 Millettiα taiwCt1印刷 (Mats.) Hay. なりと し、中 ト パ及び

這 ト パは所拍普通デ リスと栴するものにして、前半千共の形態似る 9:H f以す、 11佐中 ト パは共の葉這

ト パl亡比し先端梢銃7践をなすもの多きが如しと郎、共の Ik\J著しき差異を認め-p，何れも地上を

旬旬し、 3 n J:旬落菜、 4 月上旬新芽を生じ、 5 月上旬開花すと到し未だ結貰ーせしととなし、

市 して本島 l亡於て主として栽培せらるるは這トパにして、会|部の形J!k'1合も聴に酷似し、 !wí校及

び~，j企業の表裏面に抱色の毛主Fを密生して銀茶摘色の美!院を呈し、主は老熟するに従ひ毛茸は漸

次!防法して級色となれ木質化して黒閥色を呈するに至り.英は奇故調 iU::複葉lとして 9 乃至

15 枚のノj、実を剖生し、 ノj、業は基店1\ より上部に五るに従ひ長大となれ普遇 6 乃至 16 畑、幅 3

)'J壬 61担あ り て倒卵形脱の長崎図形をなし、梢革貨にして成架は表面総色、 裏面は次白色を帯

び. 表面ーに比して尚多数の毛茸を生十、花はK~~\JU\:花片手にして花ïlïrh及花艇は倒色の短柔毛にて被

はれ、専は甚蹟く絹毛k 1信生し、花冠は鮮紅色を呈し、 1J):l.:瓢i は宴rmに来月毛を有す、英は長さ 7

組内外、 1 乃王 3 の種子を有す、叉x~"騰は恰も立 ト パの如く、 1 ~担内外迄直立して後校僚を蔓

延し、撤校及枇~の裏面には、白色の毛茸を密生し銀茶色を長す 、 葉は奇数洞欣複葉にして、

9 ) ~至 13 枚のノj、:)，\.~を自生し 、 長崎IliPI引として普通長さ 1 4 ， 5 1@[、柄 4 車!iIT内外 、 表面緑色、 裏

面毛茸あ り て友白色を呈し、 2 月中旬落:]，\23 月，1:1 旬新実を生十。

デ、 リ ス根はツパル ート (Tuba root)、アカツ{パ- (Akra tuba ) 等と fífj: し 、 南洋地方の土

人花依りて 、 魚、憲郎j並矢の根に塗りて毒矢となす等古くより利用され、魚、毒剤としては共の棋

を叩き泣して水中に毒素を浸出せしむるものにして、共の月(1，阻会的i技力偉大、十数分にして小魚

は71'<.町 l乙浮砕し、 数拾粧以上の大;魚と!ilf{:十数時 II.\"JI亡は感臨し、 投薬後 2 ， 3 時間は魚獲最も '

多く 、 1 ガロンの7K (i1:劃して 20 ゲレ{シの生A1~の悲棄を以七、者1J魚の目的をと主主し ， f(t放に釘

〆
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する共の毒殺は殆ど撒減的なるを以て、法律にて共の使用を禁止せる地方多し。

市して之等魚獲!jIYJは、食用に供す るも 人畜に劃しては何等の容な しと唱へるものありと殿、

共の毒素は把割に無害な りとは断言 し難き を以て 、 之が取扱には注意を要するものとす。乃ち

内務省衛生試験所技師久保問宜氏等の家兎に就て貰験せる結果よ れ人類に共の関係を類推せ

るものを見るに、 50 Jif;の髄Æを有する人を致死せしむるにロテノ ー ン 2 瓦を要し、デリス石

鹸(純ロテノー ン 2%含有)ならば 25 乃至 50 瓦を要すと訪ね、。

叉最近注目すべき新用途は、家畜殺品薬及び羊毛防轟築に使用せらるるととにして、羊毛防

ZE薬としては野毛前に、細羊をして此の薬液l亡浴せしめて消毒するとと、並原料加工前に此の

毒液により泊毒するととのこにして、斯く泊毒されたる羊毛は、製布したる後も害品によりて

段損せらるるとと友く、保存甚良好去りと謂ふ。

以とはデリスの毒素鷹用範園のー班ÌJ.れども、現在に於て共の最も蹟き用途は 、 農業上の告:

掻駆除剤として使用せらるるととにして、而も植物に1!~害なるものとして認めらるるにより、

馬来地方に於ては古くより農業上に賠用 され. rツパ、テグ、アグ、サヨウ.テグアグJ( トパ無く

して野菜あ るぺからやの意)の諺あ り と謂ふを以て見るも、共の主主力の偉大なるを知るべし。

デ リ スの有志成分に就ては、外固に於ては Greschoff ， Sillevoldt , Power , Lenz , Hasselt , 

Campell 氏等によって研究され、 叉本邦に於ては永井襲撃博士、 石川軍事肇博士、刈米薬摩I事士

武居農撃博士等によ り て研究されたるものにして、 Sillevoldt 氏は瓜佳産の Derris elliptiω 

Benth. に就て研究 し、 共の有放成分はカ!~品形のデ、リツド Derrid C33H39010 ÌJ.りと主主し、命此

の中 よりエーテルに極めてよく溶解する結品物質を分離して.之にアンヒ F ロデ、リツ F Anhyｭ

dro derrid と命名し、永升ニ博士は藁j母屋魚藤 "11illethαtαitmniαna Hayata K就て研究し、其

の有放成分をロ テノーン Rotenon CJSH160S なりとなし 、 石J1 li専士は Derr・is ellがticα 極に就

て研究し、 共の有放成分がロテ)-ンと同ーならざるととを護表し、之にツボ、トキシン Tub

otoxin CJSHlS05 友る名栴を附‘し.武居t:q;~士はツポトキシンの分子式を C19HlS05 と訂正し、

刈米博士はロテノーンとツボトキシンとは共の成分同一にして、ツボトキシンなる名栴は抹泊

すべきものなると と を誰明せ らるる等.諸事者に依り極々研究の結果を護表さるると雄、未だ

決定的に至ら1".然れども之等諸説を綜合すれば De7・ris elliptica Benth. の有毒成分はロテノ

{ ン Rotenon C19HlS0S と揺する茨JK化物にして、融結構氏 163 度無色無臭六角板欣又は針吠

の結晶をたし、アルコ-}レ、ヱーテ}L-等殆ど総ての有機i容費uに溶解し、硫酸類には溶け難し

アルカリにはi容解し難きも温時に於ては多少溶解し毒力を失 し、 7K叉は湯及油類には溶解せざ

るも .ロ テノ ー ンを7J'(K接備するときは何時しか毒力を減退治うたす。

日本人にしてデ リ スの栽培並 l僅用に就て研究を及せしは 、 城野昌三友る人を以て嘱矢とす

と、氏は新嘉披に於て明治 42 年頃よ り 共の研究を開始せしものにして、度k 日本にデリス根5と

詮れ農事試験場其の他の農業家に覧験せしめたる結果.日本に於ても漸共共の需要盛と友り
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デリスを専門とするデリス製剤株式合祉の設立を見、向内務省東京l~q生試験所並迎化率研究所

に於て撃術的に之を研究し、デリス根及び共の製品は植物客晶駆除~~として、殺是主力の強大に

して植物 l乞無害なる鞘に於て、特殊の地位を占むるのみ主主らすヘ入植の皮膚寄生温病郭として

有支x1J.るものとして研究されつつまう るを以て、共の需要も益k盛ならんとするの趨勢にあ り。

市して現今本邦に於て、 デ リ ス根を原料と して製逃せらるる農業用殺品聞は、ネオトン(迎化

製研究所)、デリス石鹸(デリス製剤株災合位)、デリケン(三共製築株式合祉j 等を共の主なる

も Iのとし、此の外i1F~昨礎或は南京品駆除制クリ{サン主宰dうりて、共の年l険入量 14 ， 5 高砥に達

し、倫益k共の需要を嶋加1 しつつあり。

デ リス を最初商品として、南洋より輸出せしは猫逸人なりと潤ふ、乃ち調逸人は 19 1 2 年(大

正元年)よりボルネオ島サラワツク王図を根擦として、大k的にトパ液を造りて欧世H1i面に輸

出をなしたり。然れども臥加!大i肢の結果はトパの栽培事業は全く英人の乎に移れ最近比馬31~

牛島を好適地として栽培されつつあるものにして、馬来農務局の年報l乞依れば、 1929年度に於

ける馬3l!i~;:島の栽屠面積は 3 ，064 英反とえZれるも、閣僚に於ては 6，000 英反以上友りとし、

邦人の作付 rffi積のみにでも政百英反に達し、尚i斬次増加l しつつありと謂ふ。 市してトパと云へ

ばサラワツク閣を木場の如く思考さるるふ之は前述の如く夙に調逸人により経営されたるに

基因するものにして、品質に於ても馬来牛島のものに逮〈及ばプヂ-と謂ふ。

デリス根のïlî場債は、市洋協曾来rr嘉披商品陳列所の調査に依れば、馬来-fi'j場に於てノト買さる

る生根昔迫 I 斤 ( 1 60 !Jl) 蛍 45 イ111内外.大取引率位は普遇措音|窃Eを朋ひ、ゲ{ランもの25弗

見賞、完成乾燥ものは 70 !)I~ を JI昌へ、尚柔世1; ものは完成乾燥もの 40 弗乃至 50 弗、 叉パトバ

ハツものは完全乾燥もの 50 弗を普通とし、サラワツクものは 20 弗乃至 25 弗見首t;_りと謂

ふ。而して共のグ{ ランもの、柔併もの、ノ〈トバハツもの等と栴ずるは、皐怠る便宜上の名栴

t;_るも、大間 l亡於て夫々品質の枝l泣dう るものの如し。市して .1931 年中の馬家牛島 トパ， }レ戸

ト輸出額を見るに、合計 1 ，971 Cwts. にして、共の内日本向は 606 Cwts. 乃ち組閣の 3 割聞

を占め、英園之にEtぎ米図はtf~ 3 位にあれ然るに近来各国共陀共の需要の激増に件ひ、 J!0 31~

牛島よりの輸出額も増加l し、殊に米国向の輸出額は著しく増加し、今やtf~ 1 位にあるものの如

し。而 して共の輸出皐債を見るに英図向捨首 52 弗 15 1111 ，日本向 68 弗 20 1111、米国向 75帰

25 11lJを示すを見るものにして、英図向の廉債なるは品質の劣れるサラワツクものの多量に含

まるるを示 し、日本向とうI~閤向のものとは品質に於て差遣な しと雄、.\1'&来半島輪IJl邦商が競争

して、ヨI~園向よりも安〈するに依ると謂ふ、然るに我閣に於けるデリス根の取引相場は近来著

しく昂騰を来し、 l 斤に付き 5 ， 60 銭なりしものが咋今は l 国1 5 , 60 銭の高値を示すに至れ

れ市して之れ等のデリス摂は、共陸或は短く切りガンニ{パックーに詰込みて輸出せられ、馬

来牛島に於て加工せらるるものは極めて少しと謂ふ。

我固に於てはデリスの野生するものなし l怪蚕潤蕃界に宇野生j伏態に散在する魚、藤(又は苗
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林勝、毒藤)と稿する植物あり、共の墜名を Milletl似 tai'ω叩iana Hayata と謂ひ、デ ワスと

は別鹿の植物な りと臨デ リ スに酷似する萱科植物にしで、蓋i母生蕃は之を魚、毒剤jに使用し(目

下共の使用 を禁止しありと )J七の含千子育素はデ リ スの毒素と 同一物のロテノ ー ン友るも 、共の

含有量極めて少し、市して我図に於てデ リ スの裁培に適する気候風土を有するは、小笠原島、

芸湾、占領「軒下、 j中縄及奄美大島の一部等左りと雄、デリスは比較的よく立地の気候風土に.1W1I

致適鷹せしめ得ぺき植物なるを以て、栽培法の宜しきを得るに於ては、日本内地温暖地方の筑

候風土にも悶I!致栽培せらるるに至るべく 、(東京に於て も 多少の設附をなすに於ては完全に越冬

せしめ得)、従って将来我閣に於て之れが裁培盛とたるに於ては、 I慌に囲内の需要を充すのみな

らや、叉険出l日たるに至るも敢て~;;也にあらざるものなるべ し。

小笠原島Iて於けるデリスは大lE 6 年故林墜土鈴木恭三氏が新嘉投よ れ 這 ト パ 1 株を携帯 し

て自律林墜博士に寄贈せしものを、試植せしを最初とするものにして 、 叉之れを以て我固に於

けるデリス栽培の暗矢と友 し、本J島に於ては爾来主主同に亘り中トパ、 這トパ及蚕i母産魚、ïf~苗を

輪移入して栽培 し、 共の栽崎試験の結よR: Dsris dl似合αBenth . に属する這 トバ及中トバは 、

本島の莱候風土I'[~子適し、 共の恨の牧穫量並有意成分の合有量亦原産地に比し遜色放し 殊に

硫黄島の土質にては栽培牧1韮共に容易1';;.るを以て.近時硫黄島に於ては大[部積の栽培を行ひ、

既に デリス11~の移出をなすに至 り たるを以て、泣き将来に於てはつ カ葉、杏料油等と共に硫黄

島主要産物のーたるに至るべし。

今小笠原島に於け る 、 デリス栽培成績の概要を摘記すれば次の如し。

1.小笠原島に栽弔するは所諜i普通のデ リ ス(馬来牛島 l亡て中 ト パ、 這 ト パ等と栴ずるもの)

DeT1"is ell'，ψtiCCt Benth. 及び，f;(Jjj本 1l1illeiliαfα~Uαm・αnα(Mats.) H ayata に して 、 蔓室植物に

鴎し、前者は有毒成分を最多量に含有し、本島 lて於て主として栽培せられ、後者印ち魚、藤は

蓋鵠蕃界に、宇野生i状態 lて散在す るものに して、有毒成分の合有量極めて少し。

2. 本島 l亡於け るデ リ スは 、 3 月上旬落葉 4 月 上旬新芽を生じ 5 月上旬開花し、魚、藤は 2 尽中

旬落葉 3n 中旬新薬を生十。

3. デ リスの{艮童特に共の根に多量に合有せらるる有毒成分は、ロテノ { ン Rotenon C '9H ,S 

05 と稿する炭水化物にして、動植物の害晶脳除架と して共の別途庚 し。

4. 現今本邦f'L於てデリス根を原料として製J1lする農業用段品開は、ネ;tトン、デリス石l始、

デ リケ ン等を共の主たるものとし、此のタト!3H府築或は南京温]~I徐制等ありて、益々共の需要

を増加l しつつるり。

5. デリス植裁は愉持、料、挿、拝穂直挿等ありと践し 普通商床に於て育成せる15木を mひ、 III

木育成は挿木に依るを脅迫とするものにして、夏季温暖なる i民に於ては 90，%以上の前着互容

を有 し、 14， 5 日内外にて護芽、強恨すと雌、冬季寒冷怠る{既に於ては 50，%内外の活着率

を有するに過ぎざるのみなら歩、強芽、護根亦遅延し 50 日内外を要す。
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6. 挿IEは蔓草の先端柔軟古\1 を除き、木質化せる部分は総て挿穂r適 し、 殊に基昔\\trc近き老成

せる部分を良とし 、 護建せる護霊 1 木賞 16 ， 7 本の事r穏を得、 1 株首 100 本内外の持穏を

得るを普通とす。

7. デ リ ス植栽間隔は、立地の欣況に依りて一定せやと ~!ft 、 60 糎乃至 90 糎内外の間隔を以て

植栽するを普通とす。

8 . デ リ ス植栽地は、根の牧穫量多量な る と同時に、ノj、棋を多数蛮生せしむるが虫n き土壌にし

て 、 栽培牧穫に容葛なるを要するものにして、本島に於ては硫黄島のボカ土(火山友土)及

小限質土を良とし、粘土乃ちラテライトに於ては.腐植質を含有する~illl霧土 ft. るを要するも

のとす。

9. デ リ スは森林間作としては、針葉樹林下には油せざる もののがi しと到し澗葉樹の疎林下に

於ては相設の護育を友すを以て、幼1蛤林の間作植物として有利なるものなれ

10. 本島に於けるデリスの収穫期Jは、共の根のJ牧炊穫量並ロテノ{ンの合子有i釘写z率容等により考祭して

植1栽占後 2 主年I~三乃至 2 年正牛jドこをU以、て共の f

1口1. 本島に於けるデ リ ス根の牧穫量は直々にして一定せやと民f~、共の也i也に於て植栽後満 2 年

自に、 1 *朱首平均 358 瓦、乃ち l ヘクタール蛍 3222 砥内外の乾燥根を得、之を馬31(*烏産

の良好地 1 ヘクタール首 2756 旺に比して優れるを見るな り。

1 2. デ リ ス根のロテノ【ン含有率の多きは、護育J~l中の温暖なるf院にして、冬季寒冷なる護育

休止期には比較的少き ものの如し。

1 3. デリス根のロテノ{ンを多量に合有す るは、直筏級のノj、な るものに して、直径紋を;喰ずに

従ひ減少するものとす。

14. 木島K於けるデ リ ス根のロテノ { ン合有量を 、 15岡に豆 りて分析せる成績に依れば、共の

最多霊友るは 12.7 %に して最少量 2.2%たるも.共のii忠平均に於て 6. 1 % を示 し 、 之を

馬来牛島産の平均 4.2% trc比すれば、還にロテノーンの含有率の大友るを見るなり。

1 5. 木島に於けるデリスは、共の菱重の護育並~lH;[[械の殻達!填る佳良にして 、 共の根の牧穫量

並ロテノ ー ン合有量共に.馬来半島に上ヒし遜色なさのみならすヘ却て優れるを見る tJ: ﾞ 0 

1 6. 元来デリスは熱帯性の植物に して、我固に於ける栽培適地としては . 小笠原島、 蓋i替、 占

領南洋、沖縄及奄美大島の一部等なりと雌、 比較的立地の気候風土に悶11致遁腔せし必得ふべき

植物なるを以て 、 栽培法の如何に依りては、 EI 木内地温暖地方の気候風土にも馴致栽培し得、

る可能性をと有する特 m柄物お: りとす。

( 3 ) コ カ (瓜 l豊コカ ) 古柿科

E1'yt1i1 ・0勾'1 [011 novogm.1tatense H iern 

南米政、露及ボ リ ピヤに原産する催木(として.高さ l 米JU至 2 米 5 に達 し、薬用組〔物として股

る貴重左るも の友 り。
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由来コカ届 (Erythroxy lon) に属する植物は、樫木若くはノj、喬木に して約 90 極を包合し、

庚く熱帯及E熱帯地方に分布し、特に熱帯亜米利加に型宮 t:r. り。市して商業上コカ葉 (Folia 

coca ) と揺するはコカ樹の葉にして.之に二種の代表的品種.b þ ，印ち共のーは秘露コカ(又

は本コカ〉にして墜名を Erytlu'oxyloη cocαLam. とし、共の葉大にして古くなるに従び月桂

樹の楽に似てu音緑色となれ柏厚く革欣を呈し、且早く落下し、果置と共に存するとと少し、

他は瓜l庄コカにして墜名を Erythroxylon novoク1Ytnate1問 I-l iern. と稿し、葉は淡級色にして校

葉を叢生し、アルカロイド (Alkaloid) の含有量、夜、露コカに比し大なるを以て市場に肱迎せ

られ、現今位界組生産額の 80% 以 tの生産高を示し、利、露コカを監倒するに至れり。

コカ葉はコカイン (Cocain ) C17H~lNO~ 共の他のアルカロイ F を合有し、コカインは局庭

緋酔剤として眼科、歯科、耳鼻科等に共の用途甚践し醤療上快くべからざる貴重楽なれ叉

コカインは麻酔剤として庚く襲用せらるるの外、支那入、印度人等に依り、阿片の代用として

愛飲せられ、倫共の放力モルヒネに似て i快感を興ふる f号、欧米に於ても私l亡瑚J3j~の仁I~ に入れて

飲用する等、コカインを酷!目する者多しと謂ふ、市してコカ葉は刺戟性に富み、一種爽快なる

感を興ふるに但功、共の原産地方土人は、往時より本植物の葉を食するときは労力に耐へ.飢

餓を凌ぎ或は心気を爽快友らしむるものとなし、共の葉を茶の如く煎じて飲用とし、生214は少

量の石次を添加して目lP民する等、常l乞晴好するものなりと、然れE も之を過用すれば中毒;b也

し、脳利i経を錯筒Lせしむる倶れあり、然るに 1885 年塊閣のコルレル氏 (Dr. C. Koller) に

依れコカインの局底腕i辞 iて放力あるととを検明せられしより以来、監療上重要なる位置を占

め、原産地方のみ友らや、ジャマイカ、錫閥、瓜l虫、濠百H及共の他の地方に於ても、民く栽埼

せらるるに王れ り、市してボルネオ、 サラワ{ク以外の英領嫡民地に於ては 、 1914年コカ樹の

栽培を禁止せられしも.共の他の地方に於ては栽培面積増加1 し、瓜l庄の如き約 6000 英IUrの栽

培面積lて及ぶと謂ふ、栽培地方に於ては葉を乾燥し、制;j:J}として海外に輪出するものにして.

乾葉細粉は香気を有し、噛めば刺戟あ りて舌端痔れ気味を畳ゆ、コカインを製するには乾燥コ

カ葉を曹達溶液に漬け、後乾燥したるとき石油エーテル浸出法に依りたるものに盟酸を含有す

る7kを加lへて振重し、之に曹達を-Jmへて沈澱iit燥せしめたるものを 、 アルカ リをカ11 ヘて分解沈

澱せしめ間過してコカインを精製す るもの友り。

コカ~の取引は普通規那と同じく単位を用ひ. 一単位はアルカロイド合有量1.5% を標準と

し、 ，*砥首りを基準とし、普通 1 ユニットの相場は瓜11七にて 5 ， 60 1111 なりと。

コカ樹は熱帯植物にして、 íl霊少なる霜害にでもおlj?iEすと!ìdt、原産地南米班、露及ボリピヤにて

は、海抜 4000 I!i(乃至 6000 只の地に自生し、錫闘 〈法律を以て共の栽培を禁止せるを以て目

下栽培地なし)にては海挟 1000 ~尺乃至 3000 呪の高地にて年雨量 70 [I.J- を下らや、自然的排

水良好にして肥沃友る壊ごとに於て、最も優良なる生育をたすと謂ふ、概してコカ樹は腐植質壌

土を最適とし、粘質tu~之に共ぎ、砂質多き土I~は飴り好しからや、筑{民は乾操期と雨期の差甚し
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からざる地を良とし.陽光充分たる地を最適主すと到し樹位比i史的強健にして乾燥に耐へ、 府

地と!iljt施肥すると きは4刊誌の成績を悲げ得、肥料は既肥、 総肥を月1 ひ、 窒素肥料概して良好な

れ 然れども過i易地に於ては生育佳良たら 1九

我図はコカ架轍入匪!として和i却に :j，くぎコカイン製造園として知らる、然るに近時コカ葉は生

阿片と共に共の生産、 輸入並之等を原料とする盟主餌製活高、 11m眼の聾11宜 しき今日之を外国より

仰 ぐは策の得たるものにあらや、G!P ち1Iftlì?出入闘共 IZ:取締法令複羽tを極tr ると と 、 及閣産品奨þQJ

或は撤退に依るアルカロイ r含有量の減少、延いては園際関係等を考慮するときは、蚕潟t及ノj、

笠原島の如き熱帯的筑院を有する地域lて栽培するを有[.IJ とするものにして、蚕i塑及小笠原島硫

黄島に於ては、既に之が栽培を賀行し好成績を号室げつつあ れ 叉琉球、 裏南洋等に於ても相官

生産し得べし、而して我閣に於ては昭和 HI三 9 n 3 日内務省令第 37 ~虎を以て、之陀閲する取

締令を公布し、共の栽培、 製浩等lて閲し取締を般にす、山ち現在コカインの製出棋を有するは

星製薬株式含枇、 蓋(轡生柴株式合祉、株式会社武EEl長兵術tf.H J~!; ~ 三共株式会社、江東製薬株式

合位、株式合III止盟野義商店の 6jjj止な れ 叉コカ樹の%~段慌を有するは 、 蓋i笥灼 300 ヘクク【 Jレ

(星製薬株式合l祉及蓋i智生誕株式合祉)， /J、笠原島硫黄島約 1 00 ヘクタ ール (硫黄島産業株式合

祉)及沖縄約 40 ヘク タ {ル(武田長兵衛商-店)に して、抑制 よ りは昨今漸 く多少のコカ葉を

生産するに至 り たるに過ぎざるがおl しと以iし小笠原島及葺i時よ りは既に年々多量のコカ葉を生

産す、 然れども之れ等の生庄司量にては、 f古I我閣に於ける需要最左充し能はざるものとす。

小笠原島に於けるコカ樹は、大正 5 年蚕1母tE!督府休業試験場よ り 5 本の小苗の分譲を受けて

試育せしを以て矯矢とせるものに して 、 主として瓜佳コカ樹友りとす。 而して大正 10 1:1二以米

林業試験場小笠原出張所'に於てコカ樹の栽培、 採葉等に関する試験を施行せる l亡 、 共の成績良

好にして葉D生産量並アルカロイドの含有量 も 、 主要生産地たるJAI庄J査に比し遜色放く 、 叉木

島にはコカ樹の病品害少し l怪僅に煤病、介殻品. 夜盗品、ゴキプ リ (稚苛を害す)野鼠 (熟

J誌を l官害す) 、紫紋羽病菌等の寄あ りと日j1: 、 共の7象防、駆除に注意するに於ては喜も虞ふるに足

らや、 且コ カ樹は樹勢強壮にして諸容に強く、葉は採取乾燥すれば足るを以て、農家の刷業と

して頗る有利なる植物友れ硫黄島の如きコカ樹裁培の有利なるを認め 、 大正 1 3 年よ り 秘裁

に着手し、 既に共の植栽聞:積 100 ヘ クグ戸ル、年保葉量 50 I頓除i'l::&2すu 市してコカ樹栽培は

デ リ ス 、 レモン落、 シ ト ロネル草等と共に林業試験場小笠原出張所の試験成績に基き、経済事

業l亡移 り たる主主主るもののーにして、現今小笠原j誌に於ける有m植物中最有利なるもののーた

り。

今小笠原島に於ける 、 コカ樹~;~培並探諜成績の要賠を抄録すればヨたの如し。

1.小笠原島に於ける コ カ樹は 、 主と して貫生繁積に して種々の鐙極を生 じ、約 8 種に建す

と!í\tt之を大別して長薬理及ヌL~担の 2 型と 'I:J. し、 ヌL楽極陸れるものの如 し。

2 . コカ樹の苗木育成は資生iZ:依るを可とすと!ilft、 質生には種kの鐙flllを生やるとと多きを
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以て、 共の採陸月1母樹は常に優良種を選定し、母樹は優良種の取木叉は挿木lこ依り て育成し、

共の特買を機承せしむるを要す。

3. コカ樹の挿木及Jr~木は、夏季温暖なる1民に於て概して祈荒率多く、所要登{艮日数亦少く

40 日内外，c:て設侠 し、 寒冷なる候に至るに従ひ活着率減少 し、 強根に íO 日内外を要す。

4. 極子の設芽は夏季i毘l民友る候に於ては、 平きは 10 日内外に して殻芽を開始 し、冬季寒

冷なる{院に至るに従ひ設:!;J'.遅延 し、 遅きは 60 日内外を要すと!i\W、 油JtJH亡播種する と きは 、 硫

j(f島 Iと於ては 2 週叩内外、 父島fL於ては 3 週間内外を普通とす。

5. コカ樹陸子の護;5j'.力保{f.J目は、 普通 3 週間内外怠るを以て、播庫は成るべく 取播を可と

し、護芽カを保存せ しむ るには特別なる貯蔵を要するものとす。

6. コカ樹は殆ど周年DFJ花姑aすと!i\IL 共の成熟果は 9 月及 12 月に最も多く、 3 月より 6

月に至る問 l亡於て最も少し。

7. コカ樹の採種量は、先!山崎E木に於て最多量に して、 普通 1 箇年 3600 粒内外を生じ摘

葉木之l亡弐ぎ、メリ校保悲木最も少し採葉同教を i脅すに従ひ採fID:量減少す。

8. ::rカ樹は普通播陸後 4 ， 5 箇月にして 、 20 糎内外に何l長して移植に趨 し、 6 ， 7 箇月乃

至 1 箇年内外にして、 30 糎内外に達 して山出しを左すととを得、山出し後宇箇年乃至 1 箇年

~Iこにして 、 1 米内外に生長して探:).\8をえZすととを得。

9. 本島に於けるコカ樹植栽間隔は 90 糎 x 120 糎を基準とゑ し、 1 ヘ クタール官 9000 本

植とす。

10. コカ樹は初年より 4 ， 5 年生迄は採葉量漸進的l亡増加し、共の採葉法は鉄を以て級校を

刈取るを普泊とし、樹型は恰 も茶樹の如く 、横鎖に仕立つるを誕の生産量多 しと す。

1 1.コカ中担廷の採取回数は 、 気象上特に雨量を考慮 し、 父島に於ては年 4 問、 硫黄島 l亡於て

は 5 同乃至 6 阿保葉を適首とし、共の採葉量は 1 箇年 l 本l乞付、 1 rð;以上の乾葉を生産するも

のあ りと!iift，.父島 に於ては乾葉 375 1T.、硫黄島に於ては 450 瓦を普通とす。

12. コカ誕のアルカロイ 1:合有量は 、 新薬に於て最多量にして 、 老~I'L至るに従ひ減少する

ものにして 、 共の本島に於けるコカ樹の項葉よ り第八葉に至るアルカロイド含有量は、 現諜

3.45%、第八葉1.57%、平均1.92 %t:r.!Jo 

13. 本島に於ける コカ樹は生育頗る旺盛、 殊に硫黄島に於けるものは . 葉の生産量紘アルカ

ロイド含有量共に瓜l畳、ス マ トラ等に比しでも優れるを見る友 り。

( 4 ) クウゴ、マ(琵腕) 大 戟 科

RiC'ﾍ'n'llS comm'Unis L. 

車日ifc はjj}~*1見直州南青11の原産なるも、今や熱帯及温帯地方に康く栽培せられ、 温帯地方にては

l 年生たるも熱帯地方にては多年生樫木と tx !J.普通高さ 2 米内外、時としては 10 米以上に

達するととあり。
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斑)1侃は '1生値めて強健、雌雄具花にして交雑 し易き純物なるを以て、 ;H;の形態を具にする麗k

の品種を構成し、従て樹高 、 霊薬の色 、 1霊宜の大小、色彩、 斑紋のi伏態、 部1果刺の有無等V亡依

りて之を分類するときは、頗る多数の品種に直別するととを得るもの友るを以て、各地lモ於て

極々なる名稿を附して直別すと靴、 共の締括1~1/0の形態を示せば.業は楯1I'b著大にして長柄を有

し掌吹を主主し 8 乃至 10 捌裂す、花は類寅色を2骨子び童及分校の頂端に占居し、 初めは;pr.j街縦直

のiitlj此花本を主主 し、 漸次延長して寛疎とたれ下部の花は雄性 (黄色 ) ， J二部の花は雌性 (淡赤

褐色) なれ萌は固形叉は鈍三角形にして胡桃大、刺を有するを普通とし 、 2 箇の縦講ありて

*1て 3 簡の時間71手佳子郎ち1[H託子を包蔵す。

子殻は滑津lとして光様あり 、白色、 補色、 紅色等の色を?昆して極kの紋迎を現はし、 種子は

脂肪油印ち1[1臨子油 50- 60% を合有し 、 薬用車陣子泊は其の皮殻を除き 、 J令監法によ りて得

るもの友り。

直腕子泊は澄明1!陀L或は類黄色濃厚のi夜に して、微l'Lt'i具の臭気を有し、 零度に於ては濃籾

と念り或はi図濁し、向低度K至れば乳JJ旨様に凝結す、 1床は初め緩和にして後梢苛妹友 þ ， i純酒

精、氷酷酸には随意の比例に於て 、 酒精にては共の 3 分の 2 溶解す、比重.0.9 乃至 0.97 1'J. b 0 

f[]，l~lê子 油は主として リ チノ {ル酸のグ リ セ リ【ド より成り 、下剤と して臆JtJ し、 ffI/t~託子よ り

池分をiLRS保せる残倖は肥料として悦イ[立ありと関Ë、毒性あ る リ シン ( Ricin ) 主主る蛋白質を合有す

るを以て 、 J与の依にては家事の飼料とするとと能はや、而して共の有毒性除去法は種々あ りと

雄、 最も簡単l tJ: 7.:>は蒸気lm1LRSの下に熱 して リ シ ンの作用を停止す るか、 或は食間~ 10 % i奔液K

て底辺し リ シンを洗び去るにあ り 。

rlD自i子 1F11の刑迭は皆療用のみならや、燈火m、化粧原料、 I=IJ肉刷、爆護架}-I'J 、防水平Tì原料、

続皮用、フヰルム原料、機械油等として共の}目注目5 く、殊に近年航空機用油として閏防kの必

要品と左れ近時佐界的需要激増のj也勢にるし

盟日比の主怠る産:f:[I!は印度、アフリカ、蘭領印度 ( 瓜1庄 ) 、俳領印度支那及支芳1\ ， 臥所|地中海沿

岸、北米合衆闇等に して、現今 日本K輸入せら る る直帰lê子油及共の子置は年額数百高岡に達

し、 共の輸入元はi満洲、閥束ナ1 ' 1 、印度、閥、領印度、 付 Ij領印度玄万1I等にして、閥東什|産及i泊領印

度産最も多し、 今最近 3 筒年に於ける輸入額を示せば次の如し。

日召 利 9 年 ug 手日 10 1f'- II g 和 11 年
一一←ーー干一一

量 | 金 額 数 務4 2政 量 | 金一 額

3361606回1 1 図
1~ 廊 子 324916 1 2537667 343535 510969 5591281 

(斤 ) (斤 ) (斤 )
l'i M託子 rlll 1R 号4 1 580 474 -1 765 90333 22676 

メr弘s、 百 ，. 2538247 3362371 5611957 

我閣に於ける1[]i!fi'fcは 、 管て千葉!際下等のーノj、部分に栽培せられたると と あ りしに過ぎやと跳
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之が;{jlと培泊地としては小笠原品、 [鈴:南諸島 、 琉球列島、五時及裏南洋諸島等頗る有望怠る地域

にあり。

小笠原島に於ける琵Nürcは開拓世秒J印度より輸入せるものにして、 岐に野生i伏態になれるもの

に 、 大粒種(赤室種)立立小粒種(背藍種)の 2 種あり、倫叉迎刷'j食入せる種kの品種あ りて、

何れも生育頗る旺盛、 多年生樫木を注 して周年開花結宜し、 共の成績良好たるものは 1 ヶ年 l

本賞 1 Jî1以上の子置を産し、肥培せるものは 2 ， 3 Jif;にも述し 、 1 ヘクタ ール首 5000 Jif;以

上の亜麻子を生産するを普通とするものとし、 硫黄島に於ては昭和 7 年頃大規模の栽培に若手

せ しが. 品害を蒙りて失敗・に印せるも.直Mü]êは向ノj、笠原島に於ける有用植物たり。

今小笠原島に於て栽培せる藍臨の品種、栽培成績等に就て記赦すれば共の如し。

品種、小笠原島に於て栽培せる直j 誌の品種は 、 在来種共の他 21 加に して 、 共の品種、 特徴

等の概要を示せば3FCの如 し。

佐久間種、本種は官て佐久間五関税片手が. 市洋より蓋l笥tに輸入せるものに して草丈中位、 輩及

葉柄、 ~\t服共に赤色、 主張大、 程子補色斑紋、梢固味、中粒、秘の長(果の着生部の長) 23 

糠、萌数( 1 果房) 660 

瓜l庄種、 草丈中位. 室~共f'C;常緑色 、 主主及葉柄共に多少白紛散布j伏、 紡無刺時固形を普通とす

るも多少有刺のものあ れ 種子大位、 黒褐色斑紋、 I患の長 1 8 1恒久茄数 60。

向上、 平丈中位、 翠葉共に帯主役色、 輩及葉柄共に多少白粉散布j氏、 紛有刺附固形、 I患の長18

仰 、 萌数 39。

同_I-..草丈高し、室及~柄共に帯赤色、 室葉共に大、 筋力!~刺f(J匝l味、 総の長221煙、荷数56.

東京極、 平丈中位、 輩帯赤総色(淡赤色)、室多少白粉散布紙、 主~:} I; f'C大さ 中位、 分校多し、

種子中粒、 黒.褐色、 斑紋Wì濃厚、 穂の長 1 6 糎、 荷数 32。

印度組、 草丈高 し、 室及~柄白粉故布j氏、 重装長大、結色 . 種子大1在、 帯æ.1床施技、 穂の長38

~Jlli. 、 萌主主 660

淵洲盟、 草丈~!~位、 輩及架高kj共に羽子淡赤色、萌の刺多少疎、 ;[;l[{の長 1 9 ;陸、萌童文 180

退羅種(白色) 、 草丈長大、 輩級色21F淡赤色、分校多し、銃大凶l泳、妨の刺粗剛、 種子大1室、梢

固味を帯びJ宵盾平、白色に多少楠色斑紋あ れ穂の長 9 糎、 õ'Jî数 20。

向 上(褐色)、 草形、 萌等白色極に類似す. 種子大粒断回'J]予約1扇平、 柄色斑紋、 l患の長 8 糎、

菰数 15。

同 上〔紅色)、 草丈長大、 主主赤色、分校多し、萌大、 !II!味、蹄の刺阻剛 、 種子大粒柏国p床.紅

色に(1、褐色斑鮎あ れ tR\の長 3~担、端数 70

小笠原大粒種. 事丈柏高し、 翠及~柄赤色、和子中位、秘の !三 22 ~9llÍ.萌政 40.

向上小粒種、 草丈中位、 護紘色、分校多し、種子ノj、粒諜樹色斑紋、 穂の長 35 ，服、茄数 143 0

向 上雑 種、小笠原大:{i立問及小粒種の交配種、 草丈材i高し、 室町及葉柄帯赤色。
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千葉盟、 草丈短小、 藍及葉柄帯赤色、拐J小にして刺は粗君主り。

。1太利盟、草丈 ~I~位、室及楽部淡赤緑色を帯ぶ、 dJi刺に淡赤色を帯ぶる ものあり。

向上(桃色盟)、 草丈中位、 輩及葉柄守子赤級色、前刺密、 21F赤色。

向上(青色理人草丈中位、 輩及主主的帯赤総色、前 liリ多少粗、 赤味少 し。

華北小粒種、1(I丈塩小、 主主及3堤防ヰ13.赤色白粉散布i氏、 誌iî '1 、。

雑 種、瓜l豊麗の一種? III丈中位. 霊及葉柄共に赤色、萌丸71引去刺。

向 上、瓜!庄障の一種 ? 草丈中位、 室及葉柄、 葉脈共に帯淡赤色岳扮散布j氏、 茄丸71予刺

長し。

向 上、瓜位置の一種? 平丈中位、 重及葉柄共に赤色白粉散布J氏、前長形刺長し。

備考之れ等品積の特徴等(士 、林業試験場小笠原出張所清瀬試験地に於て育成ぜ L ものに就て調資

ぜ L ものなり 、 従て椋の長、 ?ijjM政等 (:tlibの数字 ie ιJ.て直に棋準墨;さ (:t fil'l CJl fì- ざるものなり三

す。

小笠原島に於て栽培せる盟麻の品種及共の特徴は概要以上の如 くに して、 之れさHtfl慌の護育

及牧穫量等は品種、揺J主時季共の他環境に依りて異なると!Jìft、概して強芽に 7 日乃至 10 日を

要し、 4 ， 50 日 より 7 ， 80 日 にして悶花結置を初むるものとす。 市して千葉種、伊太利臣、 満

洲匪等の如き温帯地方のものは概して平生、開花結亙速かえ主るがおl しと!Jì(f:、夏季温度の上昇す

るに伴ひ樹勢去ふるを昔-逝とし、熱帯産のものは多夏共に護育を阻害せらるるとと友く 、 暴風

の被害なきに於ては 、 多年生のi佐木と して護育ずるを見るなり。 gr，ち直腕は元来熱帯性なるも

共の温帯に於て風土化せるものは l 年生植物をな し熱帯に於ては夏季高温時陀は却て護育表ふ

るを普通とし、熱帯産のものは温帯に於ては冬季の温度には耐へさゆるも 、 熱帯にては多年生樫

木たるも のお: りと す。

牧量、就に述ぺた るが如 く茸~I抗の種子牧穫量は、立地の環境共の他種々の因子に支配せられ

て一定せt'è !illf:，昭和 6 年 9 月播極翌春より昭和 8 年 12 月 に至る迄の 、 平均 l '木賞種子牧穫

量を示せば次哀のおl し。



組問lM i脳 \ ~~*~ I 阿佐久間 1 印度 l 帝京浦制 |晶体Ç\ ~~*利|千世但?lM
銭 高克 | 克 | 克克耳瓦五五 五 | 瓦克 克
1月一一一一一一一一一一一一 20.U 1 10 . 0 一一

2 月 25.0 3.0 

3 月 12.5 37.5 25.0 20.0 33.8 一 ]5.0 10.0 15.0 ]2.5 

4 月 46.7 86.3 106.7 37.5 26.5 46.3 28.3 73.3 27.5 30.0 15.0 37.5 67.5 26.0 46.3 18.0 

5 月 36.3 187.5 96.7 36.5 67.5 115.0 96.3 1l6.7 52.5 63.3 56.3 77.5 105.0 23.3 65.0 20.6 

6 月 22.5 118.8 131.7 37.5 90.0 ]03.8 ]53.8 91.; 32.5 250.1 11 212.5 87.5 20.0 45.0 149.~ 70.6 

7 月 10.0 32.5 46.7 ]7.5 17.5 20.0 ~7.5 21.7 10.0 25.0 25.0 ]3.3 25.0 5.0 42.5 20.8 

8 月 7.5 12.5 91.7 10.0 22.5 65.0 80.0 85.0 50.0 25.0 17.5 88.3 枯損 22.5 27.5 21.7 

9 月 枯損 枯扱 22・5 村損 22.5 30.0 20.0 枯扱 32.5 枯扱 65.0 

10月 25.0 3.0 5.0 村f員 12.5 25.0 ]5.0 

11月 10.0 20.0 15.0 30.0 ]5.0 17.5 

12月 30.0 20.0 17.5 ~O . O 10.0 10.0 

8年 1 月 25.0 15.0 

2 月 15.0 22.5 5.1' 7.5 9.(' 40.0 

3 月 32.5 72.5 25.( ]0.0 J7.0 41.2 

4 月 175.0 40.0 60.0 86.6 70.0 40目。 10.0 108.3 91.2 

5 月 140.0 137.5 145.0 210.(1 487.5 107.5 10.0 165.0 21.3.7 

6 月 232.5 157.5 70.0 ] 06.6 237.5 ]0.0 枯損 J63.3 113.3 

7 月 290.0 32.5 45.0 100.0 70.(1 枯鵠 39.1 75.0 

8 月 160 目 。 57.5 15.0 58.3 42.5 29.11 47.5 

9 月 20.0 6S.0 85.0 31.6 

1 0月 枯扱 枯損 5.0 45.0 一 一

11月 枯m 21.0 230 J8.7 

12月

11272120631 3 言十 123.0 450.1 1,72R .51 1'9.0 1 7 04. 月 8 05. 1 1 405.'1 1 1,'272 .4 1 206.3 1 1 ， ~4河 .~ I 521.3 1 319.t 1 272.5 1 1Q4.R 1 1 ， 0 54.~ 1 11086 

備考 材業試験場小笠原出張所清瀬試験地 lこ於て昭和 6 年 9 月 2 目指積、 9 月 8 日(瓜珪有車IJ 極)より同月 ~7 日(雑箇新丸jM~刺 j に歪る問に於て唆

芽、 11月 2 日 (千葉極)よ り 翌年 1 月 21 H (小笠原小粒窃) 1 二至る問に於て開花を初め t: るものごす。
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J二表に依れは概して千葉種、 主)1太利種、満ì1H種等の如き温帯地方産のものは、比較的早 く開

花結置を初むとIûft、夏季には樹勢哀へI}fJ花枯貰期間短きを以て牧穫量少きも 、 熱帯地方産のも

のは概して僅木吹をなして.殆ど周年開花結置するを以て共のi炊穫量も多きが如し、唯だ上表

に於て遅罰[盤、 瓜!盗種、印度NI主宰の樹勢衰へ短期聞にして結置を格りしは 、 病議害等の被害あ

りしに依るものとす。

倫小笠原島l亡於て栽培せる、主要完工る品種の極貨の太さ及共の合油寧を示せば弐の如 し。
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上表に依れば仁の充賞、 合油量等は区々にして種殻の大小、品種等に依り 、 之をI重別する能

はざるものの如しと雌. 良好主主る護育をなし仁の充質せるもの最も合油率多きものなるべ し。

要するに琵麻子油は共の用途院し殊に航空機用油として図防上の必要品にして、近時世界

的に需要激琳の趨勢にあり、而して琵腕は性頗る狙健治:る植物にして、熱帯及、温帯地方K庚く

栽培せられ、 1 ヘクタ~}レ首 5000 ftf;以上の箆)']ùlê子を生産するを普通とし頗る些産なりと!)ltL

之が栽培に営 り では、'Jij~ j以の気候風二!こ を有する地方に生産する 1重子を .FI~ゆるに あ らざれば，意

外の失敗を招来するt~あるべ し。

( 5 )アヨワ ン

Cα1"tun Ajowαn Benth. 

東印度に原産するH:f三生平にして、極子は芳香ありて香味料となし、叉之れを器開して得る

撒形科

治はチモー }L-の原料として.mI~品薬たり。
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本島に於ては 1 長JIて播庫、 3 月に開花を初め 5 月中には全官1I結置し、 坪蛍約 100 瓦内外の麗

質を牧1査し得、 農家の副業として有望なる植物友りと !í'![t、共の探極J剖はヌ|丈島に於け る雨j切に'常

るを以て 、 牧陸:上多大の不便を感す.'るの嫌あり。

111来我閣は寄生品~J./~I'C十二時/J易品患者多きを以て 、 之れが紹誠は極l民保健上重大危る問題な

上市して我園1'[.於て栽培し符べき十二指腸議駆除護原料植物 l士 、 アヨワン 、 ヤマヂソ (以

上チモ戸ル原料)及アメリカ アリタサウ(へノポヂユ{ム油原料)等を共の主主主 るものとし.

殊にアヨワンは重要なるものなり、然れども本陸I'Ì元来熱帯植物なるを以て、日本内地に於て

は原産地の如き成績を得るととは困難な るが如きも、 E芸誌~~及小笠原島等にては栽培上l乞注意す

るに於ては、原産地に匹敵ずる成献を得ぺき有望なるもののーたるべし。

( 6 � シマタイミンタチバナ(シプキ ) 紫金 LI二 科

Rα']Jαneα Mαx'Í1n01l'Ìczii Koidz 

ヌ|丈島固有種l乙して父島列島、母島列島及び、智島氏自生し、 就中父島の劣等森林中 lこ多く 、 大

なるものは胸高直筏 21 粧、樹高 8 ぅ!とに遣するものあり。

~は厚くして蹟き倒披針放を主主 し、先端梢丸く、縁起・裏聞に反 l出するもの多し、 表面j架線色

にして裏面次青色、 3Pミ柄赤紫色を呈す、~の長さは普通 9 ~i庄内外主主るも、岩石地等に生やるも

のは萎縮 して長大なるものも 6~担位に過ぎす九 12 月乃至 1 月頃小花を諜腕及び、輩の周囲に彩

しく生じ、翠出撒房J~~を友し、'*は小球果にして 12 月頃紫黒色に熟す。

本樹はjl士齢期に至る迄はJVJ芽力一般に旺盛なるがおl しと IDfし老齢木は萌芽カ極めて少し従

って共の更新は萌芽更新のみならや.苗木を育成して植栽するを要するも 、 種子lま鼠害を家む

るとと多きを以て 、 成熟果を得るとと比較的困難友るのみ友らや、 共の蛮芽率少し且護芽κ

約 150 日内外の 日教を要し、背水の育成亦困難なるを以て、本樹の苗木育成には朗る注意を要

するものとすd

材は導管IIJJ瞭、 堅忍L 帯紫硝色を呈し、 ノj 、装飾材l乞供するととを得、 叉7]'( *土木用材として

頗る耐久力強し、 樹皮はタンニンを合み漁網を染むるに用ゐ、叉f.(J_事長聞に供すω 今共のタン=

ン含有量を示せばダくの如し。

l認

斡

枚

葉

分

皮

皮

! 酸化法 | 皮粉法 | 
分 ドー一一一一-1-------，---

%| タン ニン %1 .~ンニン%I~~~ ンニンぷ

4.3 8.7 2.2 

(林業試験場分析)

乾物タンニン~~

酸化法 | 皮粉法
5.8 1 8.2 

7.8 11.3 

5.1 10.3 

叉林業試験場技師川村理事博士は、最近本樹の樹皮主立材には多量のアルカロイ ft含有する

ととを護見 し、 精密なる調査研究の結果、該アルカロイ rはサン ト ニンにも匹敵すべき蜘虫、

焼虫等の駆除薬として架設を有するととを認め.之れを ，Rapanon と命名しゐ f司馬 、 阪、 犬等
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の家畜l亡 ffÎJJ. J:1]研究中にあるを以て、共の研究完了の後は 、 従来特別の憤値を認められざりしシ

マタイミンタチバナも、一躍して葉町貴重樹毘たるの地位を占むるのみならや.年k 200 南国

内外の輸入量ある駆虫剤の輸入を防過し、国家経摘上のみならや、叉閣際的にも i甚大なる意義

在有するものたるに至るべし。

今本樹の年Ij皮量此ラパノン合有立を示せばダくの如し。

樹齢別制皮量 ( 1 本 官)

種

老

A士

幼

曲骨

齢

晴骨

綴

オ立

木

木

粒f

!-ﾉ. 

足
8.387 

5.457 

530 

主国正 中Z 燥

厄
4.000 

2.700 

366 

皮

品回五 乾燥歩 fil

?五
47.69 

49.48 

69.06 

備考本来(:t胸高直径 10 組以上、樹高 5 米内外 {t'老餅木、胸高直径 6 乃至 10 糎、樹高 4米内外を

井上船木、胸高直径 6 糎』三浦、樹高 3 米内外{t'幼時青木 之 L 、各W:l:本宛の剥皮量{t'卒均ぜ u のな

ラパノン含有量(川村博土研究)

1m 類

老 出合 * 
批荷台 木 及校傑

枯 4丸木

ラパノン含有量

4.51 

3.'25 

府l 類

*111 k ~ft，朽木

腐朽木

幼 出合 木

ラパノン含有量

気乾皮 | 全乾皮

% 
4.18 

4.18 

2.29 

% 
4.78 

4.84 

2.89 

上表l亡依れば幼齢木の樹皮はラパノンの含有量最も少 しと lù!f~ 、 f何気乾皮に於て 2 .29% . 全

乾皮に於て 2 .89% を含有 し、老、 il士齢木の樹皮に於ては策乾皮t亡於て 4.00% 以上、杢乾皮に

於て 5.00% 内外の頗る多量のラパノンを含有するものにして、腐朽木と問È. 事もラパノンの

減少を呈せす三郎ちラパノンは樹皮の腐朽等に依りても何等鐙化を来さどるを認むるな り。倫

川村↑事士に依れば材部にも約 1 .00% の ラパノンを合有し、叉之れ等樹皮及び材にはラパノン

の副産物とも糾すべき、研究を要する三種の結晶性物質を有すと謂ふ。

市して 13 本内地に産する Rapanea 属のタイミンクチパナ樹皮にも、立地に依りでは多少の

ラパ ノンを含有し、共の多量怠るは 3.00% (沖縄及び鹿児島!院大根占産)あ り と到し多くは

1.00% 以下にして、到底シマタイミンクチパナに比すべく も あらす・と謂ふ。

( 7 )ヤラッ パ 旋花科

Ipomαrα p'Urgα Hayne. 

墨西寄閣に産する多年生壁援植物に して輩仕活'津を有し、花は紫紅色にして犬、漏斗]践をな

し、葉は平縁心臓形にして長柄を有して互生 し下商紅色を帯ぶ、共の球;Il)\I亡肥大せる剛根は 、 新

鮮f;;.るときは類白色~是し、粘調。出苛烈のよ弘、液を含む、之をヤ ラッパ根と稿し下剤i'CFI1ゆ 、共の
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有放成分は樹脂 (9% 以上を含有す)に して、 主と して Convolvulin と稿する配糖質より成

れ 製剤はヤラッパ丁盤、 ヤラッパ石mふ謹一苛ヤラッパ丸、コロ シ ントヒヨスメL等ゑ り。

ヤ ラ ッパは肥沃怠 る砂質壌土陀於て最も能く護育し、原産地方に於ては‘肥沃友る腐植質土

擦を有する密林に於て 、 最も能く繁茂すと謂ふ 、 其の繁殖は種子又は側芽の揮木に依りて容易

及りと!ilit . ノj、塊室を植ゆるか或は地下室の挿木をなすを普通とし、ノj、塊輩は 日光l乞 l曝すとき は

共の活力を犬ふを以て、可成的速に植栽するを要す、市して植栽後 3 年自に牧穫 し得る ものに

して、印度に於てはヤラッパ栽培地 l エーカーより、 白少くも乾燥塊輩 1000 封度を採牧し得、

共の牧穫は爾後 3 年毎に繰返さる L たり。

ヤラッパ般は約 70% の水分を含むを以て、 乾燥に際し往k徹共の他醗酵の震に、大損失を

生やるととるるを以て 、 塊霊に深く 刻み目を附するか叉は部J'1"1'1:切る等、可成的速に乾燥せ し

むるを要す。

小笠原品に於ては最近の輸入に)~ し、 未だ牧穫を行ふに至らす・と !ilf~ 、 繁殖容易 、 護育旺盛友

るを以て森林下作等と して蹴る有望怠るものなるべ し。

( 8 ) キナ(規那) 茜卒科

Cinchona sp. 

規男11は南米の原l査にして 、 共の野生種の最も多きは、アンデス山の中腹J忽抜 1000 乃至 3000

米の聞にあ れ准木乃至中喬木にして共の種類数拾匝を算 し、 葉は羽生にして革質 、 長概困~I予

又は梢固形を友し、花は項生の園錐花序に して、白色又は紅査を有し、和芳香あれ果は商j果

にして長崎図形、 2 室 ib ﾞ . 熟すれば裂悶し、有翼微細主主る種子を飛散し 、 1 室 25 粒内外の

種子を蔵す。

種子はi品集中にありでは直ちに護芽力を失ふも、乾燥して上呈に密封貯蹴する と きは、約 l 筒

年間護芽力を保つも搭極は成る可〈早き を可と し、 搭極後 2~5 週間にて護芽 し、 1 箇年に し

て 2 , 30 糎徐に達し、山出しl'1:i菌ず。

規男1I皮は解熱及び担世襲と して、古来重用せ ら る L ものに して 、 共の有数成分はヒニ{ン、

( Chinin )、ヒ ニヂン (Chinidin)、チンヒヨ=ーン (Cin chonin )、チンヒヨニデン( Cin chonidin) 

なるアルカロイド~ Þ. 規那皮のアルカロイ F含有量は共の種類、 産地、 時期等に従ひ 1-17

%に至る迄、著 しき等差あれ 叉規那皮çl~ には此の外、キナ酸 (Chinas品ure )、キナ眠酸 ( Chi

nagerbsäur e)、キ ノウイン (Chinov in )、キナロート (Chinarot) 等の諸物質を含有す。キナア

ルカロイ ド中ヒ エ {ン郎ちキニ {ネ を以て 、 最も有力とし、 共の種々友る盟類を薬用に供し、

{間猷熱の特放薬として、共の憤値最も大に して、マラリヤの特放架たるは周知の底~り。

規秀[íの;繁殖は播置に依りて苗木を仕立て 、 樹性強jl:l:~る種類、を砧木と な し、 之れに品質優良

~る種類を接木する乞普通と し、サクシルフeラ1*の資生を砧木と し、レ F グ ワアナを接穂する

を普通とす.
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規那皮の有放成分合有率は 、 約 6 年生にして最大量に達し、夫れよ り 12 年生頃に至る迄漸

次減退 し、 爾後は殆ど一定の成分主含有 して鐙化左 しと謂ふ、市して伐朋は制皮量の多少等を

考慮し、 普通 20 生|三乃至 30 年を以て 、 最も経済的伐朋左りとす。

規那は頗る貴重主主る ~f別植物主主るを以て、世界各地に於て庚く栽培を試みられた りと到し其

の成績の見るべきもの少し現今最 も盛に栽培せらる L は瓜佳にして、此の外英領印度、 錫関

西印度等に も栽培せらる'>. ?b ， 世界需要の大部分は瓜l庄産の規那友り。

小笠原島に於ては大正 7 年以来、之れが栽培試験を行ひ来り しが、 其の主主主る種類は .

Cinchonα Ledqel" iα11αMoen. 

C. 

C. 

の 3 極な り 。

8'UCι"1:T'ltb?'αPavon . 

Hyb?'idα. 

キ ナ

アカキナ

Ledger i ana麗は南米ボ リ ヴイアの原産にして 、 東印度、 j尽l盗地方に栽培され、 業は披企l形若

くは長卵固形に して、桂黄色の葉柄を有す、本陸ばアルカロイド含有量大友 り 。

succ i r ubra 種は南米北部秘露の原産に して ， Jf[印度、 JJ.\ I阜 、 ヂヤマイカ等に栽培され、 3廷は

鈍縮図形をなし、 樹高 25 米に建ずるi比麗なる喬木に して 、 淡替i虫色の花を開き 、 樹皮に切傷

をカHふる時ld:無色の樹液乞流出し、空気に脳れて赤色に饗守、 之れアカキナの名ある所以主主 り 。

以上 2 種は規那の品種~Il最も重要なる種類に して 、 現今熱帯地方に於て栽培せらる L 種類は

殆ど此の雨極よ り出づるものなりと謂ふぺく 、 Hybr id a 種と稿するは雨極の交配により生じた

るものな り 。

而して本島に於ける之れ等の規那は、共の護育良好なりと路、 風害努1;に潮害を被むるを以て

経済的事業と して成立するや否やは 、 頗る疑問に属するもの L 如 し。

由来規那は熱帯植物なりと雌、 或程度迄は霜害陀も耐ゆるを以て 、 我闘に於ても蓋湾のみ友

らすヘ 琉球列島、 薩南諸島の策f院にも遁し得ぺきもの友らんか。

( 9 ) 吐 根 商卒科

日・αgogα Ipf;Cωuαn1lαBa il.

南米フoラジルに原産する小槌木陀して 、 高さ 50 糎内外に達し、笠は愉節を有 し直立す、 葉

は到立し、 倒卯固形、 短柄を有 し、議縁及上聞に~.!Ít毛を有す、 副葉は一割づ L 癒合 し.上放別

子j伏に分裂す。業服より短梗性の/J、花頭を出 し、 各 10 乃至 12 個の白色小花を着生し、果註・

は石果にして、初め紅色、 後紫色に して腕豆大なり。根は横躍し、 Ú!~~虫j氏に屈曲し、 !í:翁献に膨

起す。而して共の根を吐根 (Radix Ipe cac凶nhae) と栴 し、 催日:剤、 f拝読剤、 桂渡部j及び浸剤

と fJ. し、吐剤としては 0.2 乃至 0.5 瓦 、 f!jr~続、松疫の目的には 0.0 1 乃至 0.05 瓦を用ゐ、 薬

局方の製薬と しては ド{ フル散. 吐根丁幾、 l止恨錠、 吐根酒等j，主 り。

吐根の有放成分はヱメチン、 ツェファヱ リ ン及びプシコ ト リンなる 3 極のアル カロイドに し
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て.共(_;~l;~含有量は約 3 ，%内外友人而 して之れ等の内ヱメチン (C15H 22N02) は、最も含有

量多く 、且つ最も有放なる成分をなし、熱帯赤痢郎ちアメ{パ赤痢の治療上、 (IVçくべからざる

特放薬なり 。

本植物は温度高く 、 i尉悶にして鴎組質vc.富み、排水良好にして相首'の庇蔭を有する樹|簡を適

地とし.原産地方に於ては、定植後 2 年乃至 Z 主l三今に して根は肥厚するを以て、之れを:JJiilり l以

，り乾燥し、一株より長さ 5-20糎、大さ 5 耗内外のもの数木を生じ、之れを乾燥するときは、

2-3 オンスを符.可しと謂ふ.吐根は郎ち此の肥厚せる根を採取乾燥せるものに して 、皮部Icti

暗加国色を帯び\共の外面には交互に斗ユ環J氏をなして、之を図織する隆起!Jo/H亡由て il悩l を現は

し.木部と分離し易く、破(i!(-'.面は殆ど平坦にして角質を呈す。木部は内部類白色乃至淡黄色を

1J.し、 共の質竪く 、 柔組性に して髄を快く.吐捜の臭気は撒弱、 味は不快にして微に苦し. 有

数成分は根の皮部にあって、木部には吐根金量の大約 4分の 1 を含み共のエメチン合量は大約

皮部の 12 分の 1 1'C過ぎ十 して . 殆ど諜放を有せ十。

吐恨の主なる産地はプラジノレにして 、 ~I':' k数十寓闇の輸出額基うれ叉数十年前より英領印

度、錫関、 馬来等に於て・も栽培を試みらると W1t、成殺せるを聞かや， 11佐だ僅に傍mよ1 Peradenia 植

物園の分園たる‘ Heneratogoda 植物闘に於て、 最近相良好なる成績を得るに至れ り と潤ふ 、

叉我国に於ても蓋i母及び小笠原占誌に栽培を試みしと lillt、未だ成功するに至 ら歩。

本島に於ては大正 7 年以来東京帝国大製理製部附鴎小石川植物閣、並に内務省街生試験J川下i

壁薬草栽培試験問場等より、数回苗木を移して栽培を試み 、 分葉、 JIit木、挿木等に依りて容易

に繁殖すと問L 共の定植後の成績良好ならざるは、主として協度及土質等に基因するもの友ら

んか。

( 10) ト キハサルトリイバ ラ 百合科

Smilaぉ b'J1IinenS1'S N akai. 

本島固有種に屈する木質藤本純物にして各所のl場地に生育す . 葉は卵形、 櫛闘fl予或は蹟心臓

形を友し、 輩には刺を有せす，花は幣総淡黄色にしてノj、形 、 花冠六裂、撒7診を恋 し、 托葉は容

器と1J.りて他物に各種す.花は 3 月頃開き . 果は球形にして初め背く秋冬季l亡策梓又は赤梓也

vc.熟す。

根の新しき部分は陰乾となし.其のrEt汁は栴毒の築料となし、果は下剤となす。

( 11 ) , ， シロップ 宣科

Cae8a~)Í1!'iω BOncl'ucella Flem. 

蹟〈熱帯地方f'C分布する蔓草地木にして.本邦にては本島、 琉球、 蚕i母等に生じ 、 本島にて

は全島に分布し殊に硫黄島に多し。

葉は常緑再羽吹複葉をえにし、 IJ、葉は卯形乃至断固 Jr~にして帯黄緑色を呈 L， ' IJ、葉基部の裏面

に-Itt及太~~柄の裏面侭は鈎形句刺あり、 撃は直刺をこ有し ‘ 蔓献をな しだ続生縮地し、ID11林~Il
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にありでは枝斡に趨ひ、甚だきしに至 D ては共の冠梢を袈ふに至るなれ

7 , 8 月頃輩の末端l乞穂を生じ貰e色の峨11予花を生オヘ!J(は崩固にして 1 梗に敷茨を附し、初

め帯責青色後黒褐色となりて裂閉す、外面は長刺を以て被はれ内に 1 ， 2 佃の極予を含み 、 極

子は殆どJ;j(欣にして鉛色を塁し淡き保紋あれ甚だ竪{買に Lて光繰るり。 、 パフの賓と稿し小児

の翫ー具とたり叉装飾用となす。

仁は苦味を有し印度にては弧批剤とたし、 J与の紛末を香料と混じ問歓熱病患者に用ひ 、 叉琵

l侃子池と混じ陰重量lk)毘に外用し、 ‘ =l\gは緩下剤として主主ありと謂ふ。

( 12) ケフチクタウ(爽竹桃) ~ 竹桃科

.1~白幡向町~ odo?"um Soland. 

熱帯亜細亜に産する常緑地木にして、日本内地に於ける陵地にては庭閤木としで栽培せら

る、本島には明治 12 年の ì/徐入種にして各所に多く植栽せられ、高さ普通 4米内外に逮し、 ïMî

芽性強く、挿木;繁殖容易なれ葉は殆ど是正柄、 披金/-)伏にして三出愉生をなし梢厚〈 、 深級色を

呈 し、 花は項生の間錐花序にして桃花色を呈し先端五裂す、 重輔のもの、花色稿濃きもの、白

色のもの等あり、共に芳香を有し、 5 月乃至 8 月開花す。

J艮皮は強き防i誌の放るに叉グI ムシの局部外用の放あれ根は黄色有毒の樹脂、~率酸. 樹

jill白及び砂!涯を合み、 ;樹皮及花にも同種り毒を含有し、撒病lτ殻ありと。

(13) キパナケフチクグウ(オホバナケフチクタウ )爽 竹 。 桃科

Theむetiα ner:ùfoliαJU5~: 

白 熱帯豆米利加の原産にして常総佐木たり。

本島に於ては翻賞用として栽植せられ、高さ 4 米に建す、葉は披針#J:帯責級色にして表面7Ïî

津あ れ校を折れば白汁を出す\琴は五裂、 裂片は卯;伏披会l'形先尖にして星jjj(f'C放出し、花冠

は漏斗j択をなし、口筏約 4糎、長 6糎にして五裂し、裂j-「援瓦様に排列し、卵黄色にして基部

1士号1F級黄色を是す、菅はif:IH長くして捻れるカ\ím き形を1'.J.す\花は校の項部 lて生し雌廷は背く 、

雄蕊は共の外法に存し黄色を呈す、果は堅く牛図J民放頂形 2 子室 1 室 2， 緋 t;;_ Þ ，花は朝開き タ

に凋落し 5 月l乃至 9 月の頃花多し、種子によりて能く繁殖す。

樹より分泌する白汁は有毒にして苦味あれ下剤と左る。樹皮は担き解熱剤l亡して、其の 2

瓦は規芳/1の普通 1 服量に相官する放果ありと謂ふ。

(14) シロハナテウセンアサガホ(長院郊臼tJ 五，jj 科

Dat'ura ctlbαNees. 

ムラサキ.パナテウセンアサガホ 茄
ト怠
'

Dαf肌a .{<αsl'uos品 L .

h 何れも熱帯地方に分布する 1~生植物に ιして 、 本島には明治 1 2 年頃の職入なるも各地に野

生的に生じ初春護生秋季に枯凋し、花泉相連除、 ブミたるものiは高さ 1 米に及び、 葉は凡そ変形
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にして基部相似な らや、 葉商短組毛1b .゙ 1撃は長き筒放にして先端五裂し、花は大形漏斗jIJtを

なす ， ~其凶裂果l亡して商に刺るり。

D. albα ー の花は白色翠排、 果の刺は柏銃、 D.fiαst<ωSÇt， の花は重排外商光津dうる紫色、内面は

徽紫白粉を塗りたるが如く 、 室は暗紫色を帯ぶる1b ﾞ . . 葉も亦僅に着色されwと霊山氏を友せるも

のあ り。

花は観賞としτ佳なれ有毒植物にして葉はl椅息煙車として鋲咳の故あ り、共の主成分は 、

Hyoscyamin 及 Atrop in 1.主りとす。

3 . 香科植物

( 1 ) レモンサウ 禾本科

Gymbopogon C'itmt'us Stapf. 

現今我園i乞於て消費する植物性芳香油の大部分は輸入品にして.共の年額 300 ';高圏内外に達

し、 加之も共の内約 4 分の l はI羽領印度及英領印度産友りとし、之等熱帯産のーもの L 内には 、

多量の レモシlfi油及シトロネ ラ草油をと含むものとす、今最近 4 ヶ.年間に於ける共の輸入額を示

せば次表の如 Lo

JI'- 事t

Uf{稿1 7 年

' 1司 8 年

|可 9 年

l可 10 年

110:物性芳香油の轍入量

ン 主事 ylU 

主なろ職人先

英領印度、 191;鋭印皮

英領印度

同

l司

ネラ主主 泊

主なる輸 入先

関傾印度

!鶏告:l~ 印度、俳傾印度

l司

l司

a 官it考 昭和 10 年 l 二於て念激l こ i!!食入額の時主力日ぜるは関税賦~Jl~見越 LIこ依る 見越輸入なるべ L。

レモン草は印度の原産主主るも熱帯地方に贋く殺屠せられ、共の品種多 く、従て製品亦一様な

らや、小笠原島氏於て現今栽培するもの段、印度"錫閥、交lùl:支労B等に栽培せらる L 品種l亡し

τ 、 明治 39 年の輸入種友るが、 よく小笠原島の気候風土に趨し生育良好草丈 (米内外に箪.し 、

概ね如何t;;_る土質ーにも繁茂し、少くも年 3 ， 4 同刈取り得、共の製油もシ ト ラ ール( Ç巾al ) の

含量多くして有利なる品種主主り a

由来レモ ，:(草は往時より共の原産地方の土人に依て、 薬用其他種えとの香料として利用せられ

たるもの 1í るが 、 工業界の稜:逮にwひ、.1 888年特泊中l乞多量のシ ト ラ ールを含有すると と鷲見

せられ、人工香料イ ;tJ. ~ ン(Ionone) の製:池原料となりし以来、 共の栽培は念激なる護展を

たし、印度地方に於ける主要注る産業のーとたれれ而してレモン革油は人法ヴアイオレツ ト

製匙iÇ用ゆるを主とし、 l香水. 化粧l吊、石商段、レモン泊代用等iÇ臆H~せられ、共の需要年々増
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加しつ L あり。

レモン卒油は主として共の主成分た る シトラールを利用するものなるを以て 、 シトラ ー ルの

林業試験報告 第 三 十六 .W/~

合有量の多少は涯に共の11111位の定まる所とす。今各地方よりレモン草tth として産するもの L シ

ト ラ ール合有率及比重を示せば次表の如し。

シ l ラー/レ i 
重含有量(%) I .l:t 

60.0 0.912 

82.0 0.892 

64.0-68.。 0.890 

75.0-84.0 0.891 

i�i 地
シトラ ー 1レ

上b 重含有益:(% J

f.IJ 度テイル ナ 72.2 0.904 

コ F チ ン 81.5 0.904 

ーてを リ ア ユ〆 78.0 0.897 

セー ロ 〉〆 73.7 0.911 

産地

来52. ..m ;j< IJ 加

サイゴン

遺 憾

小 笠 原烏

上表f[. f1'{れば小笠原品店のものは、 シ トラールの合有量最優位に属するものにして、草間産

等の ものに比 し遊にシ ト ラールの合有率多大なり。

近~l~硫黄島に於ては向島産業株式合祉が、林業試験場l乞於ける試験成績の優良なるに鑑み、

レモン草及シトロネラ草のt~培を企てしに、共の成績は父島 l亡於けるものよりもー唐好成績を

呈せ れ 殊に硫1ι烏に於ては地熱を利用 L 自然の 111'("気を以て蒸溜製油するを以て、本事業は

lZîる有利なるものとす。

今小笠原出張所・及硫賞品 lこ於けるレモン草の栽培及牧穫に就て 、 共の概要を示せば次の 虫/1

し。

栽培

レモン草は強健なる植物に して 、 二r.質は乾i品目巴椿を問はや良く生育し、風潮害i こíl\ftへ.叉病

虫害を被むる事少し共の繁殖は分株に依り容易に増殖し得. 時季は 4 ， 5 月頃を以て故適宮

なるが如しと品j~ 、 1 , 2 月の寒冷にして乾燥甚しき時季を除く外は、周年よく移植に趨し.繁

磁力旺盛にして可良左るものは . 一株よく百数 卜本以上の株立をなし 、 2 , 30 株 l亡分株修植し

得、 4 ， 5 箇月を粧過せば刈取り製作h し得るに至るものとす。

レモンlIiを栽培するには 、 ~を切除したる根輩を 2 ， 3 本兆一株となして植栽し、 其の植栽

間隔は畦巾 76 j銀株間 45 畑、町長rl"J 60 糎株間 30 ~.煙、或は 60 糎間隔等共の土地の肥病等に

依りて異にすと出jË ， 概して続中l在して可なれ

レモン草は護育l庄置をた るを以て、殆ど除草、施肥2与をなす必要なきが如しと雑， (,J'. k 2 , 3 

岡刈取り経済的作業を笹まんとするに於ては、手入、施肥を要するは論を侠たざる底にして、

共の如何主主る肥料をと施? を理想とするかは未だ護表されし成樹なしと，\f(:，肥培のおl何l乞依りで

は共の主成分たるシトラ戸ルの査を増加lせしめ、叉香こ筑を~');J~ーならしむる等の閥係あるはI切な

。
h
uy
 

今')ヰリス氏が印度κ於て行ひたる試験成績を見るf'C，生草 100 分r.1:1加æ. 0必%、 皇室素0 . 1 2
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%、石ðI( 0 . 1 2% 、 燐酸 0.09% を含有するを以て . 共の栽培地に於ては刈取製油せし草を次と

して肥料に供すれば、 窒素を|徐く外は殆ど有11充する事を得 . 放にレモン:ffi の 肥料としては椛

肥、米棟、 次等を用ゆれば可主主るもの;なるべし。 11mち植栽に際し土佐肥、 米糠、 次等の基肥を施

し、 後牧穫毎に人糞尿、 次、 米糠等のi邑肥を施 し以て常に養分を補給するは、 共の紘陪上肝要

友る事t主り . 今小笠原島に於けるレモン草栽培標準肥料を示せばヨたのがl しυ

{堆 æ

元肥 (1 ha 1吉) ~米糠

l木灰

11， 250疋

1,350 " 

灰
糠
尿

糞

木
米
人

r
e
a
E
・
E
・
-
.
，
，
、

... E・E
・
-
，
‘

A
V曲

株肥退

375 :EC 

113" 

1 ,130 " 101" 

元来レモン主主は多年生植物にして之を刈取るときは盛にïJJJ芽すと関(:、刈取同教を重ぬるに従

ひ漸，*HU-. りを来し衰弱する l実あるを，1.:).て、 3 -4 "'1ミ毎に布fi替へを行ふを有利とす。

牧穫

レモンl1iは普通 3 ， 4 箇月毎 I'L刈取り製油し得、 刈取 り 時期は周年共の護育充分なる時を以

てすと ffiír:.冬季寒冷 'P.r. る候に於て刈取るときは、メリ取後の護育を阻害するの鹿ある を以て、小

笠原島に於ては春 3 )~頃より秋 10 月頃迄の朋聞に於て、 3-5 岡刈取るを最も可とす、 之れメJj

取後の護育を可良たら しむればなり、共の生育可良在るものは 、 1 株 1 同 7 ; 8 Ii1以上の牧穫

量あるは底身目撃する所友りと!ÙIし普通年 3 同刈取るものとし平均 1 株嘗主F牧穫量生薬 6証、

官p ち l ヘクタ ール蛍 1 6 寓 2000 Ii1 ( 1 ヘクタ-)]."賞 2 寓 7000 株)の生薬牧穫量を以て普通

とし、 牧穫に際しては地上約 10 糎位の箇所より刈取るを可とす、之れ刈取後の護育を可良な

らしむるのみならや、 基部は合油量少たければなり。

今小笠原出張所に於て肥料直及無肥料匿を設けて 、 共の牧穫量を比較せ し成績を示せば次の

如し。

肥料直及~!!~肥料hl[ IC於け る 1 株蛍年収穫量 (年 3 同刈取〉

9,544 6.5ぺ 8十 8刊 8:;

先~ JJ巴 ? 料隠

第 1 医 | 第 2 区 | 別区 l 第 4 匹 | 卒 均

企業克

乾燥lÞ留 φ

6,045 4.631 

27.3 

備考 肥料回(:1:栽培の項 lこ於て記載ぜる標準肥料を施ぜるものさす。

上表に依れば肥料匡と j県‘肥料直とに於けるものは、牧穫量に於て各直共に著しく差異を示し

平均に於て肥料匡は無肥料.hl[1L比し、殆ど 2 債に泣き生薬牧穫;毒ある ，を見る段上 11住生葉の乾

燥歩留は匁〔肥料E互に於けるもの~ ，多きは . 肥料直に於けるもの L 護育旺盛にして 、 7K分を合む

事多ければfJ: ﾞ 0 
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製 i由 経 j自の性獄

レモ ン主主は水蒸気器溜にて容易に製油し得る も のにして、約 2 ， 3 時間]にで完全k蒸溜し、 生

薬l亡数t L-0 . 3，%内外の牧油率dうるを普通と し、誕の1nO肥料栽培のものは肥精せるもの比比し、

概して生薬の合水準少し Jl文油率幾分多ぎが如 し、市してレモン草油は主~護性強く 、 ~~を乾燥

する時は乾燥中の泊分を護散するとと多く して牧油率を減少するのみた ら歩、 泊分に枯草臭生

じ香気汚損 し. 又乾燥仁r~醗酵等を生じ、震に有放成分たるシトラールの合有Z容を減 じ、品質を

損するを以て、 来は刈取り後成る可 く速に製油するを可とす。

硫黄島にては生誕約 400 砥入の慨を連結して謀、澗装置とた:し、之れに元山の高熱地 l亡於ける

噴筑孔 よ れ自然に噴出する蒸気を土管にて導き製油するものに して 、 甑lて詰込みたる原料は

2 ， 3 時間、此の自然の蒸気を通過せ しむれば完全に蒸溜J炊tl:h し得、 共の噴出蒸気l亡防到硫酸瓦

斯等の砂1I気を合有すと雌、 製油には何等影響友く 、レモ ン平油 . シ ト ロネラ草J山共i口座用上支

障を認め十、之を以て見れば硫黄島に於ける之等植物性芳香油の栽曙製油事業は、 共の最多額

の経費を要する 、 蒸溜用水蒸気護生に宅 も経費を要せ宇、 して 、 自然の噴出蒸気を利用するもの

なるを以て、他の生産地方に比し頗る有利怠る地位にある ものとす 、 而して元山に於ける噴気

孔は相接 して三孔あるふ現在 (昭和 11 年 4 月 〉は共の一つを利用し、 生葉原料約 400 砥入

甑 10 佃を連結製油しつ L ありと ffilE ..倫漸次慨を増設しつ L あ りて.共の三つの噴気孔より噴

出する蒸気を完全に利用するとすれば、 向数十111i1の甑を増設するも蒸気の不足を来すが如き憂

なきもの L 如し、故に硫黄島に於ては本事業を以て!国る有利なるものとえにし、昭和 10 年Kは

約 61頓のレモンIVI油及シトロネラ平日IJ を生産せしが、 一雨年の内には下r~itb I亡て数十噸の生産を

目論見て事業の蛾張をた しつ L あり。

市して小笠原島産 レモン草花~1は黄色を呈 し. 共の主成たるアルデハイ ト はシ ト ラ { ルにし

て、 室時:産等に比し、 香策良好、比ffi犬、シト ラ ールの含有量に富め り、帥ち其の品質を示せ

ば次の如し、(東京工業試験月Ij'の研究成績に依る)。

比重(15.!ll: )
屈折号室 旋光度 ア /レ デノ、ィ ド含量

(棺) I (ぬ)護問戸炉 溶 解 度

一一• 冒

(1) 0.8902 1.4856 右0.4 皮 75 72 純泊料 4.~ 容までに澄明 | こ i容解 L之れ以上 l こ(:t
純i必却をt主?

(2) 0.8914 1.4851 右0.55皮 77 72 i国精 5 容までに澄切に溶解 L之れ以上に(:t混
濁を?生?

(3) 0.8907 1.4849 右 0.5皮 77.5 74 l司

(4) 0.8934 14857 本Î 05皮 76 74 
純i凶続 4 容までに澄明 lこ溶解 L 之れ以上に(:t混
?却を生?

減聴 10 粍の下に第 1 ~虎油を分溜の結果次の如し。
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番 ~J}l ~ 2 披 |第 3 放|第 4 披|第 5 披|第 6 獄

rMl. ~ 残澄

f留出量 t%) 4.5 

叉昭和 7 年以来硫黄。島より . 高砂香料株式含祉に出荷せしレモン草油を 、 共の都度該含祉に

て価格算定の基礎として、シトラー)1-の含有量を:分析せじ成樹立主共の債格を示せば次表の如

し。

出荷 年月

昭和 7 年 8 月

8 年 4 月

" " 1f- lO月

" 9 年 4 }l

|漏れ州出荷年月
%1 回 11

1 2.94 11 昭和 9 年 6 月

!I ""年 8 月
11 "10年 2 月

H百和10年 8 月

"" 年12月
" 11年 2 月 3.50 

上表陀依れば硫黄島に於けるレモン草油は、共の主成分たるシトラ{ルの含有率多大にして

何れも瓜|珪に於ける建値の標準シ ト ラ 戸ル含有率 75% に比し多大、 共の優良なる も のは賀K

84%の含有率を示し、 基i母産等に比 し遣に多大なるのみ主主らすヘ他の生産地方産油よりも概し

て勝れるを見るなり。

レモン平油の債格は共の信要供給の閲係、詩替相場の費動、 有放成分含有量の多少等に依り

箆動甚しきものにして 、 我図κ於ける最近の相場は l Itf;首 6-7 回の高値を呈せる事あるも 、

3-5 国内外を以て普通とす。

( 2 ) シ ト ロネラサウ 禾本科

Cymbopogon ηαj'd悩 Rendle.

精油は山概泊とも稿し、 石峨の賦香科、脊水1京料叉は高f貨危る精油の備和物として多量に消

費せられ、 共の栽培は錫1期最も盛陀して瓜l虫、馬来等亦多し。

我園に於ては蓋i母及ノj、笠原島に於て栽培せられ、小笠原島 IC於ける栽培、 i放陸、 製油等に防j

する成績は、レモン草と同じく頗る良好にして 、 其の生誕に釘するシ トロネラ草泊の合有率は

0.6-0・7% を差し、油は有効成分ゼラ=オ ール 87% 以上を合有す。

シトロネラ草油の相場は 、 4 レモン草油と同じく共の鑓動甚だしと雌、 概してレモン草泊より

も低取にして、 l 庇首 2-3 ißI を以て普通の相場とす。

市して小笠原島に於けるどシ トロネ ラ 32工の殺上昔、牧磁及製油削摘 しては 、 レモン草と UI告k tJ'i

似す るを以て之を省略し、 共のJ炊穫量.油の歩留及品質等を表示すれば弐の如し0・
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肥料l瓦及無肥料直に於ける一株首年牧穫量 (年 3 同刈取)

| 肥 料 区 I! 無肥料医

| 第 11引第 2 匿 |勾 区 | 第 4 匝 ( 卒 -;; 11 ~ 1長雨 ~ I 第 3 匝 | 第 4 匝 l 乎均
生 均| 川 | 川 | 仰 1 7,729 1 7,219 1 1 丸160 I 2,235 I 2 の4 1 2,269 1 2,273 

乾燥歩留% 1 1 1 1 30.7 11 1 1 

制ii考肥料医!:t元肥 さ L て 1 へグタ ー Jレ1ti堆肥 11， 25 0 託、米糠 1， 350 妊、木灰 1 ， 130 廷を

施 ι 、倫追肥ミ L て刈取りの昔日度 1 ;j;まt岩木灰 375 瓦、米糠 113 1'1:、 人糞尿 101 瓦を施

す ものさす。
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シ ト ロネ ラ 草 油 の歩惚

1 第 4 披

!? l L7一日子
類

生

乾燥奨

シ トロネ ラ草油の品質(大阪工業試験所研究成績、但酸性亜硫酸曹違法に依る)

比重 (20/4 ) 0.8820 、 屈折率(20 ) 1 .4689 、 旋光度 (26) 左旋 2.52 ，

酸 償 2.42 エステル憤 14.61 、 グラニオ ール総量 87.1 2% 、

アルデ、ヒー r合有量 59.0% 

( 3 ) ヴヱチヴヱノレ (クスクス) 禾木 科

A ncll'Opogon m:m'icαt-tlS Retz. 

印度、 ジヤパ、ヲイリツピ ン 、 レユニオン I~~~~~を主EE地とする宿根草にして 、 草丈約 2 米に

迷し7K挫卑漁の地に多し。

本純物Jの~Ii~宇は1!~臭友れども、根訟は繊維!Ik を主主し賀補色乃玉赤禍色を呈 し、 一種強烈たる

香気あ れ 共の主成分はヴエチヴヱン C15H2~' '!/エ チ ヴエノ ー }L- CJ�H 2~O、ケトン Vetirüne

及 Vetiverone (異性睦 ) C J3 H 220 , VetiVe'Ilic acid Cl5H 2202 なりと謂ふ。

本植物の根室は乾燥すれば香気持;く主主るも、之をmuせばJ忽ち香訴を丙ー現するものに して 、 j見

翠を水蒸気2時間する時はヴヱチヴエ}L- ~jl を得、共のJ炊9llJ率は乾燥棋に封し、 0.4-1. 1% を普通

与するも 2.0%，以上K速するととあ れ 新鮮根よりは 0.53b'内外の油分を得、而して其の合泊

量の最も多量なるは、開花前I'cJ炊穫するものなりとし、フイリツピン地方に於ては 1 ヘクタ ー

ル営約 1 寓 8000 砥の根室を牧穫すと謂ふ。

ヴエチヴエル油は頗る高↑聞にして 、 貴重t;_る香水、化粧水等の配合に用ゐられ、乾燥~1~は香

粉、衣服等に挿みて芳香を附する等に使用し、 叉印度地方に於ては、此の根を以て閤扇、旅、

飾f1ii等を製す。

小笠原島に於てはii正近の輸入な るも . 護育郎，i る }圧Eをにして、硫寅j誌に於ては目下大l乞共の;増

績に努めつ L あるを以て 、 泣き将来に於ては相官の生産量~見るに至るべ し。



小~ n~t 島の植生此熱帯平:j m 椛物に就て 1-1ら

(4 )ヴァニラ

Val//!ん pla1l'Í;{olùl Andr. 

メキシコを原産とする培技午前:物にして、 3廷は肉質にして友生、披針形にして金縁、葉両三|三

I基i
『
ト
h

手
術1

j骨 .i15緑色を去し、;!定例のがí-Jリ?に 2 本の長室長者ゴI~や。

花は肢生にして制限花序、 5 , 6 月頃童文十花そ}n~l~ し、 Jg;:及拘fl'は淡寅A紘色にして、居生計は在

摂して固筒般をなし、河jは税収にして和三角形をなし.長さ 27 ， 8 胸内外、熟すれば紫糾色

を呈し光津あり。

本植物の萌は Vanillin なる O'j'j存性化合物を合み.1や川と料とし、叉香水料等に使川せらる L

を以て、観賞植物とするよりも特HJ杭物として庚く熱帯地方に栽培せらる。本島l乙於ては l リj治

41 年のi輸入!日にして. 匇 (l\i.Hとするも自然の位にては結宮せざ、るを以て、結百せしむるには

人工媒助を要するものとす。

( 5 ) イランイランノキ 蕃菰校科

(_}(αHαnク'Í'lt/n Od01'α fltrn (Lam.) Baill. 

よb律宜に原産する常総13木なり.共の花より採取するhhは有名なるイランイラン SìliJ (カナ

ンガ泊)にして、得誌のJJL結せるに依り好評を1専し、比律賓、瓜n}. 話来、I"fl皮::.tH::於て栽培

せらる。

~\gは舶闘形にして波J!k線をなし、長さ 15 腕内外あり、校僚は損張して先端l"1ご棄す、花は版

fむこして封生し、初め淡級色なるもj軒;:J(黄色に封じ.花郷は 6、総般にして 10 がj!内外に仲ぴ

銭有fíたる芳香を放っ、来吋はI~J賞、 ltilí苛J!たにして長さ 2 1，:1 '11内外遣うり.内に扇子ー倒色の関子乞減

す。

イランイラン脊油は成熟せる花を蒸帰して採取するものにして.花の黄色を帯び)11容を殻す

るに至るときは、直にJ主花恭:留し、 :ltのf~} j(ζ る illll土透明にして村i黄色を帯び芳脊~1Itr.!1なれ之

れ~[Jちイランイラン行油なれ共の花の香油合千J率は約 0.5% 内外なり。

本自に於ては大正 7/'1'-種子制取入して技植せしl亡、夜行可良なりと鋭l一、風害を京むる矯めた

らんか悶花少し。

繁辛口士主として種子に伏むと ~I!L 設芽~I慨して少く、 40 rJ I^J外にて護芽を始む。

( 6 )クスノキ(柿) 純 科

C'ùmwnο1I 1'lI/n C'alllplwm Sieb. 

日本l引也、革問及支)}I\ T'H部:!'jに分布する東洋の31Jüι極にして、殊に歪i母を以てJl:V')主 jòt)1~ と

する常級喬木たり. J~の大なるものは樹高おった内外.lÜ符~ 1 米 50 腕飴に建し、牧師を拡張

するもの多く、之れを傷付くれば全私物著しき脊試を設す。

待問の主左る川j金は、布~:)Jf号及脳油を探るにありと ~'dL 1M此の外材は建築. ?',Ij:JL i吟染~~'IL:m

用せられ、殊I乙共の主主!主家具材として珍lfi:せらる。
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締

末セJルレロイド工業の勃興と共に 、 将司IEiの需要は著 しく増加し、到底天然樟脳の供給のみを以て

共の需要に臆で夕、るを符・十、 勢び合成障1I筒(人治障1H~1 )盛頭して異常なる護逮を遂げ、 今や共の

品質、使途共に天然樟脳に上ヒし何等の遜色なく、世界樟11筒需要量犬然樟11協の約 600 I時斤に釣し

合成棒脳の需要量 300 余蔦斤に建し、市場に於ける雨者のj古抗角迭は日を途ふて甚だしと!illf:.

天然機脳も合成構JI自の躍進に刺激せられ、事業の合理化、 施設の改善等に依り共の生産貨を低

減し、 債格の低廉なるを以て合成梓脳の脅威を退け、殊に我図に於ては内地及蓋i脅共に樟n~l専

賀制度を施行し、 樟脳j政策の根本を樹立しあるものにして、備世界ïlî場に於て猫歩の地位を保

ちつ L あり。

市して前記の虫1:1 く樟1I簡は 、 支那南部よ りも 多少産すと!il1t、世界消費額の約 7 割は墓i遡及日本

内地より産するものにして.殆ど日本の潤占的生産物たりしが、諸外閣に於ても 1900 ~I::'の初

め頃より 、 セイロン、印度、安南、 ピルマ 、 アツサム 、フヱデレーテツ f、マレ{ステ ー ツ .

クエ Jレバ ート、 耳:[!l}! ~11利加 、 ア Jレゼ リア、子百フラ ンス 、 テキサス、フロ リ ダ、ミシガン 、 カリ

フオル=ア、西印度諸島、伊太利等に植栽せられ、業樟11~1製造を行ひっ L ありと雄、 共の生産

主少し天然樟1I箇は依然として我図の調占的の ものなれ

枠制の合脳納量は幼時に於ては葉に多く、年数を泉ぬるに従ひ、刊に根株部l亡士自力JI し幹.校

等の11憤位にあ り。 今鹿児島地方事[~当局に於て調査せる、九州地方梓樹の樹齢に依る樟1I出及1Jl~油

の合有率を示せば次の如し。

樹齢

将勝

目抵 iill 

換算 j路

九州地方梓樹合脳油卒 (J.鹿児島地方専賢局調製)

1.35 

1.20 

1.95 

小笠原島にては、古 く明治 26 !-川本苗 4500 本を移入し、 農家に無償交付して植栽せしめし

を以て鳴矢とえ主し、共の後明治 41 年度より 小笠原島鹿に於て、樟樹士吉林事業を開始し、業樟

lJIàl製造をも行ひしが.工見今造林、製lJlil共に殆ど中止のj伏況にあり。

本島に於ては 2 月中旬より 3 月初旬を以て緯樹の搭彊PJj とし、下種苗は護育FI圧盛、 8 ， 9 月

頃に至れば 30 ~唖内外に伸長するを以て 、 移植若くは根切りを行ひ、翠春 l ヘクタール首 3000

本乃至 5000 本の割合を以て定植す 、 植栽後 2 ， 3 !- I三に して樹高 2 米内外に建 L. 採葉に、適す

る に至るtJ. り。

本島にては風害の関係」二・倖他地林は喬木林作業はl蹴る危険主主るを以て 、 頭木材:作業若くは

根刈萌芽林作業を行ふを品部呂と し、概して泰季 2 , 3 月頃より萌芽を始め ‘ 8 月頃に至ればー



小笠原烏の植生政熱幣有 HI 椛物 に 就て 1'47 

時多少生育を休止し、. 更に 9 月頃より萌芽を盛にし、 ] 2 月乃至 2 月頃迄は殆と、護育を休止する

を見るなれ故に本島に於ては盛夏及冬季のごj自は、 樟樹の護育休止期比 して 、 2誌の葉の合脳

卒大なるを以て、此の二期は共に来持脳製迭に過する時期友りと別L 冬季を以て最も合脳卒の

多大友る季節なりとす、而して採葉量は立地、 樹齢等、陀l依りて差異ありと雄、 共の護育旺盛に

して採葉量多量反るものは . 1 株より 8 Iif;以上を生産するものあるも 、 普通 1 株J:ih'採薬量は、

3 年生 1. 1 3 I1fï : ・

4 年生 1.88'砥'

5 年生 2.25 砥

にして . 5 年生以降は年k殆ど同一量の保業量あるものとす。

葉の合!J能率は共の保誕時期に依りて異なるも、冬季完熟せる樟葉に方さては生業陀封し、'

樟!l箇 1.30 % ' 

樟脳油 • 0.50% 

を含有するを普通とす。

( 7 ) キンガソクワシ(羽毛主花〕 萱 L
l
 

宰
・

Acaci，α Faxnesiαnα' Willd. 

熱帯E米利カnの原産なるが如 し 正 ffijt、現今lJIiく熱帯地方に分布する濯木にしで 、 其の大なる

ものは樹高 2 ， 3 米に遺す。

葉は~!3}lkt釦~に してノj、薬は甚だ細ノj、友れ 葉柄の基部にー封の刺を有し、 泰季葉腕より指頭

大の黄色強i阿Eを開き 、 香気甚だ強くして香料と友り、 英は長 3 糎余、 柑国筒紙をな し、 夏季

黒熱、 ~I~ n:: 5 ， 6 粒の種子を蔵す。

本樹は叉共の斡よりアラ ピヤ設設を探取し得。

本樹は嬬種、 取木、 挿木等l乞依り繁殖容易にじて、 能く乾燥地陀生育し得。

4. 樹脂及泊料植 物

( 1 ) ココヤシ

Cocos 削dJI31・α L.

庚く熱帯地方に分布する最も普通の榔子にして.寧陀榔子と栴するは本種を意味 し元熱帯有

用植物 ~I:t其の用途の頗る庶汎なるもの主主り。

椋 ・ 欄 ・ fJ卜

ココ ヤシは皐幹雌雄同株の常紘喬木に Lて、高さ 2 ， 30 米. 直径 40 糎内外に達 し.斡は丈

夫に して葉柄脚の附着せる輪痕を有 し、 基部は膨大し、直控略々同大なる虫!q肢の粗根を有 し.

葉は初欣に して幹の項端に一叢生 し、 長さ 4米内外なるも叉 6米を超ゆる も のあ り.小葉は多数

に して長 1 米に達するあ れ 披llEH氏、 尖鏡、' 革質をtJ:.し、花は蹴生の肉穂、花に して芳香あ れ

密を有す。
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ココヤシには共の饗種甚多く、従てJ;Rは太さ及びj凶伏l乞於て異なれ長 1 5 抑乃至 35 粧、

長卯形. 柏J;J(JI~、或は拍府平たる等種々の11予JUçをたし、多くは鈍三角をなし . 枠組 2 店内外の

重量を有ナ。

ココヤシの原産地は或者は熱帯四細到なりとし、叉他の~}tは熱骨子互;1米利加を以て共の原産地

占放す等、 諸設粉々として一定せやと脈、純然たる熱J市植物にして、赤道の南北凡そ 25 度の

圏内を適地と して康く熱帯地方に分布し、 1 ヶ年平均温度華氏 80 度、平均年雨量 1500 粍乃至

2000 粍を最適とし. 土壊は沖積居の肥土を第 l とし.砂質肥土をN~ 2 とし 、 lí~~質肥土之に亜

くものにして.普過大の果質 100 佃を結註するには、窒素 3 砥 87 ， 燐酸 1 ftf; 08、ポツタシユ

S 砥 42 、 石次 1 砥 04、関 9 砥 63 を要すと ;iisiふ。而してJ~の適地に於ては 5 ， 6 年生陀して

開花い果は開花後 1 ヶ年に Lて成熟す、共の結置数!'Ì;l仕齢なるに至るに従ひ精力Hするものに

して ， 1 本 1 ヶ年のJ炊穫 1 50 乃至 200 ~lJiI乞建す。

小笠原島に於ける自生のココヤシは、硫黄島に於て南海岸より約 650 米内部κ入 り たる海抜

約 60 ぅ!との高庭に、数十本の老樹群生するもの L 外は、海岸沿激ケj引に孤佐!の存するのみにし

て.何れも共の海演たりし時代に.種子J禁蒲・自生せ しものならんか、 共の現存するココヤシの

多くは南洋より輸入せるものにして、主主ü熟お:る砂質嬢土を好み、乾燥せる粘土地にては生育不

良なりと欧、 i桑度j虚j首κ して陽光充分なると奇は、砂質以外の地にも能く、生育結質す る を見

る友り 、 自pち火山次、 火山砂より成る硫黄島に於ては 、 6 ， 7 年生にして能く[J問E結質すと郎 、

父母雨列島の粘土地にては、肥沃地に植栽するものも、 D:.j花措置する迄には少くも 10 年生以

上なるを聖人

ココヤシの繁殖は専ら種子に依るものにして、種子の費芽保イ干:JWJは約 1 ヶ年内外、能く潮流

に依りて遠方に体撚せらる L も のとす、而して種子は外来皮、中巣皮 . 内果皮(殻)及仁より

tJ: � ， 外来皮は荷:くして日昔褐色を呈し、中泉皮は!享さ 31g11i内外、赤抱色を呈する無数の織部l質

より成れ内果皮即ち殻は!享さ 3 粍乃至 4粍 5 内外、堅硬にして器部に 3 伺の孔あれ 1 111i1は

梢大にして珪芽孔とたり、匹は共の基抗告に存す、仁は 1 粧 5 内外の厚みを有 し、 殻の内TI1iに附

着して!脂肪壁をなL.未熱の種子は殻の内部に7J\.を充満し 、 仁はクリーム色を呈するも 、 成熟

するに従ひ7J\.は吸収せられ、仁は次第に便く主主れ充分成熟するに至れば7](は約 8 分川立と左

上之れを振れば音あ りて成熟せるや否やを検するととを得。

ココヤシの古木を育成するには床擦抗州架橋の二法あ り て、共の殻芽は極子の !^]音1\に於ける

匹の護育程度に依りて異主主るも、夏季には 2 ， 3 筒月、冬季には 4 ， 5 筒月を要し，護芽常初

は床婚、利時E熔共に首の護育に大主主る差遣なく、数箇月にして何れも 6 ， 70 掘に伸長し、 rlj

1封し首に誼する 11:至るも、床探のものは護芽と相前後し士、 ， 棋を地~I~ 11:挿入して養分を吸牧

し、 柵架播は池上共の他水面上に架を設け、共のJ-.I'L種子を並列して殻芳三せしむるもの はし

て、共の護;!fにwひ根は内果皮内に於て {I'II長するも 、外果皮外11: {II I長する能はす、して、匹は漸
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次膨大し 、 殻内の養分を吸牧して怪珠fz::1ft給し、数箇月に して殻内に充填して養分を吸収し査

すなれ卸ち床播の ものは-dl は殻|刊の養分を吸牧すると同時j;L_.地中よりも養分を吸牧ずるを

以て殻内の養分の扶乏を来すとも、能く!圧盛友る護育を主主すと!Û!~、根を深く地中に挿入するを

以て移植に際し煩を損するのみたら1k 荷造り運搬等に手数を要するとと多大たるを以て、法

林用古木を育成するには柵架播を可.とする場合多し。

ココヤシは月1材、観賞、饗料、 競争11;料、油料等共の他工業原料として共の用途践し会植物

対ど利用せられざるなし凡百の熱帯有用植物j:l_I ~J..:の用途の庚汎なるとと 、 査 し共の類、多から

ざるべし、就1'1:1果置の脂肪質仁は乾燥してコプラ ( Copra) と友し、コプラより搾取する油は

石鹸原料、人匙パタ料、化粧用油、食料油、燈火用、蝋燭製造用等として其の需要頗る多く油

を搾りたる残倖は家ー高の飼料と恋し、若き果賓の匹竿Lは芋L!伏の液睦にして、熱帯地方に於ける

良好の飲料となれ梢熟して柔軟なるものは生食とすべく、料理及菓子の薬味とたす。

又内果皮自日ち殻は使くして、諸種の器具共の他装飾品と主主し、之れを燃廃するときは畑を護

せ歩して上等の木表を得、殊に共の茨は防毒用活性茨素製造上級ぐべからざるものたり 。

叉中*皮自pち繊維質は Coir と郁し、組菜、靴拭、刷毛、敷物等を製し、 又コ コヤシの撤芽

tt野菜として食すと凶f:.之を採るには樹を犠牲にせざるべからや、~は土人の屋根茸用として

使用せらる L のみ友らす，帽子共の他の編物として需要多く、花梗を傷付くるときは甘汁を

得、 之れより利11子酒を麟し、又食酷を製し、煮詰めて砂糖を製し得、叉球付のノj、百は観賞植物

として主UtJ さる。

ココヤシの幹の充分護育せるものは、堅牢にして}~ くときは光津を生じ、赤禍色にして黒色

の続き髄線不規則に縦に立立び\美麗なるを以て、床柱、指物、洋杖、傘柄等と して珍重せらる。

( 2 )アプラヤシ(油郷子) 椋 欄 科

Elaâs クuinensi8 J acq. 

熱帯E弗加の原産左上本島には明治 43 年ボイテンゾルグ植物園よれ種子を輸入して繁

殖せしものにして、優雅主主る羽欣:j廷を梢頭陀叢生し、相首主主る護育を主主すとJi:1L 風害の需主にら

んか未だ結宜するに至らや。

アブラヤシは率ろ滋i問危る土壌を好み、花は雌雄同株買主るも開花期に数週間の差ありて、自

花受粉し能はざるを以て、昆虫の媒介K依り他樹の受粉を要し、県は卵形或は倒卵形にして l

}~至 3 例の種子を有す。原産地に於ては 4 ， 5 年生にして結賓を初め、 1 5 ， 6 年生頃迄は順弐

来賓の生産を増加すと詔ふ。

本純物の主用;金はよ~‘置にありと到し原産地方に於ける土人は叉幹より 1 種の沼を採れ葉は

屋根茸料として使用す。

来賓の外県皮は識中:ff~質 lこして、芳香ある脂肪を多量に含有するを以て、之れより油を搾取し

石鹸.島知均等の製浩原料に供し、叉仁より得る泊は入活パタ{を製し、搾粕は家蓄の飼料とな
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す。

( 3 ) アメ リ カゴムノキ ，(カス7.，;，アゴム )

Cαstilloα elαstù;α Cerv. 

桑 I
h-ｭ
苧

南米墨其西寄を原産とする落葉喬*にして、地居深き植土或は河起・1~ll積土に通し、 気温華氏

60 度以上の所に於て良好の護育をなし.叉 l 年を過して降雨あるよりも、乾協雨期を有する

を可とす。

本樹より生やる護読は American Rllbber と揺し、 パラ設説及びセ { ラ護設にヨたで優良なる

ものtJ.り e

。斗く島には明治 41 年及び 45 年に種子を輪入し、苗木を育成地裁せーしものに して 、 生育可良

l 年目には 1 米余に達し山出し首に油するに至り 、山出し後も殻育良好なりと雄、風害に躍り

易きた以て、本島陀は其のtIfI栽埴i也を得るとと困難友るものとす。

( 4) イ ン F ゴ:ムノキ(印度護説樹) 桑 科

Flcω elÇtsticαRoxb. 

小笠原島は熱帯的集候風土を有し、護謀樹の生育に話iすと到し在来の野生植物に して謎誌を

産する ものは、僅に赤餓科に属するク P テツ (δ川eToxyton .ferj"uダ仇ewn Hook. et Arn. ) の 1

種あるのみにして、共の蓄積盟富怠るも、硬性護読に屈し、3z龍説質僅少(護諜買の成分樹脂

45.5%、次分 14.4 % 、 樹脂以外の有機物 28，78，%、水分 1 1.32% ) にして、未だ経済的の護諜

樹と謂ふを得歩、 然るに明治 12 ~三に印度護諜樹の苗木を WI命入して植栽せし t亡、能 く 風土に遁

し共の生育佳良にして、現今本島に存ずる印度謹謀樹の大たるものは、首時植栽せしもの友

り。

而して明治 42 年度より小笠原島臆に於て、護謀樹植栽試験を開始し、各種護諜J樹の極苗を

輸入して共の植栽試験を行ひ、 本島に遁嘗なりと認めたるものは之を蕃殖し、 叉民聞にも共の

植裁を奨繭し、東京府に於ても亦府費を以て護諜樹遊休計誌を立て、明治 4+ 年度より之が宜

行を見るに至りしが、臥洲大戦の徐肢を蒙 り、 護説市場の恭落詑本島の地積狭少に して、 護諜

樹植栽適地少き等の話、 大正 4 ， 5 年頃より殆ど全く共の植栽を中止するに至れり 。

1 然れども印度護協樹材は木理美にして板類、指物用或は生地材として雅致ち り、 叉木耳:の栂

木に用ゆるときは 6 箇月乃至 1 箇年目よれ盛に木~を琵生し、平均長 1 米直径 15 1運の栂木

より、 1 箇年平均 300 瓦の乾燥木耳を得共の品質亦佳良友り 、 叉本樹は老成すれば竪材を生や

と雄、 幼樹若くは撒枝は柔軟にして皮部頗る繊維に宮み、共の質概繊維に類するを以て、日本

紙料として佳良なれ H世話主謀質を充分除去するとと困難怠るを以て、共の祇を透硯するときは

設諜の斑黙を認むるの依賠あ れ 要するに本樹は生育旺盛友るを以て 、 趨地を選定するととを

得るに於ては 、 設謀採取の見地のみえ主らす下、薪材、用材等共の他の目的を以て法林するも可友

るべし。
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印度設謀樹は 、 熱帯より車熱帯に亘りて分布する常紘喬木にして.本島に於けるものは明治

12 :';1:"印度より轍入せし所制在来種、 明治 43 年以降熱帯地方よ り 輸入せし高木誼種子主 り育成

せしものを、取木月1親木として首木を仕立たる所謂優良種之れ~ iJ.在来種は校を垂下し、 諜

は多 くは比較的小にして色諜淡く 、 樹皮は友褐色を呈し、共の生育徒長的に して分譲誌筑恨の

殻生少し叉設誤の生産量少 し 立地の謹境問一友りと雌、 優良種に上ヒし 60% 内外を産する

に過ぎ歩、然るに優良極と栴するは葉大にして帯赤暗線色を呈し、分葉盛Irc して多数の気{認を

垂下し、 樹皮亦赤味を帯びて箇1間短 く頑強の11見を呈し、 設謀の生産量亦多し。

本樹は原産地方に於ては、 主として播種i乙依りて古木を得るが如しと雌、 種子を得るに容易

及らざる地方に於ては 、 貫生市を得るは困難たり 、 蓋 し種子は極めて徴細に して護芽力保存期

短 し 護芽l亡 2 ， 3 箇月を要し、 且諸害に躍り易くして、原産地より取寄するは極めて不安な

ればたれ本島に於ても明治 43 年以来数回種子を轍入 して播種せるも 、 僅に数本の箆ー生首を

得しに過ぎや、叉挿木蕃殖は樹勢旺盛なる j仕齢樹の可良なる校僚を用ひ、 諸国子遁嘗友る場合

に於ては活着率 60% 以上に達するととあるも 、 概して活着率僅少~ iJ.然る K取木蕃殖は多

少手数を要するも、 護根容易たるのみたらすヘ一度授を生せざりしものも傷を新にするときは

更に護根せしめ得ぺくして、殆ど全部活着するものとす、而して印度謹誤樹は貫生に依るにる

らざれば、 策提を生ぜオr且汁i夜のl主出量少しと唱ふるものあるも、此は全く根擦なき杷袈~り

と は C . Bald 氏等の論設す る所にして、本島に於ける成績に徴するも宅も差還を認めや、 故

に本島に於ける本樹苗木育成は主としてJj;{木に依るものとす。

巾来印EE護設樹の植栽:Þûlは多量の光線を受け、 排水佳良にして空中i島幸立の豊富友る土地を可

とし、 1島地及乾燥地は共に不可なりとするものにして、共の本島氏於ける成績に徴する も 、 生

長するに伴ひ陽光を好むとと益々多く 、 庇i廷を興ふる上木等の障害物を除去するに於ては 、 北

商の土地に於ても佳良なる護育をなし、叉多量の陽光を受くる南面と雄、土地乾燥するに於て

は護育不良にして 、 要は4・目首の光線主立安中協策を有する土地たれvi 、 以て本樹の植栽地として

趨蛍友るもの友 りと す。

印度設説樹は護育頗る旺盛. 東根を垂下 し、 本島にては 7 , 8 年生にして 、 普通基部の周園

80 ~哩内外、 樹高 8 米内外、 樹冠直径 8 米内外に達 し、 1 2 ， 3 年生のものは基部長号]国 3 米内外.

樹高 10 米内外樹冠直径 9 米内外を普通とし、 7 , 8 年生より誕諜を採取し得る程度に建し 、

共の優良友 るものは 1 本より 1 M;余の護諜を生産し得るものとす。

本樹よ り 採取する設謀は商業上 lndian Rubber と栴し、 共の品質はパ ラ誰諜よ りは劣れる も

のにして 、 弾性護諜としては231ろ第二等品に麗し、共の優良たるものは弾性護説質 78% を含

有す。

今小笠原島に於ける、印皮革E諜樹の護育1lki況立立護諜採取成績を摘記すれば与えの如 し。

1.古木は富生蕃殖は困難主主 る も、取木lて依り容易に蕃殖するととを得。
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2. 取水落殖は周年弛行し得と到し共の組問とするは 6 )，]より 9 月に至る高視なる候に して

12 月より 2 月 (C至る寒冷な る候には殻根遅緩し不良左り。

3 . 印度謹訣樹は過if，も地位乾燥地lこ於ては殻育不良左り。

4. 印度i世議樹は立地の方向如何に拘 らや、 定 1:1:li熱気製}jI，' (亡して相首の陽光を交 く る箇所 l乙

於ては、頗るイセ良主主る護育をなし、 7 ， 8 t.r-生にして謎説採取に泊するに玉 上印度

Assam 地方に比し遜色なき護育をと友す も のとす。

5. 印度護説樹はßlt害共他の諸害ìC到する抵抗力比較的強しと 11\11' 、 モンパ病菌に佼され易し

而 して小笠原島の森林にはモンパ約百mm く体帰せるを以て 、 jJ;の強防には頗る注意を要

す。

6. 印度i遊説樹11.立地の方向如何に拘らすて\ 愛育l圧盛なる樹に於て護誌の生産量多しと郎 、

護育程度均きときは北面に偏せる立地に於けるものよりも、南町 [亡偏し陽光充分な る立

地に於けるもの 、 設談の生産量多 し。

7. 誕説採取は樹!?手の半面に於て l 同の切付をたし、共の 切口の癒合を侠て他方の面に切付

を1J.すを rlT とし、 -!tJl( c~樹1昨の会周民主(り切付を殺し 、 又は弾〔聞の切付を注す と到(， 、 註

設の生産量は割合l亡多からざるものとす。

8. 護育1Jぅ良 主主る法林地に於ては.印度 Assam 地方に比し;盤色なき謹談量を生産するも の

とす。

9 . 印度設設相は菅I乙護誌を生産するのみえk らや、材は木王里美にして板類、指物用共の他三|三

地材、 薪1オ等として償値あれ叉木耳の杓-木として優良、 旦枝僚のl之は繊維多く日本祇

末十として訂J;な り。

( 5 )シロメゴムノキ 桑
ト不
十

Fieuδ 1nCiC1"Op1tyl/ct 'I、humb.

tま洲に産する常総喬木にして、本島にはl明治 1 2 !Cj三印度J准諜樹 (F. elωticα Roxb . ) と共に

輸入されたるものにして、 l自:筏 1 米内外、 rRJ さ 20 米に:i:Bするものあり、実は互生、査級、 櫛

固Hk鋭尖に して葉柄長し 、 業聞は印度f遊説の如き光禅主主く、微に白胡粉を;市ぶるが如き観あ

れ葉裏は赤禍色の毛茸を有し.百も亦赤色を差せや、県はブて形』として葉腕fCf:j" じ 、 熱すれば

ゴ ムの賓と稿し小児好んて・之れを食す。

生長迅速にして取木、 押木等に依り 容易に繁殖する事を作.材は板材等と して使mせられ 、

叉木耳の柑-木及薪材等として利用せらる。

樹幹を傷付くれば乳液を分泌し、 之れを凝固せしむれば肉色のー砲の護訟を産 L . 初めはqÏ~!

力強きも乾燥するに従ひ硬質に鐙 じ、 熱を1J11ふれば再び、軟質 fC鐙すて\之れ共の主成分弾性護誌

にあらやして樹脂友ればなり、今共の主成分を示せば弐の如 し。
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本語主謀の品質は以上の如く不良にして 、 ジロ ト ン ( ポンテヤナツ ク ) に類似する性質を有し

弾性護謀としては使用し能はすヘ只混和物として用ひ得らる L に過ぎや。

( 6 ) ククイノキ (石栗) 大戟科

Aleur'it匂押ωf叩Cαna "\司Tilld .

熱帯亜細亜の原産主主るも、現今熱帯各地に分布する常続喬木にして 、 本島には明治 38 年の

轍入極左り。

葉は互生、 三角欣をなし、 3 月乃至 5 月頃開花、 9 ， 10 月頃果を熟す、核果は球1室、 縦花器

き 4個の溝あ り 、 中に黒色の竪き種子 l 或は 2 佃を含む 、 種子に依 り繁殖容易にして生長迅速

法 り 。

仁は白色に して味クルミの如し、 多量のMtr:含有するを以て 、 之を搾取して燈用 、 薬用 、 塗

料、石鹸原料等に供す。

本島に於て植栽ずる Aleuritis 属の植物は此の外に 、

A. Forclii Hems[ シナアプラギ リ (油桐)るり

支那を原産とする落葉喬木にして 、 種子より搾取する泊は帯掲黄色に して清澄、粘和性lモ富

み、 塗料として用途頗る庚く 、古来支那に於ては盛に泊を搾取し、叉墓i脅K於ても古くより植

栽せらる。

シナアプラギ リ の材は軽軟にして、設紅色を呈し、 下駄材lモ使用せられ、樹皮は翠卒を含有す

るも其の量少し。

( 7 ) ノごラゴムノキ 大戟 1;;ト

Hev仰が.asiliensili M ull. Arg. 

南米伯刺西爾に原産する喬木にして 、 其の泊地とするは一般に降雨多く 、 年平均温度 80 度

以上にして 、 直根自由に伸長L.叉側根の密生を容易ならしむるが如き 、 軽軟なる土壊たるを

要し、斯る個所に於ては 30 年生にして 、 樹高 2 ， 30 米、 幹園 3 米内外に達する ものあり。

本樹より産する護訣は Pa r a Rubber と稿し、 最良の護設にして、樹液の産出量亦多量友 り 。

市して 6 ， 7 年目よ り 護訣i液探取を行ひ得る反 り。

本島に於ては明治 42 年以来、 主主同種苗を輸入して植栽せしも 、 暴風の害を被むるもの多く

成績可良たらや。

( 8 ) ナンヤウアブラギ リ ( トー パ ト{ パ) 大戟科

Jαtrophα OUTCαs L. 

熱帯型米利加の原産主主るも蹟く熱帯各地に分布し、本島には明治 30 年頃南洋サイパγ島 よ

り 輸入せる落葉ノj、喬木にして 、 之れを傷付くれば有毒の白色乳液を出す。
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葉は互生、長柄を有 して梢厚く、滋き三出或は五出掌!jJ\を呈し、花は項生、 楽撒花に して質

経色を呈し、 来は長楠固形にして 7 月頃熟し、黒色の三種子を含む、種子及挿木に依り繁殖容

易及り。

種子には官二週 55Yo 内外 (仁にませし ) の油を含有するを以て 、 之を搾取して燈泊と 友 し、 叉

葉料として下期或は吐剤となす等、共の他の用;主に供す。

( 9 ) マ ニホット ゴムノ キ 大戦科

11'1αηilwt Glaziovii Mull. Arg. 

南米伯刺西爾に原産する落w::喬木なれ葉は掌j医薬を怒し畏さ 2 ， 30 ~.乱 3 乃至 7 I'L分裂

し、葉質薄く、 柔軟、粗1話、 葉柄長し、花は睦性、雌雄岡本!と、項生の園錐花序を 主主し 、 果は菰

果にして懸垂し、 ~I~ に 3 伯!の種子を磁 し、 種子は竪硬に Lて長さ 1 ， 2 糎、友褐色の斑執る り 。

本J烏に於ては明治 42 年初めて轍入せしものにして生育良好、 l 年に して樹高 2 ， 3 米、 2

年自には 4 ， 5 米、 4 年自に於ては 6 ， 7 米、直径 12 ， 3 1慌に達し、 護謀の採取に適するに

至るなれ

本樹は塊根を有し、 共皮居頗る薄く且つ多量のj般粉を合み、食JtJ I'L供ーす る を得、塊1足は幹の .

生長するに随ひ、普通棋と直別し能はざるに至る、根及枝僚を鎖張するとと少し、故に本樹は

普通 3 米内外の間隔を以て植栽し、叉時としては印度誰説樹と不整混浴・をなすも可なれ植

栽期はヰ， . 5 月頃を最も趨営ど し、苗木は塊根を有する聞は活着甚だ佳良怒 るも 、細小怠るも

のは鼠害K!!1l1. り 易きによれ 7 , 80 糎位に仲長せる苗木を月1ゆるを得策とす、 幼時は根、樹幹

共に脆弱にして風害ι限り易きも、百万芽力極めて旺盛1ìるを以て、風折・等の場合に も置に快復

す。

種子は種殻堅くして共の佳下種するときは、護34tに l 年齢を要ずと殿、共の一端を削る等護

芽促進法を施すときは、 3 週間内外にして能く護芽す、 12i木は生長速にして護芽後 3 ， 4 ヶ月

にして 1 米内外に建して山出に適す 、 故に木樹は強め市木を仕立て置くを要せや して、之を植

栽ぜんとする 3 ， 4 ヶ月前に下種 して可及るものとす。

本樹より得る護説は、 共の品質パラゴム に次で優良なるものに し て 、 商業上セ{ラ護諜

(Ceara Rubber ) として安日らる L ものなり。

本島に於て植栽する Manihot 麗の設説樹は、此外に

M. diclwto明白・

111. Pi，α'uhyensis. 

等遣う れ共に M: Glαzio叫に酷似する設諜樹に して.共の殻諜は J1. G1，αziovii の護説と共

に、商業上 Ceara Rubber として知らる L も品質寧ろ彼れに優る、 市して雨種共に樫木にして

丈け高からすヘ従ニて暴風の被害少し叉生長速に して且つ種子は議芽使準法を施さすとも容易

に護芽す。
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5. 染料 及 車 寧 植物

( I ) ピン号ウジ(憤慨樹) 椋 H均科

A'I・ecα Cαtechu L. 

蓋漕.印度及び\馬予j(の原産友 りと雄、現今民〈熱帯各地i乞播布し、 本島には明治 34 年蓋湾

より移入せしものゑり。

本樹は樹幹通直、 高 さ 2 ， 30 米K達 し、 葉痕輸節をな し、 葉は羽市三張、 長さ 1 ， 2 米、 ;fj舗

に叢生 し、 風致木と して賞用せらる 。

花序は葉鞠の下部より生じ、果は長幣固形、長さ 5 糎、 長き果穂IL !þ~十イ闘 を附し、 8 ， 9 月

頃控黄色に熟す。南洋地方及び、蚕i曹の土λは青果を二つに割り、之れに石友を塗 りてベテル葉

(Piper Betle L. ) に包み 、 阻噂する風習あり。

よ!さ置は厚き繊維素に宮める外皮を以て包まれ.内部に白色の子賞あれ:frl率を含有 し、 染料

に供せらる、街榔子染之れなり。市して其の子宮に就て 、 室務総督府中央研究所K於て分析せ

る成績を示せば次の如一 し。

水分

タン ニ ン

82.35 % 

5.40% 

カテチ ン 0.25 % 

ピンラウジの材は普通茅屋の柱梁等に供し. 謹直は物を包むに用ひら ると到し普通機榔の床

柱と稿せ ら る L は 、 本樹tて遣うらや・ してノj、笠原島産ムニンピラウ材訟に

( 2 )スハウ (蘇紡木) 萱 科

Caesαlpωα &pp仰 L.

印度7J;.馬来に原産する濯木に して、高さ 5 米内外に建す、 共の心材はロツグウ ー ドと共に染

料として著名なる も の t;;:Þ 0 本島には最近の輸入君主るも護育良好にして萌芽力 I圧盛た り 。

心材は赤色を呈 し、赤色染料として使用せられ. 殊に毛類、 更紗等の染料として賞用せら

る、又焚及皮も染料に供し根より は寅色染料を生十、 材は叉車率を含有 し、 共のJf!~液を極経、

JjX欽薬及び筋熱薬等に用ゆ。

( 3 )ロツ グ ウ {ド

Hαematoxylon cαmpccltωw-m L. 

熱帯型米利加に原産するノj、喬木に して、樹高普通 10 米内外に達し、 熱帯植物染料~I:I最も著

章 :r;.;ト

名なるロツグウ戸ド染料は、本樹の心材より煎出するものなり。

葉1ま潤航複葉に して来肢に刺あ れ ノj、葉は 4 ， 5 封、倒卵形. 金銭に して長さ l 糎余あれ花

は股生、組献花序にして淡黄色を呈し、 芳香あれ茨は扇平に して内K 1- 3:;設の種子を有す。

本島にては最近のl轍入念るも成績良好たれ繁殖I'Ì主 として種子に依 り 、 自然の航況に於
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て は温度高き乾燥地に繁茂すと謂ふも、本島に於ては漁i閏怒る肥沃地l乙て良好主主る生育をな

す。

本樹の法材は染料と して憤1n主主主きも 、心材は紫招色を呈 L . 毛、 絹 、 木綿. 麻等の染料l亡供

し、叉インキ製造I亡用ゆ。

本染料エキスを製造するには 10 年乃至 12 年生位の木を伐採し、共の心材をノj、片 i乞裁断し

之れを堆積して7J'( を注ぎ、数週間放置する時は、帯紫黒褐色となるをたJ，て水にて煮沸し、其の

煎汁を煮詰むれば黒褐色のエキスを得、共の歩留は木材重量:の約 15% 内外友りと。

( 4 ) アケノキ(ベエノキ) ;þ,{f f;;ト

Bixα OTezz，αnα L. 

熱帯亙米利加に原産する常総佐木にして、子置を被へる赤色の山県より 、 所謂 Annatto 叉

は Rocon とfI1}する4登色の染料を得。

本島には大lE 6 年の輪入種にして、能く央の気候風土に油す、校僚主:生し、 葉は互生、心臓

71~ をtr. し、表面淡緑色を呈 し、 長き:).\g柄を有す。

花は肢生lこして 1 , 2 月頃開花し、果は 3 ， 4 月頃成熟す、花に淡紅、純白の二種あり.恰

もがt?Ë 11:類似し.花散りて刺殻を生じ内に 3 ， 40 粒の種子を離す。

染料の製造は、種子を樽に入れて7Kを注加し置く時!r;J:、数日に して醗酵を起し、 子賓と皮膜

と分離せんとするに至るを以て、之を撹狩して皮膜を分取し蔭乾にするにあり 。

本染料は古来動植物繊維染料として珍重されしと雄、 槌色の紋貼あり 、現今は主と して飲食

物の着色剤、 殊l乞菓子、 チース等の食用紅として牟重せられ、 共の色素は Bixin 及び OrelIin

tとして化事的構造I'Ì C29H3405 なりと謂ふω

( 5 ) ベニガク ヒ ルギ(アカパナヒルギ)

BT'ug'U'Íe1咽α confugαtα(L.) M err. 

紅樹科

熱帯亜*IH illI . 互E弗利加、 1~~州、馬来、太平洋諸島等に分布し、 iM7]'(の浸水する海岸泥土上に

生育する常総喬木に して、マングローヴ邸ち紅樹林の一種なり。

本島i乞は古く南洋より輸入せしものにして 、 嘗て父島清i~iQ及び奥村海岸泥土Iゃに繁茂せしと

ffilL 人畜の害を被り残存するもの少し。

葉は革質、金縁、長楠岡71~、長 10 糎乃至 15 糎、花ば)jjf(生、単ーにして小桓を有し、専は

筒j伏を友 して子房を包み、 8 乃至 12 ，司祭裂し、花捕は琴と同教にして先端二箆裂を主主L..果

は園錐形にして熟すれば樹上にて護育を主主 L.長さ 15 糎内外に達し、共の億泥土中 l亡針立し

て護芽するものなり。

材は暗赤色を呈し竪重なるも反張割裂のfIf}~貼あり . 薪炭材として賞用せられ、樹皮は車率原

料として良好なり。

由来マングロヶヴ~I~ 11:はJ骨ri~.1: を合有する彊類多く .市場に於て普通カツチと稿するは熱帯地
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方の泊ー岸に叢生するマングロ { ヴ樹皮の煎出液を煮詰めて得たるもの左上我図l乙於てもマン

グロ { ヴの樹皮を拷樹或は丹柄と稿し 、 古くより轍入して染料に fJtせるもの主主り。

本島に於て轍入栽tJ({せる マ ングロ { ヴは、此の外l亡 Rhizoph01Yt 1n'ltC'I'onatα Lam . (オホパ

ヒルギ)あ るも共の数少し。

( 6 ) オガサハラ ボチヤウジ ( ア ツフ・ル ウ { ド ) 茜 草 科

P'yclLOl1'� 110mαlo司pennαA. Gray. 

本島固有種に属する喬木にして樹皮は黒色を呈し、 3Eは金縁、 革質、 和Jg. く 、倒卵形或は倒

卯扶長陥1l\!1 7 1'bを 友し、 告:銑頭 、 長 8 乃至 15 糎友り 、 6 月頃香気ある白色四郷の筒献花を開き

美左 上果は卵欣栴匝l形にして長 15 粍内外、 11 ， 2 月頃熟す。

材は梢肉色を呈 し木理整調、 1陸軟、 家屋用材として使用するとと ある も主として薪材とす。

樹皮は皐率原料に して多iiEの車率を含有す、 gpち林業試験場に於ける分析成績を示せばずくの

如 し。

幹

ヰ:t~

皮

皮

n
A
n
u
A

苛

n
A
n

A

唱
A

| 酸化法 | 皮扮法

九戸二二五戸7二語戸こ叫
! 75 i 116 1 35 

10.2 i 17.0 ! 2.8 

2.3 7.2 I 3.4 

乾物必ンニン%

酸化法 | 皮粉法

9.6 14.8 

12.7 I 21.2 

2.7 1 8.4 

区
y、.

1ヨ 水

葉

6 . 繊維植物

( 1 ) オカ‘サハラタコノキ 露兜樹科

Bαηdαn'tl.ll bonincIlsi8 W arb. 

コ{丈島国有権物にして全島に移しく自生し、 大なるものは高さ 10 米内外に達し、 幹は次白色

にして小突起及葉痕多く、幹と同大の枝を分岐し、 策根は斡の下部より生十るを普通とするも

亦高き 11氏幹よ り 護根する も の少からすヘ{l.'il所に よりては数十本の気桜を生じ奇視を呈する も の

多く 、 其のj吠章魚に似たるを以てタコの名あり 、 気恨の先端には桜IJlY'i'を7fT し地に入 り て根を生

十。

:ngは無柄 、 幹頭に於て!峡旋i伏 Ir.排列し、細長く幅約 10 ;糎長 l 米内外、 縁越及中肋の裏面に

逆刺あ れ雌雄異樹に して 6 ， 7 月頃DFJ花し 、 雄花は白色径約 3 糎長 30 糎徐にして垂下 し、

雌花は松控j伏を友し、'*は長柄を有する来合果にして 、 大主主るものは長 30 糎飴径約 20 糎、

柏亀甲j伏をたし、 各分県は千切E六角形をなす 、 初め紘色にして後丹寅の美色に熟す、 熟期は翌

年の 10 月乃至翌k"j三 1 , 2 月にあり。

分果の外皮を去れば繊維を以て緩左包み、 後は竪1民、 仁fì l :m: I乙 2 ， 3 自引 を存 しク ノレミの如

き味あり 、 小児好んて・食す 、 来合果の大なるものは生量 4 ， 5 1íf; Kj圭し， 1 立の1宣教昔通 1 2
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粒(新鮮のもの)重量 620 五、護芽力保存JlJJ 2 箇年除、殻芳-に要する日童文は甚不同にて、新鮮

種子にして下産後 3 ， 40 日にで護芽する とどるるも 、乾燥せる種子にては往々 120- 130 日 を

要するととあり。

本樹は樹性甚強il:l:にして、他樹の生育し能はざるが如き岩石地にも能く生育し、会島到る所

殆ど本樹の生育を見ざる所1;..し、故に土地劣等にして風害卒害等の劇しき地 1'1:於て、前布財歯と

して林地播種に過す、林地播種は四季之を行ふととを得るも、護芽後 10 糎内外に珪:せし頃暴

風l亡逢ふときは‘損害を蒙るとと多く、叉炎暑の候乾燥甚 しき地に下種するときは 、 往々護芽

力を失ふととあり、普通 1 米飴の間隔に 4 ， 3 粒宛下種し、 6 糎許の被土を注す、穴は一般に

小にして或は単に披土のみをなすも可なり、良地にては生育速に して護芽後 2 ， 3 箇月 にて 15

糎内外i亡建し、 1 箇年にして 4 ， 50 糎、 5 , 6 年にて l 米降、 10 年にて 3 米に生育するもの

勘からす"0

材は淡?を白色を是し淡褐色の木管を有し、老材の竪硬部多きものは、諸種の忠!日工物としてビ

ロウよりも率ろ美なれ‘ 叉策{長引臨すときは多量の繊維を得、縄.織物、草履等に用びられ、

果の仁は食用或は食用油を探り、葉はタコ葉細工と 11昌へ謀白若くは着色して、提E去、文庫.各

埋草入、敷物等の編物とえにし‘叉模造パナマ帽子の原料、草履表等l亡使用する等共の用注頗る

蹟く 、就中葉の利 Jll は頗る有利なるものにして、本島f'L於ける家内工業の主要注るもの友り、

市して編物原料に供するものは還元性漂白をなし、帽子原料及本履表に供するものは酸性漂白

を注すものとす。

タコ薬製パナマ帽子は蓋j母及琉球産に比し、遣に真正パナマ帽子に類似し.共の優良なるら

のに至りでは、一見真正パナマ帽子と識別し五J&きものあるのみならや.手綱り等f'Ljjさては全く

匡別しjjEはざるものb り。

叉草履表としては、最近林業試験場に於て研究rJ:1 なるが、共の製品支那産竹皮11:類するもの

なるを以て、本品の市場F!?I イじするに於ては、 qミ.1<多額の il除入ある支那産竹皮の、輸入防過とも

な' るものなるべし。

Pandanus に属するものにして、本島に自生する種類は、本種の外に

P. boninen8is var. steno仰1"pa Tuyama. 

P. boninensis var. stenocα1]JαTuyama. 

form a distichα(Nakai) Tuyama 

P. bon'i1len俍 Warb. forma pl，α nαtαTuyama. 

イワウトウタコノキ

オウギタコノキ(扇タコノキ)

ロツコツタコノキ(肋骨タコノキ)

P. boninensis Warb. forma .flα1'o-st?'iatα Tuyama. キンセンタコノキ(金線タコノキ)

等あ れ何れも津山理事士に依り新設されるものにして.イワウトウタコノーキは硫黄島に自生

し、紫合県球71予にして分足非常に自rn まり尖ったるに依りて直別され、オウギタコ ノキはイワ ウ

トウ タコノキ中幹とに葉が二列に平面を作って並ぶ(葉が四方に割生をえ主して生十〉ものとし、
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此現象を母種目Pちタコノキに生ぜる も のを ロツコツタコノキとなし、 叉キンセンタコノキは葉

に黄叉は白色の級斑入のものとして直別されり、然れどもタコノキは立地の環境共の他の原因

に依りて 、 来合果、 分果l亡極kの形献を呈し、 又葉の排列 . 線斑等l亡於て種々異なるものある

も之等は固定せるものとは認め難し、即ちオウギタコノキの葉の排列をえ主すものにして、中詮

より螺旋iUiJ乙饗十るものあるが如き、末だ之等を蜜種或は品種等として認むるはよ頗る疑問あ

る もの L 如し。

( 2 ) クロガヤ L スゲ ) ?歩草科

Gαhniα boninsi押Zαe rvlax i rτ1. 

本島固有種に属する多年生草にして、本島 l乙於ける主要なる細索原料なりとす。

業は厚く甚だ粗;迭にして乎を!回るれは痛味を感す、花は長き輩を抽出し共の各葉般に群生し

果は赤禍色の光津を生じ堅硬なり、陽光充分にして寧ろ乾燥せる山地に多く、能く濯木林或は

1a;草科、禾本科等の雑草類と混生し、 荒蕪地等i亡於ては頗る良好なる護予言を友す、古きものは

株E大とな れ 直僅 1 米に建するものあ れ 粗林下にては葉軟く良質にして長葉のものを生や

るも 、 其の産量少し、 現今共の主産地は兄島 、 弟島及向島にして 、 叉父島各所の山野に生じ、

母島及硫黄島には之を飲ぐ。

本植物の葉lこて製せる縄はス グ細と稿し、 頗る強級にして荷遊間共の他諸問に供せられ 、 一

般農家には必要訣ぐべからざる によれ 各自採取製縄して自家m f'L供す るもの多 し。

草丈けの長きものは l 米 50 糎余に及ぶものありと到し需用地加に伴ひ濫採し、現今は 1 米

内外のもの をき以て製縄す。

葉の牧穫には皆刈と抜刈の二種ありて、皆刈は努力を要する事少しと雄、年 1 同の刈取りを

たし得るに過ぎざるも 、 抜刈りは長業のみを刈るを以て、株の生育を阻害する事ーなし年 2 同

の刈取 り をなす事を得 、 牧穫期は 3 ， 4 月頃を最良とし、 2 同の刈取りは 8 ， 9 月に行ふもの

とす。

本椛物は?脊悪なる地にも能く生育し、 叉諸害に強し、共の繁殖は播種叉は分棄に依る と雄.

分葉は共の活着率少きを以て 、 主として播種に依るものなりとす 、 市して其の播種に依るもの

は護芽の初は 1 本立友るも 、 キlçの形成速にして葉の牧穫は、第 2 年は 3 株より約 l 束(直符 1 0

:糎) を 、 第 3 年には l 株より l 来を得るを普通とす。

( 3 ) ヒメク グ -ø;草科

Iえ，llingiα brev~foNα Rottb .

世帯及び熱帯地方に庚く分布する多年生草に して根室は横走 し、 3荘重は.多数主主生す、 花砲は

J~青色 、 控 q厘位の球7診を反 して室の項上に着生し、 3 枚の葉!lkの長萄を以て捧持さ る。

藍は通直にしで和H く 、 高さ 2)糎内外を普通とするも、本島のfJ:r:i島地に於ける も のは高さ 50

糎乃至 1 米に建し、 草履表答。として利用せらる。
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( 4 ) アンペラサウ 諺草科

Lepi1'onia nt'uC'l'onαtα Rich . 

文男1I 、 錫雨、マダカスカル、 クインラン ド等に分布する水生の多年生草にして 、 本島陀於て

は父島*央山 (武田牧場〉のー部の71d黒地に限り自生するに過ぎや。

春季株よ りす「芳ーを分挺し、 項部に近く数多の節を生 し、 花伎を分岐して開花し. 共の基部は

若干褐色に彩られたる沓を有す、 葉は鱗片JIJi::をなして梓の基部に互生し、 長さ 30 糎内外あり。

秤は棒欣、 深線色にして柏竪く先端尖 り高さ 1 米合に建 し 、 砂植共他の包装用ア ンペラ滞の

原料として使用せらる L も のにして、本J島に於てはー共の産最多から ざるを以て、未だ利用さる

\I'C至らす o

( 5 )パ ナマサウ 竹商科

Cα1'l'udovicαpαlmαta Ruiz. et Pav. 

熱帯互E米利加の原産にして . パナマ帽子原料植物として有名なるものゑり 、 本j誌には明治 44

年の轍入にして3廷は掌紙業左悲し、 ビロウに類するもji令制決ぎ~柄K鈎を有せ守、 生育頗る旺

盛K して植栽後数年t.J.らやして 、 豆大の叢株を在す陀至ると!illt 、 1521間を好み乾燥地には;直せざ

るものとす3

葉は四時絶へ守護生し、 製11I冒j 日の3廷は会開展に至 ら ざる~~を使用するものにして老来は不

可た れ 故に保葉は一度に行はやして 、 四時共の適否を検問して採取 し、 1 本より年 1 2 枚位

の探葉を話し得、 葉は其の裂片を必要友る l隔に細裂して熱湯に浸し、 硫黄にて漂白し之を i笹乾

し売る後陽乾し、 帽子を編むものにしてパナマ帽子邸ち之れ去に

種子及分根に依り繁殖す。

( 6 ) チトセラン(トラノヲ ) 百 合科

Sαll.Eevielイα zeylan-icαWill d .

熱帯:5MIß豆及び盟弗利加の原産友 りと雄、 今や旋く熱帯地方に分布し、 叉到る所l乞於て美葉

植物として1温室に培養せらる 、 本島には明治 36 年、濠例。| より '1除入せしものにして生育旺盛、 各

所陀彩しく生じ 、 薬柿及地下室に依り 容易に繁殖し、 叉非常に弧i仕なる植物にして、日陰にあ

り では根を空~l~ vc暴露し置くも 、 数ヶ月聞は異!I犬を呈する事t.J. し。

チトセランは輩を有せざる宿根草にして葉は粕多肉、通常階級色l亡 白色の虎斑紋ìb 1) ， 巾

7 , 8 粧 、 長 1 米内外を普通とす と!illt 、 時として 2 米に延長する も のあ れ林下共他陰所にあ

るものは一般に濃紘色にして長く、陽光強き個所に於けるものは幾分黄色を呈す 、 5 ， 6 月頃

中心よ り長き花却を抽出し穂、紙の白花を排列し. 秋季に至りて樺色K果を熟す。

~より強靭lにして白色光樺ある優美佐る繊維を採取し、 織物持他諸種の用途陀使用せら る 、

~の合糸量は共の成ー長jjJ況に依り一定せやと服、 誕の長さ 1 米内外のものは平均 4 五内外の繊

維を採取し得るを普通とし、 特別のものは 10 瓦の繊維を生十るものあ れ而して本純物は繁
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殖頗る旺盛にして 、 50 糎内外の間隔を以て植栽ずる時は、 3 ， 4 年にして全地積を被ひ 、 l エ

ー カ ーより 40 高枚内外の採糸用葉を採取し得。

本島l乙於て栽培する Sans巴v ieria 麗の植物は此K外l亡、
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オホパチトセラン

フイリチ トセラン

ありて 、 オホパチト セ ランは視覚及び、採糸用に供せられ、ボウチトセラン及びフイ リ チトセラ

ンは専ら観賞用植物た り 。

( 7 )ユッカ類 百合科

Yucca 属の植物は共の種煩頗る豊富にして.共の原産地は熱帯亜米利1m より温帯型米利加の

北端に及び、主として繊維植物なれ而して共の本島に於て栽培する も のは 、
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イトラン(知母蘭)

キミガヨラン

の 2 種iì ﾞ .何れも熱帯亜米利加の原産にして前者は明治 12 年頃、後者は明治 41 年の輸入

種主主九

イトランは共の葉質軟薄にして叢生し、 葉の謹端より繊維分離して長糸を垂る L を以て此の

名あり 、 本植物は根芽を生し一大叢株を形成し、葉は長さ 50 糎内外、幅 3 糎内外にして糸質

優美なり。

キミガヨランは幹を抽出して数多の校極を分ち、美麗なる鏡Mè大花を開き校白雪の如し。葉

は長き 50 糎乃至 1 米に及び\幅 10 糎内外、 青緑色にして密生し、lJ'Æf'L約 5 ， 6 瓦の良好

主主る繊維を合有す。根は有毒なり。

( 8 ) リウゼツラン(龍舌草) 石蒜科

AgaL'e αmencα11α L. 

市直米利加を原産とする多汁植物にして、メキシコにては Maguey 叉 ItÌ Metl巴と稿し、有

史以前より栽培せられ、今や共の播布直域頗る虞く、日本内地にも古くより轍入され、既に久

しく 日 本の気候に馴れ、四圏、:fL洲並に本世Hの温暖地方に於ては庭園等に植栽せられ、 j仕組を

呈するもの友り。市して本植物は園事用たるのみならや、葉よりは繊維を採取し、 叉其の線、欣

花序を切りて分泌する液は、醗酵せしめて龍舌高1i百 ( Pulque ) を製す。

本島には明治 12 年の輸入種にして共の護育頗る旺盛、陰i岳地を嫌忌すと雌、 乾燥せる帯悪

地に能く生育し、硫黄島に於ては砂地は勿論熱i也に於ても生育するを認む。

本植物は童短大、葉肉厚き大葉を叢生し、蒼白色を呈す.葉の長きものは 2 米内外に達 し.

雨縁及先端に銑刺あれ形j氏J堆大にして庭闘植物として風致を添へ、叉牧場の外国に植栽して

家畜の出入を防止するの用を左す。
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本植物は側芽、 冠芽並に虚子IC{:交り繁殖容易にして、植裁後 7 ， 8 年に至れば共の中央より

直径 10 糎内外、高さ 6米内外の花使を抽出し、 数多の小枝を分l技し、 開花措置して枯死す 、

花担は乾燥すれば艦く堅固たる を以て、茶室の床住叉は落掛等として雅致あり 。

葉よ り 採取する繊維は細京共他月j注頗る庚く、 3 ， 4 年生よ り採業主:初め 、 7 , 8 年に至り開

花結賀して枯死するに至る迄I亡、 1 株 100 枚以上の葉を採取し得、 共の大主主る葉は l 枚より

40 瓦徐の繊維を採取じ得。

備本植物に閲する田代安定氏の報文(憂i智恒春熱帯植物殖育場報告)を抄録すれば次の如し。

iAgave 属の植物はメキシコ 、 ユカタン共他中央亜米利加地方を原産地と主主し、共の播布区

域頗る庚く 、 ~ß1漠たる林野の聞に他のユッカ、仙人掌等と共に著しき叢休を成し、設に年久

しき間或は原陸として存在し、 或は花粉交維天然媒助により新種類を 生じ 、 大ノj、数百に別た

る L 所左り 、 其内織剥[;採取用に供せらる L も の亦童文十種類あり。

龍舌草類は欧州諸園にてはーの美葉植物として温室若くは公園 、 庭園等の装飾用植物とし

て栽培さる 、 業肉の汁液は醗酵性l乞官め る を以て酒精を臨し、百告を製すべく 、 叉メ .キシコ土

人に依り往時テキラとIi昌ふる一極の酒を製した る程類あり 。 本属は何れも共の汁液中に酒精

質を有し、現時メキシコ土人等の飲料l乞て有名ゑる所謂プルグエ ー は印一種の Agave の汁

液よ D 得たるも のな れ 共の法は同植物の精気ヲ目前し護育の極度に建 し、将に花輩を抽出せ

んとするに際し.共の室頭の3庭内に包まる L 底より切断 し、 切跡l乞E大の凹孔を穿ち、此の

中 にす1-液の流滴を貯溜し、之を酌取て他絡に移 し、 2 ， 3 日乃至 1 週間以内に自然醗酵を』起さ

しめ{次料i乞供す」

( 9 ) サイザルヘンプ 石蒜科

_-1gCt'L'6 γigida l¥IIill. var. sùαlcwa Perr 

メキシコ地方原産の多汁植物にして 、~*Ç9~~より採取する繊維は 、 岐白 、 強線、 優美にして

弾力に富み.水分を I汲J役するとと少きを以て 、 マエラ H;jéの代用とたし、 縄索料共の他用途頗る

JJit く 、 共の繁殖容易友るを以て 、 現今熱帯地方に庇く栽培せらる L ものなり。

本島には明治 41 年に輸入せる主要j;;_ る織:Mt植物にして 、 全形 リ ウゼツランK類似し、 室は

短く多肉の葉を叢生し、 葉は披2十71手長さ 1 ， 2 米、巾 10 糎内外、 表商深紘色を呈し、 来縁は

滑にして先端に紫黒色の硬刺あり。共の護育I%iる旺盛に して乾燥地に誼し、 刻、に硫黄島 l乞於て

は熱地及び砂地利用植物と して尊重せられ、 繊維叉 リ ウゼツラン繊維に比し透に盟組なるのみ

ならや、 リ ウゼツランの如く葉の汁液に酸毒を含む事主主く 、且縁起，fこ刺主主き等を以て取扱容易

及り。 而して本島 l亡於ては リ ウゼツランと同 じ く 7 , 8 年生陀して長梗を抽出 し、開花して枯

死すと!îl!L 結2をす る も の崎左るを以て共の繁殖は、 m~;苛・及び冠:Jj.ミに依る も の と す。

サイサルの葉のJ相次は普通 3 . 4 年目よ り開始 し、 4 ， 5 年間継続する ものに して. 1 株よ

り 100 枚内外の葉を牧穫し.探糸量 I'Ì誕の大ノj、κ依りて一定せやと!ilf~ 、 1 枚よ り 3 , 40 瓦の
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繊維を得るを普通 とす。共の採糸法は小規模の栽培に於て l也 、 誕肉を叩き潰し、 或は ロ-)レに

て座潰 して繊維を採取すと ffitし 乎致を裂する事多く 、 叉原料実を煮沸し、水中に浸漬して薬肉

を腐敗せしめる は最も簡便な り とす る も 、 共の製品光津悪く品質劣るを以て 、 機械を使用する

を普通とす。

1M本純物に閲する国代安定氏の報文(歪i笥恒春熱帯植物殖育場報告)を抄録すればヨたのがl し。

「冬季降霜なき地方則ち最低温度概氏 9 度 5 分乃至 10 度以上の地友れば能く生育す 、 暴風

の篤めには葉を折損し多大の損害を蒙れ殊に潮風あるときはー居共害甚だ し、如何友る急:

斜地にでも生育すと雄、 15 度以上の傾斜地にては強風に際し、自臨査の~め根株を損し易

し、 7K滋地にては決して完全の成長を見る能はや、土質としては砂質枯土を最可とし.腐植

土を含有せる砂嬢土地はー居i由良なりとし、 硬粘土亦妨げなしと雌、 乾燥季長く続くときは

成長遅綾なる恐あ れ 叉光線の不充分は甚たしき害あり 。
)I!. 尺 尺 R 尺 R

植裁ITJ1隔Ir.l:諸方式あ り共の主なるものは 9 X 4 ， 12 X 6 , 12 X 4 ，叉原産地方にて病薄地Jn~肥
尺尺

料植裁には 7 尺、脅迫の土地には 8x7，遁良の土地にては 8 尺 、 最沃地にては 9 尺等の方法

あり 。

採葉は遁首の大さに建せしもの より刈取をなす、 共の採糸主は一様ならざれども大要を:;9，くに
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大規慌のものにあ り ては 、 器披製迭に依るも小規枝のものにありては手工を以て探糸を お:

す」

(10 ) ゲ ツタ ウ( ):J桃) 長 荷科

Alpi1μa 1l'1äαns Rose. 

逼問、 印度及び馬来l亡産する多年生宿根草にして 、 本島にはIJfJ柘首初輸入されたるもの友

り 、 全11:b謹荷に似て丈け甚だ高く 、 大友るものは 4 ， 5 米K達するものあり。

業は互生、 長方披針形をた し、 花は図錐花序にして垂下し、花は光津強き白色にして美紅色

の斑執を有し. 離は黄色にして深紅色を以て5膨られ、 恰も人造花の如く 美麗にして賞槻!日と し

て可たり。

輩は強靭にして織対[;を採取し 、 縄索 、 織物、編物等に供し又製紙原料た り。分般に依りて繁

殖す。
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一 Alpinia I'L屈する植物にして、本島に自生ずるものに 2 種あり、邸ち

A. bilctmellαtα M乱 k. チク リ ンクワ

A. boninsimensiぢ Mak. シマクマタケラン

にして共に本島固有種に鴎し、各月Iî"の森林中殊l乙陰地に群生するを常とし、 全形ゲツタウ vc.類

すと雄、1%工丈け短く 1 米内外にして未だ利用されや。

(11) ホソノ〈キンゴジクワ 錦葵科

Sidα CU'iutαBurman. 

キンゴジクワ 同

Sidα 1-1wmbifoliα L. 

雨者極めて類似し小笠原島、琉球、 基i壇共他熱帯地方に蹴く分布するノj、槌木tとして . 葉は櫛

闇J伏をt;;_し銃i薩iあり。主剖lk_より 1 倒の1)、主制Eを開く。

本島に於ては各所の陽地に分布して共の量多く、生育I庄盛陀して萌芽力強く 、 肥沃地或は他

植物と混生するものは枝極少く真直に生長し、高さ 1 ， 2 米に逮す。

樹皮は*rn き淡黄色の繊維を多量に合み 、 1 本より 200 瓦内外の繊維を採取し. 強靭u亡して細

索共他諸種の用迭に使用せらる。

(12 ) オガサハラガンピ(サクラカウグ) 11/IJ' 香科

万ヲlcstroem'iα PSe'udo-ntu8αKoidz.

本島国有極に島する落葉濯木にして、葉は針生、倒卵形をなし、夏季落葉し 9 乃至 11 月頃

新芽を生じ 、 枝極の先端l乞帯様黄色のノj、花を群生し、 果は秋季美赤色 v亡熱す。

各所の山地中陽所に多く生じ 、 樹皮は雁皮に類し、製紙原料として優良なり。

7. 食用植物

( 1 )蘇 鎖 蘇銭科

Cycαs 1'evoZ，utαThumb ， 

蘇儲は薩南諸島より沖縄に原産する、 j珂謂疏長K列島国有の植物にして、性至って強位、 協地

以外は如何なる立地に於ても能く繁殖し 、 且つ風卒害及病虫害に犯さる L 事主主く 、 カJj之も共の

用途~1[(i'fLI'Lして琉球列島暴風地帯に於ける 、 有用植物中最も優秀なる植物なり。本島にては古

くより翻賞植物として移入裁植され 、 設育佳良なりとh1jf'. 、 原産地方に比すれば劣るもの L 如く

共の結資も亦良好友らや。

蘇餓は常総樹にして共の大なるものは高さ 6 ， 7 米に達するものあれ室は国l í甫放をt;;_し 、

全面鱗片の業痕を以て被はれ、 葉は室の頭部に族生し、 長大硬質にして光課ある洞欣複葉を友

し、 ノj、葉は細長くして尖銑左上花は雌雄異株にして雄花は松建に似て園筒i伏を主主し 、 長さ

5 , 60 ;限内外、使 1 0 糎内外、 数多の鱗片吹に叢生しよ電黄色を呈す.雌花は数多の掌AA:fË穏を
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叢生し、 金問淡褐色の長故毛を密生し、 共の基部の雨側に数個の種置を着生す 、 市して雌雄雨

花共に多くは隔年 5 月 中旬より 6 月に亘り開花し、 雌木は 10 月乃至 11 月頃種置を熟し、 1

本より 1 同能く 10 立内外の種置を得、 種置は外面朱紅色を呈 し、卵形にして直径 3 糎内外、

中に大友る白仁を有す。

吉村農謬博士に依れば 、 安保餓は共の輩、種宜、葉、イ"Jれの部分も頗る窒素成分に富み 、 持の

新鮮態に於ける窒素の含有量、 玄幹 0.57% 、 葉 0.836% 、 種仁 1.398% にして、加之も如何な

る病認の土地に於ても時に窒素肥料 を要せづ夕、 して、向よく護育繁茂するは、根部に共生す る分

裂.~ Anabänα cycαcleaTum の作用によれ 空中窒素を概取利用する箆左 りと。

蘇鍛は種仁、 室幹並に葉に至る迄植物全瞳利用せられ、甚だ貴重友る純物1;;: tJ ，殊lて共の極

仁及び重幹には多量の澱粉を含み 、 米以上の皆義憤値を有 し、共の研究は頗る緊要なるものた

れ市して共の種仁及び、室幹は原産地に於ては澱粉製造、 焼酎及び、味噌の酪;主主主;に利用され.

叉食用に供するを常とす 、 然れども生の能にて食するときは往々にして中毒するととあり、之

れ主と して フオルムアルデヒ { ド (Formaldehyd) の存在する需にして、共の葉料として使用

せらる L も亦之れが震なり。

葉は乾燥して種々の編物に供するのみならや、花環.生花等の材料として移出され、 叉輸出

貿易品となし、 生薬は田畑の秘肥として頗る慣値あ り。

蘇識は叉前記の如く風亭筈に耐ゆる力強く、且つ杢~I~の遊離窒素を揖取して土壌を肥沃にす

るを以て 、 農地防風林として理想的にして 、 叉土砂押止: }'IJ としても共の放大な に

( 2 ) サタウキピ (il照) 禾本科

Sαcch臼1"tGm QfficinαTω月L.

熱帯亜細亜の原産なるが如しと!iljL 現今庚く熱帯地方l亡栽植せられ 、 共の品在fI頗る多く 、 室

の汁液を搾取して砂糖を製起す。

本島に於ける甘肢は、天保元年初度の外国移住民、 荷]1庄より種苗を鷲して栽植せ しを起源と

し、 共の後嘉永 6 年ぺJレリ来航して、諸種の農産種苗と共K甘牒苗を住民に給輿 し、 叉明治 4

年英人ゼー ムスステペンソン、 虞東人木匡鐘等の移植したる事あるも 、之れ等は何れも位Pjj\}用

として僅に邸宅の間近等に栽組せしに過ぎで炉、共後明治 9 年本島開拓の業を創むるに営上前

記甘煎の種苗を蒐集栽植し 、 更に明治 1 1 年印度、瓜珪等より種苗を轍入して増殖を行ひ 、 明

治 14 年に至り農民一般に種苗を交付して栽植せしめ、尚座搾器を購入して砂糖製造を試みた

るに品質良好、 収穫亦砂からざ りしを以て、漸:;7(斯業の登展を来し、一時年産額 80 蔦固を突

破するの盛況を呈するに歪りたるも 、 樫債の不況と他の有用杭l砂jの進出に依り 、 甘原栽植面積

減少せ しと雄、 本島の策候立立に地勢上甘煎は向共の主要作物たるを失はざるべし。

本島l亡於ける甘肢は周年栽植し得と雄、 普通春季室の先端を挿植 し 、 翌春第 1 同の収穫を危

し、 ~後Jjj:j芽更新陀依り年k霊の牧穫を友し、普通 5 ヶ年にして株を掘り起し杭替を行ふを 、
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本島に於ける最も経済的の甘庶裁培法となし、普通 1 ヘクタ ー ル より' 6"禽砥乃至 12 寓砥の甘

鹿藍を牧穫し、之れより 10% 内外の砂慌を得るものとす。

今本島に於て現存する 、 tl-11授の品種を列記すれば次の如し。

車融 (移) 入
綴 別 | ぷ 名 1-.1.1;-Yl-I :t11.i 要

，M~ 2告

太 Z宣積 在 芸誌 f1l¥ 嘉永 6 年 I 米関水阿従督ペ
リ携へ*る

。 目H臥カ溺 L H1t牧益精度共に多 L 。

|司 主よ lI'f. l司 l司 l盟幌用 l こ Lて糖度少 L 。

l司 不 明 |司 同 l可

1司 縞庶 文久 2 年
;f、サネ Jレセー ポ レ ストライ ブ ード シン カ'ポア 1:似?ころ も糖度

布 1湾虫より携攻へ~~る 少 L 。

剰目 撃 鶴 日 本 -If );(1; 明治16年 主主 Jえ讃 より移 2針111 <直立す、風皐客 iこ弧 し。
入

l司 空海竹 l校 l司 室穏よ り 移入 生育瓦好な らず。

大 ~ 積 f:I 決:r~ l司 i司 l司

J司 1号厄刺紅成 明治20年
南洋より米図捕鯨 l司
船71ðす

l司 l司 l司 締皮多 〈 、 風に精強 L 。

i司
明治37年 決科大事より笥・Ul:t ~赤紫色を呈す、'fj;;]れ易告も糖質佳夏。フ イ クランド

10月 ゼ商らる
f司

l ストライブード 同 Z主 務省より得ntg 笠忌 L 大、且r長 L 、 淡級色に i農紫色の縦
1 シン カ・ホ・ ア ぜらる 線わり 、 糖度税守少 L 。

i ロー ズバンプF 明治川 護 i:t叡}め淡紫黄色なるも充分生育ぜるもの
1司 製11i淡わ黄り色。 ごなる 、座長;多きも伯l折するの鉄

1司 明治42年 | 浪科大事より好U\1
ぜらる

筆談紫色。

幸四童話 読谷 山 .r!~ 明治44年 沖縄より移入 4~呈多〈 、品質比較的優1{_ff，つ而iA武力強 L

太整積
デメララ 1・1: (-1ミ 大正 3 年

室長きより移入 整長大、 政紫色3
J , L35 ~j，~ 3 月

f司 l司 117 骨JE l司 l司 室長大、災色。

!司
モ ーリ シヤス

l司 l司 ス ト ライ プードシ ン カ'ポア l こ似て強能。
ギンガム

t司
コニ ロー

I司 !司 整紫色 l こ L て大。
カレドニ ア

中 盤 種
瓜1史資生

同 l司 2主ff!ì太 〈青色{e呈す、品質夏好。277 ~jJ~ 

悶 同 228 W}t l司 !司 整淡紫色。

l司 l司 139 YJJ~ 同 l司 翌朝守車11I U位紫色 i こ ιて葉絡 L 紫色を呈す。

同 ' l司 181 却~'t l司 l司 Z童相号車!日〈淡紫色を呈す。

l司 l司 35 s})t l司 l司

同 同 239 披 同 l司 ささ精細〈談紫色{e呈す。

!司 同 143 放 同 同 ~ff守車!日〈、収穫量多く、品質優瓦。

l司 l司 86 日E 同 - l可 r.1' ~室干主主 L て(:t%盗品IQU良紫色 {e呈す 。

l司 l司 234 '5}J~ l司 l司 ~，紛ロー ズバンプに類似す。

l可 l可 36 稔 |司 !司 強紫色を呈 L 、株立良〈、収穫量多 〈、品
1x阪K、耐!瓜カ滋 L 。

同 l司 105 却JE I司 !司 Z在淡紫色、品質夏好。
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(移)

類 E1l I 品 摘 要
t電

同 | 向 つ別4“匂7河78 ~却'" |司 l司 翠淡紫色を?墨 L 、 強能。

l寸
布 11金賀 :'1::

l司 l司 整青色i"呈す。
瓜 Et25資却E生 大正14年

l司
生育良好に ι て収穫量多〈 、 品質瓦、 耐!弘

161 宮E 1 月 l カ精微 ι 。

l司 1. 335 却た i司 |司 I j枚穫量多〈 、品質夏、 耐風力普通。

l可 2， 714 .Wj~ l司 |司 | 取獲量紛多く 、 ほ可な り 。
童書き 27 披 l司 l司 1I11穫量少〈 、 品質干l守不瓦。

同 4 盟主 |百] l司 .1\11穫量普遁 、 品質夏、 耐風力強 ι 。

|司 19 昔話 同 l司 ! 収穫量輸多〈 、 品質夏、耐風カ平常強 ι。

I司 24 却E |司 !司 I 411穫量普通、 品質.Gt。

同 2丹波 l司 |司 1 収穫量少 L 、 品質不良 、 耐瓜カ務 L 。

コニロ ー ノ《ン 7'
昭和 3 年 沖縄より移入 収穫量少 〈 、 品質不良 、 耐風カ弱 L 。
4 月

J包 界 烏 |司 I司 ! 牧穫量少く 、 品質不夏、 耐風カ普通。

( 3 ) パ イ ンアップル(鳳梨。アナナス。) 鳳梨科

Anαnαs satáωLindl. 

熱帯並米利加の原産怠るも、現今蹟く熱帯地方に栽培せらる L 果貨にして 、 本島に於てはバ

ナナ と共に 、 古く初度の外園移住民l亡依り鷲らされたるもの友るが如 し。

パインア ッ プルは本島の策候風土に遁し、 f脊地にも能く繁茂し、 従来敢て手入肥培すると と

左く 、 全く放任的となりしを以て 、 共の頼粒媛小とお:り、果肉の繊維硬く 、 品質劣媛せしに依

り 、 明治 38 年には Smooth Cayenn巴 (無刺鳳梨}を輸入し、更に叉明治 42 年には Abbaka ，

P ern ambuco, Egyptian Queen, Po rto-Rico , Ripley Queen , Red Spanish , Bromelia Pinguin 等

の品種を輪入し、 以て優良種の繁殖に努めしに、何れも成績佳良な り。

パ イ ンアップルは多年生平にして地下室を有し、之れより分葉 し 、 来は細長強剛に して四方

に横がり 、 普通縁遠に刺あり ( Smooth Cayenne 種は無刺左り)、恰もタコノキの幹を猷げるが

如き形j伏を呈し 、 薬色は種類に依りて異友るも、概ね淡紘色、葉面に白粉を附し、 普通 4 ， 5 

月頃中心より花穂を抽出 し、 先端に紅紫色l亡影られたる小花、螺旋flkl'L集合開花す、恰 も松強

の如 し、 果貰は普通 7 . 8 月頃に至り外商寅赤色に熟し、来の項端には冠芳ーあり 、 果の大さは

品種に依りて異念り 、 l 筒 2 rð:;内外を普通とずるも大主主るものは 10 Iif; I'L遣するものあり。

パインアツフ。ルは食用果寅占して最も美味友るもの L ーにして、果肉は多袈. 糖分に富み 、

高f苛なる特有の佳香を有し、 甘味多く、 酸味亦之れ lて趨び、風味優良にして一般の1晴好に適し、

果には又プロメリン酸を含有するを以て、蛋白消化剤たり、唯だ熱果は永く貯蔵するとと 困難

怒るを以て 、 e 多くは臨詰とたし.叉パインアップル密、ゼリ戸 、 ヲヤ ム 、 酒 、 酢等を製し、向
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れも特有な る風味を有し、清涼飲料及び.不荊別来烈和町1

葉よりはf岐皮白細f微故fた主る絹紙様の識維を採取し、ハンカチー フ共他美術的織物として利用せら

る。

パインア ッ プルは一種の気生植物lとして 、 ~;I.ろ乾燥せる気候を好むと到し一般に漁i閏にして

排水良好左る箇所 、 殊に肥沃にして多少の石次分を含有する土地を良 しとし、 本島にては硫黄

島に於て最も成績良好なれ共の繁殖は普通株恨の基部に蛮生する側芽及び冠芳ーを用ひ、共の

植栽間隔は 1 米内外とし、植栽後満 1 箇年内外にして結置するものあ りと E世 、 2 箇年目より結

置するを普;過とす。

( 4 ) タシロイモ(クズイモ) 田代 薯科

Taccα pinna17JidαForst. 

熱帯盟細亜の原産左 上 木島にては輸入年代不明なる も、 往時先住者の携へ来りしもの L 如

く 父島奥村、 世H~降、袋諜等先住者の居住せし部落の砂質地には野生欣態を1'J.す 。

本植物は高さ l 米内外. 室を有せf. 4 ， 5 月頃地下藍より数葉を抽出し、 葉は三つに深裂し、

更に数多の献刻あれ 7 , 8 月頃花極を抽出し、花は続色、下きませる撒房花序にして肉質、花

被は 6分裂をなし、果はj鳴卯大にして黄熟し、 六つの講を有す、塊輩は馬l拾薯に類似して軟く

多量のi肢粉を含むを以て、之れを描 り潰して水洗、加過、沈澱せしめて搬粉を製造し、 15-20

%の歩留あれ共のi股粉I'Ì粘力強く、 美味にしてア ロールート澱粉等よりも、 i5Zろ優良左り。

而 して塊輩は生の健主主るときは、苦味あ りて刺戟性を有する も、水洗すればf自失す。

本植物の繁殖は.主として種子に依る ものにして、塊室の肥大して 150 瓦以上に達し、被粉

製造I'L"適するには 2 ， 3 51亡を要し、共の牧穫量アロ ー ル ート、タピオカ等に比し僅少たるが如

し。

( 5 ) バナナ、(宜芭蕉) 芭蕉科

"l![usα Cα v.endishii Lamb. 三 尺パナナ

1I!. 8日'pientωn L. ミノfセウ 、 バナ ナ

小笠原島に於けるパナナ輸入の年代は詳ならやと!fr!t、ぺル リ航海日誌中嘉永 7 年ぺルリの別

府ア ポット来島の， 1際の記事に、

「住民は多少の地をf&t し、甘藷、 玉萄黍、 南JA . 大蒜、里芋、共U他の疏菜を栽培し、 共の

内最も多きは西瓜、鳳梨、 バナナ主主り 」

と あるを以て見れば、 バナナは輸入食用植物中最も古きも の ~- 1'J. るべく 、 ~pち本島に於ける

バナナ輸入の起原は 、 天保元年初度の外国移民の粛せる ものなるが如く 、 ヨたで明治 5 年ベ ンジ

ャミンピF ス tJ. る も の 、 東カ ロリ ン群島ポナペ島 より短)Jtll種を~iil<入せ に而して前者を普通バ

ナナ、小笠原パナナ、或はキングバナナ等と稿し. 後者を三尺バナナと稿して栽培せられ、 爾

後種々の品種撒入されしと民JL 往時にあ D ては .バナナの需要徴々たりしのみ友らす九交通不
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使主主りし矯め .僅に島内需要を充すに過ぎざりしが、交通の便開くるに件ひ 、 共の需要も漸次

増加し、 明治 43 年度より小笠原島、横潰聞の航通年 18 聞となれ且つパナナ生産の最盛期

たる夏季は月 2 同の航行を見るに至り、バナナ移出の i更を得るとと多大となりたるを以て . パ

ナナ栽培頓に増加し . 明治 44 年には共の栽培面積 138 mT歩、移出額約 10 寓固に達し、 京韻

地方に大に共の聾債を |悲 し、 官時京街地方には主題共の他のバナナの進出を許さピるの盛況を

呈し、カII之もパナナ栽培は土地を選ぶとと少し邸宅の附近、渓谷地、防風林の庇l産地等イlìJh

の地lても能く繁茂し、 生産費を要するとと少し且つ牧穫多大にして農家の受くる純益!'Ì他作

物に比し、 主Eに多大なるを以て 、 共の栽培愈々登展の域にありしが、明治 45 年バナナ萎結病

護生するに至るや、 共の被害狸獄を極め、一時パナナは殆ど全滅の悲境に陥るに至!J , :!!Tr業の

護展に一大頓挫を来したり . 然れども調査研究の結果、本病は遺体的叉は侍染性の病害にあら

やして、生理的病害~Ilち営養閲係より護生するものなるを認め、肥培宜しきを得るに於ては 、

従前に優るとも劣らざる殻育を友し得る確設を得、漸次パナナ栽培の快復を来しつ L あり。

本島に於けるパナナは共の品種多しと敗、最も普通に栽培せらる Uì普通バナナ及び三尺パ

ナナにして、就中普通パナナ共の大部分を占め.果皮荷.く、果肉軟く、甘酸宜しきを得、風味

頗る優良友るを以て、他の熱帯地方産パナナ Il:比し、市場に於て好評を博するものなり。

由来パナナは印度、 跨来、 交~!上支那、 比律3主、北濠ì}'I'1及太平洋諸島等に野生すと ffift . 現今普

く熱帯地方lて康く分布し 、 樹木献をなせる草木中最大なるものにして 、 共の葉を合すれば 2 ，

3 米乃至 10 米徐に達するものあり。而して Musa 属は世界に於て約 40 屈を詳し ‘ 共の rl-I に

は繊維用のもの 、 或は観賞l亡供するものあるも、食用とするは 2 種類に過ぎや、即ち共のーは

"~1山α 8apient'llln L. 

にして Comm oo baoana 叉は Gros :¥11 ichel と謂ひ、印度地方に多 く小笠原ノ〈ナナは本Hl i'C J.必

し、他は

MU8品 Ccwendish''ﾍ Lamb. 

に して Chinese dwarf b anana と栴し 、 元市支那の原花なるが如く 、 三尺バナナ及び革問パナ

ナ等は本腫K属するものなり。

バナナは分類。撃上より論十るときは上記の如く、 jf. sαpient'U1 lt L. 及び、.1f. Cαvend1'shù' 

Lamb. の 2 種類主主 りと ffi!L J:tの閤塾 !二の品種極めて多 く 、 主 として果買によ りて区別せられ、

錫蘭にありでは Swand e l 及び Koli-kuttu の 2 極左良種とし、 馬*牛島氏ては Pisang Radja 

及び Pisang Kl旦t を賞し、ジャマイカにては普通 Jamaica banana として知らる L 、 Pouyat

叉は・ Martinique banana 等は共の主たる品種左り。

バナナの蓋は葉柄の絡に覆瓦放に重な り たるものにして 、 葉身は長櫛固形 、 長さ 2 米内外、

中日)J著しく、羽71;1\脈を友し、花は項生の穂j此花序にして . 下部には雌花、上音I1には雄花を着生

し、中央l乞雨杢花を有する花叢をなし、大なる暗紫色にして股落性の萄を有す、果置は房j伏を
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tr.し、 之れを泉房 ( Bunch ) 、 各段を果手 ( Hand ) 、 各果を果指 (Finge r ) と稿す。

パデナの果置は熱帯地方に於ける主要なる食物にして 、)]\1.味佳良、 頗る ，~管養分に富み 、 '熱帯

(Ban ana ) 、 調理j刊に供する泉質中最も重要友るものなり 、市 して普通生食に供するをパナナ

として直別 し、 之れ等は生食、 調理、乾果、 等として食用に供する(Plantain) をプラ ンテ ン

のみ友らや、 酒を醸し、 叉パナナ粉卸ち Banana m ea l は澱粉が砂倍に饗化せざる未熟果より

製し、 菓子類の混合物とたし . 叉i殴粉の代用と友す。

今バナナ及びプランテンの熟*の成分を示せば次の如し( .% ) 、 ( キユ植物園報告に依る )。

ノミ ナ ナ プ ラ ンァ ン

成 5.ヨ、

~t J込 果 乾 果 5主 果

* 5.75 75.11 11.80 62.86 

JJ旨 JJ万 0.69 0.111 1.05 0.44 

グリユコース 1.75 0.29 5.34 2.25 

澱 滋子 42.11 1 1..1,1 52.64 22.16 

蛋 白 質 5.12 1.35 3.75 1.58 

タンニン及ゴム主主 1.88 1.26 1.20 0.50 

il'i 化性繊維 36.78 10.07 21.37 9.01 

不消化性繊維 2.82 0.66 0.95 0.40 

灰 分 3.30 0.87 1.90 0.80 

叉小笠原g:Jji主普通ノ〈ナナ及び三尺パナナの成分を示せば失の如しCYo ) 、 (東京j存立農事試験

場分析)。

成

一水灰
窒
燐
加
組
組
粗
全
澱

三 尺バナ ナ

69.88 

0.63 

0.18 

0.06 

0.40 

1.12 

2.94 

0.32 

15.44 

123 

開バナナ(小笠与バナ主上
70.46 

0.69 

0.21 

0.13 

0.30 

1.29 

0.69 

0.37 

9.81 

2.09 

分

分
ノ、、

ノ』

量

量

量

質

』万

維

分

粉

全
全
全
自

脂

繊

峠
柑

素
股
虫
蜜

叉バナナは会植物殊に霊の基部には多量の皐1&if. を含有ナるを以て 、 魚網共の他の染料に供し

叉草皮は 、 繊維質左 るを以て 、 之れを乾燥してス リ ッパ 、 共の他の編物と左し 、 叉繊維を採取

して織物或は縄索料と主主 し.且つ製紙原料に供する事を得。

今本島産普通バナナの輩部及葉片策乾品の成分を示せば次の如し( .% ) U'IJ刷局研究所分析)。



小笠原島の航生位然併有用植物に就て

}-&, y、

ノJ

水分

附 着ぜろ砂分

水浸 出 分

ア jレコ ーノレ ベ ンセ・ン i受出分

アム モ ニア i受 ぬ 分

セ lレロ ー ス

強 化損 失量(段 差)

合計

灰

[ 無

I ~震
1 ::ri 

l村く い
l 首

分

iJ( 侍駿

二t 及酸 化錨

l!l~ 

土

| ア jレカ

l :1'1: 他

整部 | 葉音I~

山9 I 1::?84 

0.14 1 

19.13 

1.50 

16.07 

27.25 

23.82 

100.00 

8.61 

1.57 

0.91 

1.52 

0.42 

3.11 

1.08 

26. t7 

1.12 

9.86 

26.55 

23.46 

100.00 

12.79 

6.27 

1.13 

1.28 

0.37 

2.98 

0.76 
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叉バナナ繊維の'1+1ft及ひ形態はマニラ 腕i:. 1'L酷似 し 、 機*1凶問胞の外l亡佳石質細胞、柔軟細胞、

珪酸質表皮細胞あれ叉往々螺旋-Jlk導管を伴へ上而して紙料としては粗硬にして多量の盟附

加盟を要 し 、 機五ilt歩止量少く 、且つ繊維の離解叩解に困難なる等のJ.i.i~め優良なる祇料とは稿し

難 しと雄、成祇の外観は透明性にして強靭 、 ラットル強く 、紙質一般に強't'J:佳良な り。

バナ ナの繁殖は主と して分業法に依り 、 将通 3 ， 4 米の間隔を以て植栽し、 l 株より抜本以

上を分葵 し、最初の結置を見るには約 14 箇月を妥し、第 2 以降の分葉が結賞するには 1 2 箇

月 内外を要す 、 各室は紡官後枯死し、果は樹上に於て成熟せしむるよりも遁'11Jt "主る時期]に採取

して 、 迫熟せしむ るを風味佳良友るものなりとす。

而して本島に於て栽培せらる L バナナの主なるものは 、 既に述べたるが如く汚泊ノ〈ナナ及び

三尺バナナ友りと脱、 向此の外従来轍入試育せ し!日種多きを以て 、 共の主主主るものを示せば次

の~[1し。

1. 普通パナナ (小笠原パナナ、 キングバナナ ) 、 故も古く輸入せられたる品種にして、

}f. s叩ient'um L. IL麗し、最も強世なる種頒たり 、 会長 6 ， 7 米内外に達 し、 葉柄の上端僅に

淡紅色に彩られ . 果は率ろ小形にして僅に替曲し、 熟すれば稜角は痕跡を止め、美賀ー色を呈し

香気少きも i:j-酸適度にして皮帯く、肉軟く、風味頗る優良なるも 、 完熟するにあらざれば都l味

股せや、 叉永く貯蔵するとと困難たるをwe貼とす。

2. 三尺パナナ、 明治 5 年並l乞明治 32 年南洋より輸入せるものを !守:株とするものにし

て、 ilI. Cαve l1 clishii Lamb. IL属し、 夫け低く 、 童太く 、紫赤色を呈する主主 þ , J装置は梢大;11手

に して見討旨の長さ 20 糎内外、稜角 、 替、曲共に前程より多く.青黄色乃至~.予定色に熱し、 香気

高きも皮厚く 、酸味徴に して風1*前理に劣る 、貯擁梢久しきに堪へ、牧量前極iζ比し多き も 、
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肥料を要するとと多く 、 叉前極の如く放任的栽培をなすに於ては 、 J政量著しく減歩。

3. Pisang Radja. '*肉は柔軟美味にして芳香を有するも 、 呆賓頗るノj、形危り。

4. Pisang Kling. '11':f白黄色にして大形の果置を生す-。

5. Large Fig. :W:貨は未熟の内は暗赤色を長するも 、 熟すれば桃色を呈し 、 食卓問とし

て賞せ ら る 。

6. Che巴ne e Champa. 県在は小にして母:指大なり。

7. Adam's fig. m:指は長大、 通常黄色叉は帯責級色に して 、 調理するにあらざれば食

加にも!もするととを特す九本題は 1l1. pω.aclisicαL. の墜名を有す る も、 J{. sαpicn{'ll11t L. の異

名 K過ぎ歩と謂ふ。

8. 香港バナナ、 明治 36 年香港よ り 輸入す。

9. 龍芽蕉、 I lfj治 36 ~I三香港より輸入す。

10. Red jamaica 明治 42 年の輸入にして、 室架普illiパナナに類似す、来房大lとして 、

某は稜角少し果肉賀色、粘性に富み、特産の芳香を有し、 甘味多し。

1 1. サイパン島三尺バナナ、 三尺バナナに類す。

12. サイパン島三角バナナ、 古く輸入されたるものにして 、 :!i~指 Id:稜角明 . 果肉は僅に

赤味をて帯び、 7J'\.分少し味劣る。

13 . 南洋パナナ 、 明治 25 !. I三頃南洋より輸入せる も のにして長斡な れ県は疎散に靖生

し長大な れ 調理JcIJ とす。

14. Koli七lttU. 県指は大にして某皮帯く、必肉はtl- くして軟く 、 果房大友り。

15. Swandel. :;!.[~皮帯く 、*肉は柔軟にして廿し 、 Koli-kuttu と共に錫閣に於ける良紐l亡

して、 共に明治 39 !. I éの輸入Hなり。

16. 墓i聾パナナ、 京湾よ り 輸入せる種類にして 、 2よ:憾に最も -f字通な る高脚f'!f~及び低IJf.P程

を初めと し、 萎縮病に抵抗力強しとする仙人種なり 。

( 6 ) クズウコン(アロールート ) 高官手金科

Mα7・αntα a?・'Uηd仇αcea L. 

T背並封切:・Ij加及び.西印度比原産する宿根草にして . アロール ~I、の都あるは、印度人 iこ依って

悲矢の解毒剤として 、 共の新鮮なる根藍を、傷に塗るの慣習あるに起因すと謂ふ。市して澱粉

としてアロールートな る 421栴を有するは . 本陸のタトに Canna ， Curcuma , Tacca 等の諸島中植

物の根塊より製する澱粉もあ りと!i!!I~ 、 普通車にアロール{ トと 詳jへば、 gpち本種を意味するも

の友り。

本島に於ては明治 39 "'r.の輸入極に して.成杭良好、風告に使さる L 事tx. く、殆ど純!ての土

壌に生育し、普通 l ヘクタ {ル 3 高砥の塊翠を牧穫 し、 i股j升の歩溜頗る多く、普通 18-20%

たりとし、共の品質優良なり。
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葉は互生、淡緑色、卯えたの長縮図形にして銃尖治長さ? , 30 糎内外、 草丈 6 ， 70 糎内外を

普通とするも、 1 米余に仲長するものあり 、 . 1 株数十重を叢生し、 冬季に至りて 、 l 株 7 , 8 

イ問乃至数一lイ岡の塊窒を着生す 、 塊荒は識維質にして細長く 、 ，径 3 車/ill内外、長 2 ， 30 組内外、

. JJ!L理滑淳、 数多の輪白jあり。

本J植物は根室に依り 、 繁殖容易にして、普通 2 ， . 3 館j毎に切断して植栽し 、 一度植栽せる土

地は、共の掘り取り残部のノj、破片よりも萌芽するを以て、 容易に絶滅し能はざるもの とす。市

して本稿物は軽量まなる沃土を好み、 春末地中より童葉を抽刊し、夏秋の候盛に繁茂し 、 冬季に

王 り根室を形成するに従ひ、漸次童葉は枯凋するものとす。

根室の内部は繊維質に Lて純白、 i股粉質充Z~ し、 f故H-味ありと雌、生食若くは煮食vz: i直せ

一夕 、 之を銃苗Iある器具にて砕き 、、 澱粉を製造し、 共の製品はアロ ールートとして菓子、 調旦n 、

化粧用原料、 糊粉料等ーとして 、 共の需要頗る多く 、 建倖は家畜の飼料とす。

『
レ
1

4
Fe
 

桑キノン
. 

ノ、

Artocα.rpllS COIIα.mwús Forst. 

パンノキは大平洋諸島及ジヤワの原産主主るも 、 底く熱帯地方陀撹布 し、生長迅速、 樹高 15

ヲ!とに達するものあり 、 英は頗る大、長 50 糎内外、多くは快裂し、 革質、 裏面脊緑色、表面深

続色光i撃を有す。

花は~jI:生 、 雌雄同株、雄花は視'棒j氏、果は球形又は布告固形をなし集合果にして殆左人頭ブてを

なす 、 外部 I'Ìノj、嬬起を友して青繰色を呈し、内部に白色のパルプ ( Pulp ) を有す 、 之れ植物墜

上の花托に して食用に供する部分たれ某は南洋諸島の土人の重要たる食料品に して、健きて

食すれば恰も甘藷叉は栗の如き味を有し、共の成分は糖分 14.5 % 、 糖分以外の茨水化物 9.2%

脂肪分 0.5% 主主り。

パンノ キの品種は極めて多しと雄、 大植に於て有種子と無種子のものに分たれ、無種子のも

のは栽培上の蟹種にして 、 優良種として食川に供せられ 、 有種子のものは種子を焼きて食す。

材は建築材と し、 又丸木舟材に問ゐられ、材質軽軟なりと雄 、 加工問調~vz:して双物を損じ易

し、 樹液、 薬及根は土人の薬用K供せらる。

; 繁殖は有種子のものは宮生に依るものあるも、主!~種子のものは分根、 ~僚若くは取木等に依

:る ものとす。

小笠原島lて於けるパンノキはl1Jj治 30 年頃の輸入友 るも 、 未だ共の数多から-1"。

字ト枝主5蕃パンレイシ(鰐迦果)( 8 ) 

Anonα sq'uamosα L. 

西印度諸島に原産する落葉小喬水左上本島陀は明治 32 年初めて南洋より輸入せるものに

七て 、 種子に依りて繁殖す。

葉は概固形、 長さ約 10 糎、先端細く、杢縁、表面緑色、裏面次青色なれ琴片及び花鱗は
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各 3、 共に緋色~ þ ， 果の外部は菱形の癌iUì:突起物を以て被はる 、 之れ!3P ち多数の集会Jf!:より

成る も のに して、各ノj、;果陀は 1 佃宛の程子あ れ 果は 8 月頃成熟して黄紘色を呈す. 果肉 1d:~L

白色に して甘味!思る多く芳香あ れ 熱帯果物として珍重せらると雄、 長く貯蔵し能はざるの訣

瓢あ り 。

葉及び種子は苛烈なる成分を含有 し殺虫の数あれ樹皮はi汝創性を有 し、 強世剤と して使臣

すと謂ふ。

本島K於て栽1I{lせらる ~ Anona 属の果樹は此の外に .

A. ?JWT'icαtα L. 

A・ pαZ，ust ris L. 

A. ?'etic'ulatαL. 

等あ り心

トグパンレイシ ( シヤシャツプ)

ア リ ゲ ート ルアップル

ギウ シ ン リ (牛心梨)

ト グパンレイシは四印度の原産にして 、 来は笠形叉は心臓形を友し 、 長さ 20 糎内外に及び.

外部に柔き刺tU\突起を有す、果肉は水分に富み甘酸宜しきを得、 食用果賓としての憤値dうるも

のとす。

ア リ ゲ戸ト Jレアップルは南亜封切Jj加の原産に して 、 来ーは 8 ， 9 月頃成熟 し、 外皮は平滑に し

て淡梓色左呈 し、 芳香を有するも美味ならや。

ギウシ ン リ は南蛮米利加及び西印度の原産にして、来は心臓71予をなし 、 表面柏平滑なり 、 果

肉は白色に して食用陀供すと雌-I~-味柏少し。
"タノキ

( 9 ) アボカ {ド(アリゲー ト ルぺア戸、牛酪樹 ) 樟 科

Pel'Ee，α [/rαtiss'irnαGaertn. f. 

熱帯亜米利加原産の史樹にして、樹高 10 米内外に迷 L. 業は長揃i固形或は披針:JI予をなし 、

表面、深級色. 裏面次白色を呈す。

アボ・カ ー ド は 7 , 8 年生に して結資期に入れ壬l二平均 500 頼、 時に 1 000 穎以上の結賞者ご見

る ものる に花は腕生の線、航花序をな して枝の先端に近く生 じ、 果賓は品種に依りて一定ぜざ

る も、 普通球形或は長舵固形に して基部は狭く、恰も西洋梨7lJ;:を友 し、共の色は桜色よ り 褐色

とな り 、 叉赤禍色 、 i清緑色 、 黒色等に饗歩、長 10 乃至 20 糎、重量 800 瓦陀達するものあり

果皮は滑かに して部く.熟果の果肉は黄続色乃至白色、柔軟にしてバタの如く 、 共の中央に一

端尖れる球吠の竪き種子を含む。

本来置は美味なるのみ主主らや、 頗る滋養に富むものにして 、 叉植物性油約 18% を含有し.

J共物としてよりも寧ろサラ ド として賞用せらる。

アボカードは貫生又は接木l乞依りて繁殖せらる L ものにして、近時熱帯及血熱帯果樹と して

i1i大の注目 を惹起するに至 þ ， ?i;jd'C カ リ ホルニヤ及フロ リ グ等に於ては 、 盛に品種の改良行は

れ、 風味の良好主主るもの多 し。
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本島には古く明治 12 年削除入されたる事あるも 、風害等の濡共の成績の見るべき もの友か

りしが 、 近時之が栽培を企つるものありて 、 外園より Duke Avocado , Benik Avocado 等共の

他の俊良品種の種苗を轍入して増殖を左 しつI. ib り。

( 10) オガサハラオレンヂ で吐

= 香
『
ト
l
'

z
b
r
 

。îtr'tω g/'αηdis Osbeck. var 

小笠原島には柑橘類の自生するものえにく、現今栽植せるものは総ペて外来種にして . 共の主

なるものを禦ぐれば 、 オカ、.サノ、ラオレンヂの外に

C. αcidα. ライム

C・ Aw'αntiωn L. オレンデ

C. Aw・αntiwn L. subsp. ~"illellsi8 Engl. 

C. BigαrαdiαDuham . 

C. DeC'llmαna Lour. 

ナツミカン

C. Li仰mim Hook. f. 

ダイダイ

ザボン(文且)

レモン〈様様)

C. MedicαL. マルブシュカン (杓搬)

等に して、レモンの如きは 、 オガサハ ラ オレンヂと共に嘗て盛に栽植せられ、 i市!i!斯徳方面K

も轍出せ し事あり。

オガサハラ太レンヂは互E米利カ11 1乞於て栽植せらる1. C. grandis Osbeck. ( Grape-fruit) のー

費極左るが如 し、邸ち往時本島に屡々寄港せる、米園僻;強舶に依りて賀されたる 、 クレ{ プフ

ノレ{トの種子より繁殖せ哩しものし共の立地の環境に依りて饗化せしもの友るが如く 、 置生繁

殖友るを以て共の品種甚だ多く 、 大形にして凡そ 400 五に達するあり 、 叉 150 五内外に過ぎざ

る小形のものあり 、 外商の油胞ノj、 l亡して平滑なるあり、或は外面干'fì凹凸をなすあり 、 屑固なる

あ り、 或は柏長国左る等ありて、少くも 7 , 8 種以上に品種を分類するととを得、市して一般

に香気高く摂液多量にして 、 之れを切れば援液流出し瓢襲、砂輩:共に甚だ軟く 、 有按種なるも

共の味甘酸宜しきを得、柑橘中最も優秀主主る風味を有するものとして賞讃そ博寸るものとす。

唯だ袈液多くして{呆存期の永からざるを扶貼とす。

オガサハラオレンヂは一般に長聾性にして、自然の偉に放置するときは 、 校は ~I~部以上i亡於

て分岐し、 高さ 7 , 8 米齢、 直径 20 糎飴κ達し . 1 本より 2000 飴頼を成熟する もの砂友か

らや、普通 3 ， 4 月頃開花し、房flJ\に果置を結び、 12 月頃成熟す、叉秋季開花して夏季に熟

するととあれ邸ち l 樹にして熟期を異にする 、所謂春成及び秋成の 2 様の頼を結ぶとと JJlI; 々

なるも 、 秋成は春成i'LJ:とし味劣るなれ

(11) タ ピオカ(キヤツサバ) 大戟科

Mα例t凡u仏lwωt 'Ld叫il仏l，也:訓.

南亜米利加に原産する樫木にして、樹高 2 ， 3 米に達し、共の根室 よ り採取する j股粉は、
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Tariioca 或は Cassav~ と fífi し 、 古来貿易品と して人口にm合灸するもの友り。本島にては古く

陥入されたるものに して 、 硫?を島に於ては最も良好主主る音量育を友 し、根室の牧量亦頗る多量f;;.

り。

木折fI物は普通春季挿木繁殖をなし、 共のおfj:栽間隔は 1 米内外とし、牧穫期は品種に依 り て一

定せす・と到し普通杭栽後 10 箇月内外陀て収穫し、 1 株より 10-20 Iîf;内外の塊霊を得 、 i霞粉

の歩留地 20，%'内外にして 、 品質問る優良なり。

本植物は共の品種多しと lllft 、 之れを大別して Bitter Cassava (苦タピオカ)及び Sweet Cas四

回目(甘タピオカ)の 2:[主とえ主し 、 之れ等の根室には青酸を含有し、 殊に苦タピオカに共の量

多し、 故に之れを生食するは頗る危険f;;.りと1ll!f. 、 根雪でを粉昨洗機して、 j殴粉を採取するときは

有毒成分は除去さる L ものとすa

(12 ) マンゴウ(様果、様仔) 漆樹 f;;卜

jvJangifm 'α indicα L ， 

Ji良寛は熱帯果置界の最も優秀友るもの L ーとして珍重せられ、熱帯!lli*'1R盟を原産とする常繰

喬木な る も ‘ } 現今蹟〈熱帯各地方K分布し 、 J与の園謹上の品種頗る多く 、 置に数百種に上 り 、

特に著名なるもの L みにで も数十種あれ蓋i母に於ても古くより存ずるもの約 8種るに本島

に於ては明治 1 2 年印度より輸入 したるものを以て l稿矢とし 、 繭来新嘉披、 南洋諸島、 墓i母等

まり数次優良品種を輪E多入して共の増殖に努めしに 、 成樹頗る佳良に して今や一般に庚く栽植

せられ、 一樹にして 2000-3000 JilJiを結置するものあれ共の繁殖は取木、 芽接及び置生に依

白て容易にして 、 取木、 主主接等K依るものは 3 ， 4 年生にして開花措置するものあ り、市して

本島に於てはマンゴウの病虫害としては媒病、介殻虫、ス リ ップス等数種に過ぎざりしが、 昭

和 8 年以来蜜中jj'ノJ、資蝿費生 し、 共の被害激烈なるはマンゴウ植栽上頗る憂慮すべき も のとす。

葉は枝頭に互生し、 技針形、 長さ 2 ， 30 糎内外、革質、金縁にして多少波j伏をなす 、 撤葉

I'ii:紫紅色を呈 し頗る美麗左上花は項生の国主i(;花序にして、 1 月乃至 4 月頃黄色のノj、花を多数

j} rJ き 、 よ県は按ßlミに して 、 桟fね不整形の長櫛固形を友し 、 有~liIfi4工、共の一部凹入じて梢腎臓形を

な し、 或は先端梢f出 りて q均株をなし、曲玉J仏を呈するもあり 、 果の長さ普通 10 ~\担内外、 周園

'20 糎内外に して、 1 ~項の重量 200-300 瓦を普通とするも . 優良種陀於ては長大にして 1 Ttf 

以上に建する も のあれ樹枝の末端に主主佃結~~懸垂し、初め淡秘色にして 7 ， 8 月頃帯赤黄色

に成熟す。

\果肉は多疑tと して特極の甘味と酸味を有 し頗る美味なりと E昔、多少松脂様の臭あるを以て 、

初吟て食する時は之れを嫌厭ずるものあり。

マンゴウの最も有用なる部分は呆置にして 、 専ら食月j に供せられ 、 !煩る滋養に富み、叉薬放

あり 、 今クヨ { レ ー博士の分析に依り 、 来賓の成分を示せば次の如し。
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王子 82.51% 綴 維 1.45% 

E尺 分 0.39" 蛋 白 質 0.1>4/1 

11旨 rfl! 0.01 " 炭水化物 14.80/1 

マンゴウは生食県と して美味主主るのみな らや、 X.HI々の加工品邸ち糖民、 ジエ リー. < ~マ

レ {lr 、乾果、 盟諸、 ~iiît話 、 チヤトネ ー等と して亦可左上 熟良は心身を強世爽快にし、叉肥

満せ しむる汝あると共に 、 多少緩下剤及び利尿剤!として放あれ処皮及び繊維は未熟県と同じ

く酸性にして牧飲聞となし 、 種子はl!ß.~f. を多量に含み、止痢及びml~虫、の放あ れ樹皮亦多量の

車率を含み 、 共の流動越接斯は子宮、肺又は腸の 1:1:\凶lrL.封し特放あ れ ヌ熟果及び皮よ り 浸1-1 '，

する護説樹脂に 、 石次汁若 くはれ11を混じたるものは、 i3f-1!.!年共他皮膚病に放ある等、印度地方に

於ては薬料と して も蹟く利用せらる L なり。

叉マン ゴウの葉にはキサント ン誘導髄を多量に合有し 、 之 を L[ムに食せしめ . ~d~の尿を蒸殻し

て Piori (Indian ye llow ) と栴ず る 、 黄色染料を採るととを得、此の染料は約 50 %のオ イキ

サ ンチン C19H I0+3 H 20 及び少量の尿械を含有し、 鮮黄色を5.す、果肉も亦染料と去 に之

を多食するときは黄色の汗を出す友り。

(13) レイシ (菰枝) j~~ 患樹 科

ふTepheli'll1n Litchi Camb. 

文芳1IにD31産する常紘喬木にして外観リウガンK酷似し 、 本品Kは明治 1 2 年の輸入極1';り 。

葉は洞7f大担架に して春季先端にノj、花を開き園錐花序を t;. し 、 来は 6 ， 7 月 頃成熟し.リ ウガ

ンに比 し遥に大に して外果皮は粗随、 細粒の突起を有し朱赤色に熟す 、 タト皮をミ1てれば内に)享き

恨種皮を有する聞き積子あり、仮種皮は卵白色、 と!と透明様にして築液多く一種の甘味を有 し、

熱帯来賓として リウ ガンに優上 原産地方より乾~として輪1 1'，せらる 。

本樹は種子に依 り て繁殖容易なりと控U~ 、 優良種を得るには取木叉は接木に依るを可とす。

(14) リウガン (音副貝 ) 生!\' 患樹科

NepheHum Longα11αCamb. 

文芳1I原産の72・線喬木に して、 本島には明治 33 年種子を輸入して育成せるもの友り 。

葉は奇数羽!Vt複葉をな し、 ノj、葉は表面滑禅、 深紘色を呈す。 5 月頃投の先端に困錐花序VCI)、

花を開き 、 県は 9 月頃成熟 し、 球欣にして指頭大、 外皮は拡j色 、 組槌友り果の中には"'1ミ透明多

汁の{良種皮を有する種子 1 箇るに種子は黒色にして~n~忠子の如し 、 仮種皮は甘味を有して食

j刊に供せられ、 叉果をー且蒸し、日光に乾して乾寵限と主主し 、 古来漢方醤に依 り て保温斉uとし

て賞用せらる。市して龍眼肉の成分は米園のウルタ { プラスタ ー氏に依れば弐の如 し(% )。

生

乾

| 水分 | 蛋白質 | 脂肪 | 庶糖 |
果 1 ]0.94 1 5.04 1 1.04 .1 37.50 1 

果 I - I 5.63 I 1.17 I 42.11 I 

還元締 | 灰 分
。 27.34 2.31 

30.70 2.59 

不詳

15.86 

17.80 
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龍限の薬用として示さる L 主主主 る も のを拳ぐれば.龍眼肉の乾燥せるものを水にて煎 じ、 服

用する時 I'Ì滋養強批剤と左上心臓、牌械を・冶し、乾花は腎臓病及び、婦人赤帯病を治し、 棋は

淋病及び糖尿病に放あ れ 叉龍Ot~肉は生乾共に嘗むればH乞逆を止むるに放ありと。

材は赤招色、総密、 堅重に して薪炭材と t;;. し、 叉工業用材等として使用せらる。

本樹の繁殖は主として熔極に依るも 、 種子の護:!'J:'保存期短き を以て. 成る可く取蒔を主主す を

可とす。

( 1 5 ) オクラ (食用 ネリ ) 錦英科

Abelmosch附 esc'lllent仙 Mey，

熱帯亜細!lliの原産左上本J誌には嘗て古く 1除入されたるのの L 如く 、 父島初j富浦には野生化

して残存するものありと雄、現今栽培するは明治 43 年の輸入に係上 I 年生革本植物にして

大友るものは全長 2 ， 3 米に建し、 ~は五出掌欣複葉、花は来!肢に生じ淡貰色、 来は青色細長

に して数多の稜線を有し 、 大なるものは長さ 20 担徐に及び、共む未熟泉ーを煮る時は柔軟と な

りて粘液を生じ種々調別して賞味せらる 、 種子は妙りてコ{ヒ{の如く して 、飲料に供する

時は芳ばしき風味を有すe

普通 4 ， 5 月頃下種 し、 秋季に至る迄11閥次結来す。

(16) ロー ゼリサウ(ロ{ゼJレ)

Hibis仰8 8αbdαr伽L.

;tf[j 英科

本島に於ては明治 43 年並に大正 5 年種子を輸入して栽培せしに、 成績頗る佳良なりしを以

て、 嘗てジャム、ジヱリ{、 シュ ロッ プ等を製造せ し事あるも 、 大なる販路を見守 して止め り。

印度に原産す る 1 年生植物にして高さ 2 米内外に建し、 熱帯及亜熱帯?の気候に適すと雄、 高

温にして協潤なるを可とし、 2 ， 3 月頃播.flliず るを普通とす るも 、 J番種時の遅速に拘らや、 9 月

末よ り秋及冬の二期に亙りて開花結賢 し、 共の主:t;;.る利用部は王撃にして 、 11 月乃至 12 月牧

穫す。

本1~在物にはJ垂々の品種あるも 、 普通白色陸と赤色種に大別 され、共の専の大ノj、、色津等に於

ても多少の差異ありと蹴、何れも事は多肉肥厚し、 共の成分中林檎按 3 %内外を含む 、 之れ其

の7JIl工品陀爽快主主る酸味を呈する所以なり、而 して革は花の耽落後と!.ilf~向護育 し、 普通 l 本よ

り第 I 同 4500 瓦内外、 ~}2 同 1500 瓦内外を得 1 へクグ {ル より 5000 砥乃王 7000 砥内外

を生産する を普通とす。

ロ{ゼルの革はジエリ{、 ジャム 、シュロッ プ等の原料として賞用せら る L のみならす九酒

を臨し共の輩皮は強靭に して絹紛の如き繊維を得、 種子は続和剤、利尿剤j及び強枇剤として薬

効あり。

(17) クダモノトケイサウ (パッ シ ヨン 〉

PαfSIJlm'α edulis Sim. 

西春蓮科
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南亙米利加の原産ーなるも 、 民く熱帯地方に於て栽培せら L る蔓霊纏説草友人

3震は掌i伏複葉に して業服より 長室長を生 じて他物K題携す 、 花は鮮紫色、 美麗に して 5 月頃葉

服より震と針生して開花し、 果置は鶏卵大、卯固形lと して夏季濃赤紫色に熟す、種子はノj 、形黒

色にして属国の嚢陀包まれ、果皮の内側に三列に群着す . 果肉は黄有'{!色に して未熟のものは酸

味強烈友 るも 、 熟すれば芳香ある酸甘味を生じ、風味爽快、 重曹及砂儲等と混じて美味の飲料

を造る事を得、 強itt瑚として頗る偵値dうるものたりと。

本島には明治 39 年の轍入種にして 、 播極後 2 年目 より結果を初め . 甚だ盟産にして巣置は

保存期永 く 、 外面寝~を生やるに至る も果肉に異献な し。

Pass iftora 属の植物は主として南盟米利加の原産にして、共の種類 300 を算し 、 共の内果貨

を利用するもの数種あ れ 共に果置が食用K供せらる L のみたらや 、 花の形態珍奇美麗â..るに

依り 日 蔭棚組物等と して可友り。

本島にはクグ、モノ ト ケイサウの外に

P. q'tωdrαngul，αr'Ís L. 大賞時 計草

あれ 大正 6 年の輸入にして護支をなし . ，!;jミ質は帯級黄色を呈し、 長櫛固形に して長大. 重量

2m徐に及び 、 果肉はクリーム色を呈し生食用に{共し 、 未熟果は煮食叉は漬物等とお:す。

( 18) パ パヤ 西蒋蓮科

Cω'Wα Papαyα L. 

パパヤは英語吃て Papaya ， P apaw , Pawpaw, Papeta, Tree-lVIelon. 併記ーにて Papaya. ð萄語

にて Papaja， Papaja baum , Ivlelonen baum. 蓋慢にて木瓜.蕃木瓜、 寓言果等と稿しIj、笠原島

にてはパパヤと稿す 、 本樹は将~Lて雌雄異除なるも共の性iUi: Iて基き大al各雄花gpち雄韮のみを有

する雄木、 附[花郎ち雌荏のみを有する雌木.雌雄雨査花木の 3 種に分ち得るも、尚多くの中間

性のものあ り 、 市して雄木にも稀に結置するものありと雌、 殆ど利用するを得f して 、 共の利

用せらる L は雌木及完全花木に結ぶ果質'1t_ り。

Carica 属には共の種類 20 有飴ありと稿せらると lil!l' 、 一般に知らる L は極めて少数なり ‘ 共

の最も普通に知らる L は Cαncα PJpαEα 及 Cαr-icα Candαm:n'eensis (Mountain Papaw ) にし

て 、 後者は熱帯の高地に遁生し、 前[者は現時各熱帯地方に庚く栽寝せられ、裁に設主]];せんとす

るものにして . 共の原産地は南EE米利加及西印度â..るが如し、市して本邦に於てパパヤ樹の生

育に適するは 、 ノj、笠原島、委任統治南洋諸島、墓i壁、 沖縄及奄美大島の一部等訟 に

由来パパヤ樹栽培は、共の泉質を得るを主目的とするもの友るも 、 彼の深紘の庚葉を冠頭に

翻し、 四季を過して瓜大の結果を樹幹K累k として懸垂するの献は 、 蓋 し熱帯果置中のー奇視

にして 、 叉風致樹たらす3んばあらや、 共の熟果は寅褐色を塁し、多肉柔軟陀して特有の香気と

爽快â..る風味を有し、結果よ りパパインを抹牧し、叉疏茶果置の如く調理加工l乞使用せ られ.

室 . ;俣亦夫々食用に供せらる L 等.共の殻用頗る多大なるものにして 、 印度、布I長共の他の75h
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帯地に於てパパイン採牧共の他生果J 目 、 調理問、加工用等として蹟く栽培せらる L 友人而し

てパパヤ樹は生育旺盛、 1 年生K してよく 11目花結宜を始め 、 手lJ m牧袋し得るを以て 、 熱帯農林

業用植物と しτ牧益多大友るものなり。

小笠原島に於けるパパャ樹は、其の輸入年代不flJJ i'j:るも、査し先住者に 1'i~ り轍入されたるも

の主主らんか、共の在来種とmするものは退化せるものにして、来形ノj、、品質劣等なりと雌、明

治 32 年以来南洋、 瓜!去、新嘉披、 布 I盗等より JÆ々優良屈を輸入し、共の現今栽培せらる L 大

形の良種は~nち之れなり。

パパヤ樹は取木、 挿木、 接木等に依りても手作殖し得るも .共の活靖率少く 且虚弱なるを以て

資生に依るを普通とし、 取木、挿木、接木は優良種保存の目的を以て行はる L ものにして、所

謂母樹仕立用陀利用せら る L 蕃殖法なれ之れパパヤは官生陀依るときは退化極めて速にし

て 、 果賢小となり易き性質を有するを以てなり。

種子は普司通 2 乃至 4週間にして護芽し、生育頗る l庄盛 5 ， 6 箇月乃至 1 箇年にして開花結置

を初め、完全花木及tlt!ß木は大71去のよ民 ~i陸生し 、 *は種々の71手!lfi:を完工すと ffiY~、完全花木の泉は主

として細長く胡瓜jU~を呈し、雌:木の果は主として櫛固形或は倒卵形を治:し、 部 20 糎、 長 25

糖、 重量 7 庇に達するものありと詞ふと雌、小笠原，1自に於ては 5 砥 5 を最大左るものとす。

来は初めi民総色なるも.成熟するに従ひ寅補色を呈するに至上 果肉亦白色より鮮黄褐色を

呈するに至上柔軟にして特有の呑気と爽快左る風味を有し、 熱帯果置として削る優秀なるも

の友りと雄、初めて本県を 口にする人は 、 共の特有の香気を嫌ふもの多し、然れE も 2 ， 3 同

之を口にする間に 、 熱烈たるパパヤ蕪となる主主り。

。パパャ樹は取木、 挿木、接木等f<:依りて若手描せしものは、地上l乞近き低部より結置し、貫生

に於ても地上 l 米 50 粧位の高さに達すれば結宜し、共の開花結置後成熟I亡至る迄の期聞は 、

冬季寒冷なる候陀於ては頗る遅延し、且果は陽光不充分なるため甘味少〈、寧ろ多少苦味を有

するも、温暖なる候に至るに従ひ熟期速かになれ又i:j.l];jミも著しく増加するものにして 、 普通

3 箇月l にしてバパイン採取に泊し、 5 ， 6 箇J'J にして完熟生食mf<:供し得るに至るもの左 上 共

の結貫教は立地、 樹種等に依り異主主ると ffi!L 共の優良友るものは 1 箇年に 1 00 個以上の結置を

見、 普通のものに於て 30 乃至 50 個の果置を年々生産し 、 j曲賞なる保護管理を完工すに於ては

10 年生にして向相営の結置を左すと!iljL 第 1 年に於て最多数の結涯を友し、爾後漸弐結賢』設

を減 じ果:J1'b亦ノj、さく主主るものとす。

メポヤ樹は風に弱く、叉地下水の停滞するが如き箇所、若くはl建角不毛の乾燥地には通せ十・

と雄、 排水可.良にして趨首の悦気を有する壊土、若くは砂質壌土に最も良く趨し、 生育頗る旺

盛怠るを以て、本相の栽培は其の;直地を選定し 、 春夏の候に於て苗を定植し、秋の暴風朋には

未だ幼少にして風害を蒙るとと少し翌早春闘花結賢を初/f) . 秋の暴風期迄には大部分の果を

採牧若くはバパイン採取に利用し得るが如く栽培するに於ては . JÆ~害を顧慮。才るととなく大商
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積の栽培をなし得るものとす。

パパヤ樹の植栽間隔は 、 共の栽培のじ1 ,',"J 1乙依りて具なれ生食用果を目的とするときは、1-11

来得る限り多量の陽光を投射せしむるを可とし、共の植栽間隔は普通 3 米内外とするも 、 パパ

イン保牧を主目的とするものにありでは、 2 米内外を普通の植栽間隔とす、 乃ち l ヘク タ ー ル

蛍植栽本教は 、 生食用果を日 ，'，句とする場合は 1000 本内外とし、パノミイン保牧を目的とする場

合は 1 600 本内外を普通とするも 、 本樹の貫生は開花する迄は、雌雄を判明すると と困難なる

を以て、 l 穴 i乙脊通 3 本植となし、共の雌雄の区別日月になるに及び\雌木 1 本を残して他は之

を除去するものとす。

パパヤ樹の肥料は 、 布l正に於ては l へクタ { ルに付過燐酸肥料 900 砥 、 硫酸カ11里 350 砥、 硝

酸曹達 280 砥、 硫酸アムモニア 2 1 0 近、火山次 500 砥の混合肥料を施して 、 立昨古果を得る も の。

なりとなすも.小笠原品に於ては 、 者・通土佐肥及少量の燐酸肥料を施してよく相常の措置を見る

なり。

パパヤ樹の用途は頗る肢く 、 熟果!'Ì主として生食するの外に、ジャム 、 ソ { ス等とし、又未

熟果は奈良漬、粕漬~~の虫fl き漬物、 砂糖漬等共の他種々の調理用に供せられ、 緑果より はパパ

イ ンを採牧し薬剤其の他の用途として主主重せられ、 根、輩、 種子等亦夫々食用、 諜斉u等に供す

るととを件、 共の薬剤的用j主としてはパパインを採牧して滑化剤jに供するのみならす\皮府を

諜由美化し、ニキ ピ 、 ソパカス、 i品疹其の他の皮府病に放あるものとして化粧到)1乙調製せら

れ、 叉 Chewing gum 製illiÞI-J共の他種々の用途に供せられ、熟果は食して便秘を治し - ~~虫の

数ありとして虫下 しに代用し、共の汁液は癖輪、鱗屑癖或は化膿のZ象防にタトm L 結果のrF液

は健円掬j及援下剤と して } /j ひ 、 共の汁液は種子と共Il:堕胎力を有すと謂ひ 、 種子も腫虫剤とし

て有数な り と し、 葉は潰し皿Lにて熱し乳房を温めて乳を /11すに)目ひ 、 或は利1経痛に外用 し . 叉

葉にはカノレパインと糾する村(物~!麗基ありて 、 ヂキク リ スの代} /j として心臓弧批剤に供し得べし

と謂ふ 、 然れどもパパャ樹栽培は 、 一般に果包=を主 fl的とするものにして 、 共の来賓の成分は

B.J. Eaton 氏に依れば(%) 、

* 
F、‘
lヨ

泊父 (1.脂肪

繊維

90.75 

0.10 

10.09 

叉葦i笥すJi!督j長f ~I:I 1-と研究所に於ける分析に依れば( % ) 、

;J< 5J~ 89.552 

粗蛋白 1-1 0.790 

果 和I 6.314 

i国::t:i酸 0.348 

室長 白 1空

港島[t 窒素

灰分

ト1ç 53 、.

組繊維

X(~ キ店

0.80 

6.32 

0.94 

0.713 

0.460 

3.314 

に して共の最も重要なる成分は 、 消化酵素乃ち Pro teol yti c enzyme の P apain 叉は Papayotin
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と稿する植物性ペプシ ン友り。

パパインは消化酵素として薬剤、 化位剤、 Chewing gum 製造用共の他種々のm詮に使用せ

られ、 共の需要はi斬失増加し、 従て熱帯地方に於ても有利友る事業として年々轍出額増加l しつ

L ありて、セーロン lてでも年 10 寓封度内外の轍!:I:\額あり、又我閣に於ても小笠原島及室i替、

市洋等にてパパイン保J炊生試みられ、 殊に市洋サイパンJ島にては、師に年 l 寓封度以上のパパ

イン生産量あ り て 、 頗る有望友る事業とし、尚大規模を以てパパイン採牧事業を計剖 しつ L あ

る も のあるを以て、 南洋方面よりのパパイン輸出額は漸次増JJU を見るに至るぺし。

パパイ ンは共の消化力結くべきものありて、 200 俗の重量の織Mt素を消化する力ありと棉せ

られ、使き牛肉も共の葉にて包置するときは柔軟となるなれ 市してパパインの有放棄は 、 其

の採牧、 乾燥の如何等に依り減やるとと多大友るものあ りと1I1r.. l'守て小笠原島産ノむξ イン lと就

て陸軍街生材料廠l乞於て行ひたる、消化力試験の結果を示せば次の如し。

精製パパイン 0.1 五をコルベンに取り水 100 立方糎l乙溶解し、之l亡強め鶏卵白を 6 分間煮熟

し、 4 披の飾を以て飾過したるもの 10 瓦を和し、 更に炭酸ナ トリウム液 10 部j を加へて微に

アルカ リ性 とえ主 し 、 40 度乃至 45 度に於て時々振揮しつ L 放置するに 、 3 11寺間竿にして主任 く卵

白 を i容化し乳白色の液と友る 、 rtl て精製パパイン 1 分は 100 分の鶏卵白を 3 時間竿にしてi容化

ずるの力あるものとす。

今小笠原島に於ける 、 パパャ樹栽培並パパイン採牧成績の捌[要を示せば多くのがl しo

1. パパャ樹は取木、挿木、 接木等IL{{{ りても蕃殖し得るも 、 之れ等は母樹仕立mr亡利用せら

れ、 持通の植裁F日苗木は貫生l亡依るを健全なりとナ。

2. パパヤ樹は雌雄具株主主 るを普通とす る も、其の性放に基き雄木、雌木及雌雄i羽全花木の 3

種に分たれ. 雄木にも稀に結貰ーするものあ りと雄、利用するを得守 、 北の利用せらるるは雌

木及完杢花木に結ぶ果置なり 。

3 . 種子は普通 2 乃至 4週間にして登芽し、 5 ， 6 箇月乃至 1 箇年にして開花結比二し 、 完全花

木及雌木は大形の果を叢生し、 Jl民は種々の形Jlたをなすと関L 完全花木の来は主と して細長く

胡瓜i!}(を呈し、雌木のAさは主として附図ìfb或は倒却形をなし、重量 7 屯に達するものあり。

4. 結果敢は立地 、 樹匝等に依り異念ると雄、共の優良なるものは 1 箇年l乞 100 似!以上の結果

を見、 普通年々 4 ， 50 伯!の果置を生産す。

5. パパャ樹は用途頗る庚く、来は生食、調理等lて供せらるるのみならマ対象果よ りは、消化酔

素パパインを産し、消化剤.化粧剤、 Chewing gum 製造JTj等共の他種々の用迭に供せられ、

根、 輩、 種子等亦夫々食用 、 ~~制等に供するととを得。

6 パパイン採取には鎧x器をmゆるときは、筑波汚色を呈するのみ、なら歩、品質を損するを以

て、高官子、骨類、 象牙類等l亡て製 したる小万或は尖銃な る竹片を使用し 、 容器は硝子器、陶

磁器等を使用ずるを可とす。



小笠原島の槌牛詑熟併有 m 植物に就て 183 

7. 採牧せし乳液は、日光或は火力に依り迅速に乾燥するを要す、然らざれば分解速に して有

効素を滅するの虞るり。

8. 火力に依る乾燥は、帰氏約 35 度位の温度を油度とし 、 40 度以七fζ上昇するときは有効素

の効力を倣壊する民あり。

9. パパインは果の金商に瓦りて切付箇所を具にし、 2 , 3 日置に 3 ， 4 間繰返して採J伏する

を可とす。

10. 切付間隔は 、 l 同 l乞多量の乳液を採4失せんとするときは狭き を可とすと雄、 普通 1 糎 5 内

外の!日j隔を以て切付をなすを可とす。

1 1.某め陰陽商tて依 Þ. ì'+液の流出量 l亡於て義異あるも、乾燥パパインの産出量に於ては殆ど

差異主主きが如 し。

1 2. 切付時刻jは成るべく平朝を可とす。

13. パパインの産出量は立地.時期、 種類、及来宣教等に依りて具左ると雌、 普通 1 J共嘗 り 5

}f. 3. 1 本吉り (年平均 40 Jf!:とし ) 212 瓦、 1 へクタ{ル首り ( 1 600 木値とし) 339 1tf: 

2 とす。

1 4. パパインの消化力は品質の如何に依りて異主主上位良たるものは 200 倍の重量の齢制ー素を

• 消化すと品位、普通 1 分のバパインは 100 分の鶏JjiiJ白を 3 時nn竿にて消化するの力あるものと

す。

(19 ) フ ト モモ(蒲桃) 桃金嬢科

f)ugem.αJαmbω L. 

熱帯lmmlB 1nf'こ分布する常総ノj、喬木にして、本島iこは l明治 1 2 年の輸入にして積子に依って繁

殖す。

葉は金縁、 革質、 Iß~披章一，，!伏にして濃紘色の光博あれ 4 月乃至 6 J~ vc.多数の雄珪を有する青

白色の美花を開き 、 1 , 2 ヶ 月 にして 、 果を熟す 、 県は項部に革を宿存し、 凡そI65時固に して

約鶏卵大左上外面j骨津ありて、熟すれば徴かに赤味を帯ぷる寅色を呈 し、内部空洞に して内

面には淡き *:í.~jfJ\物ありて . 1 或は 2 個の種子を懸垂し、振れば音あれ 果肉は予定白色にして厚

さ 6耗内外にして芳香を有 し、 柏 w く して一種の滋味あ り。

本胞は果樹として植栽するのみならや、又風致木とたし:!:!!: よりは香料を採取し符・。

(20 ) マレ イ フ トモモ ( v ンブ、蓮謡、花菓子) 桃金嬢科

EugeniαjαvantcαL. 

馬*の原産にして常続ノj、喬木なり。本jるには l明治 25 年南洋より ~ilíÎ(入し、父島扇村二子山 に

植栽せ しものを母樹とな し、 生育良好なり。

葉は斐I生 、 金縁、長揃固形をなし、花は肢生の来撤花1~三に して、 4 月頃淡黄白色り花を聞

き、果は葉県にして奇形をなし、熟すれば鮮紅色を~し光様多 く 、恰も菓子の如き観あるを以
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て花菓子の稿あり .JJLは 6 ， 7 月頃熟するを普通とするも 、時としては 8 , 9 月頃jlf. TJ:結賞す

るありて一般に盟産なり、県内は白色にして幾分酸味を帯び、美味完工りとは謂ひ能は示、と ffif~ 、

食I;lffj果賓として可及り。

本種には叉来のクリ ー ム色或は桃色に熟する品種あ り、共に味柏甘し。

本1歪は事r僚及種子に依りて繁殖し、来賓美E重注るを以て装飾果樹として栽植せらる 。

( 21 ) パンジラウ(蕃石J飢イジンモモ) 桃金媒科

L
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熱帯亜米利加に原産するノj 、喬木果樹友るも、現今R~ く熱帯各地に播布し 、 我閣に於ては蔓i苛

琉球、奄美大島等に栽植せられ、本島には往時蹄化人に依って轍入されたるものの如く 、 共の

大なるものは高さ 4 ， 5 対去に連ーするものあり。

~は封生、櫛困71去 、 金総にして .3iE肱表面は凹み 、 裏面に隆起す 、 5 , 6 月頃 5 繍の白花を

聞き 、 8 月頃対~!U~の3走果を黄熟す、共の大友るものは直筏 6 糎に及び、!ß肉 lと淡紅色のもの

と、淡黄白色のものとあれ竪硬左る細亜子を多く減す、 m肉は一種の脊誌を有すと郎 、甘酸

宜しきを得、生食JJL として亦ジャム等の原料として可友り。

材は融密なるを以て器具材に供するととを得、根の煎汁はHJlJ淫剤として使用す。

本樹は挿i夜、分葉及種子i乙依り繁殖容易にしそ、質生のものと雌 3 ， 4 年生にしてが;質す。

本島に於て植栽ずる Psidiur.1麗のよ長官は本店lの外l亡、

p・ cctítleyαn'lll1 1 Sabine. 

r. jJ01n'1Jerω11 ・

p , pynfe1"ll1Jl. 

キパンジヤクロ

アカノ〈ンジヤクロ

シロノ《ンジヤク弓

等あり。

キパンジヤクロは南蛮米利加の原産にして、本品 l乙は明治 42 壬!三の輸入極左 上丈け低く 、

校を多く分岐する能木にして 、 J荘は柏小形、熟すれば寅色を長 L. 果肉は柏多疑なり 。

アカバンジヤクロは西印度原産のノj、喬木 lとして 、 来ーは多少抗味を有す、根及び新薬は牧創性

を有し、 健胃剤として可なり。

シロパンジヤクロは西印度原産の槌木l亡して、!ßIま爽似となる美味をlf し、生食泉ーとして賞刷

せられ、 叉砂艇漬、ゼリ{等として可なれ樹皮努Hc根皮は牧創性を有し、ノj、児の慢性痢病に

特効ありと謂ふ。

(22) ケホホヅキ(シマホホヅキ)

Physctlﾙ! pe?''llVianαL， 

Physalis K属するものに 2 距あり， 1 は自生種にして他はil~余人種なり。

自生産は葉はI[丈くしてピロ【ド様の毛あ り、 重は長く仲長し、果は普通のホホヅキの如くに

して梢ノj、形なるも熟すれば琶は枯葉色となれ赤色を呈する事友し、泉I'Ì熟すれば飴色を呈す;

五日 f;�;-
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1 ， 2)'J 頃護生し 4 ， 5 月開花し、 7 月頃に至りて果を熟し、熱巣は甘酸良しきを得て頗る美

味な り 、 本植物は普通!j fJ ì 調地に多し。

他の l 種は大正 2 年の輸入種にして 、 普通食用ホ示ヅキ或は亜米利加ホホヅキと稿せられ、

大小 2 様の:j\J~を有し 、 大~は長柄を可f し 、 手?ì細長く基部査み、紋刻状の鋸歯を具へ表聞濃色!日t

凹みて敏吹を呈し、軟i妓毛あり 、 各業腕より短伎を生じ 、 ノj、形の~を各節にー封を生じ 、 ノ1-7 1去

の l 花を生十、共の短校長宇・ るに従ひ 、 叉共の葉肢より短果校を生やるを以て結果頗る多し。

=待遇 4 月頃に下産すれば 、 直vc数寸 fci'l'び‘て結果を初め 9 月頃迄持続す。

本匝は自生種の如く立枝を生十・る事なし 何れも低 く 地表K摘がるた り 、 来は梢小形陀して

般味少し共の風味l生率ろ自生租Hc劣 り牛乳様の香気あ り 。

(23 ) コーヒーノキ (瑚~~樹1 茜草 科
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llli弗利加及び豆刺比亜の原産たりと断、熱帯各地に蹟くおぴ普せられ其の種類多 し、 本島に於

ては明・冶 1 2 年勧農局 I H張所長武問品次氏が.他の熱帯有斤HI{(物と共に瓜l庄地方より撹帯し来

り たるものにして、宜に我閣に於ける瑚m樹轍入栽培の君主傾注りとす 、 首時本島に於ては之れ

等教腫の劫IlJØ陪?を栽培せ しと民1[: 、 現今栽培するはアラピカ種友人

ìJJII~非樹は常線距木Yとして 、樹皮茨白色を呈 し多数のノj、枝を生十、 :j)Jミは m-i生 、 長楠固形にして

先端尖り 、 会践にして、表而光樺あ れ花は 4 月乃至 6 月新校上の葉I)!主より数筒宛群生し、 花

冠は白色漏斗!U~にして先端五裂し芳香を有す 、 J!ミは楠園~I手にして長さ約 1 糎 5 内外にして秋季

成熟 し 、 未熟果は級色を呈するも 、 熟するに従ひ紅色となり後紫色に費オヘ 内に 2 伺の種子を

競し、 之を賠:抄して*rn末と 友し飲料に供す、瑚:gH~P ち之れtJ.り。

木島に於てはど詐て盛に栽培されし事ありと隊、 整枝其他の手入を施す事なく 、 殆ど放任的な

りしを以て校は徒長し、枝相続生し、 結音量少く 、且つ採取に努力を要する事多く 、 他の有用

杭物K比し牧益少かりしを以て 、 i斬次他の作物に更新さる L 陀王りた り、然れども植裁間隔を

遡官;にし 、 整校共他の手入を行ひ 、 栽培宜しき を得るに於ては 、 l 株首り l lÆ内外の種子を得

るを以て、有利2左z る作物たるをう犬たはす十.. 

J県↓共Lは 3 , 4 年生木より牧挫し得と開t ， 7 ， 8 年生木を結質の最盛期と注し、 整枝共他の手入を

行ふに於ては 、 20 年以上を保たしめ作るものにして 、 共の採取したるよ県は水中にて撹狩し外皮

を去り 、 史K共の子援に附清せる粘液質の.!f~肉を .十分に耽離せしめて乾晒する ものとす。

劫11珠富の成分はポ{ルト マン氏l亡依れば弐の如し(%)。

水 分 10.0 カップエイン 1.0 

蛋 白 11: 12.0 ))旨 l防 1t.5 

事E 繊 品，ffl 38.5 灰 分 5.5 

無窒素浸出物 21.5 

灰分中に(:t 加l Æ1l.. 53.0 燐 酸 10.0 



第三十六披告幸fl験試業林186 

物植賞観8 , 

科4お兜露アカタコノキ
、
h

，

J

eEa
 

r
t
、
、

Pαndan'tls utilis Bory , 

マ リ ウテイアス及マダカスカルの原産にして . 本島には大ïE 2 年 l乞輸入せ し もの友り . 全形

タコノキの如くにして 、 3程は精細長くして反曲し、 縁場は細 く濃赤色に彩られ. 刺は精密に し

て共の色赤 し、 ~も亦若干樺色を帯ぶるものあり 。

葉は屋根茸J日にし或は編物等に供せらる。

止
1

4
4
41
 

4古1ヲ日露フイ リタ コノキ( 2 ) 

Pandamω Veitchi Hort. 

ポ リネ シアに産するノj、喬木にして、本島には明治 37 "'1三頃の輸入怒 り.会JI'bタコノキに類似

すと雌、葉に白色の僚紋を有し、鉢植、 庭園木等として賞用され、叉盛花等に使用さるる等需

要多し栽培法K依り僚紋を多くし叉判明たらしむる事を得。

本種は側2耳元を生i'"る事:多くして、之を取り て帰依として繁殖す。

委R子山
叩

J
A
S
 

ノヤシ及びココヤシの 2 陸に過ぎ宇・して.現今栽小笠原島に自生する柳子類 (椋胸科) は、

植せらるる種類の多くは近年の輸入NIなれ

由来棚子類には諸種の用途を有するもの多く . 殊にココヤシ 、 アプラヤシ.ナツメヤシ 、 セ

{ ゴヤシ . サ トウ ヤシ 、 アイボ リナ ット等の如き、泊料、食料、 i按粉料、砂糖料、 ヱ華料等と

して頗る慎値あるもの多きも 、 共の幼時はイjiJh も優美にして慨賞催物として珍重せられ、 Areca

Phoenix 属等の如き、本島に於て盛に材質して貫生を育成し、槻賞植物として移出する及び

も の多 し。今之れ等榔子類に して、 1国:ilVC供せらるる ものの主なるものに就て記載すれば弐の

如し。

ト壬
市『都l椋クジャクヤ:ン(孔雀榔子)

、
h
J

J

今
、-w

〆
i
、

Cα7 'YOtα 717 'en8 L , 

17 , 8 米に主主熱帯亜細:illIの原産にして明治 42 年のil徐入主主リ、幹は直僅 45 糎内外、樹高

し . 葉は再洞i氏複葉tと して長犬、 ノj、業は蝶趨J伏にして美観を呈す。

花怯腕生組:11犬花序にして多数のノj、花を聞き、~ーは指頭大、 褐色に成熟し、 若き花11項| を傷付 く

るときは多量の-I~-tlそ流出し、摺密叉は酒を製する事を得、樹皮及根は傷楽に供し得と謂ふ。

Hyophol'be αmα，1'icCHtlÙ Mart , 

ト ク クリ ヤシモ F キ

Hyop7wl'be Vel・schaffelti・i H , LindJ. 

Hyophorbe に鴎する植物は数種l乞過ぎ示、と!iljt 、イ\iJh も槻賞植物として慣値を有 し康く栽培せ

f;;ト欄椋シヤククト( 4 ) 
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らる 、 殊に H. ω刊行cα'Ldi8 及び I王 Vej・8cftα:treltii の 2 程は 、 装飾用榔子と して最 も賞せ

られ、雨種共に種子に依りて繁殖せらると雌. トククリヤシの貫生は比較的生育遅く織弱汝

り。

トククリヤシ (H. amα，1'icα'Ldi8 Mart. ) は其の大主主るものは樹高 20 米に達し、 樹幹は基音1\

1亡近き部分膨脹して徳利欣をなし、架設に近附くに従ひ細くなれ葉は初欣葉にして赤味を帯

び、 ノj 、葉は 40- 60 ~Jib り。

トクク リ ヤシモドキ (H. Verschα(fellii H. Lindl.) 1iJ:樹幹の高 さ 10 米内外、 直径 20 糎内

外にして中部以上に膨味を有し、 業は初版業にして基部より先端迄黄色帯を有 し、 ノj 、葉は 30-

50 ~討にして長さ 4 ， 50 糎， 1-[13 糎あれ肉穂、花は先端に着生してオレンヂ色を呈し、 種子1iJ:

園筒欣に して長さ約 2 糎あり 。

( 5 )ケンチヤ

l{eni1'a .foγ1'tαTiαnα F. MueIl. 

Kenti a 属の植物は庚く熱帯地方に分布し、一般に樹幹通直、 環!{犬節を有する無刺の榔子K

椋欄科

して 、 葉は羽欣葉、 項端K叢生し、 普通小葉は細長く、槻賞植物として賞用せらる。

小笠原島には明治 43 年以降の輸入にして現今栽培せらるるは 、
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[(. S，出ndel'ianα Hor t.

の 5 種陀して何れも頗る優美;It ﾞ ，就中 Rて f0T1 '1αj'!W!α F. MuelL は普通ケンチヤと栴 し、

最も普通に栽培せられ、共の大主主るものは樹高主主米に達すと!il!f' 、 未だ結賀するに至らす言、 種子

はピンラウジに類似 し長さ約 3 ;担、護芽rc3 ヶ月内外を要し、満 2 年生にして 4 ， 50 糎に達

し、 航賞用と して移出せられ 、 観賞棚子類中最も珍重せらる L ものなり 。

( 6 )ダイオウヤシ(大玉榔子) 椋 捌 科

OTeodoxα j'eg iα H. B. K , 

熱帯E米利加の原産にしてキユ戸パ及び、パナマに多く 、 榔子類中容姿最もjj:I:大友るものに し

て 、 樹幹甚太く直立し、 地面i亡接する部分は恰も提棒欣をなし、樹高 20 米内外に建 し、 幹項

よ り 大怠る羽AA葉を叢生 し、 樹幹司王j骨真直にして頗る世巌の趣を呈し、 熱帯地方の庭閣樹、行

進樹等として最も遁せるもの友り。

本島には明治 41 年の職入にして、共の長大怒るものは樹高十数米陀達 し、開花結置する も

のる り 。

( 7 ) フヱエックス類

小笠原島に於て栽培せらるる Pho enix 屈の植物は、

椋 欄 科
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P1�oel1�; cαnα9 ・ iellSlS H 0 rt. 

P. Hanceanct Becc. ソテツジユロ

P. Pα7・αden似

P. Roebe'l'inμ O. Brien. フェニツ ク ス

P. SylVest1'is Roxb. ナツメヤ シ

P. Tem�8 

P. zeylanira Thunb. 

等K して 、 特用或は翻1T純物として栽培せられ、殊tL .f'. Roebe?'inii は制賞植物として 、 叉

P. syんesi1'is は~0j:用植物として 、 共の需要多きものな り 。

P. Roebe?'inii (フ ェニツクス)は明治 43 /'1三の輸入盟友るも . 能く 本烏の集候風土tL泊し、

生育旺盛にして開花結i置するもの多く、質ー主主を育成し1Wt~L杭物として年々多量の移出を友す、

~は洞i伏複葉を たに して反曲し、 /J 、業は (基部のものは清二1 :針11kを差す) 市IR長く 、先端下衆し 、

表而j架線色の光博ありて風委優~lli友人

iミ sylvest1'is ( ナツメヤシ ) は11fQ賞用たるのみな らや、材は用材となり 、 ALはー11"く tl~味あり て

食用及薬用に供せられ 、 殊にJfl:の砂糠漬は date として知らるるものなれ本島に於けるナツ

メヤシは 、 明治 25 年頃南洋よ り 輸入されたるものなるががl く 、 共の大危るものは斡長 4 ， 5 

米 I <::j主し 、 J具は 8n 頃JI~柄色 IL熟し甚多敢に房刊)\ 1ζ賞るものとす。

( 8 ) クワンノンチク (税青竹 )

Rhαipl・8 .flαbelhfo?'?nis Ait. 

tt; 欄 干卜

シュ ロチク と同 じく南支那及本邦の九州、 琉球、 議i町ζ分布し、樹態シュロチクに酷似すと

蹴丈け将j低 く 、 楽の裂J.，は幅噴くして幾分短く、小業凡そ 7 ， 8 n 、 三僚の助!除を有す。

本純物I'Ì共の用途亦全くシュロチクと同じと hllf.、被伎の3主主g;~i1t i'Lして側芽を生十・る事多 く 、

シュロチクよりも護育l陀盛なるが如し 、 4 ， 5 月頃幹の]買部の毛芭中より 花使を抽/+11 してノj 、花

を D日き 、 秋季に至りてノj、球状の11ーを熟す。

( 9 ) シュロチ ク (援竹 )

Rh凶α:pi勾S h 

椋 捌 手:卜

F市H支那及び本邦九州の南品端'目品より琉球、華i替に分布し、等:j伏3Eは椋1伺に類似すと矧 ‘ ノj、にして

長さ 30 糎内外. ノj 、誕の数凡そ 20 J十、 共の質商:くして細長し 、 ~は幹の途中に生やるものは 、

下部より漸次IJtt落し斡項に近 く ;陸生す、幹は凡そ母指大にして叢生 し . 恰も竹の鞭恨の如き簡

を有 し 、 7 ， 8 /'F~セ陀して 2 ， 3 米の高さに主主:し 、 洋杖及び洋傘の柄として需要多 し。

本拠物は樹委可i炎 、 風致に官むを以て 、 M閣制及び鉢植として武用せられ、分葉陀依り て繁

殖すと民iし鞭伎の蔓延少くして旬:株K接して似l周三を さl三十 るな り 。

木島 lとはクワンノンチクと共陀古くより輪入せられ、森林下i=1::植物として成績佳良友人
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( 10) カラヂユ { ム ( 干と有三) 天南 N. f-:十

ι'a{αclùun 駟colO1' Vent. 

カ ラデユ { ムは南Irt~7{!:利加lの原産友 る も 、 18 世紀の頃|政洲大陸に輸入され し以来、 制賞植

物と して栽培せられ、 今 日 に五 り では人工媒JJjJ に依り 閤欝上の品種頗る多 し。

官I~は j民生にして 1T・生、快11予をな し金縁、 長さ 1 5 椀乃五 30 1娠 、 幅 10 1~!R}う五 20 柄、 共の

品陀K依りて種々の色彩を異にす 、 来柄は長さ 1 5 籾\}う五 30 制lこして 、之れ又極々 の色彩を

具に し 、 土中の塊主よ り 多数生十。

山梨カラチユ ー ムは~K美麗なる:fXr:黒点 、 :!')E紋を現すを以て 、 国婆上珍重せらる L も のに し

て 、 共の班紋の形態千三奈寓別にして 、 濃維の面に分司，1.の玉を鎚めたるが如き もの 、 葉脈淡紅に

して他は白線相交る等 . ~llii紘色 、 紅 、 淡紅、 帯紘一白色等種k雑多の斑紋を呈 し.頗る俊英に

して共の第 3)う至第 5~K五りでは 、 民fÎ る線開たる美彰を護者I(す 。

小笠原島に於けるカ ラヂユ ー ムは .明治 32 !. I~ I'L初めて輸入せし も のにして 、 耐来年k在f1 々

の優良品種を輸入培養するのみ左らす示、人工媒助IC依りて種々の新種を育成し 、 今日に於ては

数十極の輸入品種の外l乙 、小笠原宮生として 、 国製上に護表せるもの 4 ， 50 種以上κ迷す。

本島K於ては露地栽培にして . 3 , 4 月頃塊d侠より新薬を抽出 し 、 1 2 n 1 月頃より ~の枯iN;J

を始むるを普通と し、 諸容に強きも夏季陽光彦Ij甚なる地にありでは 、日 裂を 1tすにあらざれば

葉は税'j'Þ'i色 を帯びて衰弱し共の麗姿を失ふも 、 10 月以降より再び勢力 を快復する乞常とす 、

而して肥沃地にてはJ-;J;の増大速にして 、 本季指頭大の ものを組ゆれば、休11民朗迄にはi宜伸 3 糎

徐に迷する を普通とし、，R'， f'illx依りて分葉の敢に甚しき差あるも 、 一般に多くの芽を生じ 、 ~l

の分割K1J{ り土佐硝する事作易左足り 。

花は時白色の内穂、花序 lこ して雌雄共の屈を異f亡し、花粧の上部 fC雄花 、 去年部K雌花を其へ 、

共の成存在j叫 を異にし、雌花先づ熟し雄花は梢後れて熟し 、 自花授粉をな し能はざるを以て 、 人

ユ:媒助新極育成には創るf史11:なり 。

( 11 ) ホウ ラ イセウ(蓬莱焦) 天市 All 科

111ollð/e rα delic'ioðα Liebm 

メキシコ に原産す る附着性問旬植物に して 、 当日の刻縁及有孔左るを以て有名な り 、 陰i絵地に

於てはイ1:良主主 る護育.をな し、 巨大主主るミ47業を生じ頗る i仕組なれ輩は太くして地上を初旬し、

或は樹幹に糧法し、 鼓育良虫好子友るものは十数米l陀宅仲長するものあ り札、 長き完祭ま{拠捉を生寸十tコ:

」上上-部の主楽~ij肢夜 よ り玉出黍κ{似似U以l1<たζ る 、 20 料島告の長さを有する肉椋花を生じ 、 県の熱するには l

年を要し 、 熟県は!成主~K長nずる芥主主を有し 、 美味主主るも 、 Jj~の内部K皆ず る短小友る刺毛を有

す るを以て、 "囚 11肢に伴J惑を起さしむるの快制あ り 。

本島には iリj治 41 年の輸入極にして 、 挿木に よ り繁舶容易なり。主と して槻賞植物とす。
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南互E米利加に)京産する草堂植物にして、本島には明・冶 42 年の輸入種主主 り 。

主は蔓欣を主主して根元より数多叢生し、 枝を多く分岐す、葉は美緑色にして節より数多屑21;'

に生じ、 枝の先端K白色 6制:の/J、花を開き結県多 し。

本島に於て栽培する Asparagus 属の植物は. 主として観賞mにして 、 共の種類は此の外K

A. 且lyj"ioclach臼

A. plwnos'Us Baker. 

A・ そp1・engm"'i RegeJ. 

等言うれ 共に熱帯左)京産とし、 i闘賞植物として頗る雅致あるもの念 り 。

( 1 3 ) 千年木類 百合科

普通千年木類と栴するは . Cordyline 及 D racae na に J泌する熱帯産の美葉瀧木にして 、 極k

の国華品種多く 、 本島に於ても現在 20 種絵の品種を数へ、 多く は明治 39 年以降の轍入な

。

h
リ

千年木類は一般に能く本島風土に趨し、生育佳良陀して挿1様、分葉或は地下室等I'L依り容易

に繁殖 し、 叉斡を切故すれば多く の萌芽を生歩 、 普通 1 2 月乃至 1 ， 2 月頃開花するも結置す

るもの少 し。

今共の数種に就て記載すれば次の如 し。

センネンボク(千年木)

C01'dyline tel'lninctl'is Kunth. var. inclωiclα. 

本種は古く輸入されたるものにして、共の大主主るものは全長 3 米、直径 6 ， 7 糎に達し、 老幹

は枝を生やる事ある も一般に単幹に して、 l?1< より直に会主主・蹟披針71~の葉を生じ 、 多くは斡頭に

族生す、 葉柄には講を有し、 基部 Ict翠を包む、普通葉柄及中肋は暗赤色を呈し、 葉は帯赤線色

乃至1階級色にして裏面及縁越は赤色濃し‘ 諜身は長さ 20 ~担乃至 34 ， 5 糎、 巾 6 ， 7 糎、 葉柄は

長さ 1 0 糎内外注り 、 老木は 1 2 月頃項部より花穂を抽出し、多くの枝を分岐し、国|錐JU;:を呈

し 4 花は各校に穂献花序に排列す、花梗及奮は暗赤紫色を呈し、 菅は米粒献にして大形、 護育

するに従ひ淡色とi'ì ﾞ .花は淡色 6 掛反曲し、t4t廷は 6 個にして紫色を呈 し、何れも長く抽出

す、花は朝花開き夕に閉官、雨三臼持続し全花期永し。 生長比較的速にして挿降後 1 ヶ年にて

30 糎飴に主主し、千年木獄中諸害に最も強きもの L ーたり。

コウチク(紅竹)

C07'clyline tm'mi円α'is Kunth. 

東印度の原産に して 、 本島には明治 42 年に轍入せられたる美誕百五木怒り 。杢形千年木に類

似し、 葉は螺旋j伏に項生 し、 日昔赤色にして長附図形、 銃尖、金縁、長さ 30 糎.巾 7 ， 8 糎内
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外友り。花は腕生の困銚花序に して淡紫色を呈する 6 枚の花被あり。

ムラサキセンネンボク(紫葉千年木)

Corclyline te1・minalis Kunth. var. fe1・7・6α Bak .

印度の原産にして本島には l明治羽生|三のJjiiÎí(入;ft � . 全形センネンボクに酷似し 、 葉色は暗紫

色を呈し、 恰も紅竹の如くにして縁溢より淡赤色を以て彩色せらる L あ り 。

白縁取千年木

C01'dyline ie1"minali8 Kunth. var. IILα1"ginαtα. 

本島には | りJi台 44 年の輸入極に して 、 全形千年木の如くにして葉の中央凹み . 多く反曲し 、

帯黄緑色陀 して縁溢は白色に彩られ、 恰も高年育の如し。

美濃 千年木

Cω'dyline tenninah� Kunth. var. 

花及全形千年木氏類し、共の彩葉されざるものは殆ど識B iJ し難きものある も 、 一般に架身は

千年木に比し、 寧ろ紘色陀 して縁迭の赤線は美なり 、 叉濃赤色の刷毛目を生じ ‘ 時季に依りで

は美桃花色乃至美赤色の影葉ーを生じ、 務I~K開花季に於けるものは甚美なり。明治 41 年の輸入

居友 り 。

朱赤総取千年木

00γclyline ie1'minαli8 Kunth. var. 

明治 40 年の輸入1:ffi:にして大さ及'11手紙は千年木に類 し、葉は帯責級色を呈し 、 縁訟は朱赤色

に彩られ、 叉支脈に市ひ若干彩色さる'>.;ftり 。

アマピ リ ス千年木

D1"αcacnααmαbili.~ 

熱帯地方に産する美葉瀧木にして明治 H 年の輸入極たり。葉は蝶旋j{;Iç を 主主して項生し、長

備固形 、 鋭尖、 会縁、 長 40 i'J1T[内外.巾 7 ， 8~j(. ~荒身併黄緑色乃五帯赤総色にして 、 桃花色

)j至淡桃花色の刷毛目を生じ 、 総越は濃~;1t花色 vc彩られ葉柄は淡%色を呈す。

マスサンギアナ千年オミ

ρ9・acαenα f/'α')1・α.ns Gaul. var. 1nヨ88αl1')eanα.

熱帯盟細亜の産ーにして大正 2 年の輸入友札業は蝶旋欣にして rl'J 6 糎内外長 4 ， 50 籾lIr:達

し 、 美緑色に して中部に淡黄色の僚紋を生寸ヘ花は香気高し。

ゴ、ルデイア ナ千年木

Dracαel1α GoldieαnαHort. 

亙弗利加の産にして明治 45 年の輸入tJ: � . 実は柏組剛長国欣にして先端長く 仲ぴて銃尖 、

葉柄長く 、下部は輩を包み淡紫干主主色にして僅に白粉を附せるが如く 、 Z誌は背く 、 誕の表面は千

歳閣の如く青に青白の虎班ありて縁遊波拡・を盆し、 業基は青白色左り 。
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小業白保入千年木

D?・αcaella sJ，nde?'iα，nα H ort， 

熱帯illi弗利加の産にして明治 43 ~I三の輸入種友り。実は他の種類、の如く螺旋ilえをなさ十叉叢

生す る事主主く 、凡そ庚披針献に して基部は延びて葉柄となりて室を包む 、 3震は長 15 ， 6 組、 rlJ

2 糎内外の小業にして、白色或は微黄白色を完工 し黄緑色様の僚紋あ れ 輩 も細小にして線、白

の僚紋あり、根は出IH くして帯梓黄色を呈す。

(14) アマ リリ ス(ヒガンバナ) 石蒜科

Ama?'yll'ﾏs Bellaionna L. 

南mI弗利;JJU原産の球根他物にして、閤重EJJ! としての品種蹴る多し 、 本島陀古くより生するも

のは花朱赤色に して?農淡の 2 種æ， � ， 共の輸入年代は不IUJ t;;. るも 、 或は往時先住者の本島に渡

航の際携帯せしものならんか、往時先住者の居住せしと稲す る個所には必十本植物を認、む 、現

今各所の人家附近、庭園等に多く 、 叉路傍等に野生-)Ik態にさ1::.予ぎするもの多し。

葉は長さ 1 4 ， 5 ~銀乃至 30 抑、巾 3 糎内外にして先端丸く、球線より封生に生十、 2 月下旬

より 4 月中旬の聞に開花 し 4 ， 50 ;j;)j[の長花鈍の先端に数1~ilの花を生じ、花挫 10 糎内外、 3 痴

は内に. 3 新f:は外則合 も百合花の如し、雌誌は 1 本に して長く 、 赤色を呈し、 荊は白く して 3

裂し、雄珪は 6 本先端内 IUlす、開花後 6 ， 7 日 Irc: して捌む友り 。

本植物の繁殖は種子及J'K娘に依りて容易なり 。

近来優良友る闘塞品種を11食入 し、 更に人工媒助に依りて純白のもの、或は種々の彩色を有す

る、大輪花の優良種を育成 し、 共の球4艮を観賞用として輸出するものにして 、 農家の高IJ業とし

て頗る有利及るものなり。

( 1 5 ) フ リ ジヤ 鳶尾科

];1'倒iα ?'e.fmcl，α Klatt ，

南mI弗利カ11の原産にして、芳香優美怠る花を聞く を以て 、 閤喜界Irc: II宣停せられ、人工媒助に

依りて白花のみならすヘ去jJ.紫、 賞、 桃色等種々の美麗なる花色を作出せられ、 閤欝品としての

品種頗る多し。

本島に於て最初輸入せるは明治 20 ~F頃たるが如しと品~Itt、|卓|藍l拍として栽培し、盛に球根を

移出するに至 り?とるは十数年以来にして、種々の品種引'iiliR入し、叉小笠原質生として優良品種

を作成栽培す、 特通 10 月頃球を蒔附くれば直ちに護芽 し .2 ， 3 月開花す、業は濃級色創;状に

して針生し.高さ普通 20 糎位にして花菖浦j伏をなし、中心より花梗を抽出して長大なるもの

は 30 粧位に及び\若干の担を分岐 し、 先端は殆ど直角に fltJり 共の上に主主花を辿・ね . 花は梢長

き筒献をな し、 6' 鱗に分れ、 花色は乳白色に賀色を配するを普通とし 、 芳香甚高し、 能く結置

じ長生繁殖をなす事を得。

現今本島に栽培せらるる品種は頗る多く 、花色純白のもの 、 黄色味の多少 、 花の外聞に若干
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淡黒紫色の僚紋あるもの 、 桃色のもの 、 輸の大小、花艇の分l技の多少 、 業幅の庚狭、 球根の形

~)~の異なれるもの等滋多の品問あれ栽培容易、球恨の増大速に して年々多量の移IH を友 し、

本島農家の主要なる副産物のーたり。

(16 )ナゴラン f.~ií 手i十

_le?"ides juponicu1n Reichb. f. 

琉球、 奄美大島 . 九州、|出圏、本州市部、 伊豆七島等l亡分布する多年生寄生聞にして 、 樹幹

陀寄生す。本島に於ても護育佳良なり。

~は長楕固形にして 4 ， 5 枚を生じ 、 長約 1 0 が恥杢縁、|勾質1Jl~.1享し 、 表耐深級色光、F撃を~.

す。花は締~k:fE序に して 4 ， 5 月より夏季l亡至るまで業問より長艇を抽出し 、 6 )う五 10 花を

着生 し、 花は長 2 ， 3 糎線白色にして唇郷は 3 裂、鱒上紅紫色の斑賠あ り 。

ナゴランは其の某:艶美、 花は幽~'Hiにして芳香こを有し 、 視1:ひj{{物として頗る珍重せらる。

( 1 7) コテフラン i前 科

Phα』α enopsiδ Aphl'odite Reichh. 

蔓:i響及上と律賓群j誌に産 し、葉は互主1::. 、 長締固形、肉質、 鈍頭にして金縁、 無制なれ葉面j骨

棒、 ì5i号線色を呈. し、 花は根生の組欣花序にして 2 , 3 月頃純白の大花を開き 、 事的自 主主riiJ r:!l の

白眉 と稿せらる L ものに して庚く賞玩せらる。本島』て於けるものは豪鵠よ り移入せるものにし

て護育佳良なり。

(18 ) セ イ ロンベンケイサウ( ト ウロウサウ ) 』呈
Ji"~ 天

-
炉
a
p

r
本
γ

B?'ycリ')hyilwn calycin'U1n Saiisb. 

米印度の原産にして 、 本島 l亡は lリj治 39 "'1と頃の輸入なるも共の繁殖削る旺盛にして . 現今到

る所に繁茂して野生Jlた態を呈す。

葉は多肉 、 断固形 、 総謹菌汚ニ欣にして先き凶く、新葉は三 i品等:欣保葉なるも 、 後南側小葉を

耽落し単葉となるもの多し。縁謹及葉柄は帯黒紫色を呈し 、 2 ， 3 月以輩は長く 仲長して 、 先

制lに長鐘~;f;:の花を多く霊下し 、 一種の奇1/!JÎ.を呈し視覚用として rlJ なり 、 培地に於けるものは丈

け低 く花穂高と生ゥタる事絡しし肥地に於けるものは、輩幹長く仲長ずるも花穂比較的少し。全

長大なるものは 1 米に達し、 如何なる土佐l乙於ても殆ど生せざる友く 、 殊に岩壁を ー国iに被ひ

て開花せる J~çは頗る美槻友り。

本植物の3廷は地上に落下'し、共の錦幽の凹古~I より ;停を生じて繁殖す、故に俗rC ハ カ ラ メと稿

せ ら る L なり。

( 19 ) 緋 /-:-.. 
1:,:] iは E主 斗

h

守
司Aa

Albizzio. ð 'むα:rlei

明治 42 年の輸入種にして小撞木なり 、 葉はノj、形の偶数再洞欣複葉を友し夜間は間合す、 ~

腕よ り普通一割の花梗を生じ 、 其の先端に頭欣花序の花を開き 、 革はIJ、形 、 花冠黄色に して先
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き激裂 しa恰も事の如き j伏をtJ.し、 雌韮は 1 ，雄蕊は多数にして籾l'色を友して長く突出し. 葉色

と相釘 しーj音の美観を長し、花は 1 ， 2 日 11，1 1 を持続す。

本島に於ては取木に依りて繁殖す。

(20) ネム リ グサ(オジキサウ，蓋草) 烹 科

lvl�o8Ct pucl'iω L. 

ブラジルの原産にして 、 本島には古く養蜂用として輸入せしものなりと稿せらるるも、繁殖

力旺盛なると 、 主に刺を有するとに依り、現今にては準ろ農地客車として取扱はるるに至れ り 。

葉は複葉にして線葉柄の先きに 4佃の~~}jj\複葉を有し. ま及び、総!葉柄には鈎刺を有し、 花は .

淡赤紫色に して頭北1\1臼亨を友し、 長梗を以て3喪服に生し、:mは数イ1m群生せる小形の茨にして褐

色の刺毛を有す、刺激により 小業を閉合下垂し漸次総葉柄に及ぼし、 普通 5 ， 6 分にして快復

す。

本横物は花の美主主ると .刺激により葉を間合下垂する等に依り鉢植となし、 玩弄的観賞植物

と して賞用せ られ、 本島よりも年々種子を採取して移出す。

(21) クロ ト ン(饗葉木) 大戟科

Cocl'iαewn むct1'iegαturn Bl. 

常総濯木にして熱帯型車問亜のj京産友るも . 現今美葉植物として蹟く栽培せられ、国事上の品

種頗る多く 、 薬は共の71，*tJk、色彩種々雑多にして不整形、線形. 固形. 披針形、 長櫛固形 . 螺

旋71kを友すもの等あれ概して金縁友るも或は片裂するものあれ叉賞、 紙、赤色等共他諸種

の色彩、 斑紋を呈する等、 共の色彩の愛化極りなく、頗る美麗なるものありて 、 主として鉢植

と して賞翻せらる。

本島には古くより輸入栽増せらるるものにして 、 共の d~l ;f:1]数十種に達し、主として挿依並に

.取木繁殖をなす。

( 22) アカ リ フハ強 大戟科

Acalypha 届の植物は多くは観賞用の美葉樫木主主り、 小笠原島に於て栽培せらるる本属の植

物は 、 全部輸入種にして共の主なるものは 、

Aeal立phαmα，J 'ginαfαSpr.

A. 

A. 

等友 り。

8andeTiana Br. 

lricolO1'. 

ア カリ フハ (Acαlyphα t1'icoloT， ) 

ヘ リトリ アカ リ フハ

アカヒモア カリ フハ

アカ リ フハ

明治 1 2 年セ イ ロン島ぺラデ=ヤ植物園長より寄股せられたるもの友札業は暗赤色に して

淡梓. 淡赤、淡朱、赤等の美色を雑へ、賞îlHtF日として佳なれ花は3呉服より生じ、雄花は無鱗

赤色にして長毎日に数多附着し、雌花は粟JJ;Ii:長梗に群生し 、 或はー槌中上部に雄花、 下音[I I'L雌花
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を附するあり 、 花は賞するに足らやと雄美葉にして 、 庭園木、 生離別主宰として植栽せ られ、 高

さ 3 米位に達し枝極を密生し、挿僚に依りて繁殖容易友り。

ヘ リトリアカリフハ (A. calypha mω'ginαtαSpr ， )は印度原産の美葉瀧木にして、 ヨ|ヰ島には 、

明治 43 年の輸入極友り、花形等アカリフハに類すと雌、葉は柑小、色は赤、淡くして縁迭に不

規則に淡赤等の色を生す、押僚に依り繁殖容易友り。

アカヒモアカリフハ (AcαlyphαSω!de1'iαηα Br. )

明治 40 年の輪入にして、ニユ{ギ=アの原産友り、葉は青色tx.るも 、 花は赤色にして太き

丸紐AAを主主し一長く下垂す.其の長きものは 4 ， 50 糎に達し、普通業肱より 1 花梗を生マドるも

栽培法に依りでは:m!腕間近より数多開花し、頗る美観を呈す、終年開花するも冬季に於けるも

のは花一般に短きが如し、挿僚に依りよく繁殖す。

(23) セイヨウコパンノキ 大戟科

Phyllant7!'U8 αt1'OpWアω'ca Boj ・

南洋諸島の原産友れ本島には大ïE 2 年の輸入極にして装飾用美薬品主木左り 。

業は互生にして普通陥固形をなし、新薬は濃暗紫赤色を左し.老成するに従ひ戸紛失青地に帯

白色の不規則なる斑紋を呈 L. 先端、 縁進等に若干淡紅色を彩れるものに費十、葉柄及ノj、校!d:

赤色を呈 し美麗なり。

分襲. 挿(康等に依り能く繁~直し.栽主音容易なり 。

(24) ブツサウヂ(扶桑花、俳桑華) 錦葵科

HibiSC'Il8 1'08α-sill ensis L. 

熱帯地方に分布する常総iil'JJ.木にして、本島ーには明治 42 年に職入せしもの主主り。

葉は互生或は 3 枚つ L 愉生 し、心臓形或は倒卵形をたして先端尖に鋸歯を有す、表面深紘

色、 梢組織にして少許の短毛を生十・るも、種類κ依りでは千:滑にして毛を千7・せざるもの 、 又は

鋸歯を有せざるものあり。花は服生l亡して 10.ー或は 2 花を着生し、深紅色.五錦、 佳 1 2 ， 3 

樋、花住は長くして柱頭 5 裂し、維茸は桂頭の下部に着生す。花は四季!受注るも夏季に於ては

大左る花を多数開き賞1阻用として佳友り 。

本種は挿僚に依りても能く繁殖し、貫生に依りでは種kの饗種を形成 し、花色も種k あり 。

而して共の愛種には叉八重I溌のものもあり。

八重I突のものを八重咲或は段1央扶桑花と稽し、葉は普通種の如く去るも、花は深紅色或は淡

桃白色等にして段l焚と友り周年開花す。

(25) フウリンブツサウゲ(風鈴挟桑花) 錦葵科

HibisC1lS schizopetaltω Hook， f' 

豆弗利加の原産にして、本島には明治 42 年に轍入せし'常級瀧木友り。

業はプツサウヂに比し梢細く色亦淡なれ花械:淡紅色にして細裂反曲し、 筏 6 ， 7 糎の球を
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恋して垂下し、 茸を長く 仲長す、花は脊11予 且つ美躍に して脱1:'C植物として質問せられ殆ど問年

開花し、 挿僚に依りて能く繁殖す。

(26 ) ゴパンノアシ(オ戸ル〉 三1;: 薬 科

Bα1'/'ington'Îα speciosa Forst. 

熱帯型車1\1 5 :1.の原産にして、南洋諸島の1M:岸に分布する ';ì~~'将来け、喬木友り 、 本島には 1 I}j治 32 1，ド

削除入せしものにして、実は枝頭に)'i~!=I:. し倒卵形月!との長桁固形をなし 、 長さ 3 , 40 'jijiJl内外、

全株、 革質、 鈍頭、美淡緑色にして光禅あ り、対ど来柄を欠ぎ中日)J太く基部 I'Ì僅i'L赤色を帯

ぶ。 9 月 ~f!校の先端に総献花序の花を 11FJ き、苓は 2 にして紙てい花捕は 4 にして白く . t准茸は

多敢にして長さ 10 組内外、 基音j\白く先端はíM色、約は JI~:色にして房i伏i'L:JEち、 aiílm~はーにじ

て赤く . 甚美なるも夜間き朝落下す 、 J誌は大形にして P(I稜 |瓜面鶴、長さ 10 組内外、 辞盤の脚

に似たるを以て此の名あれ :tJさはよく 7ki'L浮び、潮流に依って侮揺す。

本純物は:/lill賞植物として植栽され 1> J共は叉砕きて魚毒剤にmゐ 、 又県の仁K は多量のj殿粉を

含む。

(27) プ ラ シノ キ (ランプソヲヂ) ~)白金臨科

Cαll'Îslemon microstαc!ty'um Sut. 

談i'JHI原産の泌木にして 、 本島には l明治 12 年の*1食入なり。

樹高 2 ， 3 米に及び円程木j伏をt.J.し 、 幹の太きものは直傑 14 ， 5 糎に達し、 幹及根部より J交を

多く分岐す、 11・幹枝は皮縦裂制落す 、 常維にして葉は濃総色おii献にして竪く、先端機し 、 4 ， 5

月頃校の先端部 17 , 8 掘のI L\J、共の周囲に紅色のカ!噺((:1'1::: を族生し 、 奇7fbにして美i闘を長す 、

共の欣|合もランプソヲヂ又はプラツシの如し。庇献のJ童子を校に残存し、数年を絞るも脱落せ

す 、 共の庇及業を傷付 くれば芳杏を放っ、 種子に依り繁殖する事を得れども生長甚遅緩左り。

(28) ハゴロモタ ラノ キ 五加科

.AmlÎαβ匂c1fo仇 Chr.

太平洋諸島に産する常維佐木なれ本島には明治 3'7 1， 1三頃諒~i'JH より輸入せる ~I見知直物』乙して

普通商さ l 米内外なるも大友るものは 2 ， 3 米i'L j:主するものあに葉は奇数複葉、 ノj、薬は抜針

~I手 、 市!lI長にして錯磁を有し、或は欠刻を え主し、 :Ffì厚くして帯責紘色を主し光博あ れ葉柄は掲

黒色を呈し、 幹は次青色にして)]上賄を '(èj し.幹及恭部よれ校僚を分岐する事彩しく校薬密生

す 、 項部より多岐の花槌を生じ 、 ノj、白花を附するも花は賞するに足らや。

挿僚に依り能く 繁殖し、 栽培容易にして庭|材木叉は鉢拙として貸せらる。

(29) カミヤツデ (Egyptian Papyrus grass.) 務 平 科

Cype1"tl温 pαip!J1"1ω L.

スーダン地方に原産する水生草木にして. ヌド品ーには明治 41 5:1三の除入1重なり、実は~íU0èをな

して草の項部に叢生す 、 輩は直立叢生し. 高さ 2 ， 3 米に達し、 ， g_hl慨にして三稜角をた し、 総
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色を品す。

本植物の室は往時エジプト l亡於て、統を製したるととありと詞はれ、貨に製紙の起源をなす

ものな り 。

株分に依りて繁殖し、îI北京'植物として賞せ 包る。

叉本種と同時に本島削除入されたる Cyperus 扇の柄物Iて 、

Oype1'1ω αltmヮバfolùω L. (U m brella-plant.) 

あり 、 譲iVH原産の7)'(生右I[物にして .能 くカミヤツデと類似すと!illf' 、 草の高さ和低く l 米内外に

して 、 葉は室の項部l亡於て、螺旋flたを以て 3 列 l亡排列し、 3Eの長さ 20 ~~q[齢 、 幅 l 糎内外、 l

列凡そ 8 枚許りにして四方に射出し、 各葉。f~より花穂を生じ 、 先端数多に分1 1皮 し共の先きに花

を群生す.種子及分葉に依りて繁殖し、槻賞用として佳なり 。

(30) ==-チ ニ チ サウ 夫 竹桃科

Vincα 1'oseα L . 

熱帯地方に分布する多年生本にして、本J九 t乙於ては既にM写生化し、周年開花するも冬期は花

少し、 花の基部は長き向をな し、上部は 5 裂して水平にRjjiがり 、 裂片扇放をな し 、 各裂j十間僅

K隙を生じ、花繍:は桃色に して裏而は平~ì白色を呈す。

肥沃i也陀生育するものは 、 高さ 60 秒ff[飴陀建 L枝都を多く生し、tI坦賞用として甚可なれ 叉

切株より能く萌芽し 、 和子に依り繁植盛完工り 。

本間の一安;filt i'L、 Vincα 1'oseαL. var.αlba. (シ ロハナエチ=チサウ )あ りて白色の花を聞く。

(31) サクララン(建問) 議摩科

Hoyαcα7・nosα R. Br. 

印度及IAI些に分布す る多年生蔓草植物~i'Lして 、 本島には I明治 41 年の輸入念り 。

C~は針生櫛聞にして前後*-111 くね'j 多肉tJ: ﾞ ，主に 4 ， 5 , 6 月頃葉腕より 三十羽!j伏陀群れる美花

を下垂し、 各花は 5 郷:白色乃至肉色を呈し、多肉にして聞各々星:!l)\をな し 、 共内陀基部赤色を呈

せる滑津あ る足欣悌ー を !r:ね 、 恰も人工品の如くにして美友札挿僚に依りて能く繁殖し、 秤ìl生

i島地を女子む。

(32) ランクナ(七鑓花) 馬鞭~工科

Lω!tαηαCαmαTα L. 

illi米利加の原産にして 、 本島には明治 12 年に輸入せしì!/i木なり。

楽は卵形にして先端正fIl く組惜訟に 室は凡そ 1/].1角にして稜に刺あり 、 花は葉腕より生じ長き

花梗を有し、頭:!lk1'Ë序に排列し多数の花を附 し宇球献を左す 、 花は金献花繍Yとして 4裂 し. 官

はj1-t赤色にて開花賞時は桂黄色後朱赤色と友る 、 無限花序にして 、 一花叢中 3 程の色を呈し、

叉花に依り色を具に しRつ花を附する事彩しくして甚美なれ傷付 くれば悪臭あ るも 、 周年開

花するに依り庇関樹として fまなり、高さ漸く 1 米徐に過ぎざるも 、 校の鎖張盛に して 、 fiE く数
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坪の面積を被ふに至るあれ挿木に依り能〈繁殖し栽培容易友り。

本店Jに於て栽培せらるる Lantana 属の植物には 、 倫此の外に Lantαnα nirea V en t. (シ ロ

パナランタナ)るに明治 42 年の輸入極に して其の花白色、一般の形態等ランタナと異汝ら

やと!i\jL 往k紫黒色の果を結ぶ。

術以上 2 種の外にランクナと共陀野生i伏態を え主す Lantana 属のものあり 、 ランタナのー費

型危:らん も 、 主主に刺なく葉は一般に小にして業肱表面に凹み恰も敏Æèをた し、 花後は三角!j;I(の

事相集りて毛主献を友す 、 ランタナの如 く立つ事少く低く地上を旬ひ 、 花叢 も一般にノj、友り。

( 33 ) ぺ=パナサルピャ 唇 71予科

Salviα coccine日x L.

南蛮米利加の原産に して 1 年生草左上本島陀輸入せし年代は不明なるも 、 陽所には殆ど野

生的に存在す 、 或は明治 1 2 年頃多 く の植物と共に輸入せしもの友らんか.普通春季に愛生し

冬季に至りて枯凋するも 、 或は翌泰に持観ずるもの砂からす=。

本種の花は桃色を普通とするも、明治 39 年に撒入せしものは深紅色を呈し.叉此の後種

よ り 繁殖せし も のに淡色の花を生十・るものあり。

種子に依り繁殖容易にして、高さ 60 糎徐に及び校極密生し、各伎の先端より長き穂紋の紅

花を生じ可憐なるも 、 薬草に一種の臭気あり。

(34) ヤコウクワ(夜香木) 元日 叶

吟
・

34
 

Cesi1"um nocttl?・'11m L. 

西印度原産の常緑濯木にして . 本島陀は明治 42 年の輸入主主り。

業は蹟披針71丸古室は次青色、新輩は青色を呈し、 4 ， 5 月頃各新華の葉Ill~ よ り枚を生じ 、

共の各葉股より花を生じ 、 組、献花序に排列し、花は細長き筒放にして淡黄色を呈し 、 彩しく花

を附 し殆E花を以て被はれ 、 花は貸するに足らざる も夜間には強き芳香を放ち.庭闘樹として

植栽せ ら る 、 果は球放にして白色友人

挿木に依 りて能く繁殖し、 切株より能く萌芽す。

(35) ハナチヤウジ(ロセ リ ア ) 玄参科

Rωselぬ jωweα Zucc.

メキシコ産の多年生植物陀して、本島には明治 39 年に 1 株を輸入せしものなるも、拘'i{1段 、

根分等に依り繁殖容易友るをt，{、て、現今各所に之を認むるに至れり。

葉は細小、 輩は青緑色に して*1l1 く数多に分l技し、スギナj伏を是し、 花は筒欣にして光津ある

茜色をな して翠の先端に生じ、輩の先端は下垂して花を附着する事多く 、 周年開花するも春夏

の候に多し。

本植物は支住を立つる時は高さ 2 米内外に達 し 、 輩を四周に蹟垂し、 頗る優美なり。

(36 )タケグカヅラ(ヤハズカヅラ) 障 体 科

ThunbeTgiααJαtα B oj. 

互主性草木にして熱帯毘米利加の原産なり。小笠原島にては古く養蜂の矯め輸入せ しも の友り
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と謂ふも 、現今ilJ生，'，りに繁茂 し. 或は林木に纏捜するあり 。

種子に依り蕃殖速にして主主は長く伸長し、土手、石垣等に樽践せしむれば刻'j~致あ れ花は周

小笠原島の柿生位熱帯有用植物に就て

年開き黄色の ものと白色のものとの 2 極る に

本島に於て綿貫用として栽培せらるる Thunbergia 嵐の植物には、此の外に Thunbe1'〆a tαー

u1'~foliαLind l. (ロ ー レルカヅラ)あり、本障は印度及馬来の原産にして常緑)J事本左上本島に

は明治 42 年の輪入にして3廷は殆ど楠固形を君主 して先端梢細く、 11 月及び 4 月開花し.花は

先端の架般に生し、 筒欣にして先き 5 裂し梓i大なれ花鱗は淡紫色を呈す、挿僚に より能 く繁

殖す。

'f;;ト草茜サンダンクワ(37) 

1rc01'α chinensis Lam. 

熱帯E納豆の原産主主るも、現今各熱帯地方に蹟 く栽;ffi二せらるる常繰樫木なれ樹高 2 ， 3 米

に達し、 3廷はまJ生深級色を呈し平滑なり。

花は問季開花すと m!~ 8 , 9 月頃最も多〈、項生の撤71予花序にして多数群生 して直径 6-12 糎

の半球吹を1';;. し、 淡紅色或は赤色を呈す。

本島 l乞は明治 45 年の輸入にして挿木に依りて繁殖し、 性強く細枝密生し雅致あるを以て 、

庭園樹とし叉鉢植と友 して制賞す。

-
巾ω

,aq
I 主主9. 

ー
炉SU

H
γ
 i11iscαnthus condensαt'tlS Hack. 

八丈島並に琉球等市 日本に原産する多年生草に して 、 本島には古く八丈島よ り 移入せ しも の

本禾ハチジヤウススキ (八丈株)
、
、
，

Jl
 

r
t
‘、

なり 。

会形スス キに類似するも 、肥大にして葉面濃総色を呈し、 輩は白粉を附 し、 秋季I患を抽出 し

高さ 1 米内外に注し能く繁茂す。

相:取は本島に於ける最も主要なる栽培牧草にして、農家は劣等の畑地に植栽し、 又農地±止

11 月より初春迄を用として植栽す 、 其の集積は株分を主主すものにして 、 時季を選ばざるも 、

好期とし 、 植栽後 2 ヶ年を経過せば、 l 株 よ り 1 ヶ年 1 5 砥内外を牧穫する ととを得、 普通放

刈をなし、皆刈を行ふときは株の護育を阻害する も の とす。

1.96 % 
1.00 % 
2.44 % 
9.97 % 

19.64 % 

今飼料としての慣値に就て.分析結果を示せば次の如し。

分
紡
質
維
物

灰

)j旨

蛋白

繊

笠

組
組

組
粗
可

素1容

ハマナタマメ

Cω1ωαliα oM悩iJoliαDe Candolle. 

庚く熱帯地方に分布する~工質藤本植物にして、海岸に近き陽地に多く生十、 =k~は 3 出掌献複

( 2 ) 
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葉にしてノj、葉は凡そ長固形 、 春夏の候誕腕より長き秘を生じ、 先部に桃花色の蛾形花を生じ 、

総#)\;(1:;序に排列 し先端聾l曲す.焚は刀豆に似るも大ならや、資は摘色に熟し長国71~に して堅く

第三十六日足告報験試業オ本200. 

毒素を含むを以て、之を食するときは中毒事を起すと謂ふ。

硫貰-島には彩しく生じ 、 E大なるものは基部の室直径 9 糎lて達するあれ或は 1 株にて 3 ァ

{ル告会のよ也を?目玉ふに至るありて、島民呼んで百等藤と謂ふ、共の繁殖は種子及挿係等に依るも

のにして 、 支は地表を閉旬し . 共の埋渡せる京節より J長を生じ庚く蔓延す、硫黄島千鳥ケ原共

の他の飛砂地にありでは 、 本植物の繁殖するに至りて 、 初めて共の利用慣値を認めらるるもの

に して 、 共の生育地は耕作地と して、或は法林地と して利用し得るものとす 、 故に本植物 ItÌ硫

黄島K於ける飛砂防止植物として 、 頗る貴重なる植物主主 り 。然れども本植物は頗る陽光性にし

て 、 共の生育地域にクサ ト ベラ等侵入 して優勢となるに伴ひ、ハマナタ マメは漸次庇墜されア

絡に共の跡、を絶つに至る ものなり 。

( 3 ) 字ト=包2
R ギ ンガフクワン(銀合tlik)

Le'ucαen，α glα 'lW品 Benth .

熱帯型米利加のl京産t:J. る も、 成く熱帯各地に分布する rWi木な り:;tf丈島に は明治 1 2 /'j三頃の輸入

にして 、 老成せるものは直径 1 0 糎絵、 高さ 5 ， 6 米に連:し、業は偶数の再羽j伏複葉!として ttN

生 し、 ;)、業は長柿固71去をなし 、 夜間は雨小葉内合して垂下す。

花は腕生、 1 )う王 311悶の花使を抽出し、頭fl犬花序K して白色の球関をなし 、 多雄1F 、 1 雌ZE

を え主し、 数ff;は倭;)、にして 4 、 I拍車余白色をな し、 廷の基部に隠れ、 茨は府j平、 長さ約 20 糠内外

熟すれば褐色を呈し 、 裂lJij して種子を飛散す、花は米JJ:の候に多く 、 種子は主として 8 ， 9 月

頃成熟 し. 1 立の股子は約 2 寓 7000 粒乃至 3 高粒、 730 瓦乃至 950 瓦友り。

本樹は護7守・I庄盛、 T的i5:f'性弛i く、分根、挿木叉は播Hl lrt:.依り 繁殖容易に して 、 共の附近には自

生前多く 、 一度繁植すれば撲域 し難く 、 野生的のjj;/(態にあるもの多 し。而して能く岩石地、荒

陵地. 1脊悪地等に生育するを以て 、 土砂粁止林等と して有用なれ 葉は家畜の飼料と 友 し 、 叉

土佐肥!京かI-K怯:す。

材はノj 、 完工 るも竪微に して 、 諸庄のノj、m材として使用せられ、叉薪材に供す。

ウ' コーマノ、( 4 ) 

Vite立 1'Ot'U:花dザ'olia Linn色色1.

暖地の海岸地方に生育する蔓輩濯木に して 、 小笠原島に於ては常紘一を友し、業は櫛園7 1去にし

6 ， 7 月頃校の項部より穂、て裏面白色を帯び\表面itì育雄色にして僅に白粉を附せるが如く.

Hkを t:J.せる淡紫色の美花を聞き、葉及J'Jさにはシネオール (Cineo I ) を含み薬用に使用せ ら る。

ハマゴウは能く潮風及乾燥に耐へ、共の繁殖は種子.挿僚、 分根等l亡依るも自然のよ伏況に於

ては種子及輩投の蔓延に依るたり 、自日ち共の輩校!rì地J二に横臥して蔓延し 、 共の地 lて附着する

輩節より根を生 じ、 l 株にして能く大なる区域を占領するととあれ殊に砂の異動する箇所に

於て盛に護育ずるも のに して 、 硫黄島千鳥ケ!原の砂漠地に於けるが如き、砂の異動甚しく 他の
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植物の生育 し能はざる箇所に於ては、先づ本他物が種子若くは初旬まに依って生育し、砂に担

淡せらるるに従ひ輩葉を地表に抽出して砂丘を形成.砂を固定し、漸失ハマナタマメを生育す

るに至るものにして 、 本植物は置に硫黄島に於ける飛砂防止用植物として最緊要主主るものなり

今其の千烏ケ原に於ける生育欣況を見るに、飛砂地K於て護芽する幼苛は直根を深く 地下に挿

入し、 乾燥並風に耐へ、地上埜は庚く地表を初旬し、砂に埋ま る ときは共の草節より細恨を地

中に挿入し、地上に室主ーを琵生し地表を虞〈初旬績張し、地下室亦同じく地表下を初旬して 、

其の室節よりff.1!ll長を所々に挿入して繁殖し、飛砂を拝止して砂丘を形成し、共の地上部砂に週l

波さるるときは、上長生育を恋し枝葉を砂上l乞抽出して護育し 、 常に飛砂捕集の作用を友す、

而してハマゴウは極めて陽光性なるを以て、砂丘固定しハマナタマメ等の共生するに至るとき

は校僚を直立して共生植物上に仲長繁茂するも、共生植物の繁茂愈々優勢主主るに伴ひ、之K~

倒されて衰弱を予~し、 遂には枯死して同定せる砂丘上部より共の跡を絶ち 、 常に砂の異動ある

陽光地に生育するを見るなり。

( 5 ) クサトベラ

ゐIcaevola Koenig� Vahl. 

熱帯地方に庚く分布する常総慌木にして、葉は厚軟、表面帯紘色或は青桜色に して光様あ り

倒卵形にして基部細長く 延長す 、 縁起!K椴に鋸歯を有するものあり 、中肋は甚太〈側脈は明な

らや、葉柄は短く共の内面及新薬草には白色綿iJ}çの毛あ れ葉は多く枝の先端に生やるを以て

愉生の翻あるも散生訟 に新校は青〈古枝は次白色 、 色(6欣に葉痕を 印す 、 5 , 6 月頃上部の葉

日夜より花を聞き 、 革新.共vc 5 にして、 事時は縁起r細裂してー側に片生し 、 きI側には約同長の雌韮

を生す、雄韮は 5 にして羽は貰.色、郷は白色にして周遊に近く淡紫色を周らす、 9 月乃至 11

月頃白色の置を熟し、幹には太き l瞳を有し基部より多く分岐して叢生す、生長速陀して基部の

直僅 15 細、高さ往々にして 2 ， 3 米に達するもの遣うれ諸害に強く殊に潮害に耐ゆる力強し

而して種子に依りて能く繁殖し 、叉挿僚となすととを得、前芳三力甚強く斡が砂K :!:m渡せらるる

ときは.共の節部より根を地下に挿入して護育す、硫黄島の熱地に於ては、底〈無数の細恨を生

じ 、 地熱の異動に依り共の立地の地熱高まれ 地下に挿入せる根の損ぜらるるときは 、 或程度

迄は基部より無数の削棋を生じて生育し、村死を菟るるものにして、タコノキ共の他の林木に

比 し地熱に耐ゆる力強きが如し。

硫黄島砂地にありでは飛砂地にでも護育し符べしと服、砂の回定せる箇所に於て能く 繁殖し

て森林欣態をなし 、 暴風の際には林衣に於けるものは飛砂の鴬に砂摺を蒙れ樹皮を損ぜ られ

斜j皮のj伏態を呈するが如き事るりと服、前芽力強きを以て直に根元よりJfJJ芽ずるを見るtr.り。

本樹の経済上の用途は燃料となし、叉1)、杭として問ゐらるるに過ぎさるも 、 硫黄島に於ては

砂地に於ける前組閣として頗る緊要なるもの主主れ然れども本樹は陽光性強き植物にじて、共

の生育地域に タ コノキ 、 テリハボク等の如き喬木侵入混精し、前弐共の護育旺盛友るに伴rム .

クサ 卜 ベラは被墜を受けて、絡には共の跡を絶つに至るものとす。
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小笠原島所生植物一覧表VIII. 

Islnc1s. 

E"lERYOPI-lYTA ASIPHONOGAMA 無管精有座植物 (高等隠花植物)

Pteridophyta 羊歯植物

ogasaWal-a 丘 list of plants in the 

l性川ぺ摘要Character Uses 1 Remarks 
�1'¥� 分

Di:;lriLJuliun 
1¥'( 

Species 
磁

賞種目生
枚
生
校
生
娘

& 1三多
塊
多
塊
多
川
処

小笠原島 、 望的、 琉球、来tþ
球熱帯地方

母島に白 tJミす

向島J
q
U
J
 

硫
す

北
住

-長

'�1. 

被

:æ見

JI三

&I! 

小笠原烏

小笠原島

理~

生

生

JI~ 

多

小笠原島、熱帯地方

小笠原島、琉球、 E望書号、熱併
地方

小笠原烏、三重湾、 EI 本 、サモア 、
熱砂アフリカ、熱帯豆米軍11 加1

賞

益性炉!生 l 槻
~性多年生観

益性多年生 | 税
生 | 観

生 | 税

制多年生 |

生"F 

小笠原島、宝湾、 11 木

小笠原烏

1. Filicales 羊歯類

Marattiaceae 観音座蓬科

リ ウピンタイ
Angiopteris suhoppositifulia dc 

Vries 

ム=ンザウピンタイモドキ
Marattia bonioensis Nakai. 

ヒロハリウピ ンタイモ ドキ
~1. Tuyamae Nakai. 

Ophiog lossaceae 擬扇小草科

ヅー がノミノノ、ナヤスリ
Ophioglossum elJiplicum H. &G 

コ 7' '7ン
O. pendulllm .L. 

ヒロハノ、ナヤス リ
O. reticulalum L 

Hymenophyllacae 惹葱科

アテホラゴケ
Trichomanes blpunclatum Poir 

ムエン;hラゴケ
T bonincola Nakai 

オ カeサハラホラゴケ
1'. boninense Kuidz 

ホ Y ノミホラ ゴケ
T Cumingii Christ 

オホホラゴ' ケ
T Cupressoides Desvaux. 

オホノ、ヒホラゴ「ケ
T naseanum Christ 

ゼ ニゴケシダ、

T omphalodes Christ. 

ハヒホラゴケ
T orientalis Christ 

Cyatheaceae 紗犠科

マ/レハチ
AlsophiJa Merlensiana Kunze. 

テ リ メ〈ゴ
A. Ogurae I-Iayala. 

ムヱエン〈コ。

Cyathea boninsimensis CopeJand. 

Polypodiaceae 瓦主主科

ホウライシ夕、

Adiantum Capil1us Veneris L. 

グジ ヤグ シタい

A. candalum L. 

小笠原島

年多小笠原島 、 望書ヲ

.f[! 多
小笠原島、妥格、琉王者、日本
馬来、南米、 南箆弗利加

小笠原鳥、 2量産F、日本

2主d予多
小笠原品、室栂. メキシ コ、
ミグ ロ ネシァ 、 ポリヰ、シア

賞

向
同

け
ワ閉

山
庖
伺f，

ハ
久
生

材
質
賞

事見

月1
1観

益性多年生

'性木祷

小笠原島 、 2差告事

小笠原烏

材
主主

賞

被

m 
叡

~.Jl 

性

性

生

木

木

dド

祷

者寺

多

小笠原烏

小笠原鳥 、 琉球、日本

翠官事、 1:1* 
賞観生&r 多三益事事 、 日本、熱帯地方
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種 類 分 布 | 性状|効用 | 摘要
Species Distribution I Character I Uses I Remarks 

キンモ ウ牛ノテ慣

D. lepigera O. Kuntze 

コキンモウヰノデ、

D. microlepigera Nakai. 

ム=ンヒメワラピ
D. ogasawarensis Nakai. 

ケホシタ唄

D. pユrasitica O. Kuatze. 

ナカツf コウラポシ
Gramilis hirtella Tuyama. 

ユノ ミ ヰ、シダ
I-listiopteris iDcisa J. Smith 

シ マキグ シノプ
1-1umata Iepida Moore. 

ラハテシダ、

小笠原島 、 室湾、日 本

小笠原島

i 多 Jr !t 

| 多年 生 |

小笠原島 多年生

すぎ原島 、 朝、日本、 ヒマ | 多年生 l
t宇野L支那、 跡、瓜唆 | 多年

小笠原島 、 霊湾、 日本、ヒリ | 一年
ツピン 、 .鳴冴E

小笠原島、選潟、 ヒリツピン | 多年

生 |

生 ー

生 |

Hymenosplenium rahaoense. 小笠原島 、 宝汚 多年 生 |
Yube. 

ホウ ぜ シ夕、‘ ヒメ グジ ヤ グシ夕、、i 小笠原島、 琉王者、 宝湾、 B 本 | 多 年 生
H. unilate同le (Lam.) Hayata. I 熱帯地方

ホ Y ノf グ リ ノ、ラン l 
Le切~却e句pison帥onineロ州N尚州aωl凶CJ叫 | 小笠原島 多年生 |

ヒトツ ノ、f へツ カ シタψ | 

オキナノ、 グ リ ノ、ラン | 小笠原島 、 輔、 琉球 l 多年 生 | 概
LeptochiJus decurrens BJu!l1. 

L4ぶ 23ふLZZ | 小笠原島、械、 割、日本 | 多年生 l
オガサハラツルキジノテ I . 1_ ~~ r，r:;' ß 益性(制緩 ) I 

Loma 

ムニ シサジラン | 小笠原島 多年生 I ~政Loxogramme boninensis Nakai, 

シマ サジラ ン | 
L. bDninensis Nakai var. 小笠原島 | 多年生観

Toyoshimae 1-1 It�. 

オ ホカ グマ
小笠原島、童書号

I 多年生
Microlepia Speluncae Moore 

イシ カ グ マ
M strigosa Presl 小笠原島、琉球、 選湾、日本 多年生

ヲナ カマイ シ カ グマ

M, strigosa Presl , var. 
小笠原島 多年生condata Nakai 

ハハジマヌ カポ シ
小笠原島Microsorium Masaskei H. lt� E担金多年生 観

ム= ン グ リ ノ、ラン
小笠原烏 受性多年生 | 観M subnormala H. Tt� 

オホタェワタリ
Neottopteris rigida 1才的. 小笠原島 、 ミグロネシア 1 :多年生 | 叡

タ マ シ dグifol 熱小笠僻原地島 、 琉球、 j翠湾、日本
向ph…
ムエンタマシタや シマタマシタや

N hirsutl血 PresJ. 小笠原島、室開 多年主主観

N marshalli | 多年生 | 御

ノ、マ ホラシ ノプ 小笠原島、琉球、 望書号、日木
0ゐntoso ria chinensis (L) J 日mith 熱帯E品11I豆、ホ・ リ ネ シ ァ 、 マ 多年生

!J守 カeスカ jレ

白生す

小は笠北原硫黄島島にてl こ
白生す

小笠原硫i島，Il にて(工商 品に
自生す

主主

't5: 

賞 | 北硫黄島に自
生す

| 小笠原島にて
(:t硫黄島に白
生す

イシカグマの

一差益型l こ ι て
母島衣館森林
内|こ白生す

賞

賞

2主

賞
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Species 
摘要

Remarks 
布 | 性状 | 効用 |

Dist品川ionCha山ter I Uses 

i ノl、笠原島、摘、室湾、ザ ! 多年生
ホ. Y ヰ、シ ア 、 マダ'ガスヵ ，

アテカ守ヰ、 シタw

T. Jaserpitiifolillm Nakai. 

ナイカイシダ、

T micantifrons Tllyama 

オガサハラ シシラン
Vittaria bonincola H_ It凸

ムニ ンシシラン l 

V. ogasawarens� Ko白ma. | 小笠原島

Schizaeaceae 蟹重科
プサシ夕、、

Actinostachys boninensis Nakai. 小笠原島

Osmundaceae 議料

ホラシノ 7'"
o _ chinensis var 

tenuifolia :.1ak 

タチシノプ

Onychium japonicllm (Thllnb ,) 
E王unze

Pellaea TernifoJia Link 

オキナノ、 ウラポ シ
Phymatodes scropendria Ching. 

ワラピ
Pteridium revoIlltum Nakai 

ハチジヤウ シダ、

Pl句e巾 h凶acぬhi同1り恥j炉oe叩ns日1目s Na山kミ叫‘a

コアマグサシタダ
、

P quadriallrita Relz , 

ムニ ンシダ
Tarachia adiantoides Nakai 

類

小笠原島、 室潟、日本 多年生 観

熱帯52:米利加 多年生 叡

小笠原島、琉球 主主性多年生

I ~~ 笠原島朝日本 多年生

多年生小笠原島、 妥階、日本

| 小笠原島、琉球、室湾、日本 1 多年生

小笠原島 、 室湾、 ポ リ ヰ、 シア
オーストラリア 、 ニュージラ 多年生 書店

l 小ン笠ド原島、出ず局、窒湾、 支配| 多 年 生 | 観
印度、比律 オーストラリア

| 小笠原島 | 多年生
| 小笠原島 多年生観

多年生 観

多年生 観

シ ロヤ マセ'ンマイ
Osmunda bromeliaefolia CopeJand. I 小笠原島、琉球、室湾、日本多年生観

2. Lycopodial es 石松類 f 

Lycopodi乱ceae 石松科

ミヅスキ
I.ycopodium cernuum 1 へ

マツバナン カ グラン
L , pinifoJium B1urne. 

Selaginellaceae 巻柑科

己ノf ゴケ
Selagine�a bυninensis Bakel 

S_ caesium Arborea 

イハヒノf
S involvens Spr. 

3. Psilotale s 松葉蘭類

小笠原島 、 室湾、日本

l 土手原島 、 輔、 瓜峰、 ポ jレ l 多年生

| 多年生

小笠原島 伺旬多年生

賞

ヱ!丈島 l こ て l :t 硫
資島 l こ少数白

| 生す

賞 |

賞

南
生

及
白
鳥
じ
黄
島

硫
黄

北
硫
す

賞

賞

賞 | 議長特許

賞 |

て
に

に
島

色
目
立
東

原
硫
す

笠
北
生

小
は
白

Psilotaceae 松糞蘭科

PS124ふιp_ de Beauvイ揃打球翠湾、 日本 | 多年生 | 叡賞

小笠原島、重著書、日本

賞
賞

製
観

生年多
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干重 類
Species 

1. Cycada!es 蘇餓類

Cycadaceae 草案銭科

ジ ヤワ Y テツ
Cycas circinalis 

y 
ア

、フ

C revoluta Thun� 

2. Ginkgou!es 公孫樹類

Ginkgoaceae 公緑樹科

イ テフノ キ
Ginkgo biloba L 

3. Coniferae 松柏類

Podocarpaceae 竹納科
『ヨF キ

l'o�carpus macrophylla Don. 

ブー ギ
P Nagia Z. et M. 

Araucariaceae 南洋杉科

Araucaria Bi� willii 1壬uok

A Cunninghamii Sweet. 

ナンヨウスギ
A excelsa R. Br. 

Pinaceae 松科

ニL サ 〉〆

Keteleeria Davidiana Beissner. 

リウキウマツ
l'inus luchuensis l\1ayr , 

グ ロ 句ミF ~ 
P Thunbergii Parl. 

Taxodiaceae 杉科

ス ギ
Cryptomeria japonica D. Don , 

カウエウサン 満州杉R 
Cunninghamia sinensis R. Br. 

タイワンスギ
Taiwania cryptomeriodes Hayata. 

ラグウショウ ラグエフスギ
Taxodium distichum Rich. 

Cupressaceae 稲樹科

Callitris cupressiformis R. Br. 

エンピツピヤグ シン
Junipcrus Bermudiana L. 

;ì、ヅミサシ

J. rigida Ait. 

シマ L ロ

J. taxifolia H. et A. 

ショウナン i符5 B楠en木th 
Libocedrus macrolep 

1. Gymn凹no倒spe目r口ma蹴e 裸子植物

向l

分布
Distribution 

度

琉王者、 日本

南支部

. 

重f.n湾l支、琉球、日本、中古11支那

日 本

E長 IfH 

治2 I州

ノーフオルグ島(漆i刈)

肇際、 支那

琉球列島

[1 オヰ

日 本

支 捌i

妥 告雪

北豆米利加

E桑 洲

ベ/レム夕、 、 ノゼ/レノイドース 、 ァ

ンテイギユア

日 ヰヰ

小笠原島

室津署 、 支那

i 性状 | 効用 | 摘要
Character Uses Remarks 

現主 木 事見 'Ji!，く

観賞，食料〈泉
1龍 木 斡-L〉会E。聖F書K科ZE(民J >

手喜楽喬木
)11 材
観 2乏

祷 木 Jll 材

需 木 )11 材

喬 オー
事1 賞
用 材

喬 木
事1 賞
斤] 材

祷 木
淑 貨
m 材

;符 オ三 IH 

喬 *' 
}司 材

*~ H旨

事ミ 木 松HJ 材
E゚i 

事量 木 )IJ 材

喬 木 m 材

喬 木 月l 材

滋葉需木 m 材 i

喬 木 m 材

書を 木 用 材

f龍 木 淑 賞

m 材喬 木
t自 来ヰ

喬 木 用 材
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帯電 ず京 l 分 布 1 性状 | 効用 [ 摘 要
Dislribulion Characler I Uses Rcmarks Species 

i 北酬伽11. An giosperrnae 被子植物
ニホヒヒノえ

Thuja occidentaJis L , 

e ~~子葉|1. Monocotyledonea 
植物

Palldallaceae 露兜樹科 | 
ムニンツ/レアタでン l 

ツ jレタコノキ | 小笠原島
Freycinetia fonnC'sana Hemsl , 

var , boninensis Nakai, 

ホ Y ノミタコノキ
Pandanus amaryllifolius Roxb , 

P 

P 

タコ ノ キ
boninensis 'Varb 

キンセンタコノキ
金繰タコノキ

boninensis Warb , 

forrpa 臼aro-striata Tuyama , 

ロツコツタコノキ

| テナセザム
| 小笠原島

l 小笠原島

H力骨タコノ キ | 小笠原島
boninensis vVa rb , 

forma pJanata Tuyama , 

イワウ l ウタコ ノ キ
P boninensis Warb , I 1]、笠原島

var , stenocarpa Tuyama , 

オウギタコノキ 扇タコノキ
P , boninensis var. stenocarpa 

forma disticha '(Nakai) Tuyuma 目

アカタヨノキ
l' utiJis Bory 

フ イリタコノキ
P , veitchi H ort , 

Triuridaceae 本郷草科

ムヱンホンゴウサウ
SciaphiJa boninen出5 Tuyama , 

スズプリホンゴウサウ
S , Okabeana T uyam :l, 

Gramilleae 禾本科

Andropogon ascicularis Willd , 

ヒメモロコシ
A , halapensis Sibth , 

グエチグエル グスグス
A_ muricatus Retz 

マツ ノミ シノミ

Aristida boninensis Ohwi et 
T uyama , 

ハチヂヤウカリヤス
Arthraxon ciliaris Beauv , 

メダ、 ケ

Arundinaria Simoni R iv, 

ホウワウチグ
Bambusa naDa Roxb , 

シチグ
B stenostachya Hack , 

小笠原島

マウリ テ イ アス 、マ 夕、 カ ス カ

Jν 

| ポリ ネシア

| 小笠原島

小笠b;f 島

熱帯地方

印度地方

小笠原島

日 オぇ

日本、支那

童書季 、 日本

窒 務

受性 1窪木

小喬木 用材、 観賞
工芸事料

小喬木 I~材、 観賞
工主事料

小祷木 1用材、 観A賞
工主主料

小喬木 |用材、 観賞
工祭料

需木観賞

木

草 イ込

車; 斗4

本 |
| 草 本 | 香 料

| 草

草 本

?産 木 )11 材

滋 木 草見 !試

1 ;罷 木 用 材

枝を~~署溜 L て
0 .4-1. 0% の
香油Vetiver {e
4号
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摘要
Remarks 「i=もいhよ一1a一i一一J;♂示雨丙凡U一Js臼悶Je目Jsy用

材 |

�¥� 
P司、

メJ類王百

インドチグ キン シチグ
B. vulgaris Schrad. 

ケイタジマエノコロ l 

Chaetochloa boninensis (Nakai) I 小笠原島
I王onda

キンエ ノコ ロ
C. lutescens SIUnlz. 

var. genuina Honda 

ヒ ゲ
Chlor日 radiala Sw. 小笠原島、日本、商印度

ムニンカ/レカヤ l 
仁C川O阿泊 叩叫g引伊例阿u出凶凶s討叫ti州i

ンサウ | 
C 山山5 Slaμ ! 熱〈制也方

シ トロヰ、ラサウ
C. nardllS Rendle. 熱帯地方 尊
ギヨウギシノミ ! 小笠原島 、 .hl精 、 琉球、日本 i 甘

Cynodon Dactylon Pe rs. 熱帯地方 ヰ

リウノツメカ。ヤ
DJClylocten山m aegypliaCllJll Willd. 1 小笠原島、 E遅滞、琉球
ムニンミヅ、 ピエ | 

Echinochloa cms-galli Beauv. 小笠原島
var. evalvula Honda. 

コミグピエ
E. crus-galli BeallV. var. 

genuina Nakai. 

ヌカカゼグサ
E日grost i s p)umosa Link. 

セイノぐンモロコシ
J-!o1cus halepensis 1. 

チ カマ ヤ

1 mperata cylindrica Beauv var. 
Koenigii Honda. 

シマ カモ ノ ノ、 シ
J schaemum i schaemυides Nakai. 

イトアセ・ スゲ
Leptochloa filiformis H.aem. et 

Schult. 

ノ、ヒシノS

L. repens R. Br. 

己 ロ ノ、ノノ、ヒシノ〈

Lepturus repens var. Jatifolius 
Honda 

オガサハ ラススキ
Miscanthus boninensis Nakai 

ノ、 チジヤウススキ
M. condensatus Hack 

チヂミザサ
Oplismenus Burmanni Beauv. 

エダ、ウ チチヂミザサ

O. CompJsitus Beauv. 

シノf

Os¥erdam;a japunica IIitche. 

イトシノミ テウセンシノミ
O. Z"ysia I [υnda. var. 

tenuifuJia Hυnda 

月1木喬

Distriblltion 

度

Species 

主~烏 i こ白生す草年

キヰ

葵料、 香
料

香

革路料 、 香
料

草

草

オ三 l

曲
目・→

本

ええ

ヰ三

&:f-

孟ド

I IJ 笠原島 、 妥湾、 琉球、日本 -

草

| 草

本

1 ]草撒
同

釜島ぽ句Jh
p

r
'eu
 

笠 * 
E事"1' 一

草

茶店
岬時

山
山
川

琉
州

、

出
川

湾
問
比

室
、

、
豆

島
刺

原
豆

笠
州
知

小
熱

薬科(枝、
整)

料 |

料

飼本

飼

オヰ

本 |

本 |

イヰ

本

本

本

? 小笠原島 、 選湾、印度

小笠原島 、 選湾、 琉球、 II ~立 1 草

i 小笠原島

小笠原島

日本(八丈島)、琉球

草

主草

主草

尊

草

草

l 小笠原島 、 韮罪事.日 本

| 小笠原島、宝湾

| 小笠原島

本草
小笠原島、窒潟、日本、熱僻
地方

本草小笠原島、琉王者、熱帯地方

小笠原島、琉王者、室湾、日本
熱'i'J'?主主品目立E 土止用本草

賞観本草小笠原島 、琉王者、 選湾、日本
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布 | 性 状 l 効用 | 摘要
Distribution I Character Uses I Remarks 

小笠原島 の 植生政熱帯有用 植 物!こ 就て

| 小笠原島、琉球、 室湾、日本

分類鶴

カウライシ ノミ
O. Zoysia Honda var. 

typica Honda. 

ヒメササキピ シマササキピ
Panicum Nakaianum Hon<la 

コゴメピエ
P pacificum Tuyama. 

スズメノ ナカ' ピエ
l'aspalum conjugatum Berg. 

シ マス ズメノ ヒエ
P. dilatatum Poir 

ノマ カドリ グ サ
シ マチカ ラ シノマ

Pennisetum sordidum Koidz 

ホテイ チグ
Phyllostachys aurea Rlv 

モ ウ Y ウチグ
]'. mitis Riv 

スズ、 メ ノ カタピラ
1'oa annua L 

イ チ ゴツナ三号、

P. palustris L. 

リ ウ キ ウミチシ ノ〈
[{haphis acicularis Honda 

サ トウキピ甘庶
Saccharum offici"arum J. 

モロ コシ
政，rghum vulgare l'ers. 

Y ナレシ ノ《

Sporobolu5 virginicus KUnllt. 

シマキピモドキツノキ ピ
Stenotaphrum subulatum Trinius. 

sy;;ぷm: ヰふ11um Nash. I 小笠原島、琉球、 輔、日本 1 -

S シ マ 32yLおらin. ) Honda i 小笠原島
コメヒジハ

S. sanginalis Dulac. 

メ ヒ ジノ、モドキ
S. sanginalis Dulac. 

var. evalvula Hunda. 

スナ ザサ
Thuarea sarmentosa Pe凶.

タウ モロ コジ
Zea �bys L. 

Cyperaceae 多草科

シマイ ソ ス ゲ
Carex boninensis Koidz. 

ヒ ゲ ス ゲ
C. Buuttiana (lυok & Arn. 

ムニンナキリス ゲ
C. Halluriana Nakai. 

Species 

賞

キ?

材 l

材

政

飼

月]

m 

オ立

本

本

キL

みこ

木

主草

木

正1三

草

草

草

E事

資E

喬

草

小笠原島

| 小笠原島

小笠原島

小笠原島、日 本

支

* 
那

小笠原島

本

草年

草小笠原島、望書号 、 日 本

小笠原島、 窪湾

l 小笠原島、琉球、 妥湾 本主草

砂糖料
(撃}

草ヰE~iif I J.!~ ~Il 皮

食料(果)草

本

年l '熱帯及豆熱併地方

| 小笠原島、琉球、肇湾、 熱併 ! 草
l 地方

小笠原島、ミ グ ロ ヰ、シ ア、 ポ リ
ヰ、シア 、馬主夜、 オ ー ストラリア

南硫黄島に産
す

;キL

ー主主年

草

..j;:. 

本

草

草小笠原島、 室湾

| 小笠原島、 E主義主 本

本

草 食料( 果)

本

本

止F

主草

草

1 :草

草

小笠原島、琉球、 童話湾、日 本
l 熱僻地方

| 熱帯亙米手IJ 加

| 小笠原島

小笠原島

本草小笠原島

本草小笠原島セキモ ン ス ゲ
C. Tuyushimae Tuyama. 
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務
Species 

ヒラアンペラキ
CJadium boninsimae Nnkai, 

ム=ンア ンペラ
C, brevisligma Nakai , 

タイワンヒトモトススキ
C , jamaicensis Cranlz , 

| 性 J巾用摘要…r I Us回 1 hmrks
本草

;(fj 
Distribulion 

小笠原島

分類

草

一

草

木
支
日

南

帥
防
本

ψ
z
-
'

l
 

F

P

1

 

王
-

7
R

琉
リ
章

一

ラ
、

島
ト

-U
何
度
ン

以
ス
師
陣
印
ダ

笠
-
笠

、



小
オ
小
那
ス

オ=

本

l事

草

小笠原島

立事見本

草

'i5: 

革 i議料(塊整)

草

オヰ

* 

ォ;綱料

編物料

編物料

早 l

草 |
草

於
の

に
島

、し

島
笈
多

以
硫
に

笠
は
地

小
て
熱

オド

均三

小笠原島 、 琉球、 遺骨子、 11 本 J 1;[ 
全世界 1 

草 l小笠原島

Cyperus allernifuJius L , 

タマカe ヤツ H
C , difformis L , 

カミヤツテ'
C , papyrus L , 

カウノミウ 香附子
C , rolundus L , 

ムニンテンツ キ
Fimbristy1is boninensis H ayala , 

ノテ ンツキ
F , comp1anala Link , 

var , Kraussiana C1k , 

グタ。テンツ キ

F , diphylla VahJ , 

var. 日oribllnda Miq , 

シマテンツ キ
F , ferruginea VahJ , 

ハノ、ジマテンツキ

F , hahajimensis Tuyama , 

カ タノミテンツキ
F , marianna GU lId , 

ヒデ、 リコ

F , illiliace:J. Vahl 

ヤマ牛
F , sub-bispocata W , ct Mey , 

グ ロカでヤ スゲ
Gahnia bon ins imユe Maxim 

ヒメグ 1/"
KyJJingia brevifoJia Rottb , 

オヒメググ
K , monocephala L , 

アン ペ ラサウ
Lepironia mucronata lZich , 

オ=ググ
Mariscus a1bescens Gaud 

ググ
1"1, cyperoides Domin , 

アゼ カ。ヤツリ
Pycreus gJoboslIs Reich 

メアセeカ守ヤツリ

P , globoslls Reich , 

var , stictus C, B Clarkc , 

イ カ・ 1l ヤ ツり
P , P ,1ystachyus Beauv , 

シ寸 イカ・(/，. -ij-
Rynchospora boninensis Nakai , 

イ ヌノ ノ、ナヒ ゲ

R , japonica Makiuo , 

&j! 

観

本

本

オt

本

本

ヰ民

11三

-
自

九
d
l

;詐

草

主主

�!!� • 

小笠原島 、 琉主張、 宝湾、 JJ 本
熱帯地方

小笠原島 、 琉球、 釜湾、[1 ，本
誌~L~持及熱帯干地方

小笠原島

小笠原島、琉球、日本

小笠原島、日本

小笠原島

ヰE

Ll本 | 単

小笠原島 、 熱併地方

小笠原島 、 琉球、 E差惣
熱帯地方

オι

オι

イ日

オ三

本

本

,;;U :" 
1::1 -,-

主主

尊

主主

小笠原島 、 琉王者、日本

小笠原島 、 琉球、受湾、 11 本
熱僻地方

小笠原島、琉球、 議湾、 熱情F
地方

小笠原島 、 グインラン ド、 支
那、錫閥、 マダカスカノレ

小笠原島、琉王者、宝湾、熱fllF
地方

小笠原島 、 琉球、選湾、 熱併
1也方

小笠原島

11三

年小笠原島、室湾、 LI 本

小笠原島 、 釜湾、日本

主手小笠原島、日 本
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布|性状!:初~ Jtl 摘.'l!:'
Dist山ution I Character Uses Remarl込

ウ牛 l 肝 -~. -J..~ ~1': .'.flS' 1 
Schoen出 Hattorianlls Nakn. i 小立原島 草木 i 旋料|

カミ Y リグサオホアプラカ芋ヤ l 時
討cirpus cl山cnsis Mu町U 14、立原品、琉球、妻潟、 111ヰ!車 ;1~ i 

オホサンカグキ 小笠原島、 flJ度、フイリツピ
円 grossus L. fil. ン、馬来 1 草 木 i 

、ッオレカ'ヤツり 1 .L "",.. 
Torulinimn cυnfertull1 Halll 小笠~D;[島、聖書号、熱借地方 草 木 l

Palmae 線姻科

ユスラヤシ
Archontophυcnix Alexandr山
Wじndl

分千~1干遺
Species 

E正

事見 ・丘

町1材、染
料、 IT書好
料

観 主主

観賞、禅
宗料(箆
i't!I ) 

者1:締料、
繊維料

7仁王基川

水制

本

木

木

* 
木

:X..:. 
Iい』

喬
喬

4
M
M

1 在5

ì荏

i !l牛シランド

印

盗罪季、f.il度、応'*

琉球、翌湾、 LI A~ 

|肱峨

!宝表号、'i'î' i巷

l マタゃカスカル

度Areca alLa Borg. 

ピンラウジ 績回目指f
A. Catechu j '. 

アレカ

A. lutcsccns lJorg. 

グログタ
Arcnga Englcri Dccc. 

サトウヤシ
.̂ saccharifcr江 LaLill.

トウ
Calamus Margaritac IIance. 

，~'!. 
I孔事見

受性 i草木

オミ喬i 熱榔帯盗到品目

( 諮帯制制E並1絢豆

フラジ/レ

Caryola 5υbolifcra Wall. 

グヂヤグヤシ
C' urcns L 

木|槻

木観賞

1日本』・、コブ i
木!ラ、繊維、 i

i薬料、観賞l

木!被賞!

木 i 観賞 J

主主木;税苦5

賞. ì接Cυcυs campcstris Mart. 

苦寺|プラジルcorunata l¥lart. C 

喬小笠原島、熱帯各地
コヤシ
nucifcra L 

:::I 

c 

1昏プラジ lιIZoman7.0fJiana Cham. C 

y' ウゲヤシ アイポリーナット
Cuelococcus 江rn!carunl

W. F. 可Vight.

コリファヤシ
Corypha umbraculifera L. 

アプラヤシ ~rll仰子
Elaeis guiniensis J acq. 

ノヤシ
Exorrhiza Savoryana 小笠原島

(Rehder & Wilson.) Burret. I 

トググリヤシ l 

i 毛リシヤスIIyopltorbe amaricaulis l¥1art. 

II トググ品よ12EIJ;LLMi ElI 

ム l 韓Mj夜、 T
ホ i 差別ヰ(果)

�lJi プラジ;.Waddelliana Wendl. C 

賞 t木!叡

苦寺

待

カロリン群島

f.il 

l 熱帯酬Ilbn
度

木 i 読料、食|

.，守・
長t

賞|

木!税

木 i 鋭

苦5

喬

語

,!'t. 
tヨL l 木: ?lJt 祷度

賞 1木 i 観存号l 大平洋諸島Kentia Bdmoreana Jacq. 
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Species 
手軍

Kenlia forrtariana F , Muell , 

ヤハグヤシ
K , Macarthurii Hυrt 

K , Sanderiana Hort , 

オガサノ、ラピロウ
Livistona boninensis Nakai , 

ピロウ羽i葵
L , chinensis R , Br 

L lungifolia 

Martill出ia ca小山ef，υJia H ,B,K , 米圏、濠納i

m |分布
Distribl1lion 

|性状|効用|摘袋
I Character I U;es I Remerks 

大卒洋諸烏

{主主 洲

1侍

小笠原島

日本、支那

ダ、イオウヤ
Ore仙xa 叫h 立， B に 1 玖稿、パナマ

Phυenix canariensis Hort，カナリ-'1r~烏

-ーッジユロ 4光倒'
F Hanceam Bech :翠湾、支那

1', I'araúenia , 

P 

ナツメヤシ 豪州I:f
P , syJvestris Roxb , 

!{(Jebelinii 0 , Hrier>. シヤム

豆弗刺加、熱帯亜剥lEL

Tenl1is Versch 

l' χeylanica 'l'l1unl" 

蝶 t 抑i 子
l'inall::;a Kllhli Blunll: , 

グワンノシチグ 観音竹
Rhapis tlabeIliformis Ail , 

シュロチグ ネ愛tt
!', hl1mi!is 刊.

Saba! ghiesbroghtu , 

s ha、叫nensis 1ρdd 

Cyclanthaceae 竹蘭科

カナ 1) _島

錫附

ι 来

日本、支>>1\

J 日 4-: ，支}m

ナマサウ i 

Ca;l~d~vic~ p睿m;ta Ruiz , d Pav , I 熱帯宇豆米手'J加

Aroideae 天南星科

Aglaonema versicolor Hook , f 

タイワングハズイモ
Alocasia cucl1lIata Schott 

グ J、ズイモ
A , macwrrhiza Schott 

オホベニウチノ、

Anthurium Andraeanum Lind , 

A , ScherzerianulIl Schott 

需

木 i 観 'l.t 

木 iä見 賞

税 主主

員用料材、 、 製木 工主主

木在日 15: 

木敏 賞

木観 孟正

木霊JI. J<"<l 

木鋭 主主

木観 賞

叡 賞

木 i 観 主主

木 用賞(果材、)食、観料
木劉 賞

木製 主主

被 主主

工議料9民M , 1 木叡

木 工観芸華料賞

木観 賞

木 l 翻 賞

一
資
爾
祷
喬
裕
祷
捕
惜

祷

脅

喬

橋

法
滋
喬
喬

繊維料
宿根草 f葉)

来 草 本 I î視 賞

!琉様、蓋湾、日本、印度 塊根草観 長'

琉塚、霊湾、日本、印度、Ml 塊根草 2P(塊|

南 米 !草 本 叡 賞|

i 草 本 観 賞 i
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Species 
手近 類 分

Distriblltion 

ブイリイモ 1 I f'n Anthurillm Warcqueanum Moore. I 
カラヂュ ー ム 花芋 | 市

Caladillm bicolor Vent I m 

皮

米

C白oLaよ a剖J:Jム;

CJタ ロ一
C ノ川、 スm4ムa z己a叫 l 馬 来
ホウライセウ 蓬車t;t;事

Monstera deliclosa Lielm- | メキシコ

Pothos aureus Lind. I y ロモン島

リウキウノ、ンゲ
Typhonium di va巾atum (Linn.) I 琉球、宝湾、日本

Decne 

すlagellarieae 山藤科

トウ ヅりレモドキ
FJageIJaria indica L. 

Bromeliaceae 鳳梨科

lzJ i 効Jr竺主
|草木 | 観賞

布

草
草

根
根

塊
塊

蔓

塊根草 I ?i1 安 1 . (覇王事品 さ L て
品積頗る多 ι

食料(塊
根)

食料(桃
枝)

食料(整)

釜 | 軒手
釜 | 観賞

塊根草

塊料
)

臨
関
根

草回
収

・
諸η・

蔓
塊

琉王者、重湾、 熱幣豆諸国豆、ア |
フリカ 、 馬来、熱帯濠測 I �11f 

アナナス パインアップノレ

j鼠梨 | 熱帯豆米利加1
Ananas sativus Lindl 

アイ リ アナナス
A. sativus LindJ. 

var. variegata !王or\

ツツアナナス
BiJJbergia zebrina LindJ. 

Bromelia sp 

Commelinaceae 鴨路主主科

ナカツミイポグサ
AneiJema angustifoJillm N. E. 

Brown 
マ Jレバツユグサ

~ommelina benghalensis L 

ハダカツユグサ
C nudiflora L. 

ムラサキすモ 1・
Rhoeo discolor Hce 

Juncaceae 燈心草科

スズメノヒエ
Luzula campestris Dc 

var. capitata Miq. 

Liliaceae 百合羽

ワケギ 分葱
Allium ascalonicum 1. 

ラッキョウ 産
A bakeri RegeJ 

ヰ、 ギ青葱
A. fistulosum L. 

7 

A udorum L 

ニンニグ蔀
A Sativllm L. 

栽 中直

草
草
草州

市
比

熱

凋
川

本
濠
門
口、

加
度

繍
同
却
問
刺印

妻
室
弗、
豆
制
向

島
島
、
室

原
原
亙

笠
笠
納
涼
安

小
小
豆
琉
律

木

草
船
料

収
叫
相
繋

北
京
げI

r
-
-町、

食
繊」

込
4
4
 

米

草 本 | 税 賞

メキジロ

小笠原島、日本

豆品目 E

E 細亜

西比軍1m

琉球、日本、琵納豆

豆納豆

| 草 本 | 観 食

草 本 | 観賞

草

駒
市
日
尚H
H

概
観

本
本
本
本

草本

球根草 1 :食 料

料味根草 ! 食

草 本 l 食料

球根草 1 :食料

| 食料、薬
王者桜草 | 料
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干草 類 分 布 | 性Characte状r 効用 [ 札要
Species Distriblllion Uses I Remarks 

Aloe arborescens 1-1k I干B:;:米軍IJ加 多汁植物 食料料、 楽

A saponaria IIa w I平15.:;:米利力日 多汁植物 観 賞

Asparagus Myriocladus ナター jレ 主主 墾 観 :民

A plumosl1s lhker 南並米利]111 ;! 整 被 箆

A sprengeri Regel. ナター lレ 主主 整 在日 賞

ア 7、バラグ 7、
1者認米不IJ 力日 サ旦ー之ヤ ~ 観 :長A tenuifolil1s Kunth. 

.>、 7 ン
流王者、 支那 観 :民Aspidistra elatior Bl. 草 本

フィリノ、ラン

A. elatior Bl 栽 中直 草 オζ 観 賞
var. variegata Hort 

テ 9 ヅ、 Jレラン
並列3軍IJ加 主手Chlorophytum Comosulll Bak. 本 観 主主

グンシラン
南I:IT.弗利加 主事 観 寅Clivia Mitliala. 本

コウチグ 泊:竹
東印度 �ll 木 在日 賞CordyJine tenninal店 Kunlh

ムラサ キ センネンポ グ
C lerminal日 Kl1 nlh. ~IJ 皮 �l( 木 観 主主

var. ferrea Bak 

セ ンヰ、ンポグ 千年木
C terminalis Kllnlh. ltl! 

var iodivida 
オて 観 !員

自縁取千 年 yfz
C lerminalis 1ζllnlh 習E 木 理JI. 貨

V:lr. rnargmuta 

美葉千年木
習fi 木 観 賞C terminalis Kunth. var 

朱赤燐l~千年木
�A 木 事見 :民C terminalis 1王lInlh ， v九 r.

キキヤ ウラ ン 小笠原幸島四、 琉球、遺憾、 FI 本
Dianella nemorosa Lam. 熱帯宇5:I*I!I 5'.I 王手 オ4 重見 賞

アマピリス千bil年is 木
Dracaena amabilis 熱帯地方 現E 木 事見 2支

マスサンギアナ千年水
D. fragrans Gal1l. 熱帯毘車InmI rt1i 木 被 主主

¥'ar. massangeana , 

ゴソレディアナ千年木
主弗利力日 lfl! 木 観 一員D Goldieana 1-lort 

小~白依san入de千Tl年木
D. sanderiana Horl 熱帯琵弗利加 習量 木 税 員-

三~ 9 ンノツメ
観 賞Hamarthia semiglabrata l-Ian. �li 木

テツホ・ ウユリ
琉球、翠緑、支1M1 王者桜草 観料賞 、 香

Lilium longiflorlll11 Thunb. (花)

マテラ ン

=ユ ー ジ ー ラ ン ドアサ
Phormiul11 tenax Forst 新間関 宿根主主 繊級料

(葉)
オf ウチトセラン

52:?t軍IJ加 宿枚草 観 賞Sansevieria cylindrica Bojer. 
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手重 類
Species 

オホノミチ トセ ブン
Sansevieria guinensis Willd. 

チトセラン ト ラノテ
S zeylanica ¥Villd 

ブ イリチトセラン
S lezgeyalt anICa Willd 

V;lr variegata J王o r t

l キハサルトリイ メヲ
Smila" boninensis Nakai 

サルサ枝
S. medica Schlecht 

イトラン知母関
¥"ucca filamentosa L 

キミカさヨラン
y Gloriosa L 

Amary llidaceae 右蒜科

リウゼツラン 龍舌主主
Agave americana L. 

フイリ リウセ'ツラン
A. americana L. var. 

variegata Hort 

サイザjレ〈ンプ
A rigida Mill 

var. sisalana Perr 

アマリリス
Amaryllis Bel1adonna L 

オホ ハ マオモト

Crinunl gigas Nakai. 

Eucharis alnazonica. 

ジャブfタラスヰセン
Hippeastrum Reginae I-Ierb 

~ コ己 7 ン

Pancratium I-larrisii Hort 

Jl寸 7、~，. '" 
Zephyranthes candida IIerb 

サフランモ ドキ
Z carinala I-Ierb. 

Taccaceae 田代薯科

タシ ロイ モ グズイモ
Tacca pinnatifida Forst. 

Dioscoreaceae 審議科

ヤ ー ム

Dioscorea alata L 

Iridaceae 鳶尾科

フ ジヤ
Freesia refracta Klalt 

Montbretia sp. 

ニノ、セw キセウ

Sisyrinchium Bermudiana 1. 

Musaceae 芭欝科

三尺バナナ
Musa Cavendishii Lam 

y、、

刈

Dislribution 

E弗刺力日

熱平静E納豆、豆弗利力日

小笠原島

熱帯豆米不IJh日

熱幣52:米軍IJ加

南豆米矛IJ加

南豆米軍IJJm

メ キショ

南5[弗利 /10

小笠原島

雨E米利1m

メキシコ

f.¥l 度

南5l~米利加1

間印度

熱帯直納豆

巨jl 度

南 rr司

~!; 米

支 jJ1l 

;{p | 宅問
宿根草

宿根草

宿根草

翌E 木

i荏 木

mi. 木

i荏 木

多汁楠物

多汁椀物

多汁中iIi物

i 球根草

草 本

王者枚草

宿根草

王者根草

球技草

球枚草

塊枚主主

車事続草

球根草

宿根草

草 本

宿根草

215 

在E 賞

観賞、 繊
維料(葉)

観 主主

薬料
(枝、果)

議料(不良)

観賞、織
給料(繋)

観賞、繊
維料( 葉)

繊維料
(菜)

繊維料
(禁)視覚

繊維 料
(葉)

関霊~dil さ L て
奴 賞 lft縄頗る多 L

観 主主

事見 貨

観 賞

限 主主

観 主主

観 主主

澱粉料
(塊根)

食料(塊
桜)

在見 賞
園芸五品さ Lて
品種煩 Z多 L

観 主主

叡 賞

食料(巣)
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Species 
分布

Distribution 

ハナむヤウヵ・
Z. Zerumbet Smith 

Cannaceae 曇華料

ダンドグ曇撃
Canna in~ica L. __ . I f.IJ 皮

var. orientalis 1-1ook. f.-

タイリンタや ンド グ l 

C. . i;icÍifl~r~ I~uitz et pav. I 秘露

カンナ アメリカタゆ ンド グ
C \Varszew山H Dietr | 熱帯琵米軍11加

F軍

ヒメバセウ 美人~!i
~ll1sa coccinea Andr 

リウ キ ウイ ト ノマセウ
M liukiuensis Makino. 

ミノ守 セウ ノぐナナ
M sapientum L. 

マニラへンプ マエラ 糸芭r:!i
M. lextilis Nee. 

オホギノマセウ
Ravenala madagascariensis Sonn 

オホギノミセウモドキ
Strelitzia augusta Thunb. 

Zingiberaceae 麓荷科

チグリ y グワ
Alpinia bi1amelJata Mak 

シマグマタケラン
A. boninsimensis Mak 

ハ ナ メウカ。

A. japonica Miq. 

ゲツタ ウ 月桃
A. nutans Rose 

ウコン欝金
Curcl1ma longa L. 

va. macroJ..>hylla Miq. 

メウヵ・装荷
Zingiber Mioga Rosc 

シ ヤウカ守 生萱-
Z. officinale Rosc 

Marantaceae 葛官事会科

類 | 性 !伏 | 効ブCharacler I Uses 
摘要
Remarks 

那
球
度

文
琉
印

宿枝草 | 観賞

| 繊維 料
宿枝草 I (整)

| 食料(果)
宿根草 | 繊維料

(整)

宿枝草 | 繊 維料
(整)

祷木 | 観賞

糠木 | 観賞

比符E 安

マダ力。ス カ /レ

印度

繊 維料
宿校草 I ~AA (整)

繊維料
宿線草 I ""'"" (整)

宿根草 I ~良質
|工慈料(~)

宿根草 |繊維料(禁J
建見 :民

勢料(塊
宿 校草 | 枚)

宿根草 1 :食料

宿根草 1 :食料

日 本

支那、 印度

熱帯地方 宿根草 | 観賞

宿根草 I î授賞

宿根草 | 観賞

宿根草 ! 被賞

グズウ コン ア ロー lレー ト
Maranta aHIndmacea L r | 1手iEE米軍11加、商印度 澱 fJf料

宿根草 1 "'(塊根)
班入アロールー，.

M. arundinacea L 
var. variegata. Hort. 

Orchidaceae 蘭科

ナゴラン
Aerides japonicum Reichb_ f. 

オホノf エピネ
Calanthe Hattorii Schlechl 

Cattleya Gaskelliana 

ヒ ノ テ、、 ラン

C Labiala Lindl 

C skinneri. 草 本 | 砂l t主

栽椛 宿根草 | 叡 賞

琉球、日 ;本

小笠原島

気生 I î観

革本 I $視

寺寄生草 | 観

賞 l

賞ベヰ、ジュェラ

プラジ lレ 笹子生主主 | 観 賞
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軍軍 類 ノ7ì、、 布 ! 性 i伏 | 効 摘 要
Species Distribution Character I Uses Remarks 

シカウフン イチヤウ ラン
小笠原島 草 槻Cirrhopetalum boninense Schlecht 本 良似品

Coelogyne Speciosa LindI 瓜 唆 草 本 税 主主

チグセツラン ノミイ ケIecイh ラン
Corymbis subdensa Schlecht , 小笠原島 草 本 観 賞

Cypripedium caIlosum Reichb , f , Wi 支那 草 本 被 賞

C , Insigne WaII , 
ヒマラヤ 草 * 観 賞

Dendrohium fimbriatum Hook f ぜ 1ν 『 草 本 観 賞

イ モ フ ン 一年草
Eulophia Toyoshimae Nakai , 小笠原島 (寄生) 書見 賞

ムニンシユ ス ラン
小笠原島 草Goodyera boninensis Nakai オ三 1設 2主

キン ギン サウ
小笠原島、琉王者、 窒緑、日 本 草

本島に於て t1~~i事苛

G procera H ook , 
本 観 賞 品比南硫苛品に自生

す

シマグモ キ iリ01サia ウ 小笠原島 草
父島にて ts縄誠にi丘

Liparis hostaefo1ia K oidz , 
本 叡 賞 きも南硫苛品にか伝

り多し

シマ オf ウラン
小笠原島Luisia brachycarpa C , \司! right ， 気生草 観 賞

ムニンラン
小笠原島 草M日rost州5 boninensis Koidz 本 観 賞

コ テフラン
翠糖、 比律究 主事.Phalaenopsis Aphrodite Re ichh 目 本 淑 賞

ムニンツ レザキサウ
小笠原烏 一作草 韓見 賞Plat山ta江叩n川1吐the官er悶a bo，刀油n凶3吋巾i訂inensÌs Koωidz . 

Slanhopea tigrina Bate ll1 , l リ ェ グ ツ ト 害干生 E事 観 賞

グア ブ
VanilIa planifolia Andr メキ シ ョ 道生 E事 観賞 、 香料

ムニン キヌラ ン
小笠原島Zeuxinc boninensis Tuyama , 

一 年草

2, Dico tyl edoneae 艶子葉植物

A. Archichlamydeae 踏鱒花直

Casuarinaceae 木廠貧科

モグマワウ
i~長 f州 需

用材、思寧
Casuarina equise ti 日oIia Fors(. 木 料(樹皮)

C glauca Sieber 
1・誕τ !j. f州 祷 木

用材、皐寧
料(樹皮)

C , Huegaliana Miq , 法 砂<< 祷 木
用材、車寧
料(樹皮)

Piperaceae 胡槻科

Peperomia Arifolia Miq. 
プラジ /レ 草 本 奴 賞var , Argyreia Hook f, 

シマ ゴf セウ 業
煎汁(:t淋疾に

p , boninzﾌmensis Mak ino , 小笠原島 草 本 キヰ 効わりさ L て
使用ぜらる

コシマゴ、セウ

P , pacifica Nakai , 小笠原島 草 本 薬 料 l司 上

シマ 7 ウ トウカ ヅ、 ラ
小笠原島 主主性溌木

Piper boninense Naka i, 

シヤカオ カワカワ
太平洋諸島 草 本 薬料、飲料

P methysticum Forst , 
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Species 

P 
-『
，
J

Jツ

ラ
カ

m

ヅ
ウ

.
m

カ
ト
蜘

占ソ
内
ソ

ト

フ

m

y

h
v、

n

i

r

a

ノ

a

フ
ホ

h

ウ
オ
批

ヤ

m
r

イタ

Chloranthaceae 金葉蘭科

小笠原島

チヤ、 ラン

Chﾎorant'hus inco~spicuus Sw , l '支那
Fagaceae 般斗科

ノ、 ン ノ キ ノ、リ ノ キ

ヤチハンノ キ | 日 本
Alnus japonica Sieb , et Zucc , 

グ り
Castanea sativa Mil!, I [1 本

var , pubinervis Mak ino , 

マ テ ノマ シ イ

Pasania edulis Makino 

シリフカカ@ シ
P , • glabra Oerst , 

グ ヌギ
Quercus seロata Thunb , 

コ jレグカ' シ
Q , suber L 

ア ベ マ キ
Q , v立 riabili s ß1, 

Ulmaceae 織科

ム ニンエノキ
Celtis boninensis Koic1z 

ウラジロエノキ
Trema argentea Blume 

ミドリウラジ ロ エ ノ キ
T argentea BIume , 

var' viridifolia TuyamC¥ 

ケヤギ
Zelkowa 'lcllminata Planch , 

MOl'aceae 桑科

パン ノ キ
ArtocC¥rpus conamunis Forst , 

ノマラ ミ ツ
A integrifolia L , 

Cannabis inc1 ica , 

アメり カ ゴ ム ノキ
C田tilloa elastica Cerv , 

シナ ノ、リ グ ノ、

Cudrania triloba Hance , 

カ ウ Y 卒者
Broussonetia Kasinoki Sieb 

琉王者、 日本

日本

日 本

南欧羅巴

重罪事、 日本

小笠原島

小笠原島

小笠原島

日 本

太平洋諸島、瓜唆

印度、馬列E

南米皇室其図書干

支 那

ア イ ギヨグシイタピ愛玉子
Ficus Awkeotsang Mak | 整 湾

華湾、 FI 木、 支那、 U~?長

ベ ンカワレ ポグイジュ
F , bengalensi 5 1., 

トキ ノ、イ ヌ ピ ノ、

F. boninsimae Koidz 

イ チヂグ
F C'lrica L 

同l 度

小笠原島

欧.m巴

草 木

ノト漉木 観 賞

告5葉喬木 重ìf 炭 材

献祷木 | 室料A果ム

祷 木 | 用食 材料(果)

祷 木 食用料材(果)

落葉祷木
薪炭材

祷 木 コ/レ グ 料

稼業喬木 レ グ 料
薪炭材

落葉喬木用 材

橋 木 I ~下雰駄料材、 単

よIi'止』 木下駄材

落葉喬木 用 材

橋 木食料(果)

祷 木 | 用材、食料
(果)

裕 木 懇液談)料(樹

小喬木

~Ji 木 繊皮維) 料 (樹

サ旦ξ~ 整 食料(果)

イEHEa 

河'If 木

ノl、 橋木 1 :食料(果)
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インドゴムノキ
Ficus eJastica Roxb 

フ イりゴムノ キ
F. eJastica Roxb 

var. variegata Hort 

類
y、

メ』

Distribution 

熱帯主納豆
用材、観覧

喬 木 | 謬譲料(樹
f夜)

喬木 | 観賞栽楠

F オうZjLjふ24r &Wllm | 小笠原島
シ ロメ ゴ「ムノキ

F rnacrophylla Thurnb 

オホ トキノ、 イヌピノ、

F. Nishimurae Koidz. 

カシワバゴムノキ
F. pandurata Hance: 

ボダイ ジュ 印度菩提樹
F. re1igiosa L. 

カe ヅ、マ ノレ カ。 ジユマ/レ

F. retllsa L 

ア コ ウ 鳥裕
F. Wightiana Wall. 

シ. マグノ、

Morus acidosa Griffて

マグ、ノ、

M alba Linn 

オカ守サハラ グノ、

M. boninensis Ko'dz 

ハチ ヂヤウグハ
M. Kagayamae Koidz. 

ロサウ
M multicauJis Perr 

Urtiëãë白e 等航科

ラセイタサウ
Boehmeria biloba BJ. 

I室長 f州

木喬小
喬
糊
惟
喬

小笠原島

支那

木用材、謎訣
料 樹液)

木

木 用材、観賞

木 fFI 7材 、 観賞

木 用材、観賞

木 用 材

木 養援用(業)

印皮 喬

琉王者、童書号、印度、馬来、時H脅
{豪州、ニューカレドエヤ 、 | 喬

琉王者、妻湾 祷

琉王者、 室罪事 漉

喬 木 | 養主主用(葉)

| 用材、 単由
落葉喬木 | 料 中

支那

小笠原島

日 本(八丈島) i窪 木 | 養震用(葉)

支井1\ 百草 木 | 養翠用(葉)

小笠原島、日本 琵瀦木

| 繊維料(樹
潅木 l 皮)

l 繊維料(樹
豆漉木 | 皮)

草木

オカ守サノ、ラモグマデ l 

B. boninensis NaJ叩 | 小笠原島

B マ テカ Zニムヰミet T黒 1 熱帯亙納豆
ム ニン ウ ライサ ウ

Procris boninensis Tuyama. 

Proteaceae 山麓樫科

べ =ハゴ ロモ
Grevillea Forsteri Hort 

シノ 7' ノ キ

G. robllsta Cunn 

Santalaceae 檀香科

ピ ヤ グ ダン
Santalum aJbum Linn 

ムエンピヤ グダ、ン

Exocarpus boninensis Nakai 

Loranthaceae 機寄生科

小笠原島

法木 | 観

ii豪 洲 祷木 1 m

印度、 .t~* 小喬木 | 薬料、香斜

小笠原島 i穫木

KよιおれよよZK∞mte I 小笠原島、琉球、日本
Aristolochiaceae 馬拠鈴科

Aristolochia elegans Mast 

寄生草本

プラジノレ 受釜 l 観

島
島
苛
責

-
一硫
肱

は
南

t

且
野
山
す

に
錦
町L

E
捌
自

本
町
に

賞

材

長正
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積 類 分布I
Distributiυn 

川当:!伏 l '効 用 l 摘 35 
Species |Charactcr I Us目 I Remarks 

Aristolochia gmndiflora Swartz. I I ~ 整 | 観 賞

Polygonaceae 慈羽

エトペカヅラ アサ ヒカ ヅラ
AntigononleptOPUSHook-et Arn- | メキシコ 整 | 叡 主主1足

コツコロ ..，{
| 束f.IJ 皮 | 襟Cocooloba unifcra W 木 | 叡 立

カンキ チグ
Mlld加】heckia platyc ladaMeESn. l メキシコ | 紘 木 | 税 賞

j]..，、揮す' ミヅ、タデ、

Pe ・ ヤナ-ギHタydデ. _. - - I 小笠原島、琉球、 宝粉、日本 | 一年主主
rsicaria Hydropiper (L) Spach. 

ギシギシ 2宇野f | 小笠原島 、日 本 | 宿 根草 | 霊薬科) (地下Rumex japonicus Meisn. 

Chenopodiaceae 袈科

フダンサウ | 欧 f州 | 一二年草 | 食Beta vulgaris L 市ヰ

アテアカザ
| 小笠原島、琉王者、 釜博、日 本 | 草Chenopodium virida L. 本

ノ、ウレンサウ 苦主義
| 淡斯地方 l 一二年草 | 食Spinacea. oleracia L. キヰ

Amarantaceae 克科

ム=ン牛ノコグチ
| 小笠原島 | 草Achyranthes boninensis Nctkai. 本

シマヰノコヅチ
八 013tusifolia Lamarch | 小笠原島、琉球、 翠糖、 | 一 年草

イ ヌ ピユ ノピユ
| 小笠原島、琉球、 制、日本 i 一作Amarantus Blilllm L 

N yctaginaceae 紫菜翁科
ナハ カ/コ サウ

小笠原島 、 琉球、寝静 主主Roerhaavia repens L. 木

Bougainvillaea r ,a tefo ria , 主主性1棟木 観 筑

R Misesbalt 益性瀦木 観 1l. 

イカ夕、 カヅヲ 九重葛
R. special3ills wind- | 南庄米利加 | 益性i桜木 | 観 主主

ウ ドノ ヨ守

Caω~l切VP泊凶1 1阻a Nishil川t町ml |喬 木
lson , 

すシロイ ノ〈ナ
| メキ シ コ | 一 年草 | 観Mirabilis jalapa L. 質

Phytolaccaceae 商陸料

ジユズサンゴ
1 m 印度 | 草 木 | 被Rivina laevis L , :民

Aizoaceae 蕃杏科

ノ、マ ス ベ リヒ ユ ノ、マミヅナ
小笠原島、熱帯地方 草 l 尖島南崎町

Sesuvium Portlllacastr1l1l1 L 灰す岩上に生育
ツルナ ノ、マナ

小笠原島、琉球、 室湾、日本Tetragonia expansa Ait. 主主 本

Portulacaceae 馬歯克科

マツ バ ボタ ン I f~j 米 | 草Portulaca grandiflora Hook. 本 | 観 主主
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都
Species 

類 分 布 | 性状 | 効用 | 摘 ‘ 35
Dislribution I Characler I Uses Remarks 

ス ベ リヒユ
P.υleracea L. 

ケヅメグサ
1'. pilosa L. 

ノ、 セψ ラ ン

Talinu111 crassifolium Willd. 

Caryophyllaceae 石竹科

ベニメ ナ 1レ 9 ハコ ベ
1¥nagallis arvensis L. 
var. phoenicea Gren. et Gυdr. 

、ミナグ サ
Cerastium vulgatum L. 

ヤンノミ jレノ、コベ

Drvmaria cordata Willd. 

ノ、マツメグサ
Saginユ crassicaul i s S Watson. 

ツメ占7 "'T 

S Maxima A. Gray. 

ウシハコベ

Stellaria aquatica ScOp. 

科蓬

1
.

隆

一
い

[
1
前
根
仇

ベ
q

m
蓮
日

同

町
店

長

J山
崎

ス
，

山

コ

m

d
A
n

m

旧

vd

l
 

'
唱

m

m割
A

、

u

ノ
ノ

d

s

.

N

 

Nymphaea chromatel1a 

小笠原島、琉王者、室湾、 u 本 | 革 本

小笠原島、肇海

道義母、 H 本

草本

一 年草 | 鍛 主主

小笠原島、暖帯、熱帯平 一 年草

小笠原島、妥湾 草 本

小熟笠僻原地方馬 、 琉球、童書号、日本 一年草

小笠原島 、 日 本 一年 草

小笠原島、琉球、霊湾、日本 一年草

小笠原島、室湾、日本 一年草

小笠原島 、 琉球、窒湾、日本 一年草

熱帯E車1l1 5:i. 水生草 観(根賞) 、.食薬料料

ヰ品 布白 I ï}く生主主 | 税 主主

北亙米軍IJ加

熱帯地方

水生草 | 淑 賞

水生草 | 観 長I~司~

水生草 | 観 賞

水 !'È. 草 観 賞

ノ~ ~È.草 奴 賞

益性i整水 観 賞

一 年草 税 主主

一年草 有 毒

主主性糠木 食料(巣)

i葱 オ三 観 賞

喬 木 HJ 材

N dent:::ta Schum. et 1'11000. I 益米軍IJ加

N devoniensis. 熱帯地方

N. tuberosa Paine 

N. odorata var. rosea Pllrsh. I 栽械

N. zanzibariensis Casp. 

RanUllculaceae 毛茸科

ムニ ンセン ニ ンサウ
Clematis boninensis Hayata. 

ヒエンサウ
Delphinium orn:�m Bouche. 

小笠原島

栽樋

bL芯ニ34:よι凶 La叫E
工La似rd也di包za油bala剖ce乱師e 木i温亘副寺科ヰ

アケ ピ 1. [1 本 、 支那
Akeb;a quinala Decne. I 

BerbeI吋aceae 小菜料

ナンテン
Nandina domestica ThllllU 

Magnoliaceae 木蘭税

テガタマノキ i奇心樹
Michelia compressa. Max. 

日 本、南支書1;

琉球、釜湾、日本
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穣 類 性 )1先 | ガJ 斤l 摘要
Character I Uses I Remarks Species 

分布
Distribution 

Anonaceae 蕃競技科

ト ゲパ ン レイシ
Anona muricata L 

A. pCllu5tri5 L. 

商印 l度 小喬木 食料(巣)

小喬木 食料(果)

小喬木 食料f果1

小喬木
食料(巣)薬料
(樹皮、業) I 

喬 オz 香料(花)

榔続笥'~主 薬 来ヰ

南E米軍IJ加

A ギウ二15J山t心梨 | 爾亙米利加、四f.1I皮

A バ ニ;qふjS21 1 四f.ll 1支

cJaLぷJ407aG2 (IAm)Bull . | Ih 4it 賓
Lauraceae 績科

M コ 7wkzu Jaxim | 小笠原島
オホバタプ大葉楠 l 担 調

M. Kusanoi Hayata. I 3主同

テリハコプガシ l 

M. pseudo-kobu.koidz. | 小笠原島

師会ぷ 1ょ42is koidz | 小笠原島
ム エンイ ヌガシ

ナカツ《 シ ロ グモ | 小笠原島
N , gilva Koidz , 

ワウゴ ン タψ モ

ホ Y バシ ログモ i 小笠原島
N , stenophylla Kυidz ， 

スナヅ Jレ
Cassytha 日liform is L , 

グスノキ
Cinnamoml1m CClmphυra Nees. 

マ jレ ノマヤプニッケイ
オチヤノキ

C pseudo-pedunculatum 1-壬ayatCl，

ム ニンイ ヌタ。ス

Machilus Loninensis Koidz 

アポカード
Persea g四tissirna Gaertn. f , 

Hernandíaceae 蓮葉柄科

ハスノノ、キ リ ハマキ リ
Hcrnandia peltata Mei出0 ，

Papaveraceae 嬰粟料

ム ニンキケマン
Corydalis Lrachystyl，瓦 Kυ idz

ケシ
Papaver somniferum L. 

V'lr. glabrum Boiss. 

Cruciferae 十字科

アアラナ 潰奈
Brassica campestris L. 

カ プ主主務
B. campestris L , 

VClr. rapi fera Metz , 

タ寸ナ甘藍
B_ oleracea L 

小笠原島、琉球、 翌昭、日本
醇i支那、 印度、 ベ ンガ/レ

童書章、日本、 支那 喬 木 | 用材、樽店員

I J-FI材、香料
木 I (葉)、泊料

(果)

木 1 m 材

小笠原島 存5

小笠原烏 喬

喬木 | 舟

橋木 1 m

喬木 | 用

材
材
材
材

喬木 ! m

喬木 | 用 材

脅木 1 m 材

熱平静豆米利加1 祷 木 1 :食料(果)

小笠原島、琉球、 三重罪事、熱僻
祷 水

Jfj材、泊料
ま出ブJ (果)

小笠原島 一年草 J布 議

南欧羅巴 一年 草 薬料(巣汁)

支 那 一二年草 食 *'-1 

ヰ員 中直 一二年草 食 来ヰ

欧 洲 一二年草 会 料
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川1. J伏| 効用 | 摘~
I Character I Uses I Remarks 

己記釧(花)

布分類F主

ノ、ナヤ サ イ

Brassica oleracea L 
var. botrylis L 

ヨモチタマナ
B. oleracea L 

var , gemmifera DC. 

ハ グ サイ
B. Pe-tsai Bailey. 

ナグナ ベ ンベングサ
Capsella Bllrsa-pastoris Moench. 

ダ イ コン車~mi
Rhaphanll.s acanthiformis 

.1. Morel 

J、ッカ ダイコン
]ミ sati vus L 

インチンナヅナ

カラグサカe ラシ | 小笠原島、日本
Senebier::t pinnatiJ�a de Candolle. 

Crassulaceae 愛天科

ト ウ ロ ウサウ
セイロ ンベンケイサウ

Bryophyllum calycinum Salisb 

イワ レンゲ 石蓮華
Cotyledon Iwarenge Mak 

ムエンタ イトゴメ
Sedulll boninense Yamamoto. 

Saxifrag'aceae 虎耳主主科

カミ グ ノマ ナ

Hydrangea macrophylJュ DC.

PittüspüIaCeâe 海柄科

ハハジマ ト ベ ラ
l'iltosporllm Beecheyi Tllyama. 

ムニン ト ベ ラ

1'. bicarpelJatum Nakai 
et Tuyama. 

シ ロト ベラ
P. boninense Koidz. 

オホミト ベ ラ
P chichisimense Nakai. 

コ.I-{ ト ベ ラ

P. paγvifoJium Hayala. 

Hamamelidaceae 金繰梅科 1

マ jレノ〈イ スノ キ シマイス
Dis¥ylium lepidotum Nakai 

Platanaceae 篠懸木科

アメリカスズカ ケノキ
PJatanus occidelltalis L. 

Rosaceae 蕃蔽科
ピ ノ、 t比相

Eriubolげ江 japon山 Lindl .

オランダイチゴ草議
Fragaria chiloensis Duch. 

var. ananassa Hort. 

ヤ マプ キ

Kerria japonica DC. 

市?

料

-<与、

.民

食

| 一二年草

一年草

一二年草

Distribulion 

1長

植

中直

小笠原島、日本

キ直

栽

栽

Species 

料

料

オ泣

植

ヰ比

手先

一年草

| 観賞、薬料
| 一年草 I (葉)

長L観

官
半

ι
&
 

草
一

本

* flJ 皮

オぇ日

北
硫
す

e
A
前
日
b
t

I
T
-
-

て
及
白

に
島
に

島
黄
島

本
硫
策

1i主

材

賞

小 i箆木 ! 被

木 | 叡

用木

小喬木

木

木

4、需木

描
憎
法
喬

i荏

小笠原島

小笠原島、日本

小笠原島

小笠原島

小笠原島

小笠原島

小笠原島

小笠原島

叡賞 (公園
樹、低木)木

I IJ、需木 1 :食料(果〉

| 喬北豆米幸IJ加

11 本 、 支1lI1

主主

木 l 食料(巣)

制
飢

木

草

i窪

中直

本

裁

日
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積
Species 

類

ホ Yノミ?テンノウメ

タチテ ン ノウメ
Osleomeles bbninensis Nakai. 

O. 

シラゲテンノウ メ
ノ、イ テンノウメ

lanala Nakai 

カナメ モ チ
Photinia glabra Thunb. 

シマ カナ メモチ
P. Wrightii Maxim. 

ナシ
Pirus sinensis Lindl 

分

小笠原島

小笠原島

日 ヰt

小笠原島

支那

PrムぷtZ4ムムlJ- ザグラ | 栽 植
P. Juaritﾍlna 

モモ

P. Persica Batsch. 文JJjI

シマシヤ H ンノ《 イ

Dislribulion 

Rhaphiolepis integerrima Hook. I /J、笠原島 、 琉王者 、 選湾
& Arn 

Rよie11;iLifJ | 高 加 索

RよfZJ;よよ足。Zzゴ | 小笠原島

R チチおJi zza叫 | 小笠原島

R シマ長ぷ芯ニ 23dz | 小笠原島
イ テ ウトウ キイ チゴ I 

R."' / ;aCifi~lS' Nal~at 小笠原島

ノ、チジヤウイチゴ l 

R ' ribi~oid~s ~1;tsum I 日本

Leguminosae 葺科

Acacia acuminata. 

ア ラピアゴムモドキ
A. arabica Willd 

サウシジユ 相忠樹
A. confusa Merr. 

A. decurrens 、.Villd.

キン ガアグワン 苅盛花
A. Farnes i白la Willd. 

A. mdanoxylon R. Br. 

A. mollissima. 

A. pycnantha Benlh. 

ア り ア カ シ ャr
A. sphaerocephala. 

A. Villosa Pers. 

Adenanlhera intermedia Merr. 

r~t 洲

illI弗幸IJ加

~湾、熱干存地方

日必 抄H

熱平静及殴僻地)i

泌納{

E長 f州

主~ ~州

メキシ コ

第 三 十六披

也到効 U出 lH也!!!?i;:

�tli 木 | 五月材、 観

小池木 叡 :民

I慈 木 '/U J..l 

小 橋木 事見 賞

存号 オミ 食料 (果)

小橋木 | 観 々1マ，

iニム

逃 木 | 食料(巣)

1征n氏ゅ 木 J皐H寧材料、 観(松賞I 
皮)

翠'1i 木 在日 主主

小海木 叡 L時Z孔,. 

小法木 観 主主

小 i接木 観 民

小池木 | 叡 'j;ド~

小 j抱木

喬 ォ、ー 用料材(樹、皮単)寧

小喬木 I ~~材、アラ
ピヤ護談料

存5 木 |用材、 問
皐寧料

喬 木 | 認材、 時

�1Jf 木 |観賞ー 汁、香諮料諜(花料、

喬 木 | 寧m薪料材(樹、皮単) 

脅 木 | 用材、 ， 1器等主
市ヰ

需
料(樹

喬 木観賞

主i!k 1把

北硫硫黄島及砕j
黄島 l 二 自 生

す

尖烏 l こ白生す

尖烏 l 二自生寸:

北硫硫黄島及砕j
黄島 i こ白生

す
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Albizzia acle Merr 

モノレツカヰ、ム

A , falcata Backer , 

ピノレマネム

A.工.ebbek Benlh , 

タイワンネム
A , procera Benlh , 

類
Distribulion 

熱帯豆細豆、豆弗利加

窒 罪雪

緋合歎
A目 scarlet.

4ナンキンマメ 落花生 1 
Arachis hypopea L | 南豆米軍IJ加

ノ守ナ Y シンクワ
Bau11HIla aIba hell-et I-Iam | 栽槌
ハ カ マカヅ、ラ

B. japonica Max. 

B 

B. 

malabarica Roxb. 

vaTlegata L 

シロップ
Caesalpinia Bonducella Flem 

C. ワウゴテフ 金鳳花
pulche r口ma Sw. 

スノ、ウ

C. Sappan L. 

ジヤケイツノミラ
C. sepiaria Roxb 

ナタマメ

Canava�ia ensiformis DC 

ハマナタマメ
C. Iineata DC 

センナ

Cassia angustifolia VahJ. 

チチジマセンナ
C. boninensis Nakai. 

ナンノミンサイカ チ
C FistuJa L. 

タガヤサ ン 餓刀木
C siamea La111 

C glandis L. 

C. hirsula. 

C javanica L. 

C. Leschenaulliana. DC. 

C mimosai�s L. 

グサセンナ
Cυccidcnlalis J. 

C. patellaris. 

琉球、日本

印 度

|性…用 | 摘要Character I Uscs ・ Remarks

祷木 1 m

喬木

イ准木 | 観

受性i笹木 I ~鋭

濯木 | 奴

濯木 | 叡

自主原島、琉球、劇、熱情 | 受性i誕木 | 議

西f.IJ 度 I ì窪木 I !鍛

f.O度、馬主*

印 度

熱借地方

?窪木 I ~会 e 料

益性濯木 I ~在イ起 用

益性 ! :食料(果)
一年 草

主弗利加、熱併5[納豆

暴言認号、琉球、 歪旬、 同 | 踏革本 | 飼

小笠原島

熱帯豆細E

l 熱帯E絢毘

| 熱帯豆米利加

帥
市

制
熱
出
師
汎

雨
、

刊H
L
Hμ
 

闘
度
利

錫

印

米亙

峰
山
本
州
市

瓜
日
執
山

需 木 l 鶴IF

キ品 肥

材

落3ZE需木 l 用 材

i荏木 ! 被

制
僻
仙
紙
仙
紙
出
県

水
草
草

橋
年
年

小
一
一

賞

賞
賞
賞
料

.

賞

唱
も1

咽
池1
V
3
4

、

車
小
・
立
今
月

E
P

主主

総』巴

設

肥
肥

料

車品 Ilel 
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• Species 

C. reuigera. 

ホ Y ノミハ 7"サウ

C. Sophora L. 

コノf ノセンナ
C. sulfurea DC. 

エピスグサ
C. Tora L. 

Centrosema Buleesama 

C. Plumiera. 

イ ナ ゴ マ メ
Cerユtonia siliqua L. 

Crotalaria anogyroides. 

C, usaralnoeSlS 

シス Y ノ キ
Dalbergia Sisso Roxb. 

デリス ト ノミ
Derris eJliptica Benth , 

す\l!ì 分 布 | 性 )1犬 | 効用 | 摘!}f:
Distribution に haracler I Uses I Remarks 

~~主 肥

望事章、熱帯~li細EE 型巡木 議運 キヰ

熱情E納豆 益性i謹木 事見 賞

熱帯豆米軍IJ加、 t凡警告併 一 年草 単語料、絡肥

南部(欧羅巴 小喬木

北町J 1受 | 祷木 1 m

印度、 .\t*、ニユ F ギ=ヤ 、
ピス マ ー グ 1洋島

Dふ4LJ均irpU311DC | 熱帯亜細

Dムstabi;12 ご | 熱帯車車問、問手IJ加
シーカ ンノぜ

D. Sp , 

己メ H

Du~hari~ viUos/Mak. I 小笠原島、五五湾、日本

ErAム;tiJnぷ515 川an1:1小笠原島
ナンヤウハ リ ギザ | 印度、 交的t支J}jl、将来、よtq，jJ:

E fusca Lour. 1. :賓群島

サイカチ
Gleditschia horrida Max 日 斗♀

GIF41みiJ持ax. 日本、 支那、印皮

iIJJ42ntaLP山
1 ndigofera arecla. 

タ ヌ キコ マツ ナギ
1, hirsllta T '. 

ナ ンノ《 ンコ マ ツナギ
1. sulfrulicosa MiJl. 

琉球、 室湾

熱帯豆米軍IJ加、汎熱帯

シ ロ ョナ シロ マ メ 1 l:r: ..... J. .. 
i 将来Intsia bijuga (Colebr) O. Kuntze. I .¥"J ~ 

LeZょ334よみぷ合歎 l 熱併謹一米軍IJj) 1I
ウマゴヤ シ ぽ稽

Medicago denticulata Willd , 

コメツプ、 ウマゴ.ヤシ

M. lupulina L. 

小笠原島、世界

小笠原島、欧i川

箆性i'i草木 | 楽料(桜)

一正|主主主

~ 性 1 :食料(巣)
一 年 草

競技草 | 食料(塊枝)

益性草木

落葉喬木

苦喜楽祷水

事存薬:需木

橋 水 1 m材、 染料

潜水 | 級

革本 | 絡

小 j僅水 I *:t< 

祷 木 | 観賞

者集

;~:k 

肥

H巴

�1li. 木 | 小丹l 材

主主

総

胤
肥
材

一 年生 | 伺
伏臥早

一 年生 ! 倒
伏臥草

肥

肥

肥

料

料
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干亙 類 メ:lì、、 布
Species Di.tribution Charac(er Uses I Remarks 

MeliJo(us indica AUioni En 度 一 年生 飼 料

ヤ ハズサウ 難眼yf-
小笠原島 、 選湾、 1:1 本 草 本 R司 料MicruJespedeza striata Makino. 

ア ヂ 琉球、 日本MiJJetia floribunda lvlatsum 際 本 観 主主

ドグ フジ 魚藤
蓋 事聖 R祭 本 楽 料(根)M taiwaniana 1王ayata

ヰ、 ム リ グサオ ジ キサウ 差草
プ ラ ジ Jレ 草 本 書見 主主Mimo担 pudica L. 

M ln¥'lsa 草 本 主f.'({ IJ1l 

Mucuna pruriens (L.) DC. 比律賀、 モ Jレ ツ カ 草 本 をf:k IJ1l 

ムエン モ ダマ ミ ドリ モ fJ' マ
小笠原島 主主性i挺木 級月巴、伺料1¥1 Toyoshimae Nakai 

ト ルー メjレサム

Mykrouxth ylon tolInferum Humb.et 熱平存箆米利加 需 木 m材、香料

ベ エ マ メノ キ
童 世苦 喬 木 丹l 材

Ormosia formosana Kaoehira. 

イ ンゲン マ メ 楽豆 f.IJ 度 一年草 食料(巣)PhaseoJus vuJg.Tﾏs L. 

エ ン ド ウ m碗L豆 直剥I ~
主 性 食料(巣)Pisum sativu 一 年 尊

キ ン キ ジュ u金lc色e Btte f メ キ シ コ 祷 木
用材、 単寧

Pithecolobium dulce Benth. 料(樹皮 )

アメ りカ ネ ム 熱帯亙米利加 iUぷd オ三 用 材
P. saman Benth. 

ホウワウポク Bo鳳Ije r思.木 マ ダガス カ jレ 、 熱4守~9tí軍IJ加 喬 木
観賞、行道

Poinciana regia 樹

グ ロ 言1 ナ 流馬王求、室北湾濠、 南支那、 印度 、 観賞 、 重話料
Pongamia gJabra Veut 来、 側、 ポリ ヰ、 シ ア

喬 木 (積ニf )

インドシ タ ン s紫、v組Nil 
Pterocarpus indicus Willd. 印皮、比律3室 、 馬* T寄 オぇ 用 材

ヒメ ノ アヅ キ
小笠原島 、 琉球、 室善事 益 性

Rhynchosia minima DC. 一 年草

l ゲナ シ エ セア カ シヤ 北豆米利加 喬 木Robinia pseudacacia L. 

ツノグサネ ム 閏P1c5r:5 
Sesbania aegyptica 翠湾、印度、 豆弗利加 一 年 草 級 肥

イ y 7 ジ 琉球、肇湾、印度 存主Sophora tomentosa L. 木

タマ リ ン グ ウ
熱帯E弗草IJ加 、 汎熱帯 喬 木

用 材
Tamarinclus indica L. 食料(果)

Tephrosi且 c:lOdida Zoυd 濯 木 当& 肥

T noctl日ora Bojer. i奮 木 許証t 肥

ナ ンメ ン グサ フチ
釜 詩型 草 3伝 キ品 肥

T purpurea Pers. 

T taxicarﾍJ. Pers. 南 米 小 滋木
殺虫剤(枚
及繋)

T Vestida Vog. I謹 木 主義 月E
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干武 耳目 | 性引用 |Characler 1 U日5 1 Species 
摘!J:::
Ren1arks 

T V iJlosa Pcrs 

r. vogcli. 

Y ラマ メ 主主豆
Vicia Faba L 

ノ、マアヅキ ノ、マザーザーグ
Vigoa lutea A. Gray. 

Oxalidaceae 酢捷草寺ヰ

ゴレンシ羊桃
Ave口hoa CaramboJa L. 

カタバミ 酢柴草
OxaJis coroiculata L.. 

シ マ カタパ
O. corniculala L 

var. trichocaulon Knulh. 

ムラサキカタバミ
O. violacea L 

類 分
Dislribution 

豆細豆、豆弗利加

小笠原島、琉球、妥時

法木 | 絡

,1 iだ木 | 級胞

主主 性 |
一年草 | 食料(果)

良性革本

議
問
捌
刊

、ハ
2

種

岡
市、ハ
の

れ
岡
市
熱

射
相
味

水
草
背
中年年

祷
一
一

本
本

円
同

門
日

、
、
汚
湾

・
局
室
翠

群

、

カ
涼
球

ツ
琉
琉

レ

H

J

、
、
.
明

μ

モ
色
何
色
却
制
判

原
原
米

皮
笠
笠
那
直

印

小
小
支
北

ンテンヂグアテ牛 天竺葵
PeIMgonulln Zonalle willd. | l手m米利加

Tropaeo laceae 金惹花科

ノウゼンハレン 金蓮花
Tropaeolum rnajus L. 

Erythroxy laceae 古将軍4

ヵ ;秘露コカ l 
Er;�hrox;卲o ë~~ -L~' I 1f-îiill米利加

カ瓜唆コ カ
E. novogranat四日 Hier. 1 尚昆米手IJ加

Rutaceae 芸香料

Aegle Mannelos Con 

アッパシ ロ テツ
Boninia crassifolia Nakai 

シロテツ
B. glabra Planch 

オホパ シ ロ テツ
B. grisea Planch. 

ライム
Citrus acida 

雨豆米手IJ加

印皮

小笠原島

小笠原島

小笠原島

熱帯地方

オレンヲよ

C. Aurantium Lour. et Auct. 

ナツミカン
C Auraotiul11 Lour. et Auct. I 熱併豆細並

subsp_ sinensis Engl. 

C グ 4JJiふuham. 熱併豆細豆
ザポン文且

C." 'De';un:in'a.Jtour. I 熱帯地方
ォヵ・サノ、ラ オレンデ

C. grandis var. 

マ jレプシユカン 杓徽
C. medica L 

レモン様楼
C. Limonum Hool三.f.

幸長 崎

熱干持E細並

熱帯宇盟主!日並

月巴

賞

一年主主 観 賞

一年事 | 理主読料

i礎 木 楽料(葉)

rilI 木 楽料(紫)

1整 木 食料(果)

小橋木

喬 オ=
用樹材、 防風

小喬木

Yiil 木 及食料芸話料、香(果料) 

喬 木 食料(巣)

� 木 食料(果)

喬 木 食料f果)

小喬木 食料(果}

|…ート喬 木 食 料(巣) 量産地の底況に依 る

riJi: 木 食料(巣)

Yili 木 及食議料料、 香(果料) 
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積

ワンヒ・黄皮
Clauscna Wampi OJiv , 

類 分布
Distri but iJn 再ac主-1 効 Uses m I 札narkF

盗罪事 、 支那

オカ'サ ノ、ラゴシュ
Ev五討、V刊F

Wilson 

ゴシュ
E , rutaecarpa Benth , 

ア カウザンショウ
Fagara boninensis Koidz 目

オホノマゲツ キ ツ 月橘
Murraya Koenigii Spr , 

ヒレザンシ ョウ
ZanthoxyJum Arnottianllm Maxim 

Simarubaceae 苦木科

シンジ ユ
AiJanthus altissima Swingle , 

Meliaceae 棟科

1，キハ センタ守ン

Melia Azedarach L 

センダン
M , japonica G Don 

マ ホカRエー 桃心、木
Swietenia Mahogani L 

チ ャ ンチン
Toona sinensis Rucrn , 

Euphorbiaceae 大戟科

へ リトリ ア カリフハ
Acalypha marginata Spr , 

ア カヒモ ア カリ フノ、
A. sanderiana Br 

ア カリフハ
A tricolor 

シナアプ、ラギリ

八lellriti s Fordii H emsl, 

支 那

小笠原島

手?LT帯直納豆、 様洲、*"1 濯

小笠原島

馬来、支那

主義FE議球、窒湾、峨 | 喬

琉球、日 本

西1'[11変諸島、南フロリ グ

支那

f.IJ 度

~ - -v ご二ニエ ー・ ...~ー ，

7 ヰー ジ島

支那

A ググイ 13ucJE子(L ， ) 川1，1 同信制服 | 祷
アカギ カタン | 琉球、選湾、印度、馬来、， 11: I 喬

Bischofia javan i田 Rlume ， I ~芋資 、 ホ・ リネ シ ア 、 ピ jレ て

セ キ モンノ キ
CI::lOxylon centenarium 1ζoidz ， 

グ ロト ン へンヨウ，t，. グ

Ccdiaellll1 variegatllm Bl 

セイシポグ 青紫木
Croton argyratus Bl 

Dalechampia RoezJiana , 

シ ヤ ウグヤ ウ サウ
Ellphorb;a het疋rophyJb L , 

テ リ ハユシ キサウ
E. hirta L , 

var , glaberrima Koidz , 

キリ ングワグ フ グ ロ ギ
E. neriifol ia L 

ジマニシキサウ
E pilllrifera L , 

小笠原島

熱帯盗品目5l

印 皮

メキシコ

熱帯琵米利加

小笠原島

印 度

小笠原島、童書号、 汎熱帯

小喬木 | 食料(果)

社、祷木 I ~E 料(果)

干名 繋 i| 楽料(果)
小橋木 |

再 ム |用材、香料、
両 市 i襲料(果、 葉)

濯

行道樹、庭
落葉喬木 | 園樹

需
荒
川
橋

木 l 用材、枚薬j科
(果、

木 用 材

木 用 材

木 月1 材

木 事見 賞

木 観 賞

木 草月 賞

木 泊料γ巣)

木 薬食料料 、 泊料
(果)

木 1 建用築材 、 工務

�VK 

�6 

�fl 

需

小喬木

�1li 時且 I ~司書積基 Jt:1 t! L て
:Et 領 Z 多 L

習E 木 観 賞

小溌木 怠q 主主

一年草 貌 !道

一年草

7益 木
観賞、薬料
(樹液)

一 年草
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flli 
Species 

類 布 | 性 J伏効山川 Uses 用 | 摘 要
Remarks 

シヤウジヤウポグ 猿々木
E pulcherrima Willd. 

シロ バ ナシヤウジヤウポグ
E. pulcherrima WilJd 

var albida 

ハナ キ?ン
E. splendens Bojer. 

イリオモテ=シキサウ
E‘ thymifolia L 

ミドリサンゴ青サンゴ
E. Tirucalli L 

ノマラゴムノ キ
Hevea brasiliensis Muell. Arg. 

ナンヤウアプラギり
トー ノ《 トー ノミ

J atropha Curcas L. 

ウラジ ロ ア カメカe シノ、

Mallotus cochinchinensis Lour 

マエホッ ト ゴ、ムノキ

Manihot Glaziovii Muell. A rg. 

M dichoto01:J.. 

M Piauhyensis. 

y、

Jリ

Dislribution 

メ キ シ コ

栽中ìli

マグヵ・スカ jレ

小笠原島、童書号、熱帯地方

印度 、

7. ラジ jレ

熱帯琵米利加

童書事、支ì}jl 、馬来、 Ell1支

帝'î 5I米軍IJ加

前琵米利力H

I平m米軍IJ加

タピオカ l 

M util日in:~ pohl. I Wi 5I米軍IJ加

Phおよ;:ぶふiよa B吋 | 南洋諸島
p 付。サノ、 1ニiL24fJ山i. I 小笠原島

PrιnJiLi;LgJima ko地 | 小笠原島

R4口LATL | 熱帯地方
Buxaceae 賞揚軍司

BuL乙:ιζ FLZ ぷよツゲ | 琉球、 翠湾、日本
リウキウツゲ

B sempervirens L 琉球
var. liukiuensis Mak. 

Anacardiaceae 漆樹科

マンゴウ核果
Mangifera indica L 

ノ、ゼノキ ノ、ゼ ウル シ

Rhus succedanea L 

Aquifoliacpae 冬膏刻

ムニンモチノキ

Ilex Beecheyi Nakai 

オホ ノミ ムエンイヌツグ
1 bonincola Mak 

ナカツミムエンイヌツゲ
1 bonincola Mak 

var. angustifolia Nakai 

マメイヌツケ骨

1 crenata Thunb 

1'11 1麦 、 15来

琉球、 翠旬、日本

小笠原烏

小笠原島

小笠原島

木

rtli 木 被 2主

�1li 木 理E 賞

小裕木 在日 賞

一年草

rt~ 木 有毒(樹液)

存E 木議樹談液 料
(lìtt~) 

認E
木議料、 泊料

(果)

祷 木

喬 ム小 議液談)料(樹

詩聖 木 l 議談料(樹
液)

rt1f 木 | 液議議) 料 (樹

rtJi 木 | 撃ヤ料(根

瀧 賞

一年草

祷 木

習E 木
築料、泊料 品摂主7帯積なt~地一書る方年もし温に生帯て主は木方本に
(果). 室な温 呂、

小橋木 用 材

選 木 用材、観賞

食((果葉料)) 及葵料喬 木 、染料

事存 業
小喬木

幸ミ 木

�fi 木 4授 賞

rtf, 木 観 賞 ，

�1f; 木 犠 主主
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ム二ンイヌツケや

J: Matanoana Mak 

シマモチ

1. Mertensii Max. 

マテチヤ
1. p::tragl1ensis A. et a ,] 

アツノミモチノキ
1. percoriacea Tuyama 

Celastraceae 衛矛科

ツ jレウ メモドキ
Celastrus articulatus Thl1nb 

ムエンマサキ グ ロ グチ
El10nymus boninensis Koidz. 

マユミ

E‘lIamiltoniana Wall 

グロ ト チフ コグテンギ
E. Tanakai Max 

Aceraceae 械樹科
ウリカへデ、

Acer crataegifoli11l11 S. et Z. 

Sapindaceae 無害、樹科

類 布
n
 

o
 

u
 

'D
 

D
 

分

i樫木 | 観

喬 i 木

i桂木 | 楽料(葉)

I荏木

主主性ì'tff木

潅木

小脅木

小祷木

喬木 | 観

ulLLZつ42a f マアワプキ 1 252: 野ネ拐、比律 | 港
レイジ努枝

Nephelil1m I.itchi Camb 

リュウカマン 龍H艮
N. Longana Lam. 

ムニンムグ ロ ジ 事正恵子
SapindllS boninensis Tuyama 

Balsaminaceae 鳳仙花料

ホウセングワ
Tmpatiens Balsamina L. 

Rhamnaceae 鼠李科

ヤヘヤマハマナツメ

Coll1brina asiatica Brong. 

Vitaceae 葡萄科

Cissl1s discoJor. 

小笠原島

小笠原島

ノマラカイ

小笠原島

琉王者、 日 木、 支那

小笠原島

盗品IU~

琉球、 :墓湾、日本

日 本

支那

支那、 馬予~

小笠原島

印度

木 | 観

喬
喬
祷

木 | 食料(巣)

食料及襲料
木 I (果)、用材

木 | 用材、洗濯
料(果皮)

一年主主 | 観

主義喜子h葉九炉、 ~p皮 | 准 木

瓜睦、 ベンカワレ

ヤプカラシ 鳥蕨篠
c.japonica WInd- |日本

ド ウ 葡萄
ViMvinifemL | EE弗利加

Elaeocarpaceae 臆八樹科

El二ocarpus pacふrpa Ko出 | 小笠原島

E シマヘι!iJふ。lia II et A I 小笠原島
セイロンオ 9 -7守

E serratus L 

Tiliaceae 回稿料

ウオ トリ ギ
Grewﾏ:1 ParviAora Runge. 

錫 1剣

霊湾

主主 翠 | 観

受性草木

~ 斐 | 食料(果)

喬 木 | 用材、 H旨消
料(果)

喬 木 用料材、脂泊
(果)

中需木 食料(果)

祷 木

賞

賞

賞

賞'

硫
白

は
み

て
の

島
島
す

本
黄
生

賞
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主者 類

第三十六日E

Species 

y、

J 布
Distriblllﾍon 

ケ コ ンペイトウグル
Triumfetta procl1mbens Forst , 

カヂバラセンサウ ワタグサ
T. rhomboidea Jacq 

コンペイ ト ウプノレ
T sl1bpalmata Soland , 

Malvaceae 錦葵科

オグラ 食用ネリ
Abelmoschus escl�ntl1S Mey , 

トロロ アフ ヒ
A , Manihot Medic , 

タカサゴイチピ シマイチビ
Abl1tilon indicum G Don 

マルミノハマポウ

Hibiscus boninensis Nakai 

テリノ、ノ、マポウ イチピ
H , glaber Matsum , 

7 ヨウ 木英毛主
I-I, 1l111tabilis L , 

イオウトウフヨウ
1-1, pacif�us Nakai , 

7' ツサウグ扶桑花
I-I rosa-sinensis L , ' 

小笠原島、琉球

小笠原島、流域、鵬、日本 | 小糠木 | 部ft料(撃 | 同 上

小笠原島、深洲

熱帯亙利1 52:

日本、文j}jl

小笠原島、琉球、釜罪守、 南E
米軍IJ 力日

小笠原島

小笠原島

熱申静E斜1 52:

小笠原島

熱帯地方

JT 
段咲扶桑花
rosa-sineE351S I , var [ 熱帯地方

ローゼリサウ
H sabdari-ffa L 

フウ?ンプツサウゲ
風鈴扶桑花

schizopetalus IIo瑢 f II. 

ムグゲ
IT , syriaclls L 

ヤマアサ カイカ‘ ンイチピ
II. tiliacel1s L 

イテウトウイ チ ピ

印皮

1m~1}幸1)加

豆諸01 1m 

小笠原島、琉球、翠博、Fl本
熱帯地方

| 性Charact匂er I Uses I Remarl司

| 川丈島こて(:t:wlt
受性草本 I黄島このみ白

生す

蔓性草本 i司 上

防
波
皮
樹
樹

臼

樹
樹
(
(

唱
もT

，
l
、
，
t
、

温
色T

唱
もτ

i

料
料
佐
倒

広
忠
山
&
必
卵
、，
J
O

席
、
ノ

食
品
繊
皮
綴
皮

糊
繊

草
木
木
木

年
濯
需

一
穂
毘
小

喬
抽
他
端
惟
附
惜

材
維
)
賞
賞

繊
皮

、
樹

賞
(

用
制
帆
料
般
観

木
木
木
木

糠木|観 必u‘
良

一年草 食料(苓)

i穫 木槻 賞

�1ﾆ 賞

小喬木 |鰯?計量;

小喬木 | 繊維料(樹
皮)IT hccJょ…ポ ウ | 小笠原島

var , hetei'ophylla Nakai 

MJLJ。ふんよ L 欧緑巴 | 草 木 | 槻

Mよ;よごふ?spiヰ
バルサコ lレグノキ

Ochroma Lagopus Swartz , 

:t./'ノf キンゴ「ジグワ
Sida acuta Bl1nnan 

キンゴジグワ
S. rhombifolia L 

Bombacaceae 木事事科

熱帯中背rl52:米軍IJ加

小笠原烏、翠湾、陵地

賞

料

喬
柿
惜

高等自号、畑、 割、日本 | 法 木 | 館側(樹

cムロぷムパよ)lzaZ11 キ | 熱帯地方
Sterculiaceae 精桐科

sよ;ifZJ21 | 印度、 プソレ

需木 | 綿花(巣)

祷木 I ~挺 料(果)
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手車 類
Species 

アテギ リ 梧ni r.桐01 Sterculia plat:wifoliCl L 

コ 士2 ア

TheobromCl CClCClO L 

Camelliaceae 山茶科

ム τ ン ヒサカキ
Ellヴa boninensis Koidz 

ヒ メ ツノぜ キ ロースウード
Schima MertensiClna Koidz 

ノコギリヒメツバキ
S MertensiClna Koidz 

f. denliferCl TllyClmCl. 

チ ヤ
Thea chinensis Sims. 

ツ ノ、ミ キ
T japonica Nois 

Guttiferae 金繰桃科

テリノ、ポ グ タマナ
Calophyllllm Inophyllum L 

マ ン コ。 スチン

GarciniCl l11ClngostClna L 

7 グ ギ
G spicata Hook. f 

Bixaceae 椅科

アケ ノ キ ベ エノキ
BixCl nrellanCl L 

Violaceae 重薬科

ア ツ ノξ スミレ

Viola boninensis Nakai. 

Stachyuraceae 舷節花科

ナカ苧 ノ《 キフチr

Slachyurus mctcroca rpュ Koidz 目

Pa~sifloraceae 函蕃蓬科

トケイサウ ule西a 蕃主主
PassiflorCl coeruleCl L 

グ ダ、モ ノ ト ケイサウ

パッシヨ ン

P edlllis Slm 

オホ ナ ガミ グ 夕、 モノ ト ケイ

P. qlladrangularis L 

• Caricaceae 蕃瓜樹科

パ パ ヤ 木瓜
Carica PClpap L 

カ シ ノ、 バパパヤ

C. quercifoliCl Benth. et H∞k. 

B egoniaceae 秋海裳科

Begonia Clrgyrost�gma Fisch. 

B Gloire de Lorr.aine 

B heracleifolia Cham. & 
Schlecht 

分布
Distribution 

肇湾、日本、支那

南5:I米罪IJ加

小笠原島

小笠原烏

小笠原島

~1I 度

琉王者、 日 本

小笠原島、 妻湾、支那、比律安
馬予IE 、 ミグ ロ ヰ、 シァ、汎熱帯

a馬 ?t~ 

新t 球

熱得i 5í:米軍IJ加

小笠原島 、 日 本

小笠原島

プラジ lレ

南豆米軍IJ加

南亙米軍IJb日

熱帯地方

熱帯地方

プラジ Jレ

栽 中直

メキ シ コ

l 性…用 i 摘要Character I Uses Remarks 

喬 木
観賞、 繊維
料(樹皮)

小 橋 木 飲料(果)

浬E オt

祷 木
用材、単寧料!
(樹皮)、観賞

喬 木 矢島にある もの仁 L
て ヒメ ツバキの一史
型伝 り

I僅 木 必ヒ 料

喬 木 ilU 料(果)

祷 オt
月;材， 町阻樹， 奇書科;

(;?呆EJ，，樹E脂語科}aZE抽科

小喬木 食料(果)

用材、防風樹
喬 オz 染料(樹皮)

濯 木
柴料及薬料
(積子)

主主 オ三 観 賞

浬E 木

緩続蕊 観 賞

部俊草 食料(果)

越綾草 食料(果)

小喬木
食料料(巣1 、 楽l
(未熟射し|

液 )

ìtli オt 薬滋料) (果の乳

宿イ是主主 在日 主主

宿ヰ且主事 観 賞

宿根草 種目 賞
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i主淑

:I,tí 
Distribution 

ヒ マラヤ

分類

B. maCl1lata Raddi 

オホノミベコニ T

B Rex Pl1tz. 

シ ロ ノミ ナ ベコ=ア
B. sempe l 日O rens Link. & 

Otto. 

Species 
fﾆ 

孟正プラジ Jレ

宿 桜草 ; 叡

宿桜草 | 淑
Wettsteinii 

Cactaceae 仙人掌科

ア=ジツ村:
Cereus Anisitsii \iνeb. 

Y ノラ 柱
C. Sonorensis Runge 

ネ果 玉
Echinocactl1s denudatus Lk. et 

Otto 

lを 肉 玉
E. gibbosus P. DC 

多花=K
E. multiflorus :H∞lに

アイリエ ー ス 干毎月磨
Echinopsis Eyr ie日 i Zl1CC 

有車1 1パイレスキア
Pereskia aculeata Mill 

事I~ 花果関 扇
Opun t ia 日cus barbaricユ Berge l

刺都圏鼠
O. inermis P. DC. 

サポテン 仙回:， ~jt 
0 ・ Tuna MiJl 

ポ ウサボ、テン

Rhipsali5 funalis Salm-Dyck 

Thymelaeaceae 球香科

オカ。サハラカ・ y ピ

Wikstroemia pseudo-retusa Koidz. 

Elaeagnaceae 胡蒸子科

すがサノ、ラグミ

マ lレノミナハシ ロ グ、ミ

Elaeagnus rotundata Nal叫1.

Lythraceae 千届薬科

ハナヤナギ
Cuphea micropeto1a 1-1. B. et K 

サルス ベ I} 百日紅
Lagerstroemia indica L. 

シマサルス ペ リ 九主主
L. sl1bcostata Koehne 

Punicaceae 安石棺科

ザ グ ロ 安石橋
Punicユ Granatl1m L 

Lωythidaceae 主義科

ゴ「ノマンノアジ オー lレ
Barringto1)ia speciosa For<t. 

主主

賞
賞
品
長
賞

川
比
川
良
品
民
営

H

仲
良

賞

賞観

種目

多汁植物 I ~視

多汁植物 | 破

多汁植物 1 1波

多t~;f直物 | 観
多 i汁植物 。 淑

観

被

多汁織物 ， W1

多対・M4Í1l 1 \腕

多汁槌4m

多rl・柿物

多汁柏物

多汁植物

Y コトヲ

メラゲ L

プラジル

アルゼンチン

プラジノレ

間 印 度

52:米軍11加

プラジノレ

メ キ シコ

socotrana TIook. B 

B
 

I}!r. 

-"'l 

繊維料(樹 |
皮) I 

料(果) I 

在E 蛍

用材、 庭罰
樹

用材、 庭園
樹

食

木

貫性f草木

木

木

I槌

草

喬

南E米利加

メキシコ

支那、 EIJ l支

小笠原島

小笠原島

木喬窒湾、日本、 支那

小橋木 |議?貯長)艶

観賞、 薬料
f 早u小 喬 木

ニIt 52:米矛11加 . 南欧羅巴

熱f作豆細~
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干重 類
Species 

プラジ/レナット

BertholJetia excels江 TL B 

Rhizophoraceae 紅樹科

ベ エガグヒ jレギ
アカノミナヒノレギ

Bruguiera ∞町ugata (L.) Merr. 

オホパヒノレギ
Rhizophora mucronata Lam. 

Combretaceae 伎君子科

Terll1inalia Bellerica 

モモタマナ ジマポウ
T Catappユ L

ミラホ、 ラン

T Chebula Roxb. 

Myrtaceae 桃会纏科

ランプ Y チヂ、 プラシ ノ キ
(allistell1on ll1icrostachyul1l Sut 

Eucalyptus citriodora Hook. f 

E globulllS LabilJ. 

E longifolia Link. 

E robusta Sm 

アカノ〈ナアカテツ

ムニンフトモモ

Ellgenia boninensis Hayata 

ヒメフトモモ jレー ペ lレ

E cleyeraefolia Yatabe 

ブ l モモ ホトウ 蒲桃
E Jall1bos L 

マレ イフトモモ

レンプ花菓子
E javanica L 

サイナム手エリー
E micheli 

アカテツ アテ"グ
E ll1icrophylla Abel 

カ ユプテ
Melaleuca leucadendron L. 

キノ〈ンジヤグロ
Psidium cattleyaoull1 

ノミンジラ ゥ 蕃石惚
P Guユpvユ L.

.."カ ノミンジヤグ ロ

P p::nniferUI11. 

シ ロノミ ンジ ヤ グ ロ

P. pyriferull1 

Melastomacea~野牡丹利

ムニンノオ~' p<ン

Mebstoma tet口merum Hayata. 

分布
Distribution 

南豆米刺加

熱帯豆納豆、豆弗利加、 E豪州
馬来、太平洋諸島

奮世界熱帯

印度、馬来

小笠原島、妻潟、熱帯豆品目.5I

EO 度

{表 討H

深 i'Jtl 

乱ì]'，~司 tチH

E奈 i州

深- 砂ii

小笠原島

小笠原島

豆納豆

望書妻、印度

南.5I米軍IJ加、錫関

小笠原島、琉球、室湾、支那

TF1 来

南.5I米不IJ加

妥母、南豆米軍IJ加

西印度

同印度

小笠原島

| 性状 | 効用[摘姿
Charユcter I Uses Rell1arks 

喬
用材、食料

木 及薬料(果)

E旦寧料(樹
喬 木 皮)

小喬木
E民寧料(樹
皮)

喬 木 芸誌 キヰ

用材、皐寧料
喬 木 (樹皮〉、薬科

食料(果)

喬 木 皐寧料(果)

I荏 オz 観 賞

喬 木
用材、泊料
(葉 j

喬 木
用材、泊料
(葉)

喬 オz
用材、泊料
葉)

喬 木 用(1材、泊料
葉)

喬 木 用材、観賞

�1� 木 観 質

需 木
食料及香料
(果)

小需木 食料(果)

� 木
食料(果)
観賞

喬 木 用 材

喬 木
泊料(葉、
枝)

ì~喜 木 食料(果j

小喬木
食料(果)
重話 料(枝)

小喬木
食料(果)
薬科(校、葉)

選 木
食料(巣)
薬科(枝、皮)

ì~皇 木 在日 賞
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F車 類
Species 

Oenotheraceae 柳葉楽科

フ グシヤ
Fuchsia magellanica Lam 

コノミナノタゴ〉ノイウ

Ludwigia parvif10ra Roxb 

y、、

ノコ
Dis!ributiQn 

f~j52米刺加l

小笠原島、窒憾

第三十六放

布 戸瓦;!?1?と主Character I USf 

詩草 木 | 観 賞

52 法水

L タゴバ九mzzf￡C | 小笠原島、琉球、翌湾、 日 本 1 5!I泌木

Araliaceae 五加科

ノ、ゴロモタラノキ | 大lJ'-洋諸島
Aral ia 日Iycifol ia Chr , 

ノ、ノ、ジマヤツデ、

ムニンヤツデ | ノj、笠原島
Boninofatsia oligocarpella 百aka i ，

チチシマヤツデ‘
オガサノ、ラヤツデ | 小笠原島

B , Wilsonii Nakai. 

Tefa;Ja:ZJまa C , K och , 1 説、支那
U mbelliferae 織形科

アシタメ日 本
Angelica utilis Mal、.

オラングミツノミ セ/レリー I i有欧経巴
Apium graveolens L 目

アヨワン
Carum Ajowan Benth 

アッ パツホ、グ サ
Centella boninensis Nakai , 

コエン ド
C靃ia 口díüm sativü口ì L 

ミツパ野窃葵
Cryptotaenia canadcnsis DC 

var , jap:lDica Mak 

エンジン 胡~Ii\萄
Daucus Carota L , 

東 印 度

小笠原烏

Eil 度

5:l納豆

欧羅巴

マ jレメチ ドメグサ ， 1 小笠原島 、 翠湾、日本
I-1ydroc0tyle sibthurpioides La l11, 

ムニンノ、寸ウド | 小笠原島
Peucedanum boninense Tllyama 

B. Metachlamydeae 合鍵花匡

Ericaceae 石高科

Rふゐム:;JYIJ;ir1悶 Nakai，小笠原島
キリシ マ

R_ obtusllm Planch 

ムニンシヤシャンポ
Vaccinium booinense Nュkai ，

日 本

小笠原島

I荏 木 観 賞

小喬木 観 賞

小喬木 観 賞

�1!. オz 造花原料(住吉)

草木 | 食

一二年草 | 食

料

料

一年草|議料(積子)

~ 性草

一年草 | 祭料(極子)

宿根草 1:食

一二年草 | 食

主主 性革

E宮本

f直木 | 観

i復水 ! 被

百草 木 | 叡

事干

市ヰ

賞

賞

賞

Myrsinaceae 紫金牛科

モグタチ ノミナ
Bladhia Sieboldii Nakai , 

小笠原島 、 琉球、 室湾、日本 | 喬
用材、 楽料及

木 |単寧料(樹皮 )

Embelia officinal is , 

E Ribes Barm 錫関、シンガポー jレ

i雀

j雀

木 | 楽料

木 | 薬科(樹皮
i 葉)
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類宅E 分布
Distribution 

| 性獄 l効用 | 摘要
Character • lJses I Remarks Species 

シマタイミ ンタチノ〈ナ

シプキ | 小笠原島
Rap:lnea l¥1ax�owiczii Koidz 

Primulaceae 模意科

ベ 二 ノミナ Jレリノ、コ ベ

AnagaIl is a rven5 i5 L，小笠原島、熱帯及腹帯地方
var , phoenicea Grenier et Goclron 

コナスビ
Lysimachia jap,mica Thllnb. 

ノ、マオf ツス

L. l1lallritﾎ:lna Lal1l 

オホノ、 マ元f ツ ス

L.. ruLicla Kυiclz 

Plumbagillaceae 磯松科

セイロ Y マツリ
Plumbago zey1anica L , 

イ Y マツ

Stalice arbuscub Ma"im. 

Sapotaceae 赤銭科

サポジラ
Achras sapota L 

オーカ矛ストノキ I ,.,.,. r.r.:' I~ 
CllrySophyHillyIAugustini Naka i . | 小笠原島
すホ ノマグロテッ

Siduomlonboninense Naku | 小笠原島
コノ〈ノグロテツ

S~ clubium Koiclz 

グロテツ アカテツ |ノト笠原島、琉王者、窒湾、支那 1 ""，
S たrrug ineul1l Hook , et Arn. I 比律賓、馬予~ I 町

Ebellaceae 精樹科
カキ

Diospyros Kaki L f 
var. cl伹estica Mak 

マ メカ' キ
D LotllS L 

var. typica Mak 

リウキウコグタン グ ロキ 1 琉王者、印度、，'~*、比律安、
Maba buxi削ia Pers , I 滋洲

Symplocaceae 茨木科

ムニンクロキ
130bua boninensis Nakai , 

ウチタ"シグ ロキ
13. Kawakamij Nakai 

チチジマグロキ
B pergracilis Nakai 

Oleaceae 木庭科

Jaニμ1三221ac スirp グワ | 印 度
グランドマツリグワ

J. Sambac Ait 
var. grancl Duke , 

メ ー ドマツ リ グワ
J. Sambac Ait 

var maicl of 0r1ean5e. 

イヌシロ Yケイ
J. subtriplinerve 131. 

琉王者、室湾、 日本

小笠原鳥、琉王者、室湾、日本

小笠原島

南豆米利力日

小笠原島、琉王者、釜湾、日本

熱帯豆米利加、西 EO度

小笠原島

日本、文書11、印度、ピJレ マ

文 剥
川
町

小笠原島

小笠原烏

小笠原島

室望号、印度、支那

叉z
rrJ 

及
皮

料
樹

築
(、料

材
寧
J

用
車
材

木

一年草

一年草

一年草 種目 賞

- if 草 観 賞

iM 木 意E 賞

?瑳 木 叡 賞

小喬木
食料(呆トチユー
インゲガム原料
(樹滋〉

I荏

南硫黄島 に 白
l 生 ι他の島唄

木 1 1 こはな L
用材、 硬性議

木 |諜料 樹液)

木 |用材、硬性能
談料(樹液)

木 |用材、 硬性議
談料(樹液)

喬

喬

落葉喬木 食料(果)

落~f喬木 食溢料料(果)
(果)

喬 木 用 材

ィ、喬木
向島にのみ白
生す

選 木 | 観 賞 l このみ自生す

1荏 木 観 賞向上

小 i謹木
在(花日賞) 、、 香議料料
(根油)

小法木 | 観(花賞)、香料

小濯木 観 賞

蔓性濯木滋(11:賀)、香料
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積 類 分 布 1 性Charact山er I Uses 用 i 摘Remark要s 

濯 賞

1産 木 ! 叡

小需木 用材、 香料
(花)

i饗 木 | 観 S良U.  

喬 木

主草 本 繊皮維)料 (茎

半重主'段叡 賞
i窪木

牟主主性 | 観 賞
rm 木

喬 オt

i盤 木 食料(果)

選 オt 食料(果)

E長 本

持基 木 I 観(樹賞皮、、灘根皮料) 

f荏 木 | 観 賞

北硫硫黄黄島島及砕f
小喬木 用

白生す

需 木 用 材

認E 木 被 賞

i樫 木 | 観 賞

�'.flf 木 | 観(樹賞液、、議樹皮料) 

蔓性詩草木 観(葉賞) 、重話料

草 オに 現 賞

一年草 観 賞

一年事 観 賞

Species Distribution 

ムエンネズミモチ
LigustrU111 111icranthum. ZUCC. 

ホ Y ノミ ムエンネズミモチ
L. micranthum Zucc 

var. lanccolatum Nakai 

オ v -7. I(i百列布
Olea el1ropaea L 

シマモクセイ
Osmanthus insularis Koidz 

Loganiaceae 馬重量科

コアヂウツギ
Bl1ddleia Lindleyana Fυrt. 

小笠原島

小笠原島

豆納豆

小笠原島

支jJíl

オ jlサ ノ、 ラモ グレイシ ホ・ チギ
Geniostoma glabmm Mat511111. | 小笠原島

Apocynaceae 爽竹桃科

Abroma augasta L. 

〈ンデ/レギ アリアヶカヅラ
Allan~a;da rÌencÍer;o~i É~Ú.' , I =ユーギ=ア

印 皮

A Williamsii 1王ort

ケマ Y ケ イ
Alstonia scholaris Brown 

カ り ツサ
Carissa acuminata DC 

オホバナカリツサ
C. grandi日ora DC 

熱帯豆米利加

琉王妻、 130皮

130 皮

蒋i 阿

ケ 7 チグタウ 爽竹桃
Neril1m odorum Soland. 

シマ夕、、カヅ、ラ ム ベ カヅラ l 

Melodilll1S angusti削iu; il;y;ta. I 釜汚

シ ロ ノ、ナケフチグタウ
N. oleandra Soland 

var. alba. 

ホ Y ノマ ヤロー ド
Ochrosia hexandra Koidz. 

ヤ ロ ー ド
O. :t\akaiar>a }<ζoidz 

熱帯豆納豆

南部欧羅巴

小笠原島

小笠原島

度同Hvrc 
クチフ

T
A
 

ケ
叫

ホ
p
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ケ
-
7
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ウ

ω

ド
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日

ン
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悶
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ィ
山
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刊
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豆
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市

笠
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小
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2
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日
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以
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イ
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ホ
町
テ

m
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一
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チ
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ん

い
明
キ
山
オ
叫
ニ
町

3

1

7

j
 

z

T

U

V

 

シ ロノ、ナニ チェチサウ

V. rosea L. v旦 r . alba. 

Asclepiadaceae 藷摩科

タウワタ 絹毛草
Asclepias curassavica L. 

可業 中直

商印皮
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積
Species 

類 | 分布
Distribution 

シ ロ スズメノオホゴケ
タチウスギスズメノオホゴケ

Cynanchum Grayanum (Maxim , ) I 小笠原島、日本
Iくo idz

サグララン 毛主関
11o)'a carnosa R , Br 

Convolvulaceae 旋花科

印皮 、 瓜佳

lレガホ イウカ. ホ
Calonyction aculeatum (L ,) House , I 熱帯5[米利力日

ロカ・.:1.、 カラグサ 1 
Ev刊olv刊u凶山lu山1> bo叩na問r

サツマイモ 甘言藷審 ! 
lpomaea Batatus Po ir. 熱幣地方
var edulis Mak 

キノイ ナヒ/レ カ、 永

アッバアサ ヵー ホ | 小笠原島 、 愛湾、 汎熱帯
carnosa R Br 

ノアサブf ホ
r, congesta R , Br 

Y コペ= ヒ ル カ.ホ

1 denticulata Choisy , 

L エン ヒ jレ カ‘ホ

ナン カ イヒ/レカ' ホ
r, gracilis R , Br , 

アサカ守 ホ

hede racea J acq , 

モミヂヒ jレカ'ホ
T palmata Forsl仁

グンノイイヒ ノレ カ. ホ

J , pes-carprae Sw. 

ヤラッパ
1, purga Hayne , 

小笠原島 、 室湾

小笠原島、窒湾、 琉球

小笠原島 、 翠湾

非主 椛

i d 開室湾汎桝
小笠原島、琉球、 裏表号、日本
汎熱帯

メキシコ

kiJKl 効J

革本

益準 ! 被 賞

一年草 | 観 賞

草木

受性草本 | 食料(塊根)

益性草木 |

~性草本 |

益性草木 |

益性草木

主主 'M= 
一年主主観 賞

益性草木

益性草木

益性草木 | 誕料(塊根)

239 

| 本島島 にてはrvft
策 lこ白生す

2硫t，-黄島 にては北
l 島 l こ 自生
す

| 本硫島 にては北
賞島に 自生

す

| 本烏ーを巨l こ 白生す

ナンヤウアザ カ矛ホ
Pharbitis iDsula ri, Choisy , 

小笠原島 、 E豪州

| 熱帯平地方

益性草本 | 観 賞す黄島 lこ自生

1レ カウサウ
Quamoclit vulgaris Chois , 

オエヒ Jレ カやホ

Stictocardia campanulala (L,) 
Hause , 

Borraginaceae 紫草科

ノ、 ナイノマ ナ ! 

小笠原島 、 望湾

Bolhriospermum tenellum F et 小笠原島、日本
Mey 

マ jレノマチシャ

Ehretia macrophylla vVall ヒマラヤ 、 支那

一年草 ! 被

益性草木

一年草

喬木

モン ノマノ キ

Toumefortia argentea L , f , fi差喜子主要?点雪iEFi | 小喬木
Verbenaceae 馬鞭主主科

シマムラサキ
Callicarpa glabra Koidz, 小笠原烏 1謹木

C ウラジロlι:Zふ。idz. 小笠原島 ?桂木 I W!

オホバシマムラサキ i 
C. subpubescenes Hook，小笠原島 小喬木

et , Arn , 

賞

賞
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種 耳目 [きぷ瓦FJ3 l ttemJSpecies 

グ ラりンドウ
Clerodeodron Natans vValJ 

タウギリ ヒギリ 級制
C. squamatmn Vahl. 

ゲンベイカヅ、 ラ

ツ ;1〆グラ リ ンドウ
C. Thomsonae Balf 

タイワンレンゲ?ウ

Duranta repens L. 

ランタナ 七鑓化
Lantaoa Camara L. 

シ ロ ノぜ ナランタナ
L. nivea Vent 

ホナカ‘サウ
Stacl> ytarpheta dichotoma Vahl 

チ ー タ 麻薬樹
Tectona grandis L. 

ニンジ:y:ñfグ
Vilex Neguodo L. 

ノ、マ カ。ウ

V. rotundifolia L 

Labiatae 唇形科

類
r、

.J) 

Distribution 

印 度

目 ;本、 支那

巡木 | 税

古車 木 | 観賞、楽料
(葉)

熱t特豆弗利自日 主主性潅木 書E

熱帯豆米軍IJ加 詩聖 オt 観

豆米手IJ加 持主 木 観

来印 l交 i謹 木 製

小笠原島、熱帯地方 小法木

印度、 選羅、 縮旬、広睦 木 I )干j

三五 事守 木

小笠原島、琉球、窒湾、日本 | 益性准木 | 観賞、香料
芸誌料(菜 、果)

シマカコ サウ、ンマf ランサウ | 小笠原島
Ajuga bonir 

ノ、グカ到~1ilf
Menlha arvensis L 

var.. vulgaris Benlh 

M canadensis L 

ヒメ ρ 夕方

M. japonica Makino 

M piperil.a L 

M p，日legium L. 

M rotundi(olia 1王uds

M sy Ivestris L. 

M virides L. 

日 本

主主 オ三 観 賞

主主 本 薬 料

主主 本 築 キヰ

草 本 事誕 米ヰ

主主 本 喜迄 米ヰ

草 本 裂E 料

主主 本 蔀5 料

草 本 奨 キヰ

草 本 芸誌 市ヰ

草 本 楽 料

主手 本 議 キヰ

主主 本 芸誌 米ヰ

草 オ同 観 賞

主主 オ三 苦薬 料

一年草 観 主t

日 本

欧羅巴

巴羅欧
カグ、ノンメ

h
.

カ
リ

L
M

ク

チ
沼

h

uわ
ゆ

a

ダ
・

叫
m
T

w
-
1
 

ン

色

町

一7
r

.

す
.
叩M

 

Nepela Calaria L.欧羅 巴

Origanum vulgare L. I I欽羅巴
チザメンジ Y

Perilla ocimoides L 
var. crispa Benth. 

Pogostemon Patchouli PeIlet. 

ベ ニ バナサ/レピヤ
只alvia cocci nea L 

非主 *tl 

* 印度

南豆米利加

主主

2乏

賞

賞

賞

材
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干草 類 3的

C キダチタιzz二 L 耕地方

cよ:fニニrfそ不 | 商印度
シロハナテウ セ ンアサヵー ホ

受陀薙花 i 熱帯地方
Datura aJba Nees. 

古ラサ 2ニLft センアサガホ | 熱帯地方

Species 

ム=ンタツナミサウ
ScutelJaria Jongituba Koidz. 

Solanaceae 茄科

バンマツリカ
Bruofersia americana L. 

オホノマンマツリ
B caJycina Benth 

タウガラシ蕃淑
'Capsicum :1nnum L 

ムニンノ、 づ首相カホホヅ、キ

'C. boninense Koidz 

分 -I ~J l h川均temarJDistribution 

小笠原島 草 Jjs己 観 賞

1箆 木 観 賞

?産 木 I Wl !賞

熱帯E米手1)加

プララ Jν

T{ij ÈiI米利加 小潅木 | 食料(果、葉)

| 草木小笠原島

l 小法木 l 食料(果、薬)

l f墓

! 草
料
料
香脳

同
一
議

木
本

草本 | 薬 料

nu 

ふ
』

烏
利
原
米
笠
豆
、
・

1

・

q

醇マ
M

ト

1

7

-

n

u

 

氾

U

U

J

H

 

K

ピ
ス
凶

ゴ

n
z

ナ
叩

加
ナ
カ
目

グ
印
ユ
ア

n

e
m
ジ
山

マ

g
ゴ

.
m

川
ン
戸

川

m
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問

L
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ケホホヅキ シマホ示ヅキ
Physalis peruviana L , 

ムニンホホヅ、キ

Solanum boninense Nakai 

ナ ス茄子
S Melongena L. 

ナンコグイヌホ永ヅキ
S sufCruticosum Schousbue 

ジヤカeイモ 瓜睦普
S tuberosum L. 

Scrophulariaceae 玄参科

スズメノタウカ守ラシ

11ysanthes veronicifolia Urb. 

アゼタウカ8 ラシ
Lindernia angust i 日olia Wetts 

ウリグサ
L目 pyx idaJ i a AIl. 

ノ、ナチヤウジ ロセリア
Russelia juncea Zucc. 

ハマグハカ、タ

Verooica Muro,um Max. 

Bignon僘ceae 紫蔵科

ワウゴンノキ
'Catalpa speciosa ¥Varder. 

蝋燭 P木
Parmentier3. ce riferユ Seem

l 小潔木 | 観 賞

i 一 年草 | 食料(果)

能関i日南豆米利加、印度 ! 草 木 | 食

小笠原島 1 IJ、 j笹木

料(果)

熱帯地方 一年草 | 食料(果)

小笠原島 、 日本

室塊守
ゆ
・

砂
市食
徴
税
用

木
木
草
木
本
本
草
木

濯
年
年

小
草
一
草
草
章
一
喬
度
度
，
トL
v
p
v

iv

本
本
本

日
来
日
目

、
F
J川

湾
、
本
閥
均
湾

曹
団一安
日
空
室

、
律
烏
比
鳥
島
コ
島

原

、
原
原

シ
原

鉄
那
笠
笠
キ
笠

小
支
小
小
メ
小

南E米利加

主主

賞

ÈiI米利力目 材

熱帯ÈiI米軍1)加、 パナマ地方

賞

グワエンポグ l 

pzthudm companulataBeauv. | 熱帯毘弗幸1)加

法制
ナン テ ン Yケイ

Tecoma ja,minoides Lind 

観

視

~ 

良



242 林業 試験 報告

H� 類 分
Species Distribution 

Teclllna Stans. 

Pedaliaceae 胡麻科

ゴ マ胡腕l
Sesamum indicum L f.IJ 度

Oro banchaceae 列営科

ムニンギセノレ l 
| 小笠原島Aeginetia boninensis N司kai .

シマウツォf

すカ'サ ノ、ラオエグ | 小笠原島
Plalypholis boninsimae Maxim. 

Acanthaceae 鰐林斜

Eranthemurn atr.:>purpureum llort. 
ホ・ リ ヰ、シア

Eldo radυ 
ホ・ リ ヰ、シア

Saochezia nobilis J王ouk ~ f エグユアドル

Strobilanthes Dyerianus Hook. f. ピ lレ マ

タケタゃカヅ、 ラ ヤ ハズカツ ラ

Thuobergia alata Buj. 熱帯:illI米軍IJ加

ロー レjレカヅラ
T. laurifolia Lindl 印度 、 馬来

布

Myoporaceae 演沈T科
コノ、守ヂンチヤウ

Myoporum tenifolium Furst. f 小笠原島、マリヤ ナ群島

Plan taginaceae 車前科

オホノミ コ

Plantago major L. 
var. asiatica De:ne. 

Rubiaceae 茜草科

ジマギ ヨ グシングワ
Tarenna subsessilis Ohwi. 

Cinchona Hybrida 

キナ
C. Ledgeriana Moen 

アカキナ
C~ succirubra Pavon 

コ ー ヒ ー ノキ 淵1緋樹
Coff'鐶 arabica L 

オ カeサノ、ラグチナ シ
G:lrdenia jasminoides Ell. 

var. boninensis Nakai. 

Hamellia patens J acq 

H spluerocarpa. 

日 本

小笠原島

青島 椛

wi米ポ リピヤ

南米ベlレー

盟弗刺加、豆刺比豆

小笠原島

熱帯豆米軍IJ加

メキシ コ

TIJJLZLL11ゐhwi_ I 小笠原島

H.シ マよム

第三十 点 ~Jl~

| 性引用 | 摘 要Charackr I Uses I Remarks 

ì'tJi木 | 叡 賞

尊 本 1 55、泊料

寄生草木 | 観

寄生草木 | 淑

- ー ・ . --4、 t白木 l 観

小槌木 I ~観

小滋木 I ì級

車本 | 観

益性革 | 観

覧性瀦木 | 観

!U~性滋木

主主

賞

賞

賞

食

主主

賞

賞

革本 | 楽料(菜、果)

泌木 | 観 賞

小喬木 | 薬料(樹皮)

ィ、喬木 | 誕料(樹皮)

小裕木 | 誕料(樹皮)

樫木 | 飲料(果1

泌木 1 : 料(笠

滋木 | 観

滋木 | 観

泌水 I î現

地ー 木 | 在日

".守合
主L

賞

-員

2ミ

小泉町士が菅'( M. 
bnlli ue nse ごせし
Bのなり
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fm 
Species 

サンダングワ

1 xora chinesis Lam , 

ム=ンノ、ナヵーサノキ
Mυrinda boninensis Ohwi 

ヤ〈ヤ可アテキ

M , cilrifulia L 

ノ、ナ カ守サノキ

M. umbel1ala L 

類

ヤイト バ ナ ヘグ Y カヅラ
Paederia chinensis Hance 

オホ ノ、f シラ タマカツラ

Psvchotria boninensis Nakai 
J 

オガサハラポ、チヤウジ
P , homalosperma A , Gr , 

lけ:枝
U ragoga 1 pecacuan ha Bail , 

Caprifolíaceae 忍冬科

分布
Distribl1tion 

支那、 馬来

小笠原島

小笠原島、翠善幸、 支那、上[:1掌
安、 馬Z臣 、 汎熱帯

小笠原鳥、 選湾、 日 本、 支那
比律資、 馬来、ポリネシア

ノj、数原島 、 琉球、 禁事号、 日 本
印度、 支那、 比律賓、馬列E

小笠原島

小笠原烏

., -
プフジノレ

オカeサハラ Y グヅ l 

SambuCus boninensis Nakai | 小笠原島
ト キノ、 カ‘ マズミ

ム=ンハグサンポグ | 小笠原島
Viburnum boninsimense Koidz 

Cucurbitaceae 胡貰科

Bふよよ11ぷRThunb)C叩 | 支那、印度
コロ ジント

Citrullus Colocynl his Sch rad , 

スヰグワ 西瓜
C v111garis ~ch rad 

マグハウ リ 部瓜
Cucumis Melo L 

ツケウ リ 越瓜
C 1¥1elo L 

var Conomon Makino 

キウリ 胡瓜
C. sativus L 

f. IJ 皮

熱帯豆弗手IJ 力n

印度、コユーギニア

寺島 植

印 皮

CU2415210SE5h Duch | 荷車納豆
ユウカe ホ

Lagenaria leucantha (Ducb ， ) 熱帯地方
R l1shy , 

フ グベ
L. vulgaτis Se r 奮熱帯

var , depressa Ser , 

八ウタン

L , vl1lgalis Ser , 

var 目 Gourda (Ser,) 1-lorl 

〈 チマ 総瓜
Lu斤à cylindrica (L,) Roem 

ツルレイシ 主主瓜
Momordica Charantia L , 

ノ、ヤトウリ

Sechium ed111e Sw , 

ム ニ ンカラ ス ウリ
Trichosanthes boninensis Nakai , 

蓄 熱帯

f.IJ 度

東 印 度

商 印 度

小笠原島

I-~性ha raでI状er | 効 Uses 用 | 摘Remark要s 

、滋 オz 現 賞

翠!'r生I荏木

小喬木 染料(枝皮)

受性i礎木

主主 性草

蔓性ì1Ji木

喬 木 E皮a寧)料 (樹

小漉木 重話 料(枝)

一 年主主

i護 木

~性
一年草 食料(果)

;H生草 重軽 料(果)

蔓快 食(巣料) 、 薬科
一年草

一年草食料(果)

蔓性 |一年草 食料(果)

~性食料(果)
一 年草

;1!性草 築食 料f果)
料(積子)

益性 食料料、 工務
一年主主

主主 件 工雲華料
一年草

益 性
一年草

受 性
一 年主主

益性
一年草

受性葺

~l~ 続三事

工雲華料

食料、繊維
(果1

食料(果)

食 料(果)

ノ、 ナガサノキ

のー鎚型
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本 i

木 [ 砂

木 | 砂

一年草 i 楽

二年宣 |食料(枝\楽料
:(根、騒子 、 葉)

水 | 星話料(花頭)

本 | 食料、 支料
(奨)

宿枝草 | 食

Campanulaceae 桔樋科

オ ホ ノ、マ キ ケ 7

Lobelia boninensis Koidz 

ナン カイヒナギキヤ ウ
1ヘIユhlenùergia gracilis A. DC 

var capillaris A. DC. 

Goodeniaceae 宣海桐科

タサ ト ベラ
Scaevola r rutescens Krause 

テ リ バグサ ト ベラ
S frutescens }ζrause . 

Vユr glabra Masamune. 

Compositae 菊科

グワタ カウァーザミ
Ageratum conyzoides L 

ゴメウ午努
Arctﾎum Lappa L. 

類

小笠原島

小笠原島 、 世界陵地

賞 i
1 ， 1、51(原品にて li~t.茸

1Jt品止南疏首畠に自
主写

[瓦日用 | 摘要
Character . Uses Remarks 

用防

制
倒

木

草

ì!自

�1Ii 

3術

小笠原鳥、琉王者、 童書号、 よヒ律
安、 支那、馬òj， 、 ポリヰ、シア

汎熱併

小笠原島、琉球、 望書号、 熱僻
地方

Distribution 
分

Species 
干草

用

料(葉)

防1態

小笠原島、 翠告書、汎熱4符

A.rtenlisia lnaritin1a L. 

ヨモギ 文
A 目 nipponica Nakai. 

イン ドヨメナ
Aster indicus L 

センダングサ
Bidens �pinnata L. 

シ ロ バナノ セ ニr ダン グサ
B pilosa L 

キグ
Chry�anthemum morifolium Ram. 

オカ守サハラアザ ミ
Cirsium boninense Koidz 

トョ シマアザミ
C Toyoshimae Koidz 

ユズリハ ワ ダ、ン

Crepidiastrum ameristophyllum 
Nakai 

コへラナレシ
C. grandicollum Nakai 

ムニンワ夕、、ン

C lanceolatl1m Nakai 
var , platyphyllul11 Nakai. 

ヘラヅ レ ン

C. linguaefolium Nakai 

寸ニ !J. ピ ラコ

Crepis japonicユ Benth.

モグ ピヤ グ カウ
Crossostephium chinense Makino. 

Dふふよ12JcrL仙lia Nakai . 1 小笠原島
タ カサプラウ

Ec1ipta al� Hassk. 

イカeコウ ユ〆 リナ
Elephantopus scaber L 

ウスペニェカ.ナ

Emilia sonchi 日olia DC 

革

草

欧羅巴

西部ヒ マ ラヤ、1m昔日チベッ ト

印 皮

料(葉)

一年主要

小笠原島、琉王者、 2宣告事

小笠原鳥、琉球、 歪湾、日本
汎熱帯

小笠原島 、 翠湾、 日本、 支那
比律資、 メキシコ

賞

料(枝)

料(枝)

一年草

多年生 | 観

一年茸 | 食
一年草 食

中直

小笠原島

小笠原島

可品

小法木

一年草

一 年草

一年草

小笠原島

小笠原島、日本

小笠原島

! 小笠原島、琉王者 、 ihl湾、日本
汎熱帯

小笠原島

直

生

こ

制
柑
島

崎
一岬
録

U
郎

及
す

に
筒
白
局
生

即
位
剛
す

母
白

賞観

一年草

ィ、?謹木

木

本

1荏

草

小笠原品、琉主張、 E主義幸

小笠原品 、 E宣告号、日本 、汎熱帯

一年草

一年草

小笠原島、 道的

小笠原島 、 ~湾、 f.lI l支、支那
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干重
Species 

| 性状 | 効用 | 摘要
Character I Uses I Remarks 

類 分布
Distrioution 

シマポ ロギ グ タケダグサ
Erechtites hieracifolia Raf 

var. cacalioides Grieso. 

ウシノ タケダグサ
E. vale口江口aefolia DC. 

アレチノギグ
Erigeron Iinifolius WiJld. 

オホテンエンギグ
フタゴ。ギグ

GailJardia aristata Push 

テン ニンギ グ
G puJcheIIa Fong. 

セリ バノ セン夕、. ングサ

Gl�sogyne tenuifolia Push , 

ス牛ゼンジナ ノ、 jレタマ

Gynura bicolor DC. 

ヒ マ ρ リ ヒグ/レマ

Helianthus annuuS L. 

ヒメヒマノ、リ

I-l debiJis N utt. 
var cucumerifolius A. Gray. 

ヂシノミリ
Ixeris japonica Nakai. 

ナ カ、ノ、シワ夕、 ン ツノレワ 夕、、ン

1. Iongirostra Nakai. 

ヒメヂシイ リ イノ、=ヵ・ナ
1. stolonifera A. Gray 

タカサゴサウ
Lュctuca versicolor Schullz. 

アキノゲP シ
L. brevirostris Champ 

チシ ャ高直
L. sativa L 

ツハプキ案吾
Ligularia tussilaginea MJkino. 

フ キ款そ
Petasites jap)nicus Miq. 

var. typicus Makino 

ノ ゲ シ
Sonchus oJeraceus L. 

ヒメセンニチモドキ
Spilanthes Acmella L 

var. boninensis Nakai 

アシ ザキサウ
SynedrelJa nodiflora Gaert. 

Vernonia antheImintica. 

ヤンノぐ jレヒゴタイ

ムラサキムカシヨモギ
V. cinerea Less. 

オホノ、マグJレマ

もNedelI a biAora DC. 

ノ、マグ Jレマ

¥V prostrata Hemsl. 

ヒヤ グ ェチサウ
Zinnia elegans L 

南米、 瓜峰、比律主主

南米、瓜峰、 Jヒ律宗

小笠原島 、 童湾

栽槌

| 栽槌

小笠原島 、 三塁普号。

琉球、益事事、 日 本

| 熱帯型新IJ加

メキシコ

小笠原島、宝湾、日本

| 小笠原島

[ 4 笠原島 日本

小笠原島、日本、支那

| 小笠原島、琉球、日本

欧州

日 本

| 日 本

i 小笠原島 、 愛湾、日本

小笠原島

小笠原島 、 重湾、汎熱帯F

錫関

一年草 ら
到
τ

せ
e
i、
H孟

λ
し
を

自
二

t

事

l
H

に
の
生

間
色
野

の
る
に

知
K
虚

不
れ
る

一年草

一 年草

向上

革本 | 叡 ー 賞

草本 | 観

革本 |

多年草 | 食用(葉)

賞

一年草 |諸君:群YE)

一年 草 l 観賞、 泊料
I (極子)

一 年草

一年草

一年草

ー年草

一年草

一日 | 食 料 i
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On the Vegetation and the Useful Tropical Plants in the 

Ogasawara Islands. (R駸um�) 

By 

HIROKIYO TOYOSHIMA 

Th巴 Ogasawara or "Bonin" Is!ands lie geographically in the subtropical zo nr , 

but as its c1imate is rather tropical, its vegetation appears also a tropical aspect. 

The indigenous plants of these isl ands, not only thos巴 at level grounds but also 

those at mountainious regions have generally the tropical nature. 

The kinds of the plants growing there at present amount to about 1,000 species 

in total , and among th em, those judged to be indigenous may be divided into 93 families , 
260 ge nera , 415 species; and also these may be classified to 78 ferns, 195 herbs, 72 shrubs, 
and 70 trees. 

I t worths while to notice that there ar巴 many endemic kinds among the indigenous 

plants; and they number 5 genera, and 204-species; the latter being about 49.2,% of all 

the indigenous ones. These end批emic genera ar 巴 fお削0ωllo飢、もw司v吋、，v

BonÍl川lばielZ<μα H a勾yat乱.

Boniniα Planch . 

Bonino戸ttsiα Nakai.

Hαtypholis Maxim. 

Denc[?'ocαcalia N akai. 

The indigenous pl ant吉 which are not endemic are as follows:ー

99 species, which ar 巴 limited in th巴 tropic zone; 

112 species , which are commonly seen in such regions as South J apan Proper, 
the Luchu I slands, Formosa and South China, etc・-

As to indigenous woody plants, we find 91 genera and 142 species, which must be 

judged also to be of East-Asiatic as well as M alayan genera. Among them the end 巴mlc

ones of these islands are 3 genera and 112 species , the latter occupies a majority of 78.9,% 
of all the indigenous woody plants there; and the rest will bc classified as follows:ー

19 species , which are generally limited in the tropic zone; 

11 species, which are common in those regions as South J apan Proper, the Luchu 

Isl ands, F ormosa, and South Chin a, etc.. 
Among them there are only 

2 species which are seen in the Luchu Islancls and Formosa , and nowhere; vi7.. 

R!.ω'phiolepis 'integ(m ・'imα Hook. et Arn. 

0・ossostep7tiwn chinellse Makino ・

2 species, which are seen in the Luchu Islands, Formosa and Japan Proper , 
and nowhere; viz. 

BladlLiα 8-iebold'ii N akai. 

8αNceα，1'b，lt刷da Maxim. 
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1 species , which are common in Micronesia; viz. 

j1yopO'l'wn tell'doli'wn Forst. f. 

And those which are 

Commonly growing only in South China , or 

Commonly growing only in the Philippine Is1and s, 01 

Commonly growing only in Polynesia , 

can not be found here at all. 

251 

1n short, many of th巴 indigenous woody plants in the Ogasa、，vara Islands a re 

endemic. 

Our islands have many species commonly seen in such rather remote regions as 

the Luchu Islands , Formosa and South J apan Prop巴r etc. and nowhere , while we have 

very few which grow only in Micronesia , lying at the shortest distance; a thing probｭ

ably caused by sea currents in the neighbourhood. 

At present, though most of the plants growing in the Ogasawara Islands are 

imported ones , the climate and soil there are suited to them , and many of them seems 
to have been changed wild. 

As the concluding remarks , we may notice that many of such useful plants growing 

in these islands , as main agricultural vege tables, cultivated trees , medicinal plants , spicy 

plants , resinous and oily plants, dye and tannic plants , fibrous plants , and ornamental 

plants etc. are all tropical and imported ones. 
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U'} 2 固有門山保護林全

A vicw of the protective forest Sekimonyo.mo.. 

本保護林(工母島にあり、桑ノ木山保護林ミ共に本島燈ーの老齢林に L てグノ、、イチピ、エノキ、グロテザ、
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なる Et観 l:t無人島時代の林十日を芳髭 t: ら L むるに足るものなり。
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ff地林(父jJ.5 中央山岡千'~f林山嶺の一部)
おhrubs at the upper part of the mυuntain. 

1. οslcmllele.< lanalαNabi. 2. 1 引旬、'pm 川11

l'ar叫んli川n llayata. 3. Bοb叩 1{'α I"akamii Naka, 

国tfi 3 

p吉弘

普も本島森林(工山嶺さ海岸地方ミ(工、 Jtの所生捕物~多少異にするは素よりなリ

さ雄、海涜よリ山嶺に至る迄熱帯性植物生立 L 、山嶺さ錐敢て山地植物の待

徴を認めず、 11ft山嶺に於げる地表浅う岩石地にては風害、乾~:等 iこ耐ゆる綾

生樹木多 L 。

1.シラゲテンノウメ

前方結資ぜるはタコノキ

後)j}店出ぜるはオカョサハラビロウ

3. ウチダシグロキコバトベラ2. 



~1~ 5 !rl品l オガサハラグハ

(母島桑の木山怯i千J林)

討$ 6 jli;;j 立地l山風休(母島irj'付評議千以市)
¥Vin�-�eak forest for farm , 



4 ・eて
.‘、、、 1Æ'~ 8 I,i;ij テリハハマボウ(母島石門 11 ，岡有林)

2J'} 7 !羡ijl テリハボク(父島奥村岡有海岸防風林) J fibﾎsl"lIs 91αbcr M::t t叩m.

Calο'}''' !lllmn [nop"yllllm L. 



2J~ 9 岡 ヒメツバキ(母品桑ノ木山岡有林) 第 10 t~:d シマボウ(父島洲附 ~.14千-n釘-岸防風林)

Schimα llferl白lc$wnαKoidz. 'l b-minaliα(プαfα1'1'α 1..



シマムロ(兄島凶有林)
J'l肌'ip由・削 tru; ifol'ÎαHook. et Arn. 

シマムロ(工本島唯一の自生針葉樹な叫、
本樹(::t現今生存ぜる巨大なるもののー
に ιて胸高直径 40 糎わり。

第 12 同 ハスノハギリ(父島大村岡有海岸防風林)



第 13 岡 モクタチバナ(母島石門山園有林) 第 14 固 シマタイミンタチバナ(父品旭山岡有林)

Blα.dhiα Siebo!di Nakai. Rapanea JIaxﾎmowirzﾎi Koidz. 



第 15 柿l 板根を隆起せるシマホルトノキ

(母島石門山阿有林)
Plank-butlress of Elaeo加ï山内 p1wtiniae(olia 

Hook , et Arn , 

第 16 同 板棋を隆起せるムニンヱノキ

(tヨ:よ'b桑ノ木山似i有林)

Plank-butlress ofαltis boninen8お Koidz ，



第 17 闘 クロテツ(母島石門山岡有林) 第 18 国 ウド J キ(母島石門山固有林)

/9id四.n:rylnnferrngineum lIook. et Arn. Calpidiα Nishim 1/rαe Rehder et Wilson. 



オガサハラビロウ

(父品旭 111 同有林)
Lil' islOIlα bOllillcnsis Nakai , 

第 20 J,',',i1 ノヤシ(父島中央山国有林)

EXOr1'h':zα Sa101'!，仰αBurret，

-,; 'j 



U-; 21 Ij,1íl タコノキの立'L木( #J: lthì 1 1 1村)

第 22 r日d タコノキの IVi風林(母:lい1 1村)

Wind-hreak [，υrest υ[ nαwlαI!!ド bonino九町i" ¥Y"rb 



、、

第 23 li,iíl タコノキ ::�'} 24 同 オウギタコノキ

Pαndaml.' bon;lIen.<;.' ¥Varb 
P山d酬明 úon'Încnsi浩司λ'ar1 入

、 ar. sf引lorarpαTnyan1a. f(υrma di.<fichαTuyama目



;)'} 25 同 ココヤシ(硫黄島)

(‘町08 附rif目、a L ・

海抜 60 米の高庭に自生ぜるココヤシ

第 26 tJ.ll ワグンノキ(母JJJ乳房山岡有林)
])C?吋t

本島悶有麗 Dcn叫<lro:ac叫ali旧a に腿す芯菊科の樹木に Lて、其の大な

るものは胸高直子:rr 10 腕内外、樹高 4 米内外に逢す。



,. 
S4 

会f'} 27 !i,i;! ムニンヤツデ(母I(lj乳房山同行林)
/Joninnf(llsi(! oliyo('arpd/a N"k"j 

本島凶有風 Bo山lofatsia に属する樹木に L て、 Jtの大なるもの

は胸高直径 20 1:1 1!;僚に淫するものあり。

t�'} 28 !irii] シロテツ(母，l:，}i r ! ，村)

Huâバtイ( .'1/((1)1'α l' bnch. 

/f~烏同干i属 nùninia l: 附する樹木に L て全島 1 :炭〈分布す。



2fS 29 岡 ヒメタニワタリ(母品石門 1I1 隙1 1'1'林)
Ro)/illiclla [，止CIIOÎ Ibyata 

本島問有属 Boniniella に属する午:尚に L て、母島石門山 l""l有林f!JI険

所の石灰岩に者!I~ 1"。

2第i店.~ 3却01ドドill品;，九;，司1

J>lal!lp!toli" {)(JllinsiI1lQc Maxim. 



』
、

轄

JJob~αbοnÎncnsis Nakai. 

[('J 烏に限り白 tl:_ L 、本島問1f f唱に属する小15木 tt.リ。

第 32 [品l ムニンツルアダン林の遠望

({:手jJh乳房山 þ~[有林)

^ view of thc forcst of Frey,.;netia fo1'nw唱nαIIemsl.

var , l!onﾎncn"ﾎs Nakai , 



W 33 !岨 ムニンノボタン(父山 Iド央山以l千J林)
A五Jα ，...:10mα tet>・αmerαllayata.

本島 i司:fîf重に 1必する小i窪木 l こ L て大なるものも樹高 1 米
内外に過ぎず。

おÎ:; 34 !it;;j ムニンツツジ(父品郵崎山国有林)

RhndndC/ldron bonincn .• c Nakai. 

5と烏 j(1Þ間山 lこ限り書士株白生 L 、本烏同1'jfill に L て樹高 1 米 50

料内外なり。



• 第 35 lirifl イソマツ(父島T有附)

Slali開 αI'bvぉ引i[α M立xinl

本島に於ては主さ ιて石灰岩上 1=移 L Ut じ高さ

17 , 8 料内外に逮す。

ﾇ'ﾆ'} 36 国| モクピヤクカウ(硫黄島)

σ1'0刈oSICl，hi'llrll αI'lemÎsioid出 Less.

ー-ー-

本島に於て(:t硫黄島及時j硫黄島に臼生する菊科の小糠木なリ。
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2f~ 39 岡 樹':iゃに着生せるオホタエワタリ

(母白石門山岡有林)

クロガヤ

。イt!wiα bnni，附imac Nakai. 

本島 þ'i川崎に L て疎林下若( (工原野に白 ~H 、本島に於

げる主要なる縄索原料f: り。



第 41 [品i 木性羊歯林の遠望(母島桑ノ木(JI M'1有林)
A view of the for白t of the ferns 

(父山中央山図有林探縁)

仇?川町lα bmmcllαφlùt CopeJand , 



2,í} 43 !i;~! 木'1'1:羊歯及ヒリウシダ(父島II!! 111 隙l有林)

Tree ferns , Front, Blcduwpふ orll仰向li〆l'rcsl ，

前方ヒリウシダ

ヲ弘

?，f~ 44 !i;i;j 木性羊尚祢(父品'1 1火:llJ 凶有林)
Tree ferns , Front; upper, Gil'rlwpelalum bοnùwn8C Schlecht and undcr, 

λも:phl'olepiα "1'， etc , on the stem , Rear; Fl'cycinelia on thc stClll , 

前方木性羊荷の基部 i二着生ぜるはタマシダ、上部はシカウランJtの他、後
方樹幹lこ樋俊也るはツルアダシ。



第 46 I,.,;;J 父lt~j連珠谷国有林々相の一部
!ﾅ} 45 固 木性羊歯の品川小に着生せるムニンシシラン A part of Mt. Renjudani. 1♂ront ， Angiopie1"is subopposit.;roUa de Vries. 

(母品乳房山 I，'~I千川本)
Rear , Vittαj'l~a .'ip. on the stem. 

両íj)j リウピンタイ

ritlαl' Îa OfJα崎山αren 川将 Kudama on the steU1. 後方 樹幹に者生てまるはシシラン!鼠



• 第 47 防l スキヤクジャク(硫黄品)

AdialllwlI diapha/凶m Bl. 

第 48 岡 羊歯知1t下落 (父品主llEk谷岡有林) • 

Group of ferns. 

共生植物 i;t3'マシダ、ムエ Y タマシダ、オ

ホヒノキシタ\アチカ・~，シ夕、すホタェワ

タリ、ホラシノプベケ示シ夕、等なりつ



!:ﾎ} 49 Iﾚ';匀 ム=ンモダマ(叫J島衣館岡有林)
第 50 1;;,\1 オガサハラグハ人工植栽休(樹齢 12 11' ) 

(母品桑ノ木山怯l有林)
N，印刷α :Poyoshimae Nakai. JIo叩s bon; lIc,,-,is Koidz. 12 years old. 



モクマワウ人工組裁林(樹飴 15 年) • 

(父X;j-，'(ï 'li:'J岡有林〉
白〆uα川α 叩山IlfoliαFぃr， l. 15 yeaf' 

υld 

:;(,} 52 II,.,'il ヤロード天然);!i ~Jr林(向JJb凶行林〉 • 

()rhrogiα N"kα ionαKüidノ



Mixed fl'fest 

Upper, Pinu.s lur-h附1181" M"yr , 

16 ye"rs old. 

Under, Srhimα .~Jerten.s iα11αKüidz ， etc 

上木 琉球松(樹齢 16 年)

下木 ヒメツメキ ;!t の f也

U} 54 I尚l 蹟葉杉人工植栽林(樹紛 7 年)

(父品連珠谷固有林)



;:Æ~ 55 !irii! アカギ人工槌1H本(封恰 4 年) (父山迎

珠谷以i有林)

T-l iscl，ωUïα jα I'anl(α H1. 4 yeors old 

;~~ 56 "rii! 償fJi/í樹(父jょう休業式駒場見本林の--NII)

.1，.，，('α ('a fcchll L , 



第 58 国 印度竹人工植栽林(父島連珠谷間有林)

FicUiぢ religiosαL.



第 60 li;'11 気根を:南下せるガヅマル(父応大村)

l?icl刊 l'etll，'αL.

第四 I ，，'il インドゴムノキ(父ぬi直球符同行林)

Fitu.-: elw4icαRoxb. 



;;ﾆ'} 61!m1 7'ニホットゴムノキ(父島清瀬) 第 62 悶 パラゴムノキ(父島清瀬)
JJl<α lI ihol Ola計~'01. 1'lï Muell. Arg Hel'Cα brα同iliC1ルgi" Muell. Arg. 



tt'S 63 I品l コ{ヒノキ(父，If.~劫JI珠山) !j-; 64 凶 ベニガクヒルギ(マング口ープの・種)

凸tJeααrabi伺 Linn. (父，1.'占清i頼)

11，・uguiaα 附ゾ"gαfα(L.) Me口.



第 65 [i;id 林下に栽培せるトラノヲ(父品辿珠符閤有林)

林下に栽培せる綜問竹(右)

及1m音竹(左) (父島瑚誹111 ) 
Left , l!hapi長 flabelllforrni.， Ait. 

Right, Rhapi.s hllmili, Rl. 



司眠

'" 

Oiti 制 De何manαLour.

U~ 68 固マ ンコ

(父島林業試験場見本林の一部)

3Iangifcra ;吋ica L. 



第 69 園 サイサ}l-へンプ(硫黄島)

Agα1‘e Tig∵(L MiJl, var , sisalm日

Perr 

〆h

パノ汁: (父島大村)

Ca円.伺 PapayαL，



~} 71 悶 鳳梨(父島効!1排111 ) 

11Iu.，α sapieni1_叩も L.



?,í'} 73 li首l コカ(硫貨品)

E，'ylho.ザlon 11ο仰!1m 11α1('11 刈I1ier

第 74 闘 I1・rm (叫品t~jl村)

S'arr'"α 1'l11n o.tJici間r1.111/ L. 



ピヤクダン(父JJb林業試験場

見本休のー古1\) 

5αntatnm alhu川 Linn. 骨、

~， t".ψ負
" 

, 
・~

久.

、 ‘ ・ト

第 76 同 デリス(父山休業試験場見本林の一部)



• 第 77 lii，~l レモンザウ(硫黄品)

り/川b"l'(/!JOIι citl'αt削 St"pf.

第 78 脂i オホハマオモト ー+

Cパ泊山tι !Ji!J出 N"kai.
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U'} 81 凶 llï.生化せるセイロンペンケイサウ 第 82 闘 ナンパンサイカチの花及果

(侍品~N;寸) Gut-;;{'ilα fìsl1d，αL， 

Bryol'hyllurn ('aly，'i附rn Sali,b" changed wild 
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節目園

2J'} 83 11,;;] 

上、ホ Yノミテンノ

ウメの fE

下、シラゲテンノ

ウメの 1E

l ~pper ， Qsfcomcle" 

b山首/nc)1.si，<.; Nalζai ， 

l' nder, 04mml.'!"s 

lan(lfa Nakai 

嚇襲襲


